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エベレスト遠征 (1969-70年)を顧みて

隊長松方 三 郎

日本山岳会がエベレスト登山計画をたてた当初，目標は 1966年だった。ネパール政府から入山許可の内

諾を得て， ロイヤリティの半額を支払うまでいっていたのだが，その後ネパーJレ・ヒマラヤ全域の登山禁

止が発表され，計画の実現はまったく見当がつかないまま，数年が経過していった。

ところが 1969年3月になって，他の幾つかの山群とともにエベレスト地域も登山許可地域となり，

1969年 4月 4日，解禁後初のエペレスト登山許可が日本山岳会K与えられた。

時間的にいえば. 1969年春に許可を与えられ，翌 1970年のプレ・モンスーン期K登山してよろしい

と唐突Kいわれても，準備その他の点から大きな問題があった。ただ，日本山岳会としては，ネパーJレ政

府の好意ある取計らいにはどうしても応えなければならなかったし，多少の無理を承知の上で，急拠準備

に入っ Tこ。

解決しなければならない問題の第ーは，エペレストを含むクーンブ・ヒマ-Jレ地域の現状Kついての知

識がわれわれの聞に十分なかったことだ。数年間も入山不許可であったのだから，やむをえないことであ

ったが，往年のシェ ノレパたちの近況も不明，ポーターの事情も不明，何から何まで不明なことばかりだっ

た。

そうした事情の下で，何としてもやりたいと考えたことは，数人からなる偵察隊を出すことであった。

第 1次偵察隊は，言葉どおりとるものもとりあえず，実は財政的な事情もはっきりしない状態の下，工面

して送り出した隊であったが，この第 1次偵察隊がアイス・フ宏一Jレを突破してウエスタン・クームに入

ったということで，少なからぬ経験と知識を得ることができ，第一段階の地ならしはできていった。圏内

では，その聞に準備委員会が発足し食糧・装備の準備が進められていた。

第 2 次偵察隊は，同じ 1969 年のポスト・モンスーンに派遣された。との隊は，エペレスト南昼~I'Cとり

ついてみる。そして実際に南壁のルートの可能性をみてくるという特定の任務を与えられていた。

この第 2偵察隊が 8000mの地点まで南壁を登ったとL、う事実は特筆すべきこと である。今後誰が. 1. 

つ，南壁ノレートからの登頂に成功するとしても，この隊のっくりあげた記録はひとつの大きな業績として

ヒマラヤの登山史に残ることであろう。

1970年の遠征は，以上のようなことを考えれば，ふたつの偵察隊とひとつの本隊とL、う 三つのエベレ

ス ト隊をあわせたものであり，その点大いに変則といえば変則だが. 1970年のプレ・モンスーンK登山

の機会が与えられたというせつばつまった事情から巳むをえないものであった。いうまでもないことだが，

日本山昏会の隊のあとには各国の登山隊が許可を待ちうけており，すでI'C1971年プレ・モンスーン期は

国際隊，同ポストはアルゼンチン隊. 7 2年プレは西ドイツ隊. 7 3年プレはイタリア隊の各隊が登山許
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可を与えられていた。われわれとしては， 1970年のプレ・モンスーンが駄目な場合にはひき続き次の機

会が与えられると L、う事情にはなかった。マナスノレ時代は去って，ヒマラヤは新しいエポァクに入ってい

たのだ。

山K:登る者は，誰でも山が好きだから登るのだ。だが，日本山岳会の遠征となれば公的な色彩がある程

度出てくるから，行雲流水にまかせて山を歩くということとは大いに異なる。このことにこだわらないこ

とはなかなか難しいことだが，山がエレベストであり，日本としては初めての試みであるとなれば，その

点は割り切ってかかる必要があった。登山隊員 30人多かれ少なかれ同じ気持であったろう。そして，そ

れあるが故に隊員の一致協力も得られたものだと思う。しかし，いずれにしてもそれは普通いわゆる山登

りとは少なからず違うものであった。山登り Kでかける以上頂上に登るのが最大の目的であることは当然

のこと Tご占 イギリスのハント隊(1953年)以来すでに 5ク固によって登られた山K登るのであるから

当然、日本隊も登るで怠ろうと考えるのは世間の常識だが，山がエレベストであれば話はそれほど簡単では

なL、。天候ひとつ狂えばすべては霧散してしまうかもしれなL、。

その上K今回は南壁の登肇を計画の大きな柱として取り上げていた。すでに東南稜から数回登られてい

るとすれば， 日本隊はその上K何ものかを加えなければならないo 1. 、や加えたL、。南壁はかくて取り上げ

られたわけだ。したがって，本隊は実はふたつのエベνスト登肇を計画したものであって，それを考えれ

ば総員 30人とL、う陣立ては決して過大なものではなL、。

隊員の総数は 30人であった。公けの遠征隊としてなるべく広く準備委員を募る方針がとられ，最近海

外に遠征した経験をもっ青年層に重点をおいて公募されたが，最初のリスト Kあげられた人名は 10 0人

をゅうに越していTこ。 10余年前のマナスル時代と何と L、う相違であろう。

最終的に決定した隊員の平均年令は登挙隊員で29.7歳，その足跡はグリーンランド・アラスカ・アンデ

ス ・パタゴニア ・ヒマラヤ・アフリカ・アルプスなど突に広い範囲にわたり，過半数は 6，OOOm以上の登

山経験者 (8，OOOm以上経験者3名， 7，OOOm以上 13名， 6，OOOm以上 5名)であった。しかもその出

身はきわめて多種にわかれ，出身グルーフ・別にみれば，ほとんど 20近くにわかれていた。こんな事実も

特筆に値するととだと思可。

いわば一人ならず一騎当千の士と L、うわけだが，一騎当千がうって一丸とならなければひとつの遠征隊

にはならなL、。

この点で 1970年のエベレスト隊はひとつの新しい試みをしたのだが，その試みをあえてしたのは正し

かったと思う。第 1，山がエベレス トであるし，計画自体がふたつの柱をもっ大きな計画であったから，

それ以外の方法もなかったのだが，結果において 30人が 30人とも山での生活を通じて新しい多くの友

をつくっ Tこ。これも特筆すべきことだと思うが，実はこれができないようでは大きな遠征はできなL、。日

本も一人前になったといえばいえるわけだが，こんなことは他の国では珍しい話ではなL、。のみならず，
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現地K入ってみると，夫婦連れや子供連れでヒマラヤに来ている連中が少なからずある。難しL、山登 りとい

うのではないが，国際的にみればまだ日本は一世代ぐらいは遅れているといってよいかもしれなL、。

だが，ヒマラヤは明らかに変りつつある。

山の偉大さも美しさも変らぬ，恐しさも変ら叫しかも登る人は昔の先人達とは大いに違う。

今回のエベレスト遠征など，あるいは遠征とよばれる最後のものになるのも知れなL、。

最近の著しい変化は，登り方，考え方K大きな変化が起こっていることだ。われわれがエベレストの南

墜にとりついていた同じ時期K，イギリス隊はアンナプノレナ I峰の南壁にぶつかっていた。つまり，アル

プスでいう'壁の時代'がヒマラヤ登山Kも浸透しつつあるのだ。これは好き嫌いの問題ではなL、。 事実

がそうなのである。 Howard-Bury(1883-1963)， C.G・ Bruce(1866-1939 )， E. F. 

Norton ( 1884 - 1954)， Hugh &tt ledge( 1884 -1961 )等の時代は速く去ったというべき

であろうか。そうだとすれば，さしずめ私など旧世代の生き残りということになるが，自分自身，実はそ

れほど思いつめてはいなL、。ヒマラヤはまだまだ広いのである。ヒマラヤにしても，われわれの知らない

ととるがまだいくらもあるのである。

学術調査Kついては是非一言せざるをえなL、。

3 0人の隊員中K4人のドクターがL、たということは，考えようによってはぜいたくな編成ではあった

治三それあるが故に隊員やシェルパの健康管理もできたし，立派な学術的成果をもあげることができた。

将来もっとも長く問題Kなるのはこの学術調査であるかもしれなL、。この意味で困難な山の条件でこれだ

けの成果をあげたドクターたちの努力K深く敬意を表せざるをえなL、。学術調査は医学部門だけではなく，

地球物理，気象部門にも及んでいる。ことに一人の隊員は，秋の偵察が終了してから本隊到着まで現地に

とどまって気象調査を継続し，さらに本隊帰国後もモンスーン期の気象調査を行なった。東南稜からの登

頂成功自体を考えても精密な気象観測に負うところが大であった。これらの学術調査については，今後長

く続けたいというのがわれわれの切なる願いだ。山に登ってさっさと帰って，後は白波とあっては第一ネ

パーノレに対して相すまなL、。

更に最後に報道班の業績について触れなければならなL、。 毎日新聞社 5名， NHK4名の取材班の活鳳

はめざま しかった。その結果，本隊が東京に到着した時点では，一応の隊の行動は最大もらさず全固に新

聞で報道され，テレビで放映されていた。このような事実も今回の遠征として特筆すべきことであろう。

一番元気で愛すべき大男の成田君を山で失ったことは，かえすがえすも惜しみても余りあることである。

誰もが彼の活鼠には大きな期待をかけていたのTご。今でもペースキセンプ辺りに行けば，彼がその辺の岩

かげから現われて来そうな気がしてならなL、。

山であれば，それもエペレストのような山であれば，時Kは生命の危険もあることは誰も覚悟のことだ
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登山隊行動報告

登肇隊長大塚博美

計画と準備

1. 計画誕生までの経緯

1956年，マナスル登頂に成功した日本山岳会は.1959年には更Kヒマルチュリ遠征隊を派遣して，

若手のヒマラヤ登山経験者を養成し，ヒマラヤ登山K対する知識を集積していった。ヒマルチュリが 1

960年 K慶応隊によって登頂された後. 1962年頃Kはカンチェンジュンガの計画もあったが，学識

経験者の意見を求担ちたりしながら計画を検討していった結果， 次の目標はエベレス トにしぼられていっ

た。そしてそれを，いつ，どのような計画で行なうかが問題であった。

196昨プレ・モンスーンに実施すべく，申請書をもって当時の三回副会長(現会長)がカトマンズ

に量まいたのは. 1963年 5月のことであったカミ 1965年にはすでにインド隊が決定しており，やむを

得ず目標を 1966年プレに変更した。 幸い登山許可の内諾を得て，登山料の半額を支払い，ここにい

よいよエベレストの準備が具体的にスター卜したわげである(詳細は会報 228号参照)。明けて 1

964年 6月には松方三郎氏(当時会長)が隊長に決定し，エベレスト委員会(委員長模有恒氏)を

中心とする組織もでき，若手の実行委員のメンパー 68人も揃った。各国山岳会K挨拶状まで送ったと

ころ，英国山岳会をはじめ，スイス，インド，アメリカ，フランスなど 8ヶ国. 13団体.J.ハント .

M.S.コリーら個人 3人から松方隊長宛に激励の返信が屈き，各国山岳会が日本山岳会エベレスト計画

に対していかに大きな英勝をもってくれているかを知ることができた。

ところが，いぎ具体的準備開始とL、う矢先の 1965年 3月 19B. ネパール政府;主突如としてネパー

ル・ヒマラヤの全面登山禁止令を出し，ネパール・ヒマラヤを目指す外国登山隊を一斉にシャフトアウ

トしてしまった。なおこの年エベレストに向かっていたインド隊は， 三度目の正直で念;願の登頂に成功

した。

張りつめた気持がL、っぺんに崩れていくようだった。理事会も，エベレス卜 委員会も，まし てぞ若手

の実行委員会のメンパーたちの落胆は大きかった。いつ再聞になるという目途もないまま，エベレスト

の準備は中止され，計画は延期された(1963年 10月から 1965年 6月に延期を決定するまでのエベ

レスト委員会の経過報告については，会報241号参照)。

そしていつしか 3年の歳月が流れた。

1968年 8月 19日，ネパール政府は全面登山禁止を一部解除し，エベレス トを含む 38座の解禁を

発表し，新登山規則の成立を待ってとれを実施することを明らかにした。

いよいよ来るべきときが来た。 1969年のプレ・モンスーンには登山が可能となるわけである。解禁

後のエベレスト登山の許可第 1号は日本山岳会tてという希望は，登山料を半額払いこんであるものの，

ネパール政府相手のことで何らの確証はなL、。また，禁止の聞にも，ネパール外務省には各国からエ
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ペレスト登山申請がなされ，その数も 10隊をこえると聞かされTこ。新登山規則が発表されない以前f'L.

西ドイツ(アンナプルナ 1).アメリカ(ダウラギリ 1)が登山許可を入手したという情報も入札グ

ズグズしていると許可入手のチャンスを逃がしてしまうのではないか，という心配があったが. 3年余

のブランクがあり，エベレスト委員会では，再聞に備えての具体案はなかなか出来ない情勢にあった。

4年とL、う休止の歳月は諸々の事情を変えた。エベレスト委員も，実行委員も，職場や環境が変わり，

めまぐるしい社会情勢の変化Kまきこまれていた。そして，登山界のすう勢も，閉鎖されたネパール ・

ヒマラヤから目標をヒンズー・クシュ，アンデス，コーカサスなど世界各地の山々へと転じ，さらに登

山の傾向もバリエーション・ルートの開拓K中心が移っていった。ヨーロッパ・アルプスでは，より困

難な畳畿を求めて， デ ィレ ァテ ィシマなる登山形式カ.咲鋭的なクライマーによって実践されていた。

この間，エベレストの言一回が停滞していたとしても，それはある程度致し方のないことであった。当

初の計画案の骨子は，およそ次のようなものであった。 q滞期は 1966年プレ・モンスーン，但し，必

要に応じて 1965年ポストに先進隊の派遣も考慮する。②登頂を第 1目的と し，これに関連する科学調

査を行なう。したがって，科学調査の目標は，高処における医生気象学，地球物理等の範囲にとどめ

る。③酸素補給器を使用しない登頂も考慮する(会報 241号参照)。 登頂ルートについては，この時

点で明示されていなかったが，東南稜からということは，言わずもがなのことであった。

しかし，東南稜から登頂するだけの計画であれば，すでに多くのま揚があり，ルートは熟知されてい

る。山のもつ要素はそれなりにかなりわかっている。したがって，基本計画はすでに出来ているといっ

てもよかった。従来Uてない創意あるプランをどう織りこむかが問題であり， ローツェを含んだエベレス

トの縦走頂上幕営などの案が委員会で話題となったこともあったが，計画として討議されるまでには

致らなかった。禁止が解除になり，許可の見込みがはっきりするまでは腰が入らなかったのである。か

くして，解禁発表があった8月から翌 1969年 1月までの5ク月聞は，組織の建て直しに時が貸された

が，それにしてもこれは長すぎた。

ネパール政府の解禁発表直後に聞かれたエベレスト委員会では，①継続事業としてエベレスト計画を

推進する。②隊長は松方三郎氏で行なう。という 2点を確認し. 1968年 9月の理事・評議員会で報告，

了承を得たものの，具体的検討はなかなか進なかった。

1968年 10月 26日， 龍名館においてエベレスト組織委員会(本部委員，企画委員合同委員会)が

久し振りに開かれ，登山再聞に備え，今後の組織の構想e 運営，登山実施の時期， 登はん隊長の人選，

資金の見通しなどについて討議された。

このときの討議では岳河策委員長から辞任届も出されているし，情勢も変ョているので旧委員会を解散

し，新委員会を編成した方がよ、、。② 1969年プレ・モンスーンから登山可能となる見込みであるから，

今から準備して. ] 969年プレに実施すべきではないか. 1970年プレには，西独，英国隊などが申請

しているので競合する心配がある。③先づ松方隊長に登はん隊長を決めてもらい， 早く準備をスタート

させるべきである，と L、う意見が出された。 JACが，マナスル，ヒマルチュリと海外登山を実施した

経験から，その組織の構想、は原則に沿ったものであったが，委員会が具体的に動き出すには未だしの感
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があった。最ーも大事なこの時期での組織の立遅れが， 後から起るスキー隊との登山許可の競合，登はん

リーダ一決定の遅れから来る準備体制lの不備などに決定的な影響を及ぼしたことを反省して見ると，大

プロジェクト遂行にはL、かによい組織を作り，レかK早 くから， まかせる人を決めなければ駄目かとい

うことを改めて痛感する次第である。

2.登山許可問題と日本エパレストスキー隊との関係

1969年 1月 11日にはネパール政府に対し， 1970年プレ・モンスーン期のエベレス ト登山を行な

いたい旨の Applicationを提出 し，Application のネパール側到着を待って松方隊長がネパール

脚存と折衝するためカトマンズに飛んだ。

松方隊長は2月 11日カトマンズ入りしたが，折から，デモクラシー・デーやアフガン国王の公式訪

問，休日などが重なり， カトマンズの休日を過すことになったが" 2月19日，外務省の登山担当官シ

ルワル次官補と会い，①本会が 1963年にネパール政府に提出した登山許可申請は，今でも有効であり，

解禁後の優先順位ト 7 プにあること。②1963年に三国会長 (当時副会長)が払込んだ登山料の半額は

受けつけている ととの2点の確認が得られた。

シルワル次官補の話では本会のエベレス トの許可の優先順位は第 1位であり， 少しも心配する必要は

ない。近日中に新らしい登山規則を発表する予定であるから， もう少し待って欲しいとのこ とで期日は

不明だが，見通しは明るいとのことであった。

これと前後して，会員高橋照氏は日本エベレストスキー探検隊(JapaneseEverest Skiing 

Expedi tion)の名のもとにエベレストのサウスコルからのスキー滑降を行な う交渉のためKカトマン

ズに入り， 2月 19日付をもって，エベレスト地域でのスキー滑降と映画撮影を行なうことの特別許可

を入手した。その内容は次のようなものであった。

with reference to your letter dated 9th， Februaru， 1969， 1 am glad to in・

form you that His Majesty's Governrnent has granted permission to the Japan 

Science Foundation to carry Skiing expedition in the Everest region， for the 

first team of 10 from September to November 1969 and Second te包nof20 

from Febraury to June 1970 on the following conditions which you have a-

greed. 

…・(中略)ー

Expedition party w剖 inno case m広ean attempt to climb any peak in 

that area， since the expedition is considered to have its 0句ectas purely skung 

and sport. 
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これに対し，本会常務理事会では 3月 5自に高橋氏から事情を聴取する一五 3月 6日の理事 ・評議

員会で種々検討を行なった。しかし，①さきの松方隊長がシルワル氏に会った以後と くに状況が変化 し

たとは考えられないこと。②スキー隊の具体的な計画はまだ不明な部分が多く，1963年から準備を進

めてきた計画を放棄しなければならない理由は見当らないこと。③スキー隊の許可のなかに 11.、かなる

頂...bt:も登らないこと」の一項があることから，ネパール政府がスキーと登山をわけて考えていると判

断できる亡と(その時点ではこれらが必らずしも明確に認識されていたとはいえないが)，といった理

由から，ネパール政府の登山許可が間もなく届くであろうことを前提に準備を進めることとし，直ちに

計画推進の中心となる新エベレスト委員会(委員長三田幸夫会長)を発足させることを決めた。

3月 25日附丸 三田委員長以下島委員として加藤(泰)，小原， 辰沼，大塚，松田が決まり， 委員

は，計画進展に伴い逐次補充していくことで理事会の承認を得た。(委員刷工後に様，松方，中島側

の3名が追加された。)

3月 19日にはネパール政府は新登山規則を発表し， ここに 38座の解禁がL、よいよ現実のものとな

った。 3月 25日の理事・評議員会でも，スキー隊との競合問題については，真剣に討議がかわされた。

これらの意見のなかにはこっともピ yグ・チームになることが予想されるところから，同時f'C2隊がウ

エスタン・クマムへ入るのは避けるべきであるという意見が半分，延期することはネパール政府の好意

を無にすることにもなるので，実施すべきであるという積極論が半数というところであったが，スキー

隊の撮影する映画が 1970年のEXPO用であるところから，スキー隊の延期ということは考えられず.

いずれに しろ因った事態になったというのが偽らざる気持であった。

そうしている中f'C，ネパール政府より， 1月11日付で本会が申請した 197凶手プレモンスーン期の

エベレスト登山についてそれを許可する旨の公文書が 4月4日付でとどいた。即ち，

百ushas a reference to your letter dated January 11，1969 to carry a 

mountaineering expedition to Mt. Everest. 

1 am glad that His Majesty's Government has decided to grant perrnis-

sion to the Japanese Alpine Club to c釘ryan expedition in the Everest. 

Regarding the period for the expedition， the choice is open to you ei・

出erfor 1970 Spring， or post monsoon or 1971 Spring. 

…(中略)…・.

Now it is up to you to decide. In any case， whatever decision you ar-

rive at， may be conveyed to this ministry at the earliest possible. 

これにもとづきエベレスト委員会では， 4月8日に第2回の委員会を開催し，この好意あるネパール

政府の取計らいに対し，種々検討の結呆のぞましいことではないがスキー隊との 2隊の同時期入山も
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止むを得なL、。ネパール政府が一方はスキー，一方は登山隊と割り切って同時に両隊に許可している以

上，その好意に甘んじ，与えられた最初のチャンスをつかんで 1970年のプレモンスーン期に実行すべ

きであるとの結論に達し，その旨を直ちにネパール政府に通報することにした。

この場合，最大の問題な，いうまでもなくスキー隊と同時期，同地域に入山することをどう考えるか

という問題であった。スキー隊の計画は. EXPOとの関連で 1969年ポストから 1970年プレという

時期を変えられない以上. 2隊が一緒に入山することを避けるためには，理屈はともかく我々が 1年延

期することが望ましいことはいうまでもなL、。しかし 1年延期したら我々の計画は実現するか?そのと

き我々の念頭にあったことは， 1965年，ネパール政府の登山禁止令によって，我々の準備が中止のや

むなきに至ったときの状況である。三田副会長(現会長)がネパール政府のエベレスト登山内諾の回答

を得たのは 1963年であョて，その時点では 1964年実施の可能性もないではなかった。現にその線を

強く推す参員も何人かL、た。しかし，準備に万全を期すべきであるという慎重論が大勢を占め， 1965 

年はインド隊が既に許可を取得していたために， 1966年プレモンスーンに実施という結論になった。

私は何も，早ければ早いほどL、L、ということを主張しているのではなL、。しかし，ヒマラヤ登山におい

て， 1年先のことはわからないということをこのときほど思い知らされたことはなかった。 4月4日付

のネパール政府の公文書に接したとき，まず最初に思ったのはそのことである。エベレスト委員会とし

ても，スキー隊との難かしい調整問題があっても，敢えてネパール政府が好意的K提示してくれたもっ

とも早い機会K我々の目標をあわせようと L、う結論に到達した背景にはこのような過去のいきさつがか

なり反映していたといえよう。なお，この 4月4日付の文書には，もし 197~手プレの場合にはスキー

隊と協調して計画を進めてほしい旨の付帯条項があったため，スキー隊と我々の隊の聞には許可をめぐ

る渉外の問題をめぐってさまざまのトラブルがあり，ひいては今回の我々の遠征全体にも大きな影響を

及ぼすことになったが， これについては，以下それぞれの項で，逐次報告していきたνb

3. 第 1次偵察隊の派遣

エベレスト委員会では，前述のとおり 1970年プレモンスーン期の実施を決めると同時I'C，直ちK具

体的な計画を立案し，発表することになョたが，ここではじめて南壁からの登頂を計画の中心に繰り入

れることが明確にされた。

計画の骨子はおよそ次のとおりであョた。

① 目標は 1970年プレモンスーンとする。

② 第 1目標を南壁からのエベレスト登頂におく。

③ 南壁隊をサポートするために東南稜からの登頂も行ない，できれば南壁隊と東南稜隊の頂上でのラン

デプーを実現する。

④ 科学調査は高所医学，気象，地球物理学の 3部門について行ない， H登山のために必要な科学調査'

という実践的な面に焦点をあわせる。

⑤ サウスコルにシルバー・ヒュ yテを建設する。
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@隊員は 20人，隊長は松方三郎。

⑦ 費用総額 1億円。

⑧ 万全を期すため，1969年プレ・モンスーンと同年ポスト・モンスーンに偵察隊を派遣する。

以上の計画は，必らずしもよく練られたものでなかった。しかし，エベレスト登山を1970年に我々が

行なうとすれば，どういう考え方と方法で行なうべきか，という本質的な考え方を重視してつくられたもの

であり，いわば我々の決意表明であった。そしてこれを行なうためにはやらねばならない問題はたくさ

んあったが， 1年間腰をすえてとりくめば，ゃれないことはなL、，という目途はもっていた。幸L、，こ

の計画が着手されてからすでに 6年が経過し，情報の蓄積とともに，資金的な面でも毎日新聞社， NH  

Kの後援が内定していたことが大きな支えであっTこ。それだけに一層その時点で我々の旗色を鮮明に示

すことが必要であったし，そのためには，直ちに具体的な行動に入る必要があった。

か くして 4月 10 日の定例毘事・評議員会で計画の承認がなされ，同時に第 1次偵察隊派遣も決定を

みた。 4月 14日Kは正式のアプ リクーションを提出， 16日の第 3回エベレスト委員会では，第 1次

偵察隊派遣の細目を検討，リータ・ー藤田佳宏 (36)，植村直己 (28)，菅沢豊蔵(27)，の 3名をでき

るだけ早い時期に送り出すことを決めた。

この日の午後，松方隊長他 3名でかねて内意を得ていた毎日新聞社首脳とも会談，その席上，毎日新

聞社側から新聞社としては 1社単独で後援したいという意向が明らかにされ，後援金として 3.000万円

を挟拙してくれることになった。

とうして 4月 19日には，昭和 44年度日本山岳会通常l会員総会において，本計画は正式に承認され，

席上第 1次偵察隊のメンバーも発表された。

4月 23日，第 1次偵察隊は毎日新聞社から相沢裕文特派員が加わって，総勢藤田以下4名のメンバ

ーで出発した。羽田空港は，毎日新聞社はじめ報道関係者，家族友人等，多数の見送 りがあり賑った。

エベレストの南壁という未知の，しかも極めて困難な要素の多い計画を主目標においた日本山岳会と

しては，事前の偵察は欠かすことのできないもので， 4月を半ば過ぎてはいたが，僅か 1週間の準備で

取るものもとり敢えず出発した。

今までエベレス トの南墜を登ろうという計画で，アイ スフ茸ールを越えた隊はなかったし，取付点の

確認や，具体的なルートの見通しについての目途もなかった。また 4年聞に亘る登山禁止のため，シェ

ルパ，ポーターにもプランクがあり，山麓の現地の事情なども変っていることが予想され，どうしても，

この限で下見をしておく必要があった。

カトマンズK到着した第 1次偵察隊は直ちにネパール政府当局と折衝し，その結果:， 1970年のプレ

・モンスーンの本隊の偵察隊として許可をとり，入山することができT匂

カトマンズより，空路ルクラを経て入山した第1次偵察隊は 5月 4日B.CI'C入ってから，約 2週間

でアイスフォールを突破して，ウエスタン ・クームに入札南壁の取付点ルート， 獲の状態などを偵

察して， 6月 21 日全員無事帰国した。
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第 1次偵察隊の藤田リーダーの報告Kよれはエベ1ノスト南壁は，全く手がつけられないとLづ代物

ではなく，全体の感じとしては登れるということであった。但しこれには，多くの問題をうまく解決し.

連行した後，最後の段階で天候に恵まれるということが必要であり. 8，000m付近までのアプローチの

ルートには，落石雪崩の危険が予想、されるので，この対策を十分考えなければならないというコメン

トが付けられていた。

第 1次偵察隊は不十分な準備ではあったが，派遣しただけの成果は十分Kあった。何より，日本山岳

会が懸案の計画を実行に移したということを内外K示したということは意義深むその意味では価値あ

る偵察隊であった。

4. 準備委員会の発足に至る迄

第 1次偵察隊が，ネパールで行動している聞にも，スキー隊との聞で話合いが行なわれていた。我々

の登山許可そのものが，スキー隊との調整にかかっていたわけであるから，この問題の解決が大前提だ

った。この件に関し. 6月19日， 駐日ネパール大使館に於て，パンタ・リ一大使，シャハ二等書記官立合い

のもと，日本山品会側一一三田，日高，辰沼，大塚，松田，神原
}の各氏が協議し.1970年プレモン

スキー隊側一高橋，中野，高島，三浦，松下，古村

スーン期には，スキー隊，登山隊の両隊が，成功することを前提に今後話合いをつづけていくことの覚

書を調印した。との内容は次の通りである。

Under the auspices of and upon the invitation by Mr. Bharat Raj 

Bandary， Ambassador of Nepal， bo出 JapaneseEverest Skiing team aIld 

Japanese Mt. Everest Expedition team from Japan Alpine Club， have agreed 

to continue the necessary negociatioasむnongthem to find out facts whether 

bo血 partiescan carry out血血 o句ectswithout risks. Both parties hope to be 

able to carry out their respective expedition in early 1970 by mutual agree-

ment to be reached after more discussions. 

この覚書K.三回会長と高橋隊長がサインし，その後もこの話合いがつづけられたが，この会合はい

つも， 日本山面会側が 2隊両立可能を主張するのに対し，スキー隊側は. JMEE隊に来て貰うと困る

というような気持があるため，終始平行線をたどった。

この文書では，両隊が今後協調をはかつていこうという態度が表明されているものの，協調が成立し

たこと KはなっていなL、。いうなれば，“土俵衡を確認しただけであったが，その当時の雰囲気では “土

俵ぬさえできれば，協調が成立したも同じだという，今から考えればきわめて一方的なおかしな認識が

あって，そのために種々の誤解を招き，また問題をいっそうこじれさせてしまったことは残念だった。
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遠征の実務のルールというものを確立することがL、かに必要か，ということを銘記しておきたL、。

6月下句には，第 1次偵察隊の報告によって，第 2次偵察隊の派遣が検討された。第 1次偵察隊は時

間的にも聞に合わなかったために，南壁については，眺めただけで，全然手を触れてこなかョた。やは

り本隊の派遣に先立ち，ポストモンスーンに第 2次偵察隊を送り，実際に南壁を肌でふれてくる必要が

あるというのが主旨だっ Tこ。

具体的な準備をすすめるに当り，棋委員の提案もあって，日 本山岳会全会員の衆知を集めて，準備を

行なう必要があるということで，会員中より，エベレスト登山準備委員の公募を行なう ζ とになった。

そしてその結果116名という多数の自薦，他薦の希望者が集まり，これに委員会から委嘱して準備委

員会に加わって もらった者も含めると，その数 127名に達した。

7月 1日，向井ピル 4階に準備委員会の事務所を設け， 7月 12日には第 1回準備委員会を開催して

準備のスタートを切っ Tこ。そのときの係りと主なるスタッフは次の通りであった。

総務:加藤(泰)，辰沼，大塚，松田

企画:加藤(泰)，辰也村木，大塚，松田，藤田，中島，

事務局:。中島(寛)，他 14名 (メンバーの詳細は会報 291号参照)

医療:強沼，他 10名 。印責任者

装備:守IL上，他 38名

食 糧: 宮下，他 24名

包装:。大森，他 7名

酸素:。住吉，他 8名

気象 ・通信・地球物理:。芳野，他 11名

との日，第 2次偵察隊の具体的内容が発表され，この準備委員会の当面の仕事は 1ク月後に控えた第

2次偵察隊派遣の準備め仕事であることが伝達され，各担当者に直ちK具体的な作業に入ることになっ

た。

なおこれと平行して， NHKとの具体的な折衝が行なわれた。 NHKが本会のエベレスト登山を後援

することについては， 1965年当時から話があり，その後も継続して話がつづけられていたが， 7月 1

5日の松方隊長と NHK前回会長との会談の結果.NHKとして正式にエベレスト登山を後援すること

の内定を得ることができ，第2次偵察隊の準備から，毎日新聞社と共に本事業に協力することになった。

5 第2次登山隊の編成と登山許可折衝の経緯

第 2次偵察隊の派遣メンパーは. 1968年 8月 1日開催の理事・評議員会において，エベレスト委員

会の原案通り承認された。

第1次偵察隊が下検分ならば，第 2次偵察隊は，ほぼ本E援に近い内容の登拳を目的としており，従っ

てできることならば，本隊の畳馨リーダーになる者が，第 2次偵察隊のリータ・ーになることがのぞまし
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いということは，エベレスト委員会でも了承していた。 しかし， 本雄の登拳リータ・ーについて出 こ

の時点では決定されておらず，止むを得ず委員会では，宮下秀樹 (38)を偵察隊長に指名し，次の 7名

を隊員として選抜した。そしてこの中の 2-3名は， 現地に残留して越冬すること Kした。

第 2次偵察隊の編成は次の通りである。

隊長:宮下秀樹 (38)，副隊長:田辺寿(37)，隊員 :中島寛(31)，小西政継(31)，植村直巳(28)

佐藤之敏(26)，井上治郎 (24)，ドクター:大森薫雄 (35) 

第 1次，第2次の偵察隊員は，原則として本隊にも参加するということも同時に確認された。経費を

かけて高度j原イヒを行なった隊員を本微に活用するべきであることは当然である。

これと平行して報道特派員の人選もすすめられ，毎日新聞社より，木村勝久(38) ，佐藤茂(31)， 

NHKよれ白井久夫 (37)，野口篤太郎 (37)の 4名が参加することにきまった。

向第 2次偵察隊の出発K先立ち，許可問題の交渉員として， 7月 25日に佐藤之敏隊員をカト マンズ

に向け出発させた。佐藤隊員の交渉能力は抜群であり，我々としてもその能力K期待をかけていたが，

カトマンズ到着後は期待に違わず，カトマンズ在住の本会会員宮原犠会員の積極的協力のもと，ネパー

ル政府外務省と折衝し，ネパール政府登山担当官マナンタ・ール氏に事情をよく説明し，スキー隊との両

立が可能であることを理解してもらョた。この交渉の課程では， スキー隊のサーダ，プードルジェ氏(

故人)からもサウスコルの広さやローツヱ・フェースのルートの安全性Kついて過去の経験から客観的

立場で説明してもらうなど，大いに協力を得Tこ。 とうして佐藤隊員の折衝の結晶 8月 4日付の公文書

を以て次のように正式許可を入手するこ とができた。

Dear Mr. Matsukata， 

Please refer to your letter dated July 24， 1969 regarding your 

seじondreconnaissance party to Sagarmatha during post-monsoon 1969 

inconnection with your expedition to the said peak in the pre-mon~oon 1970. 

In this connection， 1 have pleasure to inform you that His M勾esty's

Government has finaly approved your preference to carry out the expe-

dition to Sagarmatha in pre-monsoon 1970. 

So you are requested to make necessary arrangement between your-

self and Japanese Everest Skung Expedition pむ tyin order to carry out both 

expedition side by side， without creating any disturbance， confussion and 

trouble to either party. 1 hope you will be pleased to know that His M司jesty's

Government has also decided to grant permission to carry out your second 

reconnaissance party duringAugust to December 1969. 

-・・(後略)……

佐藤隊員の活鼠は特筆すべきものがあり，これで本会のエベレスト登山許可問題はすべてクリアーさ

れること Kなった。

aa官

官
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この許可に先立ち， 8月 1自に開催された理事・評議員会においては，登山許可の入手状況について

種々質疑応答があり，この中には「登山許可はエクスペディションの基本問題であり， 4月4日付正式

許可が入手されてはいるものの， スキー隊からの噂が穫々と流れるようなことでは問題であり，少しで

も不明の点がある中は，第2次偵察隊を派遣すべきでない」というような意見もあり，許可確認のため

早急に会を代表する人を派遣する必要があるということ にな り， 2名のミヲ ションを可及的速やかにカ

トマンズへ送るこ とを決定していた。

しかしながら， 8月 4日付ネパール政府の公文書で，この点はすべてクリアーされた訳で，これによ

り，スキー隊の関係は明確になった。本会とは， 直接には関係のない事業とはいえ， グJACのエベレ

ス ト登山許可は内諾であって，スキー隊が正式許可である H とか， グ外務省， 日本山岳会エベレスト登

山隊の無許可登山に警告する M というような誤報が報道されたり， この 6ヶ月の間何と多くの無駄な労

力と時聞をとられ，本来の登叫嘩備~専心出来ない状態だったことか。しかしながら，この文書が到着

した 8月 10日を境Kして， 誤報は一掃されることになった。そして，この時点でスキー隊にも組織変

更があり，隊長高橋照，国j隊長中野満両氏K替り，総隊長石原慎太郎，本部長藤島泰輔，リーダ一三浦

雄一郎氏が決定した。こうして半年~ê.った，本会とスキー隊との問題も一応落着，両隊は協力しなが

ら，それぞれの計画の達成に推進することになった。

こうしてスキー隊の首脳部の交替があってからは，両隊の協調はスムーズにすすみ，重複する装備品

は共同使用するなど(例えばアイスフ才ール用のジュラルミンの梯子は， JMEE隊で用意 し，スキー

隊もこれを使用するなど)の話合いももたれ，出発の直前KはJMEE隊松方隊昆スキー隊三浦隊長

により，最終的に下記の通り覚書を調印することになり，競合問題についてのピリオドを打った。

百lIsAGREEMENT is made on the day of Feb. 1970between the Japanese 

Mount Everest Expedition party and the Japanese Everest Skiing Expedition par-

ty， with respect to their Everest Expedition in the premonsoon period泊 1970.

1. Both parties agreed that all throu出血eperiod of their Expeditions血ey

wil1 cooperate in spirit and in action. 

2. Both parties agreed that a1though their routes may coincide over血eKhumb

Ice Fall， Western Cum and Lhotse face leading to the South Col this fact 

wil1 not be considered objectionable in組 yrespect by either side of the par-

ties. 

In witness whereof the both parties have hereunto set their hands. 
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なお委員会は，最終的な許可の確認と折衝のため" 8月 6日にきめた予定通り 8月 15日今西斉雄評

議員と，大塚常務理事を現地に派遣，第 2次偵察隊，本隊の受入準備をより一層確実なものとした。

6. 第2次偵察隊の成果

8月 20日羽田を発ち， 9月4日チャータ一機でルクラに集結した第 2次偵察隊は， 9月20日ペー

スキャンフ・を設置以降，危険なアイスフ宜ールを無事突破し，アイスフ元ールのノレートをよく見定め，

第 2キャンプを 9月28日6，100mK，前進基地ABOを 10月5日6，500mK設置した@

南壁への試登は 10月 12日から 11月 2日にかけて行われ，第4 キャンプ軍艦岩 7，000 mを1

0月 18日，第 5キザンフ・7，500mを 10月 29日に建設し，続いて 10月30日小西，植村は 7，800111

まで，翌 31日，午後 3時半頃，正面大岩盤の基部より右雪国ルンゼに入り 8，000mの高度に達し，ル

ート工作を終った。 11月1日，時，この日最後の攻撃に， 中島，佐藤(之)は勇鳳出発，フィックスド

ロープに従って，小西隊の最高到達点に午後 2時半頃到達，更に岩登りを続けるがコンディション悪く，

50 m の 1ピッチを伸ばすのに 2時間半を費やし，行動を打切った。 05K帰マたのは午後6時40分。

これをもって南壁での第 2次偵察隊の行動はすべて終了した。

連日-350 0を越す厳寒と，強風吹きすさぶポスト・モンスーンの南壁で，一人の凍傷者もなく，

8ρo O，m以上K4名が到達し， 2，1 90mのロープをフィックスして南獲のアフ.ローテを解明したことは

予想以上の大きな成果であり，この点は今後とも高く評価されてよい業績である。こうして第 2次偵察

隊の報告によって南壁についてはその輪かくが明確になり，本隊の準備も，より具体的に行なうことがで

きるようになった。第 2次偵察隊の報告を要約すると次の通り。

① 南壁の傾斜は取付点04の軍艦岩まで 380，04-蝶岩 400，0 5-8，Ooom45~ 正面岩壁は垂

直に近く，部分的にオーバーハングがある。

② 斜面は，今秋はプルーアイスの部分が多かったが，春は岩も露出すると思われるので，ー逆層で検

リスが多いと思われるー数種類のロ 7ク・ピントが必要と思われる。

③落石の危険がかなりあると思われるので04以上の行動メ ンパーの保護， 05のテントのプロテク

トを講ずべきだ。今秋も人頭大や，スレート状の落石が何回か身辺をかすめた。酸素器具とも関連す

るが，ヘルメ y トを研究する必要がある。雪崩の危険については，降雪直後一部を除いては余り心配

はない。

④ 最大の問題は05，(7500m)付近にキマンプ地がないことであろう。基地にしたα，(7000m)の軍

艦宕直下は，労力をかければ，危険のないキャンプ地としての余地はまだあるが， 05付近は氷雪を

削るとすぐ岩が露出するので，大きなテントは建設不可能であるし，落石の危険もあって，多人数収

容のキャンプ地にはならない。特殊テントや，テン ト台，更により安全なキ守ンフ・地の選定などを考

えるべきであると思う。今秋は僅か 4泊だが山側は雪で埋まり，一部天幕が破損した。また 8，OOOm

付近では，白いフェース上部に秋には氷雪の棚が見出せるが，春tてはどのくらいの雪量になるかわか

らなL、。しかし何とかキャンプ地は見出せそうである。
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⑤ザイルは南壁だけで 2，190 mを使用，あと 1，000mは必要である。

7. 登山隊本部の設置

第2次偵察隊の，現地からの報告が到着し，本語表の準備もいよいよ煮つまってきたので， 1969年 3

月 6日付設置したエベレスト委員会を発展的に解消し，登山隊本部を設け，新体制をもって本隊を組織

することに 10月 2日の理事 ・評議員において決定した。(会報293号参照)

本部長には加藤泰安氏が就任，すべてを統割するととになョた。 10月 17日 第 1回の本部会議を

開催し，組織とスタッフを次の通り夫々決定した。

〔登 山隊本部と関連組織図〕

~ -ーーーーーーー-~-・ー一ーーーーーーー・ーーーーーーーー-"'1，

備委員会)

制仁コ 内が登山隊本部

8. 本隊の準備

(1) 作戦 十画にからむ準備委員会のうどき

〔本部スタッフ〕

理事会連絡

財務 ・経理

辰沼広吉

飯野亨

大塚博美

松田雄一

戦 : 高橋進

11 浜野吉生

金 : 村山雅美

10月 17日第 1回の本部会議が開かれ，加藤本部長から高橋，浜野の 2名が作戦担当として基本計

画の作成を命せ・られたが，その後 10月29日の本部作戦会議ではその第 1案が承認されるというスピ

ードぶりであった。この基本計画は以後検討を重ね， 第2案第 3案と修正を経て， 隊員が 30名と発

表された数日後の 1月 5日最終案としての第 4案が承認された。これによって東南稜から 5月上句K

第1登頂，中旬から下匂にかけて南肇からの登頂隊を，東南稜から支援しながら，頂上でランデフ・ー

するとL、う基本的なプランが出来この運行計画が最終案として現地K持込まれたわけである。

当然、のことながら，すべての準備は，この基本計画をもとにして，物量の算出が行なわれた。登頂

メンバーの人数と回数，時期が設定されると，それから逆算して，ラス トキャ ンプに必要なテン ト類，

食糧，酸素などが算出され，サポート K必要な人員が割出された。こうして作成された第 1原案には

膨大な物量と，人員が必要であり，非現実的なものであることが判明して来た。そこで第 2案，第 3

案と修正して行ったわけであるが，隊員の数が決定しないと，装備，食糧などの準備の点から見て，

仕事が進まず，特に 30 トンK近い船荷を 12月の下句には積出すというタイムリミ ヲト の関係よ，

準備委員会の装備，食糧を初めとする各係の責任者からは， 一日も早く隊員を決定するよう強い要請
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がしきりとあった。

しかしながら，登馨隊長を含めての隊員決定は，第 2次偵察隊帰国後に持越されることになったの

で，準備は気合の入らぬまま，推定の数でやるより他なし 120名以上も希望者のあった準備委員会

は，ワイワイガヤガヤと時間のロスの多い無駄な動きが多かったが， これも致し方のないことであっ

た。

全体の感じとしては， 11月下匂第2次隊帰固までには，出来るだけの準備をしておいて，隊員が決

定したら修正しようという 2段構えで行ったので， 12月中句の梱包開始までには何とか集荷のメドはつ

くとL、う見通しであョた。

11月25日第 2次偵祭隊が 2名の越冬隊員を除き全負元気で帰国。翌日には報告検討の会が開催さ

れた。問題点としては，前述したように，落石危険の対策，南壁 7，500mのキャンプサイト， 8，000 

m以上のルートの選定などであったが，南壁も決して不可能でないと L、う報告に意を強くした。

本隊I'L残された南壁の未踏部分は 848mであり， 4月下句I'L8，000 mのキャンプK必要な物資と，

コンディションのよい隊員を確保することが， 8，0 0 0 m以上の壁を突破する最大の要件であること

が，再確認された。

12月下匂に梱包完了するまで， 1ヶ月足らずの期閣であったので，準備委員会の各セクションは，

多忙を極め，連日深夜まで仕事が続いた。特に最後の追込みとなった深川の日通倉庫での梱包作業は

徹夜が続いたが予定通りの目標を達し， 25 t余の荷物を期日には日本通運K引渡すことができた。

行を共にしたいと思ったが，隊員決定に漏れたメンバーが，骨身をおしまず会社の仕事を休んで協

力してくれたことは忘れることはできない。 JMEEの記録を支えた裏方として高く評価したい。 J

ACの底力といえばそれまでだがこれが会の事業の特質でもあると恩われる。多くのメンバーの中で，

特に本離の出発まで又は留守本部員として，協力をおしまれなかった方々には深甚の感謝を棒げるもの

である。

越後支部から徹夜で梱包作業に協力してくれた加藤勝義委員。準備委員会関西分室の形で協力願っ

た安田武， )11田哲二，和田重量司，山田靖則，酸素担当の吉岡義彦。通信・気象を担当した芳野趣夫，

田中正智，野崎裕美，関口博鉱小栗孝康。作戦担当の高橋進， 浜野吉生。装備担当の)11上 臨 松 永

敏郎，橋本清，菅沢豊蔵，村井葵，車義久。食糧担当の岩瀬時郎中村進，望月晃，長谷川良典， 西

村一夫。写真・包装担当の遠藤泰司，八島晃，長田義則。事務局担当として留守本部を守ってくれた

池田錦孟布施敏郎，八巻立，佐々木光子，婦人部の須田紀子。東海支部連絡員としてのマカルー

隊員の田町またシルパーヒュッテの設計・製作を担当された欄雅則，専門家として包装でF
切をとりしきった他，南壁攻略のアイデアの開発，空からの偵察計画の作成，エベレスト南壁の実体

僕型の作成などユニークな活動をした大森弘一郎。医療担当の長尾悌夫，阿部紀正。この他団体では

越後支部，静岡支部，山形支部，電通大，駒沢大，防衛大，一ツ橋大，慶大，早大，明九日大の各

大学の山岳部員。(敬称略)……と数えあげてみるととの他Kも数多くの人たちに支えられていたと

とがわかる。こと Kいちいち全員の芳名を記して謝意を表するととができないことは残念である。紙
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上を借りて厚く御礼申上げたL、。

(2) 資金・募金計画について

第 2次偵察隊が帰国して最終的な実行予算ができた。 1次， 2氏本隊を含めると 1億円の経費で

あった。エベレストを 2つのルートから登る計画と， 2固に亘る偵察を含めたものとしては，必らず

しも過大ではなかったといえよう。

エベレストのような大きな登山隊で，しかもその中に未踏の南壁の計画を織り込むとなると，隊の

規農は必然的に大きくならざるを得なL、。そしてそれKつれて予算規模も大きくなョてくる。予算の

適正規模については，何を基準にするのかが大いに問題になるところであるが，マナスル登山のとき

と比較してみると， 1956年第 3次登山隊成功までに 1億円の予算を計上しているところをみると，

1970年のエベレストの予算が 1億円であっても不思議はないといえよう。

問題は，支出面よりも，収入函をどう見積るかというととである。報道関係は，以前からの関係で，

毎日新聞社が 4月 16日I'C3.000万円， NHKテレビが 7月 15自に 2.000万円の後援を内定，国庫

補助金についても文音階当局の格別のご高配Kより7月 15日I'C， 880万円が決定し，免税措置のため

の指定寄付の許可も 2月 4日大蔵省から認可された。日本山岳会東海支部も， 1970年プレモンスー

ンにマカノレー登山の計画があり，大蔵省当局に対し，指定寄付認可の申請を行なっていたが，丁度エ

ベレスト登山と同時期になった関係で，種々と問題があり，一括して申請を行なうことなど，種々研

究したが， 最終的には大蔵省当局では，一つの法人に同時に二つの事業に許可することはできないと

いう見解のため，東海支部の指定寄付は許可にならず，このため，大変迷惑をかける結果になった。

今後は，支部と競合することのないよう時期的な調整等も必要であることを痛感した。

こうした背景のなかで，本隊の隊員自身も 1人 30万円を負担しようというととが提案され，了承

された。 こうして隊員 30名の負担で 900万円が確保され，あと 3.520万円を募金することにな

った。 10月 27日，増田甲子七氏が募金委員長となり，募金体制が整い，最後の追い込みとなった。

すでに募金計画リストは出来とり， JAC会員から 400万円， 残りを法人関係からとL、う計画であ

った。遠征隊の大小にかかわらず，資金の調達を 100%終えて出発するのは極めてむずかしいこと

である。このため募金担当の中島寛隊員を後発隊とせざるを得なくなったことは残念なことであった

が，松方隊長，中島寛隊員は募金委員の協力のもと 2月 15日-3月 8 日の聞の最後の追込みで予

期らL上の成果をおさめることができ，後顧の憂いなく登山に専心出来ることが出来たことは，隊のた

めに大きな功績であった。

募金に関しては自にみえない多くの方々の理解と，ご協力があった。とくにこの点について感謝申

上げたL、。向，募金についての詳しい報告は，別稿「募金Jの項を参照されたい。

(3) 特殊用具の開発とテス ト

酸素の積極的な使用というのが，今回の酸素使用の基本的な考えであったo 7.000mから行動時 3

.e /mi凡 7.500mから睡眠時 l.e/minの原則的使用を決め，総量約 300.000.eを算出し，フランス

製酸素ボンベ 150本 (230気圧X4f)国産川崎重工製約 350本(150気圧 x4.e )を用意した。
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南壁のロッククライミングのために特殊な酸素器具の開発に努力し，ヘルメ y トにエコノマイザーを

内蔵し， トププはボンベを背負わず，セカンドから管Kよる酸素の補給を受ける方式を開発した。又

マスクについてもアメリカ製メイタグマスクの他K日本製のマスクも改良を重ね，よ く顔にフ ィット

するH型マスクを開発した。(別稿「酸素」の項参照)

甫壁の急斜面にキャンプ地を確保するためのテント台も種々研究され，加納隊員の設計により開発

された。その他，アイ スフ才 ール用のジュラルミン梯子も軽量で堅牢なものが出来上り，テストも上

々であった。その他，ステールワイヤー梯子，ジュラルミンのアイスパーなど南壁用の特殊器具が用意

されたが，この方面での加納隊員の功績は高く評価してよL、。(別稿「新らしく 設計した装備」参照)

こうして，各担当は，それぞれのス クジュ ールに従ってテスト とトレーニングを重ねて，準備を進

めていったが，こ の間のテストの主なものを記すと次の通りである。

。酸素テスト…・・於関西， 金比羅山. 11月 3日

。総合テス ト及び訓練…・・・於富士山. 1月 10日-12目

。特殊登はん用具・......於鷹取山. 1月 23日

。気象 ・通信総合テスト ……於菅平. 1月27&-30日

。低圧負荷テスト……於立川航空医学実験隊. 8月 15日. 2月 3日

との聞に，電子通信学会，日本地球電磁気学会，日本永雪学会，日本生気象学会等の各学会の後援

が決定，シルパーヒュヲテ製作では，日本建鉄K .K. 中田建材K.K.酸素器具関係では，坂田技

術研究所，川崎重工K.K等各社の協力を得た。

役 本隊の編成について

加藤本部長を中心に松方隊長，絞務の大塚は. 2次偵宮下隊長ならびに各係の責任者の意見も入れて

検討した結果，南壁の困難さも加味して 25名の予定より 5名増員して計 30名で編成するととにした。

更に報道関係から 9名(毎日 5名. NHK 4名)が参加したため総勢は 39名の大世帯となった。 12 

月 27日の臨時理事評議員会において松方敏長から報告があ り， 了承された隊員の構成は次の通りであ

る。

隊 長松方三郎(71 ) 

登拳隊長:大塚博美 (45).日本山面会常務理事，第 2次，第 3次マナスル登山隊，昆 '59-60雪

隊員 :住吉仙也(43) 本会理事，関西支部委員，ヒマルチュリ，第 1次Pー29隊員，第 3次Pー29

登山隊長，整型外科医博。企画総務担当

松田雄一 (39) 本会常務理事，第 2九第 3次マナスル登山激員，ヒマルチュリ隊員。企画

総務担当

藤田佳宏(37) 本会理事，マヲキンリー， ゴジュンパカン登山隊員.第 1次エベレスト偵察

隊長。企画総務担当

松浦輝夫(35) ローツェシマール登山隊員。設営担当
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平林克敏(35) 本会関西部委員，アピ，サイパノレ登山隊員。酸素，輸送担当

田村宏明 (32) 1965年ランタン地域探査(単独)。装備担当

中島 寛(31) 本会理事，ペルーアンデス，第2次エベレスト偵察隊員。渉外担当

平野真市(31) 本会学生部指導委員会委員。装備担当

土肥正毅(31) 本会遭難対策委員，指導研究委員会委員，マヅキンリー登山隊員。食糧担当

小西政継(31) マッターホルン北壁冬期登はん，第 2次エベレスト偵察隊員。装備担当

渡部節子 (30) 本会婦人懇談会 ・集会委員会委員，イ ス トルオナール登山隊員。会計担当

加納厳 (29) ヌプチュー登山隊員。酸素担当

神崎忠男 (29) 本会集会委員会委員，グリーンランド登山隊員，設営担当

錦織英夫 (29) 本会学生音色指導研究委員会委員， J AO学生部アラスカ・フ 1レーカー，

ハンタ ー登山隊員，輸送 ・設営担当

植村直己 (28) ゴヅュンパカン登頂，第 1次，第 2次エベレスト偵察隊員，更に越冬。 設

営担当

成田潔思 (28) 輸送・設営担当

鹿野勝彦(27) 本会山日記編集委員，キンヤキイキ 7・ンュ登山隊員。食糧担当

神山義明 (28)装備・輸送担当

吉川 昭 (27) 1967年ドロミテ地方での登挙。装備担当

安藤千年 (26) パタゴニア登山隊員，食糧担当

嵯峨野宏 (24) グリーンランド横断敵員，装備担当

伊藤礼造 (23) 装備担当

中島道郎 (39) 元関西支部委員，チヨゴリ サ登山隊員，呼吸器科，医博，高所医博。医療担

当

広谷光一郎(37) 本会理事，ランタンリルン登山隊員，生理学，医学。 高所医学担当

大森薫雄 (32) 本会医療委員会委員，第2次エベレスト偵察隊昆整形外科，医博。高所医

学，医療担当

河野長 (30) パトロカンリ登山隊員。地球物理・通信担当

長田正行 (30) ローガン登山隊員。 気象担当

井上治郎(24) パタゴニア登山隊員，第 2次エベレスト偵察隊員，更に越冬。気象担当

報道隊員:(毎日新聞)木村勝久(39) ヒマルチュリ，第 2次エベレスト偵察隊員。写真部所属

H 相沢裕文(37) 第 1次エベレスト偵察隊員。運動部所属

グ 佐 藤 茂 (32) 第 2次 H 大阪本社社会部所属

H 原田益夫 (27) 大阪本社写真部所属

グ 平顕二(34) 毎日映画社所属a ムービーキャメラマン

( NHK) 内藤敏男(37) 科学産業部所属。プロデzーサー
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報道隊員: (NHK) 野口篤太郎(37) バルトロカンリ，第2次エベレスト偵察隊員。撮影部所

属

H 堅野正三(32) カメラ取材部所属

H 中川 寛(28) 報道局社会部所属

以上30名の隊員は準備委員会と，第 1次，第 2次エベレスト偵窮敦員を中心に巾広く，海外登山経

験者を選び，若い登はん年令層を中心K編成された。

平均年令:隊長を含めると 32.8才，隊長を徐くと 29.7才。

年令構成: 20-29才…...・H ・. 12名

30-35才'"・H ・..… 10名

36-39才・H ・H ・..… 5名

40才以上 …....・H ・ 3名

所属別 : ….....・ H ・.....・H ・H ・H ・.，.…. 17団体

海外登山の経験 :エベレス ト偵察隊員 ...・H ・..………… 6名

ヒマラヤ登山経験者 ...・ H ・H ・H ・..…… 13名

ヒマ ラヤ以外の海外登山経験者…… 8名

海外登山初参加者 …....・H ・......・H ・... 3名

隊員の人選というのは， 登山隊編成上最も難かしい問題である。今回も予定より 5名も増員したにも ‘

かかわらず，その人選はますます難かしくなった。参加して欲しかった多くの候補者の中から限られた

隊員を選ぶことは実に難かしい問題であった。

10. 出発前の作戦計画

いよいよ待ったなしの本番となった。日本山岳会がエベレストを試みるテャンスはI 1970年プレモ

ンスーン其ト度しかなL、ことは， 目白押しにヲ|続いて申請 している外国登山隊の申請を見ると，明瞭で

あョた。その意味ではこの隊の目標は H何としてでも頂上に立つ H ということを抜きにはできなかった。

したがって，南壁のルートと，東南稜のルートの 2つのルー トから頂上をねらうにあたョて，私として

は，重点を南壁K置くが，先ず最初，南壁上部の偵察も兼ねて東南稜からト ライ して登頂だけは果たし

た上でI 5月に入ってからI 8，000 mら止の南壁の登はんに賭けようとい う考えであった。

この 2つのルートは山のコンディションが全然異なる。 言 うまでもなく，南壁は極めてむづかしい未

知の岩登りのルートであり，東南稜は氷墜から尾根の登はんであるがルートとしては既知である。心構

えも，技術も，装備もちがってくるのは当然だが，もっとも大きな違いは南壁ではI 8，000 m以上の高

所での岩登りが必要であ り，そのもっとも難かしい部分が未失官であるところであった。ここに作戦上の

ポイントがあった。

第 2次偵察隊の報告っからもI 8，000 mまでの 450の氷の斜面でもなかなか手強く， ピヲチが上らなL、。

岩登りや氷壁を専門にトレーニングしていた小西隊員の技伺が群を抜いていたということであり，本隊
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にもそれらの訓練を特K積んでいるメンバーを加えるよう進言があり，この点から吉川，伊藤の 2名を

隊員として参加させたのであった。

私は出発前ι 隊員を南壁と東南稜の両班に分けることをしなかった。それは， 30名の隊員の技備

や性格，そして，山へ入ってからのコンディションなどは都会では全然、つかめなかョたからである。勿

論，本来的にいえば，そんなむづかしい，そして危険な未知な南墜に挑むのに，初めからそれなりの覚

悟をもって山に入らなければ駄目だという意見はもっともだった。しかし，現状ではとてもそれをはっ

きり 2隊に分けるデーターが私にはなかった。 1次， 2次偵察隊員は 6名いたが，隊員中で， 8000mの

ラインに達した経験者は小西，中島(寛)，植村，松浦の 4名のみである。

私は，第 2期の高度JI質化の終った時点で，隊を両班に編成しよう，そして，それまではできるだけ，

同じ条件でコンディション作りを行ない，ゆっくりと十分時聞をかけて様子を見ょうと思った。 rエベ

レストは大きな山で，アルプス的な登拳ではどうにもならなL、」と，第 2次偵察隊に参加し，初めてヒ

マラヤの 8，000mの登拳を経験した小西が感想を洩らしているように 7，000mまでの聞に， どんなに

うまく高度順化出来るかということの方が，より一層重要な課題であるわけである。

" (1) 輸送計画

東京からベースキャンプまで 30 トン余の物資を無事期日までに輸送することは，登山隊として，

登山行動全体を左右する重要問題であるこ とはいうまでもなL、。つまり，土俵に上って勝負を決める

までの段階では，少しの手違いや失敗も許されなL、。そこで私は責任者を遠征経験豊富な平林Kきめ

て慎重K計画を練った。

船荷はカルカヲタからトラ y クでカトマンズへ陸送， これには先摺聖堂として田村，錦織，成田，鹿

野，神山の 5名が当ることにした。

フランスからカトマンズに直接送られたフランス製酸素ボンベの輸送は，越冬隊員であった植村，

井上が担当してルクラまで空輸する。ま た両名は本隊の荷物の受け入れのため，インポート・ライセ

ンスの取得，キャラパン用ポータ ーの手配，ルクラへの空輸 とキマラパン編成，カトマンズにおける

宿舎借用の準備などを行なうことになっていた。

カトマンズにいた植村からは準備の状況やシェルパ手配状況が，次々と報告されてきたカミそれに

よるとカトマンズ ーーノレクラ問の空輸の能力が極めて少なく，第 2次偵察隊の際V(.Jレクラで故障した

飛行機は修理もされずそのままに放置されている状態で，全物資の空輸は見通しが立たないことがわ

かった。そとで空輸と合わせてキャラパンを編成することKした。

最初の計画では，金物資を空輸し，時間と経費を節約するつもりであったが，専用可能な飛行機が

1機しかなく， 1椅守で約 500K9の能力と L、う現状を考慮して，一応 15トンを空輸する計画を立て

た。

隊員は全員揃ってキャラパンを行なう ことに決定していたので，本隊がカトマンズに入るまでに，

残りの 12トンの荷物の輸送は，第 1キャラパン隊として 2月12日， 400名のポーターでペンパ
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テンジンとピンジューが指揮して出発することにし，空輸も 2月 7日から 16日まで 30便で 15トン

の輸送をさせることにした。本隊キャラパンには 170人のポーターでキャラパンに必要な 5.1トン

の荷を運ぶことにした。

(2) B C以上の登山計画基準

われわれが東京で作成した基本計画の第 4案の基準は次の通りであった。

イ)登山期聞を 60臼とし， 3隊が登頂する。

ロ) 日程 3月25日登山開始

5月4日，東南稜よりエベレスト 登頂

5月 20日南墜隊，支援の東南稜隊頂上にてランデブー

5月23日， BC集結

サ各ステージ，第 1期 3月 20 日-3月 31日，第 2次高度順化， 6，500 mまで，C 1建設，C 2 

荷上げ

第 2期 4月 1日-4月 14日， C 3建設，C 4 (7，500 m )までルート工作

第3期 4月 15日-4月 26臼，東南稜サウスコル，南壁 7，800mまでルート工作

第 4期 4月 27日-5月 11日，東南稜から 2名登頂，南壁8，200mまでルート工作

第 5期 5月 12日-5月 23日，南壁，東南稜から各々 2名登頂，両隊サウスコル

経由で下山。

荷上げ計画，酸素使用計画，燃料，食糧等の使用基準及びとれらに基ずき作成された行動予定表K

ついて出別稿「言緬と行動の実際JK記載してあるので参照されたい。

各期(ステージ)別の計画のポイ ント(ねらい )としては東南稜，南壁両ルートの特質を考慮して

次のよ うに考えた。

第1期:C 2 (6，50 om)への両ルー ト一緒になっての荷上げと 高度順化。ここでの順化の良否が最後

まで影響すると見て重視する。

.2期:東南稜，南壁に分れて各々ルート工作K当るが， 5月上匂東南稜から登頂の予定があるので，

重点はローツェ・フェイスのJレート工作K当てる。

第5期:4月下句両ルート共K8，ooomラインに歪'1達，このピリオドの計画達成を一つの大きなメド

とした。

第 4期:東南稜から登頂，南壁は， 本格的な中央岩盤の登はんにかかり， 全力投入する。

第 5期:南壁からの登頂， とれに呼応して支援のために東南稜から登頂し南壁隊を収容しつつサウス

コル経由で下山する。 あくまでも南墜隊の安全を言十る。

ルートの選択については，東南稜ルー トKついては，過去の各隊の成果に基ずき，同じノトトをとるこ

とにしたれ南壁については種々議論がなされむ ノレートにつL、ては「エベレスト南壁の登拳と今後の課題」

を参照していただきたL、。 なお，出発前の考え方としては，第 2次偵鋼聖堂の報告に基ずいて， 1月 8
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日， 16日の 2固にわたョて検討会をもち， 当然、のこ とながら結論はでなかったが，頂上岩壁突破に

は左クーロアールルートが有利であると判断していた。

fT 動 コ』
雪
ロ 録

1 カトマンズ出発迄

1970年日本エベレスト登山隊 (The JapaneseMount Everest Expedition 1970，略称

"JMEE'70 つ本隊の行動は， 12月末の日光出丸での登山隊貨物の積み出しに始まるが，隊員の

行動としては， 1月 22目先発隊の出発にはじまる。

カルカ yタに向けて 1月 22日出発した先発隊は，田村以下 5名の任務は，

① カルカヲタにおける日光出丸荷物の通関

② カルカッタよりカトマンズへの陸送

③ カトマンズでの通関

④ 内地からの空輸荷物の受領

⑤ カトマンズ ーー ルクラへの空輸

⑥ シェルパの契約準備

⑦ カトマンズにおける宿舎の整備と本隊の受入準備

であった。彼らは 1月 23日に入港した日光山丸の荷物を 27自には通関を終えて受領し， 3 0自に

は錦織，鹿野の両隊員が担当して， 13台のトラックと共にカ トマンズへ向け出発。田村，成田，神山

は 28自にカトマンズへ飛んで， ③~⑦の業務を担当した。

特に空輸Kついては，別稿「輸送」の項でのぺた通り，日本工営スンコ、ン事務所の津田，吉原両氏に多大

のお世話になり ， 1 5 トンの荷物をルクラへ空輸出来たことは大成功であった。また，カト マンズでは

コロンポ計画でカトマンズに在住されている柴田春家氏に大変お世話になり，同氏から借用したフォル

クス ・ワーグンのステーションワゴンは，Giri Kunjiの JACHouse から空港への輸送にフル

に活用させていただいた。元気にこの車を運転していた成田隊員の姿が強く印象にのこっている。とも

かく先発隊は，限られた回数の聞に大活躍をなし，立派にその任務を達成したのであった。

引続いて 2月8日には中発隊として住吉，平林，松浦，長田の 4名を出発させた。

中発隊の任務は，

① 登山許可の最終的確認と全隊員の Tre k in g Pe r m i tの'受領

② 第 1キャラパン隊の編成

③ シェルパの身体検査と雇傭決定

④ エ且 ーデリ一気象台との聞の気象通報についての打合せ

⑤ その他本隊の受入準備

等であった。これらについては，越冬隊の植村，井上両名Kより準備がなされていたが，最終的確認

-25-



を，本数到着前に行なっておく必要ありと判断されたからである。

ニューデリ一気象台K対する気象通報の依頼とその具体的打合せについては，気象担当の長田隊員が，

2月 10日-11日にカトマンズを経由してニューデリーに出向いて行ったが，この交渉にあたっては，

在ニューデリー大使館の杉山武官κ大変お世話になった。

登山許可については. 2月 9日に正式に本隊の Applicationを出し， Treking Permi tの交付

を求めた。しかしながら，ネパール外務省登山担当官マナ・ンダール氏との聞には，サウスコル経由の登

頂ルート K対して見解の相違が見られ，中発隊の住吉，平林敬員はこの交渉には特に神経をなやました。

即ち，マナンダーfν氏の見解は，

① スキー隊はサウスコル・ルート， JAC隊は南壁ルートにのみ許可を出した。 rSouthcolル

トについては今回のApplicationで初めて出た問題である」という見解をもっていた。 ※

② そのため南壁隊のサポートとしてサウスコル経由のルートを登るのは理解できるが， Sout h 

colから登頂して，南壁が登れなかった場合，日本での報道K成功とL、う言葉を使っては困る。

③②の場合でもスキー隊との聞に，スキー滑降をさまたげない旨了解が必要。

とL、う主旨のものであった。(この後の経過については後述)

2月 12日には，松浦以下2名がラムサングへ出向き，第 1キマラバン隊の出発に対する支援を行な

った。 住吉ドクターによるシェルパの身体検査も実施され， 3名を不採用としたが，予定したシzルパ

は別稿「シェルパjの項に記載した通りシェルパ 26名，ローカルポータ-21名を正式に雇傭し，ア

ドバンス・マネイの支払いも行なった。このように中発隊も夫々の任務を果たし，本隊を迎えるための

準備は整った。

いよいよ，本隊出発の 2月 15日が訪れた。出発前には数々の歓送会が催されたが，日本山岳会，毎

日新聞社， NHK主催の公式歓送会の席上，秩父宮妃股下より BCK掲揚する日章旗を賜り，励ましの

お言葉をいただいた。

2月 15日，多数の会員，家族の盛大な見送りを受けて， P IA機で出発した本隊大塚以下 26名は，

途中ダy カで一泊した後， 2月 16日カトマンズ空港についた。空港では先弘中発隊ならびにカトマ

ンズの関係者の暖かい出迎えを受けて， Gi ri KunjiのJAC  Hou sel'C:入った。とうしてこの夜は

後発の松方隊長，中島寛隊員を除く 37隊員が顔を合わせ，一段とにぎやかな夜であった。 JAC

Houseとtお経費節減の意味もあって越冬隊が民家を借り切ってベース・ハウスに仕立て， ζ こを根拠

!i(本隊の受入れ並びに輸送の準備を行なョていたところである。

2月 17日午前中Ras tra銀行でのネパール・ルピーへの交換並びにヒマラヤン・ソサエティの挨拶

を行ない，午後私と松田は外務省を訪れ，登山係のマナンダール氏と登山許可証をもらうための交渉を

行なった。

マナンダール氏は，南壁のルートは許可するが，東南稜からの登頂はいけないというようなことをい

い出した。この点については 1969年 8月の時点で，佐藤隊員が事情をよく説明し，わかっていた筈で

あるのに，今更変なことを言うので，よく話を聞いて見たところ，南壁と東南稜の 2つのルートからの
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two v ictoryは駄目だともL、L、，一つの成功Kして欲しいと主張する。登山係の立場で考えれば，

こんなおかしなことも言えるのかもしれないが，われわれとしては，登頂した場合の発表の仕方がある

ので，会ってよく説明し次のように了解をとった。

① 南壁ルートは主目標で，東南稜はサポートルートであり，東南稜からの登頂はあくまでも南壁パ

ーティを主眼にした従属的なものであり，第 2義的登頂であるが，サポートの意味ならば東南稜上

に最終キ守ンプを出してもよL、。

② 南壁ルートのコンディションが悪く中止した場合1'1，当然のことながら東南稜から登頂する。

③両隊が登頂する場合は，南壁を登った隊は南峰11:出て，サポート隊と一緒になって登頂する。こ

うすれば onevlctoryとみなすことができる。この 3つの場合についてすべて合意に達した。

そして，この 3点を， Letter of Discussion の形で提出すれば許可問題はOKであるということで

この日 Treking Pe rmi t と無線使用許可書を受領したが，未だに LiaisonOfficerが決まって

ないという状況であった。我々は 2月 19日の出発は変えられないとして早く決めてもらうことを重ね

て依頼した。

この時，数日後にパンコクの大使館へ赴任する予定のマナンダール氏の後任が内定していた予定の S.

s .シヤハ氏(前在東京ネパーノレ大使館書記官)も顔を見せたので，この間の事情につきマナンダール

氏を交えて再確認を行なった。

2月 18日.ネパールの独立記念日のため， Ka thmand u 11:おける，全ての機能が停止してしまった。

そこで，この日の昼食時11:， J AC東海支部のマカルー隊をアンナプルナホテルに招いて，交歓のパー

ティを開催した。出席者は，エベレスト隊 37名，マカルー隊熊沢給布揮以下 15名，他に大使館，ヒ

マラヤン・ソサエティのラマ氏，パラジ2 リ氏，ネパール外務省のマナンダール氏，アン・カジ氏，柴

田氏，津田氏等の在留邦人もお招きし，お互いの成功を祈って別れた。日本山面会のメンパーが，外国

の都会で集まった数としては，おそらく史上最高ではなL、かと思われる。

2月 19日，カトマンズの宿舎を引き払って，キャラパンに出発する日である。まだやるべき仕事が

かなり残されていたので，この日は綿密な計画と打合せを行なって万全を期した。

午前中外務省に登山料の半額を支払いに行ョたところ，すでにマナンダール氏に代り， S. S .シマ

ハ氏が，後任として着任しており， リエゾン・オフィサーの紹介を受ける。

我々の隊のリエソ・ンオフィサーは， Gobinda Kri "hna Shresta氏，一緒に決ったスキー隊の

Hari Dass Rai氏の紹介も受ける。

直ちにシェレスタ氏を宿舎に連れてきて隊員に紹介し，装備品を支給する。彼は， Rai氏と共I1:P-

01 i c e 1 n s pe c t 0 rの職にあり，昨年秋には，オーストリー隊と共にタ・ウラギリ 4峰へでかけていると

のことであった。急な決定のため， とても今日の出発には間に合わないので， 2月24自に空路ジリー

経由で出発し我々とはトーセで合流することになョた。、ンュレスタ氏には，今回は相次ぐ遭難事故のた

めに種々と迷惑をかけたが，後半はナムチエに滞在して，隊のためによく働いてくれた。
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2. タンポチエへの隊員キャラパン

本隊キマラパンは，全員が揃って行なう方針にしていたが，後発の松方隊長と中島備隊員，第 1キャ

ラパン隊支援のため，空路ノレクラへ先行する田村，小西隊員が参加できなかったことは残念なことであ

った。

本隊の全員が一緒になってキャ ラパンをしようという計画を立てたのは，都会での準備の段階では，

全隊員が一緒になれることは少なかったので」暗に生活すること によ り，お互いが幅広く知りあい，チ

ームワーク作りをすると共に，準備で疲れた体調を整えようと考えたからである。この他の理由として

は，飛行機が少いとと，ルクラの新王場が有安定であり，危険であることも考えてのことであったが，

2月 19日にカトマンズを出発して以来，ナムチェパザールK到着するまでの間Kこの目白t時十分に達

せられたと考えている。

第 2次偵察隊の中には，キャラパン不要論を唱えるものもいたが，今回のキャラパンに参加したもの

は，全員一致してよかったことを挙げていることを見ても成功であったと言える。

2月 19日，本雄キャラパン 35名，荷物170個は，パス，タク、ンー， トラ 7 ク1'(便乗して ラムサン

グK出発。カトマンズには田村，小西が残り，宿舎の残務整理など行なった後1'(， 2月 21日ルクラに

飛び，先行した(2月 11日スタート)第 1キャラパン隊を迎えて，賃金の支払いを行なう ことにした。

大部隊のキャラパンは時聞が掛り，シェルパは大変であるが，ナムテェ街道のことでもあり，決めら

れた行程とキャンフ・地がはっきりしているので，気楽であった。

キャラパンの編成は，本部テント. A ，B，C，Dの 5つの隊員テン トと報道の 2つのテントで編成

し. 1週間で.A. B. C， Dのメンバーをテェンジするこ とにした。

出発時のキャラパン編成は次の通りであョた。

本部 ...・H ・.. 大塚，住吉，松田，中島，渡部

A ....・H ・-藤凪平野，錦紘神山，井上，伊藤

B ....・H ・- 松浦，土肥，植村，吉川，大森

C ....・H ・- 平林，力日帆成田，安藤，河野

D ....・H ・-広谷，神崎，鹿野，嵯峨既長田

毎日 ....・H ・- 木村，相沢，佐藤，原田，平

NHK……… 内藤，野口，堅野，中川

との中， A， B， C， D班の班長 4名をナイケと称し，適宜ナイケ会議を開催して連絡を徹底せしめ

ーr_
，~。

キャラパンは暑いものだ， と誰もが思っていたが， 2月下旬はまだ春には早く，途中 3，500mのジュ

ンベシ峠では雪にも出会い，カトマンズ・ポーターが裸足では無理なので，帰るといL、出したりして苦

労した。隊員の方も夏姿での峠越えのため， 雨に打たれて寒さにふるえることもあった。冬物は不必要だ

といって，先1'(送ってしまったものも多く，朝，晩のキャンフ・では寒さにふるえた日が幾日かあった。

またメステントやテーフ・ル，椅子なども空輸されてしまっていたので，キャンプ地での食事は，野外で
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中腰のままで行なわれ，旺盛な食慾の戦場の中で落着かなかった。

我々の隊が，シーズンの最初の隊でもあったので，街道筋は鶏，卵，野菜など新鮮な食糧が豊富に入

手でき，食卓を賑わし fこ。

こうしてカトマンズ出発後 14日目，本隊キャラパンは全員無事ナムテェバザールに到着。 1日おい

た3月 6日には，本隊キャラパンはタンポチェにキャンプをすすめ，ここに高度順化のためのキャンプ

を張った。荷物も 1033個の中， 1個が行方不明になった以外，すべて無事にタンポチェに集結するこ

とができたが， この点については輸送指揮官であった平林隊員はじめ，経験豊かな越冬，先発，中発隊

の活鼠によるもので， この時点ではすべてが順調に進渉していた。

向，キャラパン， B. Cへの輸送については，別稿「輸送Jの項を参照されたい。

3. タンポチエにおける高度順化小旅行と B，Cの建設

我々 は， B. C以上での登山活動前に約2週間の期聞を高度順化と荷物整理のため，タンポチェで滞

在する計画を持っていた。これはエベレストのような大きな登山を行なう前には，十分な余裕を持って，

数多い隊員のコンディションの調整をはかり，高度j原化の状態を揃えることが必要だと判断したからで

あり，輸送の点からも，この地点をキャラパンの集結地と考えたからである。数次に分れて運ばれた荷

物の整理，隊員，シェルバの個人装具の分配と支給ーなどのためにはタンボチェはまたとない好立地条

件にあった。

3月6日夕ンポチェに到着して休養と荷物の整理の後， トレーニングツアーを次の通り実施した。

3月 10 日，全員にてタウチェの前山へ， 4，50 0-4，800 mまて・登った後，

A班:3月 12日-17日B.C予定地往復。藤田，松浦，大森，植村，安藤，伊藤，神崎，

シェルパ 4，ローカルポータ -4

雪が未だ多いのでB.CI'Lは泊らず，偵察と高度順化。

B班:3月 13日-16日， イムジャ・コーラ。大塚，中島(道)，平林，渡部，長田，平野，錦織.

成田，鹿野，吉)11，井上，中川

シzルパ 4，ローカルポーターし 3月 15日，アンプラプチャ峠下 5，400 m まで登る。 4，300

m， 4，500 m I'L各一泊。

C班: 3月 13日-16日， ミンポ ・コーラ源流。住吉，松田，田村，土肥，小西，河野，カ日納，神山，

嵯峨野，相沢，原田， シェルパ 4，ローカル・ポーターしポーター 3

アマタ・プラ ム東南稜を登り， 5，650 m， ミンボー氷河は末端 5，400mまで登る。 4，50 om I'L 2泊

5，00 Om I'L 1泊。

給括的に見ると. 1次， 2次偵察隊員は順化ができており，他の者はやはり過去の高所経験者が安定

して強 く，若手はバラツキが出て来ている。このツアーを終了したことで，一応の基礎的な順化が出来

たものと恩われ，キャラパンを通じての約 1ク月間のゆっくりしたトレーエングの成果はあったものと

思われる。
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帰国後の検討会の席上s 第2次偵察隊の経験からみて，この高度j願化小旅行は果して必要であったか

どうかということが討議されたが， 1953年のハン ト隊以低各隊が実施しているこの方法は， エベレ

ストのB.Cが 5，350mという 高度であるだけに，重要なことだと考えている。今回の経験からもこの

点は確信を持っていうことができる。

我々がキ守ラパンをしている最中，カトマンズでは，皇太子のご成婚式が行なわれていt.::..a我々のキ

ャラパンは，これを避けて早自に出発したのであった。 2月 27日 Junbesiのキャ ンプ地で，我々はe

花火を上げてど成婚を祝L、，ジェ・ネパール(ネパール万才)をさけんだ。

丁度この頃，カトマンズには日本山岳会の会員では，西堀栄三郎氏神原達氏夫妻が招かれて1.'/.:。

タンポテェのキャンプでは，カトマンズの西堀氏から次の様な嬉しい便りをもらった。

エベレスト登山隊の皆様，お元気で楽しくやって下さL、。

Hあなたは何故に山に登るのか? 11 11わたしは人間であるからだ Hとはよい答である

と思う。 11人間 Hが対立的に自然を征服するのではなL、。より多くの恵を受けようと

自然に融けこむのである。 が永年恋いこがれていた H 恋人に遂に思いをとげるような

気持で頂上に立ってほしL、。それを H彼女を遂に征服した Hというのは本人達の気持

を不快にさせる。一歩一歩が楽しいものにならねばならなL、。それでこそ引き返す勇

気も出るものだ。苦しさを楽しんで下さL、。祈御成功。

(カトマンズ Hotel Shankar I'Lて 西堀栄三郎)

3月 19日，タンポチェを出発し，ベースキャンプに向う。途中ペリジェ 4.20 Omで1泊，ロブジェ

4.9 30mで 2泊，ゴラクシェ y プ5，150 m I'L 1治した後， 3月 23日全員繍って元気にベースキャンプ

5，3 5 01;' I'L入った。

隊員 36，シェルパ 27，ローカルポータ-21，アイスプ才一ルポーター 30，計 114名の JMEE

'70 の大部落が出現した。

3月 9日，羽田を後発した松方隊長と中島は， 3月20自にルクラに到着，中島(寛)は27日頃B

.C入り，松方隊長には中島(道)ドクターが同道して 4月上句B.C入りすることにしていた。

4. アイス・フォールのルート工作と C1の建設(第1:期 …… 3/24~4/1 0 ) 

よほどの幸運が重ならなL、かぎり， 我々が出発前K作成した運行計画通りに，実際の登山が運ぶとは

考えられないが，過去のエベレスト登山隊の行動記録などから判断すると， 60日間の登山日程にはい

くつかの重大なピリオトーがあれ今回の計画スケジュールも，そのピリオドK合わせて弾力的K調整し

てゆくつもりであった。

その第 1は， BCを3月 20日前後に建設して， 3月 25日から登山行動に入ること。

第2は， 4月下匂には，南壁，東南稜ルート共に 8，000mまで確保すること。

第 3は，状況によョては， 5月上句，東南稜から 2名が登頂する。
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第 4は，最後の登頂の期限を 5月 20 日頃とする。

この中で， 最も重大なポイン トは第 2の点で， 4月下告J(I(双方のルートが 8.000mまで確保されない

と，当初からの計画は大幅K修正しなければならなくなるであろうということである。また早い時期の

5月上句に登頂を試みたいというのは，あくまでも天候次第による ものであるが，すべての条件にめぐ

まれれば，早いところ登頂だけは済ませ，心おきなく主目標の南墜に増援し，主力を投入して，南壁登

はんの確率を高めたいと思ったからである。

BCは3月 23自に建設され， 3月25日からは行動に移ることが出来たので，東京からの輸送も含

めて，ここまでは順調なスケジュールの消化であった。隊員のコンディションもタンポチェでの高度順

化トレーニングを終え，チームワーク共身仕上りは順調であョた。ただ，松方隊昆中島ドクター，中

島(寛)を除く 27名の登山隊員のうち，風邪などの病気のため，広谷，平野，成田，井上らは調子を

崩していた。私は大人数だから少しは致し方ないとL、ぅ見方でなく，健康管理Kは万全を期 し，一人の

不調者も出してはならないという医療班の方針を採用しそれを徹底させるよう指示した。

第 1次，第 2次偵察隊，更に井上越冬隊員の越冬観測などKよョて， 1969年の春と秋のアイスフォ

ールの状況s そして各季を通じて 1970年春までの気象など，少なくとも，この 1年間の状況の概要は

つかめた。しかしながらアイスフォールについては変化が激しく，常に危険がつきまとL、，ルートとし

てはあまり好ましくないということであった。

1孔 2次偵察隊もルー トの状態が様変りするような大きな崩綾を目撃しているし，第 2次偵察隊の

時には，スキー隊のシェルパ・サーダーのプードルジェがクレパスK落ちて死亡， 1名が負傷している。

いまさら登山のセオリーを持ち出すまでもなしこんな危険なところは，エベレストを登るのでなけ

れば，ルートとして採用しないであろう。しかし地形上a ネパール側から登るには，どうしても，この

アイスフォールを乗越さなければならなL、。

正に鬼門とL、う 言葉がピッタリである。

この呪わしく，繰らしいアイスフォールは，短期間で抜け切るのが最上の策であるのはいうまでも

ないことで，当初， ここのJレート工作は，本隊がBC(I(入る前(1(，アイ スフォールの経験者を中心Kし

て，済ませてしまう計画を考えていた。しかし全隊員が揃ョて同じコンディション作りの上でBC(I(入り

たかったし，タンポチェでのトレーニングツアーを計画したことや， 1ク月も気候が遅れてお り，まだ

雪も多く BCでの環境も厳 しいこと，危険なアイスフォールでの行動を， 私の目の届かぬところで行な

うことは万ーの場合の危険などを考え合わせると気が進まず思いきって止めることにした。基本計画案

では 3月 25自にC 1建設ということになっていたが，この時点での多少の計画の遅れは問題ないと判

断した。

今年のアイスフォールの状態はどうか， どのルートをとるべきか。私はロブジェの休養の日，アイス

フ才一ルの経験者に意見を求めた。その結果，藤田，植村，小西等の意見は，アイスフ才ールの経験者

を中心とする強力な偵察隊をもって，一気にアイスフ才ールを突破し，一通りのルートの見通しをつけ
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てから，ルート補強工作をするのがよいということで，私はこの任務を藤忠松浦，小西，植村，大丸

井上，錦執成田の 8名に期待した。 BC建設後直ちに偵察隊は行動を開始， 24日中央部を藤田，松浦，

小西， 植村パーティ。 25自には西稜寄りを藤田，大森，錦織のパーティ，中央部には・架橋工事のた

めに松浦，平林，小西，植村等のパーティを出してルートの検討を行なった。その報告によると，昨年

の春，秋とはすっかり様子が変り，氷河は激しく動いており，ルートをつくりにくいということであっ

た。初日 K中央部へ向ったのは，何となく登れそうなと ζ ろを選んで行ったためで，途中で大きなクレ

パスに行き当たり，ここには 10m位の梯子が必要であった。 過去の登山隊はいずれも西稜寄りから登

り初め，5，700m位からヌプツェ側へ向けて中央部を抜けクームの入口に達していることを考えて見て，

これが一番よいのではないか，とL、う藤田の意見から， 26 自には松田，藤田，松浦，平林，大森神

山で，西稜寄りのルートを 5，900m付近，昨秋フL ・ドルジェの事故のあったところまで登り，偵察した

ところ，矢張りこちらがよいということになった。

わが隊にも，アイスフ才ール経験者が，藤田，小西，大森，植村，井上の5名おり，植村は昨年の春

と秋両方の状態を経験しているので，ここについては熟知しているといってもよいであろうし，大変心

強かった。アイスフ才一ルが陥没したり，崩壊する場所は， 1963年米国隊のブライテンパッハや，昨

秋のプー・ドルジェの事故のあョた付近ではないか。あの付近でウエスタン・クームから押し出された

氷河が，地形上多分地表面が崖になっていて，氷河が激しく崩壊，陥没するのではなL、かと推定された。

ベースキマンプからウエスタン・クームの入口まで標高差800m，幅 1，000m" 長さ 4ρ oomのア

イスフ才一ルは，一見したところ大きなスクールの中で，距離感も傾斜もそれほどと恩われず，ゴチャ

ゴチマした氷の崩れた斜面のようだが，一度この中に足を踏み入れてみると，大きなセラ yクスや，今

にも倒れかからんばかりの大きな家ぐらいの氷塊，全くの迷路，さっぱり様子がわからなL、。それに，

いつ氷が害肘1て崩れおちるかわからない恐怖感，酸素不足からの息苦しさ，強い太陽と雪の照り返し，

はげしい喉のかわき，二重，三重苦が我々を責めた。

宮下第 2 次偵察隊々長からは，帰国後BC~到着して 1 日なり 2 日観察した上で，アイ ス 7 ;tールに

入るのが常道だと指摘されたが確かKその通りかもしれなL、。私はロプジェで経験者の意見を聞いたと

きは. 11日で抜けられる」という意見が多かったので彼らの見方をかなり過信しすぎたきらいがなき

にしもあらずだった。アイスフ才一λ'の変化K関して，過去の経験をあてにしすぎてはならないという

のが卒直な印象である。

ルートが決定されたので，状況か6判断して. C 1までのルート工作を 1週間でやるよう藤田にまか

せた。彼を中心~，経験者の大森，小西，植村，井上の他松浦，平林，神山の 8名のチームが編成さ

れ. 3月 28日には植村，井上両名はCl予定地 6，150m地点に到着し， 5，700mのDepotCamp( 

中継キ守ンプ)を建設してここに入った。 BCから一気にC1まででは距離が遠いので，荷上げの中継，

上部アイスフォールのルート工作の基点として，デポ・キャンプを作った。とのキャンプは 5，70()九の

地点のアイスフ才ールの割合安定した台地に設けられた。これは初期のある時凱宿泊するが， C 1へ

の荷上げが修了した時点からは宿泊しない臨時のキャンプとすることにした。
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ルート工何滋は 5日間の行動で 3月 31日にはC 1までのルート工作を修了した。この区聞は特にア

イスフ 1ールの動きが激しく，昨秋第 2次隊の設けたジュラ椅子や，ザイルが思わぬ方向ltL押しつぶさ

れてあった。ここにはデボ ・キャンプ(5，70 Om )からCl(6，150m)の聞に 3つの梯子を用意した

杭第 1ラダーはクレパスltL7.5 mのジュラ椅子と氷壁1tL15mの縄梯子，第 2ラタ・ーは 10mのジュ

ヲ梯子を垂直の氷壁1tL，第 3ラタ・-10mはC 1直下のクレパス Uてそれぞれ設定した。ルートは出来た

とはL、うものの動きの激しい場所なので，全く安全とはL、いきれなかった。絶えずパトロールと補強を

行なL、，安全保守基準を作り，ノミトロールを強化し，ポーターの支援や荷上げの安全を計ることにした。

特に第 1，第 3ラタ・ーについては独自の基準をつくり，赤信号，つまり通行禁止の場合を明らかにした。

との問，病気の成田を除く全隊員は交互VC，高度j原化をかねてルー卜の補強のため，デポキマンプま

たは 6，000mのラダーの地点まで行動した。

シェルパ，ポーターによる荷上げは. 3月29日から本格的に開始され， C 1以との必要量 12 トン

を 1日でも早く C11tL集結するよう， 30人のアイスフォールポーターを戦力の中心に活発に行なわれ

た。 隊員も含めて，全員 20K9を担ぎ，稼動人員は平均して 1日，アイスフォールポーター 30人a

ローカルポーター 15人，シェルパ 15人，隊員 10人と見積った。 900K9の荷が，デポと C1へ，

2日， 361tLも各々 C 1へ 900K9， 4日には 1，200K9i1; C 1へ荷上げされ. 7日間で約4トンの荷物が

C 1へ集結され，同時に 4月4日には Cl(6，150m)がアイスプ才ールを抜け切ったウエスタン・クーム

の入口に建設され回付，井上の両名が入った。

この頃にはベースキャンプも完全に整備され， 40人が会合できる大きな食堂用テントと娯楽，通信

用テントには電灯がついた。このテントを中心1tL，広場陀は国旗掲揚台，隊員テント，報道班テント，

食糧倉庫テント，キ y チンテント，シェルパ，ポーターのテント，医療用、ンルパーヒュッテ，観測j器具

など設営担当神崎隊員苦心のレイアウトに従って，すっきりと整備され， BCの生活にもなじんで居心

地よく，とても 5，350mとは思えなかった。

31 日にはシェルパU亡命じてチョルテンを建設し，隊員シェルパ一同登山の無事を祈った。この日ス

キー隊の訪問を受け，アイスフォールのルート，荷上げについて相談をし，次の点を明確にしておいた。

即ち，スキー隊が登山隊のルートを使うのは結構だが，このルートは必ずしも安全とはいえないので，

事故の場合の責任は JACでは負えない。 JAC隊は4月 4日-9日まで一大荷上げ作戦全行なうので，

スキー隊としてはC 1までの荷上げはこの後で行なってもらいたい。不足分の丸太の費用はスキー隊の

負担とする。各隊の交信時間が重ならぬよう時差をおき更に通話の混乱をさけるために JAC登山隊の

コールサインを次の通り決めた。 BC:さくら， ABC:やまと， C 1 : J AC第 1キマンプ，南壁キ

マンプ:南壁第Oキャンプ，東南稜東南稜第Oキマンプ， C 5 :サウスコル。

この日本部の組織打合せを行ない，中島ドクターは隊長付きなので外し，大塚2住吉，松田，藤田で

本部とし，報道スポークスマン，スキー隊との連絡担当を住吉とした。

登山の序章は次第にペースに乗ョて来たが，成田のコンディションははかばかし くなく， 3月 23日

BC ltL入ってから 4-5時開発熱，食慾不振 K悩まされていたが， BCでは回復が遅いので，丁度 4
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月2日松方隊長がロプジェに到着ししばらく滞在するということになったので，成田隊員に大森ドクタ

ーがつきそって休養のためロプジェ (4，930m )のレスト・キャンフ・へ下ることにした。代って中島ド

クターが弓C~入った。松方隊長と後発した中烏(寛)隊員はこれより一足先にすでに 3 月 28 日 BC

K入りI 30日からアイスフ 1ールで行動していた。

5. アイス・フ才一ルての事故の発生

ナムチェのコミッショナーも，今年は 1ヶ月位気候が遅れているといっていたが，ミルク色の河とい

われるズドコシの水も氷河が融け出していないためか，白濁していなかった。気温が上ョてくれば当然

氷河の動きも次第に激しくなることが予想されるので，アイスフ才ールの動きが激しくならないうちに

ことを突破したいと思っていた。

BC~入った 3 月 23 日から 4 月 4 日までの間 BC では気温は最低でー 7 0C から- 7.5 oCの間，最

高一1.5oC __ 50C。 降雪は 4 日 ~2cmぐらいで天候は安定していた。

井上越冬隊員のこの冬ペリジェ (4，200m )での気象観測によれは降雪量はゼロであった。つまり

この冬は全然雪が降らなかったということにもなるが，この異変は，エベレストの山の状態にどのよう

な変化を与えるのか，それが我々の行動にどう影響するのか，日本の山ならいざ知らず3 特Kアイスフ

才一ルにどのような影響があるのか全く予測がつかなかった。

「雪が降らなかったら氷河の動きはどうなるんだjと井上に聞いてみると.r氷河の動きは降水量で左右

されますからね」と。 rそれじゃ，今年の氷河の動きは少ないのだな」と問L、かえすと「いやーそんな

簡単なものじ宇ないですよ， まだよく分っていないんです。 Jと笑ってこたえた。

高所で降雪がなければ氷河の供給源の圧力が少なくなるので上部からのアイスフォールの動きはにぶ

る。とこ ろが懸垂氷河の部分は，それと無関係にくずれるからク レパスの幅は大きくなる。その上s ア

イスフ方ールに降雪がないということはクレパスの割れ自につまる雪も少ないということで，パインタ・

ーの役目を果さなくなる。そのために今年のプレモンスーンのアイスフ才ールの状態はI i列J均三~較べて

かなり悪いようであった。 BC~入って約 2 週間，このアイスフ才一ルのルート工作を行なって体験し

たことは，昨秋の第 2次隊のロープや梯子，赤旗などがとんでもない方向へ流されているし，意秋

の経験者の植村の言をも ってすれば， 今年の荒れ方は特にひどいということであった。この事実からす

るとアイスア才ールのようなところは，降雪量にあまり左右されず，いつも動いて危険なのだというこ

とであろう。

白)スキー隊シェルパの事故

4月 5日，午前 10時 45分，アイス 7;tール中央部 5，650m地点で陥没があり， スキー隊のシェ

ルパ 5名，ローカルポータ -1名が死亡するとL、う事故が発生した。

この日はわれわれのパーティも BCから荷上げに登っており，デポキャンプI C 1 ~てもそれぞれ隊

員が入っており，殆んどの隊員が行動中であった。
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後から出発したスキー隊の荷上げグループは，遭難現場付近でわれわれに追いつき，松田パーティ

が休んでいたのでそれを追いこして前へ出た直後のことで，その先頭の安間，安久のザイルパーティ

の前には，藤田らのザイルパーティがデポキャンプ下の通称廊下といわれるところにいた。スキー隊

は2人 1組のザイルパーティで 6也前の 2組が隊員のザイル・パーティで，後のシェルパ 4組 8人

のうち 6人がクレパスに埋められたのである。この中にはチョタレの実兄 ミンマノルプも入っていた。

正に紙一重，時聞にして 30秒ぐらいの差ではなかろうか。藤田，渡部，平野のザイルパーティは激

しい音，震動，足もとを走る亀裂，飛び上って走ったが. rもう駄目か」と一瞬思ったと恐怖の実感

を洩らしていた。また一休みしてお茶を飲んでいた松田らのパーティも. rズズーという鈍い音にハ

フと息をのむとアイスフ才ールは，上から下へきながら津波のように生きもののようにうねりながら

動いて行った。一瞬にして自の前のスキー隊のシェルパのザイルパーティがのまれ，その上にセラフ

クスが崩れ落ちて行った。藤田パーティもやられたのではなL、かと思った。 Jと目撃した凄まじい様

子を語っていた。

事故の第 1報は松田からのトランシーパーの連絡でもたらされた。隊員・シェルパ ・ローカルポー

ターの確認を急いだが，この聞にも西稜から大きな雪崩が出てトランシーパーは悲壮な声を上げてい

た。 1時間後にはわが隊全員の無事が確認された。

現場の状況が静まり，遺体の救出は，両隊協力して迅速に行なわれ，午後 2時にはすべての遺体が

確認され安全な場所へ安置され， 午後 4 時 30 分には全員BC~帰着した。

恐れていたアイスフォールでの一事故が，現実の問題として自の前で起った。スキー隊の事故でわれ

われの事故ではないのだとはとても考えられなかった。すべて運がよかったとしか思えないからだっ

た。不運なスキー隊のシェルパはまことに気の毒なことであったが，明日はわが身に起るかも知れな

いことなのだ。このアイスフ才一ルは，一度中に足を踏み入れれtえ後は還のよしあししかないので

はないかとさえ思える。

大荷上作戦第 5日目での事故は，出鼻をくじかれた感じで，翌 6日は喪K服して BC及びデポキャ

ンプにいる全隊員は停滞した。ただしC1の回村，小西，神崎，井上の 4名はC2への偵察を実施し

た。

4 月 7 自に荷上げは再開され，同日デポへ 600K~ デポから C 1へ 2往復して 300K9.小西，神

崎はC1から 6，700m，地点まで往復して. ABCの位置を偵察してきた。

4月8日には今後のスケジュール(第 2期計画)を検討し，次のように計画を立てた。

@ 全員. 4月 10日. 11 日と分れて Cl~入る。

@ アイスフォールの通過は 12日以降極力少なくする。

@ 12日以降2週間をC2以上の行動とし，両隊 8，000mラインに到達する。

④ C2へ上った時点で南壁，東南稜のメンバーを決定する。

ce) 4月26日- 30日の 5日間. BCへ下り休養とする。

-35ー



わ) アイスフォールポーターの事故

4月 9日，午前 7時 40分，アイスフ才ール下部 5，525m付近で，セラックスの崩壊によって，ア

イスフォール・ポーターのキャクツエリンが死亡した。

ζの日は荷上げ作戦の最終日で，シェルパ， ローカル・ポーター 15名，アイスフ才一ル・ポータ

-30名の荷上げですむので，隊員は荷を上げる必要がなく，休養となった。この期間隊員もポータ

ーと同じく， 20 K9'J)荷を背負っ て登ったので，シェルパ，ポーター逮は友好的で， この危険なアイ

スフ才ールでの荷上げをいやな顔一つしないでやってくれた。この日も朝6時 30分. BCを出発し

てClへ向った。アイスフ才一ル・ポーターの仕事も，今日で予定の荷が上れば終了するわけで，本

隊の予定も，これを境にして第2期に入る計画であった。

午前 8時，デポキャンプの松浦隊員から，アイスフ 1ール・ポーターが到着したとの報告があった。

順調だなと思、っていたところ，キ y チンの方から r2名こちらに下りてくるぞJという声におやと思

って双眼鏡で調べると，アイスフ才ールの下部にーかたまりの人間の動きと，かけ足で下ってくる 2

名の姿が確められた。 1/さては H と不吉な予感がしたが，ルート上では一番安定したところなので，

怪我でもしたのかなと思っているうちにシェルパのフ.ルキ 7パが息せき切ってかけつけ， Hセラ y ク

スが崩れて，ポーターが下敷きになった。すぐトヲターは来てくれグと報告。しまったI1と思ったが

もう遅L、。すぐに住吉，広谷両ドクターの他藤田ら 8名が朝食もとらず現場に急行。約40分ほどで

事故の模様は判明した。

直ちに救助されたが，時すでに遅くドクターによ って頭部，胸部圧迫による死亡が確認された。現

場はBCから 1ピヲチでいつも一休みする場所から約 70-80mぐらい登ったところで，狭いセラ y

クスの聞を通って，氷のガレ場に入るところである。そこまでのルートはすっかり補修され，歩き易

くなって足場の不安はないところであったが，頭の上の方のセラックスの上部にひっかかっていた 6

0-70cmの大の氷塊が頭部K当り，彼は前のめりに倒れた。 20mザイルの最後にいたポータ ーが

助け出そうとしたととろ，更にプロックが落ちて来たため救出出来ず，再度キセク ツェリンlはブロッ

クに激しく打たれた。

キャクツエリン(36)はナムチェ出身で， 家族は萎と子ども 3人とのことであったが，臨時に雇っ

たアイスフ才ール・ポーター 30名の中で最も優秀な強いポーターの一人で，チヨタレーの推薦もあ

って，アイスフ才一ル・ポーター解雇後も引続き雇傭することになっていた。そんな彼は連日の荷上

げでは，いつもグループのトァプを歩きノルマを忠実に果していたが，最終日の今日に限って，荷上

げも楽なぜいか，ゆっくり後から出発した。日頃よく働く者が，たまたまスタートを少し遅らせたた

め1/(，一瞬の氷塊の崩壊に幽明境いを異にしたのは，まことK運命のいたずらとしか思えない出来事

であった。まことに痛ましい限りである。

先のスキー隊の事故の際は，わが隊はその運のよさにめぐまれたと思ったが，キャクツエリンも.

もう数歩の違いで.死なずに済んだのではないかと思うと悔やまれてならなL、。連日ルートの補修，

安全確保のための荷上げのサポートは隊員が先頭になって，シェルパ，ポーター遠のためK細心の注
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意を払L、，出来るだけのことはやった。特にスキー隊の事故以来は全員がこのことに気を配り一層万

全の策を施したのであるが，このけわしいアイスフォールは，人の力では測り知れないおとし穴を秘

めており， もはやわれわれには術がないようであった。

最後部にいたため，ほとんどのポーターはこの事故を知らず荷上げは行なわれたが，現場に居合せ

たシェルパはほどこす術を知らず. BCから救援に登った隊員によって救出が行なわれ，正午頃には

遺体が BC I'L安置された。スキー隊の事故後僅か4日自にしてわが隊にも悲しい事故者を 1名出す

ことになってしまったことは残慌に堪えなL、。

この日(4月白日). C 1から小西.神崎，神山吉川の4名によってC2 6，450mが建設され，

小西，神崎の2名が入った。又，ロプジェで 1週間の休養後すっかり健康を回復した成田がBCI'L戻

った。

5月 10日，遺体の茶毘，葬儀参列，遺家族への引渡し，補償金 30，000ルピー(約 3ρ00ドル)

の前渡金支払いなどのため，大塚，松田，田村，平野，渡辺，嵯峨野の 6隊員，シェルパムローカ

ルポーター 11名がトクラに下った。途中ゴラクシエブプで，ベースキャンプに入る松方隊民中島，

大森両ドクター他に会い，事故の模僚を報告した。他の全員はBCI'L集合し，以降 11. 12の両日

は停滞休養とすることにして，第1期を終った。

6. ABCの建設と南壁，東南稜班の隊編成(第2期 4/13-28 ) 

アイスフ才一ルの悪さ と，これに加えてスキー隊とキャクツエリンの事故が重って立上りの第 1期

は予定が 3日遅れ，しかも C1への荷上量 12トンは，約2トンの荷を残すことKなった。，第 2期

計画では，この遅れを取戻すべく， BCとデポK残・・9た荷を C1へ上げるかたわら，全員で早急に

C1K入ることにした。

BC-C1の荷上においては，装備，食抵酸素などの仕訳けは厳密に行わず，とに角アイスフォ

ールを 1日でも早く通過してC11'L集結し，そこにおいて仕訳けし，順次荷C2へ上げする方法をと

ったからである。

第2期は各隊員とも高度j源化のおくれをとりもどすと共にその最終目標は，南壁，東南稜ともに，

4月末Kは 8，000m ラインに到達することであったが，これは，この全登山を通じての一つの大きな

山場であると考えた。

4月 11日. BCでは松方隊長を迎え，全員休養と相候って，メステントは賑わった。 12日には

キャクツエリンの葬儀に参列した大塚他5名も加わり，この日. JMEE '70の本隊 39名は全員

はじめて一堂に会した。明 13日から文それぞれに分れて行動する本番を前K.記念撮影を行なったり，

身の廻りの整理を行なったりした。スキー隊の事故で死亡した実兄のミンマノノレプめ葬式Kナムチェ

K下っていたチョタレーも BCK戻って来た。

全員の揃った夕食は，ご馳走も出て，楽しいものであった。松方隊長が食後K次のように述べられ

た短いスピーチは，強く印象K残っている。
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「エベレスト登山の計画は JACの 1963年以来のもので，以降自介をこれに向けていたが，ネパ

ール政府の許可が 1970年春と決り，これに従って第 1次，第 2次偵察隊に続き本隊と続けてやった

が， これは大変なことである。そしてはじめての南壁をとりあげたことの意義が，この大きな計画の

中にある。 39名の大部隊をょうしたが， この巾広く，厚いメンバーの編成を見ると，エベレス卜を

やるだけの実力のある隊であることが分る。日本人の登山家の実力は，世界が認めているところであ

り，ネパールに対しても，有意義なものを残しておきたL、。」

私は，高令を押して BCへ登ってきた松方隊長のこの山への強い愛着と 9 何げない語らいの中で，

われわれの隊のおかれた国際的な位置，行動の歴史自情味あいを，今更のよう Kうかがい知り，自ら

反省したのだった。

松万隊長の BC滞在中，シェルパの NawangPhenj 0 の隊員待遇問題についても，指示を仰し、だ。

ヒ.ンジューは. 1965年に松浦隊員と共にローツェ・シヤールの 8，050m VL達した優秀なシェルパ

て・，ダージリンの登山学校 (Himalayan Mountaineer ing Insti tu te)のField In st r uctor'をつ

とめていたが，松浦隊員がエベレストへ行くなら是非とも参加したいということで，その旨校長の

Nar i nde r Kumar氏K申出たらしく， Kumar 校長より日本出発前に隊員待遇ならば ピンジ且ーは

参加できるが，高所シェノレパとしてでは，インドの公務員でもあるので，規則で許可できないという

連絡を受けていた。我々としても種々検討したが， HMIのインド国籍のシェ ノレパを隊員と して連れ

ていくととには，ネパール政府との関係を考えれば簡単に許可できるものでもなかったので，態度を保

留していたところ，彼は個人の資格で併胡霞届けを出してカトマンズへ出てきてしま L、，ヒマラヤン・

ソサエティのシェルパとして我々の隊に参加してしまったのである。我々としては，本人がH・M.

Iの許可をとって参加したものとばかり思っていたととろ，その後，クマーノレ校長より本人に対し，

休暇届けは受理できない， H. M. 1が無許可の参加でもあり，もし JMEE'70隊が隊員待遇Kし

なかった場合には. H.M. 1の Instructorからは除籍される旨のきびしい書信が届いたのであった。

との時点で本人も事の重大さに気ずき，善処してほしい旨再三に亘り申出があった。私としてはこの

申出を受け入れたいもののヒマラヤン・ソサエティの関係もあり国際問題にも 発展するおそれもある

ので簡単には結論を出せず，判断に苦しんでいた。この件を松方隊長に相談し たところ， iとくに理

由がなければ，隊員にするのもおかしいが， もし隊に大きな貢献をした場合には，その事実を以て

Asociate memberとして遇することをAcknowledgementの形でみとめたらどうかJという適

切なアドバイスを頂いた。本人は，松方隊長のこの暖かL、配慮に感激し，高所で隊にとって大きな貢

献をなす働きをしたのである。

登山は再開された。 4月 13日，第 1障はルートの下検分をかねて，藤田，松浦，植村，錦織，鹿島

神山の6名とシエJレパ2名， ローカル・ポーター 2名で， C 1までのルートの補修を行ってデポキマン

プに入った。その報告ではアイスフ才ールの状態は，全体的にデポキャンプまでの下部ルートは大体

OKであるが，第 1-第 3ラダーの聞は氷河の動きあり， ところどころ崩れたあとが見られた。原則
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として早朝の行動をとるようにとということであった。

BCでは29名のアイスフ才ールポーターを解雇し，そのうちから 13名をニュー・ローカル・ポ

ーターとして再雇傭した。なお，松方隊長は 15日， クムジュン〈向けて下山。中島ドクターが同

行することになった。中島ドクターが，松方隊長のルクラ出迎えから以降隊長付ドクターの格好にな

ってしまったことは，まことに不本意で，彼の登山のキャリアを生かした場に早く出てもらいたいと

思ったが，致し方ない状況であった。中島ドクターとは本部テントに共に寝起きしていたが，この登

山のおかげで多くの得がたい友を得たが，その中でも特に大切な一人だと私は思っている。この日医

療班は全隊員の身体検査で忙殺されていた。

4月 14 日には平杭田村，中島(寛)，平野，小西，加納成田， 吉川， 安藤，長田，井上.報

道の木村，相沢，野口，堅野の 15名， シzルパ 10名がC 1へ， シェルパ 6，ローカル・ポータ-

13， N • L .ポーター 13名はBCより C1へ荷上げのため往復して，約 800K9の荷上げを行な

った(との中シェルパ 6名はデポ ・キャンプに とどまる)藤田他 5名，シェルパ， ローカル・ポータ

ー各2名はデポからC1へ入った。

4月 15日，第 3障は，大塚，住吉，松田，広谷，大森，河野，渡部，土肥，神崎，嵯峨野，伊藤

の 11名，シェルパ 2， ローカル・ポーター 6名でCl!tL入る。他のローカ?レ・ポーターはC1へ荷

上げの後再びデポから荷上げしてCl!tL入る。ニューローカル・ポータ -13名はC1へ荷上げして

デポへ泊る。約 600K9の荷上げが行なわれた。

BC~ては，報道の内藤，中川，佐藤がキャンプ ・キーパーとして残り ， 松方隊長， 中島ドクター，

平，原田の 4名は Cl!tL全員が無事到着したとの無線連絡を受けれのち，午前 10時頃BCを後に下

山した。

この日は，早朝，薄暗いうちに出発したが， 6時 25分頃西稜から大雪崩が発生し.通過中の一行

26名が雪煙をかぶり，一行の動きを望遠鏡で追っていた松方隊長に心配をかけたが，無事であった。

こうしたことから BCにいた松方隊長は一行のC1到着の報を待ちわびていたのであった。

C 1の藤田，平林パーティは，C 2 ( 6，600 m )に向L、，中島(寛)，穂村，錦織z井上が泊り，

他はCl!tL戻ョた。

これでアイスフォールを越えて隊員 32名，シェルパ 19名， - カル・ポータ-16名，ニュー

ローカル・ポーター 13名言十80名がC1以上K上り，物資も約 11 トンがCl!tL荷上げされたこと

になった。私はこの日以降，アイスフ茸ールの通行は，指示のない限り登降することを禁止する旨の

指示を行なっTこむしかし，このアイスフ才ールの通行禁止の措置は，以後成田死亡なども起き，実際的

には行なわれなかっ犬二@打続いたアイスフ才ールでの事故で，危険一杯のとのルートを，禁止したこと

は， この時点では私自身何等抵抗を感じなかったが，本来的に見ればBCとの連絡ルートが通行禁止

になることはあり得ないことであるo 登山を振り返って見ると，エベレス ト登山ではL、かに危険なこ

とがあっても，実際的には，アイスフォール通行禁止はできず，注意して登降する以外に方法はない

ものであると恩われる。所詮は，その危険な場に身を置いたリーダーが判断すべきことがらである。
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C 1では荷上げされた装備，食糧，酸素などの仕訳け作業のため，田村，加納，小西，安藤，長田

等がこれに当っていた。また吉川，神山の両名は不調のため停滞した。

前進基地となるABC，即ちC2の位置は，南壁班の立場で考えると 6，600m.の位置が適切と考え

られたが，長期滞在を考慮すれば，低い方がよ L、。種々検討の結果ABCは 6，450mと決定し，南壁

登はんのための基地として取付点下部 6，600mの地点に南壁ABC(F.C2)を別に設けるととに

した(との点Kついては，別補「南獲の登馨と今後の課題jを参照されたい)。

4月 16日にはABCを建設して，藤田，平林両パーテ-i14名が入った。 F.ABCvcは植村，

井上2名がC3までのルート偵察して入った。他はC1-ABC聞を荷上げした。

4月 17日にはローツェフェース基部6，980m vcC 3を建設して，植村}井上が入り，南壁班は小西，

中島，伊藤がF.C 3予定地の軍艦岩までルート工作を行なった。

ウエスタン・クームに入ってからは天候もすっかり落着いて連日:春らしい暖かい日が続いた。主計まん

のテンポは高まり，ルート工作が急、ピブテで進むので荷上げが追いつかない状況であった。この時点

では各キャンプには，炊事具，食糧，フィ y クスド.パーなどが不足気味，加えて，隊員，シェルパ，

ポーターにも病人が出て，荷上げ能力が減少したこともあって，物資の補給が円滑を欠いた。

この日， ABCの態勢も整ったので，両隊の責任を明確にした方がよいとの判断のもと，かねてか

らの予定通り南壁，東南稜隊の隊員を決定した。即ち

南壁隊:L，小西，藤田，田村，中島，錦織，加仇吉川，嵯峨野，伊藤，大森の 10名。

東南稜隊 L，松浦，平杭広谷，平野，土凪長田，河野，渡音色神崎，植村，神山，鹿野，安

藤，井上の 14名。

私はC2vc入って，隊員の状態を見た上で，両隊のメンパーを決めることにしていたので.南獲に

は，第 2次偵察隊隊員であった小西をリーダーに，大森，中島，田村，力日仇錦織の中堅を加え，こ

れに若手気鋭の吉川嵯峨野，伊藤らを配し，ベテランの藤田を小西の相談役として付けた。

東南稜には，先ず，このルートから登頂を行ないたいと考えたので，人員も 14名とし，松浦をリー

タ・-vc，平林， 広谷の両ナイケと， 第 2次偵察隊員であった植村，井上を加え， 30才前後の揃っ

たメンバーをこれに配した。

双方の総合指揮はABCでとることにし，これには本部の大抵住吉，松田が当ることにした。

シェルパは故障者が多しこの時点ではとりあえず両隊K7名づつしか菌置出来なかった。

東南稜パーティは，松浦隊として渡部，植村，神山，安藤，井上の 6名，平林隊は平野，神崎.長

田の 4名，広谷隊は土OE，鹿野，河野の 4名の 3隊に分れてローテーションを組むことにし，平林隊

は， 20 日にC4， 7，500 mまでのルート工作を行なh 広谷隊が続いてC5までのルート工作と荷上

げを行なL、， 23日Kは松浦隊が，これに加わって 4月24日にはサウスコルまでのルート工作を完了

し， C 5 vc約300KIlの荷上げを行なう計画であっ Tこ。

南壁パーティの行動計画については. rエベレスト南壁登馨と今後の課題Jを参照されたL、。
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Z 平林隊員の事故救援と成田隊員の急死

南壁パーティの錦織はアイスフォールのルート工作や整備で大いに活躍し，むずかしいアイスピィル

ディングの工作では巧みなアイステクニックを発揮しp 南壁での活躍を其鴨されていたが， 4月 17日

不調のためClvc下った。高度順化が不十分な上K疲労も甚しく，住吉ドクターの看護のもとで酸素吸

入などの処置を行なって回復につとめていたが， 4月 20日未明，テントに本人がL、ないのを発見大

騒ぎして探したところ，シェルパテントで寝ていることを発見した。意識不正。更K酸素の吸入を続行

して就寝させるという一幕もあり.高度j願化不足であることの警鐘となった。

18， 1 9臼の両日は南壁， ロー ツェフ ェースのルート工作は予定の行動をとり， 20日平林隊の 4名

は. C 3からC4へのルート工作K向った。途中平野の調子が悪く，長田が付添って C2vc下ってきた。

14時頃である。 C2で平野の酸素吸入などに追われていたとき，神崎からの緊急速絡がトラン、ンーパ

ーに飛び込んだo 7，300m付近で下山中ラストの平林がスリップ，神崎も共に引張られたが，必死の確

保でスト y プ，平林は約40-50m滑落，しばし意識が不明であると。 かその場を動かずに連絡を待て W

と指示して，救援パーティを編成 14時 30分， C 2より松田，中島，鹿野を. F. C 2より大森ド

クターを， C 3より松浦，広谷，河野，土凪安藤らを現場に急行させることにした。その後の神崎か

らの報告によると，滑落後 30分位で二人一緒になり，一時脳護蕩でポー ?としていた平林の意識も次

第にはっきりし，身体を謂べたところ，どこにも骨折はなく，左肩を打っただけであることが判明し，

胸をなでおろした。 C3からの救援隊も日暮れ直前の 18時に現場K到着，現場付近に臨時にキャンプ

を設けて平林を収容し，その夜は平林の他，広谷，大森，安藤の 3名が治ることになった。神崎は元気

で，何処にも障害がないので，松浦等と共にC3vc下りた。 23時C3vc帰幕してこの日の救援行動を

終った。

平林のスリ 7 プ事故は結果的には大した事態にも到らずホッとしたが，万ーのことも考えて， (骨折

などの場合も考えて)南壁班からの大森ドクターの応援を求めた。このため大森ドクターはじめ救援活

動に参加した各隊員にはかな りのロードがかかり，行動上のローテーションの上で両隊に大いに影響が

出たことは事実である。成田隊員の事故がなかったならば，この事故は大きくクローズアップされた筈

であり，我々としてもこの点を見落してはならないと考えている。又全体的にみて隊員のコ ンディショ

ンも 6，500mを越え， 7，000 mラインで行動する時期になっていたので，高度順化の点で個人差が現わ

れはじめていた。

C 2， 6，450mまでの隊員の高度順化の様子を見てみると，風邪でロブジェで休養していた成田を除

くと，アイスフ才ールのルート工作と荷上げで 6，150mのClまでの願化は概して良好であった。しか

しながらウエスタン ・クームに入ってからは，危険も殆んどなく，その上天候もよ しそれまでのコン

ディ ションがよかったこともあって， 早いペースでキ ャンプが進み，荷上げが追いつかぬ状態であった。

この時期，この高さでの早いペースの行動には問題があ った。

6，400-6，500 mとL、う高度は， 高度順化の見地から貝て一つのラ インであることは従来から言われ

ていたが，我々の隊にもその傾向が現われてきたと見ることが出来る。又このラインで現われる個人差
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は，以後の行動に重大な影響をもっている。錦織は BCへ療養に下ったが，以後ドクターから上に登る

許可は二度と出なかった。しかし，平野，神山らはこれ以下の高度での発病のため. BC及びC 1で十

分休養をとョたのち，第 3期には登頂隊のサボ『トとしてサウスコルまで登ることが出来た。一方シェ

ルパ，ローカル・ポーターにも病人，不調者多く，この時期には荷上げ能力が低下し，物資補給の点で

かなりの不都合をきたしていた。

BC入りした時風邪をこじらせて休養のためロプジェへ下ったりしていて，スタート が遅れた成田が，

4月 14日C Uc第 2障として入札ここで一週間滞在してやっと元気になったかに買えた矢先きの 4

月21日夕刻. C 1において心臓麻簿で急死した。 28才の若さであった。

この日成田は，シェルパの DawaNo rbuと共tr: C 1からC2まで空身で順化トレーエングを行ない，

C2では久し振りに私とも会い元気に談笑し. 14時頃挨拶を交して下ってL、ったが，その 7時間後の

20時 50分には他界してしまったのである。 ABCでC1にいる住吉ドクターからこの報告を無線で

聞いたときは，信じられぬほどの驚きであった。あんなに元気な.1.、L、奴がと思うと，ただただ運命の

いたずらをうらむばかりであった〈との項Kついては，第 E部「高所医学Jの項を参照されたい)。

8. 成田隊員の収容とローツェ・フェース，南壁両ルー卜のルート工作

4月 22日にはCl以上にいる全員はCltr:集合して成田と別れを告げた。この日は私としては最も

辛い一日であった。それぞれの隊員も，それぞれの立場でこの悲しい出来事を目のあたりに受けとめ，

耐えたに違いなL、。山が登れなくとも. 1人も欠けるととのないようにしたいとひそかK念じていたの

は私ばかりではゐるまい。最も忌み嫌い，避けたいと思っていた最悪の事態が，このような形で事実と

なってしまョたのである。しばし荏然自失の態-cあった。

成田を失ったことは，隊にとってかけがえのない痛手であった。計報に接したときのいとしい息子の

ことを思う両親，頼もしい兄としたう妹さん達のことを思うと心は更に痛んだ。

こうして第 2次ステージの計画は，計画なかばにしてスクジュールを大幅に変更し，約半数の隊員は

遺体をBCtr:安置するため，危険なアイスフ 1ールの引下し作業にかかることになった。このため南壁

隊から，藤田，小西，伊藤の 3名を割L、てこれに当らせた。

以降南壁隊は，田村，中島(寛).加仇吉川，嵯峨野の 5名，東南稜隊は松浦，広谷，河野，渡部，

植村，鹿野，井上の 7名が計画を餅守することになれ C2へとよった。

24日，危険なアイスフ 1ールの中を，小西，伊藤らが中心になって空中ケーブルのザイル工作を行

なって遺体を B.Cへ下す作業が行なわれた。

大塚，松田，藤田，大森，錦織，平野，長田，土肥，小西，神崎，神山，伊藤の 12隊員とシェルパ

7名は. C 1を6時に出発 12時には問題のラタ・ーも通過，安全圏に到着. 14時にはB .Ctr:遺体

を安置することが出来た。

Cltr:は住吉，平杭安藤の 3名。 C2tr:は松浦，広谷ら東南稜隊 7名と中島ら 5名の南壁隊が残っ

司..  

'‘」。
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とのステージの目標は，南壁，東南稜共!IL8，000 mラインへの到達にあったが，両隊とも戦力が半減

していたにも拘らず頑張り，南壁隊は25日!IL7，000 mの軍鑑岩!lLC3を建設して中島，古川が入り， 2 

6， 27日とルート工作を 7，350mまで行い，更に力日仇嵯峨野がバトンタヲテして 28日!lL1:t7，600 m 

までザイルを延ばした。サポートのシェルパも 5名しかおらず，加えて今春の南壁のアプローテは昨秋

と異り，雪が少なく 7，500mまで岩登りで吉川はアイゼンを外して登ったと報告してきた。こうして南

壁隊は， C 4， 7，500mの建設と， 8，00 Omまでのあと 400m を残してこの期を終った。

一方，東南稜隊は，河野，井上が 24，25日とC4， 7，500mまでのルート工作を行ない，26日には

C4を建設して松浦，植村とシェルパ 2名. ピンジューとイラツェリンが入った。サポートは河野，鹿

野とシェルパ 4名で行なった。 27，28日とサウスコルへのルート工作を行なっ式こoこうして松浦，植村，

ピンジュー，イラツェリンの 4名は， 28 日正午頃サウスコルへ到着。その日の午後 5時ABC!IL帰っ

た。東南稜隊は，コンディションに恵まれ， C 2から 5日間の行動でC4を建設し，サウスコルへ到達

して，所期の目的を果した。しかしながらこの期間中井上が 27白河野と共にC3からC2へ下山の途

中一時視力を失う変調をきたす事態も発生した。

一方24自にB.C!IL下った隊員は， ドクター・テエヲクを受けた結果，藤田，小西，伊藤の 3名は

すぐにも上へ登れる状態にあったので. 2日間の休養の後，中島ドクター， 報道班の 3名，シェルパ 7

名と共!lLABCへ向け上ることになり，次いで，平野，神山，土肥，神崎の 4名も第2陣として更に 2

日休養をとった4月 29日， ABCのメンパーと交替するため上るこ とになった。

しかしながらドクター・テェックの結県松田，錦織は，更に数日 B.Cで休養を必要とする状態で

あるとの診断であった。

遺体の処置については， B. C付近の氷塔中に安置すると共!IL，クム ジュンにいる松方隊長を経由し

て，東京の遺族に意向を問合せたところ. 4月27日8時 30分ナムテェの無電局経由，クムジュンの

松方隊長宛!IL，吉良大使から次の様な電報がとどいた。

RECEIVED TELEGRAM FROM TOKYO STOP NARITA'S FATHER 

WISHES TO CREMATE THE BODY AND SEND KATHMANDU STOP 

FATHER WILL COME KATHMANDU TO RECENE IT STOP PLEASE 

INFORM US ARRIV AL TIME OF ASHES STOP 

そしてこのメ yセージは，クムジュン!lLLiaisonOfficerと共に滞在中の松方隊長より，ベースキ

ャンプ宛 28日夕刻もたらされた。

大塚登はん隊長殿

成田君の父上の意向がわかったので，大体次のようにして下さったらよかろうと
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思う。火葬には家族の立合いなし。 BCでできればそれもよし，無理ならば，先日

の場所(トウクラ)でもよし，万事一任す。

遺骨は誰かがこと Kumjung まで持ってくること。こちらでは 5月 2日のへリ

を予約し，小生それに同乗してKathmandu ltL行く。

聞に天長節が入るので時間の余裕をとったつもりだが，現地の事情もあろうから

時と場合によっては前後しても致し方なL、。

欲をいえば，潔思君の最後のところを，当時その場にいた人の口を通じて父上に

伝えたいが，時が時だから無理かも知れなL、。僕も ロプヅェ仲間だから，彼のこと

なら多少説明しうる。

願わくは成田君の急逝が，新らしい推進力にならんことを。彼はそれを最も望んで

いるに相違いなL、。

へリはお客2人と荷物若干しかつめない由。成田君のものもそのつもりで選択し

て欲しL、。あとの分は皆の分と一緒に送ればよかろう。

それから細かL、ことだが，遺骨に国際規格などないだろうから余 り大きなものを

作り給うな。外国では，小学校の生徒の硯位のが多いようだ。どっちみち日本で，

また入れ替えとなると思うから，容器などに余り気を使わぬこと。

朝からEverestを拝んでいるが，新雪が積っていくのが気にかかる。気象台長

がついているから大丈夫とは思っているが，ここにいると全体の動きが全 くつかめ

ない。

あとーク月，兄等の健康を祈ってやまなL、。あわてずに，しかし機会は必ずっか

むこと。

Kum j ung ltLて 4月 27日 三郎

私は， この手紙を手にして松方隊長の暖かい心遣いltL目頭の熱くなるものを憶えた。

5月 2日のこのヘリコプターに合わせるとすると一刻の余裕もないことになる。そこで， 4月 29日

には遺体をトウクラに下すことに決めた。

これに先立ち私は トラン、ンーパーでC1の中島ドクターを中継して. C Hている住吉ドクタ-ltL，成

田と共にトウクラに下って欲しい旨の意向を伝えたが，今後登山活動を維持するとすれば. ABC以上

の隊員の健康管理の万が重要と考えられ，現在C2の手を放せる状態ではないとの返事であった。一方

松田も疲労の上風邪をこじらせ肺炎の病状を呈して， ドクターより安静を強いられており， トウクラへ

行ける状態ではなかコた。そこで私は止むなし上の行動についてIi.，住吉，中島ドク ターでよく相談

して進めて欲しい旨依頼して，遺体と共にトウクラに下ることにした。最も大切な時期ltL3日間も B.

Cを離れるということには大いに問題があったが，僅か 3日間であるということで， B. Cを離れて茶
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毘I'L参列した。心情的には，むしろ成田の茶昆K立会いたいとL、う気持の方が強かったことも事実であ

る。

しかしながらこの判断は， リーダーシップの権限委譲について具体的な指示を行わなかったこともあ

って，後日南壁隊との間で混乱を来たすことにもなり， 隊の運用面に大きな支障をもたらすととにもなった

ととで，大いK反省させられた次第である。

リーダーは何時，如何なる局面に立たされても，隊を離れ， リーダーシ y プを空自にしてはならない

とL、う教訓の通りである。

トウクラのお別れにはI B. Cから， 大塚，大森， 錦織，内藤， 堅野，平の 6名が参加。この日C1 

から B.Cへ下った広谷，河野，渡辺，鹿野，井上の 5名も葬列を追ってトウクラへ下ることになった。

こうして予定通り I 30日トウクラで茶毘にふされた後，遺骨は成田の先輩に当る堅野がもョて井上

隊員と共にクムジュンに向けて下山するとと Kなった。遺骨は 5月2自には予定通りヘリコプターで松

方隊長と井上隊員に守られてカトマンズに遠ば士、第 2次偵察隊の宮下隊長と共にカトマンズに迎えに

こられたど尊父に手渡された。更に 5月 8日には松方隊長も同行して羽田へ無言の帰国をした。

第2次偵察隊に参加した後越冬し，最も若手のポープと目されていた井上は，アイスフ才ールの突破

には植村と共に先障を切って活躍し，第2期の重要なポイントであったサウスコル到達へのローツェフ

ェイスのルート工作でも地力を発揮したカ九 4月 27日突如視力を失う状態になり， ドクターの注意も

あョて，戦到から外され，成田の遺骨を守ョてカトマンズに飛ぶことになった。この時期において，井

上がいなかったととは隊にとっても痛手であり残念なことであった。

井上隊員はその後5月 13日カトマンズを発ョて再びB.Cへ向い，新鮮な野菜，果物など貴重な

品物をもって 5月 17日B.CI'L戻って皆を喜こばせたが，この時Kは計画は既に終了し，全員がB.

Cへ下山してくる直前になってしまった。

食 東南稜からの萱頂と南壁計画の断念(i第5期 5/4~5/12) 

成田隊員を手厚く葬ョてI 5月 1日BCK戻り，直ちに本部の松田，南壁隊中島，加納，東南稜隊

広谷，平杭松浦を集め，計画を練り直した。 BCI'Lは主力の 23名の隊員が休養しており I C 1 I'Lは

報道の 3名I C 2 ~ては住吉，藤田，中島ドクターら 9 名がL 、たが，上では故障者が多くこのままの状態

では南壁，東南稜の計画は共倒れになってしまう心配があるとして，住吉の判断で 4月28日南壁の計

画を一時中断し，東南稜のサポート K向うよう指示がなされていた。勿論最終的には私がBCK戻って

最終決定をするということであったがH ・...。

成田のためにも頑張ろむもうクヨクヨすまい。まだ残された期日はあるのでやれるだけやってみよ

うと BCへの帰り道，一歩一丸とれまでの塁手山を反省し，松方隊長の気持等も反郷しながらこれから

のプランを思いめぐらして来た私にとって， この計画変更は驚きであった。一応上のことはま かせたと

いっ ても計画の重大変更や中止といったこ とまでまかせたつもりはなかった。それが徹底していなかっ

たのは私の責任かもしれないが，南島をやめて東南稜のサポートに振り向けるというのは，彼のヒマリ
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テュリ. p-29などのヒマラヤ登山の豊富なゑ聾賞やリーダーシップの体験などからみてこれは何か余

程の事情があるに違いないと思ョた。

との当時無線機の調子が悪く BCとABCは直接無線で交信出来る状態ではなかったので. C 1を中

継して事情を聞いて見た杭住吉を中心としたABCの意見としては，

イ)第2期で高度j願化が思わしくなく，隊員の調子がメテャメチャになった。これは成田の病死，錦紘

井上，神山，平野らが特に悪く，今後は余り使えそうになL、。他の隊員も非常K疲れているυ

ロ) 各キマンプの管理体制がとれておらず，物資の状況がつかめなL、。

サ食糧は5月 20 日分まである予定であるが，かなり不足しているように思われる。

ニ) 南壁の 8，000m以上は小西パーティ以外に登れそうな者がL、なL、。期日の遅れを見ても望みは暗い。

以上を総合して，期限切れKならぬうちに，東南壁から登ってしまうべきで，勢力を 2分すべきでは

ないということで，南壁のリーダ一小西もこれに同意したというのであった。

無線の状祝が悪く C1を中継していてはよく事情がつかめず，状況，立場の違いもあョて. ABC. 

BC聞の意志疎通を円滑にするのは困難であったが，とに角，隊の主目的である筒壁計画変更は重大事

であるし，これは私の決定する最大事の一つであるので，他の隊員 より一足先にABCvc登って事情を

聞いて見ることにした。

5月2日. 3日と第 3期の計画を立て直し. 3日夜全員に計画を発表した。

気象係の長田は. 5月上旬の 2週間の予報を次の通り立て私の手許に提出してくれた。そして 5月 1

0日. 11日と 18. 19日が登頂臼として最適と思われると付記していた。

月 日 気圧 配置 風 天 候

5月4日 気圧の峰 弱い 午前縛れ午後一時雪

5 " " 
6 やや強くなる くもり午後から雪

7 
谷の通過

強い 時々雪
(南側通過)

8 H 午前晴れ午後くもり一時雪

9 やや強い " 午後くもり

10 
)気圧の峰

弱い " 
J1 おだやか " 

(午後一時雪あるかも)

12 弱ぃ 午前晴れ午後一時雪

13 やや強くなる " 午後時々雪
)谷の通過

14 強い くもり午街王子々雪

15 強い 午前晴れ，午後一時雪

16 弱くなる 午前晴れ，午後くもり

17 弱い " 
18 

)気圧の降(高気圧)
おだやか (午後一時雪あるかも)" 

19 おだやか 午前晴れ，午後くもり(一時雪あるかも)

20 弱い

21 谷 • 
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※ モンスーンは現在の亜熱帯高気圧の位置から見ればf 20 目前後までは当地に対して本絡的影響

はまだないと判断する。

※ 5月 10日.1 1日.18日が登頂日 として最適と息われる目。

わが隊の気象係の予報は， r長田長官の予報」と愛称で呼ばれるほど，確率が高く，信頼性があった。

私もこの予報から東南稜からの登頂日を 5月 11，12日と決めるのに何らのためらいはなかった。

食糧係の計算に よると， BCI'C 720人食， C 1以上刷工960人食計1680人食であり， 100人だと

16.8日分で 5月 20 日までの食糧はあるということであるので，衛星豊からのトライ と.東南稜からのサ

ポートは5月 20 日までということで， 登山終了期日をきめた。

5月3日夜，第 3期の計画と第 l次登頂メンパーを発表した。

① 南壁，東南稜の計画は夫々続行する。

② 東南稜からの登頂を 5月 11日 12 日とし， 24時間の間隔をおいて Z隊登頂する。

③ 第1次登頂隊員として松浦，植村の 2名，第 2次登頂隊も 2名。(隊員とシェルパ)とし，メン

パーはABCI'Cて決める。

④ 第 1次のサポート隊は隊員 1，シェルパ 5名，第 2次サポートは隊員 1，シェルパ 3名。

⑤ このため，サウスコルへの物資荷上げを 300K!jl確保する。荷上げ隊はシェルパ 10名による荷

上げを 2回又は 20人で一回行なう。

⑥ サウスコル大荷上げ作戦は土肥，神山， 平野，神崎の 4隊員が当る。

⑦ 街上げ作戦実施前I'C， C4. C3の整備を行ない必要物資のチェックを行ない，不足のないようにす

る。

@ C6， C51'C必要な物資は特に注意して，他のキャンプの荷物と混同しないようにすること。

⑨東南稜隊の荷上げの管理責任者を平林とし，またベースキ守ンプは広谷を長~'C，長田，錦肱報

道班4名がキーパーとして残る。

⑩ 南壁班も直ちに行動を開始し，第3期に南壁C5の建設と荷上げ，上音階壁のルート偵察を行な

っておき，第 4期の 5月 18日頃登頂出来るように計画を進める。

⑪ この日，私の指示で南壁隊は行動を再開し.小西，伊藤がF，ABCI'C入った。行動開始は5月

5日とする。

5月5日，皆よ り一足先I'CABCI'C入った私と松田は， 住吉の意見を聞いたが，隊員のj煩化が不十分

であれこのままで登頂態勢に入るのは危険で責任が持てなL、，松浦，植村が強いのは分るが，サウス

コルへはまだ一度しか登っておらず，もう 一度行って登頂すべきである。 酸素の使用も順化の出来た

状態で考えるべきであるとし， この意見が採り入れられないということ』丸 自分達が信用されていない

という ことであっ た。

私は，最後のツメのサウス・コルへの荷上げには積極的に酸素を使用し，短期間のうちに行ない，登頂

のテャンスをねらうのが方針であり. JI原化はこの時期で， これ以上行なっても，現状の好転にはならない，

これからは酸素を積極亘つ大量に使用して計画を実行するので， ドクター・ グループの意見は十分分る
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が，健康管理を十分に注意して協力するよう話したが， I1頁化の問題については意見が合わなかった。夕

食時には，住吉，中島ドクター，藤田，松田らと，今後の計画について話し合L、，意志疎通を図った。

この日， (5月 5日)松浦ら 12名の隊員はC1へ入った。又C3からC4 -7， 700 mまで行動して

いた平野，土肥及びC3の神崎，神山らを第3期の計画趣旨を徹底させるためC2ttL集合させた。

あすから，東南稜，南壁ともにABCttL繍ョて，体勢をととのえて出直す必要があるからである。

南壁では，小西，伊藤がC4まで往復して荷上げし，ルートの補修を行なった。

5月 6日，土HE，神山.シェルパ 16名はサウスコル荷上げ作戦の先障をつとめて， C 3へ登ョた。

120名の食糧の責任者と して，その切り廻し，荷上げの仕訳けなど東京から大忙しであった土E醜 員

はそれ以上ttL， 11喰い物のうらみは恐ろしい Hのだというように，三度三度の食事のたびに出る隊員の

文句を何かとさばいたことの方が大変であったるう。神山はアイヌフ才ールでの工作以降不調であった

が，第 3期K入り復調し.ローソエフェイスのルート工作に活躍し，テント布地の退色テスト，荷物管

理輸送の地味な仕事を続けていたが，この大任に元気一杯であった。松浦，平杭大森，河野，植村，

渡部，鹿野，安藤，野口の 9名はABC ttL，加納，吉川，嵯峨野は南壁ABCへ.田村.中島(寛)， 

堅野はC1へそれぞれ入った。南壁は伊藤が不調のため，小西が単独でC4ttL入った。伊藤は隊で一番

若く 23才であった。 2次隊の小西の活躍から.彼のパートナーとして岩登りの技儒を買われて参加し

た。細身で平常無口な彼であったが，成田の遺体を下す際にアイスフ宜ールで示した氷雪の技備は際立

ったものがあった。

スキー隊の三浦雄一郎氏が.サウスコルからのスキー滑降を実行し， 途中で転倒しあわや遭難寸前で

奇跡的に止まり，無事救出され，これで彼らの計画も終った。 ABCttL下ョた三浦氏は'生きているこ

とが不思議だ Hと誇っていたととが印象的であったが，と['C角.生きて帰ったことは拍手かっさいであ

る。

この頃ベースキャンプは多忙を極めていた。チーフの広谷は生化学ドクターとして.各隊員のデータ

ー整理をシルパーヒュッテで行なった抗 BCでは最高の環境であった。こ こで集められた資料は貴重な

学術報告の基となって高く評価された。また，長田は気象通信の責任者，錦織はそのスタ 7 プとして休

b暇はなかった。

5月 7日，第 1次登頂隊の松浦，植村，サポートの河野，平野，神崎の隊員は最終キャンプサポート

班のシェルパ，イラツエリン，ナワン・サムデン，プルキ 7パ.テンジン，ザンプの 5名とともにAB

Cを出発してC3へ向った。河野は地球物理の科学班として.キャラパンでは重力の測定.岩石の採集

など皆がノンピリ休んでいる時でも一刻も休まず，その勤勉さは随ーであり， B C以上の登山に入って|

からも強く，最後まで体重の減らなかった豪の者の一人であった。

平野は装備の責任者として，東京から現地に入ョてからも膨大な荷物の整理に追われ，頼まれれば嫌

とはいわずこまめに立働いていた，その為疲れが抜けきらないせいか第 2期では不調であったが，第 3

期K入ってからは復調しファイト満々であった。

神崎は遠征隊にはなくてはならない人間だ。山をよくすることは勿論だが.いつも愉快で話題の中心
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であり，彼のテン トからは歌が絶えなかった。彼の作ったベースキマンプは今まで，どとの隊も作れな

かったような快適なものであった。 彼等 3人の肩Kは登頂の成否がか Lっていた。いよいよ待ちに

待ョた登頂体制への第 1歩だ。天候も安定し，すべてが順調である。 ドク ターが両隊員の健康をテ:$.'7 

クしたが，問題はなかった。 H 無理をせずに気をつけていけ H と注意を与えている。私は，との 2人は

どんな自にあってもきっと頂上を踏んで帰って来るだろうと思った。彼等の慎重と大胆さ，これを支え

る体力と気力，そして彼等のキャリアを考えたとき，確信が待てた。

土肥，神山の揮いる荷上げ隊はC4へ進み.南壁ABCItCは田村，中島(寛)が入り.南壁では吉川

が伊藤に代り C41tC入り小西と 2人になる。

5月8日，第 2次登頂メンバーは平林隊員の他にシェルパサーダーのテョタレーを決定し，サポート

の安藤はシェルパ 3名を率いて共ItCC31'L入る。第 1次登頂隊ならびにサポート隊も順調にC41tC入ョ

司，.
わ』。

サウスコルへの荷上作戦は，この日いよいよ目標のサウスコルへ向L、，土肥，神山の両隊員のリード

によって. 16名のシェルパのうち 10名はコルヨ噛， 150Kj伊荷上げの大任を果し C21tC戻ったが.6 

名の元気な・ンェノレパはこの日残した荷の荷上げのためにCH亡泊った。われわれは， この荷上作戦1tC.

最高キャンプへ荷上げしたシェルパ及び酸素なしでサウスコルまで，荷上げを行なった‘ンェJv.パKは，ボ

ーナスを出すことにしていた。大高所での彼等の働きに対する感謝の気持を表わすにこれは一番簡潔な

方法であョた。

南獲では小西，吉川が逆層の所々ある悪い岩場をC4から 7，800mまでザイルを延ばした。岩場とな

った今年のアプローテは，昨秋と異なりなかなかピッチが上らず，今日は 2人共手こずったとのことで

ある。

5月9日，松浦，植村，河野他シェルパ 5名は，予定通りサウスコル 7，986mI'LC 5を建設して入っ

た。平林らの第 2次登頂メンパーも C41tC進む。平野，神崎両隊員K率いられた 9名のシェルパはC4

からサウスコルに到着し，約220K9の荷上げを行ない021tC下り，荷上げ作戦は予定通り完了し， 必要

物資 370K9(酸素ボンベ 46本食糧4抱燃料1.5箱，天幕4人用 3拡 6人用 1張)が確保された。

南壁は力日納，嵯峨野， シェルパ 2名がCHし田村，中島伺， シェルパ 5名がC31'Lそれぞれ入り，

小西，吉川はABCItC下った。南壁のC4のキマンプ地は.一番危険の多いところで，第 2次f貞窮署長以

来問題となった地点であるが，これより他にキャンプ地なく，特に今春の雪の少ない状態の中では，設営

も難かしい上に落石の危険にもろにさらされる最悪のところであった。イエローパンドから落下する岩

がくだけ，飛び散って弾丸のように落下し，テントをつき抜き，ポールをはじいた。食糧箱を山側に積

み，気休めの防壁と したと述べていた。

5月 10日，順調に登頂態勢に入った。松浦，植村は，河野他シェルパ 5名のサポートを受けて. 8 

513mの地点に最終キャンプ06( 4人用天幕)を建設して入った。午前 11時 20分である。ことはイン

ド隊の最終キャンプ地点である。サポートの河野はC51tC泊り，他のシェルパはABCまで下ョて大任

を果した。
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第 2 次登頂隊の平杭テヨタレー・サポートの安藤，シェルパ 4 名も予定通りサウスコルのC5~入っ

ず目R

，~。

一方南壁の加納，嵯峨野はシェルパのニマ ・プタール，ラクパ ・ノJレプ(Kunde)を連れ. C 4から

小西，古川らが 5月 8日K到着した 7，800れ地点より上方K向け登はんを開始した。逆層.I願層と入り

交った南獲のルートを巧みKルート ・ファインデイングしながら登る。小西は 5月8自に登ったとき，

逆層で(7vード4)で極めて悪く落ちそうになったと語ったが.4月 28自に力日仇嵯峨野が 7，600mまで

登ったときのグレード 2とは大違いであった。このことは南壁では同じノレートを登っても，ちょっとで

も外すと様相がガラリ変ってくることを物語っている。 この臼の加納パーティのルート・ファインデ

ィングは素晴らしかった。 7，800mの地点で小西らが残した 3本のザイルに加えて 9本持ち，酸素を使

用してV字状の左俣をトラパースして上部ピナクルの上へ出た。昨秋の偵察隊は右俣，右雪国K入った

のであるが，本:隊は左俣を予定ルートにしていたがクランポンを携行していなかったので，上部ピナク

ルを目指したとのことで，嵯峨野がトップ交替して 3ピァテザイルを伸ばすともうザイルは残っていな

かった。 8，050mが到達地点である。彼等が左俣ルートを見た感想は. 西稜へは，る 50-60。ぐら

いの傾斜で西稜K抜けているよう K見え，チムニーもあり登れそうだが， 登 り切った上の部分は分らな

い，あと 2-3日あれば，こ こから頂上へのルートは必ず見つけられるに違いなL、。ということであっ

た。 12時頃. C 3 からメンバー・チエンデでC4~入っていた田村，中島(寛)パーティは翌日の登

拳の準備をしているとき， こぶし大の落石を中島が右足に受け打撲傷を負ョた。一時中断された南壁の

計画が，いよいよこれからというときに中島の受けた負傷は隊ばかりでなく. 2次偵察隊のとき. 8， 

000 mまで到達した彼にと っても千載寸邑のテャンスを逃す痛手であった。もしこの落石がなかった

ならば. .上部のルートは更に解明されたであろうと思うと彼の心中察するK余りあるものがある。一

方，加納，嵯峨野パーティは，下山の途中C3付近の軍艦岩基部にさしかかったとき， ソフトポール大

の落石を加納が腹部に受け，負傷した。自力でABC~下ったものの， ドクターの診断では骨折の疑い

もあるとのことであった。綿密な基本計画を立案した企画力，登山用具の開発に寄与した彼のエンジニ

アーとしての技伺の他~.力をコントロールして南壁K全力を投入し.8，050m まで到達した業績は高

く評価されるものである。

一自に 2人も落石で負傷した嫌な日，南壁チームにと って落石の危険が現実のものとなって現われた。

私は期日の遅れに加えて，落石の危険で負傷者を出した以上，これ以上南壁の萱はんを続行することは

断念せざるを得なかョた。

5月 11日，第 1次登頂隊登頂目。無風快時の絶好の好天に恵まれ，松浦，植村両隊員のコンディシ

ョンも上々で. C 6を午前6時に出発，毎分4.eの酸素を吸い. 9時 30分には頂上K立った。彼等の

行動はハンディトーキーを通じて南壁の頂上，そして登頂の瞬間まで，手にとるようにABC~報告さ

れた。そして，午後 5 時 30 分サウスコルから河野とシェルパ 2 名と共~ABC まで一気に下った。 余

裕たっぷりの何等の不安気もない完壁な登頂であった。待ちこがれた隊員に抱きかかえられて歓迎を受

けたABCは久し振り K安堵と笑いに満ちた。
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Wご苦労さん， よかったな wと植村のザックを持ったとき， びっく りする程重かった。ホ・ンべはない

し何かなと恩ったらそれは後で頂上の石であることが分った。

差 し出されるお茶を飲みながら 2人は，暖かいふん囲気につつまれてみんなの矢つぎ阜の質問に交々

登頂の模様を語った。

(松浦)前夜は酸素 1.eずつ吸って寝たが，息でマスクの内が凍りついた ときに自が覚めた。気温は可

成り低く，テントの内張はパ リパ リに凍 っていた。

(植村)ハッと気がついたら 5時，つい寝過して， 5時半に出発しようと思っていたが結局6時Kなっ

てしまった。朝は紅茶とマ シュマロ 5クだけで出発した。

(松浦)意外に南峰の登りが急、なナイフリヲヂで悪L、，風でも強かったらむずかしいところですね。…

頂上では360度素晴しい眺めで，みんなのおかげで十分眺めを楽しんで来ました。頂上では成田の

写真とお守り，禁煙していたが好きだったピースをそえて， 成田も一緒に登り ました。みんなで分けよ

うと思って頂上の石をゴ yテリ ザ ック につめて持ョて来ま した。ーザ ックの重いのは石だった。一ー

(植村)頂上では凄い天気だったので，パテパテ写真をとり， 16郊の映画も廻したので忙がしかョた。

1時聞はアッと L、う間でした。

そして松浦は，南峰付近から南撃の上部，イエローバンド付近は浮石が多く，とても危険で登れない

のではないかとも洩らしていたが.すぐにきあ明日からは南壁のサポート K頑張りましょうと元気よく ・

語っていた。誠にたのも しい限りであった。

この日，第 2次登頂隊の平林，チョタ νはシェルパ 3名のサポー トを受けて，予定通りC6K:正午に

到着，第 1次登頂隊を迎えてルートの状況を聞き.南峰直下が少し悪いとアドパイスを受けた。安藤は酸

素ボンベの不足とザイルがなかった為サウスコルに待機 していた。 安藤の無線での応答は要領よくテキ

パキして気持がL、い。とても 8.000mのサウスコルにいるとは思えない位だ。ここはまかせて くれとい

って得意の歌を歌ョているかのような，彼の姿が自に見えるようであった。隊員の歌は lK安藤， 2 K: 

神崎. 3， 4がなくて 5が植村という専らの評判であった。

この日私は，南壁計画の断念を正式に発表し，南壁隊の撤収を命じた。

ABC にいた毎日， NHKの報道陣は， 予期せぬ登頂隊のABC下山K，取材と報告で深夜まで無線

連絡で大わらわだっ た。

5月 12日，第 2次登頂目。前日と同じく絶好の登頂日和であったが風がやや強かった。

酸素が切れて目を覚ました。 4時 15分。満天の星空。 テョタレ の作ったツアンパが意外に旨 くて 2

杯食べて6時出払酸素を毎分 3.5.e Kセ 7 卜して第 1次登頂隊の トレースを追う。 南峰への 1) "yヂに

さしかかる頃から，風カ2再ヨ官放的V亡強くなり出し， 登高がしばしばさまたげられたが，確実に登はんし9

時 45分に頂上に到着した。 第 1次登頂隊と同じく快調なペースである。頂上では 30分ほど素晴しい

眺めを満喫し， 写真をとョて下山 C6K午後 l時 45分着，酸素ボンベの トラブルから 8.250mで酸

素がゼロになり， C 5の安藤にラクパ ・ノノレブのサポートを無線で依頼，8.150m付近で合流し，午後 3

時 45分KC5K下山し更にC 4まで下った。 安藤らはサポート 本来の使命を見事やり遂げた。
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ABCでは昨日同民無線で登頂の僚子がはっきり 分ったので，安心したが，誰もが当然、というよ う

な感じであ り昨日のような大きな感激は沸かなかった。

私は，南壁の断念と同時に，残された期日を第 4期計画とし，南壁をいろいろな角度から偵察し，わ

れわれが登っている南西面の他K南面がどのような状態になっているかをその気になって調べておく必

要があるとも思川東南稜からの第 3氏第4次登頂計画に合せて，南面ltL接する大クロアールを直登

してサウスコルへ抜ける直登ルートも登ってみることにし，吉川隊を送ることにした。

ともかく，隊には充分の余力があるのでわれわれの自の前にあるテャンスを最後まで逃さず，全力を

投入することにした。

5月 13日，午前 10時，平杭チョタレー，安藤，シェルパ 2名はC4より無事ABCI'C帰着， 隊員の

暖い歓迎を受けた。こうして第3期は東街稜からの登頂a 南壁の断念ということで終了した。

10. 第 4期の登頂計画と高所キャンプの撤収

上述した如く J 5月 12-13日. ABCでは，第 4期の計画をどうするかについてB 松田や南壁班の

藤田.小西らと慎重に計画を練ョた。そして 5月 13自に私は，第4期の計画として次の通り 発表した。

① 期日は 5月 13日から 19日までとする。

② メンバーは南壁隊を主力ltL.東南稜隊の余力がサポートする。

③ 南面偵察試登. 13日行動開始 C3から大クロアールを直登してサウスコルへ吉川，嵯峨野，伊

藤，シェルパ 3名。

④ C6から第 3次の登頂，田村，イラツェリン。

⑤ サウスコルからのラ 7 シュアタ 7ク，第4次登頂隊の小西，ピンヅ A ー

⑥ サウスコル砿松田，藤田，大森，渡部，報道 2(野口，原因)

⑦荷上隊は鹿野が率いて，シェルパ 20名でサウスコルへ荷上げする。

⑧ 撤収にそなえ，アイスフ才ールのルート補修を， 河野，土肥，神崎，神山の 4名で行なう。13日C

2出発。

⑨松浦，植村，安底 加仇中島(寛).報道 3名は 14日C2を出発して BCへ下山する。

登山も最後のステージを迎え，特に南壁隊は，成田の事故以来スケジュールの遅れに加えて，一時中

断の指示がなされるなどさんざんであった。いよいよこれからというときに落石で2名が怪我し盛り上

らぬまま断念となった。燃え上らない，やる方ない不満を残したことは否めなL、。 しかし. JMEE 

• 70の南壁がとのような形で終幕を告げたのは事実であっても，残る期聞を東南稜に向け，最後の力を

投入することは，南昼E隊にとっても価値あることであろうと判断した。しかし高所で行動した後の疲れ

た南壁憶のメンバーにとって辛い計画であったかもしれなL、。この時点で南壁隊のメンバーの中には，

主目的の南壁が中止になった以上，登山活動はこれで終りにすべきであるし，第4ステージの計画は納

得できないと唱えるものもあったが，私としてはチャンスは 2度と与えられなL、かもしれないし，最後

までやれると三とをやるべきであると判断した。
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第 4期計画は松田が中心とな り， 各キャンプの物資点挽荷上管理に当った。最後のステージとなり，

ややもすると物資の管理は放』慢Kなり勝ちなとき，彼のキャリアと綿密で実行力とファイトのある，真

面目が発揮されたのはこの時であった。できればサウスコルに入ってもら うつもりでいたが， ドクター

テェックで無理は止め， C 3KとXまって， ローツェフェースを守ってもらうことにした。

5月 13日， 吉川，嵯峨野， 伊藤の 3人が第4期の先障を受けてC3K向ョた。

鹿野はシェルパ 20人を率いて荷上隊を受持ち， 14 日ABCをスタート。鹿野は土肥と組んで食糧

係として裏方として地味な着実な仕事を して来たが，最後のステージに入って地力を発揮して来た。吉

川敬は大クロアールに入り，7，300mまでザイルを伸ばす。

15 日。松田，藤田，大森，田村， 渡辺，報道q野口， 原因はシェルパ 15名と共KC3K入る。松田

はC31'G留まり，他は 16 日C4K入る。

吉川隊は更に 7，600mまでザイルは伸ばし， 1日休養して翌 5月 17日， C 3を6時 30分出し，サ

ウスコルまで l，Ooomを一気，K登 り，大クーロアールの新しいルートを経てサウスコル K13時 10分に

到着し， C 5 K入った。 5時間の記録であョた。

アイゼンのよくきく堅雪や，氷の 350位の奈恒を，何らの不安気も な く，南壁での慾求不満をぶちか

ましたような吉川，嵯峨野，伊藤，足の揃った若手の快調な登はんぶりであョた。

この新ルートを開拓したことは，エベレス トの登山史K残るこ とだろ う。

すでに前日の 16日には，鹿野のポヲカ隊はサウスコルに到着し必要な物資の荷上げは完了していた

が，鹿野はC3K留まり，松田 と共Kローツエ ・フェースのルートを守った。

藤田隊は 17日， サウスコルに到違渡部，野口， 原田はC4K下る。渡部のサウスコル到達は. 女

性 として初の 8，000mライ ンの記録であョ たが，それよりも 39名の隊員の中に唯一の女性登はん隊員

として.隊の行動に何一つ足手まといになるようなことがなかったことは，やはり特筆さるべきであろ

う。 ABCでは苦手の炊事などを卒先して可拾い裏方としての地味な働きと，チャンスに備えてコンディ

ション作りを していたことは実に見事であった。又報道キ マメラマン としてムービーの野口，スティー

ルの原田両隊員の行動も新らしい境地を開いたものとし て記録に残るものである。

サウスコルに泊って，隊員の健康管理に当った大森ドクターの心電図による診断記録も，高所医学へ

の貴重な資料として高く評価された。

17日午後から降雪， 夕方から夜半にかけて激しく ABCでは 15叫 C3 20 cm， C4 25叫サ

ウスコルでは膝を没するほどにな った。 ローツエ ・フェイスではなだれの危険も生じ， C 4， C 3は警

戒態勢に入った。C5では，隊員 6名，シェルパ 6名と人数多く，炊事K時聞を要し.午後8時になっ

ても夕食がとれないことが無電の連絡で判明した。 ABCのアンテナをほんの 5cmほ ど東側K移したら

BCとは タ・イレクトに連絡がとれるようになった。午後6時の BCからの気象通報で. 19日の登頂日

の天候の割り出しを行なったが，どうも確信が持てなL、。亜熱帯性高気圧がN30の北K移動し， 雷雲が発生

した関係であると長団長官は報じ ていた。サラサラの粉雪は明方2時頃まで降り続き，ナダレの危換を

肌で感ずる気配である。
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C 5までキャ ンプが伸び， ABCはB.Cからの気象通報をそのまま復唱の形でC3，C 4， C 5 vc連

絡，各キャンプ聞の連絡も指示も ABCからで，無線のコントロールは多忙を極めたが，極めて調子よ

く，この頃になってやっと 本来の無線の機能を発揮してきたのは皮肉なことである。 5月 18日，高ぐ

もり後弱い風雪。各キ Tンプと午後7時から交信開始， C 5ではL、つもと逆に昨夜テベ y ト側から風が

吹き，現在視界 150-200m，風なく降雪というので. 06への出発を暫らく見合せ，待機させる。

C4では薄 ぐもり，風もなく粉雪が積った。 C3では積雪20cmぐらL、， -160 Cなだれの心配なし

とのこと， ABCでは北から雲が流れるのが，遠望出来，弱い風雪。

B.Cからの気象通報では H今日よりあすの方がよい，上向きであるかという連絡が入り，各キマン

プに行動を指示する。風が変ったことは気圧の谷が東へ移動したことを意味する。北風は谷の中心部を

抜けたことであるが，天候はまだ不安定。

第 3次登頂メンパーであったシェルパのイラツエリンは休の不調を訴えたので，メンバーから外し代

りに嵯峨野を入れる。田村，嵯峨野はサポートのシェルパ 5名と共に 9時 10分C5を出発， C 6 i'C入

った。小西，野口はC4からC5へ上り，吉川はC5からC4へ，渡辺，原因はC4からABCへそれ

ぞれ下った。松田，鹿野はC3からC4へ渡部班の収容に向った。

これで第 4期の登頂態勢もととのし、，いよいよ 明日一日を待つ大詰めとなった。 5月19日， C 6で

は田村，嵯峨野が午前 4時から起きて待機するも，嵯峨野の酸素器具故障で，酸素が洩れてしまう。加

えて風が強く，ガスも濃く出発出来ず待機していた。田村は1965年に単独でペンタルカンポ(正しく

はドーム・プラン)に登っているが，慎重でファイトのあるメンパ目。

5月 10 日南壁で 8，050mまで登った若いホープの瑳峨野を組めば最高のサ・イルパーティである。し

かし，酸素器具の故障は致命的であった。

ABCでは午前5時， B. Cからの特別天気予報を C5，C6VC通報， グ気圧の谷の通過直後の型で

頂上付近は風速 13m位ま強まる見込み，雲におおわれるであろう。午後には雷雲が発生する模様 H各

キマンプは待機のまま時が流れる。 6時， 7時，一向に天候は快方に向わず，風は強くなって来たよう

--，~。
ABCからはC5の藤田と交信.上部の状況と判断を求める。藤田からは暗い報告しか来なL、。"小

西，ピンジューの第 4登頂メンバー初め，伊藤，大森，野口，全員元気ですが， どうも天候は思わしく

ないです….."と。むずかしい立場が手にとるように分る。

8時，登はん中止を決志各キャンプに中止を連紘撤収にかかるように指示した。 C5vcはローツ

ェ・フェースの雪崩に気をつけるよう注意する。

小西，ピンジューはじっとうなだれていたと藤田は後で述べていたが，さもありなんと思った。小西

は第 2次偵察隊で，秋のヒマラヤの-350 Cの厳しい条件の中で，南壁の 8，000mまでのルート工作の

先頭に立ち，その技簡を認められ.本隊では南壁班のリ4・ーとして期待を集めた。誰かのパーティが南

獲を登るにしても，その中Kは小西が入るであろうことは誰もが疑わなかったものだ。しかし，現実は

逆で南獲の計画は断念され，又第 4次の登頂のチャンスも天候に妨げられた。
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C6から田村，嵯峨野の下山を待って揃ってABCI'L向け下る。ヅュネパースパーからC4へのトラパ

ースにかかるピストル岩から斜面K下りた時，先頭のヒ.ンジューの足下からスパーツと 雪が割れて表層

雪崩が落ちた。 ABCでは，彼等の下山を双眼鏡で見ていた私の自にそれははっきりとうつった。誰か

巻き込まれていないかと必死に目をこら したが， 誰も見当らず一安心する。 午後4時， 全員無事ABC

K到着，温い紅茶の歓迎で労 をねぎ ら った。 ピンジューがL、かKも残念そうに涙していたのが印

象的であった。本当I'LI.、L、奴だった。彼の技伺経験11.，，登頂者としての栄を担うにふさわしい働きをし

たシェルパであった。 B.Cへ下山後，かねての松方隊長の指示通 り. Acknowledgement※をもっ

て下記の通り準隊員として過することにしたことを確認した。我々としてこれ以上のことをしてやれる

ことができなかったこ とは残念なことであった。即ち In 'order to express the apprec'i!ation of his 

distinIDlished service and achrevements during the Expedition， the JMEE'1970 has decided to make 

Mr. Nawang Phe吋oan associate member of the team on May 11血， 1970， with consent of the lead-

er Saburo Matsukata. 

食糧も酸素も使い果した。天候の!回復を待って再挙するだけの余裕はなかった。後 1日のととである

だけK誠に残念で，サウスコルでは藤田も判断K苦しんだこ とであろうが，私の下した決断Kは少しも

悔いのないものであった。これでよかったグというのが私の卒直な感想であった。

かくして 5月 20日，強風の中をABCを徴収 してC1へ下る。シェルパの半数は更にBC迄下った。

翌 5月21日もアイスフ才 ールを無事通過して BCI'L下山。 5月22日， 全シェルパをC1撤収に向わ

せ本日を以って B.C以上の行動をすべて終了するこ とにした。

制 この結呆 NawangPhenj 0 はH.M. 1も除籍されず， 多少の減俸で済むことができた。

11. B C撤収と帰路のキャラバン

BCへ下山すると，内地からの嬉しい祝電がた くさん届いていた。内地からのものでは秩父宮妃殿下

からの暖かい祝電には感激したし，内閣総理大臣佐藤栄作，文部大臣坂田道太，募金委員長の増田甲子

七氏. NHK会長前田義徳氏毎日新聞社社長田中香苗氏， 西武百貨底堤清二氏.松坂屋社長伊藤鈴

三郎氏，の他，明大，早大の各山岳部と出発前お世話になった方々からの暖かL、祝電の山に感激 したの

だった。また山岳会の先輩交野武一氏のWELL DONE BOYS というのも.短かい電文の中

K暖かい好意を読みと ることができた。

特に嬉しかったのは， ロンドンのRoyalGeogrephical Soceityーからのもの，ダー ジリンの

Tenzing Norgey氏， インド登山財国， イY ドのエベレス ト隊からのもの等エベレス 卜の諸先輩から

のもので，その他イタ リーのマライニ氏，プータンの小方全弘氏. ラクソ ールのグプタ氏，タンボチエ

僧院のラマ僧iE (Incarnate Lama) N. T. Jangpo， テヘランのイラン山岳会，カトマンズの吉

良大使はじめ各国大使からのもの，ネ日協会の K.P.Gautam氏等，世界各地からの祝電が届いて

L、Tこ。
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嬉しかったものの一つには，山信会の元会長で，日ネ協会々長でもあり，今回も出発前格別のお世話

になっていた日高伝六郎からの手紙があった。

「……ともかく嬉しくてたまらないのでこの手紙を書きます。いつも JACなら混成

メンバーの大部隊でも仲良く力を合わせて，最大の成果を挙げる自信があり，又それ

が日本の登山界に貢献する故縁だと言いふらしている私としては.知何!tC今度の挙を

喜んでいるかおわかりのことと存じます。……J

しかし乍ら，きびしい山中での明け暮れであり，登頂には成功Lたものの，成田隊員やKyakTs-

eringの死亡者もあり，加えて南壁は，思い通りにはいかず，数多い祝電にもむしろ戸惑いの感があり，

実感が湧かなかったというのが正直のところであった。

その他東京の留守友部及び理事会からは，帰国のスケジュ ールについての詳細な連絡が届いていた。

募金が思わしくないので，帰路も節約して帰ってくるようにとの連絡には，隊員一同や.英勝外れの感

なきにしもあらずというところだった。

いずれにせよ，できるだけ経費を切りつめて，すみやかに B.Cを撤収するように計画を立てた。

こうして 25日には. B. Cを徴収して，タンポテェへ向った。約 2ヶ月間ここですごしたことにな

るが，テントの鎖社 2尺ぐらいの氷の台となっていた。厳しかョ氷雪の世界から土の上の世界~美し

い石楠花の咲くタンポチェへと山を下った。

こうして 5月 26日，ポロンカルポよれなつかしいタンボチェに帰着した。我々はここの柔かい緑

を敷きつめた庭園Kキャンプを張り，帰路のキャラパンKそなえて荷物の整理をした。

翌 27日にはa 後発の隊員，シェルパも. 175人のポーターと共Kタ・ンポチェに到着し，ここで我

々は全シェルパ，ローカルポーターを解雇することにした。

我々はB.Cから東京の本部へ今回の隊で，隊に貢献した2人のシェルパ(サーダーのチョタレーと

ピンジュー)を連れて帰りたい旨の電報を打ったが，未だに返事が来ていなかった。しかしいずれにし

ても，帰国を前にして時間的にもはっきりする時期がきたため，全隊員と協議の上e 隊の責任において

両名を日本へ連れて帰ることを決定した。

我々の希望としては，ルクラから飛行機がうまくつかめればということであったが，交渉に当った中

島寛，錦織隊員からは. 6月 1日-4日の聞にリザープするべく努力はしてみたが，天候次第で何とも

言えず，その場になって見ないと分らないということで，キャラパンで下山する方針を固めた。

5月 30日， ションポチェの丘. "Hotel Everest View"(通称宮原ホテル)の下の台地!tC.成

田，キャクツエリンの追悼碑チヨ jレテンを作り，みんなで最後のお別れをした。東にズドコシからイム

ジャ氷河を一望!tC.真正面にアマダブラムがきE高く， ローツエシマールからヌプツエの稜線の上にエベ

レストの買上が見える。実に素晴しL、ところである。 この地球上で人工の加わらないそのままの，スクールの

大きい，迫力ある自然美を眺望できるところは他には少ないであろう。

向，このチョルテン建設については. Trans Hi ma layan Tour( Prv) Ltd.の宮原社長ならびに

従業員の方々に格別の配慮をいただいた。又同ホテルの建設現場K従事しているスタ yフの方々からも，
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松方隊長の滞在，成田隊員遺骨引取のヘリコ プタ一手配，井上隊員のモンスーン期中の観測等にあたり，

一方ならぬど協力をいただいたことを紙上を借りて厚く御礼申上げたL、。

こうして成田隊員の供養も終り，本隊は下山することになったが，井上隊員は8月まで引続き気象観

測を続ければ， 正味1年間の観測ができ，貴重な資料が得られるので，是非残留して気象観測を続ける

ことを希望したので. 私の一存で 8月まで現地K留まることを許可し， ションポチェに観測lのステーシ

ョンを作り. 7月末迄観測を行った。これとは別k:. 5月 30日には学術班の河野，中島(寛)の 2名

が.アノレン川沿いK重力測定，岩石採集のためピラトナガールへ向け別動隊として出発した。本隊は， 4

車!Ek:分れてそれぞれキ守ラパyを行って，カトマンズへと下山することKなっT匂こうして 6月 1日藤

田ら 10名， 2日大塚ら 13名， 4日広谷ら 5名， 7日住吉ら 4名は夫hルクラを出先カ トマンズ

には 6月 13日K全員集結した。カトマンズに帰着したときは全員すっかりやせこけていた。

12. カトマンズ一一一帰国

カトマンズではネパーノレ外務省など登山関係先を訪問挨拶を行なった。特に日本大使館には，成田やキャクツェ

リンの事故危どもあって大変お世話になったので，吉良大使はじめ館員の皆さんに厚く御礼申上げた。

吉良大使が登頂の成功を祝って女子アンナフツレナ登山隊やわれわれのために公邸で，各国大使，ネパール

関係者を招いて気持のよいレセプションを聞いて下さり，湿くもてなしてくれたことは，まことに感謝

に堪えないものであった。

我が隊としても，ネパール政府，ヒマラヤン ・ソサエティ等の関係者，コロンホ・計画で来ている柴田

きんなど在留邦人をアンナプルナ・ホテルK招いてレセプションを行なL、，隊としての謝意を表した。

たまたま 6月 11 日の国王生誕記念国際卓球大会K来ネしていた卓球チームや女子アンナプルナ登山

隊等もお招きし，カトマンズを離れる前の楽しい一時をすごした。 6月 14-15日の両日で荷物の整

理，ネパール政府への報告，キャクツェリン未亡人への補償金支払い等必要な残務整理も終り. 6月1.

6日， ニューデリー班，カルカ 7 タ班(荷物輸送).ダッカ班(本隊)と 3つの班に分れ，それぞれの

用務に従って一一一一カトマンズを離れた。

ニューデ リーに向った，大抵松浦，河野， 長田，安藤らは，日本大使館に宇山大使を訪門挨拶，お

礼を申上げた。大使館員の杉山武官の案内で，インド国防省のサリ -:/次官(インド山岳財団会長)を訪問，予

め連絡しておいたのでそこには， イン ド隊のコリー隊長，アノレワリヤ隊員，テャクラパティ氏らが待

ち受け.エベレスト登山，特に南壁Kついていろいろと話しがはずみなごやかな一時をすごした。

宇山大使からは，サリ ーン氏，コリー氏らと共に昼食に招かれ湿く労をねぎらわれたが，その記サ

リーン氏から，自宅でのカクテルパーテ-ik:大使らと招かれ，インド・エベレスト隊員らと歓談の一夜を

過し，イ ンド登山財団から本隊の成功を祝し. スクロールを送られ，本隊からは JACのペナントを贈

_. 
τコ I~。

こうして 6月 19日に各班香港K集合し，翌 20日全員揃マて日航機で帰国しTこ。
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登山を顧みて

今回のエペレスト計画は，規模が大きいばかりでなく多様な面をもっていた。第 1次偵察から本隊ま

で44名のメンパーがエベレスト K入った。そして参加者夫々が種々な体験をし，感惣をもったことだ

と思う。畳拳リ'タ・ーであった私としても，行動記録の中ですべての面を描き出すととは困難なことで

あった。そこで，吉槌した I計画と準備， n行動記録Kおいては，事実関係を誤まりなく，努めて客観

的に描きだすために，あらゆる資料と編集委員の協力で整理したが，最後Kこの貴重な体験を，日本山

岳会の遺産として，後K南壁を志す人達のための資としたL、。

今年 (1970年)のプレ・モンスーンは，全般的に見て好天の日が多く，天候の商では恵まれていた。

それにもかかわらず，南壁からの登頂K失敗し，東南稜も 2隊が登頂したにとどまったことは残念であ

った。エベレストの頂に何としてでも立とうという願望からすれば，これは一応の目的は達したことに

なる。しかも主目標としての南壁からの登頂は，核心部K触れるまでに至らず， しかも成田隊員の病死，

キャクツエリンの事故死などがあョたことを考えあわせると，残念ながら私の考えている登山としては

失敗であった。

とくに成田隊員の急死は，何はさておいても 39人が揃ョて帰国したいという当初の願望からすれば，

とりかえしのつかない痛恨事であった。

エベレストを未踏の南壁と東南稜という 2つのルートから登るという今回の計画は. 2つの登はんが

それぞれ異質の内容を包含してレるとともに，それら二つの計画を一つに統合することのために，それ

なりの特別の考え方なり配慮なりが必要であるという点で，きわめて難かしいプロジェク 卜であった。

南撃を計画の柱にした点では，エベレストの登山史に新しい 1ページを加える ものであったが， 登山の企

画と実行にあたっては，幾多の未消化と準備不足，体制の不備が痛感された。

それらの問題点については. 1.計画と準備. n.行動記録のそれぞれの個所で触れてきたが，ここ

では登山全体をふりかえって，とくに気のついた事柄を記しておきたいと思う。

第 1は，我h の隊が二つの目的をもっていたことに伴う問題である。

我々の今回の主目的は，未知の南壁からのエベレスト登頂ということであった。しかし，それを成功

させるためには，東南稜を下降ルートとする意味からも，東南稜からのサポートはどうしても必要だと

考えていた。そこで，計画の基礎としては，南壁と東南稜の二本立てとする計画を立案した。しかしな

がら，計画ができた経過からすれば，すでにn計百と樹首lで詳しく述べた通り， 我々の計画は. 1963 

年から 65年にかけての旧エペレスト委員会の準備の上に成り立ち，その考え方を引き継いだものであっ

てa か何としてでもエベレストの頂上には立ちたい H とL、う当初の発想、を中に組み込んだものであった。

すでにエベレス トは. 5ヶ国. 9パーティによって登られていた。 グそれでもエベレス トはそとにある H

ことは事実であるが，ただ過去の登山を踏襲するだけでは，登山の対象としてみた場合，新鮮な魅力に

乏L.1.、。 1968年のネパール政府解禁発表後はじまった第2次の準備がなかなか盛り上らなかった原因

の一つは，やはりそのへんにもあったと思われる。結局何人かの若手の意見が契機となって，南皇室計画
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が検討されはじめたのは 1969年 2月になってからであった。したがって，前述 したとお り，南壁からの

登頂を大きな柱とする計画を発表した段階において，それは， 正直なところ，一つの H決意表明 Hであっ

た。そ して万全を期すために，第 1次，第 2次の偵察隊を派遣 してその体制をつくろうとした。

しかし，エベレストに行くとすれば，登ってあたりまえという雰囲気が既にできあがっているなかで，そ

れを折りこんで，なおかつ南壁からの登頂をねらうという ことは，きわめて難かしい問題であった。

南壁ルートも東南稜ルートも，ともにヒマラヤの高所における登肇が前提になるという点で，基本的な

タクティクスの立て方にちがL、はなL、。とくに高度!願化，登頂時期の設定，荷上げのシステム，隊員のロ

ーテーションなどではそうである。しかし，山そのものの条件とタクティクスのポイントになる点はいう

までもなく著しく異なる。南壁では 8，000m以上の未知の岩壁の突破がタクテ ィクス上でのポイントであ

り， 東南稜では8，000mのサウス ・コルまでのルート確保が最大のポイントになるというちがL、だけでも，

装備の内容や量ばかりでなく，荷上げやシェルパの使い方，隊員のローテーションといった面にまでさま

ざまの影響を与える。しかも，両隊がABCまで同じルートをたどるためにそこまで隊の指揮命令系統を

完全K二つに分けてしまうととは得策ではないという条件もある。

今回の場合，二つの隊の隊員を決定するのが遅れたのに加えて，その直後に事故が重なり，そのために

隊員の志気に影響を与えることにもなった。

しかし，卒直なところ， 計画の中心は南壁であると L、っても，南壁と東南稜は平行して進めるべきであ

るという ことを建前としてきたし，たとえ第何登であろうと，東南稜からの登頂の可能性があるのに，そ

れを切っ て南壁に全力を投入するというこ とは考えていなかった。 したがって，隊員の決定にあたっても，

両隊を早く分けなければいけないと思いつつ，一方では隊員の一部が主軸で片方はサポートという関係を

でき るだけ最後まで避けたかったし，隊の中での隊員同志の条件を同じに保持しておきたかった。そのた

め結論を出したのは. 4月 17日になってしまった。この点については，帰国後の検討会でも度々問題点

として指摘されたが，一つの大学山岳部や社会人山岳会のように，上下の序列関係が明確な構成メンパー

のなかから選ばれたリーダーが，組織を統轄する場合ならともかく. 今回の ような混成パーティで二つの

異質の目的を掲げて隊を運営する場合にはきわめて難かしいと L、う 事実も記しておきたL、。

これらを総合的K考えてみると，今後のエベレス ト畳山 Kおいては，二つの目的を持つような登山の場

合には，隊の性格を陵昧Kすることなく，っきつめて考える必要がある。

第 2は，準備Kおける組織づくりの重要性である。今回の計画では，南壁を計画の柱とするという決定

を行った当初も，それが実現可能かどうかは，準備の始まる迄の組織づく りがうまくい くかどうかKかか

っていた。具体的Kは， ①日本山岳会のオピニオン・リータ・ーを中心とした衆知を集めること。 ②若い世

代のエネノレギーを組織すること。 ③新しい人材を積極的に発掘するととの三つをいかK実体化するかとい

うことであっTこ。 そして組織を運営する上で最も重要なととは， 目標を明確K打ち出すことと，それを生

み出す母体としての核が存在していることである。

今回の隊についてみると，組織づくりが短期間の聞に，かなり無理して行われたため，理想からすれば，

程遠いものKなってしまったかも知れないが，それKも拘らず，極めて短期間の聞に何とか，まとまった形
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をとるととができたととは， J ACの底力と，幅広い会員の厚い層があったからで，組織づく りK関係し

員として，との点につき特に感謝している次第である。

なお今後，との様な大きなプロジェクトを実行する場合には，何はさておいても，当初から機能的な組

織分担と，明確な責任体系を確立しておくべきである。そしてそのためKは，登拳隊長ならびK隊員の決

定は理想的にいえば 2年位前，少くとも出発の 6ク月前には決定をみていることが望ましい。

第 3は南壁の可能性についてであるが，この点Kついての詳細は，男Ij稀「エベレスト南壁の登績と今後

の課題」を参照していただくことにして，ここでは街墜を登るための必要要件を列記してみたL、。 言葉を

かえていえば，これらの必要要件が満たされた上k..最後の段階で好天に恵まれれば登頂の可能性はある

ということになる。即ち，

(1) 8，000 mの南壁上部岩壁基部民 C5を建設する時点で，最低10名の動けるメンバーが必要である。

この場合メンバーは 8，000mの岩壁で岩登りのできる技術と体力を有していることは勿論であるが，単

なるクライマーとしての能力でなく，チームの総合力を発揮できるような人がのぞましい。登拳リーダー

と隊員の早期決定の重要性については，前に述べた通りである杭それら隊員は，組織的且つ段階的なトレ

ーニングを経て，一様に 8，00 0 mの高所の経験者に仕上げておくととが望ま しい。

(2) 高所でマイナスの要因をつくるようなメンバーは極力減らし，少数精鋭でのぞむこと。アイスフ茸ー

ルの雪崩や南壁の落石の危険をヨ考えれば，この点は特に必要と考える。

(3) 8，000 mのC5まで荷上げするための充分なシェルパの確保が必要。

(4) サポート・ルートを別な尾根にとると，前記1で説明したように，隊の規模が2倍になる。隊の規模

を小さく守るためには， 同ルートを下降するのがよい。

(5) C 4のキマンプ地は落石の危険が大。そのためには落石防護のための装備の開発が必要。

(6) 登山のシーズンについては，やはりプレ・ モンスーンを選ぶべきであろ う。なお. BC以上における

登山行動の期聞は，高所島屋の見地から見て 60日聞が限度である。一方モンスーンの襲来から逆算し

てみると. 3月 20目前後にはBC入りしている必要がある。

(7) 高度順化を如何にして上手〈行なうかカ滴壁登撃の一つの鍵である。このためにはローテーションを組

んでテームとして組織的に行動することが望ましく，酸素も 7，000mより上部では，睡眠用， 行動用と

も組織的且つ積極的に使用し，極力高所滞在日数を滅らして，迅速な行動をとることが望ましL、。

(8) 上部岩壁突破のための登挙用具の開発と，それを使いこなすだけのトレーニングが必要。

(9) A. B . Cの位置を 6，600汎-6，70 0 にした場合に比高きが高いので高度順化に注意する必要が

ある。

~O) 当然なととではあるが，十分な資金の裏付けを確保した上で実行すべきである。

第 4は， 日本エベレスト ・スキー探検震度との問題である。我h は準備の過程で，終始両隊の調整は可能

という ことを主張してきたが果 してどうであ ったろうか。

B ・C上部のアイスフ才ールでは両隊合せて 160人K達する人聞が行動したが，両隊は常K昔日何K調

整をはかるか という ことを念頭Kおいて行動したため， 全体と しては大きな問題にならずK済んだ。この
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ことは当然なこととはいえ幸いであった。たしかに 2隊が入ったととにより，相livcプラスKなった点は

多かった.ルートが同じだったから，クレパス用の丸太や梯子などの器材を共用するととができたし，ノレ

ート工作，確保も相補うことができた。例えば， 後から入山してきたスキー働ま先行した我々のJレート彰

利用することができたはずだし，我々の方でも，成田隊員の事故があった後，改めて行動を開始するKあ

たって，スキー隊がノレートの確保にあたってくれていたために，体勢の建て直しをスムースに行なうとと

ができTこ。事故の際も迅速な救援措置をとることができた。 これらの点Kついては，お互いに，口Kは出

さずとも協力の姿勢をもち続けるよう配慮したし，安全問題についてのお互いの情報交換もかなり有効であ

った。スキー隊の首悩部やメンバーの多くは，日本山昏会の会員で，我々としても恩iIみが多く，山の中で

も常に交歓を行って，仲よく行動することができたと思っている。

しかしながら，目的の異なる，指揮系統のちがう二つの隊が危険な場所で，同時に行動するということ

は，行動する者にとってメンタルな面で心理的な圧迫が強いられたことは否めなL、。そしてそれが，タク

ティクスの面vc与える影響も無視できなかった。 ζ の点Kついては，帰国後の検討会でも問題になり，例

えば，アイスフ 1ール通行一時禁止の措置が問題になったが，この問題もつきつめて考えてみればスキー

隊との交錯を少しでも避けたいとL、う配慮からなされたものであった。ともかく，この種のマイナス面は，

/ 文章ではなかなか表現しにくいが，お互いがメンタルな面で必要以上に意識しすぎたことは否めなL、。ゃ

はり Expedition は自分達だけの隊で，誰にも干渉されることなくやりたいものであると L、うのが卒直な

気持ちである。

第 5の問題は，取材班の取扱いの問題である。とくに報道員を隊員とすべきか否かは難かしい問題であ

る。今回の隊は毎日新聞社より 5名. NHKより 4名が，夫々取材チームを組織して参加した。そしてこ

れら 9名の報道班の活躍により隊の行動は新聞Kテレビに迅速且つ克明に報道された。この点は今回の隊

の成果として特筆すべき点ともなョているが，スキー隊と一緒になったこともあって. BCでの報道取材

合戦が行なわれたことは，のぞましいことではなかった。 これは当初から予想されたことである。隊の

性格と後援の新聞，テレビということを考えれば致し方のない現実であ予た。本来観客のいないスポーツ

である登山，しかもヒマラヤ登山は一般社会との隔絶性の故K楽しみも， また魅力も大きいが，月からの

テレビ実況中継を可能にしたComnunicatiQn の発達は，我々を容赦なくマスコξ の網でとらえてしま

う。エペレストのような生命の危険のある報道活動での安全の保証と行動の規制をどのようにするかは大

きな問題である。従って多数の報道員が参加する場合Kは，とれらの点も考慮した上で後援社との聞に明

確な契約を結ぶことが必要である。報道員を派遣する企業の側は，後援に見合うだけの報道を報道員に要

求するが，実質的には，その企業の社員である報道員が危険にさらされないよう，隊に要求することも当

然である。今回の場合でも，その活動範囲をB.Cまでに止めておいてほしいとL、う要望が後援社側から

出されていた。しかし，報道員の側では，それではドキュメンタリー・フィルムも撮影できず又生の報道

もできなL、から，なるべく隊の前線に出して欲しいということになる。

今回は登山許可の関係で，報道班9名も，隊員としてネパール政府K申請し(単なる特派員とし ての参

加ではB.C以上では行動できなくなるのではないかという点も考慮して……).隊員の一員として扱っ
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たが，結果的I'C:は，シ1ルパの街上げ能力等の関係で，報道隊員の高所での行動を制限せざるを得なかっ

た。そしてこの点が，報道隊員より常に問題点として取上げられたが，この場合，終始私の頭を悩まして

いたことは，報道隊員の安全の保証問題であった。との点については今後の研究課題であろう。

最後Kエペレストの南壁は.生半可な決意や組織力，資金ではやれない程，巨大なものであることを認

識する必要がある。南壁では個人の犠牲も大きいし，山を楽しむというような今迄とは違った価値感を生

んでいく?ろう。果してそれがよいかどうかは，わからないが，危険に満ちたアイスフ;t-Jレや落石の

多い南壁のことを考えるとき，人命の損失を覚悟してまで登るべきか否かは，難かしい問題で，この点か

らみて「エペレスト南壁」は，特異な登山の部頓に入るものといっても差し支えなL、。

-ーーースイス隊開拓ルート

・-ーー・・アメリカ隊開拓ルート

日本隊開拓ルート

. キャンプ段営地点

エベレスト南側ルート

-62ー



計画と行動の実際

松田雄

本稿は， 言葉を変えていえば，Iエペレスト登山のタクティックスjとも言 うべきものである。大塚

登拳隊長の行動報告の項Kも，隊のポリシーの形でふれられているが，登μ戯本部の企画担当スタッフと

しての立場で，計画立案面で隊長を補佐してきたので，その立場で今後の参考のためK本稿をまとめてみ

た。大塚登拳隊長の行動報告の補足記事としてみて戴ければ幸いである。

1 内地出発時における計画

エベレスト登山Kは，タクティクスの面から見ると，常識的になっている登山法，いわば定石とも言え

る方法がある。これは 1953年のハント隊Kよって確立されたもので，それ以後エベレスト K登った，ス

イス，インド，アメリカ等の各隊はL、ずれもこの定石に従・って作戦を展開している。このことは「山岳J

第 53年(1959.7月)-第 54年 (1960.3月)I'L I 8.000メートル峰登山のタクティ y クス」として説

明してあるのでご参照願い度L、。

この点を要約すれば次の通りである。

(ィ) プレモンスーンの計画の場合Kは 3月20-2 5日頃， 5，350mのアイスフ 1ールの入口I'LB.Cを

設置する。

(ロ) ウエスタンクームの 6，400m付近I'LA.B.Cを設置する。

やす ローツエ・フェイスKは 7，000m， 7，500m付近1'L2ケ所の中継キャンプを設け， 8.00 Omのサウス

コルK頂上攻撃のための拠点を設置する。

(=.)中継キャンプKは，サウスコルへの荷上げ隊が宿治できる装備と食糧を配置するo

c-t-) A. B . C以下のキャンプで休養しつつ登頂の機会を待つ。

付プレモンスーンの好天を予知して，サウ スコル荷上げ隊K引きつづき，最終キャンプサポート隊と共

Uて登頂隊はA.B.Cを出発し 4泊の後 5日目 K登頂する。

(ト)酸素は 7，000mより上部で組織的に使用する。

しかし乍ら今回の計画は東南稜からの一般ルートの他K南壁からの登頂と L、う課題があり，上述の定石

を如何Kして南壁K適用するかということが問題であった。そしてこの点Kついて多数の隊員，シェルパ

Kよるローテーションをはかる以外Kないことがわかり，そのためK隊の規模が大きくなったのである。

行動計画表を書いて始めて分ョたことであるが， 8，000m峰のヒマラヤ登山隊を 3つ合せた隊と考えねば

ならないことが分ったのである。

具体的な登山計画は，エベレスト登山本部の作戦担当委員であった浜野吉生，高橋進両委員と準備委員
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会の酸素担当の加納厳委員Kよって作成されたが，その目的は隊のスクールの把握，装備，食糧，酸素の

所要量の算出，荷上げ規模にもとずくシェルパ必要人員等をつかむことが目的で，適当な高度順化を行い

つつ，荷上げ作戦を展開した場合，どの位の日数が必要か，そしてその日数の範囲内に前記の定石通りの

作戦が展開できるかを確認する必要があったためである。具体的な計画基準が検討された経緯については，

第一次~第二次エベレスト偵察隊報告書の 191-218頁を参照して戴くことtてするが，要はこの第 4案

で荷上げの可能性が明確になりこれだけの物量を携行していれば，現地でL、かなる状況変化があってもか

なり弾力性のある行動ができるものとヨ考えた。短期間の間tてこれだけの詳細な計画を作成したよ記 3名

の努力は高〈評価されるパきである。これをどう活用するかが懸案であったが，今回は後述するようKス

キー隊との関係でアイスフ宏一ルのクローズ等が行われたため第 1期よりこの計画第 4案と 違った行動を

とらざるを得なかったことは残念なことであった。この第 4案通り K行動した場合の高度順化の様子など

是非確認してみたいことの一つである。以下K出発時の最終的計画となった計画基準第4案Kついて説明

する。

基 本 計 画 第 4 案

第 4案の骨子となるものは次の通りである。

1. 登山隊員は松方隊長以下 30名，シェルパ 31名，ローカルポーター 21名，アイ スフ定 ールポータ

- 30名，の 112名とし，別K報道班 9名が参加する。

2. BC以上での登山期聞は 3月 25日から 5月 23日までの 60日間とし，悪天候が続いた場合Kは，

5月末までK延長することがある。

3. 7イスフ 1ールのルート工作は， 3月 24日まで1'(4-5名の隊員およびシェルパKよって完了して

いるものとする。これK要する日数は 5日間位とする。

4 まず 5月 4日頃，東南稜より 2名の隊員がエベレスト K登頂する。つづいて 5月 20日頃，南壁より

2名の隊員が登頂し，同時K東南稜から登頂する 2名の隊と頂上でランデブーした後， 4名が東南稜を

経て下山する。

5. 登山期間 60日を第 1期から第 5期K分け，南壁ルートと東南稜ルート の二つK分けて並行してルー

ト工作および荷上げを行う。各期の計画回数は下K示す通りである。

第 1期 3/25-3/31 7日間

第 2期 4/ 1-4/14 14日間

第 3期

第 4期

第5期

4/15 - 4/26 

4/27 - 5/11 

5/12 -5/23 

6 各キャンプの位置は

BC(ベースキャンプ)

C 1 (第 1キャンプ)

12日間

15日間

12日間

5，350 m 

6150 m 

アイスフォール末端付近

アイスフ才一ノレ上部
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C 2 (第 2キャンプ) 6，500 m クーンブ氷河上

C 3 (第 3キャンプ) 7，000 m ローツエフェース直下附近

C 4 (第 4キャンプ) 7，500 m ローツェフェース途中

C 5 (第5キャンプ) 8.000 m サウスコル

C 6 (第 6キャンプ) 8.4 50 m 東南稜稜線上

FC  3 (南壁第 3キャンプ) 7，000 m 軍艦岩基部附近

FC  4 (南壁第4キャンプ) 7，500 m 白いフェース基部附近

FC5(南壁第 5キャンプ) 8.000 7耳 左雪国上端附近

FC6(南獲第 6キャンプ) 8.4 50 m 南壁イエローバンド附近

とする。またこの他南壁下部のルート工作，および荷上げK便利なように，第 2期から第 3期まで南壁

基部取付附近のクーンプ氷河上6，700m附近K臨時の南壁第 3キマンプ(FC  3' )を設ける。

7 第 5期K東南稜から登頂する隊は，南峰と主峰とのコル附近(8.7 70 m ) VC 2人用テント，若干の食

糧，それに酸素ボンベ 2本をデポして，南壁より登頂する隊をサポートする。

以上のような考えをもとにして基本計画第4案が次に示すようにまとめられた。即ち第 1図1-9を参

照、されたし、。 ζの表の中での記号を説明すると次の通りであるo 各期毎K隊は南壁隊および東南稜隊共通

の名称， a隊， b隊…と名付けられ，たとえば a3 ( 2， 1 )と書くと， a 隊は 3名からなり，その内訳は

隊員 2名とシェルパ 1名からなることを意味する。各期毎Kその期の主な行動目的と，隊の編成，および

この行動計画K組み入れられている隊員およびシェルパ，ポータ一等の人数がまとめて示されている。ま

た，各欄の左下すみK書いてある数字は，たとえば 3と書いてあれば，その日，そのキャンプで 3名が宿

泊することを示しており，各欄の左下すみVC8( 1.7)と書いてあるときは，その日のキャンプで隊員 1

名と シェルパ 7名が宿泊することを意味している。

ローカルポーターを中心とする隊はその行動を点線で示し，その隊を e隊と名付けた。アイスフ才ール

ポーターを中心とする隊もやはり点線で示し，その隊を f隊と名付けた。

ルー ト工作隊は一点鎖線で示されており，との隊はルート工作用のフィックスザイル，ブリッ ジ，登拳

用具等を持参し，上部キマンプへの荷上げtては寄与しないものとした。

行動計画表の下部十ては合計宿泊数が各キャンプ毎K書き込まれており， C 3以上は酸素ボンベの消費計

画K便利なように隊員とシ ェルパの内訳も記入されている。

その下に荷上げ量が記入されており，タは隊員，シはシェルパ，ロはローカルボーターを意味し，たと

えばタ 30x 10=300と書いてあると，隊員 30人が各々 10kgを荷上げし，その合計荷上げ量が 300

kgである ことを意味する。各欄の下K書いてある数字は，隊員およびシェルパ，ポータ一等の荷上げ量

の合計である。さらK下の欄Vては，各期毎の実働日数と予備日数が書かれている。
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第 1図ー 1
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(注)
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(隊の編成〉
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第 1図-3

4/1 

1 

2 

5 

4 

5 

6 

7 

BO 
5，350 

g3(2.1) 

16(1.5) 

h3( 2.1 ) 

01 
6， 150 

5 

6 

g3( 2.1 ) 

02 
6，5 0 0 

5 

FC 3' 
6，700 

F03 
7，000 

16(15) 
喝・ーg3(目E2a.1-7--1d， 

る P 

h3( 2.1 ) g3( 2.1 ) 

i6(_1-ill 
q 5 

h3( 2.1 ) 
.giμ込〉-ー-ー，ー -ーーーーーー . .-

. 16( 1.IT:J 

5 4 5 

16(1.5)) 
ー -一

ヒ瓦ふ心. ー←ー一ーーーーーーーーーー
g3( 2.1 ) 

5 6 3 

g3( 2.1 ) 一一一可否。
i6( 1.5) 

.聞・ーー一ーーーー.幅四目戸ー十ー

6 ι 

F04 
7，500 

~6( 1. 5) ) 
一- 一 一ロi5Eコ

8 同一一ー・・ 「一一ー一一-一
h3( 2.1) 

5 

4/12 g3(2.1) 

? 

合針宿泊霊堂 18 4宮 1 5( 1 0.5 ) 

タ 5)(10=50 タ 5)(10=50 ;. 11)(1 0=11 0 

ν7)(18=126 百7)(20=140 ぢ28刈 8=504

荷上げ量 1 76 kg 1 9 0 kg 6 1 4 kg 

-68ー

|第 2 ~ I 
F開銀

〈目的)

F障壁PC4(7"5'OOm). 

までのルート工作

(隊の編成)

g3(2.1) 

h3(2.1 ) 

16(1.5) 

隊員 5名

νエルパ 7名

計 12名



第 1図ー4

|第 3 M I 
ザウスコル 隊

隊
↓

M

h

a

 

カ
刀

ロ
列

)
〉

nu
n
H
W
 

内

4
'
a

。，‘
η
，‘

，，、，，、

内

ζ

η

，‘

η

，‘，
a
 

ρ
v

e
&
 

、.，、.，

、，

n
u
n
u

成

}

)

1

1

・=・
n
u
n
u
n
ζ

ヲ‘

川

2

5

(
〈

6

r

、r
、2
2

隊

2

5

1

1

，、
a

b

e

d
(目的}

サクスコノレ到達

BO 
5350 

01 
6158 

02 
6500 

03 
7000 

隊 員 1 3名
νエルパ 2 0名

ローカル 2 0名

アイスフaーノレ 3 0名

言十 83名
04 05 06 

7500 8000 8450 

4/15 ~→ 
b 3(3.0) • 

1 ーー号'_2_2S_2:].gJーか

27 

012(2.10) 
b5i五日j

2 _ !_3_2~ 1，_3~)→ ， 

~_zz(n.9)_": 

44 27 
a12(2.10) c 1 2( 2.1 0) • 

f32( 2.30) ... 
b3( 3.0) 

5 
ー喧ー・ーーーー ーー・・司

12 12 5( 5.0 ) 

d12( 2.1 0) c12( 2.1 0) a2( 2.0) 

4 t3 2( 2.30) : b3( 3日) 〕噌・ーーーー』ー--_ ... 
‘ 

22 12 15(5.10) 2 ( 2.0 ) 

t32( 2.30) ~ 
亙主L3.0}

• c 1 2( 2.1 0)) 7一否ー 認~:ÕU 
‘ー"_~~ç ~~・'・0・}、- ) 

d1 2( 2.1 0 ) 
5 守ーーーーー・・ー申 F ・'

25 。 24(4.20) 2( 2.旦}
b3( 3.0) 。12( 2.10). 

当 ikEL:コ
e司Cー2ー2ーL2ー2ー9_U

+-ーーー- ーーーーー四F・
品 a d12(210〉〉

25 。 1 4( 4.1 0 ) 12(2.10) 

a2( 2.0) 。8(1. 7) 
、1

7 
-、EEeE-2iA2ー(・Eー2iーio・一)ー-ー白

d12( 2.1 0) 
.04〈15〉〕。 8( 1.7) 16 (3.3) 

a2( 2.0) 
ci_(_j._D b3( 3.0) ~) 

8 。2-ze2.2 Oγ¥ d12( 2.1 0) 

~H一一一ー d 。 16(3.13 ) 

4/26 a2(20} 〉
T 3( 3.0 c 必_j.~ ) 

P c8( 1. 7 ~ 12( 2.1 0) 

生 ~H~~.~ P之 J 。
51 

合計宿泊数 266 5.1 8 2( 22.60) 32(9.23) 

タ 17)(10=230 :7 23)(10= 230 タ 9)(10=90 タ 13)(か;76 タ 5)(6= 30 

百130刈日=2340 言170)(20=34∞ ν20)( 1 f?:3 6 0 ν40)(15=600 ν23)(1手;345
ア

荷上げ量 251 O~ 3630kg 4 50 切 6 76 kg 375kg I 

事院動日数 98 

予備日敬 5日
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第 1図-5

i第五期!
( 隊 の 編成 〉

南 鐙

〈目 的〉
8000mまでのノレート工作

〉
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隊員 5名
νエルパ 7名

言t 1 2名

BO 
5350 

01 
6158 

02 
6500 

03 
6700 

F03 
7000 

F04 
7500 

F05 
8000 

4/15 軍2(2.0) • 

i8(1.7) 

1 u 

g 2( 2.0 l._ ... 

2 
i 8( 1. 7) 

10 

h 2( 2.0) :;im-
3 ーーー喧

e 22( 2.2日D
2 

.'2一2一一一ー-
10(3.7) 

h 2( 2.0) • ------一ー由宇ーー・
e 2 2( 2.20 ) :. 

g 2( 2.0) .. 

唾ー--一ーーーーー ーー ーーーーーーーーーー『 i 8( t 7)〕
4 

2 8( 1. 7) 2( 2.0 ) 

h 2( 2.0) 
+Zー2ー(ー2ー.0ー)J) i.8C1.7)~ 

5 

1 O( 3.7) 2 ( 2.0 ) 

h2(2.0) g2(2・~司，..._--・E・--ーーーー-

ι i 8( 1. 7) 

8 2( 2.0) 2 ( 2.0 ) 

g2( 2.0) 
h心口)づi8(1.7) 『骨ーーーーー『ーーー・ーーー 喧ーー

7 

10(3.7) 、2(2.0 ) 

h 2 ( 2.0 ) 

8 
g 2 ( 2.0 ) 

18(1.7) 

12 

4/26 
g 2.( 2.0 ) 
h2( 2.0) 

? i8( 1.7) 

12 

合計宿泊数 46 42 32(11.21) 6 ( 6.0 ) 

タ 5x1色= 50 タ 5x10= 50 :? 9x10= 90 タ 7x6= 42 

ν山一 1547X1H46 ν21xl5=315 

荷 上 げ量 1 76 kg 190kg ! 936kg 3 5 7 kg 
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第 1図-6

|第 4 期|
サウスコル

〈目的〉

2名Kよる登頂と，

第二回目登頂のため

の荷上げ

(隊の編成〉

a8(3.5) 

b4(2.2) 

e 2 2 ( 2.2 0 ) 

隊員 7
νエルパ 7 

ローカル 20 

言十 3 4 

BO 
5350 

01 
6158 

02 
6500 

03 
7000 

04 
7500 

05 
8000 

06 
8450 

4/27 
a8( 3.8) 

ーーーー司・_.--、

SbL4え2CCZ2f2j0-lJ 

26 8 

b4( 2.2) a8( 3.5) 

2 e 22( 2.20)。
司ー『宇『 ーー -

22 4 8 ( 3.5 ) 

ーーー ーー『ー b 4 ( 2.2 ) a8( 3.5) 
今eー2ー2‘(2ー.2ー日ー〉ー

5 

22 4( 2.2) 8 ( 3.5 ) 

e-2" 2Ti2 -oT: b4(2.2) a8( 3.5) 

4 ...， --ーーー_"-... 

22 4 ( 2.2 ) 8 ( 3.5 ) 

.: _2_2~_21!} L' b2TiJD a2( 2.0) 

5 
ta6( 1.5)〕b2( 1.1 ) 

22 2( 1. 1 ) 2( 1. 1 ) 6( 1. 5) 2 ( 2.2 ) 

5/4 ~~2ー
• a 2( 1. 1 ) ) d 

e22( 2.20); )， b 2( 1. 1 )〉 a 2( 20) 
4--ーーーーー・圃・ー与 ーーーーー---ー'

6( 1.5) 2 ( 1.1 ) 4( 3.' ) 

a4(主斗ー

7 当~
."b6f1.5D 

4( 3.1 ) 8( 2.6 ) 

8 
• a b8( 2.6)) 

4 8( 2.6 ) 

ab8(2.6) 

? 

4 8( 2.6 ) 

ab自(2.6) 
1日

4 8 ( 2.6 ) 

‘ 
11 

15/11 
12 

， 2 12 

合計宿泊数 154 12 44( 1 3.31 ) 24(9.15) 1 8( 7.11 ) 2( 2.0 ) 

タ 10)(10=17日 :? 5)(10= 50 タ 11)(6= 66 タ 8)(6=48 タ 3)(6=18 

~ 127)(20=25ω 品〆 7)(18=124 ν25)(1忌=375ν14)(15=210 ν 5)(12=60 

荷上げ量 2710kgl 1 76 kg 441 kg 258 kg 78 kg 

実動回数 11日 予備日数 4日
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第 1図ー7

(隊の編成ラ ( 白 的 }
4 期 。2( 2.0 ) h8(1.7) 隊 員 ?名 商盤上包岩.

南 費量
d 2 ( 2.0 ) i8(1.7) νエルパ 21名 のルート工作

g2(2.0) $8(1.7) 計 30名 とF05まで

の荷上げ。

BO 01 02 F03 F04 F05 F06 Su且mit
5350 6158 6500 7000 7500 8000 84.50 8848 

4/27 
h 8( 1. 7) • 

J8(1.7) 
1 14 

14 16 

c2( 2.0) ch8( q) 

2 12 J8(1.7) 

12 10 8( 1.7 ) 

i 8( 1. 7 ) 。2(2.0) 

3 4 ‘J8T1.IT) 
‘ー一h8一(ーーー1.事7ー:1_;

4 16 10(3.7) 

d2( 2.0) o 5C 2.0 ~. 
j8( alJ 

‘ h8( 1. 7) 
4 . g2 18( 1. 7) 

2 8( 1. 7 ) 10(3.7) 

d2( 2.0). 18(1.7) c2( 2.0) 

5 g2 j 8( 1. 7 ) h8( 1. 7 ) 

2 。 18(4.14) 8( 1. 7) 2( 2.0 ) 

g 2( 2.0) d2(2P) .. 
E，lJLQD h8(lZ). 

6 j 8( 1. 7 18(1.7)_j 
2 1 6( 2.1 4 ) 1 O( 3.7 ) 2( 2.0) 」

g2( 2.0) • 18(1.7) d2(2.0) 
L2.?UQU 噌ト・ーーーー

7 j 8( 1. 7) 
h8C1.7U 

8( 1. 7 ) 1 O( 3.7) 1 O( 3.7 ) 2( 2.2 ) 

c 2( 2.0 } ~.Ú 2.0_り
8 

h8( 1. 7) g 2( 2.0) 
18( 1. 7 ) 

8 
18 8( 1.7 } 2( 2.日} 2( 2.0) 

18(17) 事2(2.0) 
土モ(2.0D

9 ‘トーーー司帽』・・・』ーー ーーー

16 

26 2( 2.0) 2( 2.0 ) 

d2( 2.0) 

10 
g 2(2.0).-) 

26 

28 2( 2.0 ) 

唱ー司・軍司自由ー ーーー-司 日〈三p~戸)
11 

28 

28 2( 2.0) 

5/11 g2( 2.0) 

12 28 

合計 宿泊叡 30 172 54 78(15.63) 44( 16.28} 1 2( 1 2.0) 

タ似10=90 タ 12)(10=120 タ 13)(6= 78 タ 10)(6=0 6日

ν21辺住=420 ν42)(18=756 ν49)(15=735 ν28)(15=04 20 

荷上げ量 5 1 0匂 8 76 kg 8 1 3 kg 480 kg 

事院動日敏 12日 予備目敏 5日
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第 1図-8

|第 5 期| (隊の編成〉

a2(1.1) 
b 2 ( 1. 1 ) 

。6( 1. 5 ) 

隊員 5名

〈目的 〉

2名による登頂k南
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1 7 0匂 1 56 kg 223 kg 1 2 3 kg 76 kg 
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第 1図 -9

|第 5 期|
南壁
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(隊の編成)
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〔登山隊員〕 〔日 程〕

隊 長 1名 3月 20日 BC建設，アイスフ才ールルート工作開始

隊 員 29名 3月 25日 本格的登山開始

シ'ェ凡"-'ζ 31名 5月 4日 東南稜よりエベレスト登頂

ローカル
21名 5月 20日 エベレスト山頂Kてランデプー

ポーター
アイスフ方ール

30名 5月 23日 BC集結ポーター

t口h 計 112名

〔 人 員配置表〕

[、
第 1期 第 2 期 第 3 期 第 4 期 第 5 期

3/25-3/31 4/1-4/14 4/1ら-4/26 4/27-5/11 5/12.司る，/23

実員働 休養 実働 休養 実働休養 実働 休養 実働 休養人 人員

隊 員 20 9 1 7 1 2 1 8 1 1 1 6 1 3 1 8 2 1 

シ エ ノレ ノ、. 2 6 5 2 7 4 2 7 4 2 8 3 1 8 1 3 

ローカルポーター 2 0 1 20 1 20 l 2 0 1 。 。
アイ スフォ ール 。 。3 0 。3 0 。。。 。 。
ポ タ

1ロh 計 6 6 1 5 9 4 1 7 9 5 1 6 6 4 1 7 3 6 3 4 

〔酸素ボン ベ所要量〕

東 南 稜 隊 南 壁 隊

二課¥ 行動 睡眠 誌に 行動 睡眠 iロ'>.舌ロ↓l 

山頂 2 。 2 

C 6 8 6 FC  6 4 2 2 0 

C 5 2 6 2 1 FC  5 2 6 2 0 93 

C 4 3 4 2 4 FC4 2 0 1 5 9 3 

C 3 4 6 。 FC 3 
3 4 。 80 

FC  3' 

小計 116 5 1 小言十 8 4 3 7 

合計 167本 合計 1 2 1本 288本

持参ボンベはF4-150本， K4-200本， 2次偵察隊残り F4-20本， 言十370本。従って

92本が予備本数となった。(他K南壁上部工作用VLK2， 7本)
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〔キャンプ別荷上げ計画表〕

建 設 標準担荷量 荷 上 げ 計 画
キャンプ

予定日 隊員 ーノェ ;v...ζ 育学力量 必要量 消費量 スペア

BC(5350m) 3/20 
10 kg 18 kg 

C1(6150m) 3/25 1 3，170 8，217 3，068 4，953 
10 20 

C2(6500m) 4/  2 10，820 4，929 1，368 3，131 
10 20 

C3(7000m) 4/ 6 3，030 2β 19 833 1，011 
6+02 15 

C4(7500m) 4/20 1.647 1.186 598 461 
6+02 15+02 

C5(8000m) 5/ 1 256 588 456 168 
6+02 12 

C6(8450m) 5/  3 162 132 132 30 
10 18 

FC3(7000m) 4/ 1 7 2，060 1，762 692 298 
6+02 15 

FC4( 7500m) 4/ 1 9 1，356 1，070 571 295 
6+02 15 

FC5( 8000m) 5/  2 675 499 439 176 
6十02 9+02 

FC6(8 4 5 Om) 5/ 1 9 70 60 60 10 

FC 3 ' ( 6 70 0 m) 4/ 5 10 20 614 69 69 。

〔予備日数〕 ( 1人 1日当り食糧基準量〕

食糧，燃料，酸素の計画基準

C6以上 1/ 1 (行動日 1BVC対し予備日 1日) C3-C5 1. 2 kg 

C 4与L上 1/2 " 2日対し n 1日) BC-C2 1. 5 kg 

C3以上 1/ 3 " 3日対し ' 1日)

BC以上 1/4 " 4日対し " 1日)

( 1人1日当り燃料基準量〕

0.5 K9/1日(炊事具重量を含む〕

〔酸素使用基準〕

l~…一6.t山一よ川崎り沼叫登師←頂

C 3以上の行動:I隊診員のみ 1人 1本(ただしC5→C6はシエルパも)

C4以上の陸眠:I隊歎員のみ 1人 O.5本(ただしC5ではシエルパも)
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2 アイスフォールの突破と第1期計画の変更

内地での計画では，本隊のBC入り K先立ち，第2次偵察隊の経験者を主体とするアイスフ才一ルのル

ート工作隊をB.C(tL送り，直ちKアイスフ戎ールのルート工作を行なL、，本隊がB.C(tL入る時には，

C 1までのルートができており ， 3月 25日より第 1期の C1への荷上げ作戦を開始することKしていた

が，今年のアイスフォールの状態が悪いこと，全員が同じコンディションでBC(tL入りたL、という大塚登

撃隊長の希望でBC入 りの先発行動はとり止めKし，全員揃ョて 3月 23日BC入りすること Kなった。

との点Kついては一部の者から

Lィ) BC入りの翌日からアイスフ 1ールで行動するということは，アイスプ宏一ルの観察もしないで入る

ということで問題があったのではないか。

(ロ) 日数の点で効率が悪かョたのではないか等の意見がきかれたが，結果的Vてみて確かに効率が悪かった

が，と かく他人の高度j原化が気Kなる時期(tL，全員のペースを揃えると L、う配慮、がなされたことは全隊

員Kとってメンタルな面では非常によかョたのではなL、かと考えている。

翌日より直ちKルート工作隊が行動を開始したが，アイスフォールの状態が予想外に悪く ，C 1到達迄

5日，ルート工作完了までK更(tL3日を要し， C 1への本格的荷上げ開始が 4月 1B(tLなってしまった。

基本計画(第 4案)(tLよれば， 3月末迄の聞に C1 (tL 2，748 K9， C 2 (tL 990 K9の荷上げが完了され，

4月 1日より 4月 14日迄の聞に， C 1， C 2への荷上げのかたわら第2期としてサウスコル，南壁両ル

ートとも 7，500mのC4迄のルート工作と， 7，000 m迄の高度l阿七を行うことKなっていたが，次の理由

Kより計画を変更し，全隊員，シェルパを以て 4月 9日迄の間(tL， C 1以上で必要な金物資 12屯をC1 

へ荷上げすることKした。

アイスフ才一ルの状態が悪い上(注:との当時，科学班は冬の聞の降雪がなかったことが原因している

のではなL、かと指摘していた)スキー隊が後続しており， C 1直下の梯子の地帯を指揮系統の違う商隊の

200名近い人員が同時K行動することは，梯子地帯の上り，下りの交換の際物理的tてみてどうしても待

ち時聞が多く，危険地帯K大勢の人がかたまること Uてなり必要以上K危険性を高めるおそれが考えられた

からである。

従ョて 4月 1日Kスキー隊と協定し， 4月 9日まではスキー隊はデポ迄の下部の荷上げK専念し， JM  

EE隊が上K上った後，スキー隊が後続するということにした。

かくして 4月 1日K決定した第 1期(第 1ステージと称した)後半の計画は，第2図の通りであり， C

1への荷上げと C2へのルート 工作のみKとどめることに し， これが終了した後全員， C 1以上K上って

第2期(第2ステージ)計画K入ることにした。このためK隊員の高度順化の点で多少の無理が見られる

ことKなったが，スキー隊と重複したこともあり，或る程度止むを得ない事情tてあった。

この計画は途中で 4月 5日(tL，スキー隊シェルパの遭難事故があり，翌 6日，喪K服するために，全員

停滞したため 1日お くれたが， 4月 9日をもって終了し 4月 10日より第 2期の計画K入る予定でいたと

ころ，この日キマクツェリンがセ ラy クスの崩壊tてより死亡する事故が発生し，再度 4日間の遅れを生ず
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ることKなった。

3 第 2 期計画

(4/13 ~4/30 ; c 2への物資集結と 8，000m迄のルート開拓並びに 7，500mの高度11質化)

打ちつづくア イスフ宏一ルの事故で計画は遅延したため，当初計画の第 2期と第 3期を合せて，新しい

第 2期計画を作成し， 計画の遅延を挽回しつつ，体制の立て直しを図ること Kした。

そこで 3日の休養の後，4月 13日K第 2期の行動を開始するべく，大塚登馨隊長ちがキ ャクツェ リン

の葬儀から戻った 4月 12日，B.OItC於いて第5図の如 く第 2期前半の計画を作成した。

即ち，このステージにおいては， 3班K分れて BO要員 (報通圧の 5名)を除く全隊員，シェルパがc

1 ~入札隊員は逐次02 ~移りつつ 4月下匂迄K両ルー ト の 8.000 れまでのルート 工作と高度順化を行

うこと K した。このステージのシェルパは一部のルー ト 工作要員をのぞき， 全員が01 と 0 2~滞在し，

01 ~言 0 2 の形で0 1-0 2 聞の荷上げK重点をおくことに し た。

これは我々の多年の経験から，出来得る限り計画を単純Kするために A.B.Oまでは都隼戦術をと

り，装備，食糧，酸素等各係が荷上げ状況を確認しつつすすみA.B. O ~全物資を集結した後， ここ か

ら荷壁，東南稜の両隊毎K夫々綿密な計画を立てて作戦を展開した方が有利と考えたからである。

4 月 17 日 Kは， 予定通り B . O ~おいて大塚登馨隊長K よ り 南壁隊， 東南稜隊両隊のl敬別編成が行わ

れ， 各隊の荷上げ計画は，両|歎の リーダーに委ねられた。

B. O ~おいては，内地より準備 してきた荷上げ物資 リ スト K よ り， 或る程度荷物の掌握が正確Kなさ

れて おり ， こ の時点では01 ~荷上げの仕訳責任者 ( 注 : 装備， 食糧， 酸素等担当別の …) がL、て整理

して，必要な順序K従って02へ向けて，荷上げが着々と行われていたが， 4月 17日以後2-3日聞の

聞は，全体の掌握ができぬ間K南壁のABO，03を出 したこともあ り， 荷物が，03，南壁ABO，0 

2， 01，デポの 5ケ所K分散し，最も掌握し難い状況Kあった。 02の本部でその掌握を行うべく全力

を傾注している矢先~， 4月 20日， ローツエフェ ースの 7，300m地点で平林隊員がス リップ事故を起す

非常事態が発生した。

緊急ピグアークを行っている隊員の救援Kは何をおいても酸素用具が必要であったが，酸素器具の組立

ては0 2~て行うことにしていたため， 各部品が上記各キマンプK分散している状況十てあった。そこで直

ち~O 1より，減圧器，エコノマイザーを急送するべく 指示が飛んだが，実際K荷上げされた減圧苦告が南

壁用の 2f用であったり ， 一部部品が未だ~01 のデポKあったりしたため大混乱Kおちいっ た。この時

Kはo1を素通りして03やピグア ーク ・テント迄未セ ヲトのままの酸素器具が荷上げされていたりし，

第3次の登頂体制の時まで混乱が続くという大失態を来たした。本来ならばやはり， B. 0でセ y 卜して

02へ上げるべきであった。

この様K最悪の事態のまま，荷物管理センターとなるべき本部が成田隊員の遺体収容のため B.Oへ下

ってしまったため4月の下句は，全体の掌握がなされぬ状態Kなった。 とくK充分すぎる位準備した筈の

酸素ホ・ンベが，使い過ぎて登頂計画K支障を来たす程減ってしまったと思い込む程ρ混乱であった。(実

n
ww
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第 5図 第 2期前半行動予定表

BC C 1 Depot Cl C 2 (ABC) F.ABC C 3 

M-6 ，15-4 

4/13 

M-15，5-10 
14 i----------------r ----5-=: -6---... 

・一 一・1
I P-13，S-13円
降二二ごこごご戸工ごごごごJ

J~土~~t~与J13J;- ; ユ
同_-----

この日，大塚隊のC1 

到着を確認した後松方，

中島ドクター， Ang 

Gyaltsen， Ang chotare 

下山

16 

4
申

十
一3

一M-コ↓3
ご
一

寸
ご

-
6

仲
一
一
一
シ

一一一
十
い
』

l

M-4 ，15-2 

一一一 .官三11ι旦

17 

-11.5-2 
5-2， I P-7ト一一一一一+

c-.τ三

OM一 5 (内'中川'佐'原'平) I I I 

4/17日(ABC)におい

て南壁班，ローツ ェフ

ェース斑隊別編成を行

なう予定

-
s
l
i
J
 

俗
V凡

r
4
1
1
L
 

M-6 (藤，松浦，植，神山，錦，鹿)

備

考
M-15(平林，回，平野，小，加，成，中島，吉，安，長，井，相，木， 野，堅)

一ー一一 M-11(大塚，松田，住，土，?J度，神崎， 1嵯，伊，広，大森，河 )

第 2期後半の計画は両隊の編成が終った後，隊毎に計画立案するものとする。
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際tてはかなりの余裕があったKも拘わらず…)

勿論この期間tてもルート工作は着々と延び，それに必要な物資は着実K補給されており，東南稜は，松

浦，平杭広谷等により，南壁は中島，加納等Kより物資の管理が行われていたため，きして問題はなか

ったが， 4月 28，29の両日に彼らが B.Cへ下った後， 5月 5日K本部スタップがC2VC上る聞の 5日

聞は，物資の管理の面ではブランクが生ずる ことにな った。

この頃， B. Cの本部では，物資の分散状況とその掌握K躍起Kなっていたが， A. B.Cでは少しで

も，上へ荷上げしようと高所用物資を片っぱしからC3へ上げてしまう作業をつづけていた。 BCからは

無電でC2VC対し再三この点を連絡し，高所用物資はC2VCkeepしておき， C 3， C 4用の物資のみ当

面荷上げするべく指示したが，この点がなかなか正しく伝わらなかったため， BCでは， C 3与L上の物資

は当てにせず独自K計画を立てることKせざるを得なかった。

4 第 3 期計画

(5/5~5/12 ;東南駒らの 2隊の登頂と曜Cーへの荷上げ)

5月 1日Kは， 大塚登肇隊長以下 9名の成田隊員の茶毘Kトウクラ K下りていた連中も戻り ，またサウ

スコル及び南壁のC4へのルートをつけて張切って下山してきた隊の主力メンバー もB.CVC戻り ，B. 

Cは久しぶり K活況を呈していた。

ところが丁度こ の頃， C 2のABCではスキー隊の順調な荷上げペースK肱惑されてか，我々の隊の隊

員の高度順化K問題があるとして悲観的な沈滞ムードがあったことが無線連絡でうかがわれた。こうした

沈滞ムードを打破して体制を立て直すためにも，夫塚登翠献長は一刻も早く， C 2へ登る必要があったし，

その上長田隊員の長期予報も 5月 10-12日頃の好天を予報しており， 5月 5日Kは，登頂隊がB.Cを

スター トする必要があった。そのため B.Cでは 5月 2日-3日は，第 3期の作戦計画を立てるためK極

めて多忙な 2日を過した。

具体的な計画は，東南稜隊……松浦，平林
}が中心となって各隊別K作成されたが，この間本部は全般

南壁隊……中島，力日納

的言幅，両隊の調整等を行う形をとった。

南壁班の計画Kついては別稿「エベレスト南壁の登馨と今後の課題JVC詳細K出ているので参照願いた

L、。

東南稜班の計画Kついては，定石Vζ従ョた計画を立てることKした。最大の問題はサウスコルへの荷上

げをどうするかであるが，20名の荷上げ隊で一気K上げてしまうこと KしTこ。これはアイスフォール・

ポータ ーから昇格したローカルポーターまで含めたかなり強引な荷上げ計画であったが，別稿「シェルパ」

の項でもふれた通り，経験のとぼしいシェルパは大きなパーティ K入ると思いがけない力を出すというこ

とK期待したものである。

この計画は第4図の通りであるが，大荷上げ隊の行動K先立ちC3のシェルパVてより C4 VC 20名が宿

泊できるよう整備しておく必要があり， 5月 4日， 5日の両日の荷上げ隊K其鴨した。向，この計画表K
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第 4図 第 3期東南稜隊行動言幅表

BC Cl C2 C3 C4 C5 C6 
M-l，5-5 

M-l， 5-15 
M-2，5-5 [凡 j91J] 

C4荷上隊

諜サウスゴレ荷上隊①@

M-5，5-17 ーーーーーーー第 1次登頂隊
ヤ一一一

M-l0，5-2 

一一一一一第1次登頂サポート隊

一・ーー，一一第2次予頂隊 一M-l，5-10 
M-l0，5-2 一一一一第2次開サポート隊

(注)都合により 2隊を 1隊に含ませても可

げ川~一-11 2 ， SS ーZ31 0 -

. 

トーーーーーー~

一一一一~

r---~ 
ーーーーー-)・

一ーーーー一'
トーーー一-t・

r---ーー-・ー4惨・
ーーーーー--)・

ドー-----

時一一一 一一一一「τニ-二ご二=

同ー一一一同 一 一 一 一 - 一一一一E三i三ーーーーーーーーー
ーーーーーーーーー・

匡二二二ト・ーーーーーーーーーーーーーーーー
同-一一一-一ーーー・・---一・:=:l一一

同ー一一一 ーーーーー

主r 延宿泊人員 54人 41人 29人 4人
ヤ 最大宿泊人員 19人 19人 11人 2人
ン 6人用 2 3 1 
フ 天幕

4人用 3 2 2 1 思リ
所 燃料 lc/s 1 C/ 5 1 C / 5 

要 食料 F.，5(75kg) F. 3 (60kg) F. 3 (45匝) F.l(6kg) 
亙 酸 素 8本 23本 33本 12本

自
宅

U
I
J
I
 

F
h
I
u
v
 

4 

7 

10 

11 

12 

13 

1970.5.3. B Cにて作成
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もとづくメンパーは，万一C2VCいる人員が全員使えなくても B.Cから新たK上った隊員でも間K合う

様K配慮し，且つ鹿野，渡部の両隊員は，その弱体ぶり治相題Kなっていた， A. B. Cの炊事等の管理要員 と

して残すことKした。シェルパ・チームの編成は，必要人員を行動予定表Kよりサーダーに明示し最終的

KはサーダーのChotareが人選してきめた。酸素の使用計画Kついては第1表を参照されたL、。

第 1表 第 5期東南稜隊酸素ボンベ所要量

〔第1次登頂用〕

登頂用

C6 睡眠用

C5-C6 行動用

C5 睡眠用(往)

町 (復)

〔第 2次登頂用〕

登頂用

C 6 睡眠用

C5-C6 行動用

C5 睡眠用(往)

11 (復)

(C  • 4用〕

第 1次登頂隊隊員睡眠用(C . 4 ) 

第 2次 11 11 (C. 4 ) 

第 1次 H 行動用(C 4 -C  5 ) 

第 2次グ グ (04-05)

サウスコル荷上隊隊員睡眠用(C • 4 ) 

-・2人 X2本 =4本

..2人 X1本 、=2本

7人 X 1本 =7本 i2 1本(調整器7set ) 

・・ 7 人 XO. 5 本=4本

・・ 7人 XO. 5本=4本

-・ 2人 X2本=4本

…・・・2人 X1本 =2本

6人 X 1 本= 6本 ~2 4本(調整器 6s et ) 

..6人 Xl本=6本

-…6人 X1本=6本

-・ 3人 X1本=3本

・・3人 X1本=3本

…7人 X1本=7本

・・ 6人 X1本= 6本

…・ 2人 X1本 =2本

2 3本

グ 隊員行動用 (C4-C5) …・.2人 X1本= 2本

( C . 3用〕

第 1次登頂隊C3-C4(隊員)

第 2次 n C3-C4(隊員)

サウスコル荷上隊C3-C4(隊員)

b 
'" 

…… 3人 X1本=3本|

・・ 3人 X1本=3本ト 8本

-.2人 X1本=2本 l

計 7 6本(調整器 13se t ) 
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実際Kあた っては， C 4荷上隊は 5月 4日8名， 5月 5日4名計 12名が荷上げしており 5月6日K，

土肥，神山の他Kシェルパ ]6名の荷上げ隊の出発が可能なので 1隊編成で大荷上げ隊を編成して，各自

15 K9の担荷量でサウスコルK向わせた。 この荷上げ隊は 5月 7日は順調KC4K入っ たが， 翌 8日， 6 

名が途中で脱落し， 10名しかサウスコルK達することができなかったので，この中の 6名はC4Kとど

めて翌日再びサウスコルK向わ しめ， (5名が再度サウスコルK達した)更K南壁隊で 7日KC2へ休養

K下りて来た LhakpaNorbu隊の 4名を急拠応援のため 5月 9日C4へ向わしめ， 5月 10日，この 4

名でC4 C 5の荷上げを行ない， (この中の LhakpaNorbuはC6サポー ト隊で不調のAngNi-

maとC4で交替した )必要量をサウスコルK上げることができた。以後計画は予定通り順調K推移した。

5 第 4 期計画

(5/1 3 ~ 5/20 ;東南稜からの当初の計画を変更して第 5次，第 4次萱頂)

5月 11日K南壁隊の計画断念が決定されたので，第 4期は南壁K向っていた隊員， シェルパを中心K

東南稜より第3次，第4次の登頂を行う計画を立案した。

この頃Kは，食糧も不足してきたので， 必要最小限の人員， (第4期計画K携わる者，及び本部スタッ

フの大塚，住吉，中島ドク ター， C 2 ~てあっ て撤収の指揮K当る平林， 平野 と 負傷のため安静を要する加

納を残して第 3期Kサウスコル以上で活隠した 5名， サウスコル ・サポートの 3名，南壁班で負傷した 1

名ならびK報道班3名の 12隊員は B.Cへ下LlJするこ とKし， 第4期計画スター トと同時K撤収計画K

も着手し， 20 日の計画終了と同時十て迅速KB.Cへの撤灰を期した。

第4次の登頂計画ならびK撤収の計画は第5図の通りである。

この計画は来るべき再挙Kそなえて，南壁を断念してC2へ下山してから僅か 1日で発表されたことも

あり，南壁班の隊員は気分転換ができず，精神的にはかなりの抵抗のあったことも事実であったが，南壁

を対岸から偵察しつつ，吉川隊は未踏のサウスコル直登ルートを登ること。田村隊がオーソドヲクスな第

3次登頂を行うことの他K第 4次登頂隊として，精鋭小西・ピンジューの 2名を以て，サウスコルから一

気K登頂を試みる という 計画を含むものであった。そして この計画は 8.000mの行動としては今までKな

い程の綿密さを以てかなりの自信を持って計画され， 5月 18日までは，殆んど計画通り K進行したが，

最後の登頂の段階で，天候に恵まれず5月 19日の朝， 大塚登筆撤長の指示で計画を中止して下山した。

体力の点ではかなり余裕のあった行動だけK，スペア回数のない計画が悔やまれた。
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第 5圏 第4期東南稜隊行動計画表

BC Cl C2 C3 C4 C5 C6 頂上
M -2， (吉，嵯)，

M-3 
トーー一ーーS・---2ー [凡例]

5/13 5-10 5-5 
サウスコル荷上隊

(鹿野他20名)

一一一一-第3次獄頂隊
ト一一一

M-1，5 -20 (回村・IlaTsering) 

巴三笠J2

一.-.一 第4次労頂隊

M 4 
M-8 (小西・Phinjo)

M・ー-ー1(・伊)，S・・-・41・ サウスコル支援隊
(松田.藤，大森.渡.野，原)

14 

ーーー一.C 6サポート隊

M-l，5・・-・・・1-a. 
一一一一 サウスコル直王株 ト一一一一

M-4 M-1，5 -20 
(吉，嵯，伊)

5-7 
H ・H ・向上サポート隊

M-8 ト・一一一一一・

l=:竺三3士一M-6 ←--コ
15 

5-5 
し豆.デーー玄一二一

r.;::.::> 
M-l，5-20 

M-2，5-5 
間二回二J.

M-1，S-----・41・
ドー 5ーー-回目7ーー・

.M-2 』ーーーー・ M-6 

16 

M・・-・・・1・，5・・・一・・1・・-

5-15 5-7 
トー一一一一ー

巴三三7き
M-6 

M-3 サウ スコル
.M-2 5-3 -・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・‘・ー・

-ーーー・.._-..-ー
直王手.14.....":'. ... .........・・.・・・・.........................・

17 

M一-一・1・，・S・・一・・・1骨

5-5 

18 
骨ー---ーーー 一ー一一一一

5-15 M-1.5-・1ー・←--_...-
tM-2 

M-1，5 -1 

1+------- ー-ーーーー圃曲ーーー・画ーーー

M-1，5 -1 
区-ー・ーーー 一ーーー一司ーー

ー一ー一ーー 一ーーーーーーー
M-3 

岸 一 一 一 一一一一一..

19 

h一一一-----
M-l，5-1 
ー.咽・ー・"ーーーーーーー ーーーーーーーーーー--

持一一-_..-
M-1，5-1 

-----一一
M-6，5-2 

時一一一一
M-3 

-一一一一
20 

C 3撤収

[備考] サウスコル支援隊の 6名は適宜C3， C 4にもとどまってサポートに当る
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6 タクティックスに関連した二，三の考察

(1)隊員及び荷物管理機能について

今回の計画K当たり，荷上げの管理機能がなくて失敗した様K言われる向きも多いが，上述した様K

後半，第 3-第 4ステージKおいては，一応の管理を行ったつもりである。

ただ何としても残念なことは，第 2ステージで後半のプランクである。向今回は近く tていたスキー

隊との混信をさけるため無線機もフルK使い難く，管理は極めてやり難い状況Kあった。その上南星空隊

と東南稜隊のABCが 2ク所に分散したことは，管理を極めて複雑tてすることKなった。どんな大きな

規模の隊であっても，やはり 1ケ所で集中管理すべきであった。その意味でABCの分離は高度順化の

点はともかく作戦上からみれば大きな問題があった。特K今回の計画は東南稜ルートはあく迄も南壁隊

のサポート・ルートとして考えられたものでるっただけに，分離して指揮機能を:かけてしまったこと』丸

一つの隊であるという一体意識を稀薄Kするもと Kなった。

向ABCまでは高所キマンプで必要と恩われるすべてのものを荷上げしたので，不必要なものもかな

りあった。やはり B.Cをでるときもう少しテェックして合理化をはかるべきであった。

またこの種の大規模遠征隊tておいては，荷物の管理センターが必要であるが，その場合，特定の人し

かわからず，その人ヵヘ、なければ全体が掌握出来ない様なシステムKは問題がある。誰でも，何時でも

わかる様な管理システムを考えるべきであろう。

今回は帰国後の反省会Kおいても，若い隊員から管理システムKついてはその不備を指摘された。そ

してそれと共に行動の指示が長期的K指示されることなく，前日或いは前々 BI'L指示されることが多く

戸惑った，また任務の把握がしKくかったという指摘があった。(編者注:とく K第 1期~第 2期，第

3期以降はこの様なことはなかった)

全隊員がシステムの一員として動くためKは，荷物の管理システムを明確Kすることは勿論のこ と，

本部と第 1線で活動している隊員との間のコミニュケーションKはより意を用うるべきであった。言葉

をかえていえば，本部で考えていることが各隊員K親切な説明がなされなかったため，よく呂的を理解

せずK動くような結果Kなったということが出来，この点も今後の検討課題の一つであろう。

(2) 高度順化とタク ティックス

今回の計画は高度JI頁化K失敗したのではないかという様な評価がなされているが，果してどうであっ

たろうか。

アイスプ宏一ルの通行禁止の措置のためC1建設以降第 2期の前半Kは，かなり急な上り方をしJI買化

のベースをみだしたことは事実であり，錦織隊員の意識障害の事故などは，これが一つの原因Kなって

いたことは否めない事実であるかも知れないが， J願化が上手くいったという第 2次偵察隊と行動上どれ

だけの差がみられるか，比較図を作成した。

第6図は，中島寛隊員の第 2次偵察隊tておける行動と ，今回の本隊の行動の比較図である。中島隊員

は， 募金活動のため東京出発がおくれ， B. C入りはかなり無理した入山ではあったが， B.CI'L入っ
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てからは，秋の偵察時と較べて行動上大きな差は見られないことがわかる。第7図は植村隊員の比較国

で，この中には参考のためvc1971年の国際隊における行動図も入れてみた。 3本の線を比較すること

はまことに興味深いものである。

なお第8図は，出発時の最終計画であった基本計画第4案の行動表をモデJ.化し， 高度l際化のための行

動を示した計画図である。 第 9図の松浦隊員の行動図と対比してみると，本論の主旨である「計画と行

動の実際」が，一目瞭然である。計画の第 1期と 2期の高度JI原化が，アイスフ或ールの関係で殆んどな

されておらず. 4月中句K新第 2期計画として，急激vc7，000 mまで上らざるを得なかったことは， 高

度l願化の点では問題があったかも知れなL、。

今回は，不調な隊員が多く出たが，これらKついては主主術班報告K詳述されているので参照願いたL、。

タクティクスが原因か，本人の体質，又は他の要因KよるかKついては難かしい問題で軽卒Kは論じら

れない問題である。また各隊員の行動については別稿「個人別行動表」を参照されたL、。

向最後に今回， C 2で，第 3ステージでの計画を実施する段階で. C 2 vc滞在していたドクター・グル

ープから，高度l願化の見地から 8，000mのサウスコルK泊ってから一旦ABCVC下りてきて休養をとり再

度登り直す必要があるとの意見がだされたが，この点tてついては酸素を充分K使う計画Kあっては，高所

衰退でまいる前K登頂してしまった方がよい様K思われる。
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第8図計画第 4案モデル登頂予定図
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※ 

エベレスト南壁(南西壁)の登季と今後の課題

I 行動概要

1 隊員発表と今後の方針決定

小西政継

中島寛

南壁隊のメ ンパーが大塚登拳隊長から発表されたのは， 4月 17日夜の交信Kおいてだョた。メンバー

は，小西(リーダー)，藤田，大森田村，中島，加納，嵯峨野，伊藤，錦織の 10名である。そのとき

6600メートルの南壁ABCI'Lいたのは小西，田村，中島，吉 I11の 4名だけだったが，との発表を待ちK

待っていただけに，一瞬緊張した空気が流れた。

BC建設以来すでI'L2 5日がたっていた。前述のとお!?，スキー隊の事故，キャク・ツェリンの事故が

相次L、で，計画が大きく狂ヲたことは事実だが，そればか bでなく，全てヵ・喰手，後手を踏む形で進んで

きた。南壁攻撃を前提とした作業は順次進められてきたが，隊員の決定は先へ延ばされてきた。隊員のな

かからは， 自分のやっていることの意味があいまいで困るから早く所属を決定してほしいと Lヴ声が起こ

り，また二つの目的を同時に遂行するなら，作戦的にみても早く隊員を決定し，責任の所在を明確にすべ

きではないかとL、う意見も多く，度々そのような進言がなされたが，登肇隊長の方針により見送られてきTこ。

すでに 4月 9臼，小西，神崎が 6.600メートノレの昨秋の ABC地点まで偵察したのにひきつづき， 1 5日

Kは南壁ABCを建設し， 1 7日Kは，小西， 中島，吉川が南壁 7，000メートノレの軍艦岩までjレート工作

を行ない，ザイノレを固定してきていた。この時点での状況判断としては， ①昨年秋V亡くらべて壁の状態が

悪く，昨年秋は氷雪でおおわれ，ステップ ・カ ッティングで登れたところが，ことしは育氷あるいは岩が

露出していて技術的に困難が予想される，②したがって落石の危険が大きL、，③全体の動きが遅れている

ので一刻も早く本格的な攻撃体勢をつくる必要がある，とL、う三つの点が問題であった。

隊員発表が行なわれたとき，先の 4名のほか，藤田，大森，力日納，伊藤は下のABCI'Lお!?，幽段野，

錦織はCll'Lいたから，発表があっても登挙体勢はまるでできていなかった。荷上げKついても，当初か

ら隊が二つK分かれることを前提とした責任分担のはっき bした体制ができていなかョたから，南壁ABC

Kは，いざ登ろうVても登るための登準用具がほとんどあがョていなかョた。 4月 15自に中島，錦織とと

もK南肇ABCI'L入ったシェルパ2名は不調でタ・ウンして使いものKならなかった。そこで，発表のあっ

(編者注) 今回われわれの隊が試登したノレー トは，巌密な意味でいえば 「エベνスト南西壁」が正し

ぃ。この点Kついては本稿でも「南壁の概要」のところで詳述されているが，われわれの隊は計画の当

初よ!Jrエベνスト南壁」と発表して計画をす ふめた経線もあるので，本報告書でも 「エベレスト

南壁」として記述することKした。この点，ご了承願いたい。
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た翌 18日Kは，古川が別のシェルパ2名とともK下のABCを往復し，C2VCいた加納，伊藤も，荷上

げのためさらKー往復して南壁ABCVC入るというあわただしい有様であった。 18日，大塚，松田から

方針を聞いた後，小西を中心K全員討議(除く l暖蛾野，錦織)を行左ョて決めた今後の方針は次の乙お b

である。

(1) 当面は 8000メートルまでのルート工作K全力をあげる。

(2) メンパー編成をノレート工作隊と荷上げ隊K分ける。

ノレート工作隊は，①小西，伊藤，②中島，吉川， ③田村，嵯峨野の 3チームを原則としてローテーシ

ョンを組む。加納はフリーな形で随時ローテーションに加わる。 荷上げ隊は当面シェルパ 5名Kよる

荷上げを藤田，大森が指揮する。 錦織は体調悪く， 当面ローテーションからはずす。

(3) シェ Jレパは， ラクパ・ノノレプ(3 2才， ターメ)， ツェリン・ナムギャノレ(2 5才，ナムチェ). 

テンジン(3 2才，ナムチェ)，ニマ・ナムギャノレ(3 0才，クンデ)，パサン・ノJレブ(2 7才，

ナムチェ)で，当面は，逆ポァカを中心としてABCの態勢づくりを主な仕事とする。

純) ルート工作の進め方としては，いョきK波状攻撃をかけるよ bは，地道Kたとえ少しずつでもルー

ト君主伸ばしていくや b方宅?とる。

(5) 4月中κ8000メートルまでの到達を目指す。

2. ルート工作の進展と挫折

隊員が決定し， 方針も決ま ったため， 南壁ABCは久し振!JVC活気がみ左ぎ!J，早速南壁への前進が開

始された。 19日， 2 0日と小西，吉川，藤田，大森，加納，田村で距離こそ伸びなかョたが軍艦岩下約

150メートノレの氷壁部のトラパース・ Jレート Kザイルが固定され，一方， C 3建設のための整地が行な

われた。整地といっても，氷化した竪雪を月Ij!Jとってテントサイトをつくるのだから多大の労力と時聞が

必要である。昨年秋はここに4人用テント 1張を設けただけだったが，ことしは，登頂体勢をつくるために

は 4人用 5張， 6人用 1張のテントを建てなければならなL、。

ところがようやく盛bあが bが見え，次の交替要員として休養をとョた中島が， ABCVC入ョた 20臼

午後，東南稜のノレート工作からの帰途平林がスリ y プしたというエユースが入る。大森はシェルパととも

K早速救援K向かい，翌 21日Kは中島，嵯峨野が南壁ABCよ!J7300メートルの緊急テントまで，藤

田も C3まで数出の応援Kかけつけた。東南稜隊も故障者が多く入手が足 bず，判断力の要請される救援

活動KはシェルパをあてKできない以上，われわれKとョても負傷者救出が何よ bも優先されるのは当然、

てある。それKしても大した怪我もなかったことは幸いであった。

ところが，ホ y としたのも束の間，今度はC1で成田が心臓麻痩のためK急死したというニュ ースが入

!J，シ ョァ クを受ける。南壁ABCと下のABCVC分かれていた南壁隊も直ちVCCIVC急行する。あんな

K元気だった成田が，眠ったままの姿で自の前にいることは伺としても信じられない恩いだった。 22日

午後，成田K最後の別れをし，再びABCK戻るが，無力感が全員をおおった。

大塚登犠隊長は「現在の畳磐態勢を維持し，成田のためKも既定方針どお b前進しよう」という方針を
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発表したが，どういうふう K進めるかとい う具体的な方針Kついては何ら指示がなく，何となく上K残っ

たメンバ -VCまかされた形だっ た。南壁隊では リーダーの小西はじめ，藤田，大森，伊藤が成田の遺体搬

出のためVCBCVC下ることKな!J，不調の錦織も 一緒K下ること Kなった。 しかも下の ABCrc中島，加

納，聞取野， C 1 vc田村，吉川と 5人Kへってしまったメンパーも 2つKわかれてい¥，，，知恵が浮かばない。

それでも， 2 3日の休養日 VC，A B Cでは松浦はじめ東南稜隊のメンパーとかな bつョこんだ議論をかわ

すことができ，その結果， メンパー編成を従来どお bのまま，この限られたメンバーで両ノレート に最善を

尽くそうと いうこ とKなる。 幸い天候は安定した状態が続いていた。

2 4日，全員南壁ABCf'(入る。シ ェJレパは新たKカミ ・パサン(3 3才，クムジュン)，ニマ ・プタ

ール(3 5才.Jレクラ )，アン・ダワ(28才，ポノレチェ)， ソナ・ギャオー(2 6才，クンデ)の 4名

が加わる ことになる。われわれは， この 1週間の間f'(，何とかC4の位置を確定し， C 4を建設したいと

考えていた。 7500メートル付近は昨年秋の状態と異なり，すっかり岩が露出している。そのために昨秋

の偵察時にくらべて落石の危識が倍加しており，できる だけ新しいテントサイトを発見すべきだと判断し

ていた。

2 5日，田村を除く 4名の隊員とシェノレパ 4名で軍艦岩直下のC 3建設(4人用テント 2張)。加納

隊員特製のテント台をはじめて組立ててみる。台になるネ y トをポーノレKはめ込む作業が若干面倒なの と，

下から風Kあおられる場所では問題があるのではな L、かと感じられた点を除くと至極快適である。安定性

が高く，居住性がよいことから，今後，急傾斜の氷壁や岩壁でのテントサイト確保にもっと応用されてよ

いと思われる。この日， C 3 vcは吉川，中島が入る。しかし，中島の調子はあま bよくなL、。

2 6日， 27日と 2日Kわたョてルート工作K出るが，岩場でのフィァクス工作K手間ど!J， 7350メ

ートルまででひきかえず。中島の調子は悪く，ほとんど吉川が トヅ プ，酸素をはじめて使用する。

2 7日， AB  C vc下山する中島，吉f'(f'(かわ って今度は田村，加納，嵯峨野がC3VC入る。中島パー

ティーがテントサイトを発見したあと直ちK設営 という 手はずだったため，シェルパ 4名も上がる(木村，

野口 C3往復)。

2 8日，加納，嵯峨野は昨年秋のテント地(7500メートル)を こえて 7600メー トル付近まで登るが，

適当な テントサイトを発見することができず，途中に荷をデポしてひきかえす。

2 9日，成田の遺体鍛出のために BCVC下山していた小西，藤田，伊藤もあがってきて，東南稜ABC

で全員が久し振!JVC顔をあわせた。上から下ョてきた中島，加納らはあとを小西，伊藤パーテ ィーに托し，

C 4の設営と 8000メートルまでのルート工作Kついて話がはずんだ。しかしこの頃9 東南稜ABCでは，

成田の死亡Kよるショ y クも大きかョた杭そればか bでなく，かな b重い高度障筈患者の続出，全体とし

ての計画の遅れ，一方Kおける南壁の昨年秋Kくらべての状態の悪さなどの要因から，南墜を断念して東

南稜一本 Kしぼるべ きではなL、かという議論がでていた。また，住吉，中島両 ドクターから全体として高

度j厨ヒが不十分なので，たとえ東南稜一本Kしぼョても高度JI買化のためVC8000メートルまで登っていョ

たんCIVC下!J，休養をとョた上でアタ y クを行なわねば危険であ!J， このような作戦を とるためKは時

聞がかかるのでなおのこと東南綾一本にしぼるべきであると L、う 主張が強力 K出されていた。この時点で
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登警隊長は成田のだびのためK下山してお b.実質的 Kは住吉が隊長代行をしていたが，それも明確なかた

ちではなく，以上のような議論はけっして煮つめられず，上部Kおけるリーダーシシプは完全κ混乱し，

直面している問題を十分K検討し，隊の具体的な目標Kまとめあげていく責任者も組織もないままー穫の

H空白状態 Nがみられた。

南援隊では，先に決めた方針K基づき. C 4の建設こそ果たせなかったが，加納，噛俄野パーテ4 ーが

7600メー トルまでフィックス工作を完了して小西，伊藤パーティ-1'[パトンタヅチできたので，ょ うや

く歯車のかみあってきた感じを抱き，意気もあがっていT台小西らが8000mまて叩ル←ト工作をひきうけ，その間B

Cでは頂上岩壁行動プランが連日検討されていた。しかし，東南稜A B Cにいた小西，藤田，

伊藤は，住吉らの強い懇請もあって南壁への攻撃を中断し，東南穣ルートの支援を行なうというまョたく

ちぐはぐな動きを示していた。まョたく奇妙な事態であって，このような体制のもとできびしい岩壁K立

ち向かうことは到底できなL、。ヒマラヤKおける登山の原則はあくまでも組織的な攻撃であョて，たとえ

ば，このようなとき，自分はその意見K反対だといョてひと b飛び出していって壁Kとbついても登れる

ものではない。その人聞が仮bl'[超人的な体力と技術壮もっているとしても，食糧，装備の補給が左けれ

ば， 前へ進むことはできなL、。これが残念ながら今回の南壁隊の実際の姿であったが，今からふりかえっ

てみて，登山の実態K則したチームと体筒Ij-?くりがL、かに大切であるかを痛感する次第である。

ともかく，結果としてみれば，この時点で今回のわれわれの南壁登纂の勝負はついてしまったといえる。

しかし，一方において，南肇の今後の課題を考えようとするならば，その後のわれわれの行動をぬきにし

て語ることはできなL、。

3， 8050メートル到達と登禁中止

小西，藤田，伊藤が東南稜ABCで苦悶の毎日を送ョている間. B Cでは中島，加納を中心1'[5人のメ

ンパー全員で今後限られた期間内1'[1，、かKしてわずかK残っている登頂のチャンスをつかむか，全体とし

ての作戦の再検討をく bかえしていた。

計画立案のためのポイントは二つあョた。第 lは 8000メートルの C5から 8450メートルのC6 (最

終キャンプ )建設までのルート工作K何 日必要か，ということ，第 2は，最終キャンフ'1'[80K9の荷上げ

を行なう ヒとを前提とし. C 51'[3 50K9. C 41'[ 6 75 K9. C 31'[ 10 90K9の荷上げを行なうための補

給体勢を主主うつくるか， という ことであョた。

第 lのポイントについては，ひとつは隊員数の問題(全体で 9人であること).もうひとつはこの期間

K登れなけれは登頂は無理だとLづ限界線の問題(最終登頂日をモンスーン到来前の 20日とおくことと

荷上げ補給量の制限)の二つの点からつめていって，まる 4日のルート工作で乗bきろうというプランK

した。(この点Kついて，小西は最低2週間はかかるという観測であヲたが，岩壁の困難度Kついての分

析，検討は後輩参照。 )

第 2のポイント Kついては， シェルパを 14人Kふやし. 3チームのローテーションでフル稼動するこ

ととして手配をすませた。
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これらの検討を行なう上で，東南稜隊qヲ動との相互の関連が問題とな!J，東南稜からの登頂が行なわ

れたあとは南援K全力を集中する形K なるので，①南壁隊Jレート工作チームの控えメンバー，~荊上げが逓L 、つ

かない場合の要員とし℃ 東南稜隊メンパーのサポートを 期待した。この線をもっとも強力に主張した のは東

南稜隊の松浦で，アタ ックK出発する際Kも 「下 bてきたら荷上げでも何でもやョてやるから頑張って く

れよ Jと固い握手をしていョてくれたのは何とも心強かョた。

最終的VC5月 6日，A BC VCおいて小西隊員以下全員で確認した計画案は下記のとお りである。全体と

して 2段階Kわかれ， 5月 19日登頂という線を目標とした。

li!Pち計画は，東南稜隊の第 3ステージK相当する，第 1段階 (5月5日-1 1日，8000mまでのルー

ト工作と 7500m迄の荷揚げ )と第 4ステージに相当する第 2段階(5月 12日-5月 19日，8450m 

迄のルー ト工作と荷揚げ，アタ y ク )VC分れ

OJレート工作隊は A隊 (小西，伊藤)

B隊 (中島， 古川 )

C隊 (加納，噛峨野)

C病 上隊は S隊 シェノレパ 5名

T隊 、ンェルパ 5名 の 3隊K分け， 藤田，田村， 大森が夫々の荷揚げ隊を指揮するこ

U隊 シェノレパ 4名

とKしたが， 実際Kは，伊藤の不調もあって，ルート工作隊も下記の通 b変更し，サポート の、ンェルパ

隊も夫々下記の如く編成さ れた 。

Oルート工作隊 A隊 (小西， 吉}'I) 

B隊 (加納，嵯峨野)

C隊 (中島，田村)

0荷上 隊 A隊 ラクパ ・ノ ノレプ(3 2才，タメ)，ラクパ・ツェリン(3 7才，タメ).ギル

ミ(2 7才，ナムチェ).ダワ ・ス ンダ( 3 0才，チャウリカ Jレカ)

B"隊 カミ ・パサン(3 3才，クムジュン).カミ・ノ Jレプ(2 7才，ナムチェ). 

ツェリン・ナムギャ Jレ(2 5才，ナムチェ).ダワ ・ウ 1 ンチュー(3 4才，ゴ

ミラ)ニマ・プター Jレ(3 5才，ノレクラ). ラクパ ・ノルプ(3 5才，クンデ)

c'隊 ソナ・ギャオ(2 6才，クンデ).アン ・ミンマ(2 4才，Jレクラ).アン・

ダワ( 28才，ポJレチェ). ペンパ・ ツェリン(2 8才，クンデ ).ニマ・

オングュ(2 3才，タメ)

の編成でJピ隊がA隊を.B隊が B隊を.d隊がC隊をサポートするローテーシ ョンをとった。

5月 3日κ再び行動を開始した小西， 伊藤は，シェ ルパ 4人を伴い. 4日C3VC入!J. 5日， 6日と 2

日閣の荷上げの結果 7500メートル地点VCC4を建設した。適当なテントサイトを発見できず，結局 ，昨

年秋のテントサイトを整備し，テント 台を設置してテントをセ γ 卜した。

-98-



伊藤の調子があま bよくないため，急拠吉川と交替することとな!'J，小西は 6日， 7日と 単独でcoc

滞在， 7日， ABCからいョき VCC 4入 bした吉川と組ん で8日よ部のノレート工作K出発した。

この 日，フィァクス用の ロープが重く，ピァチはなかなかあがらなかョたが，それでも午後2時κは

7800メートル地点K達した。しかし， 落石の危険が大きく ，一方，傾斜は急でも昨年秋はキヅクステ y

グのできる氷雪だョたものが完全に岩が露出してお!'J， ロート状の岩盤部は逆層の花樹岩でハークンもき

かず，とうとう 7800メートル弛点でひきかえさざるをえなかった。小西は帰幕低 「岩登 bでこんな微

妙なバランスを強いられたのははじめてだった Jと感想、を述べていた。

しかし，ローテーションどお b後続した加納，嵯峨野パーティ ーは体調もよく酸素を十分K使ョてピ y

チをあげ， 1 0日， 8050メートルの頂上岩壁基部まて雪リ達した。ノレートは昨年秋の偵察時Kは二股の右

ルンゼK入ョたのK対し，今回は分岐点上部κ見られるピナクルを越えて左上へと登 b上部岩盤の基部κ

達するルートをとョた。

そのときの行動概要を以下，嵯峨野の手記Kよb報告しよう 。

r 5月9日，シェルパ 2名と共K第 4キャンプK入った加納， 嵯峨野の 2名は，シェルパの ニマ

プタ +ノレ(35才， ノレクラ ) ， ラクパ・ノ Jレブ (35才， ク ンデ 》てザイル8本たもたぜ， 各自 フラン

ス製酸素ポンペ一本を携行し 2.e/分を使用して第 4キャンプを出発した。ルートは昨'日，小西隊がと b

つけた固定ザイルをたど!'J， 7800mよb加納隊員がト y プでザイル工作にかかョた。小西隊は引返し点

付近でかな bの苦斗を強いられた様であるが，我々のザイルは順調Kどんどん伸びた。この付近一帯は順

層の岩盤であるが，ルンゼの中心部は浮石VCよb少h滑らかになっている。この中心部を直登すれば，難

かしいので，我々はこれから の長い畳饗を考えて，比較的楽なルートを左右K選んで登撃した。二股よ b

昨秋の通 b右のクーロアールK入るか，左Kいくかは，大きな問題であったが，我々はアイゼンを携行し

ていかなかったので，クーロアールの中心線K近いところに残っている氷雪を避け岩登 bを行うことKし

た。そこで，二股の上部K見られるピナクルの上部K出ることを考え左クーロアールの雪渓をステ y プを切

ョて横断した。この左クーロアールの雪渓の右岸，左岸は，砂まじ bのもろい岩場であった。二股分岐点

上部Kみられるピナクルの登 bは，下部スラプ帯K較べて傾斜は強くなったが，それ程困難のない階段状

の岩場であった。そのために登撃のスピードが早く，セカンドはザイルを出すのが大変で，からむ長いザ

イルVC苦労した。ルートは分岐点よ bピナクルの右側援の凹角を登 ったが上部K出る簡単なノレートとして，

ピナクルよ b上部岩壁の基部に続くリ y ジ状の岩場Kルートを求めた。こうして分岐点よ b固定ザイル

350 mを伸ばすと，ピナクルの頂を下K見下ろすよう Kなb凹角部が終b側壁となった。この地点から

昨秋のルートを見ると，昨秋の最高到達点Kつけた赤いザイルが眺められ， 8000メートルラインK入っ

たことを知った。この地点から固定ザイルも最後の 50メ一一トノレ 2本κ左!'J，倶ij壁よ bリシジ上K出る

ため左上K向い最後のピ yチに入!'J，ハーケン 2本を使用して 8050用地点のリッジ上K出ることができ

た。ここはイエローバンドの黄色のもろい石があ!'J，ハークンのき1.VCくい岩場であった。時聞はまだ正

午前で2.e/hの酸素使用であれば，未だ 1時間位の登挙は可能と思われたが，携行した 8本の固定ザイ

ルをすべて使い果たしてしまったので，引返すことKした。
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こムよ b上部を見ると，傾斜が徐々 K増しながら正面上部岩壁K続いているが，岩層は!願層と思われ，

上部岩壁の基部Kは第 5キャンプのキャンプサイトもテント台を使用すれば可能であ b，ルートとしては

可能であるよう K思われた。

そこで我止はこれより上部のノレート工作とキャンプサイトの決定全後続の中島隊K托し， ABCへと下

山の途Kついた。』

力日納嵯峨野のあとか追って， 8000メートル地点VCC 5を建設するための最小限必要な装備(酸素ポ

ンペ 8本，ブタンカートリァデ9個，食糧 1カートン，登はん用具若干など)をもョた田村，中島パーテ

ィーは， 9日C3VC入 b， 1 0日，加納たちの帰 bたC 4で迎えた。 C4から下は急角度に岩壁が落ち込

み，真下K広がるウエスタン・クームのまん中VCABCの一団のテントが豆つ」誌のよう K見える。加納，

嵯峨野は小西パーテ 4 ーの到達点から 50メートルザイルでさら VC9ピ y チノレートをのばし，持ちあげた

ザイルを使い果たして下山 してきたという。昨日の小西のあまり Kも絶望的な報告で頭由礼、っぱいだった

ところ K一 条の光がさ し込んだ感じだった。

ところが，テントの前で打合わせを している最中，自の前K落ちてきた頭大の石が割れ，コブシ大の破

片が中島の左ヒザKあたった。不覚だった。羽毛服を通しての負傷左ので割合軽かったが，それでも直径

5ミリほどの傷口があいている。骨K異常がなさそうなので，と Kかく明日に備えて休養する。

この 自，下山中の加納が軍艦岩からの下bて背後から落石を受け，今後の行動は不可能，骨折の心配も

ある怪我脅したという。急転直下の暗然たる気持ちーこれが最後になるのだろうかと思うと，自らの不

覚の大きさを痛感する。

冷静K考えれば，この程度の負傷ですんだこ とを喜ぶべきかもしれなかった。しか し， 翌朝，隊長命令

で下山がきまったときの無念の気持ちは忘れられない。その翌日， 5月 11日夜，最終的K南壁攻撃中止，

撤収の方針が示された。

E 問題点と今後の課題

一今後の攻撃のためのノートー

1.はじめに

以上の行動概要でみたとお b，南援攻撃の中止は，直接的Kは，中島，加納の同じ日K相次いで起こっ

た落石Kよる負傷事故に基づいてなされたものであ b，今回の失敗の原因は，①時間的な遅れ，②落石の

危険が大きかったこと，の二点K求めることができる。

たしかに， 1 969年ポストの第2次偵察隊の時の状態と比較してみても，落石の危険という点では比較

Kならなレ位悪か った。しかしそれではも っと時間的な余裕があ b，また落石の危険さえ左か ったならば

成功していただろうかと考えると，決 してそれだけで解決したとはい Lえない。他Kも種止のより本質

的と思われる原因があったーように思われる。

われわれが問題Kしていた点は， 8000メートル以上Kある上部岩壁であ った。 しかしながら今回はこ

の岩壁Kは，残念泊三ら一指だK触れることができなか った。それ故，南壁攻撃のキ ーと念る部分KつL、て
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は未だにベールKつ Lまれているとい ってもよL、。 しかし，エペレスト の南壁は， 当面の攻撃目標として

今後とも益企注目されるであろう し， またそれだけの価値をも っている。そこで， こLでは，われわれの

ささやかな紐験と観察，失敗の原因，やろうと してやれたこと とやれなか ったこ となどを出来るだけ客観

的K記して，南壁攻撃の可能性についての検討を行ない，今後の攻撃の際の参考κ供したいと思う。

2. 南壁の概要

英国隊が初登頂した東南稜，そ して米国隊がこのエペレスト K於て縦走K成功した西穣， この二つの巨

大な山稜K挟まれた岩援が一般的にエペレスト南墜と称されているものである。広大かつ急峻Kそびえ立

っこの東南稜から西稜Kまたがる大岩壁は，細かく観察すると岩壁中央部K一本の岩稜をおと し， この岩

壁を二分しているのに気がつく。正確な名称をも し付けるとしたら中央部の岩稜を 「南岩稜 Jとし， その

右壁が南壁(東南綾~南岩稜 )，左援が南西壁(南岩稜~西革委 )と いうこ とになる。今回，われまオもが選

んだノレー トは南墜と呼称していたが，正確にいえば西稜と南岩稜Kはさまれた「南西径」である。事実

1971年の国際登山隊は 「南西壁」 と呼称していたが，われわれの場合は計画の当初より南壁と呼んでいた

ので，この報告もそれK従うこ とKするn

われわれの目指した南壁 (南西壁)の高度差 (頂上8848メートル， 基部 6700メートル)は約 2150

メートルo この岩壁を 6700メートル地点，すなわち南西畢基部から見上げると，まず 2:tの小岩稜K挟

まれた中央部の巨大な 凹状岩壁が一直線K8000メートルまでせ bあがっている。中央凹状岩壁の高度差

は 1300メートル， 7000メートルの軍艦岩をこ して 7200メートル付近まで春季，秋季とも氷雪または

蒼ヲiJ<~ておおわれ， 7200メートル-8000メートルまでは岩壁または岩と氷の結合帯とな っているのがオ

リジナル左状態である。秋期(1 96咋)は取付から 8000メートルまで全て氷雪でおおわ九 1970年

の春期は 7200メートルま では氷雪; 7200メートル-80 00メートルまで岩壁であ った。

この中央凹状岩壁最上部の 8000メートルラインから上部は西稜から南岩稜へ横切るように垂直の岩壁

の一大城塞が天空高くそびえ立っている。こ れが上部岩壁であ b高度差 300- 400メートル，幅 800

メートルの険悪なオーバーハングK飾られた大 フェースである。この垂直の上部岩壁こそ南西壁の技術的

困難さの象徴であ!J，南壁の成功，不成功を握る重要左ポイントである。この上部岩援の基部K立ち，上

部を見た限 bではアルプス革みの高度な人工登拳のテクニァク由主要求される困難な岩場であ った。

上部岩壁が終る 8400メート ノレの上Kイエローパンドが斜度40- 4 5度で広大に広が!J，その上Kパ

ットレス状の頂上岩盤があ b南壁は終る。

ヨーロタ パアルプスの北壁を 7000メートル台Kのせ，その上KさらK8000メートル以上の大高所K

900メートルの岩墜を積み重ねたもの と表現すれば， この南壁のスクールの大きさがはか bしれるだろ

う。

3. ルートの概要と選択上の問題点

南壁からエペレスト登項を果たすKは，どのようなルートをとることができ，どのようなルートが望ま
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しL、か。ノレートは，大きく分けて， 6700メートルから 8000メートルまでの下半部と 8000メートルか

ら頂上までの上半部の二つK区分される。このうち下半部はすでK 1969年秋と 197併手春の 2回Kわた

ってトレースされ，かな b細かL、部分まで判明している。そればか bでなく ，岩壁の形状，落石の危険，

テントサイトなどの諸条件を勘案してみて，われわれの採ったルートがほぼ最上のものと明言することが

できる。この点については， rテクニカノレ・ノート Jにおいてルートの概要，グレーディングを記してお

いたのて参照していただきたい(pp・“109-110 )。

しかし， 8000メートルから頂上までの上半部Kついては，この査察の核心部である Kもかかわらず，

依然、として未知のままである。したがって，あくまでもわれわれの観察に基づいて描いた予想ノレートであ

るが，以下， 8000メートルから上部Kおいてどのようなノレートが考えられるか検討してみよう。

中央凹状岩壁基部8000メートルからイエローパンドがはじまる 8400メートルまで垂直の昇風を立て

たようにしてそそ b立つ上部岩壁は，高度差 400 メートルの巨大な岩壁である。この岩帯状の上部岩墜

をよく観察すると正面のフェースを挟む 2本の直線的な稜角Kよ!J3つのフェースK分けることができる。

西稜側から左フェース，正面フェース，右フェースと仮称したとすると，左フェースは西稜~左雪田上部，

正面フェースは右雪国上部，右フェースは右雪国右端~南稜までである。基部よ b見上げたこの上部岩壁

は垂直の一大フェースであ!J，しかもオーパーハングで飾られている難壁である。技術面のみとらえたと

してもアルプス‘の三大北壁Kおける登掌並みの高度な技術が要求されるこ とはまずまちがいのないこ とで

ある。その上，この登零は 8000-8400メートルという大高所Kおける 6級の垂直登撃であ!J，しかも

規模が大きいためK 1日か2自のいわゆるラ γ シュタクティクスによ って抜けきるこ とは難しし第ーに

は，登竜募者Kとって大き左生酒句負荷がかかることが予想され，第二Kは荷上げの問題を解決しなければ

左らないので未知の困難度がプラスされる。ルートとしてはほぼ次の三つが考えられる。(第2図参照)

① ルート

7850メートル地点から西稜Kつきあげている左雪国から左 フェース左端を登るルートで，イエロ ーパ

ンドまでの高度差 200-250メートルとL、う上部岩壁中最も岩撃の高度差の短いルートである。この

部分のルートはアンサウンドロ y ク気味の凹状を呈し，技術的困難度は 4級-5級と考えられる。上部岩

壁をぬけきるとしたらも っとも労力が少なく，その意味でもっとも可能性の高いノレートである。しかしル

ートが左端Kよbすぎ，登挙ルートとしてすっき bしないこと，イエローパンドKでてから山頂までの登

祭距離が最 も長くなるという不利な点もある。

② ルート

左フェース中央部に見事な 1本のチムニーがイエローバンドまで一直線K走 っている。困難度は 5級の

フリークライム。高度差 300- 350メートル。厳しい困難が予想されるが上部岩壁中もっともすっき

bしたノレートと考えられるだけにクライマーにと って魅力的である。

③ ノレート

右雪田から上部岩壁基部K達し，基部の氷雪壁を右K大きくトラパース，南岩稜側の右フェース右端，

あるいは南岩稜たたど ってイエローバンドK達するノレートである。(1 971年プレモンスーンの国際隊は
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このルートを採ろうとしたが 8300メートル附近の南岩稜取b付き直下までで彫塁している)。このルー

トの困難度は基部ま で行って見ていないので，はっき bしたことは言えないが， ②Jレー トより 低いことは

健かである。しかし南岩稜にしても連続する垂直の岩塔は一つ一つが 50メートル以上あると考えられる

岩稜だから，やさしいという ことはできまL、。この③ルートの有利性はイエローパンドから山頂までの登

響距離がも っとも短かL、直線で結ぶ ことができ ，なおかつ南峰付近で ぐっと難度がやわらぐ南岩稜上部に

す ぐエスクープできそう だというこ とである。有三利な点は右雪国最上部から南岩稜付近までの大 トラパー

スである。したがって③ルートを採用した場合には，取付地点にキャンプを設けるだけでなく， 途中の

8000メートルラインK前進キャンプを設置しなければならなく左 ってくるだろ う。

今回のわれわれの畳警は，結果的Kは②ノレートをとって 8050メートルの岩壁基部で終ったわけである

が，当初頂上への予定ルートとしては， 高度差のも っとも少ない①ルートからイエローパンドにぬけ，

8400メートル地点K最終キャンプ設置，大きくイエローバンドをトラパース， 南峰からおちるノレンゼ

K入!J，東南稜Kぬけるというルートを措いていた。

あとから，この頂上へのルートをよく検討してみると考え方が甘かったことを認めざるをえない。南壁

のサポートルートがあくま で東南稜とい う大前提があったためこのようなルートを考えたが，第一κこの

大 トラパースは危験だし，もし， この①ルートをとるなら西稜側I'Ct友けるべきであるう 。今後計画をたて

るKあたっては南壁のルート選択とサポート のあb方を有機的K結びつけて考える必要があろう。

4. 落石，雪崩の危険性について

南壁の登響Kとって，ルートの困難性もさることながら，落石の危険が大きいこと Kも注意を払う必要

がある。今回も， 2名が落石を受けて 軽傷を負ったわけであるが，一般的Kい って，雪の多いときは落石

古りPな く，雪の少左いときは多くな る。これを登山期間でみる と，ポストモンスーンの場合は割合いに少

なし プ レKは多いという傾向がみられる。しかし，これもその年k の気象条件K大きく左右されるので，

そう決めてかかることは危険であろう。

落石の発生源となる部分は上部岩壁一帯であるが，われわれの採っ たルートでみると， ①軍艦岩上部か

ら軍艦岩雪国K落ちるもの，②上部一帯から 7200メートル附近の雪国K落ちるもの，イエローバンドか

ら中央凹状岩壁K落ちるものの三つが主として警戒すべきクースである。今回東南稜から登頂した松浦，

植村の観察Kよれば，稜線ならびKイエローパンド附近は 、浮 石の 巣 グとのことであ!J，南壁登著書Kお

いては常K落石の危険K悩まされざるをえなL、。これが，さらK上部岩壁でルート工作を行なう よう Kな

れば，人為的な落石をもたらすととが多くな bがちであることも注意を要する。

落石の危険を考える場合I'C，とく K大き左問題はテントサイトの選定とテントの落石対策である。われわ

れの採ったルートでみると， 箪厳岩と称する岩壁帯直下に設けたC3は軍艦岩によ って落石の危険をま

ぬがれていて十分K安心できる場所である。また 8000メートルK建てる予定だった C5も，上部岩壁直

下K深く入 bこむか， 1969年秋の偵察時K発見した右クーロアールを直上した 8000メートル地点の雪

のついた鞍部(1971年春の国際隊はここをテントサイトにして快適だ ったとのこ とである)のどちらか
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を選べばよく，いずれの場合も落石を避けることができる。問題は主要左中継点となる 7500メートル地

点の 04である。この附近は， 1969年秋のときは雪と岩のまざ bあ った状態であ ったが，今回は完全K

岩が露出していた。ここ Kは平坦なキャンプサイトがないため，今回は第 2次偵察隊の偵察結果K基づい

てジュラルミンのテント 台を用意して使用したが，今のところキャンプサイト設置はこの方式が最上の方

策と考えられる。左お， これは， 1 97 1年春の国際隊のときKも残 っていて再度 使用されたそうだが，ま

すますその有用性が実証された。それと同時~，落石と降雪時の雪崩K対する対策も十分K講ずる必要が

ある。

左右の小岩稜Kはさまれたルンゼ状のこの附近は落石，雪崩の通路であ b，これらの危険をさける ヂE角

もみあたら左いし，南壁攻撃でこれらの中継キャン プを短期間ならともかく，長期間使用するとなれば，

即大きなアクシデント K直結するだけK真剣にこの対策を考えねばなるま L、。 1969年秋K設置した 75

00 メートルの天幕~ 1970年春再びおめ Kかか ったが，落石でズタズタK引きさかれた支柱が，かろう

じて残っていたという状況であ った。少なくとも天幕を落石から守るための防護用のカバーはとりつける

必要があろう。なお 1971年の国際隊の時1'(，我々の天幕の支柱やテント台が残っていたととを考えると，

モンスーン中の降雪時Kも，この中央凹状壁の雪崩はそれほど大きなものではなく，表層雪崩程度のもの

だということがわかる。

今回われわれの隊では， この落石K対しての対策用具が間K合わず今後の問題点として残 っている。ま

た， 1970年春は全般的K天候に恵まれたと考えられるO 大きな降雪Kも見舞われなか った。しかし，ひ

とたび降雪があればこの 7500メートルのキャンプサイト附近は雪崩の通路K左ることが予想される。そ

の点K対する考慮も十分Kしておく必要があろう。

5. プレモンスーンがよいかポストモンスーンがよいか

エペレスト攻撃の時期としてプレモンスーン，ポストモンスーンどちらが有利かということであるが，

これは結論的Kい ってやは bプレが有利であるう。

冬迫る秋のエペレストの寒気は厳しL、。ポストモンスーンの攻撃においては 10月末が登頂期Kなろう

が，その時点の気温は6700メート λイ色点 (AB 0 )でマイナス 30度， 7500メートル-8000メート

ルではマイナス 40度Kも下る。そして 8000メートル以上の稜線K吹きつけるジ x 'JI トストリームは凄

じいの一語κっきる。

しかし，一方，この寒気で浮石，氷塊が凍bっき落石が少左いという有利性はあるが，これは登頂の決

定的ポイントとはいえな L、。

これK対して プレモンスーンはポスト K比べると 10度-1 5度位温度は上 b，登挙はぐっと楽Kなる。

そしてモンスーン直前K訪れる素晴しい天候Kも恵まれる。

この点Kついては登挙者の心理的側面Kもっとも大き左影響を与える。即ちポストモンスーン季は寒気

にしても風K しても日まし K酷しさをましてくるため~， 自然条件K追いたてられるという精神的な圧迫

感が伴う。 1952年秋のスイス隊の記録は，これがスイス隊の最後のチャンスだという切迫感が大きか っ
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たとはいえ，きびしい寒気と風に追いたてられる登懇者の心理をよく 示している。それに対してプレモン

スーンの場合は，過去の例では 100%とはいえないが，ほぼ確実Kモンスーン直前の無風快晴の好天が

あ!J.それKあわせてアタ y クを行左える とい うこ とで， 登撃者の心理的負担をか左 b楽Kしてくれる。

したがってエペレストのポス ト， プレを続けて体験してみてエペレス トに限らず 8000メート ル峰なら原

則として， プレモンスーンを選ぶべきであるということができる。

したがってポストモンスーンを選んで攻撃を行左うこ とは，その意味で，別の一つの課題への挑戦であ

るとL、えよう。

6.上部岩壁登撃の技術的問題について

エペレスト南西壁登警のカギは，イilJと いっても 8000-8400メートルの上部岩壁をL、かKしての bこ

えるかというところKある。しかも，ここをの bこえた 8400メートル地点K最終キャンプを建設する必

要がある。こ のルート工作は最低 2週間はみる必要があ!J. このため Kは. 8000メートル附近~， 500 

K9以上の荷を集積する一大前進基地をつくることができるかどうかがわかれ目Kなろう。上部岩壁登挙が

いかにきびしい岩壁登祭Kなろうとも，補給を確保できなければどう Kもならな1.OJ 吃の意味では，8000

メートルまではシェノレパを プノレK使 うことが可能であることは実証されているが，上部岩壁のルート工作

も， 8000メ ートルのC5~多数の隊員がつめていて，次々にル ート 工作隊を波糊句 K送 b 出すことは，

酸素をはじめ荷物の補給を円滑に進める上で無駄が多く ，得策で念L、。この点からみても ，1.、かKこの岩

壁に多大な労力を要し， 時間のかかることが予想されると して も，隊員数をふやせば解決するというわけ

にはL、かない。 8000メートルから上部のルート工作の閤渚で 8- 1 0人の要員がフルK活動できるとい

う状態が最上であろう。

上部岩壁のルート工作と荷上げの主力は隊員があたらなければなら左 L、。隊員はそれを行左う K足る体

力と技術を身Kつけていなければなら左いが，そればか bでなく ，今回日本山岳会が開発した酸素管のよ

うな方式を積極的K採 b入れ，ボンベを背負ったセカンドが確保とあわせてト y プK対して酸素管を通じ

て酸素を送!J. トシプは酸素補給を受けつつ身軽でノレート工作Vてあたるとい った新しいアイディアをさら

κ実用化するとい った工夫が必要であろう 。少なくとも，上部岩壁のルート工作は，従来のものを前提と

する限b酸素ポンベを背負って行なう というこ とは不可能であ!J.また一方，酸素補給なしで行左うこ と

は危険である。

上部岩壁の岩質は固く，ヌメ γ としたスラプ状でリスK乏しL、。したが って，ロ y クハークンよりもボ

ルト連打というクースが多く 左ると想定される。このきびしい作業を酸素補給なく行なうことは危険とい

うべきであろう。もし仮!J~上部岩壁にザイルが固定された状態において，ユマール登馨で登ることを考

えても，ボンベ一本背負-:>-c:.登る とすればそれだけで大変な労力を要する。今回の計画では， この上部岩壁

K ロー プのかわ!J~スチーノレの細線をよ ってつく っ た特殊左軽量パシゴをセ y 卜する予定であっ た。なK

も時聞のかかるハシゴなど とL寸主張もあ ったが，ユマ-Jレ登号室のきびしさと危険を軽減し， 登下降の安

全性を確保する Kは，ハシゴは重要左武器といえよう。
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次κ前述したよう~， この上部岩壁ではポルトの使用が多くなると考えられるため，例えば，ピルデ 4

ング建築現場などで使われているドライグイァトを応用した「ピストノレ式埋込ボルト」的なものを考案し，

一発打てばくさびが壁Kセァ卜されるよう Kなれば可能性は著しく高くなるだろう。

それから，この部分の荷上げも大きな問題である。固定ロープとか三つ道具だけでも馬鹿tてならない重

量K左るから，荷上げをスムーズK行なえる人工的な方法も工夫すべきである。今回は，普通K使われて

いる滑車を動滑車として利用するという考え方Kとどま ったが， 8000メートル以上の高度Kおいて手動

の滑車を操作するこ とは，労多く して 益が少ないこ との方が多いだろう 。ま たクープル方式をはじめ動力

を広いて荷上げを行なうことは，過去 196拝のアメリカ隊でも失敗しているが，今日の技術水準では気

圧の関係で現実的に無理であ !J，この点今後K残さ れた課題である。

ス 荷上げとシェルパの問題

荷上げの問題は，計画推進の物質的基礎である。荷上げがとく K大きな意味をもち，荷上げの巧拙が登

聖書の成否V亡大きな影響をもっところに 8000メートル峰登山のひ とつの特色がある。今回のわれわれの場

合Kは，荷物の総量がきわめて多か ったばか bでなく，作戦直でアイスプ才ールの通行を一時的κスト y

プするため~， 6050メートルの C1~それ以上の行動K必要な全荷物を集結させるこ と Kした こ と，お

よび計画がかな b進んだ 4月17 日の段階で隊が 2 分されること Kな っ たことのため~，荷物の管理の面

でかな bの混乱がおこ!J，荷上げの流れも乱れることが多かった。 この結果BCから荷上げする必要のな

いものが荷上げされたり，酸素器具が当然、あがっているはずなのKデポ地点K残 っていた!J，あるいは食

糧があと何日介残っているかが最後までっかめなか ったりとい った種kの障害が生じた。荷上げの管理は，

いちど混乱しだすと，と bかえしのつかない状態に陥 bがちであるので，荷上げについては，①荷物を掌

握する中心を明確にし，できれば管理者を設けること，②二つの目的をもった隊では，こと K最初から荷

物をふたつK分けて管理する必要がある こと，③隊員全体が，ルート開拓と荷上げを一体とした認識をも

つこと，できるだけそれを可能にするリストの作成方法などを検討する必要があることなどK注意しなけ

士Uまならな L、。

街上げの中心的な担い手はシェルパであって，荷上げの管理を巧みK行なう Kは当然シエノレパを上手κ

管理し，そのもっている力をフルK活用させるということを抜き Kしては考えられない。今回の南壁攻

撃Kおいては，当初のシェルパ 5人，最終邸皆 14人と，それもようやく Kしてひね b出した人数であっ

て，これではとうてい上部岩壁の工作Kとbくめる態勢Vてなか ったことを卒直に反省しなければならなL、。

最終計画の予定では，隊員 9人K対し，シェルパ 14人のローティションを作成したが，隊員対シェルパ

の人員比は，これが最低であ って， 1. 2ぐらいの比率ならばよ bスムーズK運べる。

また，シェノレパの選択基準としては，ルート工作をシェノレパにやらせるということをまったく考えない

でよいからかえって，若さと体力のあるシェルパを優先させるべきであろう。南壁の場合でも， 8000メ

ート Jレまでの荷上げは，シェノレパKよって，酸素なしで十分やれる。しかし，シェルパの活用にあたるては，

サータ・ーの役割が重要である。今回は，隊が二つにわかれて，シェルパチームもわかれたにもかかわらず，
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南壁隊独自のサーダーをもたなかったことは致命的であった。このへんに今回のエクスペディション全体

の性格が端的K現われているかもしれないが，計画にあたっては， 2手先垂範，登馨能力のすぐれたリータ:.._

の発掘，確保が重要である。

8.隊の規模とチームの問題

先述したとお!J，隊員の資格としては， 8000メートルからはじまる上部岩壁を登るだけの技術と体力

をも っていることが第一条件である。さらK超高所で十分陀能力が発揮されなければ意味がなL、から高度

順化がポイン トKな!J，確率的VCI.、えば， 8000メートルの経験者であるこ とが望ましい。 しかし，計画

の立案にあた っては，順化能力の面で個人差が大きいとはいえ， 1ヶ月以上の登山活動を通じて， 8000 

メートルVCC5ができた段階でははじめての者を含めて全員が高度順化を完了しているよう Kプランセた

てるべきであ!J，それは不可能なことではな L、。

それ以上K大切なこ とは，たと え岩壁登はんのテクエァク VCI.、かKすぐれ，あるいは抜群の体力をも っ

ていても，ただそれだけでは隊員として適わしくないということである。準備の段階から登山活動，さら

K事後便盟まで，ひとつの登山隊が行左わなければならない仕事はぼう大である。これらはL、ずれも多く

の人身の協力をあおがなければなら左いものであるが，それを推進していく 主体はあくまでも隊員である。

したが って隊員は，単なるクライマーとしての能力だけで左く， これらの仕事を全体の動きとのつながり

の中でとらえ，十分K処理していけるだけの企画力，判断力，接渉力，事務処盟能力といった社会的能力

を備えている必要がある。これらの作業でのちょっとした失敗が他の者Kしわょせされる度合いはきわめ

て大きなものがあ!J，チームワークの基礎を確立するため Kもこのこ とをおろそかKすべきではなL、。

一方，技術とか体力とかの要素は，チームの作業のなかでしか発揮できないし，高度の影響を著しく受

ける環境のなかで評価しなければ左らないから，既成のワク Kとらわれず，弾力的に考える必要がある。

例えば今回の南壁攻撃のなかで次のようなことがあった。 5月 6日1人で酸素もなく 7500メートルの

C4VC泊まった小西は，その翌日 C2からいつきに C4VC上がってきた吉川と， 8日上部のルート工作に

出発した。しかし，彼らは 78()>'。メートル地点で傾斜のました逆層ぎみの岩壁にノレートをはばまれ，落石

の危険も大きく下山した。小西は南壁ABCVC着いて 「こんなきびしい状態K立たされたのは，この4-

5年ではじめてのことだ」と語っている。高度順化もうまくいき，岩壁査は んの実力Kついては自他とも

K第一人者と認めていた小西の発言はけっして感情的な，気まぐれなものではないだけ K重要視されなけ

ればならなL、。 しかし，その 2日後，同じルートを工作K出た力日仇嵯峨野は難なくその個所をこえ，

8050メートルまできわめて短い時間で到達している。仮!JVC高度の影響を考えても，岩壁登撃の実力や

ルート工作の技術Kおいて客観的Kみて小西，吉川パーティーの方が加納，峨嵯野パーティーよ b上であ

ったと考えてよL、。それが何故，この 7800メートル地点のルートの評価K差異をもたらしたか。そのも

っとも大きな理由は，小西隊がその直前の数日閣の行動Kかなb無理をしていて，完調ではなかったこと

があげられる。そのため K彼らがルートファインディングの面で正確さを欠いた点は否めな L、。しかし，

それ以上K大切なことは，その時点Vておけるチーム全体のムードあるいは接bあが bとの関連であろうと

思われる。先の行動概要のなか Kあるように，隊としての方針が決まらず，南壁の攻撃は中止すべきであ
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るというムードのなかで行なわれた小西隊のルート工作と，何とかねばるだけねばるうというす っきbし

た意欲でぶつか った加納隊のそれV'C，はからずも大きな開きが現われたこと K注目する必要がある。

これは一例であるが，隊員の資格とか要件をリジ γ ドK考えるよ bも，どのようなチームをつく!:J，ど

のような方針で攻撃するか，とい った基本方針が明確Kされているこ と， およびその考え方がどれだけ隊

員全体K浸透しているか，とい ったチームの性格の方が重要であ って，その上で隊員の資格や要件は弾力

的に考慮することが望まし L、。

隊員の規模は 8000メートルの C5建設時点で十分活動できるメンバーが 10人いることが基準といえ

よう。 8000メートル以上の活動は酸素の補給が必要であ!:J，テントをはるKもテント台が必要である。

しかもそれら資材は隊員が自ら担いでもちあげることは不可能で，いずれもシェルパのポタ カK依存しな

ければならない。したがって， 1 0人以上の隊員がいることは，補給の困難な状態で補給をふやすだけで

あま b効率的ではない。またそれだけ落石その他の危険Kさらされる確率が高くなるわけである。

サポートをどうするかと L寸問題は重要であるが，現在までの討論の結果としては結論はで官、品、。し

かし個人的な意見をのべれば，サポート隊を用意することは，東南稜，西綾いずれをとるとしても，人員

のみならず隊の規模がぼう大Kふくらむ原因Kもなるので，サポート隊を用意しないで攻撃を行なうこと

の方が得策であるかもしれない。そしてこれは可能性左きにしもあらずと考えられる。

即ち，南撃を登!:J，南壁の同じルートを下山するという方法である。このタクティクスをとるためKは，

仮!:JV'C登頂を果たしても，下山は懸垂下降を行なわ左ければならなL、。ザイルを固定するとなると，アタ

y ク隊の携行する装備の量が多く，スピードが落ちるためv'c1自に登挙できる高さは限られてくる。酸素

補給の問題も難し L、。これらをどのよう K計画全体ろな削亡位置ずけていくかきわめて難しい問題であるが，

それは不可能ではないだろう。むしろ二つの性格の異なる目標をもった隊(南壁隊と他の稜からのサポー

ト隊)のチーム運営の難かしさに比較した場合Kはこの方が楽だ という見方もできる位である。

9. その 他

以上，今後南壁の攻撃を行なう上でタクティクスの基本となるべき事柄Kついて，われわれの反省と気

のついた点を述べてきたが，その他，今回の遠征κおけるやや特殊な問題Kついて二，三気のついたこと

を述べておきたL、。

第ーは，アイスフォールのもつ意味である。エベレストを南倶gから攻撃しようとする限!:J，この変転き

わま bない危険なアイスフォールを避けて通るわけにはL、かなL、。しかし，この部分があることKよって，

①荷上げ，③コンディションの調整，③高度順化の面でスムーズなローテーションを組むことが難しくな

る。今回は一時的な通行ストァプと L、う処置をとったが，実質的Kは絶対Kスト y プすることはできない

わけだし，南壁を登るとしても登山全体のひとつの構成要素としてこの対策を真剣K考える必要がある。

第二V'C， A B Cの位置についてである。もし東南稜からの登頂を目指すならば ABCは 6450メートル

地点の西稜から落ちるアイスフォール直下が前後の関係からいっても望まし L、。一方，もし南壁を登ろう

とするなら，当然のことながら 6600メートル地点の南壁を目のあた!:JV'Cする地点の方が適している。し
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かし，この場合Kは，平坦地とはいえ， 01からの所要時聞が約 1時間多くなる。これは，平坦地だから，

シェノレパにはたとえ少h きつくともいっきに 150メートノレ上まで荷上げさせた方が効率的だと L、う見方

もできる。 医学的にはABOは 100メー卜 Jレでも低い方がよいということがL、える。

今回はこれらの問題をめぐって激しい議論た斗かわせ，最終的Kは， 東南稜隊は 6450メートノレf'L， 南

壁隊は 6600メートルf'LAB 0を建設 した。ABOがふたつκ分か れることのマイナス面を考慮、 し，何と

かどちらかK統一しようと努力したが，作戦面を重視して 6600メートルとするか，たとえ 150 メート

ルでも低ければ低い方がよい とする医学面を重視して 6450メートルとするか， とうと うまとまらなかっ

た。 この点については，そのほか，休養の日数と場所をどうするかという問題も考慮K入れる必要がある。

また，南壁隊のメ ンバーのかな bのも のが 6450メートルの東南稜ABOf'L下った方が楽だと考えていた

ので，あるいは 150 メートルのもつ意味はか左 b大きL、かもしれなL、。南壁隊としては，結論としてふ

たつK分れても 6600メートルf'LAB 0を設けてよかったという結論であったが山、ずれKぜよ，タクティ

クスKついては，これら直接関係ないと思われる問題も含めて慎重な検討がなさ れる必要がある。

く附 1> 
テクニカル・ノート(南壁 6700メートルから 8000メートルまで)

南壁直下，ウエスタンクームの 6600メートル地点は，南壁攻撃には理想的なキャンプサイトである。

取付のペノレクシュノレンドまでは，急左斜面を嶋登すればなん左く達することができる。(約 1時間)

このベノレクシュノレンド(6750メートル)から 8000メートルの上部岩壁基部まで一直線K中央凹状岩壁

が高度差 1300メートル，登祭距離 2200メートルのスクールでせ bあが っている。

1969年秋期は全て氷雪におおわれ， 1970年プレは 7200メートル付近まで氷雪，それ以上は全て岩

壁が露出していた。

この中央凹状岩壁は① 6700メートル-7000メートルの軍艦岩雪国，② 7000メートル-7200メー

トルの軍艦岩上部雪国，③ 7200メートル-7850メートルの岩壁部，o 7850メートル-8000メート

ルのY字状K分岐 された左クーロ アール，右クーロ アールK区分される。

登挙Jレートは，①~②の 6700メートル-7200メートルま では中央凹状岩壁の中心線から右仮払 7200

メートル-7850メートルまでは中心線をたど!J，二股K分かれる左 クーロ アール，右クーロ アールは双

方ノレンゼの中央をたどる。

ポストモンスーンの ときは右クーロアールを，プ レのときは左 クーロ アールKそ って登 bそれぞれ 80

00 メートルラインK達している。

取付点 となるべJレクシュノレンドは，その年の南壁のコ ンディション Kよって多少の違いはあるが，状

態の良い時はちょ っとした氷段で済み(1969年秋)，最悪の場合 (19 70年春)は 10-1 5メートル

の縄パシゴを使用すれば簡単K解決される。

南壁のスタートである軍艦岩雪国は 7000メートルKある軍艦岩K達する雪国で，高度差 300 メート

ル，傾斜35度の氷雪壁である。ア イス・グレード 3級，部分的なプルーアイス 4級。
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軍艦岩は幅約 200 メートノレの顕著な白い岩帯が走 !J，右端が屋根状のオーバーハングとな っている。

このオーパーハングは上部からの落石を完全K遮断するため，絶好のキャンプサイトとして使用するこ

とができる。

軍艦岩か ら中央凹状岩壁の中心線Kむかつて左側K軍艦岩基部を 160メートル(4 0メートノレ 4ピ

y チ)トラスパースするO このトラスパースは岩と氷の接合する氷雪のトラパースで，部分的Kブルーア

イスがミックスしている。最初の 3ピ γ テが水平トラスパース，あとの 1ピγ チが 45度のブルーアイス

の氷墜を直査する。平均グレード4級。

このトラスパースの状態は， プレ，ポストとも同じコンディシ ョンであ った。

軍艦岩左端からは傾斜 40度，直線距離 220メートルの雪国が広が!J， 7200メートル付近の上部の

岩壁と接合している。

ポストモンスーン のときは足首ま で没するラ γ セノレ， プレの ときはクラストした氷雪とな ってお!J，技

術面の難しさは全くなL、。 2級上。

しかし，ここから 7000メートルラインに突入する こと，そして雪国上部のアンサウンドロヅクの壁か

ら，この雪国への落石がかな b多いこ とを付記 してお く。

7200メートルからは中央凹状岩壁の中心線K入 り， 7500メー トル，そして左クー ロアール，右 クー

ロアールが分岐する 7850メートルまでルートは直線K伸びる。

この 7200メートルから第4キャンプサイトとなる 7500メートノレまでは，高度差 300メートル，斜

度 40度， 登警距離 560メートル。

ポストモンス-;/のときは 7500メートルまでの最初の 200メートルが軟雪の雪国 (2級上)，残 b

の 360メートルが露岩まじ bの氷雪壁で (4級)， ワインドクラスト，プルーアイス， 岩が入 b混!J， 

雪層も薄くピ yケルの‘ンャフトが半分入る程度。 フイ タクス工作Kは処理し K くい状態とな っている。 4級。

プレtては全て岩壁で，階段状の11阿菖(3級)であ b容易K7500メートノレ地点まで達する ことができる。

7500メートル地点は幅約 100 メートル，ど こを見わたしてもキ ャンプサイトは皆無である。 ただし

3-4人程度の ピパークテラスならば 2-3の小テラスがある。

ポストモンスーンの時は雪をけずってテラスを作!J，かろうじて 2人用天幕ー張が設置できた。

プレモンスーンの雪のない岩盤では手のほどこ しょうがなく， 本隊の時のよう Kテント 台を設置する以

外K方法はないだろう。

プレ，ポストとも 7500メートルのキャンプサイトは，壁の中心部κ設置されたが，イエローパンドか

らの落石の危険が多大であ!J，降雪時の表層雪崩の危険も ある。したがって， これらの危険を避けられる

なんらかの方法をとらない限丸長期間の滞在は危険そのものといえるだろう。

左右の小岩稜K挟まれた凹状を呈したこの地点の地形では，キャンプサイトをどこ K移しても，自然条

件の危険性は同じでもある。

7500メートルから右 クーロアール， 左 クーロ アーノレが分岐する 7850メートル弛点までは斜度 45度，

登撃距離 370メートル。

ポストは氷雪壁で中心線がプノレーアイス，ルートは白いフェースκょった右側がノレートとなる。キグク

ステ y プが使える程度の竪雪(3級上)。
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第 5図 エペレスト南壁ノレー ト

① ABC-箪艦岩 540m 

160m( 40mx2，1 OOmxl) 

4月 19日
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②軍艦岩~蝶岩-7500m(780m) 
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/ 
8500m 

@ 上部岩壁~イエローパンド

8500m 

(750 m) 
/ 
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冒 J、〈ノ⑧
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・カラピナ lXlO

・ステナワ 1X10 

・ロァクハーケン 2XI0

・埋込ボノレ ト 1X10 

・ジャンヒ.ング 3 

• 8"50mxl0=500田

三
由。。
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" 10mx13=130m' 

・ 埋込ポ ノレ ト 38 

・ ジャンピング 10 
・ステナワ 20 

・ カラピナ 74 

@ l8000m 

1970年のように岩盤が露出した場合は，全体的Kは願層であるが(3級上)，白いフェースKさしか

かる付近のスラプ 100メートルが悪L、。 (4級 上 -5， A 1級)

上部岩壁基部 8000メートルまで達する右クーロアールと左クーロアールは登響距離約 300メートル・

斜度 45- 5 0度。ポストモンスーンKは全て堅雪陀おおわれ(4級)，プレKは!原層の岩壁部(3級上)

となる。

く付記>

(1 )小岩場に於ける難易度(グv-ード)は， 1969年ポストモンスーン， 1970年プレモンスーンの二シー

ズンのみK基づくもので，そのシーズン，あるいはその時阜の自然条件Kよって，すなわちブルーアイス

の発達，岩の露出などて遣 ってくることも考慮K入れることが必要である。

凶難易度(グレード)は，岩壁の内容を分析説明する Kあた白採用されているもので， 1級-6級の

6段階て表現されている。

1 i級(ま ったく易し L、)0 2級(易し L、)0 3級(やや難し L、)0 4級(難しL、)0 5級(かな b難し

い )0 6級(極度に難しい)。

ハークン，ボルト，アプミ等の力を借 bて登るクライミングを人工登拳(アーティフィシャノレクライミ

ング)とい う。

この人工登挙の難易度は， A 1級-A3級の 3段階。

Al級(難しい)0 A 2級(かな b難しL、)0 A 3級(極度に難しい)。

(2) この南西壁の難易度はあくまで技術面のみの難易度であり，7000メートル， 8000メートルという高

度ではさらにその要素を加える必要がある。
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く附 2>エベレス卜南壁登拳用具一覧表

(1) 南壁攻撃用登挙 用具 表

品 名 規 格 総 ir 中央 部 上部 岩壁 頂上攻撃 計

メ インザイ ノレ 9111111 40111111 1 0 1 1 1 

ア イスハンマー 1 0 1 0 

ア イス・メ ス 1 0 1 0 

滑 車 7 7 

カ フ ピ ナ 2 0 5 0 1 5 8 5 

ロヅクハーケン 1 5cm 2 0 2 0 2 4 2 

" " 2 0叩 2 0 2 2 2 

" " 2 5側 2 2 

" " オリジナル 5 0 30 8 0 

" " 超 薄 5 0 1 5 6 5 

" " 特 殊 5 0 1 5 6 5 

スクリューハークン 大 2 0 2 0 

ス ノ ー ハ- ー 5 0 5 5 

，J< Jレ ト 3 0 4 3 4 

ヅ ャンピング 6 1 7 

ス ア ナ ワ 2 0 3 0 1 0 6 0 

ア ブ 、、、 2 段 3 2 5 

" 3 段 3 3 

ブ フ コノ コ 2 2 

ニヨ」 、守 一 Jレ 2 2 

包) 南壁フィックス 工 作登 挙用具表

品 名 規 格
6700m- 7000m- 7500 m- 8000m-

1口h 計
7000 m 7500m 8000 m 8500m 

フイァクス・ザイル 8111111 50m 2 1 1 4 1 0 2 7 1 

" " 8嶋鍵 60m 8 4 6 1 8 

" " 8" 100m 3 3 

ワイヤー・ハシプ 250m 2 5 0 m 

カ フ ピ ナ 1 4 1 9 1 7 8 4 1 3 4 

A ア ナ ワ 1 4 1 9 1 7 3 0 80 

ロ y クハークン オリジナル 1 4 2 2 1 6 2 0 7 2 

" " 2 5捌 8 1 1 1 5 3 4 

スク リューハークン 大 8 1 1 1 5 3 4 

スノ ー ハ. 5 Oc祝 9 1 1 1 5 3 5 

ポ Jレ ト 4 8 4 8 

ヅ ャンピング 1 3 1 3 

p
b
 

'i
 

唱

'A



(3) 南壁キャンプ設置 ・デポサイ ト登挙用具表

数 量
ロEヨロ 名 規 格 計

o 3 (7000m) 04(7500吋 05 (8000m) o 6( 8500m) 

フ 4 ヅクスザイル 711t111 50 m 5 4 9 

/1 /1 8棚 50m 2 1 3 

カ フ ピ ナ 3 0 3 0 2 0 1 5 9 5 

ス ア ナ ワ 30 30 2 0 1 0 90 

ロ y クハークン オリジナル 30 3 0 2 0 1 0 9 0 

ポ ノレ ト 1 2 1 0 8 3 0 

ジャン ピ ン グ 3 2 2 7 

フィ y ク ス ザ イ ル 8'l1IL 100m 7 

(注〕

1 ロ γ クハースンtてついては，岩壁が広大でさまざまな状態がミ y クスされているので，あらゆる種類

のものを用意した方がよい。全体的Kは， 6700メー トルの取付から 7500メートル附近まではオリジ

ナルの ロy クハークン，また短身の厚手のものが有効であっTこ。 7500-8000メートルではスラプ，

しかも逆層の部分が多く薄手のものが有効だった。上部岩壁，イエローバンドとも，岩質からみると手

頃な リスが多いとは考えられず，おそらく薄手のハークンが主K使われるこ とKなろう。

2 アイスハークンについては，場面場面Kよって違いがあるが，平型はあま b使えなL、。スク リューハ

ークン(中，大型 )およびコの字型ハークン(中型，大型 )が有効。また，ポス トモンスーンあるいは

軟かい氷雪の多いシーズンには， 5 Ocm程度のスノーパーの利用度が高く左る。

3 南壁の登撃では，二重靴，ピタクル(軽量，短 身 )，アイスメスのコンピネーションKよる登撃がス

ピードをはやめ，有効である。二重靴はプレの場合かな b高い気温のため，耐寒性よ b軽量ということ

K重点をおき，ポス トの場合Kは，耐寒性K気をくばるとよL、。
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THE JAPANESE MOUNT EVEREST EXPEDITION 1969-1970 

by Hiromi Ohtsuka 

Preface 

It was in 1963 that the Everest Project was original1y planned by the Japanese A1pine Club， 

based on the results and experience ofManaslu (8，125 m) which was in 1953， 1954 and 1956 and 

Himal Chuli (7，864 m) which was泊 1959.

In May 1963 we were granted the mountaineering permit to Mt. Everest during the pre-

monsoon season of 1966， and started on our preparation， but soon this project had to be post-

poned because in 1965 the Nepalese Government banned the mountaineering to all the Himalayan 

ranges. 

After a long closed period extending four years， the Nepalese Government lifted the ban and 

38 peaks inc1uding Mt. Everest were opened for the foreign climbers in March 1969. 

We， the Japanese A1pine Club， resumed our plan immediately after we caught the news in 

August 1968. 

In April of the following year， we obtained 'once again也emountaineering permission for 

the pre-monsoon season of 1970， and began our busy preparation in full scale. 

Our object was to aim at the summit of Mt. Evercst not on1y from the original route (South-

east Ridge) but also from one of the 柑伊1routes (the South-west Face). To complete this aim， it was 

decided to send two reconnaissance parties， frrst泊 the1969 pre-monsoon season and second in白e

post-monsoon season of the same year. 

We also planned to carry out some scientific researches besides our mountaineering activities 

such as studies of human bodies at high altitude， meteorological observations and geophysical 

research. 

百leexpedition was officia11y named “The Japanese Mount Everest Expedition 1970" 

(JMEE '70) and came into being under the auspices of the Ministry of Education， the Mainichi 

Newspapers叩 dthe Jap組問 BroadcastingCorporation (NHK). The total amount of budget 

came up to 100 million Yen， including expenses of two reconnaissance parties. 

守，
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The 1st Reconnaissance Party (April -June， 1969) 

This party consisted of the following four members. 

Y.F吋ita(leader， age 36)， N. Uemura (27)， T. Sugasawa (24)， H. Aizawa (36， the Mainichi reporter). 

They departed Japan on April23， 1969， and arrived in Kathmandu on April 25. They started 

Kathmandu for Lukla. on May 5 by a chartered plane. Two days after， they started from Lukla with 

50 porters， and on May 14， set up the Base Camp in the upper basin of Khumbu Glacier (5，350 m). 

They began to make the route up in the Ice-fall from May 16， and after ten days of struggle ， on May 

25， two members (N. Uemura and H. Aizawa) reached the height of 6，500 m of the Western Cwm and 

closely observed the untrodden South-west Face. 

With only a rough inspection， they were assured of the probability to climb up on血eSouth-

west Face， and brought back much precious data. 

The 2nd Reconnaissance partγ(August -November， 1969) 

百lisparty consisted of 12 members as follows. 

H. Miyashita (Ieader， 38)， H. Tanabe (deputy leader， 38) 

H.Nak司ima(31)， M. Konishi (31)， 

N. Uemura (28)， 

J. Inoue (24)， 

S. Satoh (Mainichi reporter， 31)， 

H. Shirai (N.H.K. TV. director， 36)， 

Y. Satoh (27)， 

S. Ohmori (medical doctor， 38)， 

K. Kimura (Mainichi cameraman， 39)， 

T. Noguchi (N且 K.TV. cameraman， 38) 

百leirmission was to make clear the South-west Face in detail， and they had two objects to 

follow: 

(1) to climb up the face as high as possible. 

(2) to make the members to have the acclimatization and experience at high altitude for 1970's 

attempt. 

The summary of their activities was as follows; 

Sept. 4: all the members gathered at Lukla by charterd planes. 

Sept. 16: They established B.C. 

Sept. 20: They entered into the Ice-Fall 

Sept. 28: They established C 2 (6，150 m) at the head of the Ice-Fall. 

Oct. 15: 百leyestabHshed C 3 (6，600 m) just below the South-west Face. 

Oct. 18: Theyestablished C 4. (7，000 m) on the South-west Face. 
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Oct.29: Theyestablished C 5 (7，500 m) on the South-west Face. 

Oct. 31: M. Konishi and N. Uemura reached the point of 8，000 m just below the Rock Band. 

Nov.l: H. N誌ajimaand Y. Satoh reached the same point and acquired the叩 0出erpitch further. 

Nov. 3: All the members returned to B.C. 

Nov. 13: They returned to Kathmandu. 

During this expedition， the party happened to白川 thecorpse of John E. Breitenbach (AMEE‘63) 

at the lower part of the Ice-fall on Sept. 24， which was later handed on to the family of the deceased 

也roughthe help of Mr. N. Dyhrenfurth and Mr. Barry C. sishop. 

Winter in Khumbu 

Two following members of the 2nd Reconaissance Party remained and stayed in Khumbu villages 

during the winter waiting for the main party. 

N. Uemura stayed at Ku叫ung(3，800 m) and he made arrangements for the expedition. 

J. Inoue stayed at Periche (4，243 m) to engage in the meteorological observation and he brought back 

the precious data on meteorological research in Himalaya by keeping observation for a year from Septem-

ber 1969 to August 1970. 

The attempt in 1970 

With the result brought by the 2nd Reconnaissance Party， we managed to complete the preparation 

for the 1970 pre-monsoon attempt in the remaining two months. 

Finally the expedition left Japan on February 15. 

Members and their past expedition records are as follows: 

Members; 39 (including 9 repo巾叫

Saburo Matsukata (Age 70) Expedition leader 

Hiromi Ohtsuka 

Senya Sumiyoshi，M.D. 

Yuichi Matsuda 

Yo血血iroFujita 

Katsutoshi Hirabayashi 

Teruo Matsuura 

Hiroaki Tamura 

( " 45) 

( " 43) 

( " 39) 

( " 37) 

(Age 35) 

( " 35) 

( " 32) 

Deputy leader， Manaslu '54， '56， Yeti Exp. '60 

Himal Chuli '59， P-29 '61， '69 

Manaslu '54， '56， Himal Chuli '59 

McKinley‘60， Ngojumba Kang‘65 

Mt. Everest 1st Reconnaissance '69 

Api.‘60， Saipal‘63 

Lhotse Shar‘65 
Langtang Himal‘65 
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出roshiNakajima (，. 31) 

Shinichi Hirano ( ，. 31) 

Masatake Doi ( ，. 31) 

Masatsugu Kon凶li ( ，. 31) 

Setsuko Watababe， Miss ( ，. 31) 

Takashi Kano ( ，. 29) 

Tadao Kanzaki ( ，， 29) 

Hideo Nishigori ( ，. 29) 

Naomi Uemura ( ，. 28) 

Kiyoshi Narita ( "28) 

Katsuhiko Kano ( "27) 

Yoshiaki Kamiyama ( "27) 

Akira Y oshikawa ( ，. 27) 

Chitoshi Ando ( ，， 26) 

Hiroshi Sagano (，. 25) 

Reizo Itoh ( "23) 

Michiro Nakashima，M.D. ( ，， 39) 

Koichiro Hirotani，M.D. ( "36) 

Shigeo Ohmori， M.D. ( ，， 36) 

Masaru Kono ( ，. 30) 

Masayuki Osada ( ，. 28) 

Jiro Inoue ( ，. 24) 

Katsuhisa Kimura ( ，， 39) 

Hirofumi Aizawa ( ，， 37) 

Shigeru Satoh ( ，. 32) 

Masao Harada ( ，. 27) 

Ke吋iTaira ( ，， 34) 

Toshio Naito ( ，. 37) 

Tokutaro Noguchi ( ，. 37) 

Shozo Tateno ( ，， 32) 

Hiroshi Nakagawa (Age 28) 

Sherpas : 26 

Loca1 sherpas: 21， Ice-Fa11 Porters: 30， 

Peru-Bolivia-Andes ‘61 

Mt. Everest 2nd Reconnaissance ‘69 

Ngojumba Kang‘65 

McKinley ‘60 

Matterhorn North Face ('67 wirlter) 

Mt. Everest 2nd Reconnaisance‘69 

Istor-o・Nal‘68

Nupchu‘62 

Green1and ‘66 

Logan ‘64， Foraiker‘66 

Ngojumba Kang‘65， A1ps， Kilimanjaro， 

Aconcagua， Mt. Everest 1st and 2nd Reconnaissance‘69 

Khirlyangα由ish‘65
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Expedition doctor， Chogolisa‘58 

Expedition doctor， Langtang Lirung‘61 

Expedition doctor， 

Mt. Everest 2nd Reconnaissance '69 

Geophysist， Ba1toro Kangri‘63 

Meteorologist (Weatherman)， Logan ‘65 

Meteorologist， Patagonia‘68 

Mt. Everest 2nd Reconnaissance ‘69 

百日 Mainichicameraman 

reporter 

reporter 

cameraman 

cameraman 

N.H.K. Producer 

TV. cameramali 

TV. cameraman 

N.H.K. reporter 
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Liaison Officers: 

Govinda Krishna Shresta (Age 30) 

1. Approach March (February 19 -March 23) 

On February 19， we left Kathmandu for an approach march. Cargoes of about 30 tons were 

divided into two; one for air transportation of 15 tons， and others for porter-caravan. 

We arrived at Namche Bazar (3，440 m) on March 4，叩dthen to Thyangboche (3，867 m) on March 

6， where was our first base for the acclimatization of members. All the cargoes gathered there one 

after another by porters. 

According to the schedule， we stayed there for two weeks and went on a training tour for 

acclimatization. We divided into three groupsょtheywere 1吋aGlacier group， Mingbo Glacier 

group and Khumbu Glacier group. Khumbu Glacier group had a special mission to decide the set-

ting place of our Base Camp. 

These tours took all the members as high as 5，500 m and at least every member spent a night at 

出eheight of 5，000 m. 

2. First Stage (March 24 -April 12) 

ー百lebreak血roughof the Ice-fall and the accidents of Sherpas.一

On March 23， the Base Camp was established amid the moraine fieldsjust below the Ice-fall 

(5，350 m) and every member gathered. Among us there were 5 members who had gone through the 

Ice-fall with the previous two reconnaissance parties， but they had a consistent opinion that the Ice-

fall of Mt. Everest was in a particularly dangerous condition. 

With them taking the lead， the work of route making was immediately proceeded in the 

dangerous and complicated Ice-fall. It was on April4 after about a 10 day struggle血atCamp 

1 was set up at the head of the Ice-fall (6，150 m). The depot-camp was placed half way up the Ice-

fall (5，800 in) and the long slog operation began from April1 to carry up 12 tons ofload. Expedi-

tion members also took part in this work carrying 20 kgs on their backs. 

During this operation， however， on April 5， 6 Sherpas of the J apanese Skiing Expedition *were 

killed at 5，700 m by a huge glacier avalanche. Then， another accident followed. 

It was at 7:20 a.m. on April 9. 

One of our Ice-fall Porters， Kyak Tsering (36) was killed at 5，525 m by a fall of seracs. 

Even with the utmost care， it was impossible to overcome the force of nature which seemed to be 

so strong in the Ice-fall. On account of these accidents， we were not only given a bitter shock but 

also forced to be behind schedule. 

Some of the members suffered from some kind of a high-altitude sickness at this time， but 

血eacclimatization to the height was generally going well. 
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Narita who was resting at Lobuche with a cold， had recovered andjoined the Base Camp on 

April 11， accomp加 iedby our leader S. Matsukata (71).百lefollowing day all the members were 

present for dinner in the messtent for the first time. 

3. Second Stage (April 13 -April 30) 

-The death of Narita， Arrival at the South Col and 7，600 m on the South.west Face.一

The object of this stage was to open the route t出血epoint of 8，000 m and to carry up the 

neces鈎ryloads by the end of April. 

To make this possible， the members we釘redivided into the South-west Face t旬e証am責i司ia而
f 〆/

South-cast Ridge tearn. On Aprill6， C2 was established at 6，450 m as the Advance Base Camp. 

For the South-west Face team， the Advance Base Camp (F.A.Bι) was set up at 6，600 m on the 

17th. As it has been mentioned before， the chief characteristic of our expedition is in having 

two distinct tearns taking different routes and different tactics as well. It would have been better 

if the grouping of the members were decided beforehand according to their own policies. 

Although， it was necessary to observe the condition， aptitudes and' intention of every member. Grouping 

of teams was finally announced on Apr泣17as follows. 

South-west team; 

M. Konishi (leader)， Y. Fujita， H. Tamura， H. Nak司ima，T. Kano， H. Nishigori， R. Itoh and 

M. Dr. S. Ohmori. 

South-east Ridge team; 

T. Matsuura (leader)， K. Hirabayashi， S. Hirano， M. Doi， Miss S. Watanabe， T. Kanzaki， 

N. Uemura， K. Narita， Y. Kar凶yぉna，K. Kano， C. Ando， M. Kano， M. Osada， J. Inoue， M. Dr. K. 

Hirotani， and M. Dr. M. Nakashima. ， 

The headquarters: 

H.Ohtsuka S. Sumiyoshi and Y. Matsuda were assigned. 

The two teams now began to work independently， and because the frrst assault to出esummit 

was scheduled early in May， the priority of this stage was given to the route exploring and load-carry-

ing of Lhotse-Face， in the latter team. 

On Aprill8， C 3 was established below Lhotse-Face (6，980 m)組 dFC3 was estabHshed at 

7，000 m on the South-west Face with little difficulty. 

We had relatively fine weather and route-up progressed smoothly. But the load carrying op-

ration was apt to be behind schedule because some of the members and Sherpas badly suffered from 

height sickness. 
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On April 20， Hirabayashi， who was descending， slipped down together with Kanzaki at 14:00 

at出epoint of about 7，200 m of Lhotse-Face. Fortunately they were secured by the edge of a rock 

佃 dfree from injury. But this was on1y a foretaste of the trouble that lay ahead. 

百四 nextevening (at 20:50 on April 21) an emergency call ofM. Dr. S. Sumiyoshi staying at 

Cl came in through wireless that Kiyoshi Narita (28) had died of an unexpected heartattack while 

having his meal. It was so sudden that even Dr. Sumiyoshi and several members sitting beside him 

couldn't do anything. 

Every member hearing the news was in a state of great shock. 

Narita being one of the strongest and youngest member of the expedition， it was unbelievable how 

such a thing could have happened. We remember him that afternoon waving to us with a smile and 

therefore his death seemed to be a dream. Althrough he wasn't in a good condition since having the 

Base Camp， he recovered completely by going down to Lobuche to take some rest for a week. He 

resumed his work with other members at this stage. Was it because he wasn't acclimatized? 1 was 

quite concerned over this question for the leader in substance. But our doctors judge this accident 

may have no relation with the high-altitude sickness， although it is not certified.百lefollowing day， 

all the members gathered at Cl and had a farewell ceremony. 

百1巴bodywas carefully carried down to the Base Camp on April 24. It was cremated accord-

ing to the local religious custom. in the presence of eleven members at Tukura， one day below the 

Base Camp， and later it was handed on to his father who was waiting in Kathmandu from our 

leader S. Matsukata. 

Meanwhile， at higher altitudes， we had a hard time since the active members were reduced to 

half， as the result that twelve members were drafted to carry down the body of Narita. The South-

west Face team with H. Tamura and four others completed flXing ropes C3 to 7，600 m on April 

28. Seven members of South-east Ridge team led by T. Matsuura， established C4 (7，500 m) on 

April 26， and then cleared the route to the South Col (7，986 m) on April 28. But the load-carrying 

was lagging behind schedule. 

During this period at A.B.C. the state affairs such as the lagging schedule due to accidents 

and the growing number of sickness were discussed and it was decided that they put off the South-

west Face assault and contribute all efforts into making the ascent from.the South-east ridge 

succesful. 

4. Third Stage (May 4 -May 12) 

-Giving up the Attempt of the South-west Face and two ascents from the South-east Ridge.一

On May 1， having gone back to the Base Camp， 1 made a modification of the plan to make the 

completion of the original object within the remaining three weeks.. 
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I considered both of the projects sti1l had their chances since our weatherman forecasted 

fine weather during 10 to 12 of May. So I set up a plan of the third stage with the “Summit 

Assault Day" fixed on thos.e days. 

The outline of the plan reads as follows; 

lリ) Both the S釦O∞u巾t
2刀) F C4 (何8，0∞O∞om) wi1l be esta油blisめhedjus幻tbelow the Rock band in the South-west Face by May 12. 
3功)百les印ummitassault from the South-east Ridg酔ewill be carried out twice， on the 11th and 12th 

ofMay. 

4) Matsuura and Uemura are assigned for the first summit assaulting members. The second assaulting 

team wi1l consist of a member and one of Sherpas. 

5) 350 kilograms wo巾 ofequipment and food wi1l be carried up by Doi， Kamiyama and 16 Sher-

pas to C5 of South Col. 

The South-east Ridge; 

百lefirst summit assaulting team started out B.C. on May 5 after five days' rest and they entered 

C5 of the South Col srnoothly on May 9. 

On May 10， they established C6 (8，513 m)， the same site as the final camp of the 1965 Indian 

Expedition， followed by the supporting team of 5-Sherpas led by Kano.τbe second assaulting team 

of Hirabayashi and the sirdar Chotare held C5 along with Ando and 3 Sherpas on that day. 

May 11， fine weather and no wind， just as our weatherman Osada forecasted. Matsuura and 

Uemura s1ept sound last night taking 1 liter of oxygen every minute. They got up at 4・40a.m.， and 

had a modest breakfast which consisted of 5 pieces of marshmallow and a cup of tea. Then they 

started out at 6: 10 with two bottles of oxygen (A.M.P.) on each back. They roped together t法ing

3 liters of oxygen every minute and approached the summit in good spirit. 

Reaching the South Peak (8，763 m) at 8:30， they found oxygen bottles with the mark of Union 

Jack which might have been left by Hi1lary and Tenzing in 1953. Here they changed the oxygen bot-

tles and deposited the half consumed ones for their descent. At 9: 10 they finally stood up on出e

summit of Mt. Everest. They buried the portrait of the late Narita together with a piece of cigarette， 

and enjoyed the splendid panorama of many Giants. They descended to C6 at 11 :40， where they met 

with the next assaulting teartl and gave them some information. It was 17: 30 when they arrived at 

A.B.C. along with the supporting crew led by Kono. 

On May 12， like the previous day， the second assaulting team， Hirabayashi and Chotare were 

blessed with fine weather. 

They started off the final camp of C6 at 5: 55 with two bottles of oxygen on their backs. 

Taking in 3.5 liters of oxygen per minute， they followed the track of the first assaulting team and 

reached the top of the、worldat 9:55.百lewind grew stronger above the Sou th pe水 ，but it was not 

so intolerable. On the summit， Hirabayaslu took a picture of Chotare holding the portrait of the 

King and Queen of Nepal. After staying at the summit for an hour， they started to descend. Bu t 

at around 8，200 m， their exgyen ran out and the supporting crew went up to them with new oxygen 
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bottles from the South Co1. They reached C4 at 18: 10 and returned to A.B.C. safely the followir.g day. 

百四 South-westFace attempt， on the other hand， also progressed favourably af!er a few days' 

blank brought by the confusion of leadership. 

Camp 4 was established with the duralumin framed platform upon the rock surface of 7，500 m on 

May 6. On May 8， Konishi and Yoshikawa explored the route till 7，800 m and two days after， Kano and 

Sagano climbed as far as 8，050 m along with 2 Sherpas. 

They used the fIxed ropes which the previous party set out till 7，800 m. Then they scaled 45・snow

and ice s10pe taking 3 liters of oxygen every minute onward. 

They found出atsnow and ice disappeared and instead there were rough surfaced rock with steeper incline. 

Crampons and ice pitons were left there since they were of no use. Passing 7，900 m， the rock surface 

changed into brittle state and rock-pitons which were hammered into the rock didn't look so reliable. 

百四ywere forced to choose either of the two， the right couloir or the 1eft one. At the junction of these 

two couloirs， there stood a smal1 rock tower which 100ked like a dorsal fm.百leytook a route entering 

into the 1eft couloir via rock tower， and they reached the 8，050 m point just below the. Rock_Band after 

three pitches of 50. m ropes fixing from the junction. But it was the heighest point they reached. 

On closer inspection， they found that a narrow couloir like a chimney would lead them through 

the huge Rock Band and out on to the Yellow Band. 

They were assured to explore the route to the summit via the South-west Face at any rate， if they 

had ten days more of good weather. 

However there occured an unexpected accident; Kano was hurt from backing with a falling stone 

at abot;t 17: 30 while they were descending on the Ice slope from C3 to F ABC. Also N akaj irna was hurt 

a little on his right knee with another stone-fall in front of C4 the same afternoon. 

When 1 heard of their misfortune， 1 didn't want them to t政eany more risks. 1 t looked very 

diffIcult to pass over the Rock Band in the remaining 10 da.ys， but this accident was the main reason 

for calling off the assault via the South-west Face. On May 12 with the news of the successful second 

assault， 1 decided to call off the South-west Facfl project and to put all efforts into making the third 

and fourth assault from the South-east Ridge a success. 

5. Fourth Stage (May 13 -May 20) 

-Failure of the third and fourth Assault from the South-east Ridge.一

百leorIginal plan of this stage was as follows; 

1) 百Jereconnaisance of the South Face between South-east Ridge and South Ridge will be 

carried out. 

2) A. Yoshikawa， H. Sagano and R. Ito will reach the South-Col after clirnbing the ice couloir located 

left of the Geneva-Spur. 

3) On May 19， Tamura and Ira Tsering， the third assaulting team will make an ascent from C6. 
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4) On the same day， Konishi and Phe吋0，the fourth assaulting team will attempt a rush-attack 

from C5. 

5) K. Kano with 20 Sherpas will carry up the loads to the South Co1. 

百lecarry-up operation was completed by Kano and 20 Sherpas on May 16. On May 17， 

Yoshikawa and two other members reached South-Col at 13:00， climbing up the ice couloir directly 

from C3 of Lhotse-Face. Fujita and others entered C5 on the South Col for coming attempts， among 

the supporting members of which， there was a lady member Miss Watanabe who sca1ed the highest by 

women. 

On May 18， the weather was turning bad， but the preparation for assault was set up according to 

the forecast of better weather the following day. 

On May 19， the weather turned out cloudy with snow. On the South Col， snow lay 30 cm deep 

and strong wind was blowing together with snow. Every member stood by for better weather， but Y. 

F吋ita，the leader on the front， came to a conclusion that there was no possibility of出eweather getting 

better and therefore gave up the third and fourth assaults. 

On May 21 a1l of the members returned to the Base Camp and the mountaineering program 

ended. 

6. Looking back at the Expedition 

JMEE '70 was over with two successful attempts from the South-east Ridge and an abortive 

attempt from the South-west Face. Moreov~r， ilie death of Narita， and the deaili of a porter by 

accident， has made it far from a successful expedition. 

As deputy leader of the Expedition， 1 would like to state some of the characteristics， problems 

of the expedition and the possibility of ilie South-west Face. 

1. Our expedition was a large force consisting of 39 members， including 9 reporters and camera-

men. At ilie Base Camp ilie members came close to 120， including ilie Sherpas and Loca1 Sherpas. 

There were more ilian 60 members living togeilier even at Cl and higher. A 39 member expedi-

tion is too numerous to work as a cohesive unit. One leader should not have more ilian 12 to 

work wiili oilierwise there will be a lack of common bond among the members. Furiliermore， 

ilie pleasures of mountaineering will be stif1ed. 

2. Our expedition consisted of two dist泊ctgroups which had ilie same objective to acquire the 

summit of Mt. Everest but with a different route and different tactics.百lisscheme has made the 

expedition into such a large 血 e.The necessity of such a big expedition should be considered wiili 

restraint in ilie future. 1 want to pay tribute to the American Expedition which sca1ed the 

summit boili from ilie Souili-east Ridge and the West Ridge. 1 have come to know how hard it is 

-126ー



.. 

to keep close coordination between the two teams with different tactics. If there is a need to set 

up an expedition with a similar set-up as ours， it is necessary to set up two distinct ones beforehand， 

under the powerful committee organization of the expedition. And there are reasons to believe 

that even such an organizational set-up has its own setbacks. 

3. The weather was unusual since there was scarcely any snow during the previous winter. Going 

over the records of our meteorologist who passed the winter at Pe山 he(4，243 m)， there was 

scarcely any snow during his stay. This unusual weather caused some inf1uences on our expedition. 

a) Ice， which we had expected， did not form on the surface of the South-west Face. The 

rock surface， compared to ice， took us more time to climb. Furthermore， this lack of 

ice caused falling rocks from the Yellow Band to be more frequent. As a result two of 

our members were i吋ured.

b) As compared to last fall， the South-west Face became harder to climb although the 

South-east Ridge was easier than expected. Blessed with good weather， we were able 

to complete two summit Assault. For the first summit-trial， both the health-conditions 

and the weather were in their best， and they made an ascent in just three hours from 

C6. 

4. Accidents at the Ice-fall and its dangerous places. 

As long as we climb Mt. Everest from the Nepal side， the Ice-falllies in the way to every climber 

who wishes to go higher. Nobody knows where or when the glacier collapse occurs. Its danger 

is fate to every Everest climber. 

But if we look into the records of the past expedition， the places where the accidents took place 

can be pinned down. The head part of the Ice-fall where the glacier inclines around at 6，100 m 

and the caved in area around 5，700 m are two of the most dangerous places in the Ice-fall. 

The fact伽 tthe accidents took place with John E. Brectenback AMEE (March 23，1963)， Sirder 

PhudoりeJESE (October 18， 1969) and six Sherpas JESE (April 5， 1971) by these areas is a threat-

ening lesson. 

Tc carry up safely the big tonnage of loads to the higher camps is a factor to successful moun-

taineering. Furthermore， 1 have to add the fact that the existence of the Ice-fall is a great obstacle 

in the acclimatization of the members. The heartattack of Narita， along with sickness of other 

members， were partly due to the Ice-fall which prevented our free transit and any safe camping. 

百lealtitude of the Base Camp at 5，350 m seemed too high， considering the obstacle of Ice-

fall and a lot of investigation should be made for the “second acclimatization". 

5. The South-west Face and its Possibilities 

During the pre-monsoon season of 1971， the international expedition led by Mr. Norman G. 

Dyrenfurth， and composing of 30 members from 12 different countries， challenged the South-

west Face but could only go as far as 8，250 m. N. Uemura and R. Itoh， both JMEE members， 

also took part in this expedition. 
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After coming back to J apan they stated，“Ifwe take the route leading to the Right Ice Couloir， 

we would need 2 more camps ti1l the summit. . . .. But， it is possible." They looked assured 

血atsomeday they will make the summit by the South-west Face. But what is the key to suc-

cess in trying for the summit by the South-west Face ? 

A carefully picked out members， who have gone through a well planned intensive training 

course can prove to a good team member only if the team membership doesn't exceed 20. 

Instead of a support crew from the South-east Ridge or West Ridge， the assault team should plan 

for a round trip between the final camp and the summit， followed by a supporting team. This 

can result in better tactics， fewer members， and less expense than the previous plan. 

百lefinal question to consider is the weather， along with the oxygen strategy. 

* In the pre-monsoon season of 1970， two big expeditions巴nteredKhumbu Glacier and 

Western Cwm from Japan. One is ours， planned and executed by the Japanese Alpine Club. 

Another one is officially called “The Japanese Everest Skiing Expedition 1970" which has 

no relation with in its organization. 

JESE'70 consists of 34 members including 2 skiers and 10 film cameramen. 

Their object is to perform the descent from the South Col by Y. Miura， one of the pro-

fessional adventure skier and to take Cinema-Scope film to introduce the landscape of Nepal 

including the ski-descent of Miura. 

On May 6， Miura accomplished his descent with parachute from the South Col， although 

he tumbled down on the slope. 
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第一次登頂隊登頂記

松浦輝夫

5月3日の夕食後，大塚登場量隊長から，第一次登頂隊の発表が行われた。い Lょうもない不安と期待の

中で， r頂上Kは松浦‘植村の両隊員Kいってもらいます。サポートは河野隊員とシエノレパ……。登頂予定

日は 5月 11日……」後の言葉はもう耳K入らなかった。その夜わたしは，窮屈左寝袋の中で，手を合わ

せ登頂自の好天を祈らずにはbられなかった。

第 3ステージでの登頂態勢K入った 5月5日，我々第 1次登頂隊員は，サポ ド隊の隊員と共VCBOを後

Kした。 5月6日予定通り ABOVC入9，と与で最終的K作戦計画をフィ ックスした後， 5月7日愈々頂

上に向って進発した。サウスコルに入る，松浦，植村，河野と最終キャンプK荷上げするシェルパ 5名，

それにサウスコノレ迄のサポー トの任Kっく平野，神崎の 2名である。 5月8日， 03より 04VC予定通り

入る。との日土肥，神山K卒いられた 16名のシェルパの大荷上げ隊がサウ スコルを目指したが，との中

6名が脱落し 10名 しか到達する ζ とができなかったので，急、拠02より南壁班のラクパ・ノ ノレフ.以下 4

名を 04へ上げ， 8日サウスコノレK行ってきた 10名の中の 5名を再び 9日Kサウスコルへ荷上げさせる

とと Kし，第一次登頂のために必要な物資を荷上げする態勢をととのえた。

5月9日， 昨夜から依然、として風の衰える様子は念い。 しかしわれわれは，あと 2日後K迫 った 11日

Kすべてを賭け，第4キャンプをあとKサウス・コルに向か った。 ローツェからの落石に気を配り ながら

アイゼンのつめをきかぜ， ローツェ・ フェースの・トラパースKかかる。 ととろどとろ 氷が露出している

が，見た目よりも傾斜はゆるやかだ。 30度ぐらいの角度でクウム K落ち込んでいる。 そろそろ足首が

痛 くなbかけたζろ，とのトラパースは終わり， ピストル型をしたイエローバンドにつき当たる。逆層の

ポロボロ の岩に張タめぐらしたロ ープK腰のカラピナを幾度も幾度もかけかえ，足元をしっかbと確かめ

ながら，なかもトラパースを続けた。みがかれたよう KつるつるK光ったホールドもスタンスもない黄色

味を帯びた岩を，固定ロ ァ'VCたよ Pながら強引K直登する。股の聞からケシ粒のような前進キャンプが

見える。毎分 3リットルの酸素を使用しているので，高度は順調Kかせげる。ジュ ネパスノミーの岩稜K出

た途端， 2.000メートノレ下のクンープ氷河から吹き上げてくる風の歓迎を受ける。ジュネパスパーは逆

層のスレート状の岩で，ち ιうど屋根瓦の上を歩いているようだ。よく注意して見ると，足元Kサウス・

コノレK向けて一条のふみあとがついている。いままでKエベレスト K挑んだ各国の登山隊の執念が刻んだ

必死のふみあとだ。われわれもいま同じよう VC，アイゼンのつめあとをととK残そうとし℃いる。

第4キャンフ.から 3時間足らずでサウス・コルKつ<02目前K撤収したスキー隊のテント 2張が目K

とび込んでくる。風のためポ ノレは折れ，いま Kもチベットの空へ吹きとばされてゆきそうだ。とのテン

トもあと幾日も経たぬうちK跡かたもなくなるだろう。そしてそとKはただ酸素ボンベだけが， “つわも

のどもの夢のあと"と して残るだろう。
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風力計の針が 20メートルを指している中で， しかも酸素マスクをつけないで 6入用のテント 2張を建

設する作業は，大変な忍耐と務力を必要とする。テントを張っている時間よ bも， ボーノレKもたれか.，.t， 

あるいは石の上K腰かけて休まねば念らない時間の方がはるかK長い。任務を果たしたサポート隊が強風

に向か つて背を丸め，地面Kはいつ くばる よう Kして下っていく 。わたしの掌Kは，別れ際K握った平野

隊員，神崎隊員，そしてシェルパたち 1人 1人の手のぬくもりがまだ残っている。とのぬくもり に友情と

無言の励ましを感じたのはわたし 1人ではあるまい。植村隊員や，明日さらK第 6キャ ンプまでサポート

してくれる河野隊員と 5人のシェルパも同様だったろう。下って行〈サポー ト隊を見送Pながら，彼らが

無事第 4キャンプK帰 bつくととをわたしは祈った。

明日最終キャンフOI'L荷上げする酸素，食糧，テ ント，燃料などを綿密K点検し終えてテント Kもぐh込

む。風は依然として吹き続け，弱まる気配はない。 一体との風はどとから吹いて来てどとへゆくのだろう。

サウス ・コノレを風のハイウエーとはよくいったものだ。夕刻 6時，定時受信を前進キャンプとかわし，予

定通りあす 10日最終キャンプを建設し，わたしと植村隊員がはいる ζ とを伝えた。焼肉，スープ，オパ

ルチン，チーズ，果実の缶詰，チョコレート， :t~かき左ど，下のキ守ンフ・Kいたときよりも食欲は旺盛だ。

シェルパ達もサーブI'L:t~くれてはならじと， とってなきのツァンパを食べている。息を切らせながら寝袋

にもぐタ込み，睡眠用I'Ll分間 1リットルの割合で酸素ボンベのコックを聞く。かすかなシューという音

とともに酸素がゴム管を通して流れてくる。マスクを鼻Kあてて検K念るが，背中K石が当 って寝心地が

悪い。 いままでのテント場は全部氷の上K張 ったが， ζのサワス・コルでは角ばった石とろの上だ。風は

ときどき息をつくよう Kなった。その合聞をねら って小便K出る。太陽はいままさK山並の彼方K沈もう

としている。残照K映えたエベレストは，神々しいまでK美しく，素時しい光景だ。そのうえうれしいと

とKは，いつのまにかエベレストの顔が変わっているではないか。いままで一度だってわれわれに笑顔を

見せず，いつも不機嫌な顔をしていたエベレストが，いま初めて静かK微笑みかけているのをわたしは感

じた。

4月 28日ノレー ト工作のため初めてサウス ・コノレK立っ て南峰を見上げたときは，吹き上げている雪煙

のものすどさI'L，といつが本気で怒ったら，われわれはひとたまりも左かろうと思ったのだが………。

一体われわれは本気でとの山K登ろうとしているのだろうか。それにしてはわれわれはあま!JI'Lも小さ

すぎる。わたしは“グァン"と一発打ちのめされたような気持tてな った。サウス ・コルから頂上まで約

850メートルだ。だがわたしKはそれが数千メートルらL上もの高さKも見えた。そして頂上が，だんだん

遠ざかって行くよう K思えた。また，エベレストとの闘いは ζれから始まるのだと感じた。だがいま仰ぐ

エベレストは違う。何かわれわれK好意をも って話しかけて くれるようだ。

5月 10日， I松捕さん 」の声で目をさます。飛び起きたため息苦しい。昨夜は酸素を吸い念がら寝た

のでぐっすりと眠れた。太陽はすでKテントを照らしてい る。 風は少し辛子さま ったようだ。サポート役の

河野隊員は 1時間も前から起きて氷を溶かし朝食の準備にかか っていた。彼Kは申し訳念いが，食欲がわ

かない。リンゴジュース，紅茶，マシュマロ，テョコレート，果物の缶詰をほんの一口ずつ口K流し込ん

だ。
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身を切られるような寒さの中を最終キャンプ建設K向かう。イラ・ツェリンを先頭VC，ザンブー，テン

ジン，少し遅れサムデン， プノレキパと続〈。昨日出発の用意をすませてあ ったので，午前 8時 10分K

はサウス・コノレをあとKするととが出来た。全員毎分 3リットルの酸素を吸う。アイゼンのつめを全然ょ

せっけないツルツルの蒼氷K体中の神経をとがらせ，東南稜を登bはじめた。固定ロープが欲しくなるよ

うな堅雪の急斜面をあえき・ながら登る。ととろどとろ階段状のボロボロの岩が出てくる。前を歩いている

河野隊員の荒い息づかいが開ζえる。シェルパたちも大きく息をしている。銀色Kくすんだフランス製の

ボンベ 5-6本が，小さな逆層の岩の棚の上Kちらばっている。恐らくどとかの国の隊の最終キャンプ地

であろう。急な雪面が東南稜Kつきあげている。もう稜線は間近い。後ろをふり返るといつの問Kかマカ

ルー， ローツェが肩を並べている。午前 11待 20分ついK稜線K出る。体をの P出してチベット側をの

ぞき込む。氷壁は一気K数千メートル下のカンシュン氷河へ落ち込んでいる。思わず 2， 3歩あとずさ P

する? イラ・ツェリンはネパーノレ側Kある小さ念雪の棚を指して， rととがイ ンド隊の最終キャンフ・地だ」

といった。かわるがわるピックルで雪面を荷1]る。息がきれる。苦しい。金属性の響きとともK空の酸素ボ

ンベが雪の中から出て来た。さらKテン ト，寝袋，オーバーシューズ，小型ガスボンベ左どがつぎつぎと

現われてくる。どう tてか 4人用テントを張れる場所が出来上った。

インド隊と同じ 8.513メートルK黄色いテントを張り終えると，河野隊員と 5人のシエノレパは下っていっ

た。テント K入り， ゴロッと横Kなる。ついK最終キャンプK来た。マカノレーの雄姿がテントの入口から

真正面K見える。ときどきクンプの谷からジェット機の騒音のよう左風が次第Kせ P上 ってくる。そのた

びKギク ッとして一瞬わたしと植村隊員は顔を見合せ，身がまえる。風の音はハイウェーを通過し，チベッ

ト側へ遠ざかってゆく。その後Kまた沈黙の世界が訪れる。ものすどい不安が全身を襲う。わたしはトラ

ンシーバーをとり出し，無性K相手かまわず話 しかけたくなる。

「マカルー隊，マカノレー隊， とちらは，エベレスト登山隊。感度あ Pましたら応答ねがいます」とのと

ろ日本山岳会東海支部隊がマカルーを攻めていた。交信の出来るはずの左い遠〈離れた相手をくタ返しく

b返し呼び出したり，サウス・コルKいる第2登頂隊の平林隊員やサポートの安藤隊員ととりとめの左い

話をして，不安な気持をまぎ らわせていた。もしやスリップ事故でも起としてはいないだろうかと心配し

ていたサポート隊が無事サウス・コルK下ったのを聞いてホッとする。ときどき思い出したよう K酸素マ

スク K手がのびる。酸素の使用と脱水状態のため，口の中はカラカラKかわき，唾液も出てとない。まる

で接着剤でも口Kしているようだ。ガスボンベK火をつけ，コンソメスープを手始めK水分をたっぷりと

る。植村隊員は，コマネズミのよう K食糧のカートンボックスをかき回しては次から次へと食事をつくる。

全〈マメな男だ。松方隊長からいただいた「最後のひとふんばり K良〈効く」という家伝の妙薬を 21粒

ほど取り出してパッ トロにほうり込む。ジ ンタンそっく bの味でなんだかがっか Pする。

新しい酸素ボンベととりかえるためテ ン トの外へ出る。有難いととKいつの間Kか風はすっかbやみ，

あたりは静まタ返っている。太陽は南峰の背Kかくれようとしている。残照、K映えたローツ zからヌプツヱ

の稜線が素時しい。南降へは岩まじ bの急、な雪稜がせb上が 9，さらK頂上へかけての起伏の多い稜l線K

は， ものすどい雪庇がチベット側K張h出している。足元のクーンフ・の谷や， カンシュン氷河Kは一面K雲
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海が広がっている。との時ほど神の加護を強〈感じたととはない。「ょうしゃるぞ」と全身K力がみなぎ

り，勇気がわいてきた。ぬれたシュラフ KもぐP込み，明日 K備えて少しでも眠ろうと思うのだが，前途

への期待と不安が交錯してなか左か寝つかれ念い。小学校低学年のとろからの思い出が，走馬燈のよう K

浮かぶ。

1分間 lリットルの酸素の流出音を子守歌0:，植村隊員は間もなく荒い寝怠をたではじめた。

5月 11日。少 しうとうとしたと思うとすぐ目がさめた。寝袋の中で時計を見ると，針は 4時 40分を

指している。「しま った。寝すごした。シい植村君，起きろ」と声をかける。 しかし， I松浦さん， もの

すどい好天気ですよ Jと元気な声がかえってきた。彼は 30分も前に起き出しブタンガスのコンロをシュ

ーシューいわせて氷を溶かしていた。それにしても昨夜は何度目をさましたととだろう。吐い九息が酸素

マスクの中で水滴とな t，それが鼻の頭K凍 bついて軽い凍傷Kか Lったら しい。あるいは寒さのため何

度も小使K 目がさめた。 テントの外K出るの も面倒0:~ t，すわったまま尿瓶(しゅびん)替わタに水筒

K用を足したりした。

紅茶とマシュマロ 5， 6個で簡単な朝食をすませ，身仕度VてとPかかゐウーノレ肌着の上下を各 2枚，そ

の上から羽毛服をすっぽタと着ζむ。足には 2枚のカシミヤの靴下，フェル卜のインナ一，高所靴，その

上からオーバーシューズ，アイゼンをつける。手の方は同じよう0:2枚のカシミヤ手袋をはめ，頭は羽毛

入りの高所帽でなま?っ た。フ ランス製の酸素ボンベ 2本と若干の食糧，手袋の替え，紅茶を入れた魔法ピ

ン， カメラ， 16ミリ撮影機， フィノレム， トランシーパーを背負子K取りつけテ ントをはい出る。空Kは

一片の雲もなく晴れあがっていた。そのうえ風も予報通 t;1>>さま t，絶好のアタ ック日和だ。真赤なロ ー

プをしっかりと腰K結ぶ。キリ ッと身がひきしまるのを覚える。「よし，行ζ う」と，植村隊員K声をか

け，午前 6時 10分最終キャンプをあとK頂上へ向か った。はじめは足首まで雪Kもぐる程度だが，足は

さすがK重い。約 100メートノレ登ると稜線が急、Kなt，逆層の岩が出ている。そとでチベット側の雪がべっ

たりとついた急斜面K回り込む。ひざまでもぐるラッセルの連続0:，いまにも心臓が破裂しそうだ。毎分 3

リットノレの酸素を吸っているの0:5， 6歩進んでは立ち止まり， ピックノレKよbか hる。苦しい。だがい

くら立ち止まっていてもいっ ζ うに楽Kならない。荒い呼吸も，元K戻らない。「あと 350メートル」

「あと 300メートノレ Jと何度も自分Kいい聞かせる。地上の三分のーという空気の簿さ は，いくら酸素マ

スクをつけていても防ぎょうがない。

つぎK待ち構えていたのは南峰直下の蒼氷のナイフリッジだ。馬の背のようなルートが 150メートルも

続き，左半身はネパーノレ領，右半身はチベ ット領だ。ア イゼンの爪をきかせて一歩一歩慎重K歩いた。あ

る時は四つんばいでせり上がらねばならなか った。ネパール側から猛烈に風が吹き上げて くる。

南峰の頂上だ。はるか眼下Kは粒のよう左黄色い前進キ ャン プが見える。岩の上K背負子をほう P出し，

どかっと腰をま?ろす。そこから頂上を仰いだ時，わたしはキャラパン中はもちろん，アイスフォーノレにノレー

トを切P拓いていた時でさえも，と っそbと一人で見ていた英国隊の貴重な写真を思い出した。そのとき

足元Kとろがっ ているユニオンジャック のマークのはいった酸素ボンベを見つけたのKは公どろいた。

17年前， ヒラリーかテ ンジンが置いてい ったものだろう。
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南蜂頂上Kζれまで使って来た酸素ボンベを置き，新しいボンベKマスクをセットした。 ヒラリ ーが苦

闘した 10メートノレほどのチムニーは，雪がびっしPとつまっていて，思ったより簡単K登れた。やがて

頂上のような丸い頂が見えた。しかし登ってみるとまたその先K同じようなピークが続いていた。そのよ

うなととが何度もくり返された。やがてノース・コルからの稜線が近づき，頂上が間近いととを知る。

卜ップの植村隊員がふり返り， Iいよいよ頂上です。松浦さん先K登って下さい」とい った。一歩一歩ア

イゼンをきかせ，雪克 K気を配りながら，背を並べて進んだ。午前 9時 10分，雪になhわれた頂上K立っ

た。 2人がやっと立てあほどの広さだ った。わたしと植村隊員とは互いKしっかりと抱き合い，息のつま

るほど背中をた hき合った。 17年前のヒラリーとテン ヅンもそうした。わたしたちはそのマネをしたわ

けではなか ったが，本当Kうれしいとき，だれもが同じことをするのK違いなかった。植村隊員のやつれ

た顔からは涙がとめどなく流れていた。感激が全身を襲ってくる。 「た Yいま頂上K着きました」前進キ

ャンフ.1'[トランシーパーで報告する声はかすれた。風は平均 5メートノレ，空Kも足もとKも一片の雲さえ

なかった。天と地の境でわたしは 360度の素晴らしい展望をしっかりと脳裏K刻み込んだ。写真を撮り，

TVカメラ を回す。ついさつきまでの苦しみはもうすっかり忘れ去ってしまい， Iマカ ノレーはいい山だ左

ぁ」とか「はるか逮(1'[見えるカンチェンジュンガの登山許可はシり左いものだろうかJとか「ノース・

コノレからのエベレス 卜登頂は不可能だろうか」などと身をの り出して，そのノレートを眺めた。

成田隊員の遺品と写真，辛子守!J， ピースー箱， マッチを添え頂上の雪を掘って埋めた。そしてその上に

日の丸とネパーノレ国旗をひろげた。とらえようもなく大粒の涙があふれた。一瞬のうち1'[1時聞が過ぎ去っ

ていた。頂上直下で手当 b次第に石を拾い集め，ポクッ卜 Kほうり込む。全隊員へのな土産だ。

南峰の頂上K下ってきた時Kは，酸素レギュレーターの針はもうほとんどゼロを指していた。登!JI'[デ

ポしてあ ったボンベK再び取りかえ，何度も何度もふり返り念がら一気K前進キャンプに向 って下った。

とうしてとの日の夕刻午後 5時 30分我々は，サウス・コノレを経由して一気I'[ABC迄下山し， ABC 

で待っていた隊員と嬉とびを分ち合うととができた。
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第二次登頂隊登頂記

平林克敏

5月 3日，第一次登頂隊員，松浦，植村の両隊員の発表がペースキャンプで行なわれ，第二次登頂隊員

の発表は，アドパンス ・ペースキャンプ(ABO) I'L上ョてから，上部の高所キャンプて活動中の隊員を含

めて，決定されることとなョた。

私は，最終段階に入ったこの計画を達成させる為に ABOで行わなければならない，多くの仕事を抱

えてL、た。アタァク体制を整えなければならない卸皆K突入している Kもかかわらず，我々の計画は.ょう

やくサウスコJレK道が付いたと言うだけ-e， 7，000メートル以上の高所キャンプに荷上げをしなければな

らないほとんどの荷物は， ABOI'L集積されたままとなっていた。

第一次，二次の登頂計画を完成させる為Kは，最低 300キロの荷物をサウスコルK上げる必要があっ

た。この大荷上作輸を引受た松田隊員と一緒(iCABCでする私の仕事は山積されていた。

ベースキ伊ンプでの楽しいはずの休日は，登頂計画と荷上作戦の計画の為I'L.ほとんどの時聞がついや

さ士1てしまっTこ。

5月 5日我々の登頂計画の第一歩はペースキャンプから始ョた。荷上計画や，酸素の配置等，ペースキ

ャンプで検討した書類をルック K詰込み. 5時 307t1'L第一次登頂隊員守合計. 1 2名の隊員と共K第一

キャンプK向ョた。

5月6臼. 0.2 I'L入札第一次登頂隊の為の酸素呼吸器を調整した b.酸素ボンベの荷上数とポンペの

配置が計画通 b行れているか等土五Eキャンプと連絡を取b合い計画に万全を期した。ちょうど，この点検

が終る頃，全隊員とシェルパが，天幕のまわbl'L集まョた。ローツェを背Kして，谷の方を見おろす位置

で，大塚登輯聖堂長の話を聞いた。誰れの顔も見ずにぼんやbと谷聞に拡がる雲の行方を見つめながら…

「第二次登頂歎Kは，平林君K行ってもらう。平林君のパートナーは， まだ決めていないが，サポート

は安藤君I'L.お願いする jと言う言葉なぼんやbと聞き取ョた。

その夜，隊長のテントで，誰を私のパー トナ-(tCするかKついて打ち合せた。私はシエノレパの中から選

ぶのであれば，ナワン・ピンジュ-I'Lしたいことを主張した。しかしながら，ピンジューは匡踊がインド

であり. ネパール国との関係から，彼を登頂者K加えること Kは，将来K問題を残すおそれがあるとい

う本部スタァフの意見も， もョともだと恩ョた。大塚登馨隊長は，シエノレパ頭のテョタレーを連れて行く

ことが，隊の性格から考えて，最も良いと思うとL、う意見を出したが，私は，テョタレーの高度への適正、

性等を考え合わせ，若干の不安があった。結局，その夜は， 決定K至らないまま散会した。

翌 5月7日，第一次登頂隊が 0.2を出発して行ョた。その日，再び第二次登頂隊員を決める打ち合せを

行ョた。ここでチョタレーを連れて行く事I'L.原則的な了解がついたが，チョタレーは目下大荷上隊を卒
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いてサウスサウス・コノレK登っているので若 しチョタレーがこの荷上げで不調とな b登頂隊員として無

理であれば，サウスコルK上るサポート隊の中から，一番コンデ 4γョンの良い者を，私が選ぶこととな

ョた。

ベースキャン プでの仕事K多忙であョたチョタレーは 0.3以上の高所K上ョた経験が， この登山中Kな

かったので，この B，彼は 8000mのサウスコルでの街上げK従事していた。私は，サウスコルの荷上げ

を終って下ってくる彼と，第 3キャンプでおち合L、，そこで登現態勢を整えサウスコ JレK上がることKし

た。

5月8日の夜はo.3と0.4は，大変な事態K至ョていた。サウスコルヘ，大荷上げ作戦を展開した 16 

人のシェルパ達は計画通!J.第三 キャンフ.vc帰 b着くことが出来ないまま，神山隊員と 8人のシエノレパが

7.500mの0.4vc残!J，他のシェルパ達は土肥隊員と共vc，日のとョぷ bと暮れた タ閣のローツェフェー

スを降!J， 7時vc0.3 vc無事戻ョてきた。この為，上部高所キャンプでは酸素と食糧が極度K不足し，第

二次登頂隊が上る為Kは，特別なサポート隊の援助を受けなければならない状態に至ョていることが私K

はすぐKわかった。急拠，南肇隊の藤田隊員K依頼して，強力な 4名の シェルパを回してもらL、，酸素や

食糧の荷上げを行なうこと Kした。このラクパノルプ他 3人のシェルパのパ ーティは. 5月 9日早朝，

第二キャンプを発ョて. 0.3経由0.4まで上ョて，私達K合流した。第二次登頂の為のサポ ト隊と登頂

隊員が全員顔を合わせたのは， 7.500mの第四キャンプであった。

5月 9日，西のヌプァエの西俊K傾きかけた太陽が，黄金Kローツェの氷墜を照らしている。その中を，

イエローパンドから 2つの黒点が，私達の方K近づいてきた。ゆっく bとローツェ フェースを横切!J， 平

野と神崎隊員が帰ョてきた。

「サウスコルに行ョて来ました。もう思い残すことはないですよ。これで私の念願が，かないましたよ。 J

平野隊員は，そう言ってニコニコと私の手を握bしめてくれた。

「ローツェフェースのノレート工作以降，色々迷惑を掛けたが，必ず任務は果たすよ。有難う一。 J神崎

隊員vc，そう 言 うと胸がじいんと熱くなるものを感じた。

「元気で，あとはお願いしますよ。 J

あつい紅茶を飲みほした 2人は，確かな足取 bで，そう言 って，すョか b暗くなョたクーンプの谷K向

ョて，第3キャンプへ降ョて行 った。はるか西方の ヒマラヤの稜線に沈む夕陽を見ながら初めてエペレス

トの頂上K行ける喜びと感動をおさえながら，クーンプの谷で前進基地を 守る多くの隊員やシエノレパ逮K

感謝しながら，静かK長い時聞をテントの張綱惚つかまョて，陽の沈むまで過した。

夕方のテントて安息の一時は. 1.、L、しれぬ感傷にひた!J，翌朝はうって変ョて，慎重な上Kも，荒k し

い闘志を全身KみなぎらせてサクスコルK向ョて，登はんを開始した。

チョタレーとザイルを結び， 長いローツェの壁を横切b，イエローバンドを越えてスラプ状の岩盤を垂

直Kジュネパ・ヌパーへと歩行を進めた。登頂の日K使用するこつの酸素補給器をテストしながら，毎

分 2.51.，の酸素を吸ョた。チョタレ-vcは，第一登頂1歎と同じ装置のマスクとエコノマイザー，私はアメ
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リカ隊がエペレスト K使用した同じメイタグ・マスクを使って見た。サウスコルK着くまでの間(tL，われ

われの開発したヘルメァト式の呼吸器とアメリカ製のどちらを持って行くべきかを決めておきたかった。

私とチョタレーのピァチは上!J， 1時 20分KサウスコノレK着いた。風はネ パール側から， 横なぐ !J(tL

吹きつけ，岩の間K不気味な音を立てて吹きぬけていた。サウスコル全体が風の通 b道であるかの様に吹

き荒れ，天幕は大きくふくれて，金属性の音をたててはためいている。

私達がサウスコK着いて 2時間ほどして，第一次登頂のサポート隊が帰ョて来た。イラツェリンが私の

天幕K上半身だけ入れて，

「最終キ ャンフ.の建設は終りました。サウスコ ノレは風が強いが， 8.00 Omよb上方は風がなL、。大変ラ

yキーです。 」

「明日も，明後日も天気はきっと良いと思います。最終キャンプの位置は，インド隊と同じ位置です。」

「平林サーブ， 我々はこれから 0.4-(tL降 bます。きョと成功します。ナマステ。」

イラツェリンは半泣きであった。彼等の働きKよる最終キャンプ建設の感激を隠し切れないようであっ

た。サムデンもプルキパも代わる代わる天幕K来て，男Ijれを告げて0.4(tL降bて行ョた。手袋をはずして

握手をして別れ行くシェルパ達。こんな素晴しい山仲間， ヒマラヤK衆「亡， 二度と忘れることの出来ない

友達である。

第一次登頂隊のサポートの大任を果たした河野隊員が 8.500m附近で採集して来た岩石VC，チェック・

マークを入れている。

「平林さん，サポート隊員として決まってからは夢中で，この仕事をやってきたが，サポートが完了し

てしまうと，今度は自分で直上K行ョて見たくな bますね。」

「自分で試して見たいですよ。山というものは不思議なものですね。俺なんか， 最終キャンプKも行け

ないと思っていたのvc.・・・・…・。 J

河野隊員は，しみじみとこんなことをいョた。誰か古.丑頂の任務を持たなければなら左いことは誰Kで

もよくわかるが，登頂するものと，そうでない者との感情Kは，表現出来ない相異のあることなどを考え

ながら，うないを立てて通 b過ぎて行く風の音を聞き，長い間，河野隊員と話し合っていた。

安藤隊員は酸素マスクをはず して， 私の登頂準備をととのえていた。最終キャンプK持参する食糧や酸

素のチェ y クも全部していたが，彼は酸素の使用を切 bつめていた。

「酸素の絶対量が足bませんからね。少し検約をしなければ Jと安蕊

「こんな所で酸素の検約をしてみる。それこそ，あ したのサポート Kさしっかえるぞ。」と河野。

「だって，サウスコルにあるはずの酸素が三本足bませんよ。 J

「そうか，知らなかったよ。いざというときは，シェルパの分を使うさ。シェルパは酸素を吸わなくた

って平気だよ。 J

酸素マスクを口からはずした!J，着けた!J，吹きまくるテントの中で，こんな会話が続いていた。

この日の夕刻，私はピンジュ ーを横のテントから呼んで，残念、だが，頂上Kはチョタレーを連れて行く。
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三人で行くことも考えられるが，これは大変危険だ。酸素の量も限定されているから等説明した。ピンジ

ューは大変残念がョた。

「私の人生で，もう二度とエペレストの頂上K立つチャンスはない。 J

fもう一度考えなおしてくれませんか?J 

プリーズ，プリーズと 言う言葉が二度続いた。

「ピンジュー，これはパラサーブとも柱較したが無理だよ。我身の計画では，第二次登頂の後，第 4ス

テージとしてもう一度，サウスコルK登るチャンスがある。その時Kは，必ず君を登頂隊員として，私が

推薦する。わかってくれないか。」

私達の会話は，強風と天幕のはためく音で，時々跡絶え跡絶えた。肩で大きく呼吸しながら何度もピン

ジュ-(tC説明した。チョタレーの高所での調子がわかるまで，正式K誰を頂上K連れて行くかを発表しな

かョたのが，いけなかョた。チョタレーの調子が良好である以上， 0.2の本部テントで決められたよう

にしたかョた。ピンジューは涙を流して残念がョたが，すぐ自分を取 b戻し

iOK アイ アンダスタンドJ

と言 ョて，明日のサポート方法Kついて，指示を抑ぐと，強風のサウスコルで荷上げの準備K取 bかか

ョていた。この後，チョタレーを呼んで，私と一緒K頂上に行くことを正式K告げた。チョタレイは一言，

「ピンジュー，ノー?Jといった。

この言葉は，ピンヅューは連れて行かないのですかれと言う意味に取れたので，

「三人は無理だからな。 J

この二人のシェルパの人柄の違いというものを改めて知らされたようであった。安藤隊員が，横から日

本語でチョタレ-(tC，

「おい，お前，頑張らなきゃだめだぞ。いいか。」

どんな意味か，わかったのかわからないのか，

「イエスサー J

と言ョて，テントを出て行ョた。夜 7時の定時交信の時，この結果を 0.2の本部K伝え，又，最終キャ

ンプKいる松浦隊員Kも知らせた。

「よくわか bました。ピンジューを慰めてやョて下さL、。 J

ローツェーシヤールの時から，生死を共にしたピンジューを松浦隊員は，大変気Kとめていたからであ

る。

この夜，サウスコルは，狂ったようK風が吹き荒れていたが，最高キャンプからの交信では，上部は風

一つなく，薄気味悪いくらい平隠とのことであョた。上部キャンプは退 屈 と見え， トランシーパーで

何度も伊肢も呼び出し，雑談をした。サクスコルの一夜は寝苦しかョた。酸素マスクのフィァトヵ・強すぎ，

顔が痛くなョて伊直も目をさました。

5月 11日， 8時 20分Kサウスコルのテントを出た。快晴である。風は相変わらず強く，昨夜よ b弱
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まってはいたが， 15ノy ト程度であった。シェルパ達の荷上げの内容を安藤隊員が確認してくれたので

チョタレーと二人で先K出発した。 20分程歩いてから，どうも調子が悪い。おかしいなと思っていたら，

酸素が出ていなかった。酸素を出し始めると日本の山を登 ョているよう左，ゆった bとした気持で登るこ

とが出来た。

サウスコノレの広いモレーンを渡って，やがて，ずたずたに風化された氷河を渡ョて東南穣 K続く 30度

近い急なクーロアールを登る。毎分 3.(，の酸素K助けられ，順調K高度をかせいでいョた。クーロアーノレ

を登b切ると，そこからポロポロの岩屑とひざま でもぐる雪国を横切って東南稜K後近した。ただ無言で

登 b続けた。そして，東南革委から南K落ち込んでいる氷 獲に取b付いた時，真青な空と黒い東南稜

と交わる所VC，黄色い最高キャンプが豆粒のように見えて来た。私達が東南稜Kせb上っている氷壁を登

b始めた頃，南峰の頂上真下の稜線K二つの人影が現われた。松浦と植村隊員である。南峰の細い雪の稜

線をゆョく b下って来るのが見えた。 11時 30分である。成功だ。登頂したのだ。なんと早い帰還であ

ろうか。しばらく止って下降するこ人の影を目で追った。早く最終キャンプK入ョて，お茶でも沸かして

迎えよう。そう思うとピァチがぐんぐん上ョてきた。

それから 30分，私はゆっく b休まず， 最高キャンプめがけて一直線K雪田を登 った。 最高キャンプは

南稜から出ている東南青安の背の様な位置 Kあった。ピ y クルを深くテントの前の踏み固められた雪K打ち

込み，それVCチョタレーと結び合っているザイルを掛けて，チベット側をのぞいた!J，鼻先のような，

この絶好のキャンプサイトの回 bを見まわった。北にカンシュン氷河が流れ，その向う VC，チベット高原

のひるが bが，エペレストとマカルーの聞に見える。マカルーは素晴しい英峰であョた。私達が最高キャ

ンプK着いて， 20分後，松浦隊員と植村隊員は，もう 200m足らず上方の深い雪の稜線を，こちらK

向って近ずいてきた。テント地をはなれて迎えK出た。テントから 20mほど進んだ稜線で岩の上K雪が

積!J，あま b足場の良くない所で二人K合った。身体をすb寄せて喜び合った。

「有難う。 Jrごくろうさま。 Jrよかった。 Jrよかった。」

それ以上は言葉Kならなかョた。

植村隊員は，エァコリ笑って

「有難うございました。」

と言った。いつも， 控え目で謙虚な彼の言葉K目頭が熱くなョた。

風一つなL、素晴しいアタ y ク日和であった。 最高キャンプの削 b取 ョた雪の上K腰をおろして頂上への

ノレート等Kついて話し合ョた。紅茶を欽みながら語る二人の様子は，どこか第一キャンプKでも，ルート

を作!JVC行ョて来た時のよう VC，元気で落着き払ョていた。

「南峰の真下が少し悪いが，あとは大したことはないですよ。平林さん達なら，もっと早く行けますよ。J

「この分だと，明 日も天気はもちますよ。どうってことはないよ。 J

二人は，そんなことを言いながら，私を励ましてくれた。

私はそョと二人の酸素ポンペの減圧器を見た。松浦隊員のが 65気圧，植村隊員のが 72気圧程度の残
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量であった。一番嬉しかョたことは，酸素マスクが快調で事故のなかョたこと，朝出発する時，二，三回，

弁の部分が凍結したが，軽く探みほぐすことですぐ機能が戻ったとのことであョた。二人は南峰K半分使

用済のボンベを残して来たこと， 1 6協のカメラを南峰の岩の上Kおいてきたことを伝え， 1 0分ほど休

けいの後にサウスコルめがけて降ョて行ョた。

第一登頂隊が降ョて 20分ほどして，サポート隊のシェルパ，ピンジュー， ラクパ.ノルプ， カルマティ

ーレの三人も登って来たが，安藤隊員の姿が見えなかった。

「おい，ピンジュー， 安藤隊員はどう した。」

「酸素とザイルが無くて登 ってこられないそうです。 J

f何故だ。 j

「昨夜降ったサポート隊のシェルパがザイルを間違えて持ョて行ョてしまったそうです。 J

安藤隊員とトランシーパーで連絡を取ったが， これは事実であった。左んというミスであろうか。出発

の時， 気づけば，どんな方法でも講じられたのK。しかし，安藤隊員の回答は明確なものであった。

「私がサポートしても，荷物を上げるわけではないし，酸素を無駄に消費するだけです。」

「これ以上，下のキャンプからサポートがあるわけではなL、から，もしも場合Kそなえて，私は登らな

いことに決めました。」

馬鹿者奴が，余分な気を使いおって，と思いながらも，ゆ ョく b考えてみると，この処置は適切なもの

であョたよう K思えた。

荷上げを終ったシェルパ達は，しばらく，このテントから見られるまわ bの景色K見入っていた。風一

つない午後の最高 キャンフ.は， 私達の動き回るアイゼンのき しむ音が聞こえるだけで，あとは，雪と岩と

水が無限のひろが bを支配していた。私は，シェルパ逮が降 bてしまう前K，明日の必要な装備や酸素を

もうー使，チェアクした。すべて O Kであ ョた。

荷上げをしてくれた三人りシェルパK，チョタレーを加え，マカルーをパ y クに記念撮影をした。シェ

ルパ達は，各々手袋を取ョて固く別れの握手をした。ピンジューは握手をしている手の上Kもう一つの手

を重ねて，

「平林サーブ，成功間違いなしです。しかし，良い頂上であ bますよう Ko J 

と言 った。その時，彼の手袋が，私の足下K落ちた。彼は気付かなかョたが，私は，その手袋が風で飛

ばされないよう，そョとアイゼンの前爪でおさえて，彼の顔を見ていた。サングラスの下から，涙がKじ

み出ていた。先K降b始めたシェルパとヒンジューのザイルがピンと張ョていた。

「グァドラァク・・・・・・。 J

シエノレパ遠の降ョた後の最高キャンプは静銭だけが，あた bを支配し，たまたま，軽くテントが風Kな

びくだけだ。チョタレーはテント K入ョて，お茶を沸し始めているようであョた。私はテントの前K腰を

おろし，もう何分間もだまョてすわっていた。酸素がシューと気持良く音を立てて流れてくる。静鈴、であ

る。そして，この静ま bかえョた大自然、の息吹きを一人で受けとめていた。
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「ヒラペジ，サーブ，テー?J 

とテントの中からチョタレーの声がした。この声で私はガルツエンのこ とを思い出した。アピ登頂の時

も同じようKガルツエンがテントの中でお茶を沸し，私はテント の外で黙ってすわっていた。サイパルの

時の，パサンプタールも同じであョた。登頂する時の孤独感と言うか， 言いしれぬ興奮とそれを抑える落

着きとが交代して心の中で争っているようであった。

同志社大学のヒマラヤ遠征の時(tC，共K私のパートナーとなって登頂したガルツエンもパサンプタール

も，もうこの世Kはないが，青空K向ョて話かけると返事が返って来るよう Kさえ感じられた。私の登頂

ノミートナーはいつもシェルパであョた。今迄の登山生活を回想しながら，一時間近く，テントの前Kすわ

!:J，お茶をすすョた。落着けば落着 くほど，闘志が心の底深く宿っていョた。

「よし，やるぞ。 J

この夜，チョタレーの作ョてくれたお雑煮で夕食を済ませたが，少 k ，空腹であった。チョタレーはシ

アンパをドンゴロスの袋K五合ほど持ョて来ていた。それをお湯でといて， ミルクと砂糖を加え，ポール

一杯食べた。 実にうまかった。 7時K夕食が済むと，もう寝る以外KなL、。沈みかけた弱い夕日が静かに

テントを包んでいたが，やがて暮れていった。

「チョタレー，明朝は 4時起氏 6時出発だ。 4時に起きられるか?J 

rOK，サーブ，確実 K起きられますよ。」

しかし，心配であョた。酸素を吸ョて気持よく眠って寝すごしたら， どうしよう・・・・・。そんな心配をしてい

ると，ふと，おもしろいことを思いついた。酸素が切れれば目が覚める。酸素を目覚し時計の代!:J(tCしよ

う。私がサワスコルから使用して来た酸素の残量は 115気圧となョていた。これから明朝 4時迄， 8時

間ある。毎分1.l.ずつ吸ったとしても， 4 8 OLあれば充分である。 少し酸素の残量が多すぎるとどうし

よう。気圧と温度の補正表を出して計算するが，さョぱb計算出来ない。とKかく， 2時間ほど毎分 3L

吸ってあと lL(tC切 b換えれば，朝 4時前後K切れる計算となった。

日が沈み， 8時頃Kは寒さが身Kしみるよう Kなョた。出発の時，酸 素補給・器はど れを使おうか，自

分達で開発したヘルメ y ト式のものを使って，もし故障が起きたらどうしよ う。アメ リカ製のものは持っ

て来たが使いたくなかった。そうだ，必ずうまく行く。酸素開発のメンバーであョた和田君と自分自身を

信頼する以外KなL、。新しい国産品を持ョて行こう。住吉ドクターも喜んでくれるだろう。そう決心がつ

く頃，いつしか深い眠!:J(tC落ちて行った。 0時と 2時半， 3時と 3回目を覚した。マスク中からよだれが

流れ出し，それが首K伝わ!:J，なんとも気持が悪い。テントの内張!:J(tClcm以上も霜が一面Kついている。

タオルをマスクの内Kはさんで，また，眠った。

4時 15分，寝苦しさのあま b目を覚ますと，酸素が切れていた。うまくいョた。チョタレーは大きな

いびきをたてて眠ョている。小便Kテントの外K出る。快晴，満天の星空である。チョタレーを起こして

朝食の支度Kかかる。ブタンのボンベが冷えすぎて火力が弱い。いらいらするがどうしようもなL、。プタ

ンボンベのノズルを変えて，もう一つのボンベを股の中K入れて暖める。マシュマロ 6個， ウエハース 1

-140ー



袋をミルクと共K流し込む。チョタレーが又， ツアンパを作ってくれる。この方が良L、。 2杯食べる。彼

も2杯食べた。そうして 3杯目をポーノレの中でねョている。よく食べる奴だと思ョて見ていると，それを

テニスポールほどの大きさ K丸め，羽毛服のポケットK押込んだ。二人で顔を見合わせてニy と笑ョた。

6時，完全装備でテント の外Kはい出す。非常食Kウエハースと練乳 1缶，昼食の為Kクラァカーとチ

ーズ 3個を リュァク K押し込む。テノレモスは一番大きなものをチョタレーと 1本ずつ持ョた。私のカメラ

をチョタレーの首Kかけてや!:J，私は大型の広角カメラを首tてかけ，ヘルメ y ト式の酸素呼吸器を付けた。

頭の中で酸素の流れがよく わかった。 2本の酸素ボンベKカメラ，それK食糧，手袋の換えなど，私達の

背負子は 20キロ近くなった。ずョし bと肩Kこたえた。 30米， 8切らのナイロンロープで結び合いt 6 

時 15介，南峰目指して私が トy プK立 ョて東稜を畳b始めた。快晴無風，コンディジョンは上hである。

最終キャンプから 300米ほどは比較的ゆるい雪稜が続いていた。小さな雪庇がチペ y ト側K発達し，く

るぶしまでもぐる 感じのよい稜線を登る。気がつくと一生懸命歩いていた。早過ぎる。もョとゆョく b景

色でも見ながら登らなければと思い，後をふ b返るとチョタレーが 10米間隔で正確Kついて来ていた。

歩きながら第二登頂の気軽さ と云 うものをしみじみと感じた。アピやサイパルとは大きく違ョていた。誰

れ一人登ョた事のない雪稜，こ の先 どう変化しているか演IJ!:J知れない処女峰のアタ yクの時の緊張とは比

べも のKならない位楽であョた。ヒラリーやテンジンの心境が羨やましいと思いながら歩行を進めた。し

かし一時間ほど登ると，こんな考えもふっとんでしま L、，足場が悪くなってきた。南峰直下にひろがるふ

かふかの斜面K出た。第一次登頂隊のシュプールを登 ったが，雪が溶ちてしま1.'，かえって足場が悪L、。

ところど ころがガラガラの岩の島 と雪面との聞を縫ってじぐざぐK登ョた。

呼吸が乱れ，マスクの先から水滴がポタポタと雪面に落ちた。かな b暖かい。少しも凍bそう Kなかョ

た。毎分 3Lの酸素を 3.5L vc上げる。大きな雪の斜面を登b切ョた時，南峰K一直線Kせ b上がる馬の

ようなリッチ・K出た。かな b急である。 350のかたい雪稜が真青な空K一直線に上ョていた。この頃か

ら風が出始めた。不規則な風が雪稜の上を吹きまく b始めた。この下でチョタレーと小休止した。

「チョタレー，セーフティーファ ーストだ。」

「しョかb確保してくれ，私が合図するまで動くなよ。」

rOK サーブスロリースロリー クライムア yプ ベターサー。 J

そう 云いながらチョタレーはテルモスの紅茶を私Kすすめてくれた。 7分の休けいの後，再び急な雪稜を

登 b始めた。

技術的K困難ではなか った。しかしネパール領|酔ら吹きつける風がパタァと止んで今度はチベット側か

ら巻くよう K吹きつけた。そんな時は雪面にピ y クルのピァクを打ちこんで四つん這いKなョて防いだが，

風はいつも気まぐれに吹きつけた。風速7m程度であョた。 30m登ョてはチョタ νーを確保し，再び、ンャ

クトリ虫のよう vc30m登 ョた。 この雪稜は細くけわしく， 実K長かョた。しかし登るKつれて真青な空

K雪煙を上げる雪稜もじよじよ K低くな!:J，私達は南峰真下50mあたbの地点K達していた。

私には心配事が一つあった。昨夕，チェ γ クした一本目の酸素が，かな b気圧が低下していたことであ
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る。温度補正を加えても 210気圧しかなかった。 念の為，チョタレ-(tC減圧言十を見させると

「サーブオキシグンア リトル。」

と言って，不思議そうな顔をしていた。

細い急、なリッヂKピy クルで棚な作!:l，そこに背負子を下して流量計を見た。 12気圧K減少していTこ。

買上迄なるべく軽い方が良L、。思い切ョてボンベを取替ること Kした。

滅圧器を新らしいボンベK付け， r 2気圧のボンベは下K落ちないように雪の棚の上K置いた。この取

替が終ってからトランシーパーでサウス・コルKいる安藤隊員を呼び出し，南峰直下 50米の地点Kいる

ことを伝えた。

I頑張って下さい，健闘を祈bます。こちら変ョたことあ bません。 J

安藤君の答えがすぐ返ョて来た。

6K9のボンベを軽くした私は，南峰の頂上K浮き上がるかのよ うK身軽になョた。アイゼンの爪が半分

ほど入る堅い雪の斜面を再び登 b初めた。

南峰の出口は， くさった悪い雪質で，南K面するドームの頂上Kはところどころ小さなクレパスがあョ

た。

8.763米の南蜂の頂上に出た。エペレストへの最後の稜線は実K美し¥，"見事なリ νジが空K向って静

かK突き立ョていた。 夢Kまで見た最後の稜線，布陣か前，英国隊の本で見たあのすばらしい稜線が今眼

の前Kそびえている。

のこぎ bの歯のよう Kリγ ヅが一つずつ数えることが出来るほど， くっき bと青空をパ y クK頂上へと

伸びている。風が少し強くなった。南峰の頂上の北側にあるテラスで小休止とした。第一次登頂隊の酸素

ボンペが 2本と英国のマークの入ョたボンベの横(tC1 6協のムービー・カメラがおいてあった。休んでい

る間K風はますます強くなった。南峰と頂上への リシデの聞の怨をぶきみな音を立てて吹きぬけている。

「平林サーブ，ムーピー・カメラを持ョて行くこ とは無理だ。風が強す ぎる。 」

「駄目だ。リ ュック K入れて持って行こう 。」

私はチョタレーが持つ気配がないので自分のリュ y クにそれを入れた。風は強まる一方であョた。私の

ヘルメ y トK小さな氷のかけらと砂がばらばらと当ョた。 私達は南峰を 3メートルほど下b風をよけた。

左手K岩小屋のような絶好の場所があった。そ こで風の弱まるのをまつこと Kした。

8時 35分である。約 10分間ほど休んだが風の弱まる気配はなかョたので， ムービー・カメラとテノレ

モス 1本をそこKデポして出発することKした。出発してみるとそう大 した風ではなか ったが， 結び合ョ

ているザイルが弓な!:l(tC空 中K流れた。コンテニアスの間隔を短く し，ゆっ くbと稜線を進んだ。チョタ

レーが悪場U亡き た時，手持のザイルを少しゆるめたのだろうか，私が気がつくとザイノレがチベッ ト側に出

ている雪庇にかかってしまっていた。私の手持のザイノレをゆるめ，大きく空中(tC泳がせるようにしてたぐ

り寄せた。

細く不安定な稜線を登 b終ると， 大きな雪庇の ドームの中程をまく ようなルートが頂上へと続いていた。

-142ー



風が少しずつ弱ま.!?，私のピy チはぐんぐん上ョて来た。 苦 しさもさほど感じなかった。 20歩ほど登ョ

ては一息入れ，前方を見ては又登った。進んでゆくことはすばらしく楽しいことであョた。思い出したよ

うK振 b返ョては写真のシャッターを切ョてチョタレーを撮した。チョタレ-I'Lも私を一度写真K撮るよ

うK手まねで合図したがなかなか通じなかョたのでザイルを号|っ張って合図した。やがて不器用な手つき

でカメラのカパーをはずしてシャ γ ターを切ったようであった。

再び登 b初めた。 ドームのひるが bや全体の感じからもう頂上の近いこ とがわかった。

ちょ うどその時，前方 40メートルほどの雪の ドームの上Kひらひら雪の中からはためいているものが

目K入ョた。頂上だ。ついにきた。雪の中K埋められた日章旗を見た。

「チョタレー カムオン。 Jザイルを持った左手を大きく横K振って彼K合図した。酸素マスクの為か，

私の声は彼にとどかなかョたが，すぐK気がついたチョタレーもピ yチを上げて登 ってきた。私は一直線

Kドームの一番高い所目がけて登 った。 ドームがだんだん低くな.!?，前方の青空が見え，やがて目前K大

パノラマが展開した。

頂上fふ静かK後をふb返bチョタレーのザイノレをたく..!?ょせた。 3メートル， 2メートル，彼は一歩

ずつ私K近ずいて来た。私も 2， 3歩前K出て抱き合 った。

「チョタレー， 有難う。有難う。 」

「平林サーブ， 私は，私は………。 」 それ以上は声Kなョていなかった。涙がはらはらとほぼを伝わ

った。ただ うれしかった。ただ うれしかった。私の目前Kひろがるヒマラヤの峰々が速 くかすんで行 った。

9時 45分であった。トランシーパーで頂上Kいることを第2キャンプK伝えた。松田隊員の声が返っ

てきた。それ以上話すことは私Kは出来なかョた。雪の中から石で止めてある日の丸とネパールの旗を取

b出し， ピダクルK取 b付け代るがわる，伊取も写真を織ョた。

頂上から 1メートルほ ど下 った所K背負子を置き，私は，西稜やノース・コルK通ずるルートを見る為

ザイルの許す限 b下降してみた。 この聞にチョタレーは，リュタクの中からネパールの王様と王妃の写真

を取 b出し頂上に立っていた。私が笑 いながらそれを 写真 に撮った。その后，チョタレーは大き

な穴を掘って 2枚の写真を頂上K埋めた。それから経文を唱えながら，羽毛服のポクヅトから何か取b出

してはその中K置いていた。

チョタレーは立ち上ると，今度は羽毛服のポケ y トの中から黒いネパール帽を取出し，それを酸素帽子

の上からかぶ .!?， ネパールの旗と日本の国旗を取付けたピ yクノレを高々と上げ， iプリーズ， ポ トグラフ j

「プリーズ ポトグラフ」

「アイ アムア ネパ リー」

と言 って， その姿を写真Kとってほしいと言 ョた。私は酸素帽の上からネパール帽をかぶョたこョけいな

この姿を少々お どろきながら2枚の写真におさめた。

私は登!?I'L使用したヘルメ y ト式の酸素鋪給器を取 ョて雪の上K置き， アメリカ製のマスクをリ yクか

ら取b出してそれを使うことKした。頂上Kきてまでも，国産の新しいタイプの酸素呼吸器とアメリカ製
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のものとを比較してみたいと云う意識が働いていた。

私はダイダイ色Kぬられたへノレメ y トの中Kマスクを入れ，その中Kお守 bと故成田隊長の愛用してい

た皮の手袋を入れてチョタレーの堀ョた雪の穴の中に置いた。

マカルーとローツェが私達の眼下で，雲海の中から雄均しい姿を見せ，チペァト高原が遠く地平線で空

と交わ!J.灰色のチペ y ト高原と空との聞が紫色の帯Kかすみ，地球の湾曲が認められる位，素晴らしい

360度の展望であった。

風だけがうなる無限の静けさ。遠く空聞を旅してきたようなこの空虚な気持。

世界の最高峰の頂上とは何であろうか。何か云い知れぬ恐怖感を覚えた。生命K対する恐怖や孤独感で

はなL、。未知と空間K対して無限の旅を続け左ければならない私達の行為Kついてである。

エペレストの頂止コò~本当 K ここ K存在するのだろうか。もョと高く速い空間の中Kあるのではないだろ

うか。それは，夢の中Kあョた最高峰の頂上が，今ここ K存在しているよう VC.観念と存在はこの頂上K

限られたことではないはずである。もっと高く遠い所Kある何かが，存在の頂である K違い左い。

何分間であろうか。ぼう然、と頂K立ョて，異る次元の中をさまよっていたようであョた。

「チョタ ν一，帰ろう。」と私が云った。

iOK サプ。」と答え，チョタ νーはザイルを巻いて下b始めた。

「ちょっと待った。チョタレー。」 私はそう云うと，背負子を下ろして，頂上の上K集めておいた石

をリュ y クのポク y トKねじ込んだ。重L、。これでは帰 bが大変だ。大きなのた 3つ，文と b出して頂上

の上Kおいた。

1 0時 15分，私達は頂上を後VC.下降を始めた。風が再び強ま b始めたので，下降のピァチを速めた。

長年の習慣であろう。私達は正確K足場をかためて降ることが出来た。

南峰K着いた時，エペレストの稜線同士チベヅト側K長い尾を号|く雪煙が上が b始めていた。

南峰の降りは風強く，実Kゆっく b確実K下った。吹きまくる風て粉雪が眼鏡の中K入!J，どうしよう

もなかョた。眼鏡を取って拭こうとした時，強い風K眼鏡を取られ，南昼~VC落ちて行った。風 K耐え，チ

ョタレーを確保しながら，南峰直下のナイフ・リァヅをじりじりと下った。やがてこのリッジを下り切り

1時 10分に第 6キャンプに着くことが出来Tこ。

頂上から南峰迄，毎分3'-.南峰の下 bは毎分 2.5'-vc調整して来た酸素も，第6キャンプK着いて残

量を見ると 20気圧程度Kなっていた。私達は酸素マスクをはずし，ここで約 10分ほど休けいした。私

は，第4ステージの為VC，最高キャンプの天幕の張綱を点検した!J，ペグを打変えた。この間Kテョタレ

ーは，テント K入!J.ツ 7 ンパをとョて来て，冷い水でといてくれた。二人でそれを流し込んで昼食をと

ョた。私は酸素の残量がサウスコル迄続くとは思わなかったのでサウスコルの安藤隊員K連絡して，途中

まで酸素ポンぺの荷上を依頼し更に流量を毎分 l.tvc調整してサウスコル目ざして最後の下降を続けた。

8200メートルで酸素が尽きたが，わずか 100メートルほど下るとサウスコルから出発して来た安藤隊

員とハクパ.ノルプK合うことが出来た。
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この臼私とチョタレーはサウス・コルから第 4キャンプまで下ってしまいたかった。安藤隊員とハクパ

・ノルプは，サワス・コルのテントを次回の為K補強し，点検を終らせ，私達よ b約 1時間遅れてサウス

コルの天幕を後にした。

私とチョタレーが無人の第 4キャンプに着いたのは夕方6時 10分であった。翌朝，日の出る前K雪盲

K痛む目をおさえながら，多くの仲間違のまつ第2キャンプ目ざして下った。

J~ MEE'70 
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ン エ. yレ ノ、f

松田雄

中島 寛

1 まえがき

ヒマラヤ登山， ましてや 8，ooomを越えるジャイアンツの登山にあたっては，シェノレパの問題は極めて

重要な問題である。優秀左サータ・ーに揮いられた強力なシェルパのチームが念くては，ヒ マラヤの登山は

念夕立た念いといっても過言ではない。シェノレパは，ただ単に登山の協力者であるばかbでなく，陽気な

シェノレパが加わることにより隊の中のムードも明るくな.!?， ヒマラヤ登山における楽しさを倍加してくれ

る。最近日本の一部の登山隊の中には，ヨーロッパ・アルプスのガイドレス登山を真似てか，シェノレパレ

ス登山を標傍してでかけた隊もあるようだが，これではヒマラヤ登山の楽しさが半減してしまうばかりで

なく，登山の立場からみても登山隊員が雑用に追われ，本来の登山K充分に力を発揮できずに終ってしま

うことにも念タかね左い。

我々の関心事は，シェノレパと隊員の機能分担を明確にし，いかにしてシェルパの力を最大限に活用しう

るかということκある。それを成功きぜることによってはじめて我々の力を山登タそのものに思いきって打

ちこめることκも念タうるのである。ここでは①優秀なシェルパを如何にして集めたか。②シェノレパチー

ムを如何にして使ったか， という点K重点をしぼって，以下VC， 1970年エベレス ト隊のシェノレパについ

て報告してみたい。

2 ヒマラヤン・ソサエテイを通じての高所シェルパの契約

1969年 3月 19日付で交付されたネパール政府の新登山規則第 4条第 3項に「ネパーJレ政府は，ぞEカ

トマンズのヒマラ ヤン・ソサエティを通じて登山隊が要求する数のサータ・一， シェノレパ，ポーターを斡旋

する」と明記されてお.!?，実質的には，ネパーノレ政府公認のこの協会を通じてでなければシェルパは雇傭

できなくなョた。

ヒマラヤン・ソサエティでは 1968年 12月VC9条から左る "NewRegula tions of the Hirna-

layan Society"を制定し，るわせて加盟シェルパの リストを作って，解禁後のヒマ ラヤ登山隊にシェ

ルパ幹旋の便宜をはかろうとしていた。

本会κ対しても， 1969年 2月Kヒマラヤン・ソサエティよ.!?197凶手のエベレスト隊用シェノレパとし

てKarni Pasang をサータ・ーとし， 15名のエベレスト経験者を含む46名のシェノレパを推薦 してきた。

しかしながらこの時には，未だ正式K許可が下bていないことでもあったので，そのまますぐ返信を出さ

ずに終ったが，結果的κはこの時VCJACとしての意志表示を行なわなかったことは失敗であった。 Hi-

rna layan Societyて・は， J A C隊の意志念きものと して，当時すみやかに申込みのあった日本エベレ
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スト・スキー探検隊及びJAC東海支部のマカノレー隊等いち早くアッピーノレした隊K優先的にシェノレパを

斡旋してしまったのであった。

その後本隊のシェノレパについては，第 1次偵察隊の帰路κも，第2次偵察隊の入山時にも Himalaya-

n Society!tL対し，本株のシェノレパの申込みを行左ったが，定評のあるシェノレパは，再開後にぎわ凶を

見せたシーズンだけに，なかなか契約決定を見るに至らなかった。第 2次偵察隊がカトマンズを去る時に

も調整が終らず，最終的κは越冬する植村隊員!tL，その決定を委ねることKなった。そして第 2次偵察隊

が帰国してからカトマンズに残留した植村隊員は連日ヒマラヤン・ソサエティと交渉し 11月 30日κほ

ぼ最終的に 27名をプ y クすることができた。我々の雇傭計画は高所シェノレパをサーダ一以下 31名(2 

名のコ yクを含む)，他にローカノレポーター(高所シェノレパκ対し低所シェノレパというべきもので，まだ

一人前のシェノレパとしてヒマラヤン・ソサエティ κ登録されて左い，いわば見習シェノレパ といったもの。

野球の 1軍， 2軍の様に解せばよい)を 21名雇うことにしていたが，まがタなタにも Sherpaの員数の

見通しをつけることができたわけである。この時点での第 1サータ・ーは， Ang Tharkayで，第2サーダ

ーとして Chotar~ Ang Tsering IIの 2名を予定 した。サータ・ーについてはその後 AngThark-

ayが西ネパール，タ・ンガリでの道路工事のコンタ・クターとしての仕事が忙がしく不参加となったので， 2 

nd S i rd a rの Chota reを HeadSirdar !tL， Pemba Tenzingを 2nd S i r d a r !tLそれぞれ昇

格することにした。ヒマラヤン・ソサエティとしてもエベレスト登山と凶うことで，種々と骨を折ってく

れたが我々の交渉のスター卜が遅れたため，定評のあるシェノレパはほとんどマカノレー隊か，スキー隊にブ

ックされてしまっておタ，ヒマラヤン・ソサエティとしては調整の余地があるとすれば日 本各隊の直接当

事者間で話し合って欲しいとのことであった。この点についてはあま b積極的には進めなかったが，それ

でも実際に日本でこの接衝を行なった結集 196昨秋Kピーク・ 29隊で雇傭した DawaNorbu 

をスキー隊よ bトレードしてもらうことができた。

その後植村隊員カ嘆際にシェノレパと面接して 2-3名の入れ替えを行川 2月4自に最終的に 26名を

決めたが，期待していたサーダーのAngTsering H (注:1954年のマナスノレ隊に参加している)は

J.O.M.Roberts氏腔営のトレ yキングの仕事のため陀参加することができず，また1¥fingma

Tenz i ngも駄目 Kなった。

しかしながらダージリンよ.!? Nawang Phenjoが松浦隊員をしたって， H.M.I. (Himalayan 

Mountaineering Institute)インストラクターという現職をなげうって参加し，また Kami Pasa-

ngを偶然キマラパン途中で見つけて雇傭することができ，最終的陀別記シェノレパ リストの通り 26名を

正式!tL高所シェルパとして契約することができた。

3 ロー カ ル ・ シ ェ ル パ ( ロ ーカル・ポータ一)の雇傭

第2次偵察隊の経験からみて，高所シェノレパについては，ヒマラヤ登山禁止のブランクもあb新旧交替

の時期にきてお.!?，過去Kすぐれた山歴をもっているシェノレパが必ずしも高所で強いとは限らず，若くて

優秀念新人を発堀することのほうが得策と考えていた。そこでローカノレ・ポーターκついては，越冬の植

-149-



村隊員κスカウトを一任した。この点については，農閑期で，若いシェノレパはほとんど村から出かせぎに

でているような状況にあ b苦労したが，植村隊員は，サーダーの Chotare と共に口コミで集め，面接

した上で予定通タ 21名を集めることに成功した。この中の 2名は住吉ドクタ -V[よる身体検査で不合格

とまったが，幸い Peak-2 9へでかけた Ka.rsang，Ang Da waの 2名がたまたまカトマンズKおb

雇うことができたので，別紙リストの通bの 21名を雇傭することができた。そしてこの中の半数のシェ

ルパはサウスコノレ以上κ登タ，我々の英J持にこたえた。

4 アイス・フォール・ポーターの活用

アイス・フォーノレの荷上げを短期間Kすませるために，どうしても多数のシェノレパを必要とする。しか

し乍ら全期間ローカノレポーターとして雇傭することは経費の上でも不経済に念るので. B.C建設後C.l

への荷上げが終るまでの間， 30名のアイス・フ才一Jレ用ポーターを使用することを計画，アイスア才一

ル通過に必要な装備を準備した。(但しこれらのポーターは雪中露営はし念いので羽毛服等は支給しなか

った。)

この点κついては，エベレスト登山のタクティクス上の特色かもしれないが，アイス・フ才ーノレの荷上

げをいかκ効果的K行左うかが成否にかかわるほど大きなファクターになる。それほどアイス・フ方ールの

危険率は大きい。そのため巳アイス・フ才ーノレの状況がよいときに集中した荷上げを行なうためにも，

アイス・フ茸ーノレ・ポーターの活用は有効どと思われる。

C .1への荷上げの最終日にあたる 4月9日にアイ ス ・フ才一ノレ ・ポーターの KyakTse ringをセ

ラ7ク崩壊事故で失ったのは残念だったが，彼等は困難な仕事を立派にやタとげた。高所シェノレパやロー

カノレポーターの中には其騎はずれの者もおり，戦力の低下を来たしているところへもってきて，スキー隊

の事故につづく， Ky a k '1' s e r i n gの事故で，ローカル・ポーターの中にも脱落する者も出てきたので，

装備の許す~k .!Jアイス・プ宏一ル・ポーターの中から新規ローカノレ・ポーターとして採用することにした。

4月 12日のアイス・フ才一ノレ・ポーター解雇の時点て新たに 13名の新規ローカノレ・ ポータ ーを雇同

主としてC.l-C. 2の聞の荷上げ要員とすることにしたが，この 13名の中の 4名はサウス・コノレまで，

6名は 7.500mのC4までの荷上げを行ない，英群寺以上の活躍をし，高所シェノレパの弱体を補なって余b

ある成果をおさめることができ た。

5 各ステージ別のシェルパの動かし方

(1 ) キャラパン中

カトマンズからのキャラパンは，荷物輸送隊と隊員キマラパンの 2隊K分れて行動した。シェJレパの

チームも当然のことながら 2隊に分れた。即ち

① 荷物輸送隊

サーダー:Pemba Ten zi ng 

シェノレパ:Nawang Phenjo， Karma 'l'hi 1 e 
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ローカノレ・ポータ-8名， ナイク8名， ポーター400名の編成。

他vc，~路輸送を行なった関係でjレクラのキャッチャーとして， Honggu ， Ang Mi ngma， Ang 

Chotareを残した。

② 隊員キャラパン

サーダー Chotare以下高所シェルノξ17名，コック 2名，ローカノレ・ポーター 11名の編成で，

シェノレパのTenzing，Kami Pasangは途中で合流した。

今回の隊は隊員の数が多いため， ローカノレ・シェルパを含めても，隊員一人κシェルパ一人をオーダ

リーとしてつけることは難かしかったし，そのようなシェノレパの使い方κは問題も多いと考えていたの

も テント別K担当のシェノレパを決め，隊員シェノレパ一体の編成を行なった。(例:隊員 6名のテント

Kシェノレパ 4名の如し)

向，多人数のためシェノレパの名前をおぼえにくかったカも植村隊員の発案で，ポーター用番号札を利

用して，名札を作ム各自胸Kつけさせるこどκした。

(2) BC建設後の第1ステージ(第1期)

ベース・キャンプへ入ってからのシェルパの行動についてはシェルパの高度順化とローテーションがあ

るので，サーダーに相談して，次の様に行念った。

① ノレー ト工作要員については，隊の本部で指名 し，ローテーションに合わせて選んだ。

②荷上げについては，必要人員を隊の本部で指示 し，編成はサーダ-vc一世した。

③ シェノレパのローテーション1"1， 高所シェルパ， ローカJレ・ポーターは原則として 2日行動し 1日休

むことにし， アイスフォーノレ・ポーターについては 4日行動して 1日休むローテーションをとった。

向，このステージ終了後， Ang Dawa (Namche)，Pasang Sona， Rinzinの 3シェルパが依

願解雇を申出，ポスト・ランナーの ParbaTenzing と新規ローカノレ・ポーターの Nangaが交替

した。

色)第2ステージ

ベースキャンプ要員 5名を残して残bの全員 48名がC.1へ上った。この期の前半は大部分のシェノレ

パがC.l I'L宿泊 し， 後半κはC. 1とC.2 vc分かれ， 1部のシェノレパが南壁ABC，C.3へ入ョた。

この場合も炊事用のコックはるらかじめ担当するキャンプを決めておいた。

B.C Urken， Karsang 

C . 1 Ang Lhakpa 

C.2 Ang Tsering， Ang Pasang 

ノレート工作要員，荷上げ要員κついては，その都度サーダーまたはサータ・一代行のシェルパκ必要人

員を指示して人選を行なったが，A. B. Cではサーダー不在のためシェルパの指揮系統に混乱がみら

れたので4月 19日付で 11aTseringを 2ndS i rdar vc昇格して，シェノレパの指揮をとらせた。
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参考までVC4月 15日， 4月 18日両日のキャンプ地別の人員配置を示すと次の通bでるる。

。4月 15 日現在 における人員配置

------隊員 高所‘ンェノレパ
ローカノレ

新規ロープヲノレ 計ポーター

C 2 4 2 6 

C 1 2 8 1 2 1 6 5 6 

De po t C 5 1 3 1 8 

BC  5 3※1 2※2 1 0 

BC以下 2 3※3 l※4 6 

言十 3 9 2 5 1 9 1 3 9 6 

備考 ※ 1 Chotare， Urken， Dawa Sunda 

※ 2 Pasang， Karsan 
※ 3 Pemba Tenzing， Purkipa， Ang Gyaltsen 

※ 4 AngChotar巴

。4月 18 日現在におけ る人員配置

~ シ高ェ所Jレノ、
ローカノレ

ロ暫努Jレ 計
シ ェ ノレパ _E3訳

隊員 ポーター 計 停滞※3 実動

C3 4 3※4 7 3 1 2 

南壁ABC 8 1※5 1※1 1 0 2 l 1 

C2 1 6 1 1 2※2 1 30 1 4 3 1 1 

C 1 4 4※6 1 3 1 2 33 2 9 5 24 

BC  5 3 3 1 1 6 6 。
BC以下 2 3 5 3 3 。

言十 3 9 25 1 9 1 3 9 6 5 7 1 9 3 8 
目

備考 ※3 停滞のシェノレパは主として炊事要員

C 1には病人 3名あタ

※ 1 Pa sang Norbu 

※ 2 Ang Mingma， Lhakpa Tsering 
※ 4 Phenjo ，Karma Thile， Nawang Samden 

※ 5 Tenzing 

※6 Dawa Norbu， Nima Namgyal， Ang Nima， Zangbu. 

B.C以上のシェノレパ 48名の中実動は 38名であ t，主としてC 1， C 2聞の荷上げに従事した。

向，第 2ステージの後半，南壁班は Kami Pasang， Nima Putar， Ang Dawa (Porche)， 

Tseri¥ng Namgyal， Sona Gyaoの 5名が選ばれた。

このステージ終了後，不調の PembaTenzing， Dawa Norbu が解雇され， 松方隊長 と共K

Khumj ungへ下った。 AngGyal tsen も5月4日任務を終了，解雇された。

(4) 第5ステージ‘のシェルパ編成

9
U
 

R
d
 



第 3ステージは，東南稜班;rcとっては登頂のステージである。そしてこのステージ以後シェ Jレパは高

所用，ローカノレ等の区別は行わず全員平等の資格で行動することにした。 5月 3日B.Cで決定した南

壁，東南稜両ベーティーの綿密な計画K もとづき，シェノレパの編成は次のように決定した。この編成方

法は，本部の計画人員κもとずき C • 1で5月 4日検討し. BC. C.l班の 7名を決定，他の班は 5月

5日C • 2 vcおいてサーダ-VCよb南壁班強化とともに大荷上げ作戦を展開するという本部の希望にも

とづき編成作業が行われサーダーの Chotare の手で調整が左されたものである。向このステージK

おいてはC .1は連絡のためコ yクの AngL，h叫(pa1名をのこし，他は全員C.2へ移動し. C 1-

C2聞の荷上げは，必要に応じてC .2よタ逆ポッカすることK した。

①南壁班(1 4名)…… Kami Pasang，Sona Gyao， Tsering Namgyal， Ang Dawas， 

Nima Phutar， Lhakpa Norbu， Wangchhu， Lhakpa Tse r ing 

(Thame)， Nima Onge， Gilmi， Lhakpa Norbu (Kunde)， 

Pemba Tsering (Kunde)， Ang Mingma， Dawa Sunda. 

②第1登頂隊サポート班 (5名)…… IlaTse ri ng， Nawang Samden， Purkippa， Zangbu， 

Ang Nima. 

③第2登頂隊サポート班 (3名)…… NawangPhenjo， Tenzing， Karma Thile. 

④ サウス ・コノレ班 (18名)…… Chotare，Honggo.NimaNamgyal， Ang Dawa (Namche) 

Pasang Norbu， Lhakpa Dorje， Lhakpa Tsering (Ku-

nde)， Pemba Norbu， Lewa Pasang， Ajieba， Sarki， 

Gyatso， Da Tenzing， Ang Kami ， Ang Chorpen， 

Pemba， Pur Temba， Purba Tenzing (注:Nima Namg-

yal， Da Tenzingは不調のため行動せず)

⑤ アイスフ 1ール班(6名)…… AngGyelbu， Ang Chotare， Nima Tenzing， Lhakpa 

Chota， Pasang Namgyal， Gyani. 

⑥ 炊事班(6名)…… B.C'…..Urken， Pasang 

C .1……Ang Lhakpa 

C.2…… Ang Tsering， Ang Pasang 

C.3…… Karsang 

このステージでは，サウス・コル班18名の中.10名しかサウス・コノレκ到達し得ず，そのため止む

なく再荷上げを行ったが，その他κついては大体予定通tvc行動し得た。中でもアイスプ才ーノレ班は 2

日行動しては 1日休むというペースで，以後5月 21日までの間，計 10回の補給を行v>. 兵姑線の確

保を行ったことは， 高く評価されるべきである。向5月 4日は，アイス フ才一ノレ班の LhakpaNor-

bu (Thame)が解雇を申出て受理された。

qa 
p
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。)第4ステージのシェルパ編成

第 4ステージのシェ Jレパの編成は， 5月 13日A.B.Cにおいて次のように編成された。今度の編

成は，第 3ステージの成績から高所に強!.nもの，無理なものの見当がついたので，ほとんどのシェルパ

争，隊の本部の方で決めて，サーダ-VL相談した。その結呆サータ.ーの思惑もあって，最終キャンプ

のサポート班に予定した Tenzing，Purkippa， Kami Pasang の 3名は，Tsering Namg-

yal， Ang Nima， Honggoという3名の NamcheBazar 出身者と交替させられたが，他はすべ

て隊の希望通.!?VL編成された。即ち

① 登頂隊 (2名)…・・ Ila Tsering， Nawang Phenjo. 

② 登頂隊サポート班(7名 )…… TseringNamgyal， Ang Nima， Honggo. Nawang Sa-

mden.Sarki， Purba Tenzing， Lhakpa Tsering 

(Kunde) 

③ サウスコノレ直登隊サポート班(3名)…… NimaPutar， Sona Gyao， Lhakpa Norbu 

(Kunde) 

④ サウスコノレ荷上げ班 (20名)…..Kami Pasang (L)， Lhakpa Norbu (Thame)， 

Tenzing， Purkippa， Kami Norbu， Zangbu， 

Dawa Sunda， Nima Namgyal， Ang Dawa 

(Namche)， Pasang No rbu， Ang Kami ， Lhakpa 

Dorje， Ang Mingma， Lhakpa Tsering (Thame)， 

Gilmi， Ang Dawa s (Porche)， Wangchhu， Nima 

Onge， Pemba Thering (Kunde)， Ang Chorpen， 

⑤ C.4荷上げ班(5名)…… PembaNorbu， Pur Temba， Lewa Pasang， Pemba， 

Dawa Tenzing. 

⑥ 休養班(2名)…… Chotare，Karma Thile. 

このステージの荷上げは，余裕のある安心してみていられる行動であった。

6 シェルパの業績評価と褒賞

シェノレパの能力Kは，登拳能力(技術，体力， 高所適性 ).管理能力(シェノレパの統卒カ，ポーターの

統卒力，経済観念L等の他に，隊員に対するサーバントとしての誠実さ，性格の明るさ，英会話能力等

種々あげられ，通常は定性的にこれらを総合唱断して業績評価されて凶る場合が多い。

そしてこれの具体自そ評価土，隊長の Certificate として文書の形で表現され，金銭的な報酬とし

ては，ホ・クシスの形で表わされている。この場合，よく働いたにも拘らず，隊員κよ凶印象を与え念か

ったシェノレパの評価は低く左っている場合も多凶。最後までよく働いてきたKもかかわらず最後の評価

で同僚に差をつけられ，すっきタした気持で隊員と別れられ念いとしたら残念なことである。人聞のな
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す評価であるので，サラリーマンの業績評価と同様難かしい問題であるが，公平を期す方法は今後もっ

と考えられてよいだろう。

この他K業績評価の方法としては，隊に貢献したシェノレパK記念メタ・ルを贈る方法もあり， この例と

しては， Himalayan C lubのタイガー・パックをあげることができる。このバッジは 8，000m VL達

したシェノレパのうち，その隊の隊長からの推薦にもとづき. Himalayan Clubが優秀念シェ Jレパで

あると評価した場合κ限タ贈られるもので，このパ 7ジを もって凶ることはシェノレパにとっては非常κ

名誉なことであった。しかし念がら最近は，ネパーノレのシェノレパは HimalayanClub よbカトマン

ズのヒマラヤン ‘ソサエティ κ所属が移ってしまったので，タイガー ・パ yジのもつ意味は少なくなっ

た。ヒマラヤン ・ソサエティの体制がととのった後には，これに類する制度が考慮されることを切望す

る。

最近の傾向としては，一般的にみて特に若いジェネレーションは，極めて現実的であ t，勲章よタも

物質的褒賞の方を希望する者が多い。シェノレパについても11砂1ではなかった。そこで今回は 8，000m以

上に達したものKは次のような特別褒賞を行うことKした。この制度そのものの功罪については議論も

あろうかと思われるが，今回111:関する限り成功であったと考えている。

(ィ)東南稜 8，500mの最終キャンプ， 南壁の 8，000'm以上κ荷上げを行なったもの。
}には腕時計※

(ロ) 東南稜のサウスコJレ，南壁のC4 ( 7，500 m )κ酸素なしで 3回荷上げしたもの。

やす上記基準に達しなかったものでもサウスコノレあるいは南壁C4VL荷上げを行左った者に対しては一

回κっき Rs.l00。従って 2回行なった者にはRs.200を特男iJ褒賞金として支給することにした。

その結民高所シェノレパについては，コック 2人と Nima Namgyal (サウスコノレ 2回)を除き，

残bの全員 19名，ローカノレ ・ポーターについても 9名が腕時計組となョた。この他付の該当金額も R

s .4，400 VL達 した。

向上記特別褒賞の他VL，タンポチェでの解雇時にポクシス(賞与)としてシェ Jレパの給料の 17% ( 

通常 1ト 20%)相当額Rs.13，200を当てることにし，これを左の基準で配分した。この場合，ロー

A) Rs. 500…… 3人 (Rs. 1，500) 

B) Rs .300……14人 (Rs. 4.2 00) 

C) Rs.200…… 23人 (Rs. 4，600) 

D)Rs.I00…… 9人 (Rs. 900) 

E) 0…… 5人 (Rs. 0) 

言十 54人 (Rs• 1 1，200 ) 

カJレポーターであるにも拘わらず高所シェノレパなみK

高所で活躍 したシェノレパ，危険なアイスフォーノレで 1

日も休まず頑張ったシェノレパ，高所キャンプで活躍し

たコ ック等には高い評点をつけ，特別褒賞，給料等と

の関連で全体として公正念評価を期すよう配慮した。

参考迄κ次頁K主なシェノレパの評価を表にまとめた。

(注) 今回は，精工舎の格別のご協力により，隊員用の他に，この目的のため20個の腕時計の提供があった

ため，実現できTこb
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JMEE ' 70主要 シェノレパ評価一覧表

氏 名

Sidar 

Chot are 

Pemba Tenzing 

Ila Tsering 

H.A.Sherpa 

Kami No rbu 

Sona Gyao 

Lhakpa Norbu 

Kami Pasang 

Zangbu 

Nawang Samden 

Ang Dawa n 
Purkipa 

Tser ing Namgyal 

Da wa Sunda 

Nima Putar 

Nima Namgyal 

Ka rma Th i le 

Honggo 

Ang Nima 

Tenz ing 

Nawang phenJ 0 

Cook 

Urken 

Ang Tse r ing 

Local porter 

Pasang Norbu 

Ang Mingma 

Lhakpa Norbu 

Pemba T se r ing 

Nima Onge 

Lhakpa Tsering 

Gilmi 

Lhakpa Dor je 

Lhakpa Tsering 

Ang Dawa 

Sark i 

Purba Tenzing 

出身地

Namche 

Kumjung 

Namche 

Namche 

Kunde 

Thame 

Kumjung 

Namche 

Kunde 

Porche 

Namche 

Namche 

Chaungrikarka 

Lukla 

Kunde 

Namche 

Namche 

Thame 

Namche 

Thame 
(Da rjee ling) 

Namche 

Zosare 

Namche 

Lukla 

Kunde 

Kunde 

Thame 

Kunde 

Namche 

Zaro 

Thame 

Namche 

Thame 

Thame 

時十|評価角 所 業 績

登頂者，管理能力優秀 。
最終キャンプ1目サウスコJレ1目今後り成長株 010 

0 
010 
Ol@ 

010 
010 
010 
010 
0 

010 
0 
O l@ 

サウスコル(8，000m) 1回，南壁7，500m2回

7，500ml回南壁7，500m2回，成長株
最終キャンプ1回，サウスコル1回，再建7，500m3凪
(将業ワサーダー候補)
サウスコノレ1回，南壁7，500m3凪安定U乞実力

最終キマンプ1回，サウスコノレ1回，成長株

最終キャンプl回，サウスコノレ2回，安定l火実力

サウスコノレ1回，南壁7，500ml回，馬鹿強い

最終キャンプ1回， サウスコノレ1回

最紙キャンプ 1回， 南壁7，50Om 3回，成長株

サウスコノレ2回， 南壁 7，500ml回

サウスコノレ1回，南壁8，OOOm，将来のサーダー候補

サウスコJレ2回

最終キャンプ 1回

最終キャンプ・ 1回，サウスコノレ l回 10 
最終キャンプl回，サウスコノレ1回，成長株 10 
最終キャンプ1回，サウスコノレ1回，安定した実力 1010 
最終キャニゲ・1回，サウスコノレ1回，隊員並みの実力 101@ 

誠実，努力家 。

0
0
0
0
 

0

0

0

 

サウスコノレ 3回

サウスコノレ 1回，南壁7，500m，成長株

サウスコノレ 1回，南饗8βoom，安定した実力

サウスコノレ 1回， 南壁 7，500m2回

サウスコノレ 1回，南壁7，500m 1回，成長株

最終キマンプ1回，サウスコノレ 2凪成長株

サウスコノレ2回B 南壁7，500ml回，成長株

サウスコル2回

サウスコノレ2回，南壁7，500m3回， 馬廃強く誠実1010
サウスコ jレ3回，安定した実力 1010 
Ice Fall Porterとして闘し拙こもかかわらず 1010 
最終キャンプ1回，サウスコル2回，優秀(但1送令) 1 ;: 1 

上に同じサウスコル3回 1010 

組 1) 本資料は 中島寛隊員作成の資料をも とに隊員の討議を行なって作成 した。

2) 時計のO印は支給者を示す。

3) 評価欄のO印は優秀なもの。 Oは極めて優秀なものを示した。
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7 シェルパの取扱いについての考察

今回の登山全体をとおして，シェノレパはよく活動し，我々の期待にこたえてくれた。しかし， シェ Jレパ

の取扱いκついては複雑な問題が多く，こうすればよかった，ああした方がよいという反省事項も多い。

そこで，以下，我々の経験に基づ凶て，シェノレパを取扱う上での基本的な問題点を記しておきたL、。

( 1) サーダーの役割とシzルパのメンバー編成

前述のとおり，第 3ステージ以降のシェノレパ編劇土成功であった(とくに東南稜隊)。その場合，我

々が考慮したのは，若い，未経験なシェノレパをいかに有効K活用するかという点であって，そのためκ，

編成Kあたっては，シェノレパチームの組合せに苦労した。その過程で，我々が意を用同たのは，第 1~， 

サータ・ーとの話し合いを緊密Kし，こちらの目的と条件を明確に伝えた上で，組合わせはサータ・ーに一任

すること，第 2~， 1日1日の予定を消化させるのではなく て， C 2からサウスコノレのC5までの荷上

げを大部隊で請負わせることの 2つであったが，若い未経験なシェノレパも，シェノレパだけの大音防教(隊

員数名が指揮にるたる)の一員としてのびのびと行動させると，予想以上の活躍をするものだと驚いた。

例えば， 5月 8日のサウスコノレの荷上げ隊は，半分は緒けであったが，それでも 18名中 10名がサウ

スコノレへの荷上げを行ない，第4ステージの 5月 16自には，鹿野隊員に揮凶られて， 20名全員が，

l名の脱落者も左く，整然と C5への荷上げを成功させた。このふたつのクースを見て，彼らの力をひ

き出したものを考えてみると，それはけっして H時計の魅力 H という物質的なものではなく(それがま

ったく念かったとはもちろんいえ念いが)，何故ゃるの少という目的とチームの性格が明確であったと

いうことが大きな要因だったのではないかと思える。この場合，サーダーの役割が極めて重要であるが，

サータ・ーを動かすにも，隊のポリシーが明確であることと具体的であることのふたつが最大の要件であ

る。その点では，今回の登山の前半から中盤にかけては事故もあったが，南墜と東南稜のふたつをやる

ことも含めて，隊のポリシーが不明確念ために，シェノレパの行動に若干の混乱が見られた。

一方，サーダーの資質と しては，大きくわけて，登拳家タイプと管理者タイプのふたつがるるが，

Chotare， Pemba Tenzingは管理者タイプ， Ila Tsering は登拳家タイプであった。今回の我

々の場合にはシェノレパも荷物も多く，管理者タイプの Chotareのようなサータ・ーがいたことはいろい

ろ在意味でよかった。そして，そのようなサーダーκは大枠のみ明確に指示して細かい編成念どは一任

することがかえってよかったといえる。登筆家タイプのサーダーについては，シェ Jレパの掌握K関して，

パランスを失することがあるので，時々はチェックの要があるという印象を受けた。彼らのシェノレパの

掌援の仕方は，基本的κは H 同じ村主義 ρ と H子飼ω・部下中心 H であるが，それが隊全体に亀裂を生

じさせることがない限_!:)， 口をさしはさむこともないのでは念いかといえる。

(埼 隊員とシェルパの関係

シェノレパは如伺κ有能であっても， )レート工作とか危地の脱出とか，隊全体の方向に関連をもっ桝J断が要求

勾，pb 
'
i
 



される作業は無理だし.またやらぜるべきではない。 定型的念作業はシェ JレパK まかせ，隊員は企画，

応用，判断の要求される非定型の作業κ専念する。これが隊員とシェノレパの機能分担の基本でるろう。

この点に関して，われわれの経験のなかで， もっともひっかかる問題はI 4月9日，アイスフ方ーノレの

なかのセラックスの崩壊によって KyakTseringが死亡したときのシェJレパ ・テームのことである。

あのチームは，アイスフ才ーノレのJレート工作が一段落し，翌日からは C1よb上部の行動に主力が移る

ことK 念っておt，前日に指示不徹底のために一部残ったデポ地の荷物をC1へ上げることを任務と し

て， シェノレパだけ 45名で編成されたものであっ た。そのような隊を出すという判断は決して誤まって

いたとは考えないが，図らずも， リーダーの LhakpaNo rbu(Thame)が，適格念状況判断に基づ凶

てチームを指揮する能力に欠けて凶ることを暴露してしまった。事故が起こると，現場よタ上に登って

いた 12名はそのまま行動を続行 32名は現場にとどまタ， 1名がB.CVC連絡に下ったが，当然行な

うべき全チームに対する行動停止と救出作業を全くせず，いわばぼう然として隊員が駆けつけるのを待

っていた。 LhakpaNorbuは， 1次偵， 2次偵とひきつづき抜群の働きを示し，本隊においても優れ

た能力を発揮したし，その時点で， Chotar:e， Pemba Tenz ingともに動けない状況の下，臨時Kサ

ータ・一格の仕事をやっ てもらうことに決めた第1日自のできごとであった。当然今後のサータ・一候補の

一人である彼にしてもこうであったということである。従っ て，これは彼一人の問題というよ t，シェ

ノレパ全般の一般的な特質を示しているとみた方がよい。いわゆる優秀なシェノレパも， リータ・ーとか難か

しいJレートの開拓とかいった作業に念るとからきし無能ぶタを発揮するケースは，これ以外にも たくさ

ん経験したが，それを踏まえたシェノレパの運営を行なうことが必要であることを痛感した。荷上げKあ

たって，シェルパだけの部隊を編成することは大いにやるべきだが，むしろどのような基準でそれを任

せるかが大切ではないだろうヵ、

しかし，一方Kおいて，タ.ージリンから参加した Phenjoのクースをみると， 登拳能力，体力，管

理能力，人柄あらゆる面で抜群にすぐれ，シェルパ出身であっても，登山学校のインストラクターとし

ての経験をとおして，積極性を身につけ，われわれと共通の登山観をもちうるに至るていることはきわ

めて意味のあるところであった。したがョて，彼らが判断力や統卒力。面で，人種的に決定的に欠けて

いると考えるのは大変な誤まタであって，いかに各シェ Jレパのむっている持ち味念り能力をひき出し，

高めていくかは，遠征隊の重要な義務であるとさえいえる。一般的κみれば，我々以上にヒマラヤの登

山に関しては豊富な経験をもち，しかも被雇傭者の立場から，さまざまの国籍，さまざまの目的，さま

ざまの規僕の隊と接している彼らの経験は貴重な財産である。それを利用しない手はない。優れたシェ

ノレパは念まじの隊員の能力よタ上だということもあタうる。我々の経験からみて，彼らの隊員を見る目

は直感的だが極めて鋭い，ということを感じさせられたことが何回となくある。例えば，いったん命令

を出しておいて，すぐに前言を翻えしたタ，隊員の側の語学(最低英語)の能力が足タないにもかかわ

らず，意思が通じな凶ときに， rお前は馬鹿だ」といった調子の日本語の暴言をはいたbすると，とた

んにシェルパの側の態度がかわる。そのような意味で，シェノレパを使う能力があるかないかは，隊員と

しての資格のひとつに加えて然るべきほどの重要な問題である。
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これに関連して，今回。場合，隊員の数が多く，荷物管恩や炊事といった面でも運営がうまくいかず，

混乱をきたしたことが少左くなかった。そのよう念場企E 担当者がひとつの問題に関して何人も関わる

ことに念丸シェノレパへの指示の伝達が幾重にもなされ，その上それぞれがくいちがうという事態がみ

られた。シェルパを使う上でこういった事態が一番混乱をもたらし，隊員とシェルパの関係に祷をつく

るもとになるということは注意しなければ念らない。

(3) 褒貨の問題

今回，我々の登山では，精工社のご好意も るって，シェノレパに対するホ・クシス用と して時計を携行，

褒賞に使った。我々は，これまで述べてきたよう な考え方K基づき，彼らを働らかせるのに決して H金

でつる H ような姿勢はとら念かったつもタだが，彼らにとって，時計をもらえるということは，我々が

考える以上(1("すごいもの Hをもらえるという意識であっ たことは事実である。しかし，それ以上に問

題なのは，隊員が親しいシェノレパ(1(， 自分にとョて不用念登山用具を何げ念く与えること。このよう κ

理由の不明確なものを親密さを示す証拠としてシェノレパκ与えるという習慣は，きわめて伝統的，日

本的であって，心情的に近いものを持っているシェルパに対しても，決してよい影響を与えてい左いこ

とを痛感した。

この褒貨については，ヒマヤラン・ ソサエティの規約にも「高所シェルパが，時間の大半を 21.000

f t以上の高所で過した場合には，遠征隊への貢献度，勇敢き等に応じて，割増賃金ないしは褒貨を与

えて欲しい。その額はリーダーに一任する。」と明記されている。従来の慣行に従えば， 登山終了時に給

料の 10---20%を支給している様であるが，この暗自の基準を守ることが，他の隊のことも考えれば

大切である。

(4) シェルパの高度順化と健康管理

我々の隊では， 2次偵の経駒亡基づき，シェノレパの雇傭にあたっ て，身体検査を実施することと し，

ヒヤラヤン・ソサエティとの契約にあたっても， r隊は医師の診断によ って健康上の欠陥が認められた

場合には雇傭しないことがある」旨明記し，また，シェルパ全員に対する隊の方針として， r隊の責任

K帰することができない事由で健康を害して活動ができなくなった者は解雇することがあるJ旨伝達した。

現(1(，我々と同時期に入山したスキー隊では，当初から健康上の問題を懸念し念がら不本意に雇傭した

シェルパがキ マラパンの途中病死するというクース が発生しているし，我々の場合にも， 雇傭時の身体

検査の結果， 2名を不採用とした。この点については，本来ならばヒマラヤン・ソサエティが自主的に

身体検査を行なう機能をもつべきであることはいうまでもな凶が，それが不可能な現状では，今後も遠

征隊の側で身体検査を実施することを建前とすべきであろう。

入山して以後のシェノレパの健康管理Kついては， 2次偵の民一人の，y エルパが酒を飲みすぎて胃穿

=fL(I(念ったクースがあっただけκ注意を払ったが，今回は，我々がB.C(I(入った頃ソロ・クーンプ一

帯κ下痢 ・幅吐を伴う悪性の風土病(風邪のようなもの)が発生 し，シェルパの何人かがこれK感染 し

た。サーダーの Chota reはじめ， Dawa Norbu などいったん戦列をはなれ，ソロ・クーンフ・へ戻
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って再びB.CVCあがョてきたものがまず発病し， 4月中匂，第2ステージ前半のC1においてピーク

K達した。(多数のシェノレパがかかったに、もかかわらず，隊員は一人もかからなかった)この時点では

シェノレパのI1質化も不十分であって， このため， C . 1→C.2の荷上げが進まないとL、う障筈ヵ・若生した。

シェノレパの順化能力はきわめてすぐれてお払あまタ経験の念い若いシェ Jレパも日を追ってむしろ快

調になった。 4月中旬から 5月 20日までほとんどのシェルパがC1以上に滞在し，休養キャンプは 6，

150mのClとしたが，その高ぎでも十分に休養キャンプの役割を果たすこ とができたと思われる。

シェノレパの酸素使用については， 8，000 mまでは使用せず，陸眠用，行動用ともそれ以上の高所で酸

素を使うことを原則とした。 しかし，東南稜隊の場合， C 6の最終キャンプκあがるシェ Jレパκついて

のみ，C4(7，500m)から睡眠用，行動用とも組織的κ酸素を使用させたが，今回の場合，過去のエベ

レスト隊でよく指摘されてきたような，サウスコノレで一泊した後脱落するというケースは全く見られな

かったのは，酸素使用という面もあョたといえる。しかし，それ以上に重要念ことはシェノレパの酸素使

用については，巧みにタイミングをとらえて重点的に使用すると効果が大きいということである。

俗) シェルパの数

8，OOOm以上の高峰に登ろうとする場合，隊員は極力少数精説とし，戦力になる優秀なシェルパを多

数，有効に活用すること Kよj?，体制が整ったら一気κ登bきることがポイントになる。その点からす

れば，今回はあまり 参考にはならないだろう。しかし，少なくともシェルパについては，今回の人

数でも決して多すぎることはなかったといえる。

1 953年のエペレスト隊(イギリス)の際のシェルパは隊員 1VC対して，約 3である。それ以外の

どの歎をみても隊員対シェルパの比率は 1: 2ぐらいが普通である。この程度の比率を目途K隊員の数

をへらし，隊員のシェルパ管理能力を高めることが，今後の課題といえよう。

付.JMEE'70雇傭のシェルパ・リスト

(配列の願序は採用時のリストによるもの)

A 高所シェルパ

1. Sirdar: Chotare (37才， Namche Bazar出身)

1953 Everst (J. Hunt，C3まで)

1 9 5 6 Man a s l u (僕， C4まで)

1960-1961 Ama Dablam & Makalu (E.Hillary，最終キマンプ)

1961 Big White Peak (梶本)

1962 Nupchu (中尾， 登頂者)

1963 Everst (N.Dyhrenfurth，最終キマンプ)
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1969 Pr e. Everest (藤田， Si rd arとして参加)

1969 Post. P-29(住吉， S i rd a rとして参加，最終キャンプ)

第 2次登頂隊の登頂者と左る。

2. Sirdar (Assistant): Pemba Tenzing (39才，Kumjung出身)

1955 Makalu (J .Franco，最終キャンプ)

1960 Api (津田，最終キャンプ)

1960-1961 Ama Dablam & Makalu (Hillary，Ama DablamはC2まで Makalu 

は最終キャンプまで)

1962 Jannu (L.Terray，最終キャンプ)

1963 Everest (Dyhrenfurth，最終キャンプ)

1 9 6 3 S ai p a l (児島，最終キマンプ)

1965 Ngojnmba Kang n (高橋，登頂者)

明大の NgojnmbaKang nでは植村と共κ登頂しておタ，明大隊κより日本に招待されている。

今回は初の 2ndSirdarとして活躍を期待されたが，この期待にこたえてカトマンズからの第 1キ

マラパン隊では，サーダーとして 400名を指揮して雪のジュンベシ峠を越え，困難な荷上げの任務を

遂行し，その有能ぶタを発揮した。しかし念がらB.Cκはいってからは体の調子悪く. B. Cよタ上

κ登れず. 5月 2日付で途中解雇された。

3 Sirdar (Assistant)寸 laTsering (39才，NamcheBazar出身)

1961 Big White Peak (梶本)

1962 " (高橋，最終キマンプ)

1963 Everest (Dyhrenfurth，西稜，最終キマンプ)

1964 GyachungKang (古原，最終キャンプ)

1965 Everest (Kohli ，South Col) 

グ Dhaulagiri IV (J.O.M.Roberts， C3) 

1969 Annapurna 1 (Greizl， C6最終キャンプ)

今回は当初は H.A Sherpa で参加したが. 4月 19日付を以て Assistant S irdar vc昇格

した。この其騰にこたえて東南稜パーティーでは抜群の働きを示し，第 1次登頂隊てせサポート隊のシ

ェノレパを指簿して最終キャンプK荷上げし，第 4ステージκは，第 3次の登頂メンパ-VC加えられてサ

ウスコ Jレに登った。 今後はサーダーとしての活躍が期待される。

4 High A I t i tude Sherpa : Kami Norbu (27才，NamcheBa za r出身)

1963 Everest (Dyhrenfurth，西稜最終キャンプ)

1969 Post 11 (宮下， C 3 ) 

第 2次偵察隊では Iρcal Porter としての参加であったが，今回は. H.A.SherpaVC昇格して

参加した。その期待κこたえて南壁ではC4VC2回，その後第 4ステージにはサウスコ Jレへ荷上げした。
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5 H. A. Sherpa : Sona Gyao (26才，Kunde出身)

1969 Post Everest (宮下，南壁C4 ) 

スキー隊のサータ・ー 故 PhuDorjeの使用人で，第 2次偵察Kは Local Porterとして参加

したが，南壁で活躍 し， 今聞はH.A.Sherpa(t(抜擢された。南壁で活躍 し. C 4へ2回荷上げ し， 第

4ステージではサウスコノレ直登隊のサポー卜 を行なっ た。

6 H. A. Sherpa : Dawa Norbu (36才，Thame出身)

1960 Api (津田. C 3 ) 

1961 P-2 9 (篠田)

1962 Jannu (Terray，最終キ ャンプ)

1963 Numbur (沼田，C 3 ) 

1965 Everest (Kohli， South Col) 

1969 P-29 (住吉)

1969年秋には，P-2 9で活躍。住吉隊員の強い要請も あって， スキー隊と交渉 しト レードしても

らった。今回は，父親の病気κ加え，本人も哨息気味で不調K終始し. 4月中匂には不調をおしてC1 

Kてシェノレパの指揮をと っていたが. 5月 4日健康回復の見込みなく解雇された。

7 H. A.Sherpa : Lhakpa Norbu (30才 ，Thame出身)

1959 Himalchuli (村木. C 3まで)

1960 11 

1961 P-29 

(山田)

(篠田)

1962 Everest (Dias) 

1964 Ba run (福田 )

1965 Ngojumba Kang n (高橋進)

1969 Pre. Everest (藤田)

1969 Post. Everest (宮下，南壁C4まで)

第 2次偵察に引きつづ き， 南壁て最も活躍した Sherpaで今回は南壁のC4へ3回荷上げ した他

第 3ステージ後半Kは急拠東南稜のサポー トK廻b最終キ ャンプK登った後，サウスコノレκて安藤隊員

と共K平林隊の サポートにあたり， さらに第 4ステージKもサ ウスコノレに登った。今回の隊で最も活躍

したシェノレパの一人である。

8 H. A. Sherpa : Zangbu (25才，NamcheBazar出身)

1969 秋 ChulenHimal (P.Cormilio) 

シェ Jレパ ・タ・ンスの上手な現代的シェノレパで，高所にもよく活躍 し，第 3ステージには最終キャ ンプ，

第 4ステージκはサウス コル迄登った。

9 H. A. Sherpa : Nawang Samden (34才，NamcheBaza r出身)

1965 Everest (Kohli， South Col) 
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経験のあるベテ ランシェノレパでNHK撮影スタッフのアシスタントと して活躍 し， 第 2ステージでは

ローツェフェースの開拓，第 3ステージでは最終キャンプK荷上げ し， 第 4ステージには野口カメラマ

ンと共Kサウスコ Jレに登っ て縁影K協力 した。

10 H. A. Sherpa : Ang Gyaltsen (30才，NamcheBazar出身)

1959 Jannu (Franco，C3) 

1961 Big White Peak (梶本，最終キャンプ)

1962 Everest (Dias， C5) 

1965 11 (Kohl i ， C5) 

英会話もできて，松方隊長付として最適とい うサーダー Chotare の推薦で，ダンポチェよタルク

ラに下払以後松方隊長付と して終始行動を共にした。 5月 2日，松方隊長がクムジュンを離れた時点

で解雇された。身体が弱L、0

11 H. A. Sherpa : Ang Dawa n (28才，Porche出身)

1960-1961 Ama Dab lam & Makal u (Hillary) 

(Ama Dabl am はC3最終キ ャンプ，Makal uはC5 ) 

ヒラ リー卿が最強のシェノレパと賞讃 したシェノレパである。その期待κこたえて南壁のC4へ 1回，サ

ウスコノレへ1回の荷上げを行なった。

12 H.A.Sherpa:Ang Dawa (40才，NamcheBa za r出身)

1952 Post Everest (Chevalley， C3) 

1953 Pre. 11 

1962 1/ 11 

(Hunt， South Col) 

(Dias， C5) 

1969 1/ 11 (藤田，C2) 

1969 Post Everest (三浦，C3) 

隊員に忠実な性格のよいシェノレパであったが，老令のため元気なかった。その上ス キー隊のシェノレパ

の事故で戦意を喪失したので. 4月 12日付を以て解雇された。

13 H.A.Sherpa : Purkipa (37才，NamcheBazar出身)

1960 Dhaulagiri (M.Eiselin， C5) 

1 96 1 Ma k a 1 u (H i 11 a r y) 

19fi3 Dhaulagiri n (Eidher) 

1969 Annapurna n (A.Knabel) 

アイスフ宏一ノレで遭難した Ky a k T s e r i n gの親戚κ当t，遺骨と共VL，Namche Bazar へ下

ったが，再びB .Cへ戻っ てからはベテラン振Dを発揮し第 3ステージには最終キャンプへ，第 4ステ

ージVLはサウスコ Jレκ荷上げし， かたわら若いシェノレパの指導にも努力 した。

14 H.A.Sherpa : Tsering Narngyal (25才，Namche Bazar出身)

1961 Big White Peak (梶本，Kitchen Boy) 
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1962 11 (高橋照， " 
1965 Ngoj umba Kang n (高橋進， C3) 

1969 Annapurna n (Knabel. C5) 

アンナプノレナ婦人隊サータ・-Tenzing Gilmi の息子であ払明るい真面目念性格で，技術も優秀

であタ将来も期待のもてるシェノレパである。今回は南壁C4へ 3回，東南稜最終キャンプへ1回荷上げ

を行なった。

15 H.A.Sherpa : Dawa Sunda (30才，Chaungri Ka rka出身)

1960 Everest (Singh) 

1963 Numbur (沼田)

高所で強く，南壁C4へ 1回，サウスコノレへ 2回の荷上げを行なったばかりでなく，キャ ラパン中は大

塚登拳隊長付のサーバン卜として忠実K働凶た。

16 H.A.Sherpa: Nima Putar (35才，Lukla出身〉

1955 Dhaulagiri (M.Meier， C5) 

1958 Cho Oyu (K.F.Bunshah， C2) 

非常κ忠実念シェルパで，今回は南壁では加納，嵯峨野隊員と共に 8，OOOmκ達し，その後の第4ス

テージにはサウスコノレ直登の吉川隊のシェルパの責任者としての大任を果たし， C 3よbサウスコノレ

へ 1日で往復した。管理能力，統卒能力の向上があれば将来はサーダ一候補として.推薦できる潜在力

をもっている。

17 H.A.Sherpa : Wangchhu (34才，Gomila出身)

1969 Post Kande H i unchu 1 i (伊藤， C 4 ) 

Dawa Wangchu とも 言う。真面白なシェノレパで今回は南壁のC4V'C 3回の荷上げを行なった後，第

4ステージにはサウスコノレへ登った。今後の成長株である。

18 H.A.Sherpa : Nima Namgyal (30才， Kunde出身)

1961 Makalu (Hillary， C5) 

1962 Chamlang (中野" C4) 

1965 Everest (Kohli ，C4) 

サウスコ Jレへ 2回の荷上げを行なった。

19 H.A.Sherpa: Karma Thile (39才，NamcheBa za r出身)

1953 Everest (Hunt ， South Col) 

1960 11 (Singh， 軒

1964 Tawche (Hillary， C3) 

第 3ステージには不調のため活躍できなかったが，第 4ステージκはサーダーの期待Kこたえて， よ

く最終キマンプ迄荷上げした。但しB.C下山後は飲みすぎて隊員の不評をかった。

20 H. A. Sherpa : Honggo (33才，NamcheBaza r出身)

-164-



1954 Cho Oyu (C .Kogan) 

1962 Everest (Dias C5) 

サーダーの Chotare の推薦したシェノレパであり，サウスコノレへ l回，最終キャンプへ 1回の荷上

げを行ったが日常の生活には問題があった。

21 H.A.Sherpa: Ang Nima (28才，Thame出身)

1965 Ngojumba Kang Il (高橋 C 3 ) 

1 9 6 9 Post Everes t (宮下 C 4 ) 

男l降; Nima Ritaの名もある。彼もサーグーの推薦したシェノレパで，明るい性格は誰からも愛され

た。最終段階ではサーダーの期待κこたえ，サウスコノレへ 1回，最終キャンプへ1回の荷上げす行ない

英l滑にこたえた。

22 H.A.Sherpa : Tenzing (32才，NamcheBaza r出身)

1962 Everest (Dias， South Col 3回)

ロパーツ大佐の MountainTravel所属の Treking用の Sherpaて・ある。 今回は Himal一

ayan Societyから交渉してもらって，参加することができた。ロパーツ大佐κ訓練されて凶るだけ

あって技術もなかなか優秀であ_!).今回もインド隊のサウスコ Jレ3回の経験を生かしてよく頑張払最

終キャンフ入1回，サウスコノレへ 1回の荷上げを果たし，サータ・- Chotareの其鴨にこたえた。

23 C∞k : Urken (38才，NamcheBaza r出身I Kalimpong 在住)

1953 Nanga Parbat.， C.K.M.Herrligkoffer) 

1954 Mana s 1 u (堀田)

1960 Dhaulagiri (Eiselin，最終キ 守ンプ)

1963 Everest (Dyhrenfurth， South Col) 

1964 Ganri Sankar (Willans，Cookとして参加)

第 2次マナスル以後.，すぐれたキマリアをもっシェノレパであるが. 1963年のブライテンパ y クの事故

の後，ラマ僧よ b高所へ登れば生命は補償され念いと宣告され，以後コブク K転向 した由。シ ヲキムの

カリンポンで商売を行っていたが，ネパール・ヒマラヤ解禁を間凶てカトマンズへ出て来た。今回ま終

始 B.Cf'Lあってコ 7クとしてベテラン振タを発簿したが，高所へ上らぬため隊員の不評をかった。遠

征終了後再びカリンポンκ帰った。

24 2nd Cook : Ang Tsering (31才， Zosare)

1965 Lhotse Shar (吉川1)

1 96 9 Pre. Everest (藤田)

1969 Post " (宮下)

第 2次偵察隊ではキ フチン・ ボーイとして参加したが，今回は正式のコヲ クK昇格 して活躍した。本

人は必ずしも 高所の適性なし C2での生活はかな b苦しい様子であったが.Urk enが高所へ上らぬ

ためK責任を感じ. C2f'L延べ 34 日滞在 してコック としての大任を果した。彼の正直な明るい性格は

E
U
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U
 



誰からも愛された。

25 H.A.Sherpa: Nawang Phenj.o(28才，Thame出身，Da rjeel ing在住， H.M.1 .Instru-

1955 Lhotse (Dyhrenfurth， C3) 

1959 Himalchuli (村木， C 3) 

1960 Everest (Singh， South Col) 

1965 Lhotse Shar (吉川， 8，150 m) 

c t or) 

13才でウエスタン ・クムのC3VC登って以来.数々のすぐれたキ ャリア を有 し， 1965年の ロー ツ

ェ・シマーJレでは松浦隊員と共K最高到達点に達した。 現在ダージリンの H .M.I の 1n st ructor 

をつとめている。経験技術，知識，体力，判断力等すべて隊員並の実力を有する。今回は第 3ステー

ジでは最終キャンフ・へ荷上げ，第 4ステージKは小西敬員と共に登頂隊員K選ばれた。この働きによ b

B.C下山後松方隊長よ.!? Associate Member VC推薦され， 日本に招待された。

26 H.A.Sherpa : Kami Pasang (33才，Kumjung出身)

1962 Cham lang (中野)

1963 Saipal (児島， C 4 最終キャンプ)

1964 Gyachung Kang (古原)

1965 Everest (Kohli， South Col) 

Pemb a Tenzing Si rda rの実弟で，Eve res tでのキャリアもあ.!?，当初から我々 の隊にと っ

て欲しい She rpaの一人であったが， マカルー隊に Bookされているということであきらめていたが，

マカルー隊の連絡の手品、で本人に採用通知が届かず，止むなく Kathmanduへ働きにでるところをキャ

ラパンの途中でタイミングよくキャッチ した。その期待κこたえて，南壁班ではサータ.ー格と して参加

して活躍し，C4 VC 3回，第 4ステージκは 20名の大荷上げ隊を指揮してサウスコルへ登P大任を果し

た。

B ローカル・ポーター

Loca I Porter : Lhakpa Chpta (21才，ChauDgrikarka 出身)

新人として参加。危険念アイスフォ ールの荷上げに黙々と して従事 12回の荷上げを行なった。

2 Ang Mingma (24才， Lukla 出身)

新人と しての参加ながら南壁のC4κ1回，サウスコルVC1回の荷上げを行なった。将来性のあるシェ

ルパである。

3 Ang Chotare (23才， Lukla 出身)

英語の読み書きもできる，性質の従l願念シェルノとである。今回はよく気のきくことを買われて松方隊

長付となる念ど下の方で活躍した。今回土アイスフ方ールの荷上げ 10回κ終ったが，マネージメント

能力があるので将来が期待できる。

4 Nima Tenzing (23才，Kumjung出身)
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新人として参加。アイスフ 1ールの荷上げを計 13回行なった。

5 Pasang Sona (20才，Kumjung出身)

アイスフ才一ルでの事故の直後，家族よ タ呼戻され. 4月 12日付で解雇された0

6 Lhakpa Norbu (35才， Kunde出身)

1961 P-29 (篠田)

1963 Numbur (沼田)

今回はローカルポータ ーとして雇傭されたが，経験，技術，体力，英会話ともに優秀なシェルパであ

る。キ ャラパン中は河野隊員の岩石採集のアシスタントをつとめ，高所K登ってからは南壁では加納，

嵯峨野隊員と共に 8，05Om VC達 し， 第 4ステージUてはサウスコル直登隊をサポー トしてサウスコルK達

した。小規模遠征隊ではサータ・ーのっ とまる優秀なシェルパである。

7 Pemba Tser ing (28才，Kunde出身)

1963 Post Sharpu (石原， C3) 

1969 Post Annapuruna H (Knabel， C4最終キャンプ)

高所に強く南，墜のC4VC2回LサウスコルVC1因。荷上げを果した他，キャラパン中はカメラマンの

アシスタン トとしても よく働凶た。優秀なシェルパである。

8 Ang Gyalbu (40才，Kunde出身)

1960 Himalchuli (山田，C 2) 

1961 BigWhite Peak (梶本，C5) 

1963 Everest (Dyhrenfurth， C4) 

経験も豊富で当初はH.A. She rpaのリストにも上っていたが，高令のためローカルポーターとして

探用 した。今回はサーダ-ChotareよP経験を買われてアイスフォ ール荷上げ隊の責任者を命ぜられ

た杭 よくその責任を果たし若いシェルパを指揮して 10回の荷上げを行なっ式こ。

9 Peπ'ba Norbu (22才，NamcheBa za r出身)

1969Post P-29 (住吉)

H. A. She rpaのAngDawaの長男で真面白念シェルパである。未だ経験は浅いがC3- C4の間

4回の荷上げを行なった。

10 Nima Onge (23才，Thame出身)

初参加ながらよく頑張丸南壁のC4へ1回荷上げ した他，第 4ステージにはサウスコんまでの荷上

げを危なげな くやb遂げた。

11 Pasang Norbu (27才，NamcheBa za r出身)

1963 Everest (Dyhrenfurth， Kitchen Boy) 

キャ ラパン中はカメ ラマンのアシスタントとして非常κよく働き， しかも サウスコルには 3回の荷上

げを行なっTこ。

12 Pasang (40才，NamcheBazar出身)
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サータ・ーChotareの実兄。登拳能力なし。サーダーの要請によって雇傭。専ら B.CのCookのア

シスタン トとしてシェルパの炊事を担当 した。

13 Lhakpa Tsering (25才，Kunde出身)

初参加ながら第 3ステージにはサウスコルに 2回の荷上げを行ない，第 4ステージには最終キャンプ

まで荷上げした。最も強凶‘ンェルパの一人であっ た。

14 fll】g Lhakpa (37才，NamcheBazar出身)

今回はロ ーカルポータ ーとして参加し， C 1のコックをつとめ 26日間C1(IL滞在した。愉快な男で

ある。

15 G i 1m i ( 2 7.才 ，Namche Ba z a r出身)

新人として参加したにもかかわらず，南壁のC4(IL1回，サウスコルに 2回の荷上げを行なった。成長

株の一人で去る。

16 Lhakpa Dor je (20才， Z aro出身)

新入念がら第 3.第 4各ステージで夫々 1回サウスコルK荷上げした。

17 NgatangRinzin (30才，NamcheBazar出身)

新人と して参加したカー シェルパの事故直後，家族の呼戻 しκょタ 4月 12日付解雇された。

18 Lhakpa Tsering (37才， Thame出身)

1969 Post Everest (宮下 C5 ) 

素晴ら しく強い馬力のあるシェルパで会る。今回も本領を発揮し，南壁のC4(IL3回，サウスコルに

2回の荷上げを行なって期待Kこたえ丈こ0控え目で誠実な性格は隊員，シェルパの誰からも愛された。

19 LhakpaNorbu (25才，Thame出身)

1969 Post Dhaulagiri N (L.Hoyer) 

今回は不調のため殆んど活躍せず，第 3ステージ開始時 C1よ_!?BCへ下山 5月6日付解雇され

た。

20 Kar sang (30才，NamcheBazar出身)

196 9 PO s t P -2 9 (住宕)

前述の通bカ トマ ンズで出発の前日採用された。今回は主としてコックと して働き C3のキーパーと

して 10日間滞在した。

21 Ang Dawa (35才， NamcheBazar出身)

1969 Post P-29 (住吉 )

前記Karsanと共K参加。 F-29ではH.A.Sherpaとして参加しただけであり， 高所でも誠実K よ

く頑張_!?サウスコルには 3回の荷上げを行なった。
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C ニュー・ローカル・ポーター

New Loca I Porter : Gyan i Sherpa (25才，NamcheBazar出身 )

Ice fallの荷上げに専任として従事計 15回の荷上げを行なっ た。

2 Ajieba (32才，Thame出身)

第 2次マナスル登山隊に参加 しているキャリ アをかわれて，サウ スコルへの荷上げが其鴨されたが，

ジエネパー ・スパーまで登ったにすぎず其駒外れに終ョた。

3 Gyatso (30才，Kunde出身)

第 3ステージのサウスコル荷上げ隊に選ばれたが，ジェネパースパー迄しか到達でき左かった。

4 Lewa Pasang (35.才 ，Zaro出身)

第 3ステージにはサウスコル直下迄到達，第 4ステージκもC4へ荷上げ した。

5 Pasang Nerngyal (28才，Thame出身)

アイスフ才ールの荷上げに専従 し， 言十 12回の荷上げを行な っTこ0

6 Sar k i ( 32才，Thame出身)

第 3次マナスルの際，依田カメラマンのアシスタン トとして活躍したシ zルパである。今回はNam-

che Bazarでポーターとして参加。 B.Cてせアイスフ才ールポーターにな.!?，その後NewLoca 1 

Porterf'L昇格。第 3ステージκはC4-C5を 2往復，第 4ステージκは最高キャン プ迄登久 変わ

らぬ強き を実証した。

7 Ang Pasang (30才，Thame出身)

愛婿のある シェルパで，コックのAngTse ring のアシスタントと し34日間を C2で過す。隊員，

シェルパの誰からも愛された。彼はアイスフ 1ールでKya k Tseringと共に氷壊におそわれ，間一髪で

助か払その後よく立直って最後まで頑張った。

8 An g K am i 1 ( 3 5才，NamcheBazar出身)

第 3，第 4ステージの各 1回，サウスコルへの荷上げをやりとげた0

9 Ang Chorpen 

第 3，第4ステージでの各 1回，サウスコルへの荷上げをやタとげた。

10 Phur Temba (24才， Pangboche出身)

第 3ステー ジκは 5月 8日C4よりサウスコルの荷上げに向ln， コんの 1時苛下でタ・ウンしてC3へ

下ったが，翌 9日C3-C4の荷上げを行ない，更に第 4ステージKもC3-C4の荷上げを行なった。

11 Da Tenz ing (25才，Thame出身)

第4ステージKおいてC3-C4の荷上げを行なった。

12 Pemba (28才，Thame出身)

第 3ステージでは 5月 8日ジ 1 ネパースパーのピス トル岩で引返してC3へ下ョたが，翌 9日C3-

C4の荷上げを行ない， 更κ第 4ステージκもC3-C4の荷上げを行なっ た。
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13 P r u b a T e n z i n g (2 8才，Thame出身)

第 1次偵察隊の時には朝日新聞片山記者が雇傭，その後 1969年秋にはォーストリー隊のDha-

ulagiri JVVC参加。今年は POs t -runne rとして採用されたが. 4月 13日NangaとPost-ru-

nne rを交替してNewLocal Porterにな!J.第 3ステージκは 04-05間2往複，第4ステージ

にも 04ー05の荷上げを行なったO

D アイスフォール・ポーター

1. Ice Fa 11 PO r ter : Tser ing Torpgay ( 29.才， Namche Baza r出身)

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8 

9. 

10 

11. 

12 

13 

14. 

15 

16. 

" 
" 
" 
" 

" 
H 

n 

" 
" 
" 

Kund~ 

Gombu Wonchuk 

Phu Gombu 

Choung Norbu 

Pemba Norbu 

Hila 

( 30オ，

( 2 7オ，

( 35オ，

( 33オ，

" 
" 
" 
" 

(35オ， Gumila)

( 35オ， f/ 

An g K cm i ][ ( 3 0オ'， FangKaro 

Tser ing Thundup ( 40オ， Namch Bazar ) 

Zepa ( 4 1オ， " ) 

十KyakTser ing ( 30オ， f/ ) 

十4月 9日，アイスフォール 5，525m付近Kて，セラックスの崩壊κょb遭難死亡す。

" 
" 
" 
" 
" 

Nawa ng Tser i ng ( 4 5.オ， Pangboche ) 

Mi ngma Do r je 

Hishi Tenzing 

( 29オ， f/ 

(21オ， Namche Baza r ) 

Nawang Tenzing (20オ， " 

Ang Dorje 

17. Ice Fall Porter Ang Kami m 

(31オ， Pangboche ) 

(37オ， Pangboche) 

(27オ;Pangboche ) 18. " Nanga 
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輸 送

松田雄一錦織英夫

平林克敏

Exped川 ionは，極論すれば， Transportationの連続であり，広義に解釈すれば，高所キャンプ

への荷上げも輸送の一部であるが，こ』では， BO迄の輸送に限り， (1)内地ーカトマンズ， (2)カトマ

ンズ-BOの輸送κ介けて報告することに致したL、。なお，特則3)として空輸についての考察を加えて

おいた。 BO以上の輸送Kついては，別稿 「計画と行動の実際 jを参照されたい。

1. 日本内地ーーカ卜マンズへの輸送

日本内地からカトマンズへの輸送は，大きく分けて船輸送と空輸に分けることができる。

今回もこの二つの方法で輸送された。この折衷案ともいうべき日本一パンコク聞を船，パンコク

カトマンズ聞を空輸の方法も検討されたが，東京からの空輸と較べて大差がないことがわかったので，上

記二つの方法によるこ とK した。

(1) カルカッタへの船輸送

我阜の主要な荷物は 12月下句内地発カルカ y タへ向った大阪商船三井船舶の日光山丸で輸送された。

その総重量は 64梱包で 30，197Kg s (N e t We i gh t 22，8 14 K g s)であった。前回の経験にもとず

き今回も，ベンガル湾一日本一ペンガル湾運賃同盟に申請し，その運賃は酸素ボンベ，プロパンガス

等 Danger Goods 10%4，160Kgsを除〈残島の全量を学術用品ということで Ha!f Rateを適用し

、てもらった。即ち，この運賃は

12 3，579 M3 X @ $ 27.8 5/M3 = $ 3，44 1.68 …・……①

less50<f ① x 50 '/J = $ 1，7 2 O. 8 4……一一②

15，6 0 5 M3 X @ $ 5 0.50 /開=$ 788.05……・@

計②+③=事 2，508.89宇￥903，200

他に船積諸掛り ￥303，914.ー を要した。

(2) 力ルカッタでの通関とカ卜マンズへの陸送

カノレ カ γ タの通関は，業者 (Express Olearing Agency)にすべてをまかせた。日本の船会

社の仕事や，過去何度も日本隊の仕事をしており，手際よい仕事をしてくれ，酸素やプロパンガス等の

危険物の通関も一度役所へでかけただけで ，インドに してはスピーディ ーな仕事振りであった。

問題はカトマンズまでの陸送で，輸出梱包の荷姿で 30屯を越え，個数にして 64クースの荷物の輸

'
i
 勾，



送K何台のトラ γ クが必要であるかということであった。

運送会社 (Dooars Transport)でも要領を得ず，結局，カノレカグタを 1月30日13台のトラッ

クに分けて出発し，途中 2月 1日国境のラクソールで中継しカトマンズへ 2月 5日-9日の聞に送Dこ

んだ訳であるが，この聞の輸送VC1 0日あまりかかった。

輸出梱包は，このトラック輸送のことを考えて 1ケース 500 K9を目途とはしたが，サイズがまちま

で，ひどいのになるとトラ y ク 1台 VC1クースしか積めない場合もあった。

1 3台ものトラァクを一度K集めることにも無理があり，また登山隊の荷物がまとまりのない容積の

ため，よその細古代、荷物も割り込ませようとする運送屋の魂胆もあって，最後のトラァクがカトマ Y ズ

に着いた時はほっとしたものであった。

カトマンズまでの道路は一応舗装された道路ではあるが，ネパールに入ると道巾も狭くなり，大型車

も使えなくなって，中継地のラクソーJレからは何と 19台のトラフクが必要であった。

せいぜい 5トンくらいまでの荷物なら，カトマンズまで 5日もあれば充分であろうと思われる。途中

Kはホテノレの類はなく， トラックの中か茶庖で休憩をとるくらいである。

向， トラ yク代金は 13台 x@ 1. C. Rs • 28.16 1を Express Clear ing Agency VC支払っ

fこ。

今後，陸送を行う場合には， トラック輸送の無駄がでないように，輸出梱包自体を体積から規格化し

ておくのが賢明であろ う。

ネパールへの通関は，国境のピJレガンジでは，カノレカッタで封印したまま通過し，カトマンズ空港に

て行った。

(3) フランスから輸入した酸素ボンベの通蘭

フランス製の酸素ポyべ 150本，総重量 968Kgs(Net Weight 881Kgs)は 12月 28 

日カトマンズへ到着した。この通関は越冬の植村隊員がたちあったが，

関税と保管料で .a... ・ H ・...・ H ・"R s • 3，037.38 

C 1. F 
Deposi t Morey"''''''…… 5，152.56 (V;l';eの6骨) の通関料がか 与った。

計 Rs 8，189.94 

(4) 日本からの航空貨物

今回は，パキスタン航空のダァカ中継線で， Unacompany Baggageとして，

2月 5日羽田発・….2，545 Kgs 1 

2月 8日 fI ・…・・1.774Kgs ~ 計 4 ，944Kgs が空輸された。

2月 15日 H …… 625KgsI

タ"カ迄は国際組，ダ y カからは，カーゴ専用のチャーター使 (Fr日 ndship機)で 2固に分けて

運ばれた。運賃のレートは$1.40/匂 で あった。

。，uマ4



(5) 通関料

※ 

ネパーノレ政府大蔵省は，登山隊貨物にも， トパーノレ圏内で消費される物資については課税し，その他

の物資についても入国時 Deposi t MonJ を要求され，登山隊の帰国時VL，国外待帰り相当分の

Deposit Moneyを Refundしてくれるが，今回の我右の隊の場合にはこれらの金額は次の通りで

あった。

D epo i t額 … . Rs. 23，917.09 

関税徴収額 …… Rs. 8，219.09 

差引払戻 し額…..R s. 15，698β 

制 1 9 6 6年 4月ネパーノレ大蔵省

制定のNe p a I g a z z e t -3. 

part-15による。

2. 力トマンズより B.Cへの輸送

カルカァタよ b先発隊によって陸送された荷物 22，814Kg 5 .東京よタダァカ経由空輸された荷物

4，944Kgs ，フランスより輸入された酸素ボンベ 881Kgs. カトマンズで調達された食糧，燃料等

3，500Kgs を合せると 33屯を越える荷物になる。これら 1000 個を越える荷物を如何にしてB.O迄

輸送するかは，大きな問題である。

そこで，我々は. FJ彊を整理し，前半タンポチェへの物資集結と，後半タ Y ポチェより B.Oへの輸送の

二段階に分けて，次の様な基本方針を立てて，エベレストの B.OVL向うことにした。

(1) 輸送に関する基本方針

A) カト マンズータンポチェへの物資集結

① 国連よりチャーターせるピラタスポータ一機により，カトマンズーノレクラ間(ヅリ経由)で可

能なかぎりの空輸を行う。目標空輸量は 15屯とする。

@ 第 1キャラパン隊 40 0人を組織し，本隊K先行して 13厄の荷物をナムチェ迄輸送する。このキ

ャラパンはベンパ・テンヅ:/(第2サーダー)とナワン・ピンジューにすべてをまかせることにす

る。

③本隊キャラパンはポーター数をできるだけ少〈し，空輸しきれなかった物資を輸送する。空輸が

予定通りすすめば，約 16 0人のポーターでよいことにな る。

④ 空輸せるノレクラの荷物は，第 1キャラパン隊のナムチェ到着後，ナムチェーノレクラ聞をピスト

y輸送することによ 9.ナムチ %.VL集結する。

⑤前記④項の輸送を円滑に推進せしめるために，適時，隊員，ツェ Jレパを空路要所K派遣し監督准

進κあたらしめる。

@本隊のナムテェ到着と前後して，ナムチェの荷物をタ Y ポチェに集結する O

B) タンポチェより B.Oへの輸送

① タンポチェにて荷物を整理し，帰路のキャラパ Y用食糧，低地キャラパン装備等をタンポチェに

残留することにし. B.Oへ上げる荷物は，整理の上再梱包する。
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② 本隊のキャラパンK先立ち，隊員の高度順化小旅行中K:.シェノレパにより B.Cへの輸送を実施す

る。

③ アイスフォーノレ用の丸太. B.Cで使用する薪については，日当方式でな く. B.C渡し幾らの契約

で輸送せしめ，登山隊荷物のキャラパンと区別して扱う。

(2) ルクラへの空輸

ピラタス・ポーター機は. 1フライトの塔載量500 Kgsであ.!?今回は 1月中の 3フライ トを含め

2月 2日より 2月 23日迄の聞に 30フライト，計 15屯の輸送を予定したが. 2月 19日より天候が

悪くなったため. 2月中は運びきれず. 4フライトが 3月に廻.!? 3月6日迄かかったが，この間 30 

フライトで 14，631kgsを輸送することができた。この空輸は大成功であり，この飛行機チャーターに

多大の助刀をいただいた国連 CUnited Nations Development Programe Special Fund) 

Sun Kosi Terai Proiectの Proiect Managerの G. Dougl as S auer氏，同プロジェク

トの日本工営K.Kス Y コシ調査事務所長津田誠氏，同事務所吉原喜一郎氏，日本工営カ トマンズ所長林

勝三郎氏のご高配には感謝κ堪えなL、。とくに悪天候にも拘らず登山隊のために 30フライ トの飛行を

行ってくれた，ピラタス・ポータ一機の Hardy Fuerer機長κは厚〈御礼申上げたL、。

向ルクラ K運ばれた荷物は，ノレクラ鮒ラ場休憩所のア Y ・ノルプ，我々の隊のシェルパのホング一等

K管理をまかせていたが. 3月 1自には第 1キャラパン隊のピンジューがこの中の 103個をナムチェ

に輸送，その後，本隊キャラパンの松浦以下 5名が 3月 3日ノレクラによ って，荷物の確認を行L、，本隊

のナムチェ到着後， ポーターをノレクラ K送り，以後3月8日迄の聞に全荷物 47 1個がタンポチェへ集

結された。

(3) 第 1キャラパン隊

第 2サーダーのペンパ・ テンヅンを責任者とするジェノレパ 2名，ローカル・ポータ -8名，ポーター

4 0 0人からなる荷物輸送のためのキャラパン隊を 2月 12日ラムサングより出発させた。このために

松浦以下 2名の隊員がラムサングに出かけて，出発時の援助を行ない，ジリーに残留すべき本隊用 63 

個の街物を確かめ，荷物輸送総数400個の確認を行った。

なおこの第 1キャラパンのポータ一隻支払いのため，田村，小西の 2名を空路ノレクラに先行せしめる

ことにした。

キャラパン隊の輸送状況は，第 1図 JMEE'70. KAT - B.C輸送状況図の通Dであるが，主要な状

況を説明すれば下記の通Dである。

2月 16日;予定通り J i 1 i C Thos eのそば)着，政府のグストハウスK:63個の荷物をデポ。

2月 18日:3 3 7個の荷物とセテに着くも， ジュンベγ峠は雪多くカ トマンズ ・ボーターでは動けず，

止むなくここでカトマンズ・ポーターを解庖峠の反対側のジェンベツのポーターを集

めて峠との聞のピストン輸送に切変えることにした。(ペンパのこの処置は実K適切妥
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当な判断であった。 )

2月 19日;カト マンズ ・ポーター解雇，ジュ Yペシのポーター雇用の為， キャラパンは休日とした。

峠のラッセルとジュンベシ ・ポータ-vcよる若干の輸送のみを行った。

2月 20日:休日と し， ラッセノレとポーターの雇用

2月 21日:約60名のジュンベシ・ポーターにより峠のピストン輸送を開始，翌 22日迄K全荷物

3 3 7個をジュンペシに集結。

2月 23日:ポーターの集まる数K応じて分散輸送. 3 3 7個の内 21 lfi簡をジュンベシの寺にあずけ

1 2 1個をタキツン ドの下サノレンの村に輸送。

2月27日:その后順調K進み 121個の第 1キャ ラパンの第 1分散隊ナムチェ着。

ナムチェにおいて，シェルパを中心とするポーターを手配，ジュンベシに降らせる事とし

た。約 20 0人-2 20人のポーターがヅュンベシK向け下る。

ペyパの隊は2つに分散. 1隊はペンパを長と し28日は休養. 3月 1自に 120個の荷物をタ

ンポチェに上げる。他の 1隊はピンジュ ーを長VCJレクラの空輸荷物の荷上にある。

以上第 1キャラパン隊はジュンベツ峠の困難を解消 し， 本隊とあい前后して. 3月 1日- 3月 5日に

わたり，全荷物をナムチェに集結した。

その個数合計 3 3 5個(トーセで 63個をのこ した残 33 7個との差2個はシェルパの荷物と食糧

の減によるもの。 )

(4) 本隊キャラパン

後発の松方隊長，中島寛隊員，ノレクラへ先行する田村，小西の 4名を除<3 5名と， ヅュノレパ 22名，

ローカノレポーター 11名は，ポーター 162名と共に本隊キャラパンを編成して. 2月20日ラムサン

グを出発した。行動概要は下記の通り

2月24 日;第 1 キャラパン隊がジ リ-~てあずけた荷物63 個が合流 し， 本隊キャ ラパンの荷物の総数

は 22 5個となる。

2月 26日:セテK着 くもカトマ Yズ・ポーターの一部がジュンペ シ峠を越すのをきら ったため解雇。

セテKて再雇用するも遂に必要数のポーターを集めえず，止むな く7個(7人分)をセ

テに残す事とした。

2月27日:ジュンベシKて大部分のカトマンズ・ポーターを解雇し， シェルパのポーターを再雇用す

るも 63個分不足. 1日遅れてナ ムチ ェのポータ に上げさせることにし 63個を残し

て出発。

2月 4日:第 1キャラパン隊のポーター.Jレクラのポータ一等，本隊キ ャラパ/'VC混9.毎日の分

類困難となるも，本隊分 124個がナムチェに集結した。

3月 5日:ジュンベシに残した 63個の荷物が到着。

3月 8日:セテK残した 7個の荷も到着し， 本隊もキャ ラパンの全荷物の到着を確認した。

-176ー



向これらナムチェ K集結した荷物は 3月6日，ナムチェよタタンポテェへ輸送した。

(5) タンボチェ-B.C聞の輸送

カトマンズよりタ Y ポチェに集結された荷物10 32個は，直ちに内容を確認した後，シェルベ隊員

に高所用装備の支給を行い，帰路のキャラパン食糧，隊員の低地キャラパン装備等 42個は，タンポチェ

の僧院Kあずけることにした。又B.Cへ輸送する荷物も，仕訳，再梱包を行って整理 した。その結果荷

物の総数を 911個におさえるこ とが出来た。タ ンポテェで減少した 1032-911=121個は，概

ね次の様な理由によった。

付) タY ポチェの僧院に預けた荷物

肘 1 2日聞の滞在で消費された食糧

け 再梱包により整理滅少した荷物

42個 1

6 0個}計12 1個

1 9個 j

タY ポチェで再梱包しB.C~輸送する荷物 9 11 個の中の 748 個( 2 2トン，450K9)は，隊員の

小旅行中K シェノレパKよりB.C~輸送せしめる事とした。

この間第 1図右欄の通り， 2固に分け輸送を開始した。

3月14臼:第 1隊(サーダー・チョタレーの隊)・・H ・H ・..........460個 C人)

3月 15日:第 2隊(第2サータ・ー・ペンパの隊)…………・・・ 212個(人)

3月 16日:第2隊の分隊 ………...・H ・-………………… 2 7個(人)

① 第 1隊のサーダーチョタレーの隊はスキー隊のポーターの雇用の関係もあって，思う様に集らず

460名でスタ ー卜したがペリジェで 5名，ロプヅェで 16名がタンポチェに帰り， 3月17日

439備の荷物を B.C(i(運び，小旅行でB.C(i(滞在中のシェルパに引き渡し，第 1回の輸送を完了し

ー，.
，~。

第2隊のペンパ ・テンジンの隊もポーターの集まりが悪< 212個(人)の輸送しか出来なかった。

結局1， B.C (i(先行輸送する予定であった 748個の内 49個を残し 699個を輸送した。

② その後，第 1隊のキャラパ yのポーターのタンポチェ帰着をまって 3月 19日212個の荷物と共

に本隊キャラパンが出発した。

本隊キャラパy はベリジェでポ ーターの都合によタ 13個の荷物を余してロプジェに行きそこで一

日の休養を取り，その聞に一部の人夫をペリ グェに降し，第2次偵察隊の残した食糧32個と共K逆

ポヅカする事とした。

札口プジェ休養中に荷物のみ矧守して B.C(i(上げる事とし，本隊荷物の一部を残し 15 3個を 3

月22日(i(B.C (i(到着せしめる事が出来た。

③ B.C (i(先行到着した人夫を利用し残余分の本隊荷物を逆ポ γ カし 3月 23日K全荷物を集結する事

が出来た。

途中， ロプ ジェ→B.C，ゴラク γエ γ プ→ B.C聞を 3往復するポーターが 16人もお!J， 3月 23 

日夕刻]， 3往復自のポーターの到着をもって B.C(i(全荷物が集結した。
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④向，途中休養所(レストキャンプ)設置の為ロプジェの段丘にテン ト2張，炊事用具，食糧等 12 f国

の荷を残した。

以上陀より B.C集結荷物の合計は 93 1個となった。チェyク点検の結果不足するものなし全荷物が

B.C (!(到着した事を確認した。

(6) B.C建設周及び氷河周丸太並に薪について

氷河用の丸太についてはタンポチェ並にパンポチェの各ナイケK依頼。B.C渡し 1本 20ルピーの契

約で輸送せしめ，他の荷物とは別勘定とした。薪についても同様の考えとしサーダーにアドパンスを渡

し輸送援に精算をせしめた。

① 丸太本数 74本(内氷河用 40本)は 3月 23日より 3月 26日迄の聞にB.C(!(集結。

② 薪については 3月 23日--3月 27日迄κ43ロー ドを集結。

今後の不足分については，アイスフォ ーノレ ・ポーターを下に降し薪を集めさせる事とした。

(7) B.Cへの輸送のまとめ

日本のヒマラヤ登山史上，最大規模の 1000個を個える荷物の輸送であり，すぐ後にスキー隊のキ

ャラパンが後続していることもあって当初は如何にして円滑な輸送を行いうるかが，大きな関心事であ

ったが，コースが，ヒマ ラヤ銀座ともいわれるナムチ z街道でもあり， シェノレパの故郷でのキ ャラパン

であったこともあり，非常にスムーズK行われ，全荷物中 1個の荷物(脳波計等を入れた医療用トラン

ク)の紛失があったのみで，輸送を完了できたこと叫今回の輸送が非常に上手くいったとみることが出

来る。

最後にその理由を上げてみると， 次の 3点を上げることができる。

① ピラタス・ポーター機の活用によりポーター数と輸送費の大巾な削減ができ たこと 。

② シェノレパ自身K輸送をまかせ，自主的な管理をせしめたことが，輸送の円滑を高めるこ とにな

ったこと。

@ スキー隊との時差をつけて，ポーターの調達競合を避けたことが両隊にとっても，ポーター達

にとってもよ台、ったこと。

3. 空輸 に つ い ての考察

(1) ピラタス・ポータ一機のチャーター

迅速，確実でしかも，ポーターによる輸送費より 安くつくので，今回はJレクラの飛行場迄はできる限

払空輸することにした。この点Kついては，早くから越冬中の植村隊員に調査を依頼し，フランス製

ポyぺ，カトマ Y ズで購入の石油等は本隊の荷物のカトマンズ到着に先立ちJレクラへ空輸しておくこと

にした。

第 2次偵察隊の時，事故を起したツインオッタ→機は，修理を終え就航したものの， 12月末Kダウラ
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ギリ方面の飛行場で，またも前部を大破し，国連のピラタスポータ一機叉は Summer 1 nst i tu te 

のセスナ機以外にチャータ ー可能な飛行機はなかった。

ところが 2月下句には皇太子のご成婚式があり，そのためにこれら両機とも極めて多忙な時期であっ

たが，前記の通り国連スンコシ・フ・ロジェクトの関係者各位のご助力でピラタス・ポーター機をチャー

ターすることができた。

このピラタスポータ 一機はスイス製の山岳地用 S TOL機で， 定員はパイ ロット の他~ 5 名， 荷物の

場合は 500Kg sの塔載が可能であ 9，チャーター料は 1時間当 9Rs . 900 という安い料金であっ

た。他にク リ一等で Ni ght Stopがあった場合KはRs.81が加算された。今回は前記の 30フライ

トの他， 3月 20日Kは，松方隊長と中島隊員がルクラへ飛び， 4月 13日， 5月 13日には生鮮野菜

の輸送を行ない，更に下山時 Kは数固に亘9Jレクラへ飛んでもらったが着陸で きず， 6月 10日にカト

マンズ~ジリー聞を飛んでもらった。これらすべてのチャ ーター料金は Rs• 68， 645 であった。

向，下山時ノレクラへ隊員収容のために Summer Institute のセスナ機を飛ばしたが， 3回飛ん

で3固とも着陸できなか った。この際，料金の半額の請求を受けたが， 1四分 Rs.500であった。

参考迄K両機の連絡先を記すと下記の通りである。

。ピラタス ・ポータ一機:

G. Douglas Sauer， Project Manager 

Sunkosi Terai Project 

United Nations Development Programe Special Fund， 

P. O. Box25， Panipokhari， Kathmandu 

。セスナ機 :

Jungle Aviation & Radio Service， 

S u m m e r 1 n s t i t u t e 0 f L i n gu i s t i c s ， 

P. O. Box 115， Kathmandu 

(2) ヘリコブターのチャーター

成田隊員の遺骨収容の際，クムジュンへ，ヘリ コプ ター 1磯を剤ました。ヘリ コプタ ーは前記ピラタ

ス ・ポータ一機等K較べると， Freightがかなり 高いので，荷物の輸送には問題Kならないが，負傷

者の収容等の非常時には，奥地 K着陸できるので利用価値がある。 1時間あたりの単価は 198US$

である。

今回のク ムヅュ y への椅ラκは 3時間 19分 を要 し

19 
198 x 3一一 =656.70($)とな った。

60 
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ヘリコプター会社への連絡先は次の通 hである。

Arizona Helicopters Inc.. 

US / AID. Rabi Bhaun. 

Kat hmandu . 

〔編者注〕

本稿は，具体的K輸送を担当した，錦制型車員(日本一カトマンズへの輸送担担 ).平林隊員 (カトマ

ンズー BC聞の輸送担当)の資料をもとに編集委員の松田がまとめた。
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ポストランナー及び内地との通信連絡

松田雄

渡部節子

東京の登山本部と現地との通信連絡は，隊の規模が大きくなればなる程重要となってくる。まして今

回のエベレスト登山隊の様に単に一山岳会員や，留守家族だけでなく.毎日新聞社やNHKの報道を

通じて全国の人から注目されている登山隊Kあっては，今更多言を要するまでのこともなく重要な問題

である。

今回は.特K報道隊員が 9名も参加しており，またスキー隊にも他社の報道班員が参加している関係

上，出発前からかなり綿密な打合せをして万全を期した。特に遭難事故，登頂等の重要なニ ュースにつ

いては，ネパール政府の登山規則にも明記されている通り，ネパーノレ政府に第一報を送ることについて

は，特K留意して対策を練った。

内地から登山隊の B.Cへの連絡の系統図を示すと第 1図の通りであり，この間の事務的な仕事とし

ては，①内地の登山隊留守本部を中心とする国内における連絡，②カトマンズにおける中継のための諸

連絡，③ B.C における登山隊の本部に大別できる。 今回はこの中の①について特に重点的に考え，従

来は駐ネパーノレの日本大使館か;唱えは在留邦人等K依頼して，いた中継業務の責任を明確Kするた砂亡，正式に

卜内地十 卜寸 トーイ
第 1図 内地 一一 B・0間連絡系統図
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カトマンズ連絡本部を設置した。

これら連絡の拠点Kなるべき各本部の連絡上の業務を大別すれば下記の通りである。

① 登山隊留守本部

(イ) 登山隊との連絡

(ロl 留守家族への連絡

トJ NHK，毎日新聞社その他報道機関との連絡

(ニ) 日本外務省，駐日ネパーノレ王国大使館との連絡

@ カトマンズ連絡本部

(イ) ポス トランナーの受発信，並びに支払い業務

(ロ) カ卜マンズ中央郵便局に設置した P.O.Box の管理

トj ネパーノレ外務省との連絡

ドl 日本大使館との連絡

(ホ) 内地へのメイノレ発信

ト)内地への電報の発信

(ト) プレスカ ードKよるニュースの発信

(7-)映画フィ ノレムの通関，航空輸送(パ ーサー託送使を含む)

(リ) 登山隊への生鮮食糧品の空輸，手配

(ヌ) カトマンズ ・ニュース ・レーター、 YAKBELL、の発行

③ B.O における登山隊本部

(イ) ポストランナーの受発偉，並びK支払い業務

(ロl臨時ポストランナーの発進

ト) 高所キャンプとの連絡

(ニ) リエゾンオ フィサーとの連絡

付、)報道関係に対するスポークスマン的業務

(ト)内地の登山隊留守本部，カトマンズ連絡本部，駐カトマンズ日本大使館との連絡文書の作成

なお，これら 3拠点聞の連絡であるが，

①内地ーカ卜マンズ聞は(1撫電.(ii)Ai rma i 1， (iii航空貨物の三通り

② カトマンズ-B.O聞は(i)ポストランナー，(iiJカトマンズ~ノレグラ聞の空輸(以後 B.C迄

はポストランナー)，(jiijカ卜マンズ~ナムチェ問，政府の無電使用(ナムチェ - B.O間ポス

トランナー)の三通りの連絡が考えられる。

以下， )聞を追っ てこれらの連絡方法ならびに問愚点について説明する。

1 ポスト ランナーについて

カトマンズ-B.O聞のポスト ランナーは， ヒマラヤン ・ソサエティーの規約Kもとずき， 2人
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1組のランナーを 2組契約し，往復 20日とみて 10日おきに 走らす予定で予算を計上していたが，

カトマンズで，毎 日新聞社， NHKの報道班から，報道班の予算でもう 一組雇って， 3組で 1週間お

きの間隔で，カトマンズ-B.C聞を走らせたいとの要望があっ たので，この意見を入れ，第2図

の様f'LA班， (p u r b a Gy a 1 t s e n， T s 0 u n L i n z i n g ) ， B班 (Kan c h h a Ma n， S 0 n 0 

Kanch h a) ，C班(Pu r b a Te n z i n g， P a s a n g)の3班 6名編成で，毎月曜日 B.C発 ， 毎 火

曜日カトマンズ発で. 1往復で20日を予定し，各班4往復するスクジュールを作った。

JMEE'70 Schedule for Posl Runners 

Starl at Bace Camp every Mondaymorning 

Post al Kathmandu every Tuesday 

Base Camp 

旬、yangbochc

Lukla 

Ka thmandu 
19 21 z3 25 zl 1 3 5 7 9 11目 白 17192I呂田釘担 31 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22割 aa却 2 4 6 8 10 12 14 16 18由 2224笛田珂 1

田担割 2628 2 4 6 8 10 1214泥沼田 2224畠 a却 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 ZJ 2> zl盟 1 3 5 7 9 11 13 1517 19 21 田 2527由 312 

February March Apri I Ma， ふme

( 1970.2.18カト マンズで作成)

第 2図 ポヌト・ラ y ナー遂行計画表

この ポス ト・ ランナ-f'Lは，規定Kより月額 28 0ノレピー(月給でな く日割計算)の他，食事代

として I臼5Jレピー.ラムサンゴ~カトマンズ間パス代 15 Jレピー(1回当り往復)を支給し，この

他にキャ ラパン靴，サブザァク，懐中電灯，雨具，靴下，寝袋(シングノレ )を支給し た。

このスクジュ ーノレ表 (第2図のもの)は. カトマンズの連絡本部， JAC留守本部，NHK，毎日

新聞社にコピーを送付し，徹底を期した。

われわれは，この三組のポスト ・ランナーを定期便と称し，他K必要な時に例えばナムチェバザ

ーノレ又はノレクラへの連絡等必要な時K適宜臨時便を出すことにした。

実際の運行は，第 5図ポストランナ一運行表の通りである。

当初，計画日|数 10日より 早く到着した場合には，ホ・クシスをはずむことを話したが，定期便には

結果的には 1~2 回程度しかその対象になるものはなかった。というのは折角早く走って B.C に つ

いても，寒い B.C で待たされ，しかもその間 B.Cで働かせられることになるので，僅かなチッ プ
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【足矧使 1

・@Purha GyalueへTsOWflI.in:d町

一一一⑮KanchhaM叫 SonoKanchha 
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第 5国 ポスト・ランナー遂行表

をもらった位では割K合わないということが原因としてあげられる。

B.C設営後は，計画表では毎週月曜日の朝にカトマンズに向けて出発させることになっていたが，

実際には余り守られなかった。即ち隊の計画の進展状況によって， もう一日待てば，まとまったニュ

スが送れるということ場合には，出発を延ばすこともあったし，逆K報道隊員の要請で一日早めて，

ポストランナーを出すこともあった。

いずれにしてもポストランナー出発の日の前夜は全隊員が手紙書きに忙殺され，報道隊員はしばし

ば徹夜に近い状態で原稿書きに追われることが多かった。こうして B.Cの誤楽室の中にもうけられた

郵便ポストに集められた手紙類は，送り状をつけて隊用.報道用の二つに分けられ，それぞれポリ袋

に包まれた後. B 4版大の丈夫なキャンパス製のメイル・パ yグに詰められて，キイがかけられた後

ポストランナーに手渡された。

これらの手紙は，二，三の例外をのぞき，ポストランナーの足でカトマンズまで運ばれ，カトマン

ズ連絡本部の郵便物担当の石川博氏(同志社大OB)の手に届けられ，こ与で切手を貼られて. 日本

へ送られたのである。

スキー隊はすべてJレクラ経由でメイノレの受発信を行っていたが， この場合だと飛行機が天候によ っ

て不定期になり易いので，どうしても不確定になり易L、。そこでわれわれの隊は確実さ を重視して.

カトスンズ迄のポストランナーによることを原則としたが，この点は成功であった。

今回のポスト ランナーは，④.<{2湾圧は・ンェノレパ，⑮班はカトマンズ在住のネパ リーであった。どち
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らがポス トランナーとして適しているか?，又班男IJvc優劣がつくかについて興味をもって眺めていた

が，⑪圧の上り使が遅いこと(1 3日か与っている)⑮圧の上りが早いこ と(8日)が目 Kついた程

度で，下り便はC躍の第2使が6日で到達したのを除き大体同じ速度(7 - 9日)であった。結果的

にみるとネパリーの方が足が早いようであるが途中で遊ぶこともあるらしく，今回の 3つの班につい

ては， とくに優劣はつけ難かった。

今回は生鮮食糧を 4月 13日， 5月 13日の 2回空輸したが，報道班はこの帰り便をたくみにつか

み，夫々タ イムリーなニュース原稿の輸送を行った， 4月の使の時は，キャクツエリン遭難のニュー

スを， 5月の便tては登頂の第一報を空輸した。この両固とも NHK，毎日新聞社の報道隊員がアレンジ

した アントツレジェという快速ランナーによるもので， B.O -ノレクラ 4日行程をいずれも 1日-1

日半で走破し，タイムリーにこの飛行機使に間K合わすことができた。

5月中勾の登頂の前後Kは.ノレク ラの空輸便が.スキー隊の帰路とも重なり頻繁K飛来していたの

で，B.Oの報道隊員はこれを利用するべく積極的K臨時のポストランナーを走らせた。即ち， 0.6

建設(5/11 )， 第 l登頂(5/I2 ) ，第 2登頂 (5/13)， 南撞断念と第4期計画(5/I4 )， 第

I登，第 2登の詳報(ち'i7 )，登山終了報告(ろ/19)，下山予定の連絡(与を1)の 7回日り走らせ

L、ずれもスムースな連絡を成功させている。

最後に上述のポストランナーによる連絡のスピードについて考察してみることにする。ごく普通に

届く手紙は日本を出てから 3-4日でカトマンズに届き，そこからポス トランナ ーの背に負われて10

日かムって B.Ovc到着する。即ち約2週間で届くことになるたけであるが，運の悪い手紙は 1ヶ月

近 くか与っているもの もあった。早い例としては前述の 5月 12日の登頂第 1報をもったポストラン

ナーは 1日でノレクラに到着したのなナムチ宝からの無電より も早く カトマンズに歪l躍したケースが

ある。逆に 5月 1-1日(夕刊J)登頂第 1報を報じた新閣ま， 5月 15日羽田発 5月 16自にカトマン

ズにつき. と与で毎 日j新聞社カトマンズ特派員がチャーターした飛行機にのせ 5月 17日早朝ノレクラ

に選ばれ， そこから例の快速ランナー，アンドノレジェ により，その日の中vcB. 0迄届いたことであ

る。 丸 3日間でB.Ovc歪惜したことになり画期的な最短記録であった。

なお，今回のポスト・ ランナーは 2人 1組の編成を行ったが. これはマナスノレ，ヒマノレチュリ等の

経験から，万一途中で病気Kなっ たり，強盗にメイノレ・バッグを盗られたりすることのないよう慎重

を期したことと，今回は隊員が多かったためメイノレの分量が多く，新聞，週間誌等を入れると 10-

20kgvcなることもあり，これではポーターなみの速度しか期待できないことになりかねないとあっ

て二人一組にした訳であるが，ヒ マラヤン ・ソサエティーの規約Kは二人でなければならないと規定

きれている訳ではな日ので，小規模な隊では 1人 1組の編成で 10 -1 5日間隔とすれば 2組傭えば

充分である。
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2 カトマンズ連絡本部の設置

マナスルやヒマルテュリの頃は， ネパールには日本大使館がなかったので，親日本山岳会のネパール人

のクリ・ンュナ氏(M r. K r i s h n a Ba h a d u r ) や，毎日新聞 S t r i n g e r Correspordent 

であったピナヤ氏(Mr. B i n a y u Gu r u -Ac h a r Ya ) にこの連絡業務を依頼していた。

その後 1967年になって日本大使館が設置されたものの，少ない大使館員Kこの多忙な連絡業務

を依頼することは，仕事量の点からも物理的に困難なので，今回は登山隊としての独自のカトマンズ

連絡本部を設置した。

即ち連絡本部の人員は.毎日新聞臨時盈信員 Binaya氏と.同志社大OBでカトマンズ在住の

石川博氏を以て構成， ζれK要する経費はJAC，毎日新聞， NHKで分担することにした。連絡本

部はカトマンズ郊外 Thapathali にある Binaya Sadan (ピナヤ・ピノレ)の一室を開放

してもらL、，石川|連絡員もこ与 に居を構えた。両名の任務の分担は，

。石川連絡員 H ・H ・ポスト ランナーの受発信業務，カトマンズ中夫郵便局に設置した私書函(P.O. 

Bo X. 42) の管理，内地へのメイルの発信，内地への電報の発信，映画フィルムの通関.航塑輸

送，登山隊への生鮮食糧品の空輸手配，カトマンズ連絡本部の経理事務.日本大使館との連絡，毎

日新聞・ NHK特派員に対する便宜供与等。

。ビナヤ連絡員……ネパーノレ外務省.その他ネパーノレ側〉の連紺接衝，外国通信社カト マンズ通信員

との横の連絡.カトマンズニュース・レター..YAK BELL"の発行.プレスカードKよる毎日新

聞へのニュース原稿送稿等……

両連絡員の業務はまことに多忙をきわめた。登山隊の本部K対してはポストランナーの都度，カト

マンズ連絡本部の業務日誌を送ると共に第4図に示した様なピナヤ編集長によるニュース・レターで，

カトマンズ情報や他隊のエ且ースを B.Cへ送ってもらった。とのニュースレターは隊員の間で好評

を博した。

この様に今回カトマンズ速絡本部を設けたことは，成田隊員の事故の際のスムースな連絡.登頂

ニュースの迅速な送稿等の点で成功であった。とくに日本大使館からは吉良大使はじめ大使館員特に

松沢憲夫氏より多大のご援助を載いたが，連絡本部と一体となって行動することにより遺骨収容のた

めのヘリコプターの手配や登頂ニュースの送稿等種 hの点でより迅速なアクションがとりえたと考え

ている。

なお小さな隊では，経費の点でー隊で連絡本部をおくことは無理かも知れないが.今後は，日本山

岳協会等が音頭をとって，同一シーズンにネパーノレ・ヒマラヤに入る各隊共同で，連絡本部を設置さ

れることがのぞましい。
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第 4図 カトマンズ連絡本部発行の週刊ニュ ース ・レター“YAKBELL愉

YAK BELL 

March 12， 1970 

Mr. Saburo Matsukata arrived here Wednesday to lead the JMEE. He was 

acoompanied by Mr. Hiroshi N ak司ima.

They were scheduled to f1y towards Lukla today. But the program was can・
celled because of no 山 craft.The Pi1atus Porter is on the ground at Dhanagadhi due 
to the breakdown of its engine. 

JESE 

The JESE members crossed the Lamo sa時hu(long bridge) Thursday to begin 
their trek to Sherpa1and. Leader Mr. Yuichiro Miura said he wi1l try to ski down from 
the highest slop of Everest. 

Famous novelist Senator Shintaro Ishihara described his as a “sennin" . 

旦!，~y.

Two British teams from different associations wi1l a1so try to climb Annapurna 1 

during this premonsoon. Joint British-Nepa1ese Army expedition via the French used 
northface and Bonnigton Expedition through the south buttress. 

M司jorNevin of Army team said: Both the parties will be in constant touch whi1e 

climbing. We believe in cooperation for our own benefits. 

Advance parties 

To complete their paper works， several members of Austrian Lhotse expedition， 
Korean Churen Himal team and the Netherlands Hima1ayan party are in Kathmandu 
these days. 

Rescue? 

The a1pinists from Kansai Mountaineering Club will try to find out the six 
missing members of Austrian Himalayan expedition. According to the leadeer Mr. 
Tetsuya Nomura， Austrian Alpine Assodation has asked hirn to search the five 
Austrians and one sherpa whi1e trying scale Dhaula-IV. 

旦空旦~~竺と

Japanese Women's Annapurna III expedition has employed nine Mr. Sherpa. 
But no sherpani. 

At airport Junko Tabei told pressmen that“1 am the Mrs." 

However， Morie Yamazaki said: We have eight Miss. 
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5 郵便物の量ならびに経費等について

今回の隊は，隊の規模が大きかったこともあり，おそらくネパーノレ・ヒマラヤ登山史上最大の量の

郵便物が，隊と本国との聞を往復したものと思われる。

参考迄kてその数を整理してみると次の通りである。

〔登山隊が受信した郵便物〕 合計 1.80 8通 ( 1人平均 4 6通)

ポストランナー毎の数は平均して 50-100通の間であり，最少 13通，最高 16 7通であり，

登頂成功の後のお祈aの手紙が数としては最高であった。

向個人的には多い人と少ない人との聞にかなりの差があったが，プライパシーに属することにな

るので， こムでは省略する。た X一般的にいえることは，山の中より筆まめK手紙を書いている人

に手紙が多くきていたことは云える様である。

郵便物の他Kは電報(祝電を含め約 30通).ウイスキー等の差し入， 声の郵便等をあげること

ができる。

〔登山隊が発信した郵便物〕 合計 4，2 3 7通. ( 1人平均 1 1 1通)……切手代約 13万円

ポストランナー毎の発信数は往路のキャラパン中が多く，タンポチエから 3月 19日に出した

4 94通が一回としては最高であった。 B.C~入ってからは漸次数が少くなり，多くの隊員が高

所キャンプへ上っている 5月 4日は，僅か21通であ った。何れにしてもよ く書いたものである。

参考迄K通信費の内訳を整理してみると

85 
切手代 ……. N • C • Rs. 3， 6 4 1.ー

葉書， エアログラム，絵葉書等・・・・・-・ 6 5 2.旦9

1.4 7 9.1Ji 

1 3，2 1 2.立9

1 2 7.旦5

電報代

ポストランナー代

電話料その他

合計 N . C. Rs. 2 3， 9 1 3.生主

(中 Rs.4，80 O.は毎日，

NHK負担)

この他にカトマンズ連絡本部の費用としては人件費を除き交通費その他でN• C . Rs. 2，8 4 6の経

費を使用している。

4 ニュース報道について

今回のエベレスト登山は.ネパーノレ・ヒマラヤ開禁後初の本格的なエベレスト登山隊であり. しか

も南壁から登ること，および，全く同じ時期K日本エベレスト・スキー探検隊封入るというとと左 E

も震なり，内外のジマーナリズムから注目され，両隊の後援社の他にも，他社から取材のため特派員

が派遣されることが予想された。場合によっては外国の通信社の特派員までも B.C~入り，取材合

戦が行われることが予想された程であ る。

両隊の後援社だけでも 登山隊..，・ H ・-毎日新聞社. N.H.K 
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スキー隊…・・読売新聞払 N.T.V 石原プロ撮影班

5社K達し報道班だけでも 22人になる訳である。これらUニの取材班I'LB.Oを訪れられては大変

である。そこで本会では毎日新聞社の意向~従って， 三国会長名にて文書を以って社団法人日本新聞

協会々長蔦直次氏宛に新聞協会加盟の各社K対し取材班の派遣を見合せることの要請を行った。こ

の申入れは，エベレストのニュース並びK写真等は毎日新聞社より各社へ提供する用意があることを

前提として行われたものである。(編者注:マナスノレやヒマルチュリの時K も，毎日新聞社ヒマラヤ

登山事務局が，共同通信社と協調してスムースにニュースが提供されていた。)その結果. B.Cを

訪れた取材班はスキー隊の取材終了後一人で残留して取材に当った読売新聞社島田記者の他Kは，朝

日新聞社の片山記者が(編者注:両記者とも本会会員)B.Oを訪れたのみで，この点では所期の目

的を達したといえる。

なお，これに関連し，登頂のニュースの取扱いに関して. JMEE隊はネパーノレ政府の登山規員iJl'L

違反し昔、るの前説い治せいうととが，一部の新聞紙上で， カトマンズ発の外電として報ぜられたととが

あった。問題の発端は，ネパーノレ政府の登山規則第8条1'(r遠征隊は，遠征の成功，失敗，事故等主

要なニュースは， これらニュースの送信K先立ち，ネ パーノレ政府に第 1報を送らねばならない」とい

うこと κなっているのにも拘らず. JMEE隊はネパーlレ政府の公表K先立ち，毎日新聞. NHKの

特派員によって東京へ打電きれ， しかもこのことを日本大使館は知っていながら，ネパーノレ外務省に

報告しなかったというのである。 しかし乍ら事実は.JMEE隊は先ず第-1'(リエソ・ン ・オ フィサー

を通じてネパーノレ政府K第一報を通報していたのである。

即ち. B.Oから登頂の第一報をもったアンドノレジェという快速のポスト ランナーが，ナムテエ ・

パザーノレ K押枯していたリエゾンオフィサーのもとへ走り. 1 2日の夕刻にはリェゾン・オフィサー

の手K電文は手渡されていたのである。ところが夕方であったふめ無電の発信ができず，翌日の午前

中になり ，しかもカトマンズの無電局→警察本部→外務省への連絡がおそかったため，翌朝ノレクラを

発った飛行機使(当方でチャーターした生鮮食糧輪送のための使を利用してカトマンズに帰るエベレ

ス 卜・ホテノレの宮原氏K託されたもの)の方が早くカトマンズK届 w、てしまうこと Kなって しま った

のである。

こうしたことは意識的にやっても出来ないことで，遇然が重なりあって寄蹟的ともL、えるスピード

で早く届いてしまったわけで.当事者はナムチェからの第一報が当然先K届いているものと，思って敢

えて連絡をとらなかったのであった。

その結果，カトマンズで待機していた各社の特派員からクレームがつき.ロイタ一通信の Mis s 

E.A.Hawl eyカち外務大臣K対し. JMEE '70隊は登山規則違反しているのではなL、かとの質

問が発せられ， これK対し外務大臣から「事情を調査しも し違反の事実があれば処罰するJとの回答

があったため，これがカトマンズ発の外電として内地へ報道されたのである。

これに対しわがカ トマンズ連絡本部のピナヤ連絡員は，直ちに外務大臣に面会し， この間の経連を

説明し，止むを得なかったことの了承をとりつけ， また内地Vておいても毎日新聞社が 14日夕刊K発
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表する際も駐日ネパール王国大使館の了解を得て行っているので，結果的には何ら問題がなかったこ

とを報告しておきたL、。

5 考察と反省

以上，今回の隊の「登山隊と内地との聞の連絡上の諸問題」につき詳述してきたが，普通の隊であ

れば，何ら問題にならないような 五ことが，今回の隊では問題になり.内地との連絡，報道取材班との

コとュ ニクーシ ョンの点では，反省させられる点が多かった。

後援社である NHK，毎日新聞両祉の報道は，報道担当隊員.カ トマンズに派遣された特派員，本

社のキ ャッチャ ー (デスク担当 )t二社内のコミュ ニクーションは完壁で，ニュ ース報道の面では完全

であった。

併し乍ら，隊の立場からみると，問題なきにしもあらずであった。少くとも隊の本部がベース キャ

ンプにあった 4月中勾迄は，すべての連絡はスムース Kいっていて問題はなかったが，その後，隊の

本部が第2キャンプのA.B.Cへ上ってから後は，少なからず問題があったように恩われる。 即ち

内地の留守本部への公式報告が滞 り，理事会として現地の状況を把握するのに新聞報道を頼らざ

るを得なかった。

その結果， 内地の留守本部，理事会，留守家族等，内地の関係者VC，必要以上に心配をかけるととに

なョた。

今回程度の規模の National t ea m ~てあ っては， 内外の報道関係者から注目きれることにな

るので.隊の中心が高所キ ャンプへ上った後Kおいても， B.C VCは隊のスポークスマン的人聞を配

置 し， 下界との連絡面K徹底を期すための配慮が必要であったと， この点は大いに反省させられてい

る。
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設 営

神崎忠男

まえがき

設営係というのは，南極観測隊にあっても，今迄のヒマラヤ登山隊には，見られないめずらしい係であ

る。今回登山隊の中に設営担当の部門が設置されたということは， ¥，、かに今回の登山隊の規模が大き L、か

をものがたるものである。その内容は，明確な仕事のテーマが与えられたわけではないので，内容をと b

たてて報告するようなものは少ないが，今回のエペレスト隊で設営担当の任κ当った者の立場で，実施し

た内容につき報告致したい。ともかく，設営という本来の意味から考えると，まだ，まだ，やらねばなら

ぬ仕事も多かった し，逆に やらなくともよいよう左余計な仕事までやってしまったということもあったが，

まず肌で感じた設営係とは興業家であ!J，土木家であ!J，娯楽担当係といったところで，直接山登!JI'(関

係することは少左いような任務であった。

設営係の任務

設営の主左仕事は快適なペースキャンプの設営であ った。今迄の隊では，各担当係が自分の仕事を遂行

することによってキャンプが設営されていたが，それでは重複する面もでた!J，また統一性を欠く面も生

じてくるので，専門の独立した設営部門を設けたことは，結果的にみて，充実して計画をおしす Lめるこ

とが出来，成功であった。

設営係の目的は，云うまでもなく，よ b快適左ペースキャンプを作ることで，それによ!J，充分に休養

をとることができ，隊の志気を昂錫することにあった。

この目的にそって立案した設営係としての任務を，箇条書1'(あげて見ると次の通 bである。

1 ペースキ ャンプの配置設計および設営並びK装備類の管理

2. 娯楽用具，スポーツ用具，図書館用書籍，カセット・コータ・ー，カセット・テープ，花火

等の調達および管理

3. 土産品(日本よりネパールへ)調達および管理

4. 歌集の作成

これらの任務の遂行Kあたって設営係は，隊員の志気の昂揚と休養に大きな役割をもっ登山隊の基地設

営K際しては土木技師とな!J，また時には興業家となってスポーツによる隊員とシェルパの友交を計ョた

!J，歌集をひっぱ bだしては，唄ったれ踊った bの宴を催し，退屈した時は娯楽用品を用意して気分転

換を試みた bした。このように自に見えない心の苦労も設営係としての仕事の一つであった。
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実 !施

1. ペース・キャンブの配置設計及び設営

内
同相

官

実際のペースキャンプ設営では，東京で設計していったもの(第1次~第 2次偵察隊報告書参照)と

かな bの違いがあったが，基本的配置設計図が頭に入っていたので. B C vc偵察Kいき設営予定地を見た

時陀はただちに実際の地形にあった配置変更がスムーズに出来，短期間の聞にペースキャンプを設営す

ることが出荷らこれは東京での配置設計図が，完ぺきであったことによるものである。

人口 12 0人

面積:約 7，500m'

標高 5.35 0 m 

第 1図 ベースキャンプ配置図

-1~-

日i

口言



(1) 設営

げ) 本部村

伊) 報道村

付 医療村

月IJ1'(司令村とも呼ぴ，隊長ならびに本部のスタップの天幕を設営。

NHK.毎日新聞社関係報道隊員の住居と倉庫を配置。ペースキャンフ・が一望できる

高台κ設置，記事を書き易いよう左環境としての配慮が左された。

研究室と してのツルパーヒ ュッテ，薬品倉庫，医師の住居，病院テント等を設置。

この村陀入ると ドクタ-1'(ドラキュラの様K研究資料用として血をと られるので，

この村にはあま b隊員も近寄らなか ョた。

判 隊員村 6人用の家型テント 5張 bが， BCの入口陀近いところ設営された。

同 ツェルパ村 :ジェJレパの住居で，テン トの他U亡。石を積み，シーツ で屋根を作ったカノレカ ・スタイルの

住居もできた。

以上がクーンプ台団地の住居地区で，門柱Kは， Iホモ・ Jレ デンスJという標札がつけられた。

付 食 堂 : 便所の次に神経をつか った B.C て最も大切な ところの-'?，隊員の食欲増進を計

(ト} 娯楽室

例 調理室

る意味κ於いても，快適左食堂でなければならなL、。テーフ.ル，椅子はもちろんの

こと ，テープルク ロス，カスター， ドライフラワーにいたるま で東京のνストラン

ばりの雰囲気，レストラン・ブリガンドと命名，山賊紳士のタマリ場となった。

緊張するルート工作から休養のために帰ってくる隊員の憩の場として重宝がられた。

叉今回の登頂成功のポイントとなった気象天気図 も毎日ここで作成された。ここに

は， 日本語放送を受信できるラジオ，テープレコーダー (カセァト用)，碁，将棋，

トランプ，ルーレフト，カヅプセァト，バ ドミン トン等の娯楽用品が備えられ，山

賊図書館にはマンガから小説，文庫1'(至るまで約 200冊の本が準備された。 2週

間遅れ ぐらいで配達されてくる毎日新聞は，下 りてく る隊員の楽しみの一つだった。

その他， ミシン，郵便ポストがあ b，プロパンガススト ープで暖をとりながらテー

プルに向って家族に手紙をかく隊員の姿がたえなかっ Tこ。

燃料を薪と プロパンガスKしたため，まわ bを石で積み屋根Kシーツをかけた。中

で働くコック， キァ、チン・ボーイは，コ ゴク帽 に白衣， 前掛と東京一流レストラン

並め清潔さであった。

(リ) 食糧倉庫 :炊事用天幕としてもっていった大天幕を炊事場κ隣接 して倉庫K伊月した。バケツ

同観測室

料便所

をもった頭の黒いネズミが多いので番兵にコァクが一人寝泊 bした。

この室には観測器具を納めると共に自家発電機を備え全村K電源を供給。

ペースキャンプの一番東側κ配置，最も日本に近いところ で安心して用をたせた。

巾 30c祝， 深さ 1m 3 0 cm，長さ 2m50cmの大きさ に氷河を堀 b，石と γーツで

上屋を造 b，二人が同時に安心して用をたせる個室式にした。しかし乍らこれも 5

日間で早くも満ばいκなったため際蹟せざるを得左くなった。あま bの早さに篤くと

ともに第 E期工事で は溜らない様K 流れる氷河を利用した水洗式を落成。痔病の
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同 案内標

隊員のためには携帯用洋便器も備え付け万全の対策を考えた。

ペースキャンプの門を入ると，すぐこの村の案内標が目 κっく。遠く TOKYO

5000Kmから，近くは便所K至るまで，酸素不足K犯されて頭がぼけてきて

も一目で所在がわかる綴K配慮された。

問 国旗掲揚台:ペースキャンプの真中に位置して，三本の旗竿Kは日の丸の旗を真中K左Kネパー

肉 郵便局

ル，右~J AC旗とシェルパの五色旗を掲揚した。なお掲場台と食堂天幕の聞には，

「大腸のテラス Ji月見のテラス」となずけたテラスがつくられた。平らな石が敷

きつめられテラスの長椅子に体を横たえて，日光浴をしながら休養をとる隊員の姿

がたえ左かった。

娯楽室に郵便ポスト，事務局を設け，週一度のポストランナーによる郵便物の集配

が行なわれ，こ与がカトマンズ一日本との唯一の連絡機関と左った。

(2) ペースキャ Yプ名の命名

今回の日本山岳会エペレスト登山隊のペース・キャンプには iLand of Homo LudensJと

いう名称が名付けられた。命名者の中島寛隊員の説明Kよると，ホ号Jレーデンスとはオランタ・の歴史

学者ホイジンガ一博士が唱えた言葉で遊びをするのが文化人たる人間の特徴だということで，従って

この名称は「遊びの圏 JR優雅左遊び人の村 jとでもいうような意味である。

(3) ベース・キャンプ設営K伴なう装備品

。国 旗 : 秩父宮妃殿下よ b賜わった日の丸

0 鯉の ぼ b

O シェルパ旗

0 コヅク白衣

。 ホワイト・ボード:

ペースキャンプとアドパンスに大型サイズのものを，その他の各キャンプに

は小さ左こいのぼ bをたてて 5月 5日の節句を祝っTこ。

白，青，赤，緑，黄，カラフルな五色旗を用意。大 1，小2。

当遠征隊は清潔をモットーにしていたので， コックに白衣上下とコック帽を

支給。まずい物でもムードでおいしく合えさせようと考えた。

作戦会議用~マクックインクでかける，マグネ y トを併用出来るものを持参

した。

O テープルクロス: テープル・クロスはレストランの雰囲気作!l~一役かった。

0 道標案内板 : 体裁ばかり考えていったため，いざ丸太に打ちつけたとき，プラスチ ックが

割れたり，強い風が吹くととばされたりしTこ。

0 表 札 Land of Homo Ludensと村の名を書いたものを用意した。

2 娯楽用具，スポーツ用具，書犠カセットテープ，花火等

(1) 娯楽用品

退届しないということで，マージャ Yもも -Jていけという声もあョたが，娯楽用品が誤楽用品にな b
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そう左ので，そういうものは用意しないことにした。

人気のあった用具は碁で， 3台用意してもたり左い程で，その割K将棋は人気薄の様だったo 最も人

気のなかったのは， }レーレットでこれは用具が小さく中途半端在感じで好まれない様子， トランプはキ

ャラパンの蒋に各天幕κ一つずつ配 b，毎夜熱の入った日が続いたが，これもキャラパン中のみでペー

スキャンプに入ってからは熱がさめた様だった。

(2) スポーツ用具

隊員の数が多いのでスポーツもかな b面白いものが出来ると思い，野球道具，サッカー等の球技から，

パドミントン，パレーポール，なわとびと，現地人と一緒に出来る様なものも用意。

キャラパンの途中では 3， 4回，エペレスト・リーグ， 日本山岳会シリーズが争われた。シェルパの

中Kも我々の見まねでキャァチポールをする者もいたが，グロープを出してもポールがグロープ1'(1.、か

ず顔でうけとめるという仕末だョた。

(3) 図書館用書籍

隊としては約 10 0冊近い本を用意したが，現地て骸員個人のものを合ぜて書椅K入れると 200冊

近い図書館が出来あがョた。マンガから参考書まで何でここにあるのか理解しにくいもの左どもあった

が， f鞍馬天狗 Jf図身しい奴 Jなどが人気があった。その他日本から送られてくる雑誌もひョぱりだ

こだっTこ。

(4) カセットテープ・コーダー

カセットコ ダ-4台1'(，カセットテープはキング，アイワ製 69個用意， クラ γyクから童謡，

歌謡曲に至るまで，日本の笈愁をそ Lる音楽は隊員にとって何とも言えなかった。毎日の苦労を歌謡曲

でふっ飛ばしている隊員もいた。 Hあなたがかんだ，小指が痛い….../1と音量豊かにウエスタンクムか

ら聞えるとエペレストが踊 b出す様な……ヒマラヤの奥で聞くゆか bちゃんの声も大きな登頂戎功協力

者の一人だった。カセァトの人気は伊東ゆか bちゃん・三橋美智也の民謡，それに軍歌など，その他カ

セヅトテープは録音用を用意，現住民の声左ども集録してきた。

(5) 記念花火の打上

打上砲Jく伎間用及び昼間用た用意，昼間は祝砲の様左音のみ，夜間は空L、っぱいに花が咲いた様念美し L、

もの，ベースキャンプとタンポチェで登頂成功記念 K打上げ，現地人との合同コンパでは宴の盛 b上げ

κ花火が一役買い，シェノレパのみならず国境の向うの中国人まで篤いたのではなL、かと思われる。

5 土産品〈日本よりネパールへ〉

土産品の対象となるのは，ネパール陀いる日本人，ネパール政府の要人，知人，それ1'(γ ェルパ等現

地人だが，ネパールにいる日本人Kは，日本食の瓶詰など，ネパール人には，茶器，時計，ラジオ，現

地人には日用品などが喜こばれた。文今回はキャラパンの途中五つの学校1'(，画用紙，色鉛筆など学用

品とスポーツ用品を土産品替bvc贈呈してきた。個人的には，ネッカチーフとか傘などが喜こばれた様

だ。(第 1表参照)
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4 歌集の編集・作成

隊員の懇の一時をうるおす意味で作成，製作者は製作価値の責任感から始めから終bまで集録された

歌を 4時間唄い続けたこともあった。人間蓄音機とののしられ念がらも何とか歌集の存在を隊員に知ョ

てもらいたいためであョた。

〔 内容〕

表紙

写真 Mt. E VE RE S T カラー

中表紙マンガ(高所で唄う隊員)

エペνストの説明

目次及び軟調 217曲

ヱペレスト雑録

JMEE計画概要

Mt. EVERST 登掌偵察年譜

ルート概念図一南壁及び烹南稜ルート

世界の山企・エペレスト K登?た固と人

J MEE・ペースキャンプ設営予定図

天幕配置図

荷上計画準備要項

荷上メモ，各キャ Y プ別使用量

装備メモ

駿素メモ

通信 メモ

医療メモ

各国エペレスト隊サポート行動表

各遠征隊エペレスト登頂時間表

各国遠征隊日程表

ネパール語教室

標高換算表

通貨換算表

ヒマラヤ登山メモ

関係所在地

住所録

南壁ルート概念図

編集後記
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裏表紙

約 170頁で 500部発行，隊員その他関係者κ配布，歌調は山男が好きそうな歌を集めた。遠征中

のヒ y ト・ソングは r.'i¥J r伊豆の踊り子Jr長崎は今日も雨だった」など，又y部省唱歌を歌ョたかと

思うと「ラプ・ユー東京 Jが出てきた b山男のデリクートな一面もみられた。

あと tJ; き

設営の調度品は，直接登山K関係なく，その必要性にあいまいなものが多L、。別に持ってL、かなL、から

といって，登頂の成功にひびくものでは左い。そういう必要性，合理性の判断がむずかしかった。事実余

計なものをもっていき，必要左ものを忘れたものもあョた。その様に登山κ関係なく生死κ関係あるもの

で左いので，計画の段階ですでに簡単に考えてしまい，山κ入って後悔することも多かった。又物Kよっ

て使い方を考えれば.従来の機能らL上Kえる ζ とがあるととも知った。 今迄の考え方では隊員κ賛沢を

させる係と思っていたが，今回の様左大規模左隊には必要な係であった。

第 1表 設営担当で用意した物品のリスト

品 名 数 品 名 数 品 名 数

コ
" 

ク 服 5 ソフトポー ル 3 ホワイト用ボマーヅドy ク 4 

前 接} 5 .>、- ア ト 3 ポ Y ドの bセ γ ト 1 

帽 子 5 サッカーポール 3 カ セ ァ ト テ ー プ 69 

白 衣 5 グ ロ プ 5 湯のみセット 4 

前 掛 5 、、、 y ト 1 ナップザァク 10 

こいのぼり (大) 2 パドミントン 3 ゴ 凡〆 フ 申目 10 

" (小) 5 軟球野球ポール 12 ヅャ ソハ 24 

ネパール五色旗(大) 1 ?孟 わ と び 5 ナイク用グャンパ 1 

/1 (小) 2 空 気 入 1 JAC ネクタイ 20 

将 棋 4 テェスポー ル 12 JAC パヅヂ 30 

囲 碁 2 給水用と よ 150m ~ ナ ン' ト 10 

ト フ ンプ 1 3 標 刀立 用 品 1式 A カ フ 30 

花 札 1 書籍 . 図書 90冊 文 房 具 1式

ルーレァト(央小) 2 使 器 2 

カァプセ y ト 2 ホワイトボード 1 
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現 地 之』
ヱミ 計

渡部節子

松田雄

今回のエベレスト登山は， 1969年 4月に出発した第1次偵察隊から， 1970年2月K出発した本隊迄，

越冬隊を独立した一つの隊として数えると， 4つの登山隊が動いたことにな t，従ってその規撲も77.700

ドル(2.7 5 7万円相当)K達し，各隊聞に繰越して引継がれたタしたこともあって，その会計処理Kは種

々と苦労した。

1. 持出し外貨について

第 1次の偵察隊は，短期間の準備で急拠出発しなければならない事情から，観光のための一般外貨で

出国し，不足分は報道関係の外貨枠等を使用して間に合せたが，第2次偵察隊以降は，日本体育協会の

もつ昭和45年度国際スポーツ用外貨枠 69.000ドノレの割当てを受けて使用した。

即ち， r第 2次偵察隊 $ 13.000ー (}( 4，726.711-) 

4越冬隊送金分 $ 4.000- (〆 1.432.800-) 

l本隊分 $ 52ρ00-(戸 18.711，890-) 

言十 $ 69，000一 (〆24.871，401一)

他Kキャクツリンの死亡事故K対する補償金$3ρ00(j{ 1 0，8 3 6.0 00一)は別途大蔵省K外貨送金

の許可申請を行って送金した。

2. 現地会計の郷里方法

隊の中での会計処理方法が一定の方式をと コていないと，後で整理する際K因るので，本隊において

は現地会計処理要領を作成して，先発隊等K指示して万全を期しTゐ

日本から持ち出した外貨はすべてu.sドルである。しかしこの貨附主，インドを経由してネパーノレK

入ると通貨が二つK渡るので，処理が複雑になる。現地での大半の支出はネパール圏内で行われた訳で

あるが， ドル→ネパール通貨への交換はネパール政府の登山規則にもとずき主として，ネパール・ラス

トラ銀行で交換した。その際の経理処理の一例を示すと，次のようになる。例えば 50ドルをネパーノレ

・ルピーに換えたとこる 500ネパール・ルピーになったとする。この場合，起票する伝票は， ドノレ会

計，ネパール・ Jレピー会計用の 2枚になる。そして帳簿上での貸借関係は次の様になる。

〔伝票区分〕

ドノレ会計

ネパーノレ・ノレピー会計

〔借方〕

ネパーノレ・ノレピ一% $ 50 

現金持 N.C.RS.500
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このように伝票は，それぞれの通貨会計ごとに帳簿K記載され，集計され，そして最終的Kは円貨に

換算してまとめることにした。

3. 各隊別支出状況

最終的K円貨K換算されて整理された，各隊知|の費目別支出状況を示したものが第 1表である。

第 1表 各隊別現地費，費目別支出総合表 (単位は円)

ーーー---ー-
第 1次隊 第 2次隊 越冬隊 本 隊 言十

滞在費※1 226，997 1，364，214 291，519 3，075，685 4，958，415 

輸送費 347，560 1，899，130 279，228 4，068，364 6，594，282 

通信費 6，705 141，021 26，181 426，266 600，173 

シェルパ貨 259，913 746，545 36，327 3，570967 4，613，752 

ポーター費 254，542 1，385，484 23，237 5，459，1 20 7，122，383 

登山料※2 167.688 181，750 。 179，900 529，338 

手数料※3 17，104 30，886 32，006 。 79，996 

食料 費 41，058 192，989 。 658，176 892，223 

キ守ラパン費 44，489 1 76，341 。 597，827 818.657 

雑 費 25，677 34，594 27，833 1，271，369※4 1，359，473 

言十 1，391，733 6，152，954 716，331 19，307，674 27，568，692 

的 1. 滞在費中Kは，隊員の現地交通費を含む。

2 ネパーノレ政府登山料は交換レ←トの差Kよt，隊別の相違がでた。

3. 手数米村主ヒマラヤン・ソサエティに対するシェノレパ斡旋手数料。

4. 雑貨中にはキャクツェリンの補償金 108万円を含む。

4. 本隊現地質支出.予算実績比較

次1'1:，本隊の予算と実績との比較を第 2表K示す。ただ，この場合の予算とは，番組上での積算であ

t，実際Kこれを裏づける外貨があったわけではなかった。本隊は，はじめから，普通に支出している

と必らず赤字になってしまうのであるという，悲壮感を持って出発したのであった。

第 2表本隊現地費予算・実績比較表 (単位は円)

一一一一一一 予算 実際 差引額

滞 在 費 2，8 8 3，9 60 3，075，685 ど::"'191，725 ② 

輸送費 2，918，880 4，068，364 ム 1，149，484 ……①

通 信 費 428，040 426，266 1，774 ② 

シェノレパ費 4，022280 3，5709，67 451，313 …・②

ポーター費 8.680680 5，459120 3，221，560 ・…・@

登山料 257，040 179，900 77，1 40 ・…@

手数 料 36，720 。 36，720 ・…..@

現地食料費 552240 658，176 ど込105，936

キャラパン費 708，480 597，827 
}..・H ・⑥

110，653 

雑 費 55ρ80 1，271，369 ム 1，216，289 …・・・⑦

言十 20，543，400 19，307，674 1.235，726 
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第 2表のうち，特に差額の大きなものK関して調べてみると，

①の輸送費は， 100万円以上の赤字であるが，ポーターに背負わせる荷を空輸Kまわしたためであ

t，その分だけポーター費は余ってきている。

②のシェルノミ費の 45万円もの余タは，予算ではシェノレパ 33名， 日数は 1人平均 110 日であった

ものが，実際は 26名で， 105日であったこと Kよる。シェノレパの 日当は 15ネパール・ノレピ-J日

本円で約 500円に相当する。シェノレパ費Kはほかに， ローカノレ・ポーター 20名， アイス 7;tー

ノレ ・ポーター 30名分の賃金が含まれ℃いる。

③のポーター費の余った 1つ!tC，前述の通b空輸Kした荷が多かったこ とが大きく原因している。即

ち往路Kかかったポーター費は， 136，221ネパーノレ・ノレピーであったが，予算では， 177，000 

ネパーノレ・ノレピ-!tCなっている。 一般的な考えでは，飛行機を使った輸送は，高価ではないかと思

われているが，今回の経験では， 長いキャ ラパンは，かえって高くつくという事がわかった。

④の登山料は，すでに316ドノレ支払いずみであタ(当時の半額)，今回は登山料 1，000トツレとの差

額 684ドルを支払う ものと予算をたてたのであったが，半額はすでに支払ずみであるというこ

とで， 500ドノレで済んだことによ る。

⑤ヒマラヤンソサエティ手数料は，越冬中の植村隊員Kよt，越冬費の中から支出されたため，本隊

の支出は零となっている。

⑥現地での食糧費，キャラパン費は，両費目とも，似ている内容のため，仕訳上!tC，混同された気配

がないでもなく，同一費目と考えてみると，ほぼ予算通タといえる。

⑦雑費のうち， 10Q万円もの赤字は， 4月 9-日不慮の事故Kよタ亡くな ったアイスフ宜ーノレ・ポータ

ーのキマクツェリンの未亡人K支払われた補償金である。

以上述べた通bであるが，次項でのべるよう K帰路に経費をきタつめたことが，赤字をまぬがれたこ

とになったのだと思う。大きな隊の場合，少しのゆるめ，引き締めが大きな額になるものであることが

よく分る。

5. 現地費支出の方針と使用結果に対する考察

今回の計画は，隊のポリシーとして，必要なものであれば何でも調達する方針とし，経費節約のため

に登れなかったということのないようにということで，現地食糧購入，燃料調達等Kついては登山の成

否がきまるまでの聞は，特K使用制限は行わなかった。勿論，各係で予算を立てて承認を得た範囲内K

おける支出ではあったが，必要なものは何でも調達するという方針をと t，内地出発の頃Kは計画Kな

かったカトマンズからの空輸Kよる生鮮食糧の補給(鶏卵，果物，野菜類等)も隊員の希望を入れて思

いきって実施すること Kしt.:。

事実，今回の現地費の予算は，内地出発時の計画ではかな bきbつめてあ t，万一不足の場合Kは，

報道班の外貨を一部流用してもらうことの了承も，加藤本部長よりと bつけてあ t，それでも不足すると

きは，本音トの8.0.8も考えていた。
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しかし乍ら登山が終了して B.Cへ下山 した時点での，東京の本部からの連絡では， 募金見通しが必

ずしも明るくないので，できる限タ切タつめて帰る ようにとのこ とであったので， B.C下山の直後直

ちに帰路の予算を検討し，帰路は思いきってきタつめるべく予算の統制を行うこと Kした。何分人数が

多いとhうこ とは， 弾力性も多くもっ てお b隊員の小遣いにしても 1人 100ドル としても 3β00ドル

になるわけで，これを節約するかど うかで帳簿は大きく変ってくるわけである。そのため各隊員κは，

種々 と窮屈な思いをさせる結果にもな t，小遣等の経費を節約する余b一部の隊員からは予算の管理が

きびしすぎると の苦情も あったが，こうしたひきしめの結果，最終的Kは若干の外貨を残 して帰国する

ことができた。この辺の苦労は隊の 財 布を預かっている者Kだけしかわからない自に見えない苦労で

あった。

今回の使用外貨は， 人数が多かったせいもあ t，合計金額では 2，757万円K達 してしま った。このた

めK一部マスコミから，現地で湯水の知く，お金をばらまき， 金で山を登った様にまでいわれたことも

あったが，実際は本隊の 1，930万円Kついては， シェルパの事故補償金 100万円を差引いて 1人当b

k割ってみると 47万円 ($1，300相当)Kなt，隊の規模の割には決して多くなく，第 3次マナスル

隊の事2，600からみると半額にすぎず，マナスJレ当時からみれば物価もかな b上っていることを考慮す

れば，極めて切bつめた予算でるったということが言えると思う。
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保険

松田雄. ー

海外遠征を実施する場合，登山隊または， 登山隊派遣母体である山岳会が，かける保険には，通常次の

ようなものがある。

① 登山隊荷物K対する損害保険

② 隊員及びシエJレパK対する傷害保険

③ 隊員K対する生命保険

今回のエベレスト登山K際しても当然、とれらの保険については隊として検討し， 夫々加入していったが，

実際Kは，これら保険の対象となる成田隊員の死亡事故，シエノレパの遭難事故，医療用器材の紛失事故が

発生したにもか Lわらず，いずれも保険金を受領することができなかった。そとで今後のこともあるので，

その経緯を報告し，問題点をと らえて考察してみることにする。

登山装備に対する損害保険

日本の国外へ輸送される荷物Kついては，損害保険を付保することは常識であり， マナスノレ，ヒマノレチ

ュリの登山では. Va I u e相当額の保険をかけていった。 とれに従い第 2次偵察隊もパ ッキ ング リス トの

ブックバリュー￥ 2.196.000 K対してカトマ ンズまでの保険をつけていった(保険料￥19.760;-)。

しかしながら，今回は次にのべるような理由により 保険はっけなか った。

① 保険の対象となる地域は日本一一カ Jレカッタ一一カト マンズ迄であり， キャラパン出発後は，

対象にならないとと。

@ カノレカッターーカ トマンズ聞の陸送は保税回送であるので，荷物のチエァクは厳重に行なわ

れており ，また万一紛失事故があっても，カトマ ンズの保険会社の代理J苫がはっきりせず，確

認が困難であると考えられた。(この点については方法があるのかも知れない?) 

③保険金を受領 したところで，荷物がなくなれば，登山に支障を来たし， 所期の目的K対して

は何の役Kも立たない。

上述の理由の中，特に③の理由が最も大きな理由である。マナス Jレ，ヒマノレチュ リーと何となく無駄な

保険をかけていたととが反省され，今回は思いきってやめたが，この判断は間違っていなかったと 恩われ

る。

今回はカトマ ンズ ーーティ アンポチェ 聞で，医療器材の中でも最も高価t.Rl1磁波言十， フリッ カー ・テス ト

用計器の入った荷物が一個行方不明にな1>.しかも両機器 とも借用したものであったため， 帰国後 45万

円の損害補償の支払を余儀なくされたが，山の中での事故であり，いずれにせよ保険の対象にはならない

ものであった。
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隊員及びシェルパに対する旅行傷害保険

1. 隊員に対する旅行傷害保険

(1) 山岳特約について

海外旅行傷害保険の普通約款 (Travellers Personal Accident 1nsurance 

Policy)の第 13条第 3項には， i被保険者が危険なる競技，競走著しくは之等の練習文は未開地

山昏の旅行 (traveles in backward regions or mountains)その他危険なる

行為をなすと きには， 保険契約者又は被保険者は，遅滞なく書面をもって，当会社K申出で，保険証

券K承認の裏書きを受くることを要す」と記載されている。即ち山岳特約をしない限り，登山中の遭

難事故は保険の対象にならなくなるわけである。この点Kついては，且って本会が国際アルピニスト

集会に派遣した君島久登会員の事故のときにも問題にな ったことがあり，今回もこの手続きをとった。

即ち，保険証券KSpecial Olauseとして次の様に裏書きされた。

1t is hereby understood and agreed that notwithstanding 

t h e p r 0 v i s i 0 n 0 f A r t i c 1 e 14 P a r a g r a p h 1 t em 3 0 f p e r s 0 n a 1 

Accident 1nsurance General Oondi tion， the Oompany shall be 

1 i a b 1 e t 0 i d emn i f y t h e 1 n s u r e d w h e n h e s u s t a i n e d t h e b 0 d・

ily injury as provided under Article 1 of the personalAcc-

i d e n t 1 n s u r a n c e Ge n e r a 1 00  n d i t i 0 n w h i 1 e h e i s c 1 i mb i n g 

mo u n t a i n. 

(2) 契約内容及び保険料

。 第 2次偵察隊は， 1969.8.20-1969・12.20の4ヶ月間

- 基本契約 (Principal Sum 1nsured) ￥3000ρ00;-

- 傷害治療実費 (Limit of medical Expenses)…….....・... $ 2，778:ー

・病気の場合の入院費 (Benefits for Sickness) 

入院費 優高 70日迄 1日当り -・・..................... s 75.-

付添看護婦費 11 11 ................・・・・・・・・ s 50.-

手 術料 -・・・・・.................. $ 500.-

側壁主会社:安田火災海上KK

以上の契約に対する 1人当り保険料は￥ 24，844.ーであった。

本隊Kおいては， 2次隊の経験からみて，病気の場合の入院費等はヨーロッパ .アルプスの場合

などは意味があるが，エペレス トの場合にはカトマ ンズでしか使用できず，余り意味ないというこ

とで，とりやめて基本契約金を増額することにした。即ち，

。 本隊は， 1 9 7 0 . 2 . 1 5-1 9 7 0 • 7 . 1 5の 5ヶ月間

-203-



- 基本契約 (Principal Sum Insured) ￥5ρ00ρ00.-

- 傷害治療実費 (Limit of Medical Expenses)…...・H ・..….. $ 1ρ00.-

保険会社:日本火災海上KK，

ら仁上の 1人当りの契約に対する保険料は￥ 21，838.ーであった。

(3) 成田隊員の保険金が受領できなかった経緯

傷害保険の普通約款の第 1条に「当会社は被保険者が急激Eつ偶然なる外来の事故 (due to 

violent external and fortuitous Accident )により身体に傷害を被りたる

ときは，との約款に従い保険金を支払う 。 2.前項の傷害には中毒，麻酔，日射，熱射，又は精神的衝

動 Kよる身体の障害を含まず。」と明記されている。

問題は①この三つの要件

(i)急激 violent 

(iil 偶然なる fortuitous 

(iiil 外来 external 

をみたす事故により生じたものであること，立主びに②被保険者がその身体K被ったものであること

を要することである。

今回の成田隊員死t事故の経緯については別稿，高所医学報告の症例の部で，詳細に報告した通り

であるが， 当初は酸素の少ない異常環境での遭難事故と解釈し，当然約款に該当するものと思ってい

たところ， この 3要件をみたきないということで，保険金支払いの対象にならなかっTこ。そこで，こ

の点について，少しく専門的見地から説明し，今後の参考K供したい。

① 急激，偶然、，外来の事故

傷害が発生する過程を分析するために，落石が身体にあたり傷害を受けた場合を例Kとると，岩

が落ちることが原因となり，身体にあたる結果を生み，傷害(負担する危険)を生むことになる。

急激，偶然、，外来の 3要件は，かかる原因から結果K至る各過程K如何に作用しているかによっ

て，事故が保険の対象になる事故であるか否かが決せられるのであって，との過程に因果関係の生

ずることは云うまでもなL、。

付) 急激の意義

英語の約款でいう Violent は，暴力的，突発的なことを意味し，前例Kおける原因から結

果に至る過程において，結果の発生を避けることができない状態を意味するものである。即ち傷

害を生ぜしめる事故が，緩慢に発生しつつあるものであれば，当然、これは避けられる筈のもので

あり，この点を考慮して急激であるととを要件としたものと恩われる。しかし一般的刷工，殆ん

どの事故は急激と解して差っかえない。
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(ロ) 偶然の意義

傷害保険において偶然なる事故 (accident) とL、うのは，③原因の発生が偶然であるか，

@結果が偶然であるか.0原因ならびに結果が共K偶然であるかのいずれかであることを要する。

従って承知している原因からくる当然、の結果は.原則的に傷害保険では担保されない。

@ 原因の発生が偶然である場合。風のため落石が発生して負傷した場合は，負傷を生ぜしめる

過程Kおいて，原因である「落石」の発生は偶然であって，その結果，石K当れば当然負傷す

ることが予想される場合であっても，これは偶然の事故である。登山者が落した落石のように

人為が介在しても，被保険者の立場からみれば偶然の事故となる。また自分の過失で雪崩をおこ

して，これUてまきこまれた様な場合でも，行為の過程で，故意又は意識的なものがなければ，

偶然、と解釈してよL、。

⑥ 結果が偶然である場合。偶然でない知られている原因，被保険者の意思に基ずく行為から，

偶然なる結果，すなわち通常予想、できない結果を生じた場合は，偶然な事故である。例えば，

水泳の上手なものが，川で渦にまきこまれて溺死した場合などである。しかしながら被保険者

の身体の欠陥その他の原因により，傷害が当然、の結果として生じた場合は，偶然の事故とはみ

なされなし、。たとえば，心臓の弱い者が，水K飛びこんだ結果心臓麻簿を起して死亡した場合。

との場合は，当然、の原因が当然、の結果を生んだKすぎなL、。

判外来の意義

英語の約款の externalK該当し. internalK対応するものである。即ちこの要件は，

原因の発生が，被保険者の身体に内在するものでなければ，外来のものであるということができ

る。従って原因が身体内部の欠陥から生じたものでなければ，外傷がなくとも差支えなL、。

要するに「急激Jr外来」なる要件は，傷害保険で対象とされる「偶然なる事故による傷害J

L対象とされなL、「当然の原因から生ずる当然の結果たる傷害」との区別を明瞭Kする基準とし

て役立つものであって，実際上の効果は殆んど「偶然、」の要件のなかに包含されるものである。

②身体に蒙った傷害

傷害保険~(I.、う身体の傷害 (bodily injury)とは常識的Kは「怪我」と解され「病気Jと

区別される。但し「怪我」というよりも広い意味を有し，外傷のない溺死，窒息死等も，との傷害

には含まれるし，また内部疾患であっても，打撲による内部諸器管の出血等は含まれる。但し傷害

保険普通約款第 1条第 2項但書にのべている通り，光，温度，天候の影響による健康障害はのぞか

れる ことになっている。

この但し書Kよれば， 高所へ上り温度が低くなったり，酸素が少くなったりすることによる身体

の機能的障害は，たとえ外来の事由によるものであっても，傷害ではないとされているので，注意

すべき点である。
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@ 傷害と疾病との相互関係

この関係はなかなか難かしく，屡々問題になるところであるが，要は傷害が味か，疾病が先かと

いうことである。心臓の悪い人が山登りをして，心臓が苦しくなって岩から落ちて死んだという様

な場合には，担保の対象Kはならないが，水のたまっている氷河湖へ落ちて，身体がずぶ濡れにな

り，その結果肺炎をおこして死亡したというような場合には，担保の対象になるわけである。

今回の成田隊員のBCにおける肺炎は， ドクターの意見としては，回復し死士事故とは直接の因

果関係はないとのことであった。しかしながら，との点が是認されたとしても前述の三要件がみた

されることにならなかったため担保の対象にはならなかったわけである。

2. シエノレパに対する傷害保険

ネパール政府は，新登山規則の第 5条補償金 (Comp e n s a t i 0 n t 0 b e p a i d )の条文K次の

様に明記している。

(i) 遠征隊のコース途上で発生した事故により，同行したリエゾン ・オフィサー，サーダー，シェ

ルパ，ポーターに負傷者がでた場合には，登山隊は負傷の程度Kよりネパール政府により算定さ

れた額の補償金を支払わなければならなL、。

(ij) 遠征隊は上言司i)による死亡事故の場合には遺族K対し，次の基準により補償金を支払わねばな

らなL、。

リエゾン・オフィサーの死亡 …....・H ・"…'Rs.50000戸ー(約 17 8万円)

サーダー シエノレパ，ポーターの死亡 …………・…・.Rs . 30，000/一(約 107万円)

そのために登山勝ま，彼らに対し，補償金支払のための保険を考える必要がある。第 2次偵察隊では

この対策をたてずにでかけたが，本隊の準備中，日本火災海上保険KKが，このネパール政府の登山規則

にもとずくシェルパの傷害保険を受ける用意があると L、う話を聞いたので，早速交渉し次のようなJレー

ルで，傷害保険の契約をしてでかけた。

即ち，<> 契約期聞は山に入っている 8ヶ月間， 3月 11日-6月 10日

。契約金額は， リエソ.ンオフィサ- Rs. 50ρ00一相当額=U.S.$4，939(保険料￥5，405一)

シエノレパ Rs .30000.-相当額=U.S.$ 2，964( 1/ ￥3243:-) 

く〉 契約シエノレパの確認………カトマンズで正式に契約した時点でヒマラヤン・ソサエティーに

裏書きしてもらった書類を，保険会社に送ることにより，契約成

立とする。(人数分だけ出発前に事前に契約，保険料を払込んで

L、つ Tこ)

く〉 事故の確認………………・・ネパーノレ政府(外務省)の証明によ る。

との保険も前述の隊員の保険と同じで山岳特約をしていく必要があるが，病死の場合Kは，隊員の場

合と同様対象にならない。なお，不特定多数のポーターは，いずれにしても対象にならなL、。今回はベ

ース・キャンプで契約したキャクツェリンというアイス・フォーノレ ・ポーターが事故死したが，上述の
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理由で傷害保険の契約ができないため対象にはならず，止むを得ず，本部vl:$3.0 00ーの送金を依頼し，

カトマンズでネパーノレ外務省，リエゾン ・オフィサー，ヒマ ラヤン三ソサエティー，日本大使館員立会い

のもと K遺族vl:Rs . 30，00 O.ーの支払いを行なった。

(注〕 エベレストのスキー隊も同様にシエJレパの傷害保険に入っていったため日本火災KKとしては，

多額の保険金額を支払う結果となっ介。そのため 1970年のポストモンスーンには，との保険を中止し

た由。代って安田火災KKが，との保険を取扱ったが保険料は数倍に上った由。

生命保険 に ついて

今回は，隊としては，前述の通り全隊員一律Vl:500万円の旅行傷害保険のみ，契約してでかけたが，

今後もヒマラヤの高峰での登山では病死ということも大いに考えられるので 生命保険も平行して考えて

い く必要がある。今回も個人的Kは生命保険に加入していたものも多かったが，隊としてもこの点を考慮

すべきであった。成田隊員は，生命保険Kは加入しておらず，傷害保険も前述の理由により担保の対象に

ならなかったので，日本山岳会としては残務処理費中より弔意金の形で 30 0万円を支出することにした。

なお，生命保険にも各種の新種保険があり，傷害事故の場合Kは 10倍補償というようなものもあるよ

うであるが，この場合も約款をよく検討しヒマラヤでの事故の場合にも，支払いの対象Vl:t.l:るか否かよく検討

してい く必要がある と思う。

一一一一一ー四-ー戸戸ー一一一-ニー一一一一「 一一一一二一ー一一三二L一一一て二二一一
-て二二二一一一一ー一一-一一一 ーー一一一司同

ー一一二二----一一
-_て三=モュー

/戸~，

( '-， 
、

ノ~~~ 

~ 

¥
L
 

/
(
(
 

----〆-ーー"'.

-207ー



酸 素

平林克敏

概 要

英国のエペレスト登山隊は. 1 9 2 2年に殿素の使用を試みた。それから長い変遷を経て，酸素補給器

はエペレスト登山と共に改良が加えられ発展して来た。

高所で示す人聞の生理的障害を補って 8.000米峰の攻略K効果的な役割を果す事となり，酸素補給器

の改良は，そのままその隊の成功κ結びついて行ョたのである。今やヒマラヤや 8.000米峰の登山κ骨量

素の使用が不可欠左ものである事は論を要し左い。酸素の効果がこれ程迄κ大きい役割を果すものである

という事は，これを高所で使用した人であれば誰Kでもすぐ理解できるところである。

酸素の使用は，どのような変化，激務に対しても. 8.0 0 0米で人閣の生理機能を平穏に維持し，高所

陀おける安全性の確保と正常な判断の維持が可能である。この為，過去の多くの遠征隊の報告の中κ見ら

れるような，苛酷とも言える登頂言己録や.悲恰記録K比し，快適で信頼性の高い酸素補給器がL、かに重要

左役割を演ずるかを知る事ができる。

今回の第一次登頂隊が. 8.5 1 0米の最高キャンプから，わずか3時間，第二次登頂隊が天候の悪い条

件下でも 3時間半で頂上κ達する事ができたのは，登頂隊員の高度順化がうまくできてお b.その上コン

デイジョンがよかった事は無論だが，酸素補給器の性能力2良かった事も大きく影響していたものと考えてL、る。

我々は，今回のエペレスト登山には，ぜひとも国産の酸素補給器を開発して持参したと考えていた。こ

の為. 1 9 6 4年K 日本山岳会がエペレストの企画を始めた頃よb. 国産の酸素補給器の開発の検討に着

手した。

酸素補給器の形式は，蘭放式 (Open-{Jircuit Set)と，閉鎖式 (C1 0 S e d -{) i r c u i t Se t ) 

の二つK区分され，閉鎖式は循環式ともj呼ばれる。

戦後のヒマラヤ登山に各国隊が使用した形式は，ほとんどが開放式と呼ばれる原理のもので， 登撃者が

少量の酸素を外気と共K呼吸するものである。第 1図のフローチャート K示す形式 i並びKsは開放式の

代表的な原理を示すものである。

(1)開放式形式 I

英国エペレスト遠征隊の何度かの体験に基き. 1 9 52年κ完成した装置で，従来の ヒマラヤ登山κ使

用された代表的な補給器である。

我国のマナスノレ登山の為 ~. 日本山岳会と旧川崎航空機(川崎重工 )の共同開発 したものも，英国隊のも

のと全くその原理は同一で，旧海軍航空隊使用の補給器を登山用κ改良したものである。日本の数多いヒ

マラヤ登山の中で， 登準用として実際K使用された補給器はこのタイ プのものが日雀ーのものである。一部

フランス製の空軍マスクを併用して使用 している隊もあるが，ポンペはフランスjj!:!..マスクは川崎製と言
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ったよ うに各々の利点を

組合せて使用し， 開放式

の特徴をより生かして使

用している例も多L、。

この補給器の特徴は，

閉鎖式と異 0，装置が簡

単で，低濃度の酸素しか

取る事はできないが，高

所で使い易く，信頼性の

高い器具であると言われ

ているo しかしエコノマ

イザーの構造に難点が多

く， この中にたまる酸素

と外気の混合，呼吸の都

度働く呼気・吸気の調整

弁だけでも 3ケ所を有し，

吸気中の水分が凝縮して

酸素弁の各所に水滴とな

って付着し， 水滴が凍結

する際起る酸素弁の機能

1凶凶

気

(注)B...…酸素ボンベ， R..…減圧器・流量言十， E……エコノ マイザー，

M..…マスク，S L……ソーダ・ライム等， ……弁又はパルプ

第 1図 登繁用酸素呼吸器 フローチャート

停止等，故障の可能性が大きく故障しても，高所でこの弁の侮里は困難である。英堕隊の使用したフイコ式と言われるζのエ

コノマイザー装置を更κ簡略化し， 改良したものが，日本隊がマナスル以降使用している川崎式で，かな b

改良が加えられて来たが，なんと言ってもエコノマイザーの量感が大きく，開放式の形式 HVC:比鮫すると

使用上の上でも，機能的な面でも難点が多く ，見劣 bがするよう陀思う。

(2)開放式形式 E

酸素吸入の原理は形式 Iと同様，少量の酸素を外気と共に呼吸するものである杭形式Iのよう K独立した 3

つの装置から成っておらず，エコノマイザーとマスクの機能を一つKまとめた 2つの部分からできている。

形式 I:(B.R)→ (E )→(M) 

形式日(B・R)→(E . M) 

この装置の補給器の中でも フランス隊が 19 5 5年Kマカルーで使用したマスクや. フランス空軍のマ

スク等を改良した程度の段階のものは，吸気と吸気 酸素の吸入等， 3つの機能が一つのマスクの 中に組

込ま れている為，マスクが大きく ，構造も複雑で使用感の悪いマスクであったが. 1 9 6 3年Kアメリカ

のエペレスト隊が開発したメイタグ・マスクは後で説明するごとく，これら複雑な構造を全部取 b除き，

酸素弁 1ケ所で全機能を果すよう工夫されている。 実Kシンフ・ノレで，特に登挙活動中VC:使い易いよ うに設
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言十されている。このマスクはその後，インド隊のヱペレスト登頂にも使用され，効果を上げている。

このマスクの特徴は，複雑で重いエコノマイザーが除去され，これ K変ョてゴム製の酸素パァグが採用

され，マスクと酸素パァクが一体となって，酸素呼吸の全機能を果せるよう設計されている。テント K入

る時は，レギ ュレーターからの連結チュープを取 bはずせば，簡単K特ち運びでき，少k 乱暴に取扱ョて

も損傷するよう念事がな L、。

いずれKせよ開放式の内でも形式 日は， 1 vc比し優れた補給器と言える。 叉，開放式全体を閉鎖式に比

較すると， I開放弐は閉鎖式に比し，外気が直接吸入できる」とL、う登挙者の心理的効果が最も大きくこ

の補給器を支えているという事を付け加えておきたL、。

(3)閉鎖 式

この装霞の特徴は，外気の吸入が全 くなく，高濃度の酸素を直接吸入し，吐き出された息、は，ソーダ・

ライム(S L )の中を通して，炭酸ガスを吸着除去し，残置せる酸素は再びエコノマイザーに回収される

ように左っており，吸気の循環作用を利用して酸素の消費量を最も効果物K使用する装置である。

従って，酸素の節約ができ，海面気圧と同等の酸素を得る事ができる。この他，外気が吸入されない為，

肺織の熱と温度の消失を低減する事ができる等，数多い利点を有している。

しかし左がら， この呼吸器が一般医療用から改良されて，高所登山用陀活用されるようになる迄Kは，

かな bの努力が払われた Kもかかわらず，高所での諸条件が要求する特性と装置製作上の問題から，か左

b難点が多く，信頼性の高い装置κ至っていない。

1 953年，英国エペレスト隊のポーディロンとエヴ 7 ンスによって初めて使用され，高濃度酸素の使

用がL、かに登響効果を高めるものであるという話題を提供してくれたが，装置の複雑性が引き起こす故障

と，故障が起こ bはしなL、かという不安感等が重札その後登山界から全く姿を消してしまった。

この事以，外気が直接吸入できるという心理的効果と，器具が簡便で信頼性が高い開放式と比較し，全

く逆な立場を持っている補給器と言える。

高所活動で高度の呼吸量と呼吸時の流出入抵抗を考える時，装置の複雑な事と，外気の吸入が得られな

いという理由だけでも，窒息K近い不安の起こることは当然である。

ヒマラヤ登山の歴史を考えてみる時，地球上の最高峰が8.848米であるという事は，外気の吸入がま

だ可能左範囲であ 0. 若干の低濃度酸素の補助を受けるだけで高所KおけるL、かなる激務Kも耐え，その

目的が達成できる高さであるという事を，体験の上でも， 高所医学の分野でも証明して来た事Kなろう。

この意味から，我々も開放式の酸素補給器をエペレストの為K採用する事とした。これら開放式補給器

の中で，どのようなタイプのものが最もエペレストの登山の実体vctlPしているか等検討を加え， 次章κの

ベる開発計画を立案した。

もとよ bこれらの計画は， 8.0 0 0米与L上に登れる国産の酸素補給器を開発する事が目的で，エペレスト

南壁のようなヒマラヤのパリエーションを対象κした巨大な岩壁や氷壁の登撃に使用する考えは全く なか

った。しかしながら昭和 43年 11月K開催された，海外登山技術研究会の席上， Iあのよ うK重い酸素

補給器をつけて岩登 bができますか?Jなどという 質問が各方面から出され，その頃から岩壁登挙K使用
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できる酸素機器の開発を思い立ち，今回のエペレス ト南壁を目標K造 b始めたのがヘノレメ γ ト式酸素補給

器であ b. これを連結したゴム管を通して酸素をト γ プに供給する新しい方法である。

開発項目と目的

マナスル以降中断している国産の酸素補給器全般を見直し， これを改良して高所登山の為に要求される

耐寒性κ優れた頑固な製品である他.(1)軽い こと.(2)簡便で使い易いこと， β)安全で信頼性の高いこと，

(4)快適な使用感の製品である事等を目標K開発をすすめた。この為，酸素担当者が取b上げた proJect

は次の通bである。

1 )高圧酸素ポンペの設計変更:4 e・150K9/ば→ 174 K9/ m' 

2) 滅圧装置流量調節器の耐寒性と出量安定

3) 新型開放式酸素マスクの開発 (吸気弁座の安定と装着安定性の向上)

4) ヘルメァト内蔵式エコノマイザーの開発

5) ゴム管 Kよる酸素供給装置の開発

6)酸素専用帽子と機行用具(背負子)の改良

7) 酸素摂取量の標準化と使用計画

この他，酸素関係器具陀もしもの故障などが起きた時の事を考慮し，アメリカ製のメイタグ・マスクとフ

ランス製の νギュレータ -4個を加え万全を期した。

化学反応によ b薬品から発生する酸素を利用する酸素発生器陀ついても検討を加えたが，時間的に間K

合わず，持参しなかった。

酸素補 給器

エペレスト登山に使用した酸素補給器は大別すると，①登響用，③醐民用，③医療用ω二つに分けて考

える事ができるが，睡眠用と医療用については，特K これという専門的な補給器の使用はしなかョたし，

又その必要性もないと考える。開放式の典型的な酸素補給器は，高圧酸素ボンベ，滅圧器，流量調節器，

ゴム製送気管，エコノマイザー(節約装置)とマスクからなっている。これらの器具について開発の内容

と特徴をのベる。

ボンベ

2種類のボンベを使用した。一つはピアノ線で巻いたアルミ合金円筒型(1 0 7φX710L). 内

容量4e.230気圧の酸素を充填したものである。(第2図-1参照) この酸素量は 15.C. 1気

圧で 920eの酸素となる。このボンベはフランスのA.M.P製である。ボンベの口金の部分が改良さ

れており. 5.6K9の軽さである。今回の経験では登頂隊はこのボンベ2本を傍行したが. 2本持つ と重

すぎるとの報告があった。他の一つは国産品で川崎重工が我々の為K開発したもので，クローム・モリ

プデシ鋼，円筒型(1 3 8φX480L). 内容量 4e. 1 7 4気圧で約 700eの酸素となる。この

ボンベは鍛造パイプを絞ョて作るキャァピング法で造ったものである。充填済重量は 6.23 K9とフラン
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第 2図-2 フランスA.M.P製 Type Himalaya型ポンペ外形図
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第 2図-3 ボンベ内圧の温度による変化
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ス製よ bやや重い。(第2図 -2参照) このボンベは従来の標準品の最高充填圧力 15 0気圧のもの

を 174気圧まで設計変更し，特別の許可を得て，高圧容器の取締りを免れたものである。参考迄K各充

場圧における気温による内圧の変化を示すと第2図-3の通bである。特にこのポンペは口金の部分を

大きく改良し，フランス製ボンベと同ーな形状としたので，減圧器は双方κ共通して使用する事ができ

た。向ボンベの口Kは酸素がもれないよう Kゴム・パッキング付の真鎗ネジをはめ，ガス洩れをチエヅ

クできるよう口金部分にゴム。袋でカパーした。これらのボンベは 1本 づ Lダンポール包装したもの 4

本を縦型Kペエヤ製のワイヤーベンドポ y クスK入れ， BC迄輸送した。

第 1表 使用酸素ポンペ性能表

種 名 称 川崎式 4 .E フランス式 4e 川崎式 2 e 

類 略 称 K 4 F 4 K 2 

廿，すぞ' 量 4 r 4 r 2 E 
仕

充 填 圧 力 174~/d 2 3 o~/d 150~/d 

酸素充填量/本 69 6 E 920 E 30 0 E 
様

酸素 供給 量 0.5-5 .e/介 0.5-5 .e/分 0.5-5 e/:分

1 e /分のとき 1 1. 6 時間 1 5.7時間 5.0時間

有効使用時間
3e/分のとき 3.9 時間 5.2 時間 1.7時間

ボンベ(充填ズミ) 6.1 ~ 5. 7 Kg 3.5 ~ 

重 調 整 器 o. 7 ~ o. 6 ~ o. 8 Kg 

エコノマイザー o. 6 K9 o. 6 ~ 0.6 K9 
(角型丸型)

エコノメマッイトザ式 (0.7 5 kg) (0.7 5 kg ) (へJレ )

マスク(その他) o. 2 K9 0.2 ~ 0.2 E♀ 

量 言十 7.6 ~ 7. 1 ~ 5. 0 IW 

ハンガ 1.4 ~ 1.4 ~ 1.4 ~ 

ボンベ1本のとき 9.0 ~ 8. 6 IW 6. 4 ~ 
行動時の総重量

ボンベ2本のとき 1 5.1 K9 1 4. 3 K9 9.9 ~ 

品 さ 480 IIIl1 7 84 . 71111 5 0 3 111 • 

寸 法
直 径 138 111. 1 0 7 111. 1 0 0 11111 

秋の偵察隊 。本 3 8 本 1 1 本

数 量
春の本隊 200 本 150 本 7 本

2.減圧器

2種類の滅圧器を使用した。フランス製の減圧器は 4個を輸入したが，流量の調節が le/min間隔

でしか使用することができず，しかも安全弁がふき易く必ずしも性能は良いとはいえなかった。川崎重工

qa
 

--
9
r“
 



で造ョたものは，金属性の工具不用型のアダプターがついてお b.手でボンベK簡単に取付ける事がで

きる。重量約 0.6K9.圧力計最高目盛 4ooK9/cAで，酸素出量目盛は 0.5， 1， 2， 3， 4， 5 f / 

ml n と一定量の酸素を送るよう K改良した ものである。この減圧器の酸素出量目盛基猶え高度 8，000

米十26n弘 Hg・Abs)，温度一1O'C I'L換算した値で0.5-5f/minとして目盛ってある。

第 3図の通 b減圧器の目盛は， ポンぺの中の酸素の圧力を示し，流量調整パルプの目盛は毎分当 b

の酸素の流量を示すものである。流量調整は各々の目盛の所で軽く 一時ス トップ出来る様K工夫されて

お b，高所で使用し易い様 Kなっている。従来の減圧器の大きな欠点は流量の安定性ということであった。

o .... 

76 

ト一一- 48

流 量調節ハ v ドル

A-A 断面
55 

120 

第 5図川崎重工製滅圧器 (調整器)

これは滅圧器の中の構造，特I'L減圧装置に問題があった。即ち，タ・イヤブラムと この支持パァ キングの

所である。第三次マナスノレ登山隊の時K篠田教授が大変苦労左さって弗素樹脂等を使って完成されたと

聞 く。その後，色々な隊が使用したが，必ずしも流量の安定を得ることが出来ず，低温時Kおける流量

のバラツキはかな b大きかった様である。この点を改良したものが，第5図の滅圧器である。川崎重工

業の笠原氏が中心Kなって ，ダイ ヤブラムの仕様を変えるなど 3-4ケ所の設計変更をして完成した も

のである。 実験室における耐寒テス トは， 零下20度， 60度の条件で長時間テストを行ったが結果は

良好であョた。又，富士山におけるテス トの結果でも良好であったわ我々本隊がエペレス トで使用した

結果も同様で， きわめて正確に流量調整機能を果してくれた。但し， 使用上知っておきたい事は，この

調整器を使う場合は，流量目盛の小さな所(O. 5， 1， 2)ほど出量が若干小さ くなるので， これを念

頭において使用する必要がある。 参考迄K調整器の酸素出量特性会示すと第5図-2の通bである。向，

この調整器は目盛と目盛の中間点でも便用出来ることもフランス製には見られない特徴である。中間点
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第 5図-2 調整器の酸素出量特性(標準値)

の場合は，その位置に見合った酸素の出量が得られる。減圧器を大切に使う為VClえまず，滅圧器をボ

ンベに確実Kセットし，次にボンベのパルプを開放する前K調整器の出量目盛を O.5 L位の所にオープ

ンし，そののちに静かにボンベのパノレブを聞く。この様な使い方をすれば，減圧器の損傷が少なくてす

む。 今回の減圧の故障の大半は使用上のミスによるものであった。

3. エコノマイザー

前章形式 Iのフロ ーチャー トならびに第4図に示すどとし 減圧器から減圧されて流れる酸素は，ゴ

ム管を通り ヱコノマ イザ-vc内蔵されたポリエチレンの袋K供給される。このポリエチレンの袋は吸気時

K必要な量の酸素をためる様K設計され，内容量 2.8eである。ポ リエチレンの袋は弁当箱の様な軽合

金でカバーされ，その先端(1:弁座が付いている。この弁座Kは吸気弁と外気吸入弁が付いてお.!J，吸気

時VC2つの弁が同時K働き，酸素と外気とが混って蛇管を通じマスクK入る。呼気時Kは二つの弁がし

ョか b閉じる仕組VCf.l:っている。即ち，ポリエチνンの袋K充場まされる酸素は吸気時の陰圧Vてよって弁

を聞き，酸素を吸引する訳である。この方法は第三次マナスル隊以降，使用されているが，弁座の部分

の弁の凍結の他，最大の欠点としてはエコノマイザーをボンベと共K背負子K取付けている為 (1)行動

中のイ休止の時，背負子を下せばマスクK連結している蛇管が引っぱられ高所の行動K危険が伴う 事，(2) 

高所で天幕に持込む都度z 背負子から取bはずす必要があb煩雑である事等，問題点がいくつかあった

が，今回は蛇管を長 くした事と，マナスルの時の様に背負子 K固定せず使用する人が任意に好きな所K

取付ける事Kよb，これらの問題点を解消し，新型のエコノマイザーと併用して使用した。しかし 左が

に
d

q
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第 4図-1 川崎重工製角型エコノマ イザー詳細図

第 4図.-2 川崎重工製丸型エコノマイザー詳細図

4盤皇豆ι-
TてTて7τZ一τ石 質 1川ポw制 1リ 山j

t 2. .容積 l釣 2.8.jι
，...ース紡 質 1・合会7ルミ

. • . 量 | 約 0."skg 

5紡雷カバー材質 1ピz 回ン貧色

6弁材質 Il'aプム 5!X1O! 

7.飽 管 |天抽プム 2.2'X38 

ら古措を長くした事は，呼吸時の蛇管内の抵抗を大きくした事Uてな!J，若干，機能を損ったのではない

かと思われたが，使用した結果では，この様な事実はなかった。

4. ヘルメツ卜式ヱコノマイザー(新 型)

こんな K素晴しい発想が生れたのは.従来のエコノマイザーがポンペとマスクの中間Kあってあま b

kも使用しKくい存在であり，高所登山では煩雑で危騒が伴う為であった。この装置の着想は，南壁登

警の為の酸素問題を検討している過程から生れたもので，今回の酸素用具の中では， 最も新規性のある

装置の一つである。この装置の特徴は酸素パァクのポリエチレン袋の部分をヘルメットの中K内蔵し従

来のエコノマイザーの欠点をすべて解消した点である。この装置のメリ γ トを列挙すると 次の通!Jo
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マスクとエコノマイザーが近距離Kある為吸気持の抵抗が少なL、。。)

装置全体が頭と口を結ぶ線上Kある為.従来のエコノマイザーの様な中間装置としての煩雑性を(2) 

解消した。

暖めらた'酸素を吸うことができる。若干，(3) 

左Kも酸素用具を持たないまま Secondよ b酸素の供給が受けられる。

ヘルメ y ト外部K呼気弁と吸気の通 bヘルメァトの上部空間Kポリエチレンの袋を内蔵し.

南壁などの登零の際，

第5図

弁の弁座を取付け，蛇管が直接マスクと連結している。則ち，

(4) 

酸素は調整器からゴム管を通 bへノレメタ

トの内壁から酸素パ y クK充視される。

、F
、-酸素パ y クのポリエチレンの袋が破れるのを恐れて 0.05 -0.0 8闘を使用したが，開発の当初，

0.02-れはパ y クK充慢される陰圧と吸気弁の関係からうまく充填されない事がわかり，材質を

きわめて良い結果が得られた。 0.05 -0.0 8協のポリエチレyは低温試験0.0 3l1!lIII'(変更した結果，

の結果，摂氏零下 40度前後で硬化し，充視圧力とポリエチレン袋の陰圧の関係から吸気弁の開放方向

吸気弁の開放も考慮し 10.02- QO 3酬のポリエポリエチレン袋の内容積の関係から，K流出した。叉，

丁
目
三
上

防雪カバー

純具固定ピン

。

ヘルメ2.__!:._

酸素パッグ

外気吸入弁

02J 

τ
|
|
|

】∞
O
I
l
i
-
-
1

仕様諸 元

FRP(強化プラスチック)肉厚3棚1.ヘルメット材質

ポリエチレン O.0 3調車2.酸素バッ グ材質

2. 3 L 約容量11 3. 

0.7 5 kg (蛇管共)約量4.重

図に同じ)天然ゴム(形状第 45 弁並蛇管材質

黒とオレンジ色ツートンカラー

第 5図-1 ヘルメァ ト式エコノマイザー詳細図
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酸素帽

調整器

第 5図ー 2 ヘルメット式吸気弁室部詳細図

チレンを使用した。この薄い材質はヘルメァトの中Kこもる頭からの発熱がうまく作用し，摂氏零下

50度の条件下でも硬化は起らなかった。

蛇管の位置は登山中の活動を考え左側からマスクK連結する様V亡し，弁座からマスク迄は 350棚で

連結出来た。この装置は弁座の部分を他の酸素補給器と同様，川崎重工業鮒明石工場で製作して頂き，

ヘルメ ν トは同志社大学工学部で試作の上，スタ ライ ト工業醐K製作を依頼した。 着想より， 8ヶ月

で実用性のあるものが仕上った。この開発Kは，酸素担当準備委員和田豊司氏の努力K依る所が大きか

った。

向本装置は，昭和 45年特願第 13094号をもって特許出願を行 ったことを付記しておきたL、。

5.マスク

外気と共K吸気出来る典型的な開放式のマスクをエペレス トの為K開発することにしたのは，1965 

年の事であ った。 当時，世界の登山界はアメリカ隊がエペレス ト登山で使用したメイタグ・マスク(第

6図参照 )!'L興味が集っていた。私はメイタグ・マスクを 2個，アメリカ・エペレスト隊の酸素担当隊

員のホーンパソン博士から送っていただき色々と検討を加えて見た。このマスクは，恐らく登山専用酸

素マスクとして開発された初めてのマスクであろうと思う。従来の登山隊が使用した航空用のマスクを

改良したものは弁の数が多く ，呼吸気時の抵抗が実K大きく，その上.呼気K含まれる水分が凍l:J，弁

の機能を著しくさまたげ，ひ どい時Uては，完全K弁の機能を失ってしまう恐れがあった。事実，エペレ

ストの過去の登山隊の中K二，三の例を見る事が出来る。 マナスルの時に開発されたマスクも，排気弁

が凍った場合Kは，手袋を取って弁の付け替えをせねばならず，氷を除去したl:J，不凍液を付けたl:J，

様々な努力を した記録がある。
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締め紐

ノ ξッド

ホースλ ンド(鋼) マスク (合成ゴム )

カブラ (Al合金 )

第 6図 メイタグ ・マスク

エペレストの 8.884 mを登るためKは， よb簡単で使い易く， しか も安全で信頼性の高1.'，快適な

使用感のマスクを開発する必要があったのその結果私達の隊が開発して使用したH型マスクは高所登山

の為K要求されるあらゆるニーズを満足した素晴しい製品であった。

このH型マスク(第 7図参照 )は， 構造的Kは， そう大きく変った点はないが，弁の機能を充分K生

かす事と，装着安定性K重点をおいた。機能の面では従来のマスクの様VC，呼気の水滴が弁K凍結して

除去出来なかョたのを改良し，通気円錐部tてあたる弁座の部分の材質を従来のプラスチ γ クからゴムK

変更 し排気弁K水滴が凍結しても，手袋をはめたままの手で，軽くもみほぐし除去出来る様Kした。こ

の為K弁座部分の一体成型方法とコ・ムの材質の吟味K大変な苦労があった。装着方法が簡単で顔にうま

くフィァ 卜する為VC，オパ一手袋を付けたままの手でも取 bはずしが充分出来る機，専用酸素 帽と組み

合せたカギホック式を右側K取 b付け， 左側はポタンで固定した。顔になるべく密着出来る様，マスク

本体の材質K工夫をこらし耐寒性Kも優れたシリコンゴム等を使用。 マスク全体の肉厚も薄くした。肉

厚がうすい事Kよって，マスク K起る変型をなくする為，支持金物で補強. この補強板Kマスクの締具

を連絡させた。 叉，呼気の際，マスクの上部からもれた排気が眼鏡を曇らせる心配があった為，鼻の部

分になるマスクの肉厚を薄くし，鼻押えピンを入れ，各自自由K調整出来る様Kした。 この結果サング

ラスの曇る例は比較的少なかった。(それでも登頂隊は，眼鏡がくも b止むをえずこれを外して雪限K

左っているが， これは，酸素マスクからの水蒸気の洩れだけでは左く発汗Kよる影響もあると考えられ
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ホック

第 7図 エベレスト用 H型マスク

排気弁も従来の三本足の弁を傘型弁K改良，呼気時の抵抗を少しでも小さくする様K設計した。

マスクの設計から締具K至る個々の小さな部品を撲択し， このマスクが出来上る迄Kは，大変な時間

と努力を要した。第二次偵察隊が出発する 19 6 9年 8月20日Kは，マスクは完全K仕上らないまま，

未完成のものを現地K持参せざるを得なかった。この為，第二次偵察隊は，酸素マスクで大変な苦労を

した。しかしながら，出発前の 8月 15日，立川自衛隊の低圧低酸素室Kおいて，テストを行った結果

では，弁座部分の機能Uてついては良好な結果を得た。引き続き 11月 19日，武庫川女子大低温実験室
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で，呼吸時における弁の働きと弁の凍結と除去方法等K関するテストを行い，更K改良を加える事とし

た。この他，同志社大学，真空工学教室Kおいて，パキューム時Kおける陰圧とマスク内の気体容量，

吸気時K必要な酸素量と呼吸抵抗を最小限Kする為の弁座部の通気円錐部の大きさを決める実験を行っ

た。 この結果 19 6 9年末Kは，第6固に示す H型マスクの最終製品が完成した。 19 7 0年 1月の富

士山における隊員合宿で実用試験を行った結果，マスクの機能はもとよ b装着方法，安全性等の面で満

足な結果を得る事が出来た。

材質は最初低温特性の良い γ リコンゴムを採用したが， ゴム自体の強度が弱い等，若干の難点があョ

たので，その後，材質を改良，零下 20・Cからプラス 2O.C程度の温度変化K対して硬度変化の最も少

ないポリプタジエン・ラパーを採用した。排気弁自体の弁座の部分の硬度を柔かしマスク本体の硬度を

硬くする様設計した。今回，使用して見た結果では，マスク本体の機能はも とよ 0.使い易さ，装着性，

信頼性等，すべての点で良好であった。

実察K使用してみると，最初考えていた予想以上K好調で，隊員もマスクを付けるあの煩しさを忘れ，

日射しから周や皮膚を守る為K使用していた位である。私は頂上~.このマスクと新しいヘルメ y ト式

エコノマイザーを使用して登頂した。登饗中は，誠K好調でマスクの取りはずし，凍結の除去，使い易

さなど充分であった。私達の隊の大半は，このマスクを使用したが特Kサウス・コルから上部は，すべ

てこの国産マスクを使用した。強いて欠点をあげれば顔の大きい人Vては合はない人がいたこと，アゴの

部分K貼ったセーム皮が水滴のため濡れること等で，この点Vてついては，メイタグ・マスクのよう K水

滴除けをつける必要があるかもしれ左L、。

このH型マスクの開発は粘土型から木型，金型というように形状と機能を見ながら整形外科的見地

から，日本人の顔の形K合うよう~.何度も作り変えていョて完成したが， このマスクの開発Kは， 坂

田技術研究所の坂田元記所長はじめ所員各位の努力Kよる所が大き L、。

向坂田技術研究所との間Kは.昭和 44年 10月 1日付研究費.金型等の開発費は JAOで負担する

ことならびKこのマスクの開発て知 b得た技術，情報及び開発上取得した全ての工業所有権Kついては，

J A 0と共同の所有であることを確認するための覚書を交換していることを付記しておきたL、。

今回のマスクは，このH型を全面的K採用することにしたが.8000mの高所の経験がなかったた

め，弁の凍結その他不測の事態を考えて，念のためアメリカのTransaero Inc.社よ 0.Sierra 

Engineering 00・製のメイタグ・マスク 10個を輸入して持参した。

睡眠用マスクとしては，今回は，マナスノレ隊等が使用した B.L.B製等の鼻マスク(外科手術の時K

鼻から酸素を吸入するもので口は開放されているもの)をやめ(日本人の場合Kは鼻粘膜の瞳張のため

鼻閉塞をきたし， 非常K苦しくなるため). 日本航空等で機内の乗客の非常用として使用しているディ

スポーシプル ・マスクを使用した。 このマスクは，寝袋の中でも簡単K使用することができ，大変実用

的なものと考えたが，実際Kは，水滴やよだれのため~.高所用としては，実用上K問題があ 0. 実際

Kは，むしろ H型マスクを使用する隊員が多かった。なお闇民用の為の酸素の供給方法は. 1本のボン

ベを T又は十字型マニホール ドを使用して分岐して使用することKした(第8図参照)。睡眠用マスク
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tてついては未だ決定版がみつかっていないので

今後とも研究の余地がある。

酸素帽は酸素マスクを使用する時だけでなく，

隊員の人達が低所Vておける登山中Kも使用して

いた。この帽子は大変便利で前後を反対Kかぶ

ると氷河帽としても使用出来た。何よ bも，酸

素マスクを着けた時.マスクの取 bはずしが簡

単である事は，全員によろこばれる事の一つで

あった。

ムボンベ
第 8図 睡眠用マスクの使用法

鞭素携行用具

~~米中の準備委員高橋進氏Kお願いして輸入した Camp Tra i 1 s 社製の軽量アルミ製の背負子VC.

川崎製フラ ンス製の夫々のポンペK合はせた専用の取 bつけ用パァグをと bつけること Kした。これは

細野テント で工夫した もので，川崎製は横VC2本， フランス製は縦VC2本(1本の場合は傾斜させてつけ

る〕を差しこむ様Kした。これとは別K加納隊員の設計でフランス製ポンペを横K取 bつけるリングも考

案された(Ii新らしく設計した装備』の項参照)が，これは大変K好評で登頂隊もこれを使用した。

との酸素携行具は，酸素担当者と装備担当者の接点の部分で，最後まで結論がでず心配した部分であっ

たが，種h 検討の末，出発直前K完成したものである。

ゴム管を通じて酸素を供給するシステム

ボンベ，マスク， 減圧器， エコノマイザ一等，一連の酸素補給器がL、か K軽く設計されているとしても

1セット10 Kg程度の重さと左る。 8.00 0 mの登挙を考えると，この重量の上K更K三ツ道具や防寒具

等，通常の登準装備を加れるとト ップの人が酸素呼吸器を背負って登撃する時の荷物は 15 K9を越える事

が予想される。この様な荷物を常時背負った状態で，大岩壁の登警を行う事は困難である。前Uても述べた

通 b.この一助として考案した ものがヘルメァ ト式酸素補給器K連結したプム管による酸素の供給方法で

ある。

この方法は トップが酸素ポンペや減圧器背負子を持たずVC.ヘノレメァトと酸素マスクを着けるだけで常

時酸素の供給が得られ，最も身軽な状態で岩壁の登撃が可能となる。第8図の通 b.滅圧された酸素はゴ

ム管を通じ てトァプのへJレメ y ト内の酸素パァクK供給される。ヘノレメァトから出ているゴム管は，一旦，

腰の安全パンドの部分で身体K固定された下K出る機K設計した。開発の当初，最も心配した点は，内径

5.....6棚のゴム管を 30.....40mの長さにする とゴム管内の低抗の為，安定した酸素の供給が得られない

のではなL、かと言う点であョた。そこで，行動時Kおけるゴム管の色々な状態を想定して，酸素の流出低

抗の測定を行った。この結果，ゴム管をザイノレの様に巻いた状態でも ，そう大きく酸素が失われない事が

測定された。約40 m. 内径 5111111のゴム管で減圧言十を出る流量毎分 3fの酸素が トyプの酸素パァグK供
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給される時点では，約 7'16減少する程度K止ることがわかった。そこで トγ プが毎分 3Eの酸素摂取量を

必要 とする 場合は，減圧時の流量を 7必-10必上げてやる事で簡単に解決する事が出来た。
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ゴムホースと流量

外径11111.の

長さ40mのコ・ム管を採用するこ

v 
、ーの測定の為の実験を繰 b返し，

の結果， 内径 6 111m•

約 3ク月間，

ゴム管の重量と強とK決定した。

度を考慮し，外皮をナイロンでプ

度の人間が支えられる強度と した。

このゴム管で 7OK!i'程レドし，

これ等のゴム管

は先端部を全部コネクターで連結

出来る様K設計し，すべての酸素

参考までに向，

(第器具の連結を計る事とした。

第 9図9図参照)

富士山を初め，現地での使用結

果は極めて良好であったが，南壁でこの装置を使用する前K南壁の登撃を中止した事は残念であった。 し

せめてもの慰めである。この装置が大変役立った事は，松方隊長のペースキャンプ入!JVC. 力、し左古:ら，

酸素ポンペを天幕のはるか外Kおいて，マスクだけで酸素を吸入している姿は，今から考えても，大変印

象深いものがある。このシステムとアイデアは今後のヒマラヤ登撃に必ずや大きな役割を果してくれるも

のと確信している。

使用状況と酸素摂取量

第 2表の通!J9 20 E入のフランス製ポンベ 15 0本と 696E入の川崎製ボンベ 20 0本を用意した。

フランス製ポンペは南壁隊全部と東南稜隊がサウスコル以上で使用する基準とし，少し重く内容量の少左

い川崎製ボンベはジェルパ並びK隊員の 7.0 0 0 m -8. 0 0 0 m迄の登挙用，医療用K主として使用する

軽く短古代、このポンペを積極的K使用 して困難な登空襲南壁登挙の際，事とした。川崎製の 2Eボンベは，

を行う必要が生ずる事を予測し持参した。 酸素の総需要量は，行動計画K準じた積算方法で本数を定めた

が，高所行動のタクテ y クスの運用方法で，か なb弾力性のもてる計画と した。行動計画時K検討した酸

素の使用規準は次の通!J. 

1人 1日2本o 6よb登頂時

05 -06はシェノレバ も摂取す

o 5ではシェルパも摂取する。)

隊員のみ 1人1日1本 (但し，

る。

隊員のみ 1人 1日O.5本 (但し，
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以上は，荷上計画を加味した酸素の使用本数をマクロ的K算出する為K定めたものであるが，これを要

約すると次の様な使用方法となる。

〔高 度〕 〔登挙時使用量〕 眠時使用量〕

O. 5 f ~ o. 7 f /分
7.000 m 使用せず

(隊員のみとする。)

7. 5 0 0 ~8. 0 0 0 m 3 f~ 3. 5 f/分 O. 7 f~ 1 f /分

(隊員のみ) (シェルパは8.000 mの時のみ)

8.000 mらL上 3.5 f~4 f /分 0.7 f ~l f/分

(隊員ツェルパ共) (隊員シェルパ共)

酸素は原則として 7.000m以上で使用する事とし，7.000mでは睡眠時のみとし， 7.00 0 m~ 

7.50 0問への行動時は使用しないという原則とした。行動時は 7.500mから隊員全員が使用する事と

し8.000 m以上で γ ェルパKも使用する事とした。睡眠用は東南稜隊の C3， C 4では0.5f/分を

原則とし， C 5以上で lf/分の使用と した。南壁では， C 3以上で1f /分の摂取を原則としたが，睡

眠用はこれで充分であった。睡眠用は 2人 1本のボンベを割り 当て， Tピースで分岐して使用した。行動

時Vては，C 4， C 5では毎分 3fで充分であ!J.時々 4e程度摂取している隊員もあった。登頂用Kは，

各隊員が各々 2本のポンペを持参したが，南峰から東上迄は. 1本の酸素ポンペを背負う事が行動の上で

最も効果的左のて最高キャンプを出発する侍から 3.5f /分程度を摂取し， 南峰まで約半分420f~4

50 fを使用し，半分残ったものを南峰Kデポした。南峰から頂上迄は 4f/努割吏用l.f&象員カ.多 L、。南峰

から頂上まで 4eを使用し，帰路 3e程度Kおさえると通算 5時間使用する事が可能である。

我々は南壁の為Kフラ ンス製ポンペ 75本 と川崎製 40本を予定し，東南稜隊の為Kフランス製 48本

と川崎製 11 5本を用意した。 しかしながら，南壁中止後第四ステージの第三次登頂計画時K南壁隊のボ

ンベ約 38本が東南稜K廻された。この他，医療用として，ゴラクシェッフ'"1'(3本， BCI'L7本， Cll'L 

1 5本， C21'L21本を残留分も合せ配置した。

街酸素の具体的使用状況については別稿「計画と行動の実際」を参照されたい。
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第 2表 酸 素 関 係 装 備 一覧表 (1970年本隊分)

必. 品 名 規格並 仕様 数 量 備 考

F4 (4.e， 230気圧) 150本 フランスよ b輸入

1 酸 素 ポ ソ ~ K4  (4.e， 174気圧 ) 200本 川崎重工開発品

K2 (2.e， 150気圧 ) 7本 /1 旧製品

新型 (F4， K4兼用) 2 0個

調 整 器
2 仏製 (F4， K4  /1 ) 4個 フランスより輸入

(滅 圧 器 )
旧型 ( K2用 ) 4個 山岳会備品経理

H 型 4 011固 新しく居離したもの
マ ス ク

3 メ イ タ グマ ス ク 1 011図 アメリカよ b輸入

(蛇管並チュープ付)

....... lレ メ ~ ト 型 1 1個

4 エコノマイザ ー 角 型 1 4個

丸 型 4個

眠 用 -マ ス ク 1 5個

5 医療用酸素器具 四叉 管 並 T ピース 1 5個

配管 用 テ ュ プ類 80米 ゴム並合成ホース

H型マスク用 ( 一 般 品 ) 40個

6 酸素専用帽子 /1 (高所用 ) 1 0個

メイタグマスク用(一般 品 ) 1 0個

酸素供 給 ホー ス 4 0米 ナイロンプレード

7 酸素供給特殊用具 コネクター付

チ ュ ープ固 定用金具 2 0組

ポY ベ取付リンク(特製) 1 6組 背負子取付

8 携行用具(背負子〕
ポンぺ取付 式背負子 3 0個 リァク付

吸気 ，呼 気弁 スペアー 6 0個 (T型弁 10個)

9 附 属 品 調整器用 O 1) :;/ グ 20個

シリコン不凍液 (50cc) 1 0個

専用 ト・ フ イ ノ、. ーー 1 2個

コ ネ クター( セ ッ ト ) 5組

1 0 修理具その他 不 凍 液 ( 50cc入ぷ 1 0本

マスク 等組立用具 一式 一式

(テープ，はり金， リング等〕

制 名器具の仕様並性能tてついては，各図並第 I表参照
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あ と 1;; き

今回のエペレストの酸素補給器は，各企の機器の性能とか機能精度というよ bも，むしろ使い易さ，頑

強さという点K重点をおいた。言葉をかえていえば，酸素補給器を生活品の一部として使いたかったので

ある。それ以上K重点をおいた事は，各機器の連結とか，酸素補給器全体としてのシステムK重点をおき，

背負子とボンベ，ボンペとマスクというよう K.各々の機器を総合化し，全体としての補給器の相乗効果

を狙って開発したことである。その結果として，使い易い，信頼性の高い酸素補給器ができたものと確信

している。

た X全般的K問題と在った点をあげてみると，今回は個h の部品の種類が多すぎたことである。

酸素ボンペ が 3種類

レギュレーターが 3種類

マスク が 2種類

エコノマイザーが 3種類

といった如くである。但し今回は，夫々のパーツK. どれでも組合せられる様Kアタ・プターその他を考え

てE換性をもたぜていったが，酸素ポ YぺKしてもボンペが違うと背負子まで変えなければ左らず，複雑

V亡すぎたきらいがあった。酸素ポンペも，行動用はフランス製，睡眠用は)11崎製というようなきめの細か

い使い方の区分は， トラブルのもとである。今回は新たK開発した国産品が，高所で使用した実績がなか

ョたため， 実績のあるメイタグ・マスク， フラ yス製レギュレータ一等を輸入して持参したが，もう少し

最良と思われるものK品種をしぼっ丈単純化し組合せの関連部門をRef i n eしていくべきであった。

その意味から型式をしぼると

|フラ yス製ボンベ 1+1川崎製減圧器 1+ 1)11崎エコノマイザー 1+ 1H型マスク|

が最良であるように思Lわれる。

左お， タクティックスとの関連であるが，酸素の物品の管理等Vてついては，酸素担当者以外K専任の荷

物の管理者を設けて，物流を管聖ずべきであ!:l.酸素の組織的使用法Kついても隊員全員の認識を高める

ことが必要である。
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食 糧

土肥正毅

鹿野勝彦

1 基本方 針

食糧計画をする段階で，高山とL、う特殊条件のもとに数えあげればきりのない程の難題を解決しなけれ

ばならなL、。酸素の不足，厳しい気象条件から起こる諸問題，過激な運動から起る疲労，単調な生活の中

での精神的な疲労，そう L、う生活の中での食欲，そして梱包輸送，運営上のことがらが山積している。

酸素・装備・医療らの関係は，ある程度の科学的実証の裏ずけがあれば，それを押し進めて完全なもの

へ近づけることは可能K近いし，過去の遠征の結果が参考データーとして非常K意味がある。

こと食糧に関しては，過去の遠征隊の実績はあるものの，そこからは何らの一定方向の結論は得られて

いなL、。各人の好みが，それぞれ異るということと，その時の各自の調子が別々であることに加えて，ど

うしても単調な生活のはけ口を食べ物にしてしまうということからであろう。食糧の基本的考え方の大前

提となるものに二つの考え方がある。前Kも述べたよう K，高山とL、う特殊性からくる要素に対して，綿

密な科学的裏付けのある計画が当然要求される。これに対して軽量イじ 栄養価の高いもの，梱包輸送K便

利なものばかりを考えるとL、う行き方。極言すればそう L、う食生活のもとで生活できないものは登山者と

しての資格者ではなLVそうするためには食生活のトレーニ ングも絶対必要である とする方向である。

もう一つの方向として，勿論，上述したことを無視するわけではないが，そういう方向に持ってゆきた

いとL、う気持を含みつつも，食べられるより， おいしく食べられるということを強調するものである。味

気ない単純な活動のくり返しの中で， 三度の食事がまず楽 しみとしてあげられよう。このことを重視して，

少 しでも満足できる方向K進められれば，明日への鋭気が養われ隊員相互の和に役立ち，大きくは全体の

志気高揚，登頂の成否Kも大いに関係あるとL、う考え方がある。

私達は後者の方を選んだ。おいしく食べられれば消化にも当然、良い結果はでるであろうと L、う結論のも

とに結果としては日本食中心の日頃食べ慣れたもので，各人各様の好みを加味してバ ラエテイK富ませ

たものを用意した。そのためコ ァクをわずらわすかもしれないと恩われる程種類を多く し，献立内容も種

々と変化させられるように考えた。

逆に言えば，果して栄養が充分なのかどうか疑問は残ることもありうるが，食糧の広義の重要性から考

えて以後結論がでてくると思う。

今回の食糧係としての方針は上記の通りであるが，やはり過去の遠征の報告書が一番参考Kなりそのま

ま矛閉させてもらったというのが正直なところである。日本の海外遠征も 7ρ OOmιし上の山が 20座を越

え， 7ρOOmらL上での宿泊経験者も 30名に達 したとL、う 実績は高く評価されているので，食糧の計画に

マ，
q
L
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あたっても，これらの経験を重視した。その中であえてどちらの方針をと ったかと言えば，後者を選んだ

ということである。このことが正しかったかどうかについては，疑問も残るが，少くとも間違っていなか

ったと私達は考えている。

詳細な数字は食糧内容総括表を参照していただくとして，以下今回の食糧計画の基本的考え方を述べて

見ねe、。

(1) 高度別によるレーションの区分

大別して以下の分類によった。

キャラパン食

ベースキャンプ食

中所食

高所食

C. 1 - C. 2 

C. 3 - C. 5 

最高所食 C. 6 

南壁 C.3 - C.4 

南壁 C.5※- C. 6 

館 南壁の0.5を最高所食K加えたのは，その性質からアタック食K近いものが要求され包装の面からも

大量の荷揚げがむずかしいだろうということからである。

(2) 単位当り重量

上記分類別の 1人 1日当りの単位重量は，キャラパン食1.6kg. ベースキャンプ食1.5kg.中所， 高

所食1.4kg. 最高所食は1.2kgを標準とする。(包装重量を含む)

カロリー，栄養価，栄養のバランスについては女子栄養短期大学で検討してもらい十分であることを

確認した。

(3) レーションの単位

キャラパン食，ベースキャンプ食については準レーションのシステムがとられ，それより上の食糧に

ついては完全なレーション・システムがとられた。レーションの単位は.12人 1日分の分量を1カート

ンとして包装したが，最高所食のみは 8人 1日分の分量をポリ袋につめ，このポリ袋2個を 1カート ン

に入れ包装し， カートンから出して運べる よう工夫した。それぞれのカート ンは. 1個 15kg平均とな

ったので，これを 2個まとめて 30kgItCして外装のカートンボックスにつめたのなおこれとは別Kスペ

シャノレポァクスを用意した。

(4) 包装について

。カート ンボァクスは包装係より提供された標準型を使用し，他の荷物と同様ワァペンによる色区介を

行った。即ちキャラバン用は黒色，ペースキャンプ用は緑色，中所は空色，高所はだいたい色，最高

所は赤色で区分され，図案は食器とフオークを図案化したもので，食糧の種類によって ABCDーの

-228ー



分類マーク をつけた。スペシャノレポ y クスにはる現地人，隊員用の区別は，アルフアベットのサブ・

ワァペンを貼付した。

o各レーションの中には，缶切り，ちり紙マ ァチ 2箱， ビタミン剤を夫々加えた。

oビタミン類及びミネラノレ等は，生鮮食品がなかなか手K入らないので，当然不足すると思われたので

綜合ビタミン剤での補給を考えた。

o市販品の包装単位ではレーションの包装単位としては大きすぎるものがあった。これら再包装を必要 と

するものの中，つくだ煮類，つけ物類，乾物類等真空パァクを必要とするものは， 二 執KVC依頼したカミ

粉ミルク，砂糖，食塩等は食糧係が独自で行った。最近のインスタン卜食品の中には長期間の保存に

たえるものも多くさんあり，そう L、う意味では味の素，粉末ジュース，お吸いもの，味そ汁などは都

合がよかった。

(5) 現地食加工用調理具の携行

現地食を加工して食事に変化をもたせることに留意し，製麺機，ひきにく機，パン焼挽タコ焼機等

を持参した。

(6) 飲 料

水分の摂取を多くする必要があるというドクター ・グループからの要求にこたえて，粉末ジュース類

噌好飲料(コーヒー， ココア，紅茶，緑茶，オパノレテン等)，砂糖を多種多量に持参した。

(7) 晴好品

酒類及びタバコは，数量の見当がつきU亡く L、項目だが，タバコは 1人 30本平均として計算，阪わない

ものの分と 30本で余る分Kついては，現地人への支給(シ ェルパ 1日 10本，ポーター1日2本)用

として計算，隊員はフイノレターのついたもの，他はしんせL、，いこいとした。

これは現地人も日本のタパコを欲するということと，免税扱いで持参できることから費用的にもネパ

ーノレ製のタ バコにく らべてそれ程高くつかないであろうということからである。

酒類は一応持参するが現地のチャン，ロキシーでも足りなければ補いがつく ということから，数量は

僅かにしぼった。(缶ピーノレ，ウイスキー角瓶日本酒など)

(8) 生鮮食糧

いくらかの生鮮食糧は船輸送をやめ空輸することにした。例えば新巻鮭，ボンレス・ハム等

2.使用 結 果

準備の段階で今回のエペレスト登山の食糧について二つの心配があった。一つは未だかつてない多人数

の隊員とい う数からくる量の問題とその運営の問題，そしてもう一つは高度が日本隊として未だかつて経
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験したことのない高きであり，こうした希薄な空気の中での食欲をL、かに解決するかということであった。

前者の量の問題は，全体としての登山計画の立案が遅くれたため，不安のうちに用意したが，調味料等

を余分に加えることによって不足介は現地食をその都度補充するということで何とか聞に合すことができ

た。結果的Kはそういうことであるが，登山期間中は，多い時には一日で170kgくらいは消費するので食

糧係としては喰ベ込みはしなL、か気が気ではなかった。登山期聞がもう少し長ひ'いたとしたら，勿論何と

かな ったとは思うもののかなり不自由なものとなったであろう。 実際に山k入ってから食糧K関して心配

するのは食糧係だけで. BOまでは他の隊員は食べさせろ食べさせろという状態であった。 BOの様に多

人数が食事をするとい号ことは，当初はまったく想像もつかないものであった。何とか切り抜けたものの，

やはり食事はゆっくりと落着いて作りながら暖いものを食べたいものである。今回は，そばなどは伸びて

しま った冷たL、ものを食べざるを得ない結果となったことは残念であった。

以下レーション別の反省としては

キャラパン食 質，量ともに精々不足気味であった。特に往路のキャラパンは体力蓄積期間とも考えられ

るのでYことえ計画が狂っても喰べたい物を食べたいだけ食べてもらうとL、う方針を貫くべきであ った。

また大人数であったとしてもその食糧調達にはもっと神経を配るべきであった。

東京から空輸した新巻鮭，ポンレス・ハム等の生鮮食品はキャラパン中極めて好評であり，今後ともで

き得る限りこの種の食品を現地へ運ぶことが望ましL、。

ベースキャンプ食 エベレス卜のベースキャンプは普通のベースキャンプより高度が高く， また，今回は隊

員が多く，期間も長いということで， 全体について十介Kつかみきれなかった。 コyクに対する教育不

足もあったが，食糧係が毎日献立の面倒をみるのは大変であり，この位大規模な隊では，やはり専門の

コァクを日本から連れていくことを考えてもよいように思われる。それができなければ，せめて専任の

ベースキャンプ・キーバーが必要であり，今回は食糧係全隊員が上K登っている聞はレス卜の隊員が交

代で食事の面倒を見ざるを得なかった吟これでは十分な管理はできなかった。なお，各隊員の晴好が違

うことから定全に食績を放任することは不可能であるが，スペシヤノレ・ポヅクスをもう少し用意すると

同時k.ベースキャンプにおいてもセントラノレキッチンだけでなく隊員が勝手に調理でき小キァチンが

別に欲しかった。

中所食 この高度 (6，OOOm段階)の食糧は高度11頁化の不充分な計画の初期と 11買化はできているが疲労の蓄

積された計画の後期では，隊員のコンディシ ョンがかなりことなる。とくに計画の初期においては， 順

化が充分でないので，食べ易い高所食の方が使いやすかった。

‘今回のABOとな った02のキァチンは非合理的であった。やはり B.Oのメステン卜K準ずる大きさの

テントを食堂に使って.0.2のセンターにするか，或は各テント毎K炊事をするかのいずれかの方式を

とるべきであったように思われる。炊事テントで作ったものを各テントに配る方法は， さめてしまいう

まくなかった。また今回は計画段階て装備係との打ち合せが足りなかったため少なくともテント毎にお

茶を沸かせる程度の炊事具 ・燃料の準備が欲しかった。 いずれKしても B.O K準ずるべき設備と

食 糧内容であってしかるべきであった。なお 12入用のレーション 1ボックスはもともと 4-6人用
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テントで， 2 - 3日使用することを想定して準備したものであるので. これを大きな単位で使う場合に

は無駄が多かったよ うK思われた。

高所食 いわゆる軽量，高カロリ一等の条件は， 8，OOOmの高度では通用しないように思われる。 やはり

食べられるということが第一条件であり，この点は順化がどの程度できているかによ って随分ちがう よ

うである。そして高所だけのことではないが水分のあるものをもっと摂らなくてはいけなL、。そういう

意味で今回はいろいろな噌好飲料を用意 したが，作るのが面倒な こともあってあまり 活用きれなかっ た

ように思う 。そうL、う 意味では食事とー諸に水分の摂取できる方法を考えるべきである。フJレーッ等は

乾燥食品より缶詰類がよく， ビスタァ卜よりもモテ， フーメンの方がより効果的である。なお身体を食

糧K慣れさせると L、う考え方は8，OOOmの高度であってはむしろ時代に逆行 していると恩われる。

酒・タバコ この種のものは，あればあって飲むし，現地調達のものでも味の方さえ少し我慢すれば聞に

合せることは可能なので，あまり心配することはないと思う。強いて言えばタパコは現地人も日本の物

を欲しがるので，日本から免税扱いで持参した方が良L、かもしれなL、。(値段は殆んど差はない)

3 カロリーと献立について

高所ではカロリーはどの出畏れているのであろうか，あるいはまた栄養のバランスは整っていたのであ

ろうかということが一番疑問のあるところである4今回は食糧の内容を決定するKあたって，先程も述べ

たように日本食中心の日常食べ慣れたものを中心として考えた。その結果食糧計画は食糧内容表のように

きまった。カロリー，栄養価の面から決定したものではないので，その結果を多少心配したが，各レーシ

ョンとも 2，600-3，000カロリーと L、う数字が数字の上ででてきたのて安心した。他にスペシャノレ・ポァ

クスの方を平均して食べたとすれば3，000-3，600カロリーに達すること Kなる。

この面については出発前K女子栄養短期大学で内容を吟味してもらった結果， 栄養価は十分ではないが

ヒマラヤ とL、う特殊条件を考えればこれでよいのではなL、かということであった。しかし， 計算の上で十

分であっても，それが本当に食べられているかどうかは今回の場合でも疑問である。好き嫌い，体調の好

不調で各人各人が異なることは当然予想される。高所では人並みιL上に食べているとL、う場合は極めて少

なく，人並み以下ということが多L、。

使用された食糧については，食糧内容表をみてもらえばわかるが，具体的に毎日なみなみとつがれた朝

食前のモーニングテ ィーにはじまって，朝食はキャラバン中は現地米かアルファー米にみそ汁，それにス

ープがついてベーコン・エ yグ，ハム・エッグに生野菜と佃煮及び漬け物類，昼食は朝食と同じく米K佃

書記漬け物，ユデ玉子と紅茶類の飲みものの場合とチャバティーにチーズ，ジャム，バター類とフルーツ

の缶詰，キャラメノレ，せんべL、，あめ類がつけ加えられる場合の2通りであった。

夕食は米が主食の場合は，カレーライス， ミノレク・シテユヲ豚汁，メンテカツ.ハンバーグ，コロァク，

肉団子等に生野菜と佃耗漬け物類である。時々米K代ってスパグティー， もち， うとんのこともあった。

また早く行動を終えた時などは夕食前の軽食としてソーメン， ラーメ ン， ジャガイモのゆでた ものなどが

でたこともあっ た。
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キャンプが高くなればなる程，手のこんだものはできにくくなり，新鮮な野菜に乏しくなり肉，タマゴ

類も全て乾燥したくだものとなってくる。昼食は全て乾パン，ピスク'Yr，クラ yカー，せんぺいのよう

なものとなり，それに付随してバター，チーズ，ママレード，ジャム類Kヨーカン，アメ，チョコレート

乾燥果物などの甘味類が喫食されたが，毎日の変化が少なかっ Tこ。

主食のアノレフアー米については軽量で長期間保存がきき携行に便利で，いつどこででも水さえあれば倉互

になるという利点があるので，山岳食としては， もっとも便利なものの一つである。しかしながら，今回

のd米は，生米I'C.比べて好評ではなかった。この原因として考えられることはd米の製造加工時に乾燥

効率をよくするために飯のねばりを洗ってしまっていること，ならびに乾燥が高温のため，飯のもつ蛋

白，脂肪等が変性してしまっていることが考えられる。特l'C.a米のあの独得のにおいが毎日食べていると

鼻についてきて問題があった。

他の原因として考えられることは，米の鮮度の問題である。今回のそれが古米，古々米であったと云う

わけではないが，古々米のアノレファ米ではおいしい筈がない。

そこで，今後アノレファー米を準備する時の留意点としては，できるだけ新しわ上等米を原料に用L、，加

工時に"ねば"を洗い落さない様にメーカーに依頼することである。なおもち米のアルファー米はねばり

けがあっておいしかった。

第 1表 3月 25日 ベースキャンプの食事内容 (単位:隊員 1人当り)

朝 食 昼 食 タ 食

品 目 cal/l∞8-合計
品 目 重(8)量 caV1008-合計

品 目 cal/IOO8-合計
cal cal cal 

ブフレファ味 160 366 586 小麦粉 150 350 525 現地米 240 350 840 

4、.、ベーコン 25 648 162 
チ

油 10 884 88 タマネギ 33 40 13 
4守

カ
コ ，、. 
ン タマゴ 50 156 78 

フー
タマゴ 25 156 39 レ 人 喜毎 20 51 10 

コニ
カリ ヅャガ7 50 20 10 

イ
ミノレク 20 32 6 フ 50 77 38 

グ フラワー
イ

イモ

み み そ 20 40 8 バター 30 721 230 A |粉レ瓦
そ
f十ワカメ 2 チーズ 20 392 78 肉 25 200 50 

イ岡 煮 30 66 22 劫礼缶詰 50 68 34 福神漬 10 50 5 

紅 砂 糖 50 380 190 紅 砂糖 50 380 190 カリフラワー 50 20 10 

茶 ミノレク 10 32 3 茶 ミノレク 10 32 3 砂 糖 50 380 190 

緑 茶 ミルク 10 32 3 

緑 茶

計 397 1，059 計 365 1，193 計 488 1，159 

合計 3，41 1 cal 
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4. 現地調達食糧について

日本から傍行した食糧は当初の計画では，キャラパン食も含めて約8，00o~アルコーノレ類とタパコで

366kgあ ったが，キャラパン方法の変更(全員がカトマンズから歩くことになった)とシエノレパの増員

で相当数量を現地で購入しなければL、けないことになった。また，準備中の余剰j食糧(計画数量以上に寄

贈等で集った分)はカトマンズの生活がホテル住まいでなくなり，一軒の家を借りて自炊するということ

になったので，その分は全て何にかに役立つであろう， ということで全量を持参したが，この合計重量は

980ゆ亡達した。これに加えて出発まぎわになってキャラパン用の生鮮食糧は内地から持参した方がよい

ということになって 580k扮を空輸した。これにより内地から携行した食糧は総合計で包装材料を含み

9，927kgとな った。

現地では特殊なものについては手に入らなかったり，あるいはまた手に入っても味の点で問題があるも

のもあるが，先ずほとんどのものは手に入ると考えてよいので，手数をかけてしかも輸送代を払わなけれ

ばならないことを考えると，新鮮でより安価に求められる現地食の方が，より効果的と思われるものもあ

る。勿論このことがL、えるものはキャラバン食，ベースキャンプ食だけについて言える訳で，登山中の高

所用食糧Kついては，ツアンパ等一部のものを除き，内地から持参すべきである。

このような訳でカトマンズでの購入量は次にのベる通り 2，358kgとなった。

第 2表 カトマンズ購入食糧

一一一一一『 購入重量 単価/匂 金 額 備 考

米 (隊員用) 22 skg Rs. 4 Rs. 1，000 

// (シェノレパー用) 600kg Rs. 4 Rs. 2，400 

小麦粉(隊員用 ) 192旬 Rs. 3.3 Rs. 623β マイタ(精白小麦粉)

// (シェルパー用) 536kg Rs. 2.5 Rs. 1，330 アタ(フスマ入リの小麦粉)

砂糖 200kg Rs. 4 Rs. 800 

紅茶 10匂 Rs. 10 Rs. 100 

ξノレク 20kg Rs. 14 Rs. 280 

スパイス 15kg Rs. 10 Rs. 150 

ニンニク 5kg Rs. 8 Rs. 40 

ギー 20kg Rs. 20 Rs. 400 羊の泊

ダル 20kg Rs. 5 Rs. 10 醸酵豆

タパコ(ネパーJレ製) 10kg Rs. 1ρ00 シェルパ用 10，000本

パタ ー 20kg Rs. 20 Rs賂 400 

チーズ 30kg Rβ. 20 Rs. 600 

タマゴ 50匂 Rs. 40 Rs. 2，000 1，000個

qa 
qa 

。
&



購入重量 単価パ<..g 金 額 備 考

トマト 10匂 Rs. 2 Rs. 20 

キャベツ 10kg Rs. 3 Rs. 30 

カリフラワー 10kg Rs. 3 Rs. 30 

ジャガイモ 60 kg Rs. 5 Rs. 300 

人 参 15 kl1 Rs. 4 Rs. 60 

ツアンパー(シェノレパ) 300 kg Rs. 3.5 Rs. 1，050 

2，358 kg tRs.12，623.6 

(注) 上記単価金額は時期，J苫，購入量.品質等によって相当差異が生ずるものと恩われる。

カトマンズ以外ではナムチェ・バザーノレて吠小麦粉などを計画の進行具合によっていくらか購入するこ

とにしたが，ジャガイモを除いてはカトマンズより大分高いように思われた。肉類はヤク 1頭 Rs.400 

-500 羊Rs.150せ 00，豚Rs.I00-150である。鶏はノレクラを境にしてそれより 下では I羽 Rs.

10，上では Rs. 15。卵もそれぞれ 1Jレピーで 3個及び2個であった。

生鮮食糧については，今回は一つの試みとしてカトマンズからの空輸を計画した。カトマンズ ~ Jレク

ヲ聞をチャーター機を飛ばし，ルクフ~カトマンズをポーターで運びあげることにより，奥地のソロ・

ターンプ地方では入手の難かしい，生野菜，果実，鶏，卵等を補給しようとしたことである。

この計画はカトマンズ出発時にあらかじめカトマンズ連絡本部の石川氏と打合せて決めておいたもの

で， 第 1回 4月 13日約 500kgs

第 2回 5月 13日約 500kgs

( Rs. 1，346/一)

( Rs. 1，404/ー)

の 2回言楠通り輸送した。この他にも 3月 18日K松方隊長がルクラへ飛んだ時も Rs.98相当分の生

鮮食糧を輸送した。

4月 13日の第 1四分は途中ノレクラより 15人のポーターにより 7日聞を要して， 4月 19日B， CI'L 

もたらされた。 B.CI'L到着したこれらの食糧は，鶏 19羽 (2箆)，卵 2箱， みかん 2箆，キャベツ，カ

リフラワー，玉葱，サヤマメ，ニンニク，カボチャ等である。鶏はカトマンズより 45羽輸送したが，空

輸中飛行機の機内を汚さないためビニーノレ・シートで包んて運んだが，ルクラからも，そのま Lの状態で

運んだため半数以上が窒息死するというトラブノレが発生した。そのため第2四分は急拠計画を変更し，卵

を主体とすることに切りかえたが，これは成功であった。登頂を終えて B.Cへ下山した隊員には， "な

またまど"がもっとも喜こばれる食糧となり，一人で 10個以上もたベる隊員がでた程である。

しかし乍ら結果的には 1500 Jレピーの食糧が空輸代700ルピー，ポータ一代 1，050Jレピーが加算され

3，250Jレピーになって しまうので，ナムチェバザーノレ周辺でヤクや卵を集めた方が得策である。事実ナム

テェでも，お金さえだせば，野菜や果実も入手可能である。今回の様に大きな隊の場合は問題があるが，
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小さな隊ならば，充分に可能であるといえる。

アノレコーノレ類は，ネパーノレ中何処へ行っても不自由することはなかった。チャンは峠の茶庄でコッ プ一

杯3iJレピ 1 ナムチェでは 1.8f 4 Jレピーであった。ロキ シーは通常チャンの 4-5倍程度の相場で

あった。タバコはネパーノレ製のものが何処でも入手可能であり，キャラパン途中の茶庄では，紅茶，砂糖

ピスクット，キャンデ一類も購入できた。

6. 費用について

本隊の食糧K関係する費用は下記の通りである。総費用は寄付分250万円相当を含めて 7，178，31 1円

で，登山隊費用の 7%強に当る。その比率は他の費用K比べれば非常に安いと言わなければならなL、。そ

うLヴ意味では， もう少し金をかけてもL、L、ような気がする。期間中は約 10，000人の延人数が食事をし

たことになるので 1人当りの費用はシェルパを含めて 700円となる。隊員だけを考えてみた場合はもう少

し高く 1，000円くらいとなる。

圏内調達に要した費用 購入分 3，412，753円

寄 付 分 2，509，555円

小言十 5，922，308円

現地で要した費用“ 食糧費 658，176円

キャラパン費叫 597，827円

小計 1，256，003円

総 費 用 7，178，311円
e丙

注 1) 現地で要した費用の中叫その品物崎入4気 込なポ-1'-一代，薪代(Bけ のみで約

270.000円)などの費用が旨まれている。

注 2) キャラパン費は往路の場合，内地から携行した食糧を主体と したのでI人 1日当り隊員5ノレピー，

シェノレパ3ノレピーとし，帰路は薪代等を含めて一切を現地食でまかなったので， 1人 1日当り隊員

1 5ノレピー，シェ ノレパ10ノレピーを必要と した。

6. 要約と反省

帰国してから，食糧係は各隊員K対し，アンケート用紙を配付して，今回の食糧についての意見を求め

た。 アンケー卜の回収結果が充分でなく，そのため数量的な処理はできなかったが，これら各隊員から寄

せられた意見を要約してみると次の通りである。

(1) 食糧については，晴好の異なる多人数の隊員の最大公約数をとってみると，文句を云えばきりがない

が， この程度で止むを得ないだろうと L、う意見が多かった。

(2) 今回は新らしく開発した食糧はなかったが，市販品を主としたもので，充分聞に合うことを確認した。

(3) 好評だったものは………餅類，新巻鮭，ポンレス ・ハム，サーモン ・ソーセージ， うなぎ，鶏の水煮，
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水ヨーカン，ユデ小豆等の缶詰.ソーメン， ラーメン等の麺類， i魚肉機を利用して作ったヤクの肉のメ

ンテ・カッ等

(3) 評判の悪かったものは………アルファー米，

(4) レーションの種類が多く，組合せが複雑すぎた。ところが， レーションの組合せが，調理のメニュー

プランニングから出発したものでないため，中Kは餅のある函K醤油がなかったりする組合せがあった

り，喰べ方がわからずに使い切れないようなものもある。もう少し整理してレーショ ンの中味を有効に

活用できるもののみにし，レーションの種類を減らしてもよかった。

(5) 食糧の管理が充分でなかった。特k:0.1らし上については，その点が目立ち， レーションを完全K使は

ない中に次の函に手をつけ，その結果レーションの中味が完全に使用きれないものが多かった。

(6) 内地での計画時" B.O以上における最終の行動期限は 5月末としたが，食糧は 5月 20日までしか用

意しなかった。これは従来の遠征の経験から，高所では平地の様に食欲がす Lまず，通常予定量は完全

に消費することなく， 5日分を 1週間分で合えるようなことが多川今回も高度が高いことからこの様な

ことを予測して携行量を減らした。ところが，食糧の管理が不充分であ ったため，前記(5)の様な事態が

発生し 5月の上句登頂態勢K入ったときには 5月の 12日頃で食糧がなくなるのではなL、かとL、ぅ心配

が発生しTこ。

しかしながら 5月 20日のABO撤収時には封を切っただけで中味のある食糧が可成りあり，まだまだ

食糧には余裕のあることを発見した。

(7) 前言['.(4)は，炊事の形態にも左右される。今回の様なセ ン トラノレ・キ yチン方式では人数が多いと限界

があり，手のこんだ調理を行うことなど不可能Kなるので， 雪線以上のキャンプでは， テン ト毎に行う

ような炊事形態を研究する必要がある。

(8) 今回は，食糧のことは食糧係にというように，食糧係K一世してしまい無関心にすぎたことが多かっ

たが，係でないものも，もう少し食糧に関心をもち，暇な時Kはコァクと一緒になって親身に調理を手

伝うような心掛けがのぞまれる。

(9) 最後K，とれは食糧のみでなく，全体としていえることと考えるが，準備段階での体制，指揮系統の

不明確さ，隊全体と係との連絡の不充分さを指摘しておかねばならなL、。食糧計画は， タクティyクスK

もとずき，これとの関連で立案されるのが当然であろうが，実際にはほとんど係の独断で， 具体的なタ

クティクスとの関連を検討する余裕のないまま準備が進行 していた。例えば，B.O，低所，中所， 高所の食

糧を各々何人日分ずつに配分するかといった計算の基準は，食糧係の独自の判断で行なわざるをえなか

っTこ。

この傾向は，現場でもある程度続き，荷上げ，各キャンプでの食糧管理等の不手際につながった。
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装

基本方針

備

川上 隆

平野真市

世界の最高峰エベレストへその南撃から登頂する。他にー隊はサポートを兼ねて東南稜からの登頂も果

たす。これが今回の遠征の主目的であり，その目的遂行のためにさ まざまな手段が考えられ， 取られた。

戦術，装備，食糧，酸素その他…一。稀薄な酸素のもとにおける 8，000mの岩登りがどれほど苦難に満

ちたものであるかは，第 2次偵察隊の報告を待つまでもなく容易に想像出来た。そしてこの計画を全う

するための治大な人員の生活と登山，苛酷な自然、の猛威から身を守り ，快適に生活し，安全で完全な登

山を成功させるためKはどうすればよいか。

とかく登山者側の希望するところは，ヒマラヤの自然的条件とはととごとく対立するかに見える。い

かにそれらの悪条件を回避し，人と自然を調和させるか。勿論充分なあり余る程の時間的余裕と，資金

的粂裕があるなら問題は別だし，登山中における数々の自然的，人為的条件が我々の想像し計画した通

りなら悩みは少なL、。しかし，遠征隊にハプニングはっきものである。

長いキャラパン，単調で不便な生活，危険なアイスフォーノレの通過と荷上げ， 稀薄な酸素と，そのた

めの緩慢な動作，身を凍てつかす寒気との闘1.'，困難な登拳一今迄のヒマラヤ遠征隊が常に直面して

きた問題である。それK力日うる K今回は 8，00Om ~ておける岩登り，高所における長期滞在. J包大な人員

とL、う問題が加わ ったのである。これら全ての問題を解決するために，安全で快適な生活をするための

いわば身を守るための装備とL、う消極的な姿勢と，そびえ立つ困難な登拳を切り開くための，いわば山

に立ち向うための装備とL、う積極的な姿勢とをあわせもつこと，とれが今回の装備K関する基本的な姿

勢である。そとから.(1)隊員，シエノレパ，ローカノレ・ポーター，アイスフォーノレ・ポータ一合せて 120

名と L、う人員K:，充分な衣類，登山道具がいき渡るよう数量を調達すること .(2)多くの物量を高所へ運

び上げるための軽量化， (3)サウス ・コノレでの長期滞在Kそなえての防風，防寒性の向上，(4)高所での困

難な氷壁，岩壁登拳のための各種登挙用具の軽量化と操作の軽便化， (5)南壁攻撃のための特殊用具の開

発，以上を根本方針としたのである。

準備および組 織

1969年 7月 12日，エペレスト登山準備委員会の発足にあたり， 装備係として登録された人数は38

名であった。明けて 7月 13日各係別委員会が聞かれ，装備係として出席した人数は 21名，当然のこ

とながら各人がそれぞれ職業をもっている関係よ，平素勤務が終ってから集まれる人数は 15名前後と

予想された。話しあいの結果，仕事の関係などで比較的参加しやすい人達を中心Kして，装備分類別メ

ンパーが決定された。
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第 2次偵察隊の出発はさし迫り，個々の装備についての充分な検討，開発はなされぬま!.I'(，ともか

くも既製品のなかから今までの高所登山の経験から，もっとも信頼性のあるものを.¥、かに早く集荷で

きるかというととで精一杯であった。あわた Xしく送り出した偵察隊からの心特ちKしていた装備偵察

報告はやはりかんばしいものではなか った。(第 1次~第 2次偵察隊報告書参照)しかし実際K南壁で

使用しての感じは大いに参考となり，本隊での研究K取り入れられた。

本隊のスクジューノレを逆算すると，出発予定 1970年 2月初句，船積用荷物の日通渡し 12月中句，

梱包完了 12月初句，業者の物品納入 11月下旬，発注 10月下句から 11月初句ということで，研究，

開発期聞は完成を 10月 31日とすると正味 2ク月しかなか った。偵察隊を送りだす準備にあわた X し

く追われていた 8月 3日，本隊用研究・開発部門として，布地関係安田武，神山義明，登挙用具関係

(チタン利用の可能性)川田哲二をひとまず決定した。 8月 11日から 16日まで関西Kて第 1回装備

研究・開発打合せが行なわれ，川上隆，と前記 3名，及び関係各会社担当者が出席した。

布地関係につL、ては，ナイロ ン(東レ，旭化成).テトロン(帝人テトロン).ビニロン(倉敷ビニ

ロン)について質の向上，特K目のつんだ強度のあるものーたて糸とよこ糸の打込み本数をできるだ

けあわせ， しかも重くならず，耐光性，保温力のある布地の開発の可能性を検討。テントのポーノレや，

組立てブリッジ，アプミのステァプ台，アイスパーなどについては住友軽金属の製品で現在スキースト

ック K使用されている超々ジュラノレミン(7 5 S )とアノレミアングノレの強度，重量について検討。アイ

ゼン，ハークン類Kついては軽量化と低温における強度アァプを目指して神戸製鋼にチタン使用の可能

性について検討(重量は鉄の 58 q6.比重4.5，低温で著しい強度をもっ)。高所用燃料関係について

は，大阪ガス営業開発部井上潤氏と相談、既成のブタンコ ンロの性能K対して(1)低酸素渡度Kおける完

全燃焼. (2)低温，低圧下においての充分なる熱量の放出. (3)強風下においての完全燃焼を改良の条件と

した。色彩Kついては，高所において色彩が登山者K与える心理的影響と環境管理を重視，河合デザイ

ン研究所主任教授，山崎勝弘氏にお願いし，異常環境のなかで闘志をわきたたせ，充分の休養と安静が

とれるバラ ンスのとれた色彩の組合せを決定した。その後も必要K応じ関西との打合せは行なかれた。

また，低温，低圧テストについては，防衛庁技術研究本部第三研究所のご好意により ，高所服，肌着，

高所靴，手袋，ブタン，石油コンロ，酸素マスクなどのテストを何回となく行なうととが出来た。

しかしながら肝心の準備委員会の本隊K対する戦術決定は遅れ，隊員数.Jレートの選定，キャ ンプサ

イト，タクティ 7クスなどの遊動により，装備係がふり廻されるととも度々であった。本隊用準備が本

格的K始まったのは，第 2次偵察隊の残務整理K意外と日時を取られたこともあり， 9月中旬になって

からであった。偵察隊からの報告を検討しながら再三の会合が聞かれ，装備係の組織も何回か組替えら

れた。 10月 25日，船積みまでの準備をより一層スムースにするため組織の再編成を行なった。

装備係の組織

総括

庶務

川上 隆

L.田村宏明，加藤勝義，麻生惇巨，安藤千年
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高所用個人装備

露営用具

炊事用具 ・燃料

登挙用具

L.平野真市，嵯峨野宏，吉川昭，今村千秋

L.村井葵，藤原信吉，高橋正彦，高橋善数，中山昇二

L.橋本清，菅沢豊蔵，長塩憲司，渡部節子

L.川上隆，神崎忠男，青木敏，力日納巌

キャラパン用具，その他雑具:L.橋本清， 菅沢豊蔵，長塩憲司，市川隆志，渡部節子

関西支 部 : L.安田武，神山義明，川田哲二

1 1月から 12月Kかけて，何回ともなく重要品自に対して本部のスタッフを含めた検討会が聞かれ

又実際K富士山や鷹取山でトレーニングを兼ねたテストが行なわれ，検討，改良が加えられていった。

1 2月にはいると，集荷チェアク，リス ト作成，梱包作業など連日のよう K徹夜作業が続き，多くの人

達の献身的な協力で，ともか くも船積用の荷物は出来上っていった。南壁用登挙用具，露営用具のうち

一部特殊装備Kついては，なお未解決の部介が多く ，年が明けて決定した隊員を中心K検討が続けられ，

本隊の出発直前にな ってようやく航空便で送り出すことが出来た。

1月 3日，隊員決定と共に装備係も隊員中心K再度組み替えられ，最終決定となって，現地での実際

の運営に当ったわけである。隊員Kよる各部門担当者は次の通りである。

登山隊装備係組織

総 括 田村宏明

個 人 装備 平 野 真 市

繊維関 係 神 山 義 明

露営用具 吉川 昭

登挙用 具 小西政継

特 殊 用具 加納 巌

炊事用具 ・燃料 嵯峨野 宏 伊藤礼造

キャラパン用具及雑具:嵯峨野 宏 伊藤礼造

装備リストについて

1 2屯に及ぶ大量の物資をその集荷から始ま って，梱包，輸送，そして現地での点検，分類，各個人

への配布，各キャンプへの設置と，正確K迅速K行なうのは非常に重要な問題であり，又困難な仕事で

ある。隊の成否Kもか Lわるこの問題をスムーズK運行させる Kは，先ず 「分類方法JそしてそれK基

づ くリ ス ト作成が大きなウエイトを占める。分類の方法は幾つか考えられる。類似する品物別K分けて

いく方法，使用目的Kよる方法，使用する場所，キャ ンプ，高度毎K分ける方法，あるいは使用する人

聞を基準に分類する方法などである。勿論，どの方法を取る Kしても常にその品物一つ一つが，いつ，

どこで，だれによって，どのように使われるかということを考慮しておかなければならなし、。さもない

と， 高所用小型テ ントヵヘ、つまでもベースキ ャンプに眠っていたり，酸素マスクが，下のキャンプKこ
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ろがっていたりするハメ Kなる。最低必要な物を適材適所Kーとれが分類，梱包，荷上作戦の最も重要

なポイントである。今回の分類は日本山岳会のマナスノレ登山隊K準拠したものである。

即ち，大きく 5つに分類し，

第 I類高所用個人装備

第 E類露営用具

第E類登挙用具

第W類炊事用燃料及び燃焼器具

第 V類 キャラパン用具

Y-l. キャラパン用個人装備

Y-2. キャラパン用炊事用具

Y-3. キャラパン用雑具

Y-4. キャラパン用工具・修理具

Y-5 文房具・その他

である。なお，装備併組織の中，繊維関係は高所用個人装備11:，特殊用具は登挙用具にそれぞれ包括し

た。実際の運営Uてはさほど支障はなか ったと思われるが，数量ヵ・多いこともあって，現地で再三仕訳け，

梱包のやり直しが起 った。もう少し，高所別，あるいは人数別と L、う配慮、をすべきであ った。伺包K関

連してもう一つの問題は重要な物資をなるべく一つKまとめないことである。 1，000個近い荷物がポー

ターの背にかつがれて長いキャラパンをすれば，荷物の紛失ということも考えなければならない。幸い

今回はそのようなことはなかったが，寝袋ばかり 20クも失ってしまえば登山にも大きな支障を来たす

だろう。又，今度のような大部隊Kなると，荷物と隊員が常に同一行動を取ることはむずかしL、。キャ

ラパン中，とりあえず不要な酸素とか高所用食糧，装備が遅れて運ばれるとともしばしばである。過去

の体験から，キャラパン中はなるべく身軽Kということもあって，カトマンズではキャラパン用の装備

しか支給しなかったが，タンポチェ K着く頃は雪も残り，寒くて羽毛服とダブJレの寝袋の片方を後K残

したことを後悔したものである。これらのリストは，分類別により各担当者が作成してい ったが，なに

ぜ量が多いのでも っとも煩雑な仕事とな って しまった。苦手とする事務的な仕事でもあり，コンヒ・ュー

タ一利用も考えて着手してみたが，これも研究不足で途中で投げ出してしま った。最初からし っかりし

たカリキュラムを作成しなかったためである。リスト作成は最初，その隊の規模，目的によ ってまずリ

ストアップし，出来る限り不要なものを削 っていき，集荷の段階では根気よく，修正をくり返してL、か

ないと後で苦労すること Kなる。正確なととが何より 大切である。リスト K記入される事項は，品名

(英文も).規格(品質，形式，寸法，色など).数量，単重量，総重量，単価格，総価格(寄贈品は

その旨)，仕入先(メーカー)，担当者，使用目的. (場所，人など).発注月日(発注者 ).納入予

定日などであり，なるべく一枚の用紙K納まるととが望ましL、。勿論この総括のリストの他にも必要K

応じて，キャンフ・地別テン ト配置表とか，燃料使用基準リスト，キャ ンプ別燃料配置表とか，個人装備

支給一覧表などが必要Kなってくる。しかしこれらはあくまで予定表であ って，実際にはしばしば変更

されるものであり，リスト Kとらわれるととなく臨機応変に処置しなければならなL、。どのリ スト Kつ

いても云えるととであるが，とかく担当係しか理解しえない場合が多く，これがスムースな準備，運行

をさまたげる結果となっている。日本では勿論，現地でも何度も打合せをし，隊員全員に熟知してもら

うととが肝要であり，そのためKは誰が見ても一 目で解る リスト作りを心掛けるべきである。
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各 品目 について

各品自について，指十から，使用結果，過不足，改良すべき点など，実際に使ってみて気のついた点

を記してみたL、。なお重要視した品物については別項で夫々詳細に報告してあるので参照していただき

たい。今回の隊の特殊性，性格ならびに装備の基本方針K基づき，全体の数多い装備のなかで，次の点

1'(特1'(留意をはら った。まず相当長期のキャラパンが予想されるので，楽しく快適な生活を過ごすよう

キャラパン用具にも重点を置く。例えばテーフ.ノレ，イスなど。ペースキャンプも同じ大人数が長期の滞

在を考慮して，特大の食堂用，娯楽用テント，照明などを用意する。個人装備については大勢の現地人

の登山に支障のないよう量を揃える。又高所用隊員，シエJレパのため1'(.特1'(保温性，機能性を重視し，

繊維製品，特K羽毛製品K重点を置く。アイスフォール及び南壁登拳のために特殊な登拳，露営用具

を作成する，などである。実際の使用結果は個々の物Kついては改良すべき点，また過不足は数多くあ

ったものの，全体的にみれば装備の影響Kよって隊の運営に支障をきたしたということはなかったもの

と思っている。た X し，頂上アタックの時がそうであったように，今回は全期聞を通して猛烈な寒気と

か，風雪1'(襲われた経験がなく，比較的自然条件(天候)1'(恵まれていたことも見逃すことは出来ない。

実際に最悪の状態にな った場合，新製品はフ JレKその機能を発揮してくれたかどうか，現段階ではあく

までも机上の研究でしかないことを付記しておく。

第 I類高所用個人装備について

羽毛sIl.下着など服装関係については，身体にフィットするよう立体裁断を考慮，軽くて保温力が

あり，機能的なデザインを要求した。それらを満足させるため1'(.個々の品物の性能とは男IJI'(重ね着

の方法K留意(別項参照).満足すべき結果が得られた。

高所靴については，保温や硬さの保持などを考慮しながら，靴の使用限界を 2ヶ月とし，出来る限

りの軽量化をはかった。仕様について表面から順に説明すると.(1)表皮， ドイツ製のスキー靴用 5.5 

m クローム皮を 2.5鵬にすいて使用， (2)保温断熱材，フエJレトの補助， (3)フエJレト，普通のフェルト

で通気性を良くするために 3C17l1'(3-4ケ所の割合で2-3..の穴をあける。 (4}保温断熱材， (5)裏皮，

オァトセイ皮の裏打ちとしてソフト仕上げ， 111.の牛皮を張る。 (6)オyトセイ毛皮.(7)敷皮パ牛皮 1.. 

の硬皮の上K①オァトセイ毛皮，②前の部分オ 7 トセイ毛皮，後の部分フエノレト，③フエノレトの三組

を作成，それぞれ気温， 高度の変化に応じて変えられるようにした。)(8)中底，薄くて硬い牛皮.(9)フ

ァイ パー， ファ イパー板 2.5聞を相底K接着 し縫い付ける。帥相底，薄くて硬い牛皮， ωゴム底，イ

タリア ・ピプラ ム社ロ ッテアを使用。らL上の通りであるが，スタイノレについては当初一重としたが，

完成後急拠タ・フ.)レにも使用出来る よう Kと，皮製イ ンナー・ シューズを作成したが，サイズが合わず

実用にはいたらなか ったし，又必要もなかった。靴の深さ，硬軟，締め具合は個人の好みとした。製

作については第 2次偵察隊の反省を もとK改良を加え，山友社たかはし靴庖と再三1'(13り研究・検討

し，試作を くり返した結果完成したものである。外見のスタ イルK問題はあ ったものの，大体におい
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て良好な結果が得られたと思う。また好みによ って数名のものは外国製(アイガー，ローパ)の 2重，

3重靴を使用したが，常Kインナーを乾燥出来る点，またくるぶしを充分包むほどの深さのため，氷

壁査撃での疲労が少くてすむ点など長所が見られたが，性能をフノレK発揮するためKは，充分にはき

馴れていることが必要である。低所用登山靴は各自普段はいているものを持参し，別に問題はなかっ

た。シエノレパの高所靴は，高所へ登る者には，隊員と同ーのものを支給し，それ以外の者には既製の

国産タヲソレ靴を支給したが，重量の点でや ι難点があった。アイスフォーノレ ・ポーターには下部のみ

ということで，一番安いものであげようと，編み上げの工事用安全靴を支給したが，底部が軟かくア

イゼンとフィットぜず，ニュー・ローカ Jレ・ポーターとして上へ登らせた者には，再度登山靴を支給

する破自になって しま った。
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第2園 高所靴保温材説明図

手袋類については，ナイロン ・ミトン(アイスフォーノレ・ ポーター用)，オーバ一手袋としてナイ

ロン 2本指，羽毛入，化繊入と用意したが，今回はほとんど毛糸 5本指で聞に合ってしまった。なお

皮革裂のオーバ一手袋が，デザイン的Kも機能的にも好評であった。

ヤッケ 理論的Kみて，理想的とされる重ね着(別稿 262頁参照)を前提K，羽毛服の上K着る

ように製作されたが， 実際Kは，そのような重ね着でヤ yクを使うケースは殆んどなかった。しかし
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上着の上に直接ヤァクを着用する Kは，サイズが大きすぎ，しかもナイロン・タフタ地一重の薄いも

ので，実用面からみてきわめて不都合であっTこ。(オーパー・ズボンもタ・ブついてよくなかった。)

ヤブケは着用の頻度が高いだけK根本的に再検討の要がある。これはヤァケだけの場合Kとどまらず，

材料，デザインなど，実践的な感覚を重視することが，もっと考えられてよかった。

寝袋及び寝袋カパ寸てつL、ては，隊員は羽毛ダフソレ，シエノレパは羽毛シングノレと化繊シングノレを併せ

てダブルにして使用， ローカノレ・ポーターとアイスフォーノレ ・ポーターは化繊シングノレとした。羽毛

タ・プJレは軽量化K重点をおいたため羽毛の量が少く，シングノレとしては保温の面で耐えられず，キャ

ンプが多く延びるポーラメソッドの場合，隊員の上下Kともない常K運搬せねばならず一考の余地が

あっ Tこ。高所においては，寝袋はある程度テント K固定して配置したL、ところだが，その場合に個人

用の敷布用の内袋ともう少しのスペアが欲しいところである。使用結果では①チャックのすべり止め

がなく，囲りの布をかみやす1.'，②寸法が小さすぎる，③シングJレで十分に使えるようにすべきだっ

たというように，かなり基礎的な点での改良点ヵマ旨摘され，不評の声が集中した。寝袋カパ-vcつい

ては，寝袋と同じナイロンタフタ地のため滑りが激しくほとんど使用されなかった。又通風，換気の

点でも問題があった。

アイゼンは，ハークン類とともに，素材としてチタンの開発K期待したが，プレス鋳型の製作費が

かさむこと，磨耗が意外に早いこと，チタン合金を使用した場合は硬すぎてプレス加工が困難になる

こと，また曲げの部分Kクラックが生じやすく危険であるということで今回は試作にとどめて見送る

ことにした。その結果アイゼンについては，既製品のなかで一番軽くて使い易いと考えられた西独サレ

ワ製のアジャスト式 12本瓜を使用した。その他Kシエノレパ，ポータ ー用及び予備品として，国産の

8本瓜， 1 0本瓜を携行したが，予備は全く使わず，帰路カトマンズで， Hima I ayan Soc i et y 

k全量を寄贈することになってしまった。た工サレワ製アイゼンは強度の面で若干問題があり，又ジ

ョイント部のネグが緩るむのが欠点であった。アイゼンパンドは固定式が着脱が容易であり良好であ

ったが，靴及び金具と接触する部分が痛みが激しいので注意する必要がある。その他の品物について

の詳細.別稿「繊維装備に関する研究」を参照されたい。

第E類露営用具について

テント テ〆トはキャラパン用，基地用(ベースキャンプ，アドパy ス ・ペース など)，高所

用，食堂炊事用などその使用目的によって塾大きさ，色などが決定されてくる。今回は特に初貝

色彩K研究改良を加えているが，型Kついては従来のものがほぼ完成されたものと考えられるので特

別には考えなかった。しかし南壁用Kついてはテントサイトとなるような平坦地が求められないため，

傾斜地Kも設営できるような，ハンモァク式とか，棚式とかのアイデアが出されたが，人体医学上好ましく

ないとの結論で，傾斜地を平坦地K変える台が作られた。しかしこれを数多く持参することは難しいので

氷壁の斜面をある程度削って設営できるような半カマポコ型のものを作成し7こ。しかし実際には南壁

で使用する機会Kも恵まれず，わずかに第 2キャンプで使ったが，設営K時聞がかかり過ぎる欠点が
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あった。特にポーノレの数，位置などK問題があると恩われる。また主だったテント Kは前室を設けた

が，降雪，強風時Kは炊事，アイゼン着脱などの際便利であった。

なお，南壁隊のo3， 04，および東南稜隊の04，05，06K設営した各テントは，撤収時す

べてそのまま残してきた。

集会，食堂用K用意した大型テントは， BOK設営した家型のものは 39人全員が集会できるだけ

の広さがあり， 居住性については好評だったが①風に弱L、，②出入口のファスナーが不良で改良の余

地あり， という 2点が指摘されむ ABO~設営したチベッタン型のテントはシェノレパ用に使用したが，

①重すぎる，②スペースの割に天井が高く非効率といっ た改良点が指摘され，今後，改良の余地がち多L、。

陽除け用フライ 日中の氷河上K張ったテントの中は猛烈な暑さtてなる。そのために今回試作した

ナイロ ン ・タフタKアノレミ箔を蒸着した陽除けフライはかなり の効果があった。ただ，ベグが日射の

ためKゆるむーとフライが風にあなられるので， フライ固定の方法Vては一考の余地があった。

露営用具Kついては，個々の細かL、問題よりも登山の作戦K密着した配置がより要求されるもので

あり，常に作戦決定機関と連絡を保ち作戦の変更，修正K即応できる柔軟性を持たなければならなL、。

第E類登挙用具について

主としてアイスフォーノレ通過のためと，南壁登霊祭用に重点を置いたが，南壁用についてはそのノレー

卜と作戦K関連があるので南壁班行動報告「エベレスト南壁の畳拳と今後の課題」を，また特殊装備

Kついては「新らしく開発した登山用具」の項を夫々参照されたい。

第百類 炊事用燃料及び燃焼器具については別稿「燃料」の項を参照されたL、。

附現地人の装備について

シエ Jレパ，ポーターの支給装備については，ヒマラヤ y ・アサエティ の雇用条件の中K明記されて

いる。しかし現実Kはそれでは充分ではなく，ほど隊員に準じた物を支給しなければならなL、。た工

予算 ・重量K制約があるので安全性の範囲内で隊員のものよ り質を落したり， 量を減らすことになる。

今回はシエノレパ， ローカ Jレポーター，アイスフォーノレポーターと 3段階に分れているのでより煩維と

なったが，当初アイスフォーノレポーターはノレートのついた下部アイスフォーノレの荷上げにしか使用しな

いということで，寝袋，靴，アイゼンなど最低限のものしか支給しなかったが，やはり防寒具の不備

がた与って，ベースキャンプですら寒さを訴えその働らきにも影響があったようである。また第4ス

テージKはその中の何名かは上部でも荷上げの任に当ったので，その際はあらためて若干の装備をス

ペア，あるいは隊員より供出してもらって支給しなければならなかった。またローカノレポータ ー，シ

ェルパの中でも特にサウスコノレより上部へ行く者K対しては，隊員と同等の物を支給したが，スペア

の余裕もさほどなく，分配をめぐって若干のトラブノレも起った。彼等にとっては装備類i主賃金と共K

一つの財産となるものであり良いものを沢山と L、う要求はかなり強く， 実際に登山で使わなく Lても換
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金出来るような品物を欲してくる。従ってその配分はトラフ Jレの起らないよう慎重を要するものであ

り，あくまでもサーダーと相談し，サーダ←から支給させる方法の方が好ましL、。

もう 一つはシエノレパ達は過去の遠征隊で入手した古い装備類を持っているので，新たに支給した物

を温存し，持ち帰るか売却してしまうととである。古い物を使うこと自体は，自分の使い馴れた用具

ということもあって， 一概K悪いとは云えなL、が，支給した物を途中，ナムチェパザーJレなど自分の

家へ置いてこられては実際の登山に支障をきたしてしまうおそれがある。それを避ける意味とキャラ

パン途中での解雇も考えて，今回はカトマンズでは，キャラパン用装備のみを支給，タンポチェで低，

中所用，ベースキャンプ，第 2キャンフ・で夫々高所用，最高所用をと，何回かに分けて支給した。しか

し人数の多い時はかなり面倒な仕事である。また途中で不足品を買いたそうと思う時は(主として登

山靴，ピ ックノレ，寝袋など)ナムチェ・ パザ- Jレにはかなり品物があるようだが，既K古くて使いもの

にならず，金額も張るので得策ではなL、。いずれにしても現地人K支給する装備Uてついてはとかくト

ラブJレのもと Kもなり，又登山への志気Kも影響するととなので慎重に考えなければならない。

む す び

暖かくて，軽くて，操作しやすいものを。とれは何もヒマラヤ登山に限ったととではなく ，どんな山

へ登ろうとも誰しも考える基本的問題である。限られた予算と，日数と重量の中でL、かに良いものを準

備出来るかが，装備係の腕の見せどころであり ，実際の登山K際して期待した通りの機能を発揮してく

れたかどうかが人命にもかかわる登山成否の重大な問題である。今回は個々I'L1'1色々と問題はあったが，

総体的にみて登山そのものに支障をきたすようなことはなかった。しかしとれからのヒマラヤ登山がより

尖鋭的になり ジャイアン トの岩壁登挙が主流となりつつある今日，まだまだ研究開発する用具は数多 く

あるだろう。

また，今回持参した装備類は，人数，登山の特殊性のため驚異的な分量になってしまったが，一般的

とは云い難L、。特にキャラパン用具類がそうであるが普通の 7-8名から 10数名の遠征隊ならば不要な

ものが沢山ある。装備係はL、かに多くの物を持っていくかを考えるのではなく， 1.、かに多くの物を省略

すべきかを考える必要があるO

今回は予算の面で最終的にかなりオーパーしてしまった。これは隊員の靖加にともなう数量の増加，

デザインや素材の変更要求による発注の変更，物価の上昇，寄贈の予定が崩れたことなどが原因である。

なお，個々の装備についての不満を分析してみると，製作費用K比較して性能がよくないとL、う感想、

に基づくものが意外に多L、。例えば，羽毛服，高所靴，寝袋などである。前もって改良のポイントを明

確にしておかないと，途中からデザインなどをあれこれ変更しても，よいものができないことが多いし，

結果と して割高になりやすいということにも注意するべきであろう。

最後になってしまったが，準備委員として絶大なご支援をいただき，研究報告を寄稿載いた安田武

教授を始め，貴重なアドパイスを下さった諸先輩，昼夜を問わず集荷，梱包に奔走協力いただいた会

員各位，並びにメーカーの担当者各位に深く感謝する次第である。
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エベレスト登山隊の繊維装備に関する研究

安田 武

1.ま え 1J'主 き

1-19) 

1950年頃から，武庫川女子大学安田研究室では，ヒマラヤ登山K関連した高所繊維装備の研究を行っ

てきた実績があるが，この度の日本山岳会エペレスト登山の準備K際しては，準備委員会の関西分室の形

をとり，主として繊維装備の開発について担当したので，その準備と計画，使用結果等Kっきとりまとめ

報告することにする。

2. テントについ て

2- 1 過去のデ← ター

チョゴリザ登山隊の帰国後の報告K よれば，倉レビニロン，帝人テトロンタフタ，鐙紡テトロン綿交

ツイノレテントの ridgeVC近い部分から切取った試料Kついて物理的な測定をしたところ，極めてわず

かの期間(半月ないし 1カ月)の使用Kよって，繊維のL、かんを問わず著しく性能が低下していた。特

VC，引裂強度の低下は著しく，繊維別Kみると ， ビニロンは湿屈曲摩耗強度の低下が著しく，テトロン

では引裂強度の低下が著しく，ひだ摩耗強度が経緯ともに乾湿とも著しく低下している。テトロン綿交

ツイノしは引裂喰度および摩耗強度の低下が著しい。叉，全般に通気性がかなり少なくなっているにも拘

かわらず，耐水性が低下している。色彩の変化は著しく，倉レビニロンは 1.3 Y 7. 7/12.4 Redd i s h 

Ye 11 ow であったものが，使用後 O.1 Y 7. 4/4. 7 P a 1 e Y e 1 1 0 w i s h B r 0 W nとなり ，帝人テ

トロンタフタは，使用前 7.8 R 4. 6 / 1 O. 4 P 0 p p yであったものが，使用後 6.1Y 4.4/ 8.8Brown 

Redとなり，鐘紡テトロン綿交ツィ川主， 1. 2 G 5. 5/6. 8 Ye 11 0 w i s h G r e e nであ ったものが，

2. 1 G 5. 4 /2. 0 G r a y i s h G r e e nと変化している。このような退色は，少なくともウェザーメー

ター約 2.000時間以上に相当するのではなL、かと推定された。

チョゴリザ遠征K際しての測定によれば，例えば，テトロンテント (j仰)は(時十曇天/2)日数

が 38日で，引張強力は 1/2VC. また引裂強力は 1/3程度になっていることがわかる。このテント

は，その後日本の火打山と焼山のコノレで用いたところ，突風によって破れたものである。このことから

考えて，ヒマラヤで 38日間ぐらいの使用日数は特K長期にわたるものとは言えな L、から，テントの劣

化は危険だと恩われる。

叉， 1962年 Kは京都大学学士山岳会がサノレトロ ・カンリ (7742m)へ鐘紡テトロン 2/2ツイノレ，

帝人テトロン 2/1ツイノレ，帝人テトロン(カラコノレム T3500)，倉レビニロン長繊維 3/2ツイノレ，

倉レビニロンポプリン (#8100)， 東洋紡エクスランポプリンを持っていった。その結果は，やはり

比較的短時日の曝露Kよって著しい劣化が認められた。
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161 
サノレトロ・カンリ遠征K際しての測定Kよると，この場合には，雲量と紫外線透過率の関係を文献 .

から求めて，それを参考にして曇天を時天の 50'/;，曇のち雪の日を 45%， 雪の日を 40%として時

天換算日数を算出した。

使用高度の差，時天換算日数の算出法， 織物組織の差異はあるが，一応，晴天換算日数と引張および

引裂強度の残留値を図上K示してみると，第 1図および第 2図の如くなる。

11-
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第 1図 サノレトロカンリ隊によるテント

首里
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絹
繭
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。

の強力変化

ビニロン

テトロン

10 20 30 40 !l0 60 

ヒマラヤ曝霞晴天換算日数 da， 

これを見ると，引張強力の低下はテ トロ ンK関

しては，時天換算日数 40日で1/2になる。こ

れK対して引裂強度の低下は，テトロン Kついて，

時天換算日数10日で括になっている。このように

引裂強度の低下が著しいことは特K注意しなくて

はならなL、。 引裂強度 3kgぐらいになれば， 20 

m程度の風Kも耐え難いと考えられるから，安全

限度を 7kgとして劣化を考えてそのほぼ 3倍の 20

kg程度の引裂強力を持たすべきではなL、かと考え

られる。
20) 

なお， M. Fe I sは地球上の 3カ所， Ka no 

(Nigeria)， Didcot (Berkshir州，英

国)，Kanpur(Pakistan)で，各種繊維の

長期間Kわたる曝露試験を行っているが，ポリエ

チレンテレフタレートについて比較してみると，

残留強力が 70%Kなるのは Kanoで 65日，

Didcotで 80日であるのK対して， ヒマラヤ

では 18日である。このことから，残留強力が 70

%Kなると危険だとすると，ヒ マラヤで 50日の

使用日数を予定するならば，日本と比較的緯度の近いDidcotの値から考えて，日本で 220日の曝露

第2図 サノレトロカン リ隊によるテトロン
の引裂強度の変化

がほぼ相当すると思われる。叉，残留強力が 50'/;Kなるのは， Ka noで 105日，ヒマラヤで45日で

ある。 エクスランとビニロンがテトロンK比して劣化がないことは注目すべきことである。例えば，

ビニロンは残留強力が 70%になるのは，約 40日である。特Kアクリノレ繊維は，ヒマラヤにおいても

優秀な性能を示している。ただ残念ながら，初強力の高い織物を作ることは，こ の繊維がかさ高く ，比

較的強力が低いために困難である。もしアクリノレ長繊維が製造されるよう Kなれば，ヒマラヤ用の材料

として重要な役割を果す可能性が大きL、。

以上の経験を通じて，テント生地としては，

(1) 重量 135 SJ / yd2以下

(2) トラペゾイ ド法Kよる引裂強力 20旬以上
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(3) 引張強力 5cm巾スト ライプ法 100旬以上

(4) 縦と横の強力の等しいこと

(5) 通気度 フラグ ノレ法 1 - 3 ft3，ATIin. ft' 水柱 O.5吋圧力差

(6) 耐水性 300以上，なるべ く500..以上水柱高さ。

(7) 縫製しやすいこと。縫目強力が多きいこと。縫目でス リップのおこらないこと。

(8) 2/2綾

がよいように思われる。

2-2 耐光性旭化成ナイロンテント地の試織

従来の研究から軽量かつ強力な，しかもたたみ込みやすいテント生地が要求されている。それにこた

えるものとして，現在のと ころナイロンがも っともす ぐれていると考えられる。ところが， ナイロ ンは

紫外線K非常K弱いと L、う重大な欠点をも っていて，従ってヒ マラヤでの使用は甚だ危険と考えられる。

そこで旭化成工業株式会社のど協力を得て耐紫外線ナイロンを用いてテント 生地と比較すると，第 1表

のようになる。

第 1表 物性値
-土は:2 (J 

、そ
旭化成 東洋紡 東レナイロン 倉比・ニロン帝人テトロン カネボウ

耐光性 (3/ぺ)ツィノレ タフタ テトロン綿交

ナイロン 稲畑防水 #1404 #8100 #3800 (2/2)ツイノレ

W本/in 107110<Y24f 116 40/2 25270d 143 1 10 d テ同紙
密 度

部1l0<YI4f 68 10870d 
16 H.T. 313JI議F本/in 40/2 125d 

重 量 タ/yd' 
2・

86.3土 0.4 203.5 102.0 1 50.4 112.8 123.0 

w kg 103.0土 4.7 83.6 161.2 114.9 105.8 66.0 
乾強力

F kg 97.0土 5.8 39.4 76.2 67.5 130.0 75.0 

W 司b 39.5土 7.1 17.9 47.2 33.3 49.5 28.8 
乾伸度

F '/J 33.3土 2.4 8.9 37.2 23.3 28.8 18.3 

W kg 75.0土 2.0 82.2 
湿強力

130.5 84.6 102.6 64.4 

F kg 83.0土 2.9 41.0 58.4 56.2 126.4 72.2 

W '/J 36.6土 2.9 26.50 
湿{申度

43.1 37.9 43.3 25.6 

F '/J 34.1士1.6 10.9 32.0 24.8 21.4 1，6.4 

乾 27.1土 13.5 3.8 25.0 12.1 22.6 9.1 
Ohr. 

ヲ| W 湿 24.8土 12.4

(匂) 40hr. 乾 14.3土 2.1 4.00 9.10 11.66 14.1 7.0 
裂

80hr. 乾 9.1士 0.8 4.26 4.86 9.73 13.3 6.5 
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強 乾 15.9土1.3 1.0 8.1 3.9 9.9 7.5 
Ohr. 

F 湿 1 5.2土1.7

力
(kg) 40hr. 乾 9.0土1.2 1.26 2.56 3.90 4.9 5.2 

80hr. 乾 7.1土1.9 1.26 1.46 2.96 4.3 4.7 

破裂強度 kg/cnl 24.2土1.2 7.4 16.8 13.4 19.6 12.5 

通気 度 9.7土 4.1 1.5 10.5 1.1 2.5 9.2 

耐水度 .. H20 66.3土17.5 350 295 615 220 310 

捜 水度 90 

厚 さ 同(70多幼 0.19 

27.5hr. 

発色竪隼度 60hr. 変化な し

(光) ブル ー 80hr. 
スケーノレ やや強化

( 5級)
」ーー

2- 3 耐光性ナイロンテント地によるテントの試作

この生地を用 いて天幕を試作してみた。型は第 5図の如くで， 重量は 4kg，大変軽くてたたみやすかっ

Tこ。

16.5 
L 

2 4 ・ι

L一一一一回

第 5図 耐光性ナイロ ンテント地による試作テント図

2-4 耐光牲ナイロンテント地の曝書

耐光性ナイロンテント地の曝露テストは，ウェザーメータ-1'[よる紫外線開ずおよび西宮市の大学屋

上で日光曝露を行ない，その試料を用いて引張強伸度の測定を行なった。叉，この測定値をもとにして

ヒマラヤ曝露日数K換算し，引張強力残留値および引裂強力残留値の推定を行な った。

2-4- 1 実験方法および測定結果
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0 )試料

試料布は，帝人テトロンテント地，旭化成耐光性ナイロンおよび東レナイロン(標準試料)の 3

種類を用いた。組織は第2表の如くである。

第 2表

チョップ 組 織
使 用 糸 仕上げ密度 1

生 地 名
体経/in糸) 緯(本/イ糸番 τ口7 経 糸 緯 糸 n) 

帝人ァ ロ ン # 3800 平 織 100d 125 d 143 85 

旭化成耐光性ナイロン 平 織 110d 110d 107 88 

東レナイロンタ フタ #15 平 織 50d 50d 158 105 

(2) 引張強伸度の測定

引張強伸度の試料布は，緯方向K布目をとり，切断採取試験片の大きさを，幅 5.5cm x長さ 15 

cm(t(裁断し，布幅の両側から大体同数の糸を取り去り，幅 4cm，つかみ間隔 10 cmの試験片を作成

しTこ。

引張強度の測定には，新興通信工業TOM-200型引張試験器を用い，引張速度 301l1l/min

伸度倍率 10倍， Fu I I S c a I e 200 kgの条件で，スト ライフ濯に より測定を行なL、，切断時

の強さ(勾)を測定した。

(3) ウェザーメーターによる紫外線照射

測定には， 東洋理化工業， WE一 2型全自動万能老化試験機を用い，アーク 130-145V，50

-60%， 15-17A，機内温度40-50'C，回転速度 1[..p.m.，噴霧時間 18mi n，噴霧水

の圧力1.4 - 2.1 kg/Ctfl，噴霧用水量 7.5-11. 6 L/h [.の条件で，紫外線照射を約 300時間行

ない，スト ライブ法により引張強伸度を測定した。

測定結果は， 第 5表の如くである。

第 5表

ウェザーメ ーター
旭化成ナイロン 帝人テ トロン 東レナイロン

照 射 時 間
強 度

伸(係)度
残留率

強胸)度
{申度 残留率 強度 伸 度 残留率

(k外 (qli) (係) (%) 拘) (係) (%) 

0時間 96.675 32.3 100 109.650 24.2 100 42.988 31.8 100 

10時間 54分 96.614 31.6 99.9 109.675 24.4 100.0 41.787 30.9 97.2 

22時間 36分 95.225 31.4 98.5 109.666 24.7 100.0 37.837 30.0 88.0 

37時間 48分 96.400 32.2 99.7 109.125 24.2 99.5 36.133 27.1 84.0 

66時間 54分

104時間 12分 65.500 21.1 67.7 109.450 23.3 99.8 24.200 19.5 56.2 

158時間 48分

175時間 48分 47.900 19.1 49.5 105.000 21.6 95.7 23.750 18.1 55.2 

266時間 30分 35.230 14.6 36.4 104.300 21.5 95.1 17.850 17.0 41.5 

302時間 30分 28.800 13.5 29.7 103.450 21.5 94.3 17.460 15.8 40.6 
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この結果をみると ， 4 0時間程度の照射に対しては，ほとんど変化がみられず， 70-80時間

位の照射から，ナイロン地は退色しはじめ ，同時K強度の低下がみられる。叉，ナイロンの耐老化

性が， テ トロン K比べて著 しく小さいことがわかる。

(4) 日光曝露テス ト

西宮市の大学屋上で，昭和 44年 8月 16日から昭和 44年 11月 21日までの約 3ヶ月間，南

面I'Cr句け水平に対 し450の角度で日光曝露を行な¥"，ストライプ法K より引張強伸度の測定を行な

った。

測定結果は，第4表の如くである。

第 4表

西宮市の大学
旭化成ナイロン 帝人ァトロン 東レナイロン

屋上曝露日数 強(kの度
イ申 度 残(留~)率 強(kg)度 伸(~)度 残留率

強胸)度
伸度 残留芸名

(~ (~) (~) (係)

19日

30 44.5 1 7.77 46.0 86.0 19.07 78.4 10.9 1 1.35 25.3 

51 31.75 15.1 7 328 70.0 16.90 63.83 8.59 10.85 19.9 

75 27.25 13.85 28.1 69.05 16.525 62.9 

98 

旭化成ナイロン地は， 3 0日程度の曝露で強度が約半分Kなるのに対し，帝人テトロン地が旭化

成ナイロン地K比べて耐曝露性が非常K強いことがわかる。叉，ウ ェザーメータ ーの紫外線照l射に

おいては，ほとんど変化が認められなL、。

2 -5 テント生地の開発

以上のような経験をもと K して ，エベレスト登山隊のために下記のようなテント地を開発した。

i)最高所で用いるためK軽量，且つ高強力でたたみやすい (ヤング率が小さい)テン ト地が要求され

る。こ の場合には，紫外線の影響は使用日数が短かいので，それに耐えるものであればよL、。この目

的K耐紫外線性ナイロン(旭化成)を新たに試織した。

ii )中高度においては， 高強力で比較的軽量，且つかなり長期間の日光曝露K耐えうるものが要求され

る。これK高強力テトロン糸を用いたテン ト地(帝人)を新たに試織した。

iii)ベースキャンプおよびキャラパン用には，長期間にわたる日光曝露K耐え，il.つ保温性が十分で，

大型テン トを作っても風K耐えられ，il.つ，通気性防水加工の可能なテント生地が要求される。この

目的I'CTypellとL、う高強力パロニン糸を用いたテント地(倉レ )を新たに試織した。

2 -6 エペレスト隊テント生地の物性値

それぞれの目的Kかなうよう K試織されたテント生地の物理的性能値は， 第 5表K示す如くである。

測定Kは日本化学繊維検査協会中央検査所の御協力を得た。
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第 5表

旭化成ナイロン 帝人テトロン 倉レビ ニ ロン

1 1 0 D T 8035 # 8100 

W 43夜/cm 106本/侃 47.2孟7Gm
126 d 1 48 214 

密 度
34本/伺 78本/cm 28.4本/cm

F 
1 10 d 149 d 172 d 

重 量 タ/yd' 85.4 963 141.5 

W k9 1 40.4 158.3 I 25.1 
乾強 カ

F k9 109.5 1 23.9 1 29.1 

W 
'*' 

35.6 27.6 28.1 
乾 {申度

F 
'*' 

32.6 25.1 1 6.4 

W k9 1262 146.4 98.2 
湿強 力

F k9 95.6 1 25.1 108.8 

W 
'*' 

32.7 22.5 28.9 
湿伸 度

F % 222 29.3 14.9 

乾 17.4 13.8 10.2 

ヲl W o h r. 湿 6.8 

仰) 40 h r. 乾
裂 80 h r. 乾

強 Ohr 
乾 9.7 7. 7 6.6 

F 湿

力 (k9) 40 h r. 乾

8 Oh r. 乾

破裂強度 k9/品 6.8 21.1 

通 気 度 cc./c11f./sec 2.5 0.5 

耐 水 度 車置 H20 160.0 400 

発 水 度 80-90 

厚 さ 軍軍 0.13 

染色(堅地牢度 60 h r. 
5 級 3-4級ブノレースクール

向。 軟 度 W 36.0 
スリッ ト法 F 

29.8 

2-7 テントポール

テン トポールには，従来ジュラノレミンが用いられているが，例えば，京大チョゴリザ隊は，神戸製鋼

の 16 S超 h ジュラノレミ ンを使 ってL、る。直径は 2.0cmである。 また，高級テント用t'L17S.厚さ1.2

JlJ!， さらK特別なものとして 24 S.厚さ1.0闘が用いられている。今回は， 京都大学冶金学教室 の近

藤良夫教授(京大学士山岳会々員)に相談し ，村上陽太郎教授の指導により，住友軽金属工業株式会社

に依頼し， 75S(T6)超々 ジュラノレミ ンを用いて， 直径 1.9cm，厚 さ 1.0Jl1l!， 長さ 15 0.2 c祝のパ

イプをあらたに製造した。

<編者注> 材料の詳細については別稿『テy トポーノレ用ポールの材料について』の項を参照され

たい。
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2 -8 テントの型

最高所用Kは，ナイロンでミード型(マナスル

型)2人用を 7張. 4人用を 18張，中高所用に

はテトロンでミー ド型 6人用を 13張. 8人用カ

マポコ型を I張， また， ベースキャンプ用にはテ

トロン八錐型20人用 I張，ビニロン変形家型 40

人用 2張，同型食堂用 1張，同型 8人用を 8張製

作した。このうち代表的なもののデザインは第 4

図-18図の如 くである。

( )内は 4人用

第4図 ツェノレトザック (2人用. 4人用)

ナイロン傘地(黄)

3 

( )内は 4人用

第 5図氷壁用特殊テント(2人用. 4人用)

本 体ナイ ロン(黄)

吹流しナイロン (黒)

グランド ナイロン (黒)

一
江
込

押
印
辿

第6図 氷壁用特殊ツェノレト ナイロン傘地(黄) 3 JI:!tピアノ線入
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第 7図 マナス Jレ型2人用

本 体ナイロン (黄)

吹流し ナイロン (黒)

グランドナイロン (黒)

内 張羽二重

マナスル型4人用型前室

第 8図マナスノレ型4人用

本 体 ナイロン (黄)

吹流し ナイロン (黒)

グランド ナイロン (黒 )

内 張羽二重
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第 9図 マナスノレ型6人用

本 体テ ト ロ ン (黄)

吹流し テトロン (黒)

グランドテトロン (黒)

内 張羽 二 重

26~(355) 

第1Q図ミード型6人用 フライシート
)内は 6人用

4人用

ナイロン ノレミテックス地

表 銀色

裏 オレンジ色

マナスノレ型8人用前室

第 11図 マナスノレ型8人用

本 体 テ ト ロ ン (黄)

吹 流 し テトロン (黒)
グランドテトロン (黒)

内 張羽二重

'30 

FU 

R-w 

q
L
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第 12図カマポコ型8人用

本 体テトロン(貧)

吹流 しテ トロン (黒)

グランド テ トロン (黒 )

内 張羽二重

第 13図 20人用 セブーJレテント

本 体テトロン(黄)

吹流しテトロン (黒)

グランド テトロン (黒 )

支 柱 178 外径 24-.. 

第 14図

生地

ボ ノレ

厚さ 1 .. 

2人用キャラパンテント

ビニロン

合掌式

グラン ドシー ト縫付

内張付



第 15図ドクター用テント

生地 ピエロン

ポーノレ 合掌式

シート縫付

内張付

万一司ー一一ーーーーーーーー-ーーーーー---司一一一一一

273 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・ーー・・・ー.ーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーーーーー・ーーー.. . . 

364 

第 16図 8人用キャラパンテント

生地ピエロン

ポール合掌式

グランドシート縫付

第 17図 BC用大型
(40人用)テント

生地 ビニロン
入口前後
中仕切カーテン付
煙突穴石綿

30 x3 0 
棟木・合掌付
ドロヨク %巾

し

巾

ト

ン

ン

な

%

ン

ロ

テ

付

J

テ
ニ

一

掌

γ
ピ

後

カ

合

ク

ザ

前

切

・
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地

口
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桐
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入

中
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3. 色彩について

3- 1 カラーテスト

ヒマラヤとL、う特殊な環境，条件のもとで人の好み，性格はどのよう K変化するか，叉，その結果を

登山装備の色彩を計画する上K利用して，より 一層の登山効果を挙げるために，第二次エベレス ト偵察

隊K依頼して奈良女子大学山崎勝弘教授考案の色票を用いて，カラ ーテストを行なった。

色票と調査方法Kついて説明すると，単一の色として好き嫌いがあっても ，2色を組合わせることK

よって別の配色効果が現われ，既成概念のいかんに拘わらずあらたな好き嫌いが生れる。強¥"，弱い，

明る¥"，暗い，暖かい，冷たい等，各種イメ ージが配色Kよって作り出されるわけであるが， 実意調査

によ って無限の配色の中から近似したイメージをまとめて行くと，意外なほど配色グループが少なくな

る。そこでイメージの分離が確実Kできるような配色を集めてみると，無彩色系統，寒色系統，暖色系

統，補色(準備色)系統の 4系統K分類される。これら 4系統の中をさらに厳密に整理すると，各系列

の中で強，中，弱の刺激の差が明らかに区別できるような 12組の配色ができる。その内容は次の通り

である。

第 1問 A-黒と白(強) B一白と灰(中〉 Cー灰と黒(弱)

第 2問 D一青と緑(強) E一青と水色(中) F-青と灰(弱)

第 3問 G -赤と黄(強) H一茶と黄(中) 1-青と灰(弱)

第 4問 J一赤と緑(強) K一背と控(中) L ~紫と黄緑(弱)

被験者は 3種の配色を比較し，それらの中から 1種類だけ選ぶ。この場合，用途などを考えず，ただ

抽象的K頭の中K配色感を浮べて，生れながらの自分の個性で好きだと思う配色を 1種類だけ選び，も

し好きな配色がない場合は比較的ましだと思う配色を 1つだけ選べばよL、。 3っとも鎌いな場合は，嫌

いな程度の比較的少ない配色を選べばよいわけである。これで 81穫の型K分類できる。これら選ばれ

た 4種の配色を比較して，それらの中で更Kいちばん好きな配色を選ぶ。この最後K選んだ配色がその

人の性格を代表し，他の 3つの配色がこれに準じた性格を現わす。これにより324種類K性格を細分類

できる。このカラーテスト結果と矢田部・ギノレフォードの性格テストの結果との間Kは，高度の相関が

あることが確められている。男女 5，000人についての性格K対する 81種の型の集計結果では中庸な常

識的な性格を持った人，または，それよりもやや積極的な人が大部分を占めている。そ して， この結果

より被験者の性格が一般的な平凡な部類K属するか，非常にまれな性格であるか等も検討することがで

きる。これらの配色は台紙の色や明るさによって見え方が変るので， N 7/0のグレー台紙を用い，中

間明度から暗色に到る各色の暗さを明確に認知できるようにし，明色，淡色K対しては色票の幅の 1/

20 ~ 1/50のN1. 5/0の黒の輪郭線によりパァクから画然とうきたたせるようにしてある。第二次

隊Kおいて，大森医師によって行なわれた現地でのテスト K用 いた用紙は，第6表K示す如くである。
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第 6表カ ラーテス ト用紙

A B C 

D E F 

G H I 

J K L 

日 時 年 月 日 時

場 所

周辺の状況 市街，村落，渓谷，品原，氷河

天 候

健康，疲労の状態

身 分

国 籍

年 1寸〉3、 オ

性 別 男 女

氏 名

備 考

テストの結果Kついて場所および各問ご

とに整理 し， 百分率で現わす と第 7表の如

くなる。

第7表を見ると， 日本人は，第 I問の無彩

色系統の中では灰と黒の組合せを好むもの

はほとんどなく ，Al::Bを好む傾向にある

が，現地人は，強，中，弱それぞれの組合

わせを平均して好んでL、る。寒色系統の配

色では，日本人の色ともいわれている青色

の濃淡が非常K好まれ他の組合わせをあげ

たものは 1人しかL、なL、。現地人もこのE

の組合わせを比較的好んでL、る。暖色系統

の中では， 日本人はGの赤と黄 の配色を好

むものが多い。補色の組合わせでは，日本

人は内地Kお L、ては檀と青の刺激が中の組

合わせを好み ，赤と緑の強L酒己色はあまり好まれていないが，日本を離れ山K接するよう Kなると強い

刺激を好み，情熱的になるようである。現地人は黄緑と紫の組合せも好んて・いる。

第 7表

A B 。D E 

内 地 55. 6 22.2 22. 2 。88. 9 

隊 ホ フー ノレ 25.0 75.0 。。100 

ノレ ク フ 16. 7 83.3 。。 100 

員 タンポチェ 57. 1 42.9 。。100 

B. c. 33.3 66. 7 。。 100 

現 ホテ ノレ 29. 4 29.4 41. 2 29.4 58. 8 

地 タンポチェ 40. 0 40.0 20. 0 40.0 40.0 

人 B. c. 32.25 32.25 35. 5 38.7 58.1 
'--・E ・-

3-2 色彩 計 画

高所登山Kは色彩が非常K重要な役割を持っている。

その理由は，

( '}'o) 

F G H I J K L 

11.1 77. 8 22.0 。。88.9 11. 1 

。37.5 50. 0 12.5 50.0 37.5 12.5 

。50.0 33.3 16.7 50.0 50.0 。
。71.4 。28.6 71. 4 28.6 。
。66.7 33. 3 。 100 。。
11. 8 35. 3 35.3 29.4 41. 2 11.8 47.0 

20.0 60. 0 20. 0 20.0 40.0 ωo 。
3.2 32.25 35. 4 32.25 35.5 35. 5 29.0 

一----'-

(1) 少な くと も 1~ 2カ月聞は白一色の氷雪の世界で生活するため，装備の色彩が大切な心の慰めと

なる。

(2) 無人の境地 で行動するので，テントや人影を見失えば生命にかかわるという意味で目立ちやすい
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色彩を考える必要がある。

(3) 色彩が闘志におよぼす心理的影響が大であることである。そこで，晴天と曇天との相異による外

界の光の対比K対応する人間の視覚心理の影響，現地の峻険な自然、環境と対決 したとき， 積極的K

闘志をおこさせるための色彩効果および国際的な衆人観視の中で演ずる日本山岳会員の行動を色彩
5) 

の上でも効果をあげること，等を考えあわせて，従来の我々の調査や経験をもとにして，山崎教授

の御指導Kより第 8表のように決定した。

揖周<3は，自に良く，勇気を鼓舞する空のフ.ノレ と雪の自の組合わせである。 全体的K見て高彩

度の色を使っているのは，白雪上ではすべての色がくすんでみえるので，その分だけ彩度を高めた

ためである。

第 8表

種 類 生 地
改良

色 名 選 色 理 由
マンセノレ記号

青空，白雪，山影岩膚のいず

倉レビニロン
2.5Y 8/14 

fedd ish れを背景 としても目立つ色。

フー ニ〆 ト{表地) yellow より一層の視認度を高めるた

#8100ポプリン (イエロ ー) めテントの各稜線と裾の苦i掛 K

黒のアクセント・ ラインを入れる。

N 1.5/0 
black 内部の明る さを可能な限り低

休息用テント(表地) (プラック) 下させる。

2.5PBち/6
pale blue 強烈な太陽の透過光を吸収緩

テン ト(内張) 朕青色) 和し，精神的安定を保つ。

隊 員用
東レ #15 S 

1 ight blue 
知性を現わす色。叉，日本人

ナイロンタフタ 10Bら/10
(フツレー)

のYR系の肌色を美 しく健康

にみせる。

羽毛服

手伝レパ用 東レ#15 S 
5BG 6/8 

light 主役をひきたたせ， 叉，シェ
blue green 

ノレパの肌色Kあう色ナイロンタフタ (ターコイズ)

羽毛服と準楠色の関係にあり，

あらゆる色彩対比の中て最 も

ヤァク 隊員用
東レ #7 

5刊号/14
yellow red 強 く， しかも反発感，抵抗議

ナイロンタフタ (オレンジ) の少なL、配色で，視認度， 着

自性，衣服美の三条件を十分

K満たす。

ヤック 治ルパ用
東レ # 7

7R 5/16 (レッド)
ナイロンタフタ

男性のみの殺伐とした努囲気

東レ #15 S pink から暫時解放する色。

隊員用
5R 7/8 

裏地Kは白を用いる のが理想

ナイロンタフタ (ピーチ) 的であるが汚れが目立ちやす
シュラフ

いので淡い緑をも ってきた。
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治ノレパ用
東レ #15 S 

10YRV12 
reddish yellow 

ナイロンタフタ (コールド)

上部東レ #15S 

ジュラフカパー
ナイロンタフタ

5R 7/8 
pink 

シュラフと同色相
底部東レ #30~ (ピーチ)

パラシュート地

毛 糸 手 袋 10B5/10 
light blue 

羽毛服と同色
(フソレー)

オーパーシューズ
東レ #230 black 

衣服の色が美しく見え，引締

テント シュー ズ N 1.5パ
(ブラック)

った気品を保つためのアクセ

ス パ ツ
ナイロンツィル

ント・カラー。ツ

東レ #15 S 
5YR7/14 

yellow red 
オーバー手袋(羽毛)

ナイロンタフタ (オレンジ)
ヤッケと同色

セ タ ヤァクを等色相で二次的装備

ノレァクザック
東レ#215 の色として着目性を弱め，同
マッ トウ ース 時K使用しても繁雑なかんじ

背 負 子 袋
東レ #211 5YR6/10 yellow red がしない色

オックスフ才一ド

サブザック
東レ #211

オックスフ定ード

ガス発生時には赤がみえやす

旗， 標 識 東レ #217
赤と自の いが全天候を考えると 「自の

2色組合わせ 丸 Jの旗の様式を応用するこ

とが最も有効である。

着脱時Kは明度対比だけで色

眼 鏡 NDグラス
相対比を生じないので精神的

パランスを保つことが容易で

ある。

4. 防 寒 服の構成

4-1 過去 の 防寒 服

1950年，フランスのアンナプノレナ登山隊は，ナイロン隊とも称されたように，はじめて高所用装備

にナイロンを利用して重量の軽減をはかった。そして，従来のツイードの上着Kグートノレを巻き，フェ

ルト帽をかぶり，襟巻をして狩猟用の靴をはくスタイルではなく，羽毛入りの防寒服と防風衣を用いた。

1953年，イギリスエペレスト登山隊は網シャツ，厚いフランネル長袖シャツ，厚い毛糸セーター，

フランス製羽毛服，防風衣のj願で重ね着をした。

1953年 8月出発した京大アンナフソレナ隊は，上質のアンダーシャツ，毛糸セーター，フラノのカァ

ターシャツ，ナイロン製羽割反，ナイロンの防風衣を着用した。羽毛服のデザインはエペレスト隊のも
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のとよく似ている。

1953年，アメ リカK.隊の構成は，陸軍型の毛の下着類，毛のシャツ，セーター， ギ ャバ ジンの

羽毛ヅャクッ ト，ナイロ ン防風衣と，日新しいものと して断熱材を入れた時雨兼用衣服(上・下)を用L、た。

1955年，イギリスのカンチェンジュンカ昧はレイヨン製の孔のあいた編肌着，羊毛のシャツ，ズボ

ン下，羊毛セーター，羽毛服，防風衣などを用いた。普通，テントの中では自 の粗い肌着 と厚地の毛織

のワイシャツ，パンツ，セーター，それと軽い防風ズボンを着用し，陽がかげった時又は朝，晩は羽毛

入 りの上衣や時にはズボンをはき，外K出る時は無風時をのぞき防風衣を着用 していた。

1955年，フランスのマカノレー隊は，体Kじかに毛織ジャー ジーの上下つづきの肌着をつけ，その上

につづきの羽毛服を着用した。この衣服の全重量は 800CJで， これで-}5 'cまで十分であ った。その

上K高所用として，大型羽毛上衣，ナイロン製オ ーパーズボン，自のこ まかいヤッ ケ，大型ヤッケを用

意 していたがこれは不必要であった。

4-2 重ね着の保温性の検討

以上のように，ヒマラヤ装備は，木綿を主体Kし 第 9表

た重厚な装備のイギ リス型(カァターシャツ，ズボ

ンの旧式スタイノレの上K羽毛服や防風衣を重ね着し

た型)と， 旧式スタイ Jレをやめ，羽毛服に適した下

着を考えてカッターシャツやズボンを用いないフ ラ

ンス型がある。そこで，防寒服と セータ ーなどの重

ね着したときの重量 と保温性を比較してみた。即ち，

300 OC容のポリエチレンのピン1iC250OCの熱湯を

入れ，もその上に上着K相当する袋状の模型をかぶせ

32'C1iC保 った空気恒温槽K入れ，その湯の温度降

下を時間K対して観測し， 60分後の保温率を計算

した。その結果は第9表の如くである。

防寒~RI主表地として日本レイヨン# 530タフタ(

30 den) liC極めて簿くポリピニノレブチラーノレ樹脂を

コーテ ィン グした通気性のない由 也(33.1C;/ydつ

を用い，裏K絹 12匁綾羽二重 (34.7C;/Ydつを用L、
その間K帝人テトロン綿(6den. x 2 in.)を入れたも

のであ り， セータ ーは中細毛糸を用いてグーグ32 

x44(10cm平方 )のメリヤス編である。ヤッケ地

は，日本レイヨン のウ イJレコ ン (135.4号/yd2)で，

経一ナイロン，緯一木綿の 2/2綾である。

着

アミシャツ

ラクタ.

フラノ

セーター

防剰反 (共ウラ)

防期良(絹ウラ〉

ヤック

{ア ミシャツ
ラクタ.

{アミシ ャツ
ラクダ
フラノ

ラクダ
フラノ
セーター

ラクダ
フラノ
セーター
防寒服

Iアミ・ンャツ
ラクタ.

防セ寒ー服ター

lヤッケ

セーター 2枚

セーター 3枚

セーター 4枚

セーター 5枚

ヤック

{防ヤ剰ック反
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衣 保(温係)率 厚伊!)さ 重(タ)量

19.04 0.2 7.4 

28. 57 O. 2 8.2 

31. 29 0.1 12.1 

38.77 0.4 21. 5 

68.02 2.3 37.5 

67.68 2.3 39.2 

34.01 0.03 24.3 

38.09 O. 5 15.4 

42.17 O. 6 27.4 

49. 31 O. 9 48.4 

70.40 2.3 86.12 

72. 78 2.3 110.4 

48. 63 0.6 37.5 

48.97 1.1 58.8 

53.75 1.3 78. 9 

57. 14 1.5 102.8 

48.97 O. 4 45. 7 

。9.72 1.8 61. 7 
」 ー



織物の厚さおよび重量 と保湿性の関係について

は， M.C.MarJJゃw.H.Rei?が研究している

が，それによればこれらの聞には比例的関係(1 

次とは限らない)があることが見出されている。

我々の得た値Kついて， 厚さ と保温性の関係を 図

示すると第 19図の如くなる。

厚さと保温性の聞には比例的関係が認められ，

材質の知何を問わず厚さが増すほど保温性が増大

している。又，模型衣服の重量と保温性の聞にも

第 20図 の如く比例的関係が認められる。
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第 19図

しかし， 第 20図 の点を連ねると 2本の曲線K分

れる。このうち上Kな っている締ま，防寒服を含ん

んでいる点を連ねたも のである。この図は，防寒服

がいかに軽くて暖かL、かを明白K示している。即ち，

普通の衣類(セーター， シャツ等 )をいくら重ね着

しても保温率 60率以上K達するのはかなり困難で

ある。 しかし ，防寒服を用いれば，簡単 に I着だけ

第 20図

2~ 40 60 80 100 120 

重量 g で 70%程度の保温率K達する。 更K防寒服11:重ね

着していった場合には重量ばかりが増して保混牲は

ほとんど増加していなL、。即ち，重ね着をしても ，それほど効果のないことを示 している。特11:，防寒

服のよう K保温性の著大なものに，普通の衣類を重ね着してもほとんど意味がないのである。叉，防寒

服 I着が毛糸セーター何枚K相当するかをみると，第 21図 11:示すように，防寒服はセーターおよそ8

枚K相当する。叉，重量と保温性の間係を示すと第 22図 の如くである。

即ち，防寒服 1着 (39.21') 11:等しい保温性K達する点を求めると重量約 170l'となり，これはセー

ター約 8枚に相当する。即ち，防寒服は毛糸セータ ーおよそ 8枚K相当する保温性を持ち，その目方は

毛糸セ ーターのおよそ 1/4.3である。
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4- 3 エベレスト登山周防寒服の構成

以上の結果から，今回のエベレスト登山Kは第 23図~第 27固に示すように，体Kじかに羊剖凡

着をつけ，その上すぐ羽毛菰を着用することにした。この構成では衣服の重量に対して保温性が大き

く，運動も軽快である。 各構成要素の説明K入る前Kサイズについて検討したことを記しておく。

第23図裸 体 第24図 羊毛肌着 第2咽 羊毛肌着 第26図 羊毛肌着第27図羽毛肌着

瑚刷 調関 盟関
ヤッケ

4-4 体格と寸法

衣服装備を考える上で，体格，寸法の基準をどこにおくかが問題である。幸いに武庫川女子大の粟屋，

林両助教授が工業技術院の計画した「寸法基準および呼ぴ寸法統ーのための日本人体格調査Jの委指周

査研究をしておられるので， 1968年の 18-29オの日本男子9.996人Kついての詳細な体格調査の

データーをもら1.'，その結果よ り調査人数の多いものを標準のサイズとみなし製図上の参考とした。調

査人数の多い身長K対する代表的身体各部の寸法は，第 10表K示す如くである。

第 10表日本人の体格調査
(18-29オ男子 9.996人) 1968年調査

4-5 肌着の材質と型および寸法

4 -5-1 材質

潰l庭部位名身長
160 -

165調

右膝関節高 43cm 

後胴高 97 

股 下 68 

背 丈 45-46 

給、 丈 143 

袖 丈 53-54 

目問 囲 69-73 

腰 囲 87-90 

胸 囲 84-90 

背肩巾 43-44 

165 -
170棚

44cm 

1∞-101 

71 

46-47 

147 

55 

69-73 

88-91 

84-90 

43-44 

170 -
175側

46c抗

104 

73-74 

48 

152 

57 

71-74 

90-92 

87-93 

44-45 
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衣服繊維は気温変化に対して緩衝するもの

であることが好ましL、。気温が急激に低下す

ると衣服内湿度が高くなり，これを吸湿した

繊維が昇湿するという緩衝効果は，吸湿性が

大き L、繊維ほど大き L、。このことから考えて

みると，肌着には親水基の大きい材料が好ま

しい。 一般 Kは， 羊毛と木綿が考えられるが，

(1) 繊維間際の空気が追出されて水て満たさ

れると，水の熱伝導率0.0014cal/c11lAec.



/'Cは空気の0.000056vl.比べて著 しく大きいので，はなはだしく体温を奪う 。木綿は，繊維表面が

親水性なι)c繊維間際が水で満たされるが，羊毛は繊維表面に疎水性のスクーノレがあるのて轍維間際

は水て情たされがたく，叉，ぬれてもへしゃげないので， く.っしょりぬれたようでも保温性が大きい。

(2) 飽和吸湿量は木綿でも羊毛でも大差はない。

(3) 水Kつけてひきあげた時の最大吸水量は，木綿が著しく大き L、。

(4) 羊毛は繊維内部K多数の細胞を有し，その細胞内に水を包蔵する能力があり，しかも繊維間際K

は水を保たず，湿潤により弾性を失なうことがな L、。

(5) アクリノレは羊毛と湿潤度の見かけ上の性質が非常に似ているが，水分はほとんど繊維間際の繊維

表面上Kあり， このため水にぬれやすく，水を誘い込みゃすL、。羊毛は親水性の如くで期工水を吸

わなL、。このような理由K よって，肌着Kは羊毛が適している。

4-5-2 型および寸法

衿および前あきはポロシャツ風にし，袖下には動き易いよう Kマチを入れる。袖丈は岩畳りの時，

袖が短かL、と凍傷にかかるので，普通のシャツに比べて長く，袖口で折り返ぜるよう Kした。 下

は市販のズボン下のノごターンと同じだが，上と同じく丈は十分にとってある 。サイズは， MとLの2

種類。

z・Mψイ.，・・"ィ.，鱒

【}肉陣・."1'XIII守2・

第 28図 羊毛肌着ω

.. Mザイズ ，.・
l.，.1'X ，ω. 

， ，肉".ザイ"町一t:t

第 29図羊剖凡着問

糸は，ネパーシュ リンク加工をほどこしたトップ染の東亜紡プンタを使用した。糸番手は 2/48

x 2。色は，フツレー杏。アングル株式会社に別注したものである。デザインおよび各部寸法は，第28

図，第 29図K示す如くである。

4-6 セータ一喝型および寸法

ヘチマ衿，前聞きの第 30図K示すような

スタイルである。サイ ズは，LとMの2種類

ある。

糸はカネボウ製 100'，fiウール統毛糸を使用

し，染色は，高級酸性染料を用いた。そして，

( )肉ω....，1'xサ. -

第 30図セーター

糸の状態でパラソン防総剤を 5%投入し防縮加工をほどこした。編組織は針ぬき片あぜ編である 。なお，

このセーターは，ゴールドウィンに別註したもので，色はヤ ッケと同じ く黄丹色である。
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4 -7 羽毛服地選定データ

羽毛服地Kは，ヤンク・率ができるだけノトさく，比重の軽いナイロンが最も適当と恩われる。糸が太い

と重量が増すので 30den.-50den.位の細糸を極密K織 ったものがよL、。フランス製のナイロン羽

胡民地は非常K軽く，50デニーJレ使 い の #15ナイロンタ フタと同時K顕微鏡下で観察すると，明らか

Kフランス製の方が糸が細く 40de n.と推定される。これに近いものを試作すること，およびキノレティ

ング布への羽毛の充填が確実にでき，使用中 K布目より羽毛が出ず，目つぶ し加工をしても風合は軟ら

かく，つやをなくし，内面の結露・結霜現象を防ぐため出也の通気性も適正に調整すること，を目標と

して， 東レ株式会社の御協力で試織した。 第 11表はその選定データーである。

第 11表 エペレスト隊羽毛服地試作選定データー

品 種
組

本/織ln. 重 '1/ノvd量2 通cc./c気1II/se量c d e n. 

フランス製Te(I赤IZ)Y 
経 158本

48. 83 4. 5 
Ooa t 

緯 48.3d. 138本

カ ンテ用試作 品 (青)
経 118~ 120本

60. 12 4. 16 
緯 10 2~ 104本

# 3188 タ フ タ(緑青) 経緯 1 09 74 本本 53. 64 30. 9 

# 73 タフタ未加工 (黒) 経緯
178本

56. 43 6. 39 
106~107 本

試#作731号(青) 経 188本
58. 42 2. 4 

タフタカレンダー加工 緯 50d. 108本

# 15 タフタ 勅日工(赤)
経 163 本本 51. 30 11. 15 
緯 1 06~107 

# 15 タフタ カレンダー加工 (紺)
経 163本

54. 02 3. 15 
緯 106~107 本

# 15 タフタ 酒伊 (フ.ルー ) 経 158-160 本本 52. 66 20. 8 
打込改良品未加工 緯 112 

# 15 S タフタ 用(ブルー)
エペレスト隊

経緯 158~ 1 ω 本本
50d ・ 113~ 115 52. 8 3. 2 

量産した羽剖民地は，5 3.47'1/y d2 ，通気量 3.0~ 5.7皿/径約ecである。

なお，染料は酸性染料で，機水加工，コーテ ィング加工等Kより変退色或いは堅牢度の低下しない

染料を用い，ジァカー染色を行ない，媛水邦IJl/[は脂肪変性された夜仕上性メ ラミン樹脂を使用し，パ

ッドー乾燥ーペーキングー仕上セッ トーカレンダ一 一目つぶしカレンタ.一 一カレンタ.ー

の工程がとられた。

4-8 充填羽毛量の梯守

20cm平方の布を 2枚あわせて袋に縫い，羽毛を入れ，その嵩高さを測定すると第12表お よび第31

図の如くなる。
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第 12表

20cm平方当りの羽毛量~ 嵩局さ
cη1 

2 1. 24 

3 1. 66 

4 2.18 

6 2.88 

7 3.36 

8 3.74 

1 0 4.16 

12 4. 30 

1 4 4. 50 

16 4.46 

E 

'" 
担せ

寝
袋
背

上
衣
‘
寝
袋
酎
，

ズ
ボ
ン

2 4 6 8 割o 12 附崎

羽毛量 q

第 31図
(20C机x20仰の布を2枚合わせた、
聞に入れた羽毛の量 J 

1 2 ~以上羽毛を入れると， 嵩高さは余りかわらなく

なり，かえって羽毛が入りすぎて羽毛本来のやわらかさ

がなくなり，こわばった感じになってしまう。そこで，

余り沢山羽毛を入れると動作がしにくくなる部分には 20cm平方当 り6-8~ ，寝袋の上部は 20 cm 

平方当り10 ~，寝た E寺， 敷ぶとんの役目を果たす底の部分は 1 2 ~が適当であると思われる。

次1'(，より実際1'(近L、ようにマチをつけた袋を用いて次のような笑 第 13表

験を行ない，羽毛の密度を一定にして厚さと保温性の関係を求めた。

4-8-1 充填羽毛密度の決定

東レ#15 Sナイロンタフタ地を，縦 30cm，横 30cm， 

マチ幅 1cmの座布団状に縫い，その中に羽毛を詰め，羽毛

量K対する嵩高さ (厚さ)の変化を測定した。その結果は

第 13表，第 32図の如くである。

20~ で厚さ が平衡に達することがわかった。この値は

20 x 20cm当り K換算するとほぼ 9~I'(相当し， 4-8 

の結果と一致している。以後この充損量を用いることにす

る。即ち，2 0 ~/900cnl キ 2. 2 ~ /1  0 0 cnl = 0.0 2 2 ~ 

/C71lの充填密度とする。

4-8-2 保温率の浪IJ定

東洋精機製保温性試験機SFO-4Mを

用い，恒温法Kより 2時間中の消費電力か e 

ら保温率を計算した。これは，人聞の肌の 恒

温度を標準として平らえと状態で試料(3 0 

cm平方)の自然な放熱量を測定し，保温率

を求める方法である。なお，試料布は表裏

とも東レ#1 5 Sナイロンタフタを用L、，

充填羽毛量は 0.02 29メd とした。 同じく

五o

2.!1 

2.0 

仰 I.!I

錯 しO

羽毛量 嵩 l局さ
( 9/90 0C71l) (侃)

。 0.3 
3 0.8 
5 1.2 
7 1.4 
9 1.7 

1 1 1.9 
1 3 2. 1 
1 5 2.2 
1 7 2. 3 
1 9 2.4 
2 1 2.4 
2 3 2.5 
2 5 2.5 
2 7 2.6 
2 9 2.6 
3 1 2.6 

。
羽毛 量杷/叫 d
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第 32図



東レテ トロン綿 デラックス 40 についても保温率を測定した。その結果は，第 14表および豊島 33' 

図の如くである。

第 14表

マチ幅 充損保温 羽毛保温 ァトロL綿

材3cEmZ坪g方/) 
率 保温率

( cm ) (% ) (% ) 

。 。 43.85 43.85 

0.3 6 82.50 7 1.74 

0.5 10 85.76 79.53 

0.8 1 6 90.31 85.76 

1.0 20 94.02 86.97 

3.0 60 95.56 94.39 

5.0 100 97.35 96.70 

7.0 140 97.50 97.96 

9.0 180 97.10 

1 1.0 220 97.81 

100 
羽毛

... 

岨
宵

圃

'
g

.。
0.lI 1.0 l.s 2.0 2.& :s.o 3.s ・s

マ テ 幅 園 。供、

第 33図

第 33図より， 羽毛を保温材とした場合，マチ幅，即ち厚さ }cmで保温率はほぼ平衡状態K達する。

テトロン綿を究損した場合は，保混率がほぼ平衡に達するのはマチ幅 3cmの時であり，羽毛を保温材

に用いた時の約 3倍の重さである。この ことから羽毛がL、かK軽くて保温率がよL、かがうかがわれる。

4-9 羽毛服

<第 1回試作>

本研究室で開発した防寒服

の内K着る上衣および外K着

用する半ズボン風のものを試

作した。基本的Kはこの型を

用いて，羽毛量，布の構成等

を改良した。

第 15表 第 1回試作

言砕---竺 内 着 〔上) 外 着 (下)

表
日本レイヨンナイロン#530 日本レ寸ヨンナイロン#530
タフタクリスタJLみ日工 タフタクリスタJレ力日工

布地 表 10匁絹平羽二重
日本レイヨンナ寸ロン#530
タフタクリスタノレ加工

用 尺
::l.9m 2.0m 

(表明，)

保温材
東レァトロシ綿 東レァトロ〉4綿0 
デラックス 40 デラックス

ファスナー 1t し Y.KK・テコレリンファスナー

重 量 4209 

<第 2回試作>

第 1回試作の結果，上衣の裾が体Kそわないので脇をつめた方が良いようであった。しかし，保温材

が綿の防寒服を見て羽毛服を論じることは危険であるので，羽毛を保混材として，外着 (上，下)内着

(上，下)，言十 4点を清水品商庖で試作した。

-268-



第 16表 第 2回試作

Jト¥ご
外 着 内 着

上 下 上 下

東レ (フソレー〉 東レ (ブルー 〉 東レ (ブノレー) 東 レ (ブノレー〉

表 #73 ナイロンタフタ .:f 73 ナイ ロンタフタ #73 ナイロンタフタ #73ナイロンタフタ
試作布 1号 試作布 1号 試作布 1号 試作布 1号

布 地 清水品商庖 清7Nfo商庖
裏 。 ..，. (コLールド) (コ同レド)

特製木綿，ウィング 特製木綿，ウイング

用 尺
4.9m 2.0m 4.0m 3.0m 

(表のみ)

フ ァスナー
Y.K.K. Y.K.K. 

左 し
Y.K.K. 

デル1)ン77スナー テ〉レ1)ンフ7スナー テうレリ ンファスナー

羽 毛 量 3509 2509 3009 2509 

総 重 量 7909 4309 8909 7009 

<第 3回試作>

第 2回試作の結果，羽毛量を変更することと，縫製と 損毛仕上げの 2つの業者の量産のための試作.

( Lサイ ズで作成 〉

第 17表 第 3回試作

~と 外 着 内 着

上 下 上 下

表
東レ (黒 ) 東レ (黒 ) 東レ (黒 〉 東レ (黒 )
#73 ナイロンタフタ #73ナイロンタフタ #73 ナイロンタフタ #73 ナイロンタフタ

布地 清水品商l苫 清水品商庖
裏 。 ゐ (エンジ) (エンヅ)

特製木綿，ウィング 特製木綿，ウィング

用 尺 4.85m 2.0m 3.9m 2.8m 
(表のみ)

ファスナー
Y.K.K. Y.K.K. 

な し
Y.K.K. 

テうレリンクァスナー デルリンフ 7スナー デJレ1);/フ 7スす~

羽 毛 量 4509 2509 4009 3509 

統、 重 量 10009 4209 9409 7609 

Lサイ ズと しては，ズボン丈が短かL、，羽が多すぎるという意見が出た。 叉，キルティングの部分か ら

急Kふくれあがるのでゴ ロゴロした感じにえとる。そ こで，中仕切布を入れて縫製 し， 量産の 第 1号と

した。着用テス トの結果，内着の下 (ズボン)を脇で少 しつめ た方が良L、。フードのボタ ンの位置をあ
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げた方が良い。ド γ トボタンで前を打合わせる よりフ ァスナーで打合わぜる方が便利.肩の部分の羽毛

が逃げた等 の 意見が出たので改良 し， 量産K入った。

第 18表 エベレスト隊LLサイズ羽毛服(ダブル )

汁¥と
外 着 内 着

上 下 上 下

表
東 レ (ブルー) 東 レ (プノレー〕 東レ (プノレー ) 東 レ (フリレー )

#158ナイロンタフタ #158ナイロンタフタ #158ナイロンタフタ #158ナイロンタフタ

裏
東レ (コL ノレド) 東 レ (コ工ーノレド) 東レ (コ'-Jレド) 東レ (コーノレド)

布地
#158ナ寸ロンタフタ #158ナイロンタフタ #158ナ寸ロンタフタ #158ナイ ロンタフタ

中仕切
東レ 東 レ 東 レ 東 レ

#303)パ弓シュート地 #3030パラシュート地 #303)パラシュー卜地 #3030パラシュート地

r弔 尺
4.95m 2.0m 4.0m 2.8 m 

(表のみ)

ファスナー
Y.K.K. Y.K.K. 

な し
Y.K.K. 

ラうレ1)ンフ 7スナー テうレリンファスナー テうレリンフ7スナー

羽 毛 量 4308 2308 4908 3709 

総、 重 量 10009 5209 10509 7909 

， 
第 19表 エベレ ス ト隊Lサイ ズ羽毛服 (ダプJレ)

7ト ¥士
外 着 内 着

上 下 上 下

表
東レ (ブルー) 東レ (ブルー) 東レ (ブルー) 東レ (フソレー)

#158ナイロンタフタ #158ナイロンタフタ #:158ナイロンタフタ #158ナイロンタフタ

布地 東洋紡木綿 東洋紡木綿

裏 ~ 。 # 1500 (オレンジ) #1500 (オレンジ)
ダウンブノトフ地 ダウンフ.ルーフ1也

中 仕切
東レ 東レ 東 レ 東 レ

#3)3)パラシュー ト地 #3)30パラシュート地 #303)パラシュート地 #3030パラシュート地

用 尺
4.85m 20m 3.9m 2.8m 

(表のみ )

ファスナー
Y.k_.K. Y.K.K・

な し
Y.K.X. 

デル1)ン77スナー テコレリンファスナー デル11ンフ7スナー

羽 毛 量 3909 2008 3909 3409 

総 重 量 9409 4809 9829 8309 
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第 20表 エベレス ト隊Mサイ ズ羽毛服(タ・プノレ )

7ャ¥と 外 着 内 着

上 下 上 下

表
東レ(ターコイズ) 東 レ(ターコイズ) 東レ(ターコイズ) 東レ (ターコイズ)

#15Sナイロンタフタ #15Sナイロンタフタ #158ナイロンタフタ #15Sナイロンタフタ

裏
東レ (イエロー) 東レ (イエロー) 東ー洋フ紡地績(オタ・Lゥヴχジカ)レ 東ー洋フ紡地績(オダレウンンジフコ)レ

布地
#15Sナイロンタフタ #15Sナイロンタフタ

#1500 木綿 #1500 木綿

伊木藤綿忠 木伊藤綿忠 伊藤忠 伊藤忠
中仕切

木綿 木綿

用 尺
4.8m 1.8m 3.8m 2.6m 

(表のみ)

ファスナー
Y.K.K・ Y.K.K. 

?孟 し
Y.K.K. 

テラレリンファスナー ポPレリンファスナー デル1)ン77スナー

羽 毛 量 3209 2009 2709 2709 

絵: 重 量 11109 5809 8809 8809 

第21表 エベレス ト隊羽毛服(シ ングノレ 〉

戸ト¥と
L サイズ M サイズ

上 下 上 下

表
東 レ (フソレー) 東レ (ブルー) 東 レ (ブルー) 東レ (ブルー)

#15Sナイロンタフタ #15Sナイロンタフタ #15Sナイロンタフタ #15Sナイロンタフタ

裏
東 レ (コ・ーノレド) 東 レ (コ._)レド) 東 レ (コ'._)レド) 東レ (コ，._)レド)

布地 #15Sナイロンタフタ #15Sナイロンタフタ #15Sナイロンタフタ #15Sナイロンタフタ

中仕切
東レ 東レ 東レ 東レ
#30~ パラ、ンュート地 #30筑ドラシュート地 #30~パラ、ンュート地 #3030パラシュート地

用 尺 3.9m 2.8m 3.8m 2.6m 
(表のみ)

ファスナー
Y.K.K. Y.K.K. Y.K.K. Y.K.K. 
タFレリンファスナー テうレリンファスナー デル1)ン77スナー デル1)ンフ7スナー

羽 毛 量 4509 3409 4009 3009 

絵: 重 量 10009 7529 9309 6759 

一般隊員用はシングルとし，上衣の前打ち合わせは， ファスナーとドットボタンを併用することにし，

第 34図 羽毛服 (外着 ) 第 35図 羽毛服 (内着 〉
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最高所用には羽毛服を 2枚重ねて着用するよう K内着と外着を作った。とのダフソレの内着(上)は， ド

y トボタンを 2亨IJVC打ち，身幅を調節できるように した。シングJレの場合は，型紙はダブルの内着(上)

のものを使い，前の打合わせをファスナーとドッ トポタ ンで行な った。デザイン第 34図~第 35図K

示す如〈である。

なお，二枚あわせの縫製をすると，キルト部分で厚さがうすく左るので保温性が低くなる。こ のため

に四枚あわせKして二枚づっ縫合 して，キJレト部をEぃKづらせること Kよって全体の厚さを一定Kし

て保混性を高めた。但 しこの場合には布が面積で 2倍必要であり ，重量もそれだけ増加する。また縫製

の工数が増 し量産は面倒である。縫製法については 日本特許 (44-100363)を考案した。

4 - 10 羽毛肌着の生地と型

アメリカ製および東洋羽毛から発売されている

羽毛肌着K改良を加えて製図，試作してみた。袖

下から脇下へかけての棺は実用新案K左っ ている

デザイン，材料および製図は，第 36図，第 22 

表K示す如くである。

第 22表 羽毛 肌 着

----型 上

清水品商庖 (ブルー)表
特製木綿， ウィング

布地 裏
清水品商底 (エンジ)
特製木純ウィング

用(表のみJ尺I 2.5m 

羽 毛 量 1509 

総、 重 量 5509 

億 考
前打合わせは ドッ トポ
タンを用いる

4 -1 1 ヤッケの生地と型

風を防ぐための衣服であるので，できるだけ通

気性を少左くしなければなら左L、。 しかし，完全

K不通気性にしてしまうと，内部の暖かい空気が

防風衣の層で冷却され，内面K凝結して一面K水

滴 を生じ，極端なとき K流れて衣服をぐっ しょり

ぬら してしまうことが起る。そのため，極めてわ

ずかの外気は通ョ て防風衣の内倶IJVC適当な温度勾
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第 36図 羽毛肌着

上

清水品商庖 (フ.ル-)
特製木綿，ウィング

清水品商庖 (エンジ)
特製木綿， ウィング

2.4m 

1209 

5009 

前聞きはドッ トボタン
を使用する

第 37図 ヤタケ(上，下)



配を生じることが必要である。その程度は極めて難しいが，織物の密度を織機の限界まで増して行くと ，

ほぼ目的K適 した生地ができる。今回は，援水加工はフ ッ素系防水剤を使用 し，ノミッ ドー 乾燥ーベ

ーキング 仕上げセットー カレンダー工程がとられた東レ#7ナイ ロンタフ タを使用し?と。生地の重量

は 62.91 9/yd~ 通気量は 7.2ccメmI/sec . であった。型および製図は， 第 3 7図に示す如くである。

4-12 俄且実験

今回のエベレス ト登山で着用する羽毛服と従来

の登山用防寒衣とでは， -20 'cでどの程度の保

混性のちがL、があるか，一応の知見を得るために，

羽毛服製作の途中で武廟|悼子大低温室でテス トを

行:まっ た。 損IJ局主，被験者の前胸部，上胸部，肩

甲骨，上肱 下腿Kサーミスタ ー温度計の平板型

感温部を紳創膏で貼りつけ， 宝工業製サー ミスタ

ー受信記録計， ER-I0型お よびサーミ スタ ー湿

度計， SPD-6D型を用¥，，皮膚混，衣服表面温

度，室温を測定 した。最初の 30分聞は，肌K直

接羊毛肌着を着け，その上K羽毛肌着(上，下 )

を着た状態で測定した。その後， 1時聞は，羊毛

肌着の上に羽毛服内着 (上，下 )を着けて測定 し，

更Kもう 1時聞は羽毛服の外着(上，下 )を羽毛

服内着の上K着込んでテストしてみた。比較のた

めt'C，一緒K低温室に入った従来の登山周防寒服

装 (上はメ リヤ スのラ ンニングシャツ，純毛のラ

クダのシャツ，純毛スポーツシャツ，ナイロンの

ダブノレのヤッケ，下はズボン下，ナイロ ントレン

カ，オーバーズボン，純毛靴下 2枚，オーバーシ

ューズを着用 )を した人は， 1時間後には，寒さ

に耐え きれない状態であったが，今回の試作羽毛

服を着込んだ人のほうは平気であった。 その結果

を図示すると，第 38図~第 42図の如く念る。

臨時記事選…窓越i ロ

第 38図 前 胸部

.温
.温

*iI _........ T甘ππππT
-，..，・C 叶内一一ー 出血血出棚(外)

lIIIIlIllIill空竺 出辿以 """1"')出出出斗咽(剛
割問 ヤ吹宍尽でて司眠、院でヤ吹でで更~..風向マ示烹モモ嶋崎

人9・ 人鯵 人像

第 39図 k 牌部

室温

室温 ー".8・ι 竺翌三
H 叶一2日山s町匂 -目山…。円吃 H¥IIHnll 羽湖輔岬州} 

廿叶市市守斡胡膚 川 II務毛剖撮 {同剛肉剛) WI 川川沼輔 (欄剛

国 4咲熟建黙冬叩麿
よι 人岬体 入岬鯵

第 40図 肩 甲骨部

室温-.・.C. -2。σ町巴
回 日 沼部前日H~輔 {外}

室混 -3.3~ ・< lnSlIlll¥l¥I 

間帯主T[，再脚 部市illi湘 {内Il¥!l凶ill1澗{肉}
日開場持提開局asd宗宗宗四.2:s.o~烹烹相府

人鯵 人体 人体

第 41図 上腿部

a;a 
-目。.，

重温 -3.9'、，_一一一一一一一ーー..目的 n 山口i努剖 (剛

一コ止糊膚 TITllTITl1百四{剛 山Ulll!1!1珊{肉}

2・4t出土量制婿 2U~望書事制Jl30.3"t:宍烹烹 問膚
一人体 人体 人体

第 42図 下腿部

5.寝袋，シュラフカバー

デザインは，従来のもの と変化は左い，試作は 3回行念L、， 3番目のものが，今回のエベレス ト隊の

9
d
 勾，

q
L
 



ものである。

ダブルで用いるのを原則として二枚あわせで縫製し，ダブルにしたとき KキJレト部が互いKずれるよ

うにデザインした。

縫製法は日本特許 (特公昭 44ー100363)Kょった。

第 23表

生 I也
羽毛量 総重量 備 考

表 裏
用 尺
(表のみ〉

第 寝 清水品商庖木綿
Y.K・K.製

( 外袋) 
カンチ用

(フコト)
5m 9109 1.9kg デル1)ン7..，スナー

トップ開きを使用
回

寝
試 清水品商庖木綿
作

袋 カンチ用 (フット)
5m 7409 1.5kg ~ 

(内)

第 寝
東 レ

回 袋 # 73ナイロンタフタ 清水品商庖木綿 4.6m 10009 1. 3 8kg 4シ

試 (黒) (エンジ〕

作 (外〉

寝 東レ 東レ

f 袋外〕
#15Sナイロfンピータチフタ〕 #15Sナイロンタフタ 4.6m 93) 9 1.54kg ~ 

第 (コ二一ノレド)

寝 東レ 東洋紡績 木綿
回 袋 #15Sナイロンタフタ #1500 4.55m 9009 1. 7 2kg ~ 

試 (内) (ピーチ) ダウンワツャーフ地

作 シカ
エL/、-東レ 92cm巾

ラ l #3030...ミラシュート地 5.0m 
3309 4シ

フ

寝袋は，第43図，第 44固に示すように，寝袋の中で脚を組んで座っても十分Kゆとりがある巾と丈

をとり，中央には両面からあけられるファ スナーを用¥"，非常時には寝ていて も，少 しの操作ですぐに

聞けることのできるトッフ・聞きつスァスナーにした。叉，ファスナーが直接肌K触れるのをきけるように，

Fr
H
叫
リ
L

司

r
s

， .. 

l 
"。一一ーー Fr川

叫
け
川
L

第 43図 寝 袋(内) 第 44図 寝袋(外)およびシュラフカバー
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ファスナ一部Kは細長い布をつけ，上部Kは顔が見える位の穴があけてある。シュラフカバーは，寝袋

の外と同じ大きさのもので，寝袋の内と外，寝袋の外とシュラフカバーをつなぐ連結ひもをつけ， 動か

左いよう K固定できるようにした。寝袋地は，東レ#1 5 Sタフタを使用 し，シュラフカバーは，東レ

# 3030タフタで，サニーサイド加工をするので仕上げセット の後K風合調製のためKカレンダー加工

をtまどこ しTこ。

6. オ 1'¥ 手袋

保温材として羽毛を用い，手の甲Kは毛皮，手の平Kは革をつけたアメリカ製のもののデザインで作

った。

第45図 オーパ一手袋

。s
' 15~ 1 12，5 ' 

第 46図 オーバ一手袋

内側Kは羽の袋が 4つあ り， 細かい仕事をする時には袋の外の方へ，即ち手の平の方へ手を入れかえれ

ば良いよう Kなっている。

ステントシュ ーズ

テントシューズKは，第 47図，第 48図K示すよう K内と外を準備した。テントの外へちょっと出る

よう左時もこれですませる場合があるので，外側の底Uてはアザラシの革を毛の方向を考えて縫いつける

ように した。

第 47図 テン トシュズ(内) 第 48図 テン トシュズ (外〉
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第 49図 テントシューズ(内) 第 50図テントシ ューズ (外)

8. ヘル メ ッ ト

ヘルメットの

デザインは奈良

女子大学の山崎

勝弘教授K依嘱

した。即ち， 同

氏Kよれば，次

の如くである。

<模様作成につ

いて 〉

現在日本国内

で使用されてい

るへノレメットの

デザインは， ア

メリカからの輸

入によるもので

ある。従って日

本的なイメージ

は左L、。 日本K

第 24表

!'h 
背

。X

C: 0.0 

1 1.5 

2 2.5 

3 4.0 

4 6.0 

5 8.0 

6 10.0 

7 13.0 

8 16.0 

9 20.0 

1 0 23.0 

1 1 26.0 

1 2 30.0 

1 3 35.0 

1 4 40.0 

1 5 45.0 

1 6 50.0 

1 7 55.0 

1 8 60.0 

1 9 65.0 

20 70.0 

2 1 75.0 

2 2 80.0 

90.0 

面 前

Y X 

C: 66.0 A: 0.0 

63.0 6.0 

60.5 10.0 

58.5 12.0 

55.5 1 5.0 

54.0 18.0 

52.5 21.5 

51.0 26.5 

50.0 32.0 

48.7 34.0 

48.2 37.0 

48.0 40.0 

48.0 42.5 

48.1 45.0 

48.5 47.5 

49.5 50.0 

54.5 55.0 

52.0 60.0 

54.0 65.0 

56.0 70.0 

59.5 75.0 

62.5 80.0 

65.5 

D: 72.5 B: 90 

( 111111 ) 

面 下 縁 上 縁

Y X Y X Y 

A: 185.0 。:0.0 α: 0.0 E: 0.0 E: 41.0 

153.0 10.0 0.2 14.0 41.5 

133.0 20.0 0.8 20.0 42.0 

123.0 30.0 2.0 30.0 44.0 

113.0 40.0 4.0 40.0 46.5 

103.0 50.0 6.5 50.0 49.0 

93.0 60.0 9.5 60.0 53.5 

83.0 70.0 13.5 70.0 59.5 

73.0 80.0 18.0 80.0 65.5 

70.5 

68.0 

66.0 

64.5 

64.0 

63.5 

63.0 

63.2 

64.0 

65.0 

66.0 

67.5 

69.3 

B: 73.5 H: 90.0 H: 23.0 F: 95.0 F: 76.0 

は古来から優れたデザインの兜が在る。日本の兜は威厳を表徴するこ とに相当左考慮が払われており ，

-276ー



主として兜前飾りの金具の形態を工夫することによ

って，その目的を果 している ことが想像される。

現在一般に使用されているへノレメットはすでに機能

性の面では充分検討されている ので，外形はそのま

ま利用し，その表面Kツ一トン塗装の配分によって

模様を作り出す方法を用いるのが良策と考えられる

ので，市販のへJレメッ トK直接塗装を行ない，各種

の模様を描いて吟味検討を加え，修正，補正を繰り

返して完成 したも のを立体実測法K従 ってX馳 Y

軸に分割 い 実演IJ値の表とグラフを作成した。

<表徴性について>

前面中央部の鋭角三角形は 'より 高〈峻験左山岳

K挑む無限の意欲μ を表徴する。背面の鈍角三角形

と縁取りは， H定められた目標K対する一致団結H

を表徴する。

くヘルメッ卜の色採について 〉

隊員用のヘルメッ トは，ヤッケと同色の黄丹色と

し，紋およびフレームを黒Kし，引きしめの効果と

威厳を表わした。シェノレパ用もヤッケと同色Kし，

紋と縁とに白を用いた。両者を遠距離から見た場合，

隊員用のへJレメッ トは黄丹色が目立つのに対し，シ

ェJレパ用の方は自の紋と縁が目立つので，両者の判

原1，着目性は頭部のみでも明瞭である。

Y 

x 

Y 

く第 51図の解説>
第 51図

A-B曲線はヘルメ ダト前面中央部の鋭角三角形のグラフ。

C-D曲線は背面中央部の鈍角三角形のグラフ。

これらの曲線を yy軸を中心として左右に展開すれば，所

要の山形が求められる。

E-F.G-Hはへノレメ γ トの縁取の部分であるが，ヘノレ

メタト の形や大きさ K応じて多少，幅を増減する必要が生

じるか ら，上縁E-Dから上部を忠実に測定，作図した上

で原形を作成することが望ましL、。

日割lJ信金Zパレスト量It，uuν、Jレ〆ツト エベレスト置tiんボーター骨、ルメッ ト

合傘型融

ゅづグ ヨ29/
第 52図

呪 市 販 ザ イ ルの分析

ザイノレの設計Kさき立って，材質をナ イロンにするか，ポリエ ステノレにするか，さらに，ナイ ロン 6ま

たはナイロン 66 vcするか，等を考慮する資料にするために，市販の代表的左ザイ Jレについて分析を行左

ったo ~ぉ，参考までKナイロン 6 6の標準試料にするため VC，米軍パラシ ュートも同時に試験した。

市販ザイノレの分析Kは，島津自記X線回析装置および， 島津示差熱分析装置を用いて材質の鑑別を行な

っfヒ。
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9- 1 X線回析装置による測定

(1)試料

試料は， 各々のザイノレを解きほぐし，平行K引き揃えて，長さ 45 mm，重さ 200仰の繊維束とし，

メタノーノレでうすめたコロジオンで固め， 幅 3.211t1lt， 厚さl.811t1ltの小片を作り， X線試料とした。

(2) 子午線干渉強度の測定ナイロン 6とナイロン 66は，赤道線干渉強度曲線による鑑別が困難左ので，

子午線干渉強度の測定を行在った。

子午線干渉強度の測定Kは，X線試料を ゴニ

オメータ 一面と平行左面内で固定し，島津VD

-1型自記X線回折装置を用いて， Niで fi I t 

した Cu-Kα線を 30KV， 15mAの条件で，

point focus. 直径 211t1ltの pinhole slitを用

い， 試料はX線 focusから 180聞 の 位置に固

定 し， 試料から 1801lt1ltの位置KO.5酬の recelV

ー ingsl i tを， 21 OJl1ltの位置K l.01ltmD sca t te 

ーringslitを置き ， G.K・計数管を用いて 20

= 5-3 80 まで走査させ， range 500 c・p・s.， 

ti me const l. seanning speed 1。パnin ， 

chart speed 20前砂匂 in・の条件で自記させ，

子午線方向の干渉強度曲線を得た。得られた子

11-'・'.

まーヂルザ ..trz， 

1特色11fl

!d 50 215 20 115 10 ・
2 e 

第 53図

午線干渉強度曲線開む第 53図K示す如くである。これを見ると，ナイロン 6のピークは 110 と

210 20' 付近K，ナイロン 66は， 6'， 1 10， 210 3 0'および 270付近K5つのピーク がみられる。

9-2 示差熱分析装置による測定

試料は， 2 - 3棚に切り，試料重量は， 3.0時-3.伊!'lとし，アJレミセ JレK入れて用いた。叉，標準物

質として，シ リカ を試料と同量秤量し，試料と同形のアノレミセ/レK入れて用いた。測定装置は，島津D

T-20B型熱分析装置を用¥"，空気中において

sensitivi ty士 50μV，heating rate 1ぴC/mill，

sample holder MDMー20，chart speed 10抗移/

min ・の条件で， 試料および標準物質を同形のセ

ノレK入れ， 金属フ.ロック Kあけられた熱的に対称

の位置の子LKはめ込み，金属ブロック を 1a'C/ 

mw・の速度で加熱しながら，試料と比較物質の

温度差を示差熱電対で測定した。

測定した DTA曲線群は，第 54図の如〈である。

織
処
一
伺

宅E~;l (附

宅E~:>. ・守E~ ;l (:'1 

:11'-1"''''-(;1; 1 官邸.， ç， ..-~
v 

訓V、
x_.，..-.'r..t 
ザイA.(!!引

;a度 C

第 54図
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この結果をみると，融点が大体，ナイロン 6では 22 o.c，ナイロン 66では， 255 .C付近Kあらわれ

ている。

以上の如く ，X線回折およびDTA曲線Kより鑑別した測定結果は，第 25表に示す如〈である。こ

の結果，エーデノレリットザイ Jレ，マンモスダイナスターは，ナイロン 6，マンモスおよび米軍パラ シュ

トはナイロン 66であることが判明した。左お，ザイノレの芯材と外層(皮 )の材質の異るものは左かっ

た。

第 25表

X線子午線ピークの 2() 

ナイロン 6 110 fI 21023' 

ナイロン 66 5' 48' 11014' 2103ぴ 26' 51' 

エーデJレリットザイノレ(外層) lCf5γ 2tl2' 

エーデJレリットザイル(芯) 1cf55' 2fl4' 

竺ヨF ン モ ス(外層) 5' 52' 5 1fl2' 2t22' 5 21' 

ーョ ン モ ス(芯) 5' 49' 5 11015' 2f 7' 5 21' 3' 

マンモスタ・イナスター(外層 ) 1cf58' 5 2f1ぴ5

マンモスダイナスター (芯 ) 1f 9' 2fγ 5 

米軍パラシ a 一 ト 5'5ぴ 110 2' 21018' 26' 57' 

1 O. テ ン ト の 換

右差熱(m・p.C)ナイロン種別

~ 

ヌL

223.8 

255 

220 

219 

260 

259 

223.7 

225 

257.5 

ナイロン 6 

ナイロン 6 

ナイロン 66

ナイロン 66

ナイロン 6 

ナイロン 6 

ナイロン 66

登山活動中，テントの中で凍死している場合VC，炊事コンロの上Kナベがかかり，その内容物(米など)

が黒こげになっていた例がある。これは単純左凍死では左いのでは左L、か。黒こげに在ったことはコンロ

の火が燃えていた，つまり テント内の温度は高かったと考えねば左ら左 L、。又， 黒こ げKなるの を放置し

たことは人聞の意識が失念われていたと考えねば念らえl:~、。これは，ガス中毒死ではないか。特K酸素の

稀薄な高所では，このよう念事故を予防する必要がある。そこで，テントの換気回数を Beckma n Inst-

rument Oxygen Analyzer Model 

E2 を用~"エベレストで使用の旭化成ナイロン

テント地 1 1 0 D，帝人テトロンテント地 T 

8 0 3 5，倉レビニロンテント地 # 8 1 00お

よびすイロンテント地Kウレタン加工をほどこし

たものの 4種類Kついて実牧附古大の第55図K示

すような模型テント を作り，換気回数測定K用い

た。この模型テン トの体積は， 0θ 525mである。

~ぉ ， ミシン縫自の目つぶ しKはセメダインコン

タクトを用い，底面からの換気はないものとみ左

し，底面Kはピエノレ塗料を塗布した。

品
口
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1 0 - 1 実験方法

自然換気量は，窒素ガストレーサ一法により測定した。即ち，第56図のよう左装置を組み，テント内

K一定時間外部から窒素ガスを放出し，室内酸素濃度を低下させ，ある程度室内酸素濃度が低下した時

点で窒素ガスの放出を止め，自然換気による室内酸素濃度の上昇速度を測定すること Kより次式よ り自

然換気量が計算できる。

。= 11n
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Q=nY (2) 

。:経過時間(h ) 

n 換気回数(回/h)

00210 :初期酸素濃度 (m'/m') 

002，0 : (J時間後の酸素濃度 (rri /rri ) 

002la 外気中の酸素濃度(が/m'.)

y:室容積(m' ) 

Q:自然換気量 (m'/h ) 

第 56図

測定は，テント内の酸素渡度をできるだけ均-vcサンプリングできるように，中央部，左側面，右側面

の 3点Kついて行在った。
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1 0ー2 実験結果

第 26表 自然換気量 (窒素ガストレーサー法)

実測箇所
気 積 測定時間 初期02猿度 最終02濃度 換気回数 換気量

( m') (m in) (%) (%) (島介u) (め々 u)

地化成 中央 0.0 5 3 1 4 9. 1 8 2 1. 0 0 2 9.0 1.52 

ナイロンテント地 右側面 0.053 1 5 1 1. 3 0 2 1. 3 4 3 3. 1 1. 6 9 

110D 左側面 0.0 5 3 1 4 1 0.6 9 2 1. 5 7 4 1. 4 1. 7 9 

帝人 中央 0.0 5 3 1 4 9.60 2 1. 0 2 26.2 1.38 

テトロYテント地 右 側面 0.0 5 3 1 0 1 0.1 2 2 1. 1 1 3 5. 7 1. 7 9 

T8035 左側面 0.053 1 4 1 0.3 7 2 1. 0 4 3 1. 7 1. 6 9 

倉 レ 中央 0.0 5 3 1 6 1 0.8 4 20.83 24.8 1. 2 4 

ビニロンテント地 右 側面 0.0 5 3 1 4 1 2. 1 2 2 1. 0 3 26.2 1. 3 8 

#8100 左 側面 0.0 5 3 1 6 1 0.1 6 2 0.8 3 2 2. 1 1. 1 0 

中 央 0.0 5 3 1 7 1 0.0 0 2 1. 1 9 2 3.5 1. 2 4 
ナイロンテントI也

右側面 0.0 5 3 1 7 9.90 2 1. 4 2 2 6.2 1.38 
ウレタン加工

左側面 0.0 5 3 1 8 9. 8 5 2 1. 1 7 26.2 1. 3 8 

• 
(日式Kもとずき，測定結果 。/ H Y(仰いテトロン【 0.. 島令官同 )

を横輸に経過時間 ()，縦軸K
ピーロ:.-( 0.41且品in)

ナ 4ロンウνタン加工 (039島 舟lIn)

1 n (0.21-002，0 )/( 0.21 

-C02，Oをとり，グラフ上K

整理し，その直線の勾配より

換気回数 nを求め， (2)式よ
-= 

り自然換気量Qが求められる。

その結果は， 第 26表，第 57

固に示す攻口くである。 ー
10 I~ 

幽時間! @ mln. 

次K，テ ント中央での換気回 第 57図

数とテント地の通気量との関

係をフ.ロyトしてみると第 58

図の如 くであり ，通気量と換
O.~ 

気回数の間Kは，
¥ 園E 

。=OD 0 2 8 8P+ 0.40365 

但し p:通気量 0.4 
(，...，.ン加工〉

0:換気回数

なる関係があることがわか

る。

ー
，。 I~ 20 宜E 30 

この換気回数を一般住宅の換
通気量 CC/個別"s・C.

気回数 1~2回l/h と蛾す 第 58図
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ると，換気回数だけを考えた場合，テン トは著しく換気か良好である。従って，もし，テント内部でガス

中毒の問題が発生するならば，それは次K述べるようなことが原因ではなL、かと考えられる。

一般の木造住宅の 6畳の部屋と 3人用テン トの中K3人がそれぞれ入ったと考えた場合， 6畳の部屋

の体積は.

1.6 m'x 6 x 2.5 m= 2 4.0 m' 

但し， 1畳の面積 :1. 6 m' 

天井の高き 2.5m 

テント内の体積は，

.m
 

巧

t
勺

4
に
d

唱

a=
 

m
 

F
b
 

噌
目
A

唱
目
.A品×

 

m
一

つ、
u

-

0
6
-

唱・・
&
-

X

一2
m

一

に
1
V

-

1
-

但 し，テント の底面積 :1.37 m

テン トの高 さ :1.15m

である。 叉，人体 (成年男子 〕体積を約 0.16 mとした場合， 1人当りの気積は， 6畳の部屋では 23 

52 m，テン トでは 1.10mである。 1人当 りの気積が 11. 4 m・の場合， 1人当り 17.1 m'/hの換気

量をうるのK，部屋の空気が 1.5回/ h交換されればよいということが，Harvard School of 

Public Health と A.S.H.A.E.研究所左どの研究Kより実証されている。従って，十分左

1人当りの気積が得られる 6畳の部屋においては，暖房装置からのヒユームの除去以外Kは，空気の化

学的性質を制御する特殊な設備は不要である。 しかし，テン トKおいては， 1人当りの気積が非常K小

さいが，換気回数は 1人当りの気積に逆比例するので，テ ント 内の換気を良くする必要性が当然考え

られる。

1人当りの所要換気量宇 50m/h 

換気回数=所要換気量/1人当り気積

である。そこで，テン トと部屋の必要最低換気回数を求めると，

3人用テントに必要左換気回数=4 5.5回/ h

6畳の部屋K必要左換気回数=2.1回/ h

である。これらを第 57図で得 られた換気回数と比較すると，圧倒的K実験で得た換気回数は理論上の換

気回数より小さし、。こ のことから，中毒問題は，過密によ ると考えるのが妥当であろう。

1 1.テント生地の物性変化

1 1 - 1 試料

1 1 - 1ー(1) 吹 流 し

試料布は，経方向K2 0 Oc明，巾はー巾とし，ナイロン，テ トロン， ビニロンの11買で 6枚の試料布
4 

を直径約 45 cmの輸K縫いつけ，鯉のぼり の金具を用いて吹流 しKした。 用いた試料布は，畑化成ナ

イロンテン ト地 1 1 0 D，帝人テトロンテント地 T8035，倉レビニ ロンテン ト地 # 8 1 0 
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0である。試験片は，縫 目より 2侃，端より 10 cm入った所か ら切り取り測定した。

1 1 - 1一(2)テン ト

253頁の 2-8VC示したテントのう払，夏テン ト2人用 (家型 )No.I5，高所 4人用テン ト(マナ

スノレ型 )陥 1O， 1 9， 23， 高所 6人用 (マナスル型 )陥 26， 高所8人用 (マナスノレ型 )1も 44 

が持帰られたので縦約 85 cm，横約 30 -4 0 仰の試験片をそれ者ぞれ ri d g eおよび中央K近い部分

から 2枚ずつ切りと り，洗わずKその宮ま狽1]定を行左 った。テントの破れたものは左かったが，変色

は著しかった。

1 1-2 測定結果

使用状況と測定結果は，次の如くである。

摂1]渇主， 日本化学繊維検査協会中央検査所のど協力も得て，出発前と全〈同様の装置お よび方法で行な

った。併せて武庫川女子大浮安田研究室でも同じ条件で演IJ定を行なった。

11 -2一(1)引張強力

曝露日数と引張強力の関係は第 27表，第 59図，第 60図，第 61図の如くである。

第 27表 引張強力

旭化成ナイロン帝人テトロン 倉レビニロ ン

No. 湯 量期間 曝露 日数 場 所 1※ 2※ 1 2 1 2 

c%) (日) (高度 ) ~~cηz ~~5側るラ5cmタkiJ.シテ/5c杭 テkf}，アヶ〆5cm~iン5cm
Blank 。 143，7 135.3 1 51.9 1 47.6 1 30.9 129.8 

吹 A 45 3/Z4-γ7  1 4 123.4 132，8 1 1 5.4 146.0 1 19.5 122.0 

流 B 3/Z4- 4，.17 3 4 94.1 123.9 102.9 1 3 1.5 1 18.2 1 1 5.4 

し
C ろ'24-5/z2 5 9 B，O. 99.8 78.0 98.4 93.0 10 5.0 91.5 

〆{、
コニ D 4，.17-ろ16 1 9 (5350m) 1 25.1 1 35.8 136.3 133，5 118.7 11 9.6 
J、、' 

L〆 E 4，.17- 5/z2 2 5 94.0 99.6 106.4 1 16.3 11 6.8 1 16.3 

ス F 4，.17-5/'22 2 5 101.9 90.1 100.2 108.9 1 12.8 1 1 1.3 
ト、.../ G ろ/1-ろ/6 5 125.8 121.9 138.7 127.5 1 20.8 125.3 

H ろ/1-ろ11 1 0 ABO(O 2) 127.5 118.8 11 9.7 135.3 1 16.3 121.4 

I ち/1-ろ16 1 5 (6450m) 126.3 121.5 122.5 1 19.9 1 13.1 12 1.5 

J 5/1 -与をo 1 9 124.8 123.5 107.6 125，5 1 1 7，3 1 1 7.0 

ア
V-Bコ15 ろ三3- 弘5 6 3 B.O. (5350m) 85.0 

コノ N-18 ち14-与を1 3 7 01 11 9.4 
ト
/コ-ニ、 N-19 'Yr4- % 1  3 7 (6150m) 11 3.3 

，、.、
N-23 'Yr5 %。 3 5 ABO(02) 1 31.8 

レ
ス T-44 'YI5- 5/z。 3 5 (6450m) 1 33.5 
、b

T-26 ろ/9-YI9 1 0 05(7985m) 1 48.日

回 1:安田研究室データー

2 :日本化学繊維検査協会データー
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第 59図 ナイロン引張強力
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第 61図 ビニロン引張強力

1 1-2一(2)引張伸度

•• B I受 d"，

第 60図 テトロン引張強力

曝露日数と引張伸度は， 第 28表，第 62図，第 63図，第64図の如くである。

第 28表 引張伸度

旭化成ナイロン 帝人テトロン 倉レビニロン

Nn 曝露期間 曝露日数 場 所 1※ 2※ 2 1 2 

(月/日) (日〕 (高度) タテラ彰 タテ% タテ% タテ労 タテ% タテ%

81ank 。 35.7 33.0 25.7 23.3 27.7 26.1 

A 45 3/24-Y7 1 4 31.8 30.4 23.5 24.8 30.8 28.4 

吹 B 3/24-~7 3 4 25.8 29.5 21.2 23.0 31.2 29.4 
流
し C ろを4-5/z2 5 9 B-C. 27.8 22.3 20.7 18.6 31.3 26.8 

r-、 D 4，/27-尽-16 1 9 (5350m) 33.9 :=12.3 25.2 23.4 31.2 29.5 
コ二
4、.、 E 'Y27-5/z2 2 5 26.7 2 5.1 21.7 20.6 30.6 28.9 

レ F 'Y27- 5/z2 2 5 28.9 23.5 20.3 20.5 30.8 27.1 
ス

ト G ろ/1-与/6 5 33.8 32.2 25.8 19.9 32.1 =~.= I 
、._/

0/'1-折1H 1 0 ABC(C2) 33.1 27.3 23.3 23.5 31.6 29.3 

I ら/1-5/I6 1 5 (6450m) 33.3 28.6 23.0 21.8 31.9 29.8 

J ろ/1-yz。1 9 32.8 29.8 22.3 23.5 32.0 29.0 
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ア
子 80-15 3/23- 5/25 6 3 B・O.(5350m) 27.7 

コノ N-18 'Yt4-5，11 3 7 01 29.4 
ト

rコ、ニ、 N-19 'Yt4 - %1  3 7 (6150m) 27.3 
..-.:. N-23 ~5- %。3 5 AiO(02) 31.0 v 
ス T-44 'Yt5- %。3 5 (6450m) 22.8 
占

T-26 与/9- 与19 1 0 05(7985m) 24.0 

制 1:安田研究室データー

2 :日本化学繊維検査協会データ ー
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第 62図 ナイロン引張伸度 第 63図 テトロン引張伸度
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第 64図 ピニロン引張伸度
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1 1 -2 -(3) 引裂強力

曝露日数と引裂強力は，第 29表，第 65図，第 66図，第 67図の如くである。

第 29表引裂強力

旭化成ナイロン 帝人テトロン 倉レビニロン

Nu 曝露 期 間 曝露日数 場 所 1※ 2※ 2 2 

(月/も) (日) (高度) タテkg タテIcg タテIcg タテIcg タテkg タテIcg

Blank 。 18.4 23.6 15.3 14.9 1 1.2 1 5.3 

A 45 ~4 - 'Y7 1 4 1 2.5 12.7 9.5 1 0.1 1 1.1 1 1.0 

B ろぎ4- 4_/z7 3 4 1 1.9 1 1.4 8.8 7.6 1 1.2 1 0.5 

吹 C ~4 - 5/:22 5 9 B.O. 8.7 1 1.1 6.9 5.6 9.8 9.4 
流

D ~7 - 5/I6 (5350m) 1 3.1 1 5.4 9.1 し 1 9 10.9 1 1.8 1 2.4 

〆戸、 E ~7 - 5/:22 2 5 1 1.5 1 3.5 7.9 9.5 1 1.7 9.9 
コ二

~7 - 5/:22 J、-、 F 2 5 10.4 8.5 7.5 7.8 1 1.5 1 1.1 

レ G ら/1-ろ/6 5 14.3 125 11.1 1 0.5 1 1.8 1 1.6 
ス

ト H ろ/1- 5/I.1 1 0 ABO(02) 1 3.4 1 2.8 8.3 8.6 1 1.2 1 1.6 
'-' 

ち/1- 5/I6 I 1 5 (6450m) 1 3.6 12.3 8.5 7.0 1 0.9 1 0.6 

J ろ/1- %。 1 9 1 1.9 10.8 6.8 9.1 1 0.4 1 0.7 

ア
V-i30-15 ろぎ3- %5  6 3 B・O.(53抑耳) 1 4.7 

ン N-18 4イ'4- %1  3 7 01 43.:l 
ト

〆ヨ戸ニ、 N-19 ちイ4- %1  3 7 (6150m) 35.7 
J、-、

N-23 4イ5- 与をo 3 5 ABO(02) 40.1 
レ
ス T-44 4イ5- 5/:2。 3 5 (6450m) 1 5.2 
~ 

T-26 ろ/9-ろ19 1 0 05(7985m) 16.6 

制 1:安田研究室データー

2 :日本化学繊維倹査協会データー
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第67図 ビニロンヲ|裂強力

次に第 59図~第 67図K示した曝露日数に対する強力および伸度を読みとり，残留率を算出

し， 第 30表，第 31 :表，第 32表，第 68図，第 69図，第 70図に示 した。

第 30表 引張強力残留値

曝露 日数
旭化成ナイロン 帝人テ トロン 倉レビニロン

59図より 残留値 ;>660図より 残留値勿 61図より 残留値必

。139.0 100 150.0 100 130.0 100 

5 132.0 95.0 1 41.5 94.3 123.0 94.6 

1 0 125.0 89.9 1 35.0 90.0 1 18.0 90.8 

1 5 1 19.0 85.6 129.0 86.0 I 1 1 5.5 88.8 

2 0 1 1 4.0 82.0 123.5 87.7 

2 5 109.2 78.6 1 18.0 78.7 1 1 2.0 86.2 

30 105.0 75.5 1 14.0 76.0 1 10.0 84.6 

3 5 101.5 73.0 11 0.0 73.3 108.5 83.5 

4 0 98.0 70.5 106.0 70.7 1 07.5 82.7 

4 5 95.8 68.9 102.5 68.3 106.0 81.5 

5 0 93.0 66.9 100.0 66.7 1 05.0 80.8 

5 5 91.0 65.5 98.0 65.3 104.0 80.0 

6 0 88.0 63.3 96.0 64.0 103.0 79.2 

6 5 86.0 61.9 94.5 63.0 102.0 78.5 
一_.____一一
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第 31表 引張伸度残留値

曝露日数
旭化成ナイロ ン 帝人テトロン 倉 レビニ ロン

62図より 残留値箔 63図より 残留値勉 64図より 残留値%

。 34.5 100 2 4. 6 1 0 0 26.5 100 

5 32.8 9 5. 1 2 4.0 9 7.6 2 9.6 1 1 1. 7 

1 0 3 1. 6 9 1. 6 2 3.3 9 4.7 3 0.0 1 1 3.2 

1 5 30.6 8 8. 7 2 2.7 9 2. 3 3 0.0 1 1 3.2 

2 0 2 9. 6 8 5.8 2 2.3 90.7 3 0.0 1 1 3.2 

2 5 2 8. 7 8 3. 2 22.0 89.4 3 0.0 1 1 3.2 

30 2 8.0 8 1. 2 2 1. 5 8 7.4 3 0.0 1 1 3.2 

3 5 2 7.5 7 9. 7 2 1. 2 8 6.2 3 0.0 1 1 3.2 

4 0 2 7.0 78.3 2 1. 0 8 5.4 3 0.0 1 1 3.2 

4 5 2 6. 5 76.8 20.5 8 3.3 3 0.0 1 1 3.2 

5 0 2 6.0 7 5. 4 2 0.3 82.5 3 0.0 1 1 3.2 

5 5 2 5. 6 7 4. 2 2 0.0 8 1. 3 3 0.0 1 1 3.2 

60 2 5.2 7 3.0 2 0.0 8 1. 3 3 0.0 1 1 3.2 

6 5 2 5.0 72.5 2 0.0 8 1. 3 3 0.0 113.2 

第 32表 引裂強力残留値

曝霧日数
旭化成ナイロン 帝人テトロン 倉 レビニロン

同5図より 残留値% 66図より 残留値% 67図 より 残留値%。 2 1. 5 100 1 5.2 100 1 3.7 5 100 

5 1 6.4 76.3 1 l. 2 73.7 1 2.0 8 7.3 

1 0 1 3.4 6 2. 3 9.2 5 6 0.9 1 1. 3 8 2.2 

1 5 1 2.1 5 6.3 8. 5 5 5.9 1 l. 0 8 0.0 

2 0 1 l. 5 5 3.5 8. 1 5 3.0 1 o. 7 5 78.2 

2 5 1 l. 2 5 2.1 7.7 5 0.7 1 0.6 7 7. 1 

30 1 l. 0 5 l. 2 7.3 5 4 8. 4 1 0.5 7 6. 4 

3 5 1 0.8 5 0.2 7.0 4 6.1 1 0.25 7 4. 5 

40 1 0.6 5 4 9.5 6.8 4 4. 7 1 0.1 5 73.8 

4 5 1 0.5 48.8 6. 6 4 3.4 1 0.0 7 2.71 

5 0 1 0.3 5 4 8.1 6.4 4 2.1 9.8 7 l. 3 

5 5 1 0.2 4 7.4 6. 3 4 l. 4 9. 7 7 O. 5 

60 1 0.0 4 6. 5 6.25 4 l. 1 9. 5 6 9.1 

6 5 9.8 4 5. 6 6.2 4 0.8 9.5 6 9.1 
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引裂強力残留値第 70図

日本化学繊維検査協会中央検査所のご協力で測定した物性値は第133表 K示す如くである。

率射反1 1ー 2-(4) 

なお，

同じ日数だけ武庫川女子大洋家政館の屋上K掲げてエベレス トで曝露 した吹流 しが，比較のため，

島津ポシュロ ム回折格子形光電比色汚れがなく あまり Kも美 しいので興味があり，いた吹流しより，

計及び反射率測定附属装置Kより反射率を測定 してみた。

その結果は第 34表，第 71図，第 72図，第 73図K示す如 くである。
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第 34表 エベ レスト・テ ント布地反射率

波長 680mμ 

1、暴露 日数
旭化成ナイロン 帝人テトロン 倉レビニ ロン

反射率銘残留$S百 反射率% 残留率96 反射率第 残留率第

81ank 。 78.7 100 77.3 100 84.8 100 

吹 A 1 4 70.1 89.1 73.9 95.6 76.2 89.9 
流 ‘ 

し
B 34 66.0 83.9 71.0 91.9 69.9 82.4 

f、、 。 59 67.1 85.3 68.5 88.6 72.5 85.5 
コニ

73.0 92.8 
J、-、 D 1 9 73.65 95.3 78.0 92.0 

レ E 25 71.2 90.5 71.0 91.9 76.8 90.6 
ス

F 25 69.1 87.8 71.5 76.5 
ト 92.5 90.2 

) 

G 5 73.5 93.4 75.25 97.4 75.9 89.5 

H 10 69.45 88.3 72.9 94.3 74.3 87.6 

I 15 70.0 89.0 71.5 92.5 73.9 87.2 

J 1 9 73.5 93.4 7325 94.8 74.3 87.6 

1 5 1 3 61.7 78.4 67.95 87.9 70_5 83.7 

吹
30 30 59.9 76.1 60.5 78.3 62.35 73.5 

流 45 47 50.0 63.5 48.25 62.4 64.5 76.1 
し 60 61 47.0 59.7 46.5 60.2 64.25 75.8 
r、、
日 75 75 43.5 55.3 48.0 62.1 53.0 62.5 
本

90 91 43.2 54.9 45.0 58.2 59.4 70.l 

105 106 39.9 50.7 44.0 56.9 53.4 63.0 

120 120 45.3 57.6 44.5 57.6 54.5 64.3 

ア W-BC-15 63 71.1 83.8 
ソ

N-18 37 69.7 88.6 ト
/コ目ニ、、 N-19 37 72.75 92.4 
'" 、 N-23 70.8 90.0 レ 35 
ス
、、トJ 

T-44 35 73.8 95.5 

'1'-26 10 68.2 88.2 
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エベレストの吹流 U主， 6 0日で反射率がも

との 10-15%低下 している程度であるのK

対し， 日本で曝露したものは，元の 25 -4 0 

箔も反射率が低下 してい ることから，日本の大

気がL、かK汚れてい るかがよくわかる。

文

1)安田武:武庫川女子大学紀要 4269 (1957) 

2)安田武 :高分子 6 274 (1957) 

3)安田武 :高分子 6 383 (1957) 

4)安田 武 :武庫川女子大学紀要 5341 (1958) 

5)安田 武 :武庫川女子大学紀要 6225 (1959) 

6)安田武:繊学誌 15228 (1959) 

7)安田 武 :山と渓谷社登山講座 5(1959) 

8)安田武 :山と渓谷社登山講座 6(1959) 

9)安田 武 :武庫川女子大学紀要 7201 (19ω) 

10)安田武 :染色研究 427 (19旬)

11)安田武 :繊維月報 6(19回)

12)安田 武:武庫川女子大学紀要 8311 (1961) 

13)安田武 :餓学誌 17702 (1961) 
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第 73図 ピニロン

献

14)安田武 :消費科学 3310 (1962) 

15)辻和一郎，他:樹脂加工 11(1962) 

16)安田 武 :武庫川女子大学紀要 10(1962) 

17) Oompendium of Meteorology ，American 

Meteorological S ociety (1951) p・1119

18)安田 武 :武庫川女子大学紀要 11s・47

(1963) 

19)安田武 :武庫川女子大学紀要 12s・173

(1964) 

20) M.Fels; J.Text. Inst.， 51648 (19ω) 

21) M.O.Marsh; J.Tex.lnst.， 22 245 (1931) 

22) W.H.Rees ; J. Tex.lnst.， 32 149 (1941) 

〔追記〕 繊維関係装備のデザイン・試作・ 実験および色彩調査のデーター解析などに協力戴いた

武庫川女子大繊維化学教室の山階克子，奥野温子，楠光子ほかの関係各位K深謝します。

(編者注) 着用・使用アンクート Kついては，編集の都合により，男l蹄「装備」の項に要約し

て掲載致しました。
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新しく設計した登山用具

加納 巌

エベレスト登山用の数多くの装備は，主として市販のものから第一次，および第二次偵察隊の経験をい

かして選び，またそれらを多少改良したものが多か ったが，エペレス ト登山，特にその南壁登拳という目

的のために，従来の登山用具では不充分なため，新しく開発せねばならなかった装備も多L、。それらは酸

素器具をはじめとして， 査当幹用具，露営用具，個人装備などにわた っている。

たまたまエベレスト登山準備委員であった筆者は材料力学を専攻していた関係から，そのうち金属材料

を主とする装備Kついての開発設計を担当した。ここでは，それらの装備についての概要を記す。

1.組立ブリッジ

エペレストのアイスフ才一ノレで大量の物資を荷上げするためKは，クレパス用の多量のブリッジが必要

となる。最も簡便なのは丸太を利用することであり，ナムチェ ・バザールの近くで，長さ 4- 5m，直径

10 cm位の丸太を入手出来る。これは 1m位のクレパスには 1本，2m位のクレパスには 2-3本をカス

ガイで固定して使用された。しかし，さらK大きなクレパスを渡るためには，特殊なプリッ ジが必要であ

る。また，急斜面の荷上げにはなわパシゴもよいが，しっかりした剛性のある梯子の使用は 10 0人近い

ポーターが毎日通るとき大きな能率向上の役割を果たす。

最近では，市販のジュラノレミン製の軽量な梯子があるが，これは傾斜角 70度以上Kして使用することを

原員IJとして設計し てあるためK，水平にして重荷を担いだポーターが使用する場合Kは，危険この上ない。

(注 水平Kして使用すると 70度の傾斜のときに比べて負荷は約 3倍にもなる)これを水平Kして使用

するときは，両端部を充分長く雪面にのせておくか，適当な補強をして使用ぜねばならなL、。

外国のエペ レス ト登山隊の報告書でプリッジの上をはって渡っている写真をよく自にするが，これはテ

スリがないことだけでなく剛性そのものが充分でなく大きなたわみを生じて不安定だからである。

そこで最大 10mまで連結して安心して使用できる組立ブリッヅを設計し，隊員やポーターがその上を

立って歩けることを考えた。これは 1本の長さ 2.5m，巾40cmのものを 2本， 3本，あるいは4本連結

して使用できるよう Kしたもので，材料は 18 3 S (耐食アルミニウム含金 7種 )K近いものであるが，

特に耐力は実績値 30kg/JJ:i，引張り強さ 36旬/耐の強度をもっパイプを住友軽金属工業KKK特注して

生産していただいた。パイプの外径 27..，厚さ 2闘で， これを主要材料とする溶接構造とした。 183

S材の溶接性は極めて良L、。 また破嬢はき裂発生K伴なう脆性破壊でなく，破断前K大きな塑性変形をと

もなう延性破壊をおこすのカモ普通であり使用中の信頼性が高い。

設計にあたっては (1)軽量であること， (2)低温特性が良いこと， (3)安全性が高いこ と等を特K考慮、し

たが，この材料はこれらの要求をほぼ満たすものである。 2本つなL、で5mKセットしたときの接合は4

-293-



斗----→叫

② 

7十一一十
~ I可 l

ぉ1

③⑨ 

-294ー

理
紘
話
相
棺

話
相
枚
程
、

h

b

k

N

円
弱

図

~ 

寝
紘
話
相
拭



右
端

部
詳
細

組
立

ブ
リ

ッ
ジ

中
間

部
第

2
図

左
端

部
詳
細

ー 包 印 l



本のポノレトと羽根付きナットによって工具なしでおこなう。ボルトはカラピナで代用することも可能であ

る。プリ ァグの両端部は広くして，巾 60cmとし， 長くつないで使用するときのねじれの安定性を増した0

7.5m(3本つなぎ )10m(4本つなぎ)にして使用するときは 5m(2本つなぎ)の折りたたみ式の

ものをとりはずして，中間部 (2.5m)を挿入する。中間部は両端部より曲げ剛性が大きく設計されてお

り， 3本つなぎで，中央に集中荷重が加わったとき，その最大曲げ応力が出来るだけ長さ方向に一様にな

るように考慮した。耐力に対する安全率を1.8とすると許容応力は 30/IB= 1 6. 7 kg/:割dとなる。よって母

材の許容応力 15 kg/l置11，溶接部の許容応力 12 kg/l耐とし，設計荷重 11 0 kgが全部片側のけたにかか

ることがあると仮定して主要部の設計計算をした。このとき 4本つなぎのときのみ，けた材の応力が 18.8

均/crdとなり許容応力を越えるが，これは安全率1.6 K相当する。

.重量は両端部が2.5 mで 7kg，中間部は 2.5mで8kgである。 10m( 4本つなぎ)にして中央K6 0 

kgの荷重をのせて載荷テストしたときの中央部の最大たわみは約 4cm，12 Okgのとき 7cmであった。実

際K渡ってみた感じではねじりに対する剛性もほぼ心配ない状管、と言える。

なおさらにテスりを付けてほしいと Lヴ 要望があり，第5図 K示すような外径 19ψ，厚さ 0.91111，長さ

1mのジュ ラルミンパイプを，プリ yジの両側K1.2mおきにさし込んで使用できるようにした。

Jピン穴 〆リング

G 一 世J
、ピンまたは針金 | 第 5図

1 m 

この組立プリァジの製作は日本アルミニウム工業KKの紹介Kより藤アノレミニウム工業KK(藤沢市)にて

行われ，両端部(5 m) 7セットおよび中間部(2.5 m) 4個合計延 45mを製作して持参した。ヅュラ

ルミンの溶接はすべて一級技術者Kよって行われ，結果は満足すべきものであった。

これらのブリッジは全部アイスフ才ーノレの各所で，5m， 7.5m， 10mなどにセァ卜して使用 された

が，破壊およびき裂発生等の事故はまったく発生しなかった。また軽量であること，かつ相当の剛性があ

るととから，隊員聞の評判も良かったようである。今年は特にアイスフ才一ノレの状態が悪く，数量につい

てはまだ不足する程であった。ヒマラヤで 10mのプリッヅが使用されたのは始めてのことであろう。

2.人工キャンプ台

これは特に南壁登挙用K開発されたもので，傾斜地にテントを張るための台である。第二次偵察隊によ

って，南壁では700 0 m以上Kテントを張れるような平地を見つけるのが不可能であることがわかり ，

一方8000mの高所では低地の岩登りの時のピパークのように岩かどに腰かけて眠るといった姿勢では

疲労が激しく， (無理な姿勢では，体勢を維持するためK筋肉を余計に使用するので睡眠中も多量の酸素

を必要とする)安静状態をf乍りだし得ないとい手医者グループの意見があり，どうしても検になって眠れ

るようなテントが必要となった。
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当初 2人用あるいは i入用のプランコ型テン トや，組立式の階段型テントなど色々の案が出されたが，

居住性の問題，特Kテン ト内で炊事をする必要があるなどの条件のために，結局従来の 2人用あるいは4

人用テン トを張れるような台を軽量なもので設計して，現場で組み立て，この上Kテントを張る方法を採

用した。なお南獲では風は上から吹き下すように吹く場合が多く，特U亡西稜側から強L、風が吹くことが第

二次偵察隊Kよって明らかになっていた。落石に対する対策としても，金網を張る等の方法が検討された

が，この人工キャンプ台を持参すれば，かなり自由(1(，どこにでもテントを張れるので，その危険の少な

い所を選べるであろうとL、う予想、のもとに特別落石よけの装備は持参しないことにした。しかし実際には

落石の危険をさけられる ような場所を見つけることが出来ず，落石K対する対策は必要であった。

フレームは 56 S材ジュラノレミン ・ハイプで外径 50剛 ψ，厚さ 2酬とし，床はハニカムパネノレを考え

たが，富士山での総合テストの結果，ハニカムパネノレの重量が重いこと，持ち運びが不便である(風圧を

受けやすい )ことのために， 2.5 rn:lI!oの鋼硬ワイヤーのネ ットを作成して，このネ ットをフレームK張る

方法とした。山側は直接斜面の上にのせ，谷側は両端近くで2本の柱K支持される。柱の先端は雪または

氷の斜面K対しては直接突込んでアイスハークンを近くに打って固定する。岩の斜面については埋込みポ

ノレ卜(直径 8..)で回定できるようにし，ユニバーサルグョイン卜で柱と床部と結合した。床は山側の 2

隅を各々 2本ずつのハーケン(アイスまたはロ ックハークン)で固定し，谷側は 80ψのナイロンロ ープ

を最低4本張って斜面Kハークンで固定する。テントは，床フレームの 4隅K取り付けた皮帯製のポール

穴にテン トポーノレを差し込み，張り綱を張るだけで容易Kセットできる。

第 5図 南壁第 4キャング(7，500m)κ使用された人工キャンプ台
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人工キャンプ台は 2人用テントを張る大きさに設計されたが，テント設営場所K巾約 50cmの平担地を

見つけることによって，そこに 2入用のキャンプ台をセッ トして 4人用テントを張ることができる。われ

われはこれを 6セット持参し，南壁第 3キャンプ(7，00 0・'m)で2セット，南壁第 4キャンプ (7，500

m)で 1セット使用したが，すべて 4人用テントを張った。人工キャンプ台 1セットの総重量は 17 kgで

ある。現場Kてフレームを組み立て，ネットを張るが，テントを張る時間も含めてこれに要する時間は，

高所でゆ っく り作業するとき隊員 2人，シェルハ 2人の合計 4人で約 2時間であった。固定用ハークンは

普通 14 -1 8本位使用する。

フレームの製作は三室製作所(三鷹市)，ワイヤーネットの製作は大有産業KK(大阪市)にお願いした。

実際に南壁では今年は雪が少なく，人工キャンプ台は必需品となった。さらK高所の 8，00 0 m地点K

おいてもテントの張れる場所は見当らなかったから，どうしてもこのような特殊な装備が今後も必要とな

るであろう。

しかしながら，今後なお重量の点，あるいは操作の簡便さの点で，さらに一層便利なものがほしいとい

う要望が隊員間で多かった。

3. ワイヤー梯子

エペレスト南壁は約 8，10 0 mから 8，400 m にわたって高度差 300mの文字通り垂直の岩壁が広が

っており，南壁から頂上に達するためKは，ここを通って 80 kgの物資を最終キャンプK荷上げする必要

がある。また垂直岩壁のルート工作自体にも何日もかかることが予想された。このため，ここに軽量な縄

ばしごをセ ットして荷上げを容易にすることを考えたが，ナイロンロープによる縄ばしごは，荷重時の伸

びが著しく，登降がやっかL、である。さらに市販の縄ばしどは 1 0 mで約 5旬以上もありかなり 重L、。た

とえばこれを 300m持参すると 15 0 kgもの荷物を 8，000 mより上K荷上げするこ とが必要となりこ

れは 8，00 0 m I'C荷上げする酸素ボンベK匹敵する総重量となる。そこで軽量なワイヤー梯子を新しく設

計した。

これには 2.511111ψ の硬鋼ワイヤーを片側1'C2本ずつ使用し，ふみ棒は外径 19 o厚さ 111111の 75S起々

ジュラ Jレミンを使用した。ふみ榛の固定は簡便な トヨロ ック方式(アノレミニウム合金Kより 2本のワイヤ

ーを圧着する )によ る。 10mのもの 20個， 5 mのも の 10個，合計 250 m分を大有産業社で製作し

た。残念ながら南壁では 8，05 0 mまでしか到達できず，これを使用する前に計画を断念したが，この ワ

イヤーばしごは 10mで重さ 2，5kgと従来のナイロ ンロープのなわばしごや，従来市販されているワ イヤ

ー梯子 (アイガー冬季直登隊使用のもの)よりはるかに軽くな っており，富士山，鷹取山での使用テス ト

の結果も，伸びないために安定性が良く隊員聞で好評であった。

なお， この硬鋼ワイヤーは人工キャ ンプ台の床ネット K使用したものと同材であるが，低温切欠き特性，

および衝撃特性について不安があったため， 筆者の所属する研究室 (東京大学工学部機械工学科鵜戸口研

究室 )のスタップに よって低温および切欠きをつけた状態での引張り試験をしていただいた。その結果は

以下の表K示す通りである。
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第 1表 ワイヤーロープ引張試験

o実験方法 使用試験機:万能引張圧縮試験機

TOM(新興通信株式会社製)

度
・
速位変定の

ふ

ん
m

・

9

b

p

b
 

度速張ロワ

試 片 2.7ψ ワイヤー ロー プ

。
圧着端 f

金具 (ハンドプ以Kて}J[旺)

冷 却 :ドライアイス+メチノレアルコーノレ

温 度:銅ーコンスタンタン熱電対で検出

実験日時 19 7 0年 2月 14日

実験担当:東大 ・鵜戸口研究室松村誠ほか

。実験結果

必 | 温 度 | 変位速度 |彼断荷重 | 破断箇所 備 考

1 I 1 5 'C ;mん机|3 6 4 kg 圧着端子部

2 I 1 5 40 5 圧着端子部

3 I 1 5 2 2 5 6 l欠陥部 中央部ヤスリて多少こする

4 I 1 5 5000 3 1 0 欠陥部

5 I約-40 5000 374 圧着端子部

6 I約一 45 5000 32 1 欠陥部 ニッパー傷挿入

7 I -40 5000 ::: 76 欠陥部 木ハンマーで軽くたたく

8 I -40 5000 400 欠陥部 金属ノ、ンマーで強くたたく

(注) 1o:4， 5は 1本 1本破断

1o:6-8は一度に全部破断

0 芳 察

圧着端子の取付がうまく L、かなかったせいか，そのままの試片では全部圧着端子から破断

した。試片部に多少の傷をつけるとそこが原因となって破断→特に低湿の場合一全部が}外傷K注意

一度に破断。

必 7はワイヤをほぐしただけの感じであるのに，その部分から破断している→ワイヤは.
}使用時の注意

できる限り伸ばして使用。解体・保管時も注意した方がよいと恩われる。
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2.5mmφワイヤー

2本

トヨロ ック

758超々 ジュラルミン

外径 19φ，厚さ 1"

。。の ワイヤ 2.5鴛・6

2本

Cコ
l{) 

トヨロ ック

200 

A部詳細図

第 6図ワイヤ ー 梯 子

これによ って，一応南壁で，-40 '"cの状態においても使用可能であるというめどが付いたが，使用に

あた って，必ず同時に 2人以上の人が同じスパンK体重をのせないことを原則とした。

このワイヤは直径が028聞の細線 42本から出来ている。このため切欠き効果は各々の細線に独自に

働くため，全体的な切断への切欠きの影響は少なL、。理想的 KはさらK低温特性の良いステンレス系の材

料のワイヤーの使用が望ましいが，市販のワイヤーでもナイロンロープを使用する場合K比べると充分軽

量化が可能である。ただしステップは低強度のアノレミニウム合金型材などを使用すると重量の大部分はス

テップの重きとなってしまい全重量は軽くならない。このワイヤー梯子は軽量化の要望が特に強L条件で

の使用であるためK片足をのそるだけの巾にしたが，一般に岩登りをする人が使用する場合~ 10mで，

8 0度の傾斜までなら片足だけの巾のもので充分である。休憩ば片足を岩かどにのぜて出来るし，極度に

困難な場所では月IJ~アプミを持参して併用するのが能率的であろう。

〔編者注〕 ワイヤ梯子のステップの材質については 304頁参照。
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4.スノーバー

登祭用およびアイスフ宏一ノレでのブリッジ，縄ばしごの固定等のために軟雪用のスノーパーを設計した。

これは長さ 1mのもの 100本， 80 cmのもの 80本， 50 cmのもの 30本を持参したが，このうち約8

割を主としてアイスフ定一ノレで使用した。材料は 24Sジュラ jレミン板材で，厚さ 511l1llのものを 90度K

幽げたL字型の断面をしている。先端部は細くなっており，他端近くにカラピナを通す穴が 1カ所あけら

れている。ハンマーの打撃面はこの穴の上方が低くなっており，穴が打撃によってつぶされることを防い

。
だ

設計，製作のための日数が充分でなく，そのため，強度の高い材料の入手が出来ず肉厚が厚く，重くな

ったが，強度的には充分安心して使えた。またやや硬い雪面K打ち込むとき Kは打撃面がつぶれて変形す

るので，今後はこの部分を補強し，硬質の材料を使用して軽量化すると， さらに良いものが出来るだろう。

断面はコの字型にする必要はなく， L字型で充分雪となじんでいた。

1000 

又は 800

下
。a

40 

プレス後の断面

第 7図 スノーパー板型図
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5.酸素ボンベ取付けリング

酸素ボンベを背負子にどう取り付けるかは，従来から定まった方式はなL、。アメリカ隊，イン卜昧など

のエベレストの写真を見ても長いフランス製ボンベを，たて(i(_，ょこに，斜めに，とまちまちである。と

ころが南壁のように作業しやすい平地を求めにくい所では，これを簡便に背負子K取り付けられることが

重量な要求となる。第二次偵察隊の酸素ボンベ使用経験から，この点について強い要求があった。国産ボ

ンベについては特殊な 2本入り専用ザックを作り，これを背負子K取り付けたが，フランス製ボンベKつ

いては第8図のようなリ ングを作成し， このリング2個を背負子にボルト ，ネジで固定し，ボンベを横から

差し込み， ネジで締めつけて匡旋する方法によった。これによって急斜面での取り付け，取りはずしが

簡単化された。材料は 52 Sジュラノレミン板で厚さ1.5..， リベット結合である。重さは 1セット 2個で

0.1 2 kgでこれを 15セット(3 0個)持参してフルに使用した。

1071，11 

材料 52Sアル ミニウム板板厚 1.s圃

りベソ ト 3・ー
( K4ボンベ外径 138骨)

第 8図 酸素ボンベ取付金具
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付 テント用ポールの材料に ついて ※畑栄一

エベレストの登山K際し日本山岳会より，テント支柱用等の材料として軽量で強力なアルミニウム合金

の選択と製造Kついて依頼された。きわめて短期間に製作する必要も考慮し現在世界各国で広〈 使用され

ている， 7075合金をえらんだ。エベレストでの使用結果はきわめて満足すべきものであったときいて安

心した次第である.以下この合金について概説する。

7075合金の開発について

1911年Kウイルム (Wi1m)がジユラルミ3の時効便化現象を発見して以末現在までにすでに

半世紀以上Kわたって多数の優れた強力アルミニウム合金が開発されてきた。同時に学問的Kも多数の

研究がその時効と析出現象の解明K集中され種々の問題について基礎的に説明が可能に左 っている。

一般K合金にはそれぞれ特徴があり，長所も欠点もある。たとえば， AトーCu-Mg系超ジュラノレミン合

金のよう K強度はきわめて大きいが，耐食性K多少の難点があるとか， AI一Mg系合金やAI一Mg-Si

系合金のように耐食也ま良好であるが，強度はさほど大き〈念い左ど，あらゆる点で優れた合金をつ 〈

ることはむずかしい。

本 7075合金はAI-Zn一Mg系の趨強力アルミニウム合金のー穫であって，亜鉛5.6%，マグネシ

ウム 2.5%，銅1.6号令クロム 0.3%，アルミニウム残分の合金である。この系統の合金は，英国でロー

ゼンハインその他の人々 に研究された E合金に端を発している。その後ドイツでサンダ-;iらびにマイ

スナーによって， 1 9 2 6年Kコンストラクタノレの名称て勺くられたものがあるが， 実用化にまでは到

らなかった。

す左わち， AI-Zn-Mg系合金よりも添加元素量を多〈することが可能できわめて強度の大きい合金

がえられるので，古〈からその実用化が期待されたが，こ の合金は残念ながら応力腐食割れ性K敏感で，

当時ではこの現象を防止する方法を講ずることが出来ぜ，合金として信頼性が欠けるため実用材料とし

て使用されるまでKいたらず，長い間日の目をみることがなく埋れたままになっていた。応カ腐食割れ

(Stress - corrosion cracking)の現象は.アルミニウム合金のみならず，黄銅その他

多数の合金Kみられる現象で，応力と腐食環境の両者が同時に作用すると，それが別々K作用 した場合

と比較に念らえtいほど著しい悪影響が生じ，通常の状態ではじゅうぶん靭性を有している材料が，極端

;i脆性破壊を生じる現象である。この現象の起る原因については種々の説があって必ずしも明確になっ

ていないが， AI-Zn一Mg系合金ではZnとMg量が多量K;iるほど著しくなり，この合金を時効処

理を行なった後，外部から応力を負荷した状態で，たとえば 3第食糧水中に浸潰すると短時間の聞に結

晶粒界割れを生じる。このような傾向を持つ材料は実際K使用する場合，外部応力のみならす内部応力

の残留Kよっても，外気中K曝露しておくと，ある期間後突然脆性破壊を起すので，時期割れ(S回 son

cracking)ともいわれている。

戦前，わが固においては住友金属工業伸銅所(現在の住友軽金属工業)研究部Kおいて，五十嵐勇博

生l:)誕住友援金属株式会社研究部長
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士を中心として，北原五郎氏らが，当時最強力であった超ジュラノレミンよりもさらに強力左合金を開発

する目的で， AI-Zn一Mg系合金K法目し，こ の合金の応力腐食割れ防止のための広汎な研究を行左い，

1 9 4 0年VL，A I-Zn-Mg 3元系VLCuを加えて超ジュラ ノレミンと同様念時効硬化の効果をねらうと

とも VL，応力腐食割れ防止K対しては約 0.3%のCrの添加が有効であることを発見し，超ジュラ Jレミ

ンより強力左合金の開発 とその実用化に成功した。これを超々ジュラノレミン ESD(Extra Super 

Duralmin)と名付け，主として航空機構造材として使用された。当時のESDはと <VL強度K重点

を置いたため，現行の 70 7 5合金よりも Zn量が若干多かったが，その後，加工性，耐食性左ど Kも

考慮が払われ改良が加えられ，現在では，高力アルミニウム合金として航空機等の構造材やスポーッ，

レジャー用品在どKも広〈利用されている。

2 70 7 5合金の諸性能

70 7 5合金の成分および機械的性質の規格値を第 1表に示す。

第 1表

Zn 

5.1 

6. 1 

AI 

残 I54切/ゐ

以上

び

8% 

以上

第 2表K他のアル ミニウム合金あるいはアJレミ以外の金属と強度比較を行在った結果を示す。 7075

合金が単位重量当り最も強<，軽さと強さの両方を要求する用途K最適であることを示している。

第 2表 他の合金との強度比較

合金の種類
引張強さ ヤング率

ρ密(101ル度.1n71) 
比強度

。(切/鋪〕 E(kg/倒) ~(1 06111.) ヰづo(1061111l1 
AI-Zn-Mg(7075) 58 7，0 0 0 2.8 2 O. 7 2.50 0 

工業用純AI 1 6 7，0 0 0 2.7 5.9 2，60 0 

AI一Mg (5052) 2 8 7，0 0 0 2. 7 1 0.4 2，600 

AI一Mg-Si(6061) 3 2 7.0 0 0 2. 7 1 1. 8 2，600 

AI-Cu-Mg(2024) 5 0 7，0 0 0 2. 8 1 7. 9 2，50 0 

マグネ γ ウム合金 3 0 4，50 0 1.8 1 6. 7 2， 5 0 0 

チタン合金 70 1 1，0 0 0 4.5 1 5. 6 2. 4 5 0 

ステンレス鋼 100 2 0， 3 0 0 7. 9 1 2.7 2，5 50 

以上のどとき諸性能を有する 707 5合金を用いて，今回，外径 191111l1，肉厚 0.9111111，長さ 1500棚

のパイプをテント支柱用として製作した。製造の概略は， 70 7 5合金鋳塊を 45 0 'cで十分均熱処理

後外径 45棚， 肉厚 5闘の素管K押出し加工し，焼鈍と抽伸をくり返して上記の薄肉管と した。

これを 46 5 'cで溶体化処理後水焼入れを行左1.'， 120'cで 25時間焼戻し処理を行なって T6処理

とした。本材料の各温度Kおける代表的引張性能は第5表K示すとおりで，低温K左るほど強度が増大

しており，鉄鋼Cような低温脆性破壊の心配がないので，エベレスト峰の如き，寒冷地Kおける構造材
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料としては最も適したものと云えよう。

第 5表 各温度での引張性能

試験温度 引張強さ 耐 力 伸

( 'C ) (k9/悦 ) (勾/Jli)

+ 2 4 5 8 5 1 

2 9 60 52 

7 9 6 1 5 3 

-1 96 6 9 60 

• 

ぴ

( %) 

1 1 

1 1 

1 1 

1 2 

制1. ジュラ Jレミン(Duralmin)とはその合金の発

明者であるWilmの所属せるドイツのDu ren 

にあったDu rener Metal Werk A. Gの頭文字

とアルミニウム(Alum inium)の頭文字を組合せて

名づけられたものである。今日では“超ジュラル

ミン"“超々 ジュラノレミン"の如く，高力アルミニウム

合金の代名調のように使われている。

制 2. 本稿は住友軽金属研究部長の畑栄一氏K執筆を依頼した。

ム e
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燃 キヰ

嵯峨野 宏

1 燃料計画の方針

( 1) 燃料の用途としては，①炊事用，②暖房用，③照明用，の三つが考えられるが，計画にあたって燃料

全般に必要とされる用件は，次の六つと考えられる。①熱効率が高い，@軽L、(容器を含めて)，③取

り扱いが容易である，④危険性が少なL、a ⑤運搬しやすL、，@安L、。今回は， これK加えて最終キャン

プが 8，500メートノレとL、う高さになること，および南壁の登肇Kあっては， 8，000メ トル地点に頂上岩

壁攻撃基地をつくる必要があることなどの特殊な条件を考慮し，酸素不足，低温下での燃焼効率軽量

化などの点についてとく K意を用いた。

(2) 隊員数があまりにも多いため，現地購入が可能な燃料については，できうる限り現地調達を行なうこ

とにした。即ちクロシ y灯油についてはカトマンズで購入することとし， また偵察隊の報告Kもとずき

キャラパン，ペース・キャンプでは， 出来るだけ薪を使用することにした。

(3) 燃料の穫類としては，プロパンガスを中心とし，ブタンガス， クロシン灯油，薪を組みあわせて使用

することにした。

(4) 燃料計画の基本的な骨組みを表示すれば次のとおりである。(南壁・東南稜ルートとも)

第 1表 燃料基本計画

二メ三¥ tIC 事 用 暖 房 用 照明用

ブタンガス(シェル
キャラノζ ン 薪 t.t し

パはロウソク)

BO(5，350m) 薪，補助的Kプロパンガス 薪およびプロパンガス 同 上

o 1 ( 6，15 Om ) プロパンガス，補助的にク

-03 ( 7，OOOm) ロシン灯油
必要に応じ炊事用を兼用 同 上

04 (7，500m)以上 ブタンガス 炊事用を兼用 同 上

(注) 1 南壁ノレートについては， 炊事用として 03ら仁上でブタンガスを使用した。

2.長期聞にわたる登山においてはベースキャンフ・の居住性のよさが重要な意味をもっ

てくるため，そのーっとして BOの暖房用としては薪ストープおよびプロパンガスス

トープを携行した。
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2. 実施結果と今後の問題点

全体としての実施結果は良好であった。とくにアルミ合金製プロパン・ボンベの開発Kよって軽量化

がはかられたため，プロパンガスの使用範聞を 04まで広げえた点は，大きなメリットがあった。しかし，

量的には，使用基準が甘かったとと及び管理態勢が不充分であったため，プロパンガスが大幅な不足をき

たした。その他 薪やケロシン灯油についても，管理上の反省点が多かった。とれは，人数があまりにも

多すぎるために生じた誤算ということも云えないことはないが，燃料の使用は日常的なものであるだけ(1(，

管理の仕方によって使用量が大きく右左される点にも留意すべきであった。

以下，それぞれの燃料につき使用結果と問題点を述べることとする。

(1)薪

偵察隊の報告Kよって，現地での調達が可能であることが分っていたので，キャラパン， B.O Kお

ける炊事Kは出来る限り薪を使用することにした。

薪の調達については，キャラパン中は毎日炊事係のシェノレパを先行させて，宿営地附近の現住民K必

要量を用意させるように指示し， キャラパン費( 1人 1日当り隊員 5;レピー， シェノレパ 3;レピー)中よ

り購入してまかなった。 B.Oの薪は，サーダーの指揮の下K平均して 3日κ一度の割で約 20人のポ

ータ ーに 1ロード(約 30kg)30ノレピーで定期的に運び上げさせることにした。

当初の計画では，どの程度が薪K頼れるか不確実であったので，プロパンガスを使っても十分K問K

合うよう予備的な意味をもたせてプロパンガスを余分に準備したが，現地に行ってみて全面的に薪を使

用出来ることがはっきりしたので，キャラパン， B.Oともほとんど薪を使用し， この予備のプロパンガ

スは B.Oで使用すること Lした。

B.O Kおける薪の使用量は， 338 ローに重量Kして約 10屯購入金額はRs.9045 (単価

は約Rs. 1/1kg)，邦価Kして 270，000円相当分Kなる。 l人当りの燃料消費量は約 3kgで， B.O 

では薪の使用量が目立ったが， 1 0屯の薪は石油に積算すれば約 500kg (1(しかならず，やはり B.O

kおいては薪を使用した方がよいと考えられる。

なお， B.O生活における薪使用量は 10屯を越える莫大な量であったが，炊事用のみを考えるなら

結果としてこの量の%程度ですますことが出来たと考えられる。このよう K多くなった原因It.， B.O 

k生活する人数が多いことから，一日三度の食事のため一日中湯を作り，炊事を行なわなければ聞に合

わなかったこともあって， 誤算を生じ，またアイス・フーォ-;L#ーターの天幕で，暖房用に使用されたととも

予想外の薪を消費する一つの原因となった。

なお，われわれの隊は，薪の購入と使用をコァク K一任したが，彼らは作業を楽Kするために，なる

べく多くの薪を使用したがる傾向があり， また 1ロー ド30;レピーで購入することにしたため 1ロード

の中味が粗雑でばらつきが多く，不経済になるので，面倒でも，薪は重量単位で購入することがのぞま

しい。薪の消費 K関しては，数日間シェノレパの使用方法を調査してみた。その結果隊の予定量と合わせて，
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消費を監督すれば，管理がスムーズK行くことがわかった。

なお， B.C.においては，居住性を考慮して，メステ ントの暖房用として，小型の薪ストープ並びに

家庭用のプロパンガス ・ス トープを使用した。その結果B.C.における居住性は向上し，士気を高める

上で大きな効果があった。

(2) プロパ ンガス

プロパンガス ・コ ンロは，ケロシン・コンロ K較べ使用法が簡単で， 高処においても燃焼率が落ちな

い特性をもっている。しかし過去の登山隊においては，ガス自身の重量に較べ容器の重量が余りにも重

いためK敬遠されてきた。われわれはこの点K着目して，ブリヂスト ン液化ヵ・ス闘の全面的なご協力K

よってアJレミ製軽量容器を開発し，神鋼機器棚で製作してもらうことが出来た。

第 2表 容器性能比較表

-------------、、

1 0 kg容器 1. 5 kg容器

一般容器アルミ容器 一般容器アルミ容器

内 畑廿H 積($) 23.5ら比，23.5以上 3.6以よ 3.6以上

容器の内径(J!11!) 310 310 190 190 

容器の肉厚(開) 3.2 3.5 2.4 2.3 

容 器の 長さ (J!JI) 420 420 170 170 

容器の総長(..) 520 560 280 280 

容器の重量(kg) 11.0 4.8 3.1 

フhテクター重量(kg) 1.3 0.5 0.5 

パノレプ重量 (匂)|054 0.54 0.51 0.51 

容器総 重量(kg) 112.84 5.84 4.11 1.51 

(上記の数字は標準値を示す)

，tO 
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(但しモレ主主率主混合液中のものを示す)
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なお今回携行 した容器(ボンベ)

の数は下記の通りである。

i ) 家庭用 10kg容器(ガスこみ

の総重量23-24kg)…12本

ii ) アルミ製 10kg容器(総重

量 16-17kg)…… 88本

iii ) アルミ製 1.5kg容器(総重

量 3kg ) ....・H ・-…… 15本

一般の市販用プロパンガスは，

プロパンガス 7070とブタンガス

30%の如く混合されてお り，使

用時間の経過 と共Kブタ ンの含有

量が増加し、氷点下の状態では残

ガスが生ずるおそれがあり， 最後

まで燃焼しない恐れがある。

そこで，今回は純度の高いプロパ

ンガス(ら…97.5%)をブリヂス

トン液化ガス糊より 提供してもら

った。この純プロパンは， 第 1図

K示す如くー30.CV'eなっても，蒸

気圧は気化の限界といわれる 0.7

k9/械 を越えており，燃焼のため

のガス圧を確保できることがわか

る。 実際に現地においても調子よ



く使用でき残存ガスは全くなく効率よく使用できた。

燃焼器具として叫

i ) 調整器 3kg/h型....・H ・....20個

ii ) 燃焼器としては，中型コンロ(0. 15kg/h~ 大型コンロ( 0.30kg/h)，二重コンロ (0.4協命)

の3種類を携行した。

計画にあたって，プロパンガスの一日の使用基準は第 5表の通りとした。

第 5表 プロパンガス使用基準

使用場所 使用目的 燃焼器の種類 1日当りの 消費量/時間 使用台数
使用時間

大型コンロ 6時間 0.3 kg/ h 2-6 
炊事用

BO 二重コンロ 2 /1 O. 4匂/h 1 

暖房用 エぇ トープ 3 /1 O. 4kg/ h 1-2 

01-03 炊事用 中型コンロ 6 /1 0.2匂/h 2-4 

使用結果は高処の酸素不足による不完全燃焼などもなく良好であった。しかし，鉄製の市販品コ ンロ

を使用したため重量が重く，軽量化の面からはもう一歩進めて，コ ンロの軽量化もはかるべきであった。

また， コンロの仕様Kついてもボンベの種類に応じて交換が可能なように仕様についてもさらに検討す

る必要があろう。

プロパンガスの消費量は，上記使用基準によれば， BO， ABO， 01， 02など多人数の集ったキ

ャンプにおいても，平均して 1日10 kgボンベ0.5本で十分間K合う計算であった的後半に入ると 1

日 1本の割で消費していた。この原因としては薪同様(1(，シェJレパたちにほぼ全面的K管理をまかせてい

たこと，および使用基準を徹底的に教育するまでにいたらなかったことなど管理上の問題が考えられる。

しかし， より根本的なことは，人数 (隊員，シェ ノレパの総人員 )がきわめて多かったため(1(， 集結キャ

ンプのB0， 01， 02などは通常の登山隊では考えられない多人数となり， 集結キャンプというより

“キャンプ村ぬのような状況を呈した。人数が一定以上K多くなると，炊事，照明などの面で燃料使用

量K質的な影響をあたえるこ とは， 準備の段階では見通すととが出来なかった。もし隊の規模が 10人

内外であったならば， このような管理上の問題は起らなかったとも考えられるカミ今回のように隊員数

3 9んシェルパ・ローカノレポータ一等を含めると 100人をこす大世帯となり、前進基地としてのA

BOでさえ，常時20人をこす人聞が滞在するとととなると，通常の登山隊では，キャンフ・地は前進の

ための足場としてのキャ ンフ・であるものが， まるでちがう性格のものとなってしまった。即ち， それぞ

れのキャンプKは必ず何人かの不必要な人聞が滞在しており，集結キャンプは進展のためのキャンプか

ら停滞のためのキャンプとなり，前進基地としての機能においては全~役立たないのにもかかわらず，

物資の使用量ばかりが多くなると L、う結果をきたした。(編者注:そのために第 4ステージ刷工食既

燃料等の関係で不必要な人聞は極力BOへ下ろす処置がとられた。)そうなると，食事を作るための時
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聞をとっても， 雪をとかすということもあって，行動を前提として普通K考えられる倍以上の時聞が必

要になり，結果として予定らL上の燃料を使用することになる。たとえばABOでは，専門K食事を作る

シェノレパが 3人も出来更に調子の悪いシェノレパは，荷上げというよりも隊員の世話係と言 う名目でキ

ャンフ・地の雑役夫にまわりたがる傾向が生れ，隊員もそれを許すとL、う結果となった。隊員の停滞者が

多 くなれば，ひっきりなしに飲物の要求があり，その結果 1日中湯をわかしているということになり，

こういったことが燃料消費の面l'L，京口実にはねかえってきたということがいえる。

計画の段階では，当初いくらか人数がふえても， 1日のコンロ使用時間を 6時間と見ておけば十分と

考えていたの杭 実際には上述のようにABOでさえコンロの使用時聞は平均 15時聞にも達すること

になり，結果的K燃料が不足することとなった。しかし，担当者としての見解では，この点について』久

登山のための燃料計画とし、う観点からすれば，計画内の基準の範囲で処置しきれる規模と運営が望まし

し今回の事態はきわめてまれな例で，異常なものであったと言うことができる。

(3) ブタ ンガス

高処用燃料としては，熱効率携行の民使用の簡便さを考えカー トリツジに入ったブタンガスを使

用した。

使用基準は次のとおりであった。

炊事用に 1日6時間で3本のカートリッジを消費する。炊事方法は各天幕ごとに考え，最大消費時の

コンロ台数は次のとおりとして，燃料使用量を準備した。 04-8台， 05-3台， 06-1台， FO 

3-7台， F04-3台; F05-3台， F 06← 1台，計26台。

結果としては主l'L04以上の炊事用に使用した。市販品コンロは低温低圧室でのテストの結果、高度

7，5000m以上となると炎が青白く長くなり、普常使用の 2倍程度に炎が伸び火力が弱まるととがわか

った。改良型はこの点を考慮して，ノズノレに工夫を加えたのであるが， B.Oで点検aわためにテストを

行なった結果 5，350mの高度ではガスの噴出力が強すぎたため， 高処キャンフ・用の楓包に際しては，

念のために市販品と改良型の二種類を一組にして荷上げするととにした。しかしながら多くの隊員は改

良型ノズルの微調整が難しく，うまく使いこなせなかったため，高処においても改良型はほとんど使用

しなかった。このことは使用法Kあやまりがあったこととあまりにも仕様が微妙にすぎたように思えた。

今後高処で使用するためには，さらにコンロの改良を重ねる必要があると考えられる。

(編者注:ブタ ンガス・パーナーについては314-316頁，参照)

(4) ケロ シン灯油

ケロシ ン灯油は主として暖房用として考え，中間キャンプ (01-03)においてプロパンガスの補

助的な燃料として用意した。それでも量的Kはかなりの量のクロシン灯油を用意したが，カトマンズで

調達した灯油が粗悪であったためK燃焼状態が悪く， また使用法がフ・ロパンガス，ブタンガス K較べて

煩雑であるためシェノレパも隊員も使用を好まず， また荷上げ計画でもプロ パンガスを優先させたため，
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後半， ‘プロパンガスが不足した時点で使用しただけであった。プロパンガス，ブタ ンカ.スがボンベの軽

量化によって実用化できる よう Kなると， もはや石油はヒマラヤの登山の燃料としては過去のものとな

った感がある。

今回の灯油はネパーノレで購入したものであるが， 日本で入手するものに比して不純物の混入が多く，

ガスがノズルKつまりやすくて使用に耐えなかった。したがって，今後クロシン灯油を使用する場合K

は炉過装置に万全を期す必要がある。できることなら日本から運搬することが望ま しし、。

なお，石油ストーブ(プリムス等)の取扱い方法について，往年のシェノレパは習熟していたが，最

近の、ンェノレパはよく知らない者が多いので}使用方法を充分山吉見明する必要があることを痛感した。

ケロシン灯油の使用基準は次の通りである。

第 4表 クロシン灯油使用基準

場 所 コンロ数 一日の消費量 備 考

B . C 2 ~ 6台 1台当り， 1時 コンロはオ プテ ィ

C 1 2 ~ 4台 間 200ccの 消費 マス社のノズノレ調 l

C 2 3 ~ 5台 量で 1日 4時間 節のできるも のを

C 3 2 ~ 3台 とみて 800cc と 2 0台携行した。

F C 3 2 ~ 3台 した。
L一 一」

(5) ローソク，ブタンランプ(照明用)

照明用については，ブタンガス・ランプとローソクを用意し，最終キャンプ.を除いてはブタンガス・

ランプを使用した。

ローソクはキャラパン中の予慌及びシェノレパ天幕の照明 K用いた。また最終キャンプは人数が少な

い為Kローソクを荷上げしたが失敗した。 8，500mの酸素不足の高処では燃焼せず全く役K立たなかっ

たからである。

ブタンガス・ランプ・は照明だけでなく，高処の少人数の天幕では暖房もかね明るく，快適な生活具で

あった。運搬に対しホヤがガラス製であること， マン トノレが繊維性でくずれやすいことの二点を改良す

れば明るさ，携行の便，効率性等を総合的K判断しても有効な器具であると考えられる。

なお，キャラパン中メス・テントの照明，隊員用テントの照明としてガソリン・ランプ(白陽灯)を

カトマンズで購入して持参したが，明るいので好評であった。

ベース・キャンプにおける照明は，発電機Kより 電灯をつけたので，炊事テン ト，メ ス・テント，娯

楽テントは都会と変らなかった。

3. 燃料の計画量と消費量について

前項Kて詳述したように計画して必要量を携行したが，実際の消費量との聞にはかなりのずれが生じた。

その聞の関係は第 5表の通りであるが，結果的にみると プロパンガスが不足しクロシン， ブタンガスが余

q
L
 

qa 



ることとなった。 プロパンガスの不足分は B.CI'(おいて薪でカバーした。クロ シン， ブタンガスKつい

ては前項でのベた通 り， 高所キャ ンフ・の宿泊人員が少なかったこと も事実だが， C 2， C 3等での炊事方

'式をかえるこ とにより，かなり 有効K使用できたとも考えられる。

(編者注 :燃料並びK炊事具関係の携行品リストについては，資料編の「装備燃料リスト jの項を参照さ

れたL、。 )

第 5表 燃料品種別，キャ ンプ別計画量 と実際の消費量

キ¥ャシ品引種別剖¥ 

プロパンガス ケロ シン ブタンガ ス ブタンガス ローソク

(kg) ( 1.) (コンロ用)(本) (ラ刀.用)(本) (本)

計画量消 費量 計画量消費量 計画量消費量 計画量消費量 計画量消費量

キャラパン 60 30 60 50 80 75 

BC 514 200 243 80 149 130 120 

C 1 244 280 130 180 1 5 37 25 122 

C 2 (ABC) 97 100 82 20 36 55 60 

C 3 74 64 20 17 15 19 

C 4 249 90 12 6 11 350 

C 5 93 50 5 5 7 

C 6 27 12 9 

FC2 80 10 10 

FC3 4.5 52 312 1 5 22 5 23 

FC4 141 20 20 

FC5 69 1 4 

FC6 12 2 

合計 989 984.5 571 320 903 252 328 331 192 350 

携行した量 .045 600 1000 400 540 

制 FC2の計画量はC2K含まれる。

q
d
 

qδ 
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付: 高所キャンプ用ブタンパーナについて

※ 井上 潤

松村雄 次
概 要

高所におけるガス燃焼の問題点は，

( i ) 空気が稀薄で， 酸素分圧低下Kよるガスの不完全燃焼。

( ii ) 低気温K基因する燃料の蒸発不良。 (ブタンガスの噴出量減少 )

( iii)気圧低下によるブタンガス噴出量の増九

( iv)強風Kよる炎の吹き消え。

等である。これらの問題について 2-3の実験を行った結果， うまく設計されたブタ ンパーナは高度

800 0 mでも十分使用できることを確認 し， JAOエベレス ト登山隊(1 9 70年 )は， 高所キャ ン

プKはすべてブタンパーナを使用した。

高所では，気象と高度変化K応じて，パーナ使用上若干の技術が必要である。 特Kテント内でパーナ

を使用する際は，所要の熱量を得ることのほか，テントの換気K注意し，ガスの不完全燃焼を防止し，

00の蓄積を防がねばならなL、。これKついては目下パーナの性能と，テントの通気性や換気 との関連

において武庫川女子大Kて研究中である。

ブタンパーナの構造

市販の燃料カートリッジ式のフ・タンパーナ， 商社名 LUMOGA.S(下表のI型)お よびそのパーナのバー

ナトップとノズノレを改良したもの (11型〉の 2種をほ X同数づっ，合計 25ケ使用した。

卜¥ノズル径 パーナト ップ
一 次

空気孔

(1) 型 0.27m明五百 円孔 1.8.Ox3 0ケX3段
2ケ

内側金網張り

(ll) 型 0.4 Omm.O ターグット型 ・パーナトップ 4ク

一一一

(1)型のパーナトップ

000000000000 o 0 O~O~ 0 0 00000 0 
'0 -0 0 00  0 0 0 0 0 0 C) 0 

(注) ※大阪ガス株式会社

第 1図
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ガス消費量 (平地Kて)
1 2.c 1 .C 

l，450 k caJll Kr 850Kcなr

2，80 OKc~r l，500Kcakノr 

CII)型のパーナトッフ.

熱効率1

50第

45必



高所でのパーす性能5 

パーナインプット(ブタンガス嘆出量)('(対する高度の影響3-1 

気温と気圧の低下が，パーナインプット K大きな影響を及ぼす。低温ではブタンの蒸気圧が著しく

小さくなり， 平地では燃料がo'C以下に左るとブタンパーナは使用できな」、。(第 1図参照)

o 'C以下でも使用できる。実験的Kも高度 8，00 0 m相当気圧でしかし高所では大気圧が低いので，

は， 気温一20 'Cでプタンパーナは使用可能である。パーナのガス噴出量は次式で表わされるから，

(宵t'/hr)ガス噴出量但し， Q
3
7
 

係数k 

ノズJレの径d 

ガス蒸気圧一大気圧

ガスの比重

パーナは十分な能力を出す。(第2---3図参照)

6.p 

T 

式中の6.pが十分な値をもつかぎり，

インフ高度変化と，気温変化でム pが変るので，パーナ使用時Kコックの絞り加減で，

7 トの調節ができる構造Kしておく必要がある。

登山中には，

高度と大気圧

15000 

州

大
気
圧

↑

|

100 

N-プタ yの

1500 

温度 ー 蒸気圧(田Hgl

760 

。p=l50皿 Hg

500 

1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 (m 

一一一+高度

第 5図

P
D
 ・-

9
d
 

。30(1::) o 10 20 

一一一+外気温

第 2図

ー10
O 
-40 -30 -20 



3-2 稀薄空気中でのガス燃焼

高度 8，000 mでは大気圧は平地の%である。空気が稀薄な所でのガス燃焼をみるため，低圧，

低温室内でブタンパーナの燃焼状態を観察した。実験に使用 したパーナは，前記の (I)(II)のパ

ーナである。結果を次に記す。

く低圧 ・低温室Kおけるブタンパーナ燃焼試験>

実験日時: 1 9 6 9年 10月20日

実験場所 : 立川航空医学実験隊，第 3研究室

実験内容: 室内の気圧を 230 1II111Hg，室温を一 23"Cの条件まで実験する。室内へ新鮮空気を供

給し左がら吸引減圧し，パーナ附近の風速は 1m/sec程度である。ガスコックをリ

モコン開閉し，放電点火して，パーナの燃焼状態を観察する。

実験結果

気温 (1)型パーナ 但) 型パーナ

-23"C 
6つ…安島

ゆらゆら点火する。(火勢は薄弱 )

7，000 火つきが安定化する。 燃焼や L良好。輝炎念し。

8，000 ちょろちょろ燃える程度(火勢は薄弱 )燃焼良好，青い炎でよく燃える。

9.000 J '" 火勢良好。

-2"C 6，ooom 青い炎でよく燃えるが，火勢が強す

炎が若干伸び気味であるが燃焼良好。 ぎて，炎が飛び気味である。ガスコ

8.000 (十分使用できる。〕 ックで火勢の調節が必要である。

一般的傾向として高度があると，炎は若干(申びぎみKなるが， ガスは完全燃焼する。

気温-2"Cのときは(1 )型パーナで十分であるが，更K低温に左ると(II )型パーナが有利である。

住)本稿は，専門分野K亘るため大阪ヵ・ス株式会社の井上潤，松村雄次の両氏K執筆を依頼した。
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通信機・電源、

ま え tJ) き

芳野赴夫

河野 長

ヒマラヤ登山のよう K多数のキャンプを設営し，多数の隊員がこれらのキャンプK分散して複雑な登山

活動をおこなう場合，パーティ相互間および各キャンプ間の連絡の完全な確保は，直接・間援に登山活動

K影響し，登山の成否を左右する重大な要素となる。ヒマラヤ登山において無線電話が本格的に使用され

始めたのは 1953年の英国のエベレス ト隊からで，我が固でも 1956年の日本山岳会第 3次マナスノレ

登山隊において初めて完全な成功をおさめた。しかし当時の通信機は真空管を用いていたため，今日のト

ランクスタ使用のものに比較して機器の寸法も大きく，重量も約 10倍あり，その上電池の寿命は約 10 

分の 1とL、う状態であった。

今日では，移動用ウォーキー ・トーキーはすべてト ランクスタ 化され，機著書の形態・重量等は非常に簡

略で高性能のものが作られている。しかし，ヒマラヤでは電波の山岳伝播の複雑性と，それK加えて高所

で使用される場合，かなりの高温から-30.C以下の低温に至る極めて広範囲な温度変化と，雪まみれで

使用される非常に苛酷な条件下K置かれており ，その上取扱い，操作の簡便さ，保守の容易性等の条件が

加えられる。しかしながら， トランジスタ ，電池等は温度の影響を受け易く ，特K低温下で性能低下が著

しいので，これ等の点の解決が重要となって来る。

今回のエベレスト登山に当っては，マナスノレ以後の幾多の経験をもと K，南極観測隊用K開発された耐

低温K関する新技術を採り入れた機器を用い，全体の通信回線については，登山関係者だけでなく ，電気

通信大学電波物理学研究室と協力して綿密なネッ トワークを設計し，登頂時においても，アタック中から

頂上K達するまで，前進ペースキ ャンプであるC. 2( 6，4 50 m )と，常時交信を確保し，連絡を保ち続け

ることができた。

通信回線設計

日本エベレスト登山隊の通信回線は， 5，35 om にあるペース ・キャンプ (B.C)を1つのキーステーシ

ョンとして，クーンブ氷河のアイス・フォーノレを登り， 6，4 50mのウエスタン・ク-4亡前進ベース・キマ

ンプ (A.B.C) を作る。登山計画では，こ Lからクーンフ.盆地を登りつめ，ローツェ ・フェースを登っ

てサウスコル (7，986m) K達し，南東稜より頂上K至る南東稜隊と， A.B.C より直接南壁を登っ

て頂上K主る南壁隊との 2隊K別れて登頂を目指す予定であった。

この登山計画Kしたがって，通信回線を設計するわけであるが，山岳地の篭波伝矯特性の点から，最も

問題となる点は BC-ABC聞の電波通路が第 1図の電波伝播通路断面図K示すように，見通しでなく ，

回折伝播となり，同時K距離も長くなってこの2点聞の通信を確保するためK，特に考慮せねばならなL、。
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BC-ローツェ壁の取付き部に至る回線では特にとの傾向が著しL、。その他のキャンプ予定地および登

山予定通路と ABC聞を結ぶ電波通路 (ABCーサウス ・コ ノレー頂上)およ び (ABC-南壁一頂上)は

いずれも，ほとんど見通し領域にあり ，その距離も約 4Km以下にあるので，特K電波伝播上問題となると

ころは無L、。(第 1図参照)

9000 

高 8000

度
7000 

6000 

5000 

距隊。 3km 

第 1図 BC-頂上聞の各キャンプ位置のプロフィーノレ・マップ

そこで，登山計画にしたがい，登山時期を 3つに別け，夫々の期間中は，夫々の目的により重点的K通

信機の配置を考えること Kした。すなit3ち，

1. 荷上げ期

との時期は，登山初期から中期にかけて，アイス フォーノレの通路開拓と，この通路を通って物資を A

B C I'C荷上げするので，この聞に通信機の配置は主として BCを中心I'C，次第K移動距離を婚し，最後

にABCを建設すると， BC-デポ -CI-ABC間の通信が常に確保されねばならなL、。したがっ

て，この期間の通信機の配置は， BCI'C大型通信機と高利得アンテナを固定し，荷上げ隊は移動用の中

型通信機を持って行動し，最後にABC建設に伴なって， ABC用の大型通信機を運び上げ， ABC附

近で電波伝播上適当な地点をきがして高利得アンテナを設置して， BC-ABC聞の通信網を確保設定

する。

2. 東南稜登頂期

南援のjレート偵察K並行して，ローツェ・フェース， サウス・コノレ，東南稜，頂上と延びて行く通信

網を考える。との時期には，隊長の常駐する BCと登挙隊長の常駐する ABCの聞の通信回線を確保す

ると同時I'C，一方は南壁，東南稜K対する登祭隊長の指揮をとる必要から，この期間の通信基地はAB

CI'C移り， ABCをキーステーションとした全隊の通信制御がおこなわれなければならなL、。
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そのためにABCKは大型通信機と， 高能率アンテナを設置し，ローツェ・フェース以上の高所で行

動する隊員Kは特K超小型軽量の機器を配して，高所での負担を軽減するととも K，一方に大型通信機

を使用することにより通信の確実性を増す。なおABC局用の高能率アンテナは， BC方向， ロー ツェ

壁方向，頂上方向，荷壁方向，ヌプッエ壁と各側からの反射電波を受けて通話せねばならないので，無

指向性が要求される。

3. 南壁登頂期

2.で述べた東南稜畳頂期と同様KABCを中央局として，南壁隊は超小型軽量な機器を持参し，また

同時に南壁隊を支援するための東南稜隊とも常時通信を確保せねばならず， 最も通信量の増大する期間である。

上記の よう K，3時期に別けて， 夫々その時期の特徴を考慮して通信機の配置計画を建てる ことにより，

通信機配置K伴うスぺア電池の配分計画を容易にし，また，あらかじめ電波伝播特性K対する地形の影響

を考慮して，通信体系を作っておくことができるので，これKよって初めて通信機器の機能を完全 に発揮

させることが可能となるのであって，非常K重要な意義がある。

過去の経験から，ヒマラヤK於ける通信では，移動中 K通信をおこなう必要性は，極く特殊の場合を除

いて非常に低く，主な通信量は，ペース・キ ャンプ，前進ペース ・キャンプ，最前線キ ャンプ聞が最も多

い。したがって，前述した如く，大型でも出力が大きく，感度の優れた機器をこれら 3ケ所K配置し，高

能翠アンテナを設置して常時安定に通話できる固定通信網を作り，移動隊に対しては，通達距離を犠牲に

しても超小型軽量で移動中でも操作し易いものを用L、，最寄の固定局と通話できるようにすれば，充分な

ネットワ ークを作成することができる。また南壁隊では，アンテナと壁面の聞の寸法が接近し，往々壁面

と並行して用いられると考えられるので，壁面が反射器として作用し， 場合Kよって壁の直下のABCK

到達し難くなる場合も起るこ とを考慮する必要がある。

周波数の 選定

1 9 5 6年のマナスノレ隊に関する通信機の報告で述べた通 り，今回の使用周波数の選定に当って，当初

は 40阻 Iz-50阻lz程度の VHF帯を使用する予定であった。すなわち この周波帯ではアンテナ寸

法が登山用として手頃な長きになり，その上，回折伝播損失も大きくはならないので両者の得失がパラン

スして，好結果が期待できるからである。しかし，今回の特殊事情として，時期的K極めて高い耐候性を

有する機器を新たに開発 ・製造するための充分の時間が与えられなかった。そこで，前述諸条件を満足す

る耐候性を有する機器として， たまたま日本南極観測隊のために開発され，南極で使用し，オーバーホー

ノレのための日本K待帰られていた機器を文部省・関係当局の御好意により借用できたので，周波数として

は南極隊用割当周波数，27.075班lzを用いること Kなった。

このため，アンテナ寸法が山岳地用としてはやや大型となり，持運びK不便となった。また高所用極小

型機のアンテナ寸法は， 必要な共振長である 4分の l波長K比較して半分程短縮され，や L能率が低下し
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た。

その他の問題点としては，今回の特殊事情の一つであるが，同時期K日本エペレス卜・スキー遠征隊が

至近距離にて行動して居り，こちらも同じ 27MHz帯の市民パンドを使用するため，その聞に混信を起こ

す恐れがあった。この点幸いに使用機器が南極隊のもので，その割当周波数27.075班Izはスキー隊の持

つ市民パンドとやや異って居り，その点は回避できた。しかし実際Kは.至近距厳にあったキャンプ同志、

で電力の大きい場合には，若干の混信を生じ，互いに通信のメリットを落す結果となっている。

各キャンプ聞の電界強震計算と菅平における伝播実験

第 1図はペース・キャンプより頂上に至る各キャンプ相互間の電波伝播通路のプロフィール図である。

これに見られるように， BC-ABC聞を除き，登頂予定通路は全部見通し状態にあり，通信回路設計上

では非常K簡単であった。そこでBC-ABC聞について，第1図K大体似た距離，似た回折通路を選び，

実際K電波を送信して回折波の電界強度を確認するとともに，各機器の取扱い，動作状態の実験，隊員訓

練を兼ねて，昭和45年 1月 27日-3 1日Kかけて， 長野県菅平の電気通信大学・菅平宇宙電波観測所

を中心とした付近の山岳で，河野， 長田，加納の 3隊員と芳野，田中(正)の 2準備委員が参加して実験

をおこない， ABC， BCK設置予定のグランド・プレーン・アンテナを用¥"実際K通信をおとな¥" 

同時に 5 Wパワー・ブースターの実用性についても研究し，その実用可能であることを確認した。

第 1図K示すように， BC-ABC聞は，距離も 6Km以上あり，アイス・フォールによるかぶりも大き

いとと。その上， ABCは登山行程上，通路全体の大路中央に位置するため指向性アンテナは使用できな

い。また受信電界強度の計算値は出力 0.5W，アンテナは 27阻 z帯用グランド・プレーン鮒旨向性アンテ

ナを用いた場合，受信機アンテナ端子で4.5-7.5μV となる。これは使用受信機のスレシオJレド・ノイズ

・レベJレに非常に近いので，大型機だけでは若干，ξワー不足気味である。そこで必要の場合出力 5Wのパ

ワー・ブースターを附加できるように考慮した。

7ンテナは前述のように鮒首向性となるので，周囲の岩壁の多重反射波，多重回折波を受信し，設置場

所Kより電界強度の大きな変動が起るので， BC，特KABCのアンテナ設置場所Kついては，現場で隊

員が実際に通話しながらアンテナを移動して， Terrain Factorの最良点をきがし求めて設置する

こととしTこ。

ヒマラヤ登山用通信機器の特殊性

この問題Kついては，すでにマナスル 1954-56において詳述した通りであるが，特にその時代と

現在との聞で大きく異る点は，

(1 ) 当時は真空管式であったが，今日ではすべてトラ ンジスタ化きれていること。

(2) 配線方式がプリン ト化されている こと。

(3) イ物部品が非常K小形化されている こと，同時K半導体材料の使用量が矯えていること。

(4) 使用電池が非常K小形化されており， 電池の寿命の対容量，対重量特性が非常K改善されているこ
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と。

(5) 機捺の寸法 ・重量が非常に小形軽量化されていること。

(6) 機器の所要消費電力が非常に少ないこと。

等である。特にトランクスタ化された場合， トランクスタ，ダイオード等の半導体材料は，その特性が温

度の影響を強く受け，こと K低温での特性劣化が著しい点VL，現在の新らしい問題が生ずる。

ヒマラヤ地方のように，高所において夜間の気温低下が著し く，-4 O.Cにも達し，一方日中の氷河上で

は+30.c近くまでも混度上昇し，一日の湿度差が6O.cを越える場所でのトランジスタの特性は，この

温度変化K伴って大巾K変化するので，このような地点で使用する機器Kついては，温度補償対策につい

て充分な研究をおこなわねばならない。この点については， 1 9 6 5年頃を中心VL，南極観測l隊用トラン

司

出

2.0 

1.5 

ii!i! 1.0 

主三

単調 0.5 

-60 -40 -20 
。。 +20 +40 十60

温度(1: ) 

第2図温度補償抵抗の温度特性

OUTPUT 

R" 
R，. 温度補償抵抗

R， 負荷低抗

R5 

+B 

第る図 トランジスタ回路の温度補償回路
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シーパーをトランジスタ化する一連

の研究がおとなわれ，電気通信大学

・電波物理研究室と株式会社エニー

より，温度変化K正比例して抵抗値

の変化する半導体温度補償抵抗(ポ

ジスタ)を， トランヅスタ回路のエ

ミッタバイアス回路K挿入して，

4 0てまで実用可能なトランシーパ

ーの試作K成功し，南極観測隊K使

用きれている。

第2図は この温度補償抵抗の温度

特性を示す一例で，この抵抗を用い

て第 5図の回路を作り，その動特性

を示した図が第4図である。この温

度補償回路によって -40.Cー十30て

の温度変化K対し，一定の性能を保

持し得るトランシーパーが完成した

のである。

その他の耐寒対策Kは，従来より

保温袋を用いていた。しかし，マナ

スル隊当時は真空管式のため，機器

自体の発熱がかなりあり，モノレトプ

レーンによる保温袋の効果がかなり

期待できたが， トラン ジスタ式では

機器自身の温度を上昇さぜ得る程の



発熱効果は期待できないので，保獲

れたため，機器に対する取扱いが乱

その保護のた

袋の効用は無L、。しかし，小形化き

暴となりやすいので，

めK，最小型機K保護兼保温袋を作

った。なお使用したモノレトプレーン

は通気性を持たない材質を選び，湿

モJレトったま L冷却した場合でも，

1.2 
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出
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2SC140 
プレーンの硬化が起きないように考

慮、をはらった。

第 5図K，今回使用した大型機
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通信機用電源

今回の電源設計全般にわたる詳細については後述するが，この章では通信機の電源Kついて，その設計，

計画等の特徴を述べる。通信機のトランジスタ化が進むKつれて， トランシーパーの所用電流容量が低下

し， 電池も低電圧，小形容量の もので充分となった。すなわち， トランシーパーでは，出力回路の消費電

流が送信時にや L増える程度で，受信機部を流れる電流はミリ・アンペアのオーダーですむよう Kなって

来てL、る。しかし，微少電流では電流による電池内部に発生する熱による温度上昇を期待することは，ま

ったく不可能であるので，電池の温度低下に伴なう電池容量の低下を防ぐ対策が新たな問題として，再び

クローズ・ 7-:1プされて来た。

プレモンスーン期のヒマラヤでは，高度 5，OOOm附近における晴天の日中の氷河上の気温は，しばしば

+ 2 O'c以上に昇り， 7000m附近でも o'C以上に昇る。一方時天の深夜から明方にかけては 5000m附

近で 3月下旬頃約一 20.c， 5月中句頃約 0・C， 7000m附近で 5月中句頃K約一 25'C，8000m以上

て廿ー 30 'C以下に低下する。このように日中と夜間で温度変化が激しい点がヒマラヤ独特のもので極地

方と大いに異なる点である。

従って，電池について見ると常K低温下I'L曝されているわけでなく，激しい温度の高低の中にあって熱

慣性があり，それ程電池内部までは冷えていなL、。また，電池の寸法が小形となったので簡単な取扱上の

注意によって保温をしたり，

使用前K温めることも容易と

〉

) 

『
』

1 = 3 00 mA I なった。以上のような点を考
UM-IN I 

ネオ・イ トァプl 慮すると， ヒマラヤでは，特

、、、、
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第6図 UM-IN単一型乾電池の温度特性
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5.0 

K南極のように焼結形ニブク

ル・カドミウム電池等の低温

用電池を使用しなくても，一

販に市販されている UM形乾

電池を主体として充分使用す

ることができる。第6図は市

販のUM形乾電池の低温特性

で，現在市販されている乾電

池の中ではユニ特単一型又は，

ネオハイトッ プ特単一型が一

1 0 'C附近まで実用容量を保

って居 り，今回はこれを用い

ることにしTこ。

また B.0， A B 0の固定局



用の震源には，小型乾電池を用いることは取扱い上無駄が多 く，また長時間連続使用するためKも不便で

あるので，、大容量の鉛蓄電池を用L、むこの蓄電池は放電すると， B.Cでは発動発電機で充電し使用し

た。特KB.Cでは気象用フ ァク シミ リ受信機その他の電力を要する多くの観測装置に電源を供給する必

要があるので， 2ケの 12V30AHの鉛蓄電池 (GS-N-30改)を交互K充電して用いた。 ABCでは，

使用電力が少ないので，大容量の鉛蓄電池 (GS-N40改)および (GS-N24改)を数個使用すること Kよ

って， ABCの全開設期聞を使用することができた。第2次偵察隊においては低温特性の優れたニッケノレ

・カドミウム・アルカリ蓄電池(1 2V-30 AH)を使用したが， これは現地での初充電が非常に難かしい

ので液入 りのま L送った。 しかし，梱包および輸送中に液がもれ， 1個を使用不能とした。その経験に基

ずき本隊では，充電後密封加工をして液を抜き，使用時には注液すると直ちK全容量の蓄電池として動作

することができる， ドラ イ加工式注液形鉛蓄電池を使用した。これは非常な成功で，ニッケlレ・カドミウ

ム蓄電池より 重く，低温特性も劣るが，価格がはるかK安く，液漏れによる使用不能といった事態も皆無

となり，荷上げ時の取扱いも非常K簡単となる等，大成功であった。

使 用 通信 機

1. 0.5 W型固定局 (エニーFB一700D...波 TR-15) 

これは南極観測l隊雪上車塔載用として，電気通信大学 ・電波物理学研究室と株式会社エニーとの協同

開発Kよって 1965年開発されたも ので，電池内蔵型と外部電源 (DC一12V)によるものとがある。

雪上車塔載用のため構造は非常に頑丈であ り， ニァケノレ・カドミウム電池内蔵形の低湿特性は+5 O'C 

より -40てまで送信出力は 0.5W

一定， 受信感度偏差は土5dB以内

とL、う。非常K安定した性能を有し

第 7図 固定局用 トランシーノ牛ーの外観(エ:::.-FB-700D)
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ている。

本機の外観は第 7固に，儲 Eは第

l表に示す通りである。本機は電池

内蔵形を 2台，外部電源型を 2台使

用した。使用キャ ンプは， BC， A 

BCで，特KABCではキーステー

ションとしての重要な機能をになっ

'・ー。

2. 0.1 W型中間キャンプ局(エニ

-FB-200D…波TR-16)

南極観視IJ隊移動用として， 0.5 

W型と同様 19 6 5年開発された

もので，その後改良が加えられ，



重量も軽減され，性能も向上している。旧型，新型とも， ニッケノレ ・カド ミウム電池を内蔵し，新型の

低温特性は更に向上している。とれらは南極用として構造の頑丈さを主として開発設計された関係上，

登山用と して用いる場合に重量がやや重い欠点があるが，温度特性は前述の FB一700D と殆んど同様

で非常に優秀であり，エベレスト隊では中間キャン プ局用 として使用した。 今回は，旧型を 6台，改良

型を 2台持参した。

本機の外観は第8図K性能は第 1表に示す通りである。

第 1表 トラ ンシーパ ーの 主 要 性 能

機 種 高所移動隊用固定局用 中間キャンプ局用

型

使

式

用 範

名|エニ-FB一700D エニ-FB-200D

囲|ベースキャンプ，前進ぺ|東南稜ノレー ト・サウスコ

ースキャンプ |ノレ以下の各キャンプ

周波数 (阻fz) 127.075 

定格 出 力 (W) I 0.5 

有効通遠距離(帥 I15 

通 信 方 式 |プレス トーク式

変 調方式

周波数変差 (KHz)

受信方式

A3 

土 0.005%以内

RF 2段増巾シングJレ

27.075 

0.1 

5 

プレス トーク式

A3 

土 0.005%以内

RF 1段増巾シングノレ

スーパー一 スーパー

受信感 度 I3μV， S/N 10 dB 

I 50mW 

帯域巾(阻ル/6dB) I -6dBで6KHz

使用温度 I-30・(--+50'(

重量 (kg) I 4.5 

5μV， S/N 10dB 

20mW 

-6dBで 6KHz

30'(-+50'C 

2.0 

220x80X192 1115X220X50 

ネオ ・ハイト ァプ単 1 Iネオ・ ハイト ップ単 3

X10内蔵文は 12V外部 IX 8内蔵文はX12内蔵

電 源、 寿 命|ネオ・ハイトップ.で |ハイトッ プで

(送:受=1 4連続) I 0'C172hr I O'C 30hr 

寸

電
源

法 (mm ) 

電 池

-30'C 64hr I -30'C 10hr 

製 造 者 |株式会社エニ

(改造 者 )

株式会社エニー

ソニー ICB-160改

南壁，頂上，サウ スコノレ

以上の東南稜

27.075 

0.1 

5 

プレス トーク式

A3 

土 0.009%以内

RF 1段櫓巾シ ングノレ

スーパ一方式

10μV， S/N 10dB 

20mW 

-6dBで 6KHz

-10て~斗40'C

0.27 

3 Ox 12 Ox 2 0 

ノ、イトップ'006PX1

内蔵

0・C 26 h r 

-30て 12 h r 

ソニー株式会社

(電気通信大学 ・電波

物理研究室)
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第 8図 中間キャンプ用トランシーパーの外観(エニ-FB-2 0 OD) 

3. 0.1 W超小形移動局(ソニー IOB-160改 )

ヒマラヤ登山のように 8，OOOmを超す高所で行動する場合，酸素の欠乏を筆頭I'C，低温，その他，肉

体的に非常K大きな疲労が加わり ，加えて，その状態のま L長時間極度に困難な登山を行なわねばなら

ない。そのような一種の極限状態で使用される通信機は，第ーに小型で軽量であり，絶対K誤操作の無

い取扱い容量のものでなければならない。このような極めて苛酷な要求を満足するためには，低温特性

の補償等の重量増加の原因となる項目は，ある程度犠牲にしても軽量化K努めねばならないと考えられ

る。

今回は上記の目的に合致するものとして，重量わずか 270!}rの高感度な性能を持ち，防水構造の非

常に小型なソ ニー IOB-160 型を選定し，低温特性の改善等，電気通信大学 ・電波物理研究室におい

て若干の改造をおこない使用した。この機器は，特に低混対策は施こされていないけれども，極めて小

型のため，極寒時Kは羽毛服のポケット内に入れ，簡単に保温ができるので，現地においても，一寸し

£
U
 

内

4
9
d
 



た保温上の注意によ って充分高所移動隊用K使用できた。

本機はABO以上の各キャンプ，頂上アタック隊，サポート隊，南壁隊用として計 6台を用意した。

本機の外観を第 9図K，性能を第 1表 K示す。

1L6.勘
第9図 高所移動隊用トラン・ンーパーの外観(ソニー 10B-160改)

4. パワーブースター (ハムセンタ -MER1T-8B)

BO， ABO間の電波の回折損失が計算値より大きく， 0.5W固定局と固定局用グランド ・プレー ン

・アンテナを用いても通話不能の時K， 0.5Wの出力を 5WK増力するための装置で，コロイド蓄電池

を内蔵して居り， 0.5W型機のアンテナ端子とアンテナ・ケーブル聞に挿入するのみで使用することが

できる装置であり-{ 2台を準備した。

5. 固定局〈基地局〉周グランド・プレーン・アンテナ(アサヒ ASー10GP)

BO， ABO聞は距離が長 く，回折損失も大きいので， FB一700D附属のアンテナでは利得が不足

弓'
の
ん

今
、

u



ローツエ・フエース，東南稜，南壁方向，およびこれらの電波がヌプッエ・フする。また ABC方向，

エースで反射する場合等の電波の

到来方向を考慮すると，単一指向

性を持ったビーム・アンテナを使

用することはできず，全方向K均

ーな指向性を持つ無指向性アンテ

ナを使用しなければならなL、。とh
・h

干

N
M B の要求を満足するものとして，

4分の 1波長

アンテナの外観は第 10図W:，性

長さ 10mの 7C-2V同軸

、，
、一

れらのアンテナとト ランシーパー

聞は，

の素子を有するグランド・ プレー

ン・アンテナを設置し， 全方向の

使用したグランド・プレーン・

能は第 2表K示す通りであり，

感度の矯大をはかった。

ABC用には，C， 

クープノレを用いて結合した。単位:粍

中間キャンプ局，高所移動局の10GP アサヒ AS

アンテナの長さが 4

分の 1波長より若干短かし放射

アンテナは，

能率も低下したが， 登山用の目的
BC， ABC用グランド・フレーン・アンヲナの外観第 10'図

で，夫々 FB-200D，ICB-160 改附属のホイァ プ ・アンテナを使用した。其の他若干の半波長垂直

タ・イポーノレ・アンテナも用意し，必要K応じて中間キャンプ局等でスペアーとして使用した。

ベース ・キャンプ，前進ベースキャンプ用グランド・プレーン・アンテナの性能第 2表

ベース・キャンプ，前進ベース ・キャ ンプ置位用使

AS-10GP アサヒ格規

垂直偏波，鮒旨向性グランド・プレーン型，式型

2 7.07 5 MHz 数波周用使

土 150KHz)

O. dB 

1.3以下(27.075阻-lz

40m/s/0列 60m/s/5，00 Om， 

得

比大定在波

矛0

最

10 Om/ s/7，0 0 0 m， 度強風耐

4.7kg 量重

アサヒ・ア ンテナ株式会社
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6. 其の他の通信俊器

B C， A B Cでは短波通信ニュースの受信 インド気象庁の天気予報の受信のために，全波受信機

(松下電気ナショナJレ・パナソニヅク RF-50 0 0) 

2台， BCKはニューデ リー等の気象ファクシミ Jレ

。N
∞.ト

天気図受信機(七洋電機NEF-1752)を配置し，

毎日 4回の気象ファックス放送を適時受信した。

これ等の短波受信に使用するアンテナとしては，現

地では，立木，マスト等を刺用して，高いアンテナ

高を以ってアンテナを張ることは不可能であるので，

使用周波数K合わせた 4バンド用VP型垂直ホイッ

プ ・アンテナ(アサヒ ECHO-8G却を， BC， A 

BCK設置し，好結果を得ることができた。

第 11図にその外観を示す。

同調
トラ y フ.

カウンター
ポイズ

単位加
アサヒECHO 8G 

第 3表は上記ト ランシーパーの機種別数量を表わし

たもので，第 4表には通信関係の附属設備を示す。

M型端子

第 11図 短波受信用マ Jレチ ・パン ド・ホイ 7プ

アンテナの外観

第 3表 トランシーパー の 機 種 別 数 量

製造 元 機 種 ~ コ 数 出力 重 量 電 源 備 考

ヨ二 三二 一一 FB700D 2 0.5W 2.2 kg* 12V・バッテリー 改 良 型

ヨ二 ニニ ーー FB700D 2 0.5W 3.0 kg 15V.単 1X 1 0 

エニニーー FB200D 6 O.lW 1.8 kg 12V.単 3x 8 

ヨ二 ニュ ー一 FB200D 2 O.lW 1.5 kg 18V.単 3x 1 2 

ソニー ICB-160改 6 O.lW 0.3kg 9V. 00 6PX 1 

(注) 電源重量を含まず

第4表 通信関係附属設 備

品 名 規 格 数 量 備 考

グランド ・プレーン ・アンァナ アサヒ AS 10GP 2 FB-700D.BC.ABC用

カウンタ「引ズ付ホイッフ'，;/-テナ エニ~ FB-700D附属 5 

ブース タ ノ市センターMERIT-8B 2 FB-700Dのパワーアッフ宵主的5W

短 波 ~ 信 機 ナショナノレ・ペナソニック 2 BC.ABC.気象受信用

RF 5000 

気象ファクシミ Jレ受信機 七洋電機NEFー1752 1 BC用

短波受信用ホイップVPアンテナ アサヒ ECHO-8G改 2 短波受信用

同 軸 ケ プノレ 7C-2VC 7 50) 10m 2 BC.ABC用
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使 用 結 果

トランツーパーのうち，使用中故障し動作しなくなったのは， F B-7 00 D 4台中 2台， FB200D8 

台中 2台であった。これらはいずれも南極極点旅行K使用されたもので，オーパーホーノレをした機器の一

部であり，原因は耐周年数陀達したものと考えられる。その他の全機はいずれも正常に作動した。また I

OB-160改については，気温が-30.CK低下した地点での使用時聞が極めて少なかったので，非常

K良く使用された。

基地局のパワーJ 'Yフ・のため用意したブースター (MERIT 8B)は， 5WK増力しても，感度の向上

にはあまり効力が無かった。また内部で若干雑音を発生する時があり，利害が半ばしている感じであった。

しかし，今後充分な性能が発揮できるようになれば，強力な武器となるであろう。第 1図と比較してわか

るよう K，当初の予想通り通信にとって地形的な障害となったのは，主にアイスフォーノレと南壁であった。

BO， ABO聞は当初は直接通話ができなかったが，これはABOのアンテナの位置を変えるととによっ

て直接通話が可能となった。南壁の第 3，第4キャンプと第 6キャンフ・は，それぞれ互いに南壁の中と裏

のような位置にあるため通話可能な範囲が限られている。 ABO(02)が作戦上の中心Kなった ことは，

通信の上からも極めて好ましいことであった。第 5表に各キャンプ閉め通話の難易を示す。

第 5表 キ ャ ン プ 聞 の 通 話の難易

BC 1 2 3 4 5 6 頂 F2 F3 F4 トラン シーパ 一機種

BO I~ 。。× よ込 正2‘ × × × × × FB700D+ブースター

01 。I~ 。。。 × × 。× × FB200D 

02 (ABO) 。。¥ 。。。× 。。。。 FB 70 OD-十ブースター

03 × 。。下二 × .o‘ 
。 。。。 FB200D 

04 A 。。× ¥ 。 。。。 FB200D 

05 i込 。
.D.‘ 
。¥ 。。 × × IOB160 

06 × × × 。 。¥ ー × × × IOB160 

頂 上 × × 。 。 ¥ × × IOB160 

FC2 × 。。。。 × 一 I~ 。。 FB200D 

F03 × × 。。。× × × 。¥ 。 IOB160 

F04 × × 。。。× × × 。。¥ FOB160 

Oよく聞える ムやや聞える ×聞えない 一通話せず

エベレストての 運用

今回の登山隊はヒマラヤ登山史上空前の大規模な隊であり，従って通信機の数が多くなり ，能率的な通
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信運用(トラフイァク・コントローノレ)を行なうととが極めて重要であった。このために通常の登山隊で

は必要の無いような手続きを幾っか決めた。その約束事項をまとめて見ると，

優先順位を付けること

通話能力の大きい順に

(1) FB一70 0 D (BC， ABC) 

(2) FB-200D(サウ スコノレ・ノレート上の各中間キャン プ)

(3) 1CBー160改(サウスコノレ (C.5)以上の各キャンプと南壁)

の!願に優先させるとと V亡し，上位の通信者が通話の指示 ・割込をおこなって能率をあげることにした。

2. コールサインの決定

通話度数が最も多く ，登山の中枢となる BC，ABCをそれぞれ「ヤマトJ. Iサクラ」と呼び，又

他のキャンプも「東南稜第 4キャンプJ， I南壁第 3キャンプ」のように必ず一回の呼出しで，相手が

はっきりかわる呼び方を徹底した。

3. 通話時間

通話時聞は原則として午前 8時から午後8時まで，毎正時K行なうことにし，スキー隊とも相談の上，

通話時聞が重ならないように配慮した。(スキー隊は毎 30分時)

(注)後半，通話量が多くなってからは，スキー隊との聞に偶数時間，奇数時間の毎正時に夫々通話を開

始することを申合せた。

電 源

ペースキャンプ以上で電話震を必要とする各種の器具類を考慮し，第 6表のように発電機，蓄電池，乾電

池および空気湿電池を準備した。これらの電源を使用目的K応じて使いわけるように計画をたてた。次K

各種別K使用結果を記すると，

1.乾電池

懐中電車置とトランシーパーに用いた。第 6図K図示したように低湿のため若干の容量特性は低下した

が，特K問題は無く使用できた。使用した電池は，松下電器ナショナノレ・ネオ・ハイト yプおよびハイ

トップである。

2. 空気湿電池

空気湿電池はその特性上電庄は低いが，容量が大きさに比較して非常K大きし従って小電流を一定

電流値で流し続けるような，長時間連続観測を行なう機器類の電源用に最適の電池である。しかし，空
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気電池は電解液と極板間の化学変化を，大気中の酸素を吸収しておこなっているので，高所の酸素溌度

の低下したところでは，空気圧の減少による侵透圧の不足に よって酸化の反応速度が低下する。

第 6表 電源、関係装備

品 名 規 格 数 量 単位蚤量 イ蒲 考

発 動 発 電 機 ホンダE800 2 4 1 kg 平地で800W

ガ ゾ ン 270..e 0.8 カトマンズで購入

オ イ ノレ SAE10W30 4..e 

アノレカ リ 蓄 電 池 12V 30AH 1 26 補充液を含む

鉛 蓄 電 池 12V 40AH 2 15 ドライ処理済

11 12V 30AH 6 12 11 

11 12V 24AH 4 6 11 

亜鉛 酸空気湿電 池 1.3V750AH ※ 108 3.9 

乾 電 池 ネオハイトァプ 1000 0.1 主として懐中電燈用

UM1N ( 1.5 V) 

11 ハイ トップ 300 0.04 FB200D用

UM3D(1.5V) 

11 ハイ トップ 50 0.05 ICB160用

006P-D(PV) 

平行クー プ ノ レ 100 m巻き 2 2.5 

配 電 盤 1 1 

電 球 100V， 60W 1 2 

画己 線 部 品 1式

工 具 l式

(泊3 電源、関係の中，特に空気湿電池については，科学班の当初の研究テーマが，担当予定隊員

不参加の関係で実施できなかったので，かなりの数量が未使用K終った。

また温度低下に伴なL、酸化の反応速度が低下するととも加わり， 電池から引き だせる電流量が低下する。

今回は，昭和 43年に松下電器 ・電極事業部で試作完成した亜鉛酸空気湿電池AWZ一750 を使用した。

本電池は注液式で，電解液は電池本体と別K運搬し，使用時K液を注入する と直ちK使用可能となるた

め，登山等Kは非常K便利である。今回は，気象関係等で小電流で長時間連続観測をおこなう電源とし

て多数用意したが，出発直前K観測l計画が大巾に変ったため，充分Kは利用できなかった。第 12図K

AWZ一750の電流容量の温度特性，第 13図K気圧特性を示す。 BC，ABCで気温+1 U .Cで100

mAの電流が使用できた。

-332ー



1.2 

ド『

供 試 屯 池

AWZ-7 5 0 

( 

〉

出

組

容

10分政
10分休止

0.6O 250 500 1000 

放電容量 (Ah)

第 12図 亜鉛酸空気湿電池の温度による放電特性
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第 13図 亜 鉛 酸 空 気 湿 電 池の気圧特性

3. 鉛蓄電池

前述のように鉛蓄電池は， すべて注液式と した。特に注液時の電流容量を 10 0 %確保するために電

気通信大学でドライ加工を強化した。このため輸送中の液漏れの心配も無く，現地で液を注入するだけ

で直ちK全容量を引き出し得て， 非常に便利であっ た。これと，前述の第 2次偵察隊の持参したアルカ

リ蓄電池(ニ ッケノレ ・カ ドミウ ム焼結型 30AH)と伴用し， O.5W型ト ラン‘ンーパー， ブースタ ，気象

qa 
qa 
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ファクス受信機，短波受信機K電源、を供給した。使用位置は BCおよびABCで， BCでは昼間は発動

発動機(ホンダE-800)で充電し，全期聞をうまく運用することができる。 ABCでは，注液式の蓄

電池を使いずてにし，ーケ放電する毎K新らしい電池K注液して， ABC開設中全期間(約1ヶ月)完

全に使用することができた。第 14図K鉛蓄電池，ニッケノレ・カドミウム・アノレカリ蓄電池の容量の温

度特性を示す。

100 

~ 80 

"* ) 

時 60

} ムJ

長岡

輔 40

t中

20 

O 
-60 40 20 。 20 40 60 

温度 ('c ) 

第 14図 +25.Cを 100とした蓄電池の容量の温度変化率

4. 発動発電後(ホンタ・E-800)

今回使用した発動発動婚は，第2次偵察隊で持参した 1台…・・・井上隊員の越冬に用いた……と，本隊

持参の 1台の計2台であった。前者は，時間の都合で充分のテストをせず，気化器のノズJレ寸法を平地

用の +67を用いていた。ホンタ・ E-800型は平地では+6 7のノズノレで800Wの定格出力が得られる

ものである。これを BC， (5，3 50m) Kて使用すると，"" 6 7のノズノレのま与では，混合ガスの混合

比が，空気圧の低下のため相対的に濃くなり過ぎて，プラグがぬれ易く調子が悪、く，始動も困難である。

そのため，第 2次偵察隊では最初始動K苦労したが，井上隊員の努力により ，ノズノレ調整をおこない，

越冬中全期聞を通じて使用できた。

本隊用としては，B C ( 5，3 5 0 m )にて運転するためK，ノズノレを細くした+40，45，50，55 の

各種を持参し，現地で調整をおこない最も調子の良いものを決定し使用することにした。結局+5 0の

ノズノレが最も調子が良かった。これをつけた状態で，ガソリン 2.5 1-で毎日 18:00より 23:00まで連

続運転し， 220-240W/hの出力が得られた。平地での公称燃料消費量が 500W/h負荷で l1-/hで
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あるので，調整はかなりうまくいったと考えられる。それで蓄電池の充電をおこなL、，余剰電力で夕方

食堂と集会テント K電燈を付けることができた。第 15図Kホンダ E-800型発動発動機の高度と出力

電力の特性を示した。

100 200 600 

今回の電源計画は各

部門の電源、の種類K対

する要求が多過ぎて，

全体の量，種類が多く

なり過ぎたきらいがあ

る。今回は準備期聞が

無き過ぎたこと，医療

関係に特殊な要求があ

ったととによったので

あるが，今後は遠征隊

の使用器具類は早期K

調整準備し，電源、電圧

をDC-12VI'C統一す

るようなことが望まし
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第 15図 ホンダ E-800発動発電機の高度と出力特性
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包 装

錦 織英 夫

1 包装作業計画の方針

本隊の包装担当テ ムは，第二次偵察隊の準備に引きつづき，準備委員の大弼ム一郎をキャァプに

成田，遠藤，長田(義)， 八島，錦織の 6名で編成された。

包装問題を担当したわれわれは.まずチームの方針と して， Ir遠征隊を成功に導くために，いかに包

装陪題で寄与すべきか 』とい うことを考えて準備を進めることKした内

計画立案 Kあたって，まず次の 3点をクローズアップし，さらに遠鉦強用包装を考えるうえに必要な

Need sを知る ために，アンクートを準備委員全員にくぱりそして回収した。

① 物が移動してL、く過程で遭遇することが考えられる諸要因から内容品を保護する。 例えば，カ

ノレカッタまでの輸送による船内の気温， インドの港内荷役，輸送中の衝撃，キャラパン中の降雨，

降雪，ポーターの取扱L、，高所の気温，高所の低圧等である。

②取扱いの使，不便等にそれぞれの取扱い時に便利な単位と重量，寸法があ り，開封，再使用，ア

フターユースを便利にする。またできるかぎり包装形態を共通にする。

① 表示を使いやすい完壁なものにする。とくに不必要な表示は行なわないで，必要なもの，誤りの

可能性のないもののみを完全に表示し， Na.も包装No.として誤解の可能性のない ようにする。

2 包装形態

Lイ)外装

輸出梱包は ともかくとして，この隊ではカートンボ y クスを大巾にとり入れた。食糧，装備の区別

に関係なく，キャ ラパン中のキッチン関係用品，がさばかり 大きく重量の極端 K軽いもの，不定形な

物を除いては，殆んどカートンボックスに頼った。

ここでは内容物の保護とL、う問題とは別(tC， 30トンを越える荷物を考えると，この中K しめる包

装具自体の重量も無視できないものがある筈である。

従って，包装資材の軽量化は装備，食糧等と同様な観点から考えるべき問題 といえる。 内容物を犠

牲にしない範囲でカ トン材質の選択を行な¥，，その他キャラパン中での降雨，ペースキ ャン プらL上

の高さでの長い期間Kわたる雪中の放置等の問題を考えて検討を加えた結果，本州製鮒翁のスーノミ-

Kライナーが，以上の要求を充たしてくれる材質として用意された。

サイズの決定Kついては.内容物により一概に決めV亡くいが，ベースキャンプ以上でC担荷重量15

kgを目途と し， 第二次偵察隊の重量内訳を調べることから始めた。食糧の場合は 13 kgあたりに集中

しており， a型として 24c祝x4 3. 2 cm x 3 O. 7 c祝(内寸)がすぐ決った。この寸法決定は重量が16
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kg (包装具こみ)になることを望んで行なったものだが，これには担荷中の背負い易い恰好というも

のがあり，適度の高さと厚さ等を考慮 して決定したものである。

装備の場合は，内容が多種類Kおよぶことから重量のパ ラツキが大き く，カートン・ボックスを用

いたも のの中.4割近くが極端に重いか，軽L、かというやっ介なものが多か った。この場合，憧端K

サイズを変更するわけKもL、かず，衣類関係等かさばるもののために. a型よりひとまわり大きなも

のを別K用意し(b型).金牧欄係には 15 kg箱(a型)の材質を強化して，これを単一(30 kg箱

となるc型 )で使用した。

形式はいずれも上下フノレフラッ プとし， シーノレは材質の点から粘着テープだけでは不安なのでフラ

ップの部分約 5cm程を強力なポンド糊で接着し，さ らKその上に粘着テープを張って完全を期した。

15 kg箱については大体以上であ り，キャ ラパン用の外装には. a型. b型各2個のカ ートン・ボ

ックスが入る大カートン(30 kg箱)を使用した。第二次偵察隊のおりは. 1 5 kg箱をシュリング ・

フィルムしたものを防水ワァクスをヲI¥.、たカートン シートでくるんだが，とれが不評だったことと，

包装をより完全なものKするということから，重量の点で若干のマイナスはあったが，この大カート

ンのおかげで内容物の破損はほぼ完全K防ぎえた。

ポス トモンスーン中のキャラ パンに比し，雨の心配はそれほどなL、にしても，と士Lだけでは不安で

あり，さら にパラフ ィンを塗布した薄手の筒を，この 30 kgの箱Kすっぽりかぶせることにより，防

水は完全となった。この上をppバンドを 2本締めにして補強したが，今回のヒ y トはとのためのシ

ール用 として，自動バンド締機(ストラパァク)を用いた点であ った。この機械の使用で， 一日 30

人分の省力化に成功したはずである。

カートン・ボックス以外の外装につL、ては，装備用として木箱，キャンパス ・バァクを用意し Tこ。

木箱 については，とくにとりたてることもないが，キャン パス ・バy クはピニロンのコーティ ング布

て?黄色，緑色の 2色を 70袋用意 した。これには，テント等の露営異尊がさばるものK使用したが，

非常に丈夫であり ，帰りの包装にも大いに役だった。

科学器具は用具の性格からかなり厳重な包装が要求されるので，各種の緩衝材を使用した。

(ロ) マーキング

今回の包装の一番の特色はワッペン作戦であった。径 1Ocmのワ ッペン (次頁の第 1図参照)を

下記の分類に区分し，カートン・ポ yクスの 4面に張りつけた。番号による分類は，この登山隊のよ

うにぼう大な荷物を扱う隊では ，仲 々覚えt亡くく，絵とカラーによる表示はシンプノレで，シェノレパに

もよく理解され好評であった。 No.は各分類に続く通し番号を打 ったが. 10 0 0人以上のポーターが

背負う荷物の管理を考えると使用する場所ごとK番号をまとめる とかの工夫が必要である。

ワッペンについては，平行的な分類として写真，個人装備，登はん用具，露営用具，炊事用具，燃

料，通信，医療，酸素，食糧の 11分類であり，垂直的な分類としてはカラーで区分した。すなわち，

サウスコノレより上を赤，サウスコノレ-ABC鳥羽2控.ABC-BC聞が青，南壁が黄， ベースキ ャン

プが緑， キャラパン黒の G色で区分した。
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村内装

問題となるのは主に食糧であるが，第二次偵察隊の使用結果からほぼ満足のいく線がでていたので，

真空包装を大巾 Kとり入れた。食糧係より長期保存に問題のある品物をあらかじめ取りそろえてもら

い，これを二幸食揃菊の渡辺氏に見せて，包装方法についての意見を求めた。

先ず食糧の品質の点からは

① 動物油が使用されているか

② 塩分濃度が低くなL、か

③温度変化に弱くないか

以上の点から梅サを加え，また包装材が内容物に適しているかどうかの点から

①防水性

②通気性

③ 内容物の保護

の三点について検討した。包装材自体の問題としては

① 包装材の重量が適当か

② 空気の遮断が完全か

等々であれ以上の諸点から市販されている食糧サンプルK検討を加え，下記のような仕訳を行なっ

てみた。

①総ての点でO.K

② よりよい包装形態が他にある筈

③ 再包装すれば Q K

④ なんとか保つだろう

⑤総ての点で否

以上の仕訳から包装方法が自ずと決まったのである。つまり，

o 市販されているものをそのままポリエチレン袋に入れ換える。

0 市販されているものをポリエチレン袋で上包みする。

0 市販されているものをアルミハクで包装し直す。

0 市販されているものをポリエチレンチュープK入れ換える。

0 市販されているものをポリエチレン袋で真空パック する。

0 市販されているものをポリエチレン袋で真空パ yクし直す。

完全な真空包装は，素人の手では行ないにくい。その上時間的な制約から完全を期し得ず，真空包

装を要するものについては，二幸食足掛に依頼し，その他個々の包装については，食糧係に前項の指

示を与え，食糧係の希望する包装材をとりそろえた。

こうして脱気包装は完全となり，内容物の保護も期待通りの結果がでた。
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食 露営用具

個人装備 登挙用具

炊事用具 医療

料 酸素

第 1図 エペレスト登山隊使用のワ yペン
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気象

写真

①赤 …サウスコル以上

@樟…サウスコル~ABC

③育・・・ ABC ~BC

④黄…南壁

⑤緑…ペースキャンプ

⑥黒 …キャラ パン



同包装作業場

20トンを越える荷物の集荷と包装作業場としては日通商事闘の深川工場の倉庫を使用させてもら

い，食糧，装備の!願で作業を進めていった。船(日光山丸，三井 OSK)の出港が 12月28日であ

り， 通関業者渡しが20日で，この聞に内装のひとつひとつから 30 仰の包装までがわれわれの仕事

で， 連日深夜におよぶ作業が続いた。この間各大学山岳部員の協力を得て，本隊用荷物の 90%の荷

作りを終え， 2 7日無事日光山丸に船積みを終えた。

船積分の内訳は

Net Weig h t ・・・・・・・・・ 2 2.81 4. 4 Kgs 

Gross Weight .....… 3 O. 1 9 7.0 Kgs 

なお船積みに間K合わなか った荷物は， 2使に分けて Unacom pa ny Bag gageでカトマンズ迄

空輸 した。空輸荷物についての包装も，船積荷物と同じに行い外装木箱のみを省略した。

5 使用結果

ク ライミングに直接関係する装備，食糧等K較べ，包装の分野はエクスベデ ィシ ョンの中古主地味な

存在であり，これまであまり 注意を向けられなかったのが現状である。当然のこ とながら登山には最後

まで荷物がついてまわる。殊に今回のよ うに 30トンを越える荷物をさまざまな輸送形態を経て自由弛

まで運ぶような場合，これまでのように単なる荷づくり と輸送というような概念だけでは解決できない

問題もあった。

荷物の量がえき大になるほど，またその内容が多岐にわたるほど包装具自体の重量が払唱になってくる。

また今回のような大規模なェクスペディションが大量の荷物を扱う 場合，荷物の管理上から，一定規格

の包装材がどうしても必要になって くる。

この隊では大巾にカ、一 トンボックスをとり入れたわけであるが，その結果はほぼ満足のいくものであ

った。 15 kg箱 2個を大カー トン K入れ，さらに防 水 (パラフ ィン)をほどこしたカートン¢摘をかぶ

せる方法は，キャラパン中の荒い荷の扱い，降雨，降雪にも充分耐えることが出来，内容物の保護は完

壁なものとなった。しかl_.，キャラパン用具など毎日物の出し入れがある場合や，金物など非常に重い

物(1 5 kg箱を 30kg箱 として単一に用いた場合)に使用した一部にはキャラバンの後半にはかなりい

たんでくるものもあったが，これは別の包装材てづ評決すべき点であった。いずれにしても今回のような

大量の荷物の輸送Kも充分耐えたというこ とは，包装材の軽量化の面で今後も大いに使用されてよいも

のと思う。しかし ，1度使用した後，帰りのキ ャラパンに使うような場合には，やはり強度の点で問題

があり， -r山用と して，53IJVL用意して行くT，何でもほうりとめるキャンパスパァクのようなものが有効

である。

カートンボックス以外の包装材としては，装備，科学器具の一部K木箱を使用したが，とくに キャラ

パン用K作ったキ ッチンボックスは締具に難があり ，フタの破損が多かった。 この木箱は文夫さをとる

と内容物をあまりつめられなくなり ，軽 くすればすぐにこわれるという厄介なものだが，包装具とし
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ては便利なものであり，ポリエステル製のものなど別の素材が考えられる。容積の大きいものに使用し

たビニロンのキャン パスバッグは，いるいろな用途があり， 下山のキャラパンではほとんどこれに頼っ

た。 二次偵察のお りは，ポリタンに入れたアルカリ電解液が気圧の関係で流出してしまったカミ今回は

完全K脱気したので，あふれることはなかった。精密機器を入れた木箱， タ・ンポーノレUては，スタイロパ

ックなどの緩衝材を周囲にしいたため機器の破損もなくペースキャン プまで無事運ぶことができた。

マーキングに用いたワ yペン作戦は本隊でも好評であって，シェノレノとにもすぐ理解でき荷の扱いには

大いに役立った。各場所での荷物の整理にあっては，との絵による表示は簡単明解でシェノレパのみなら

ず隊員にも少なからず貢献したはずである。 いちいちパッキングリストをめくる必要もたく，分担のち

がう隊員にもどこで使用する荷であるか理解できる点で非常によかった。ただワ y ペンがはがれてしま

った場合( 1 個の荷 ~2-3枚のワァペンを貼った)には，少々 厄介Uてなり，またワッペンだけでの

荷物の分類には限度があり，ある程度のNo.も打たなければな らなL、これもあくま司歪度問題で，大 ・

中 ・小のような番号を打つことはさけ，あくまでもひとつの荷にはひとつのNo.を打つべきで，これでま

かないきれぬ分類は.包装具自体をカラーで区分するとかの視覚にうったえる方法が高々所での作業に

は，いちばん望ましいと云えるようである。

〆
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スチール写真機 材

木村勝久

スチーJレ写真機材についてはあらたまって述べることもなく，すでに常識になっているので省略したが，

われわれ取材者が持参したカメラ及びレンズ等は，約マイナス 400cまで支障のないように耐寒処理をし

た。露出計用の水銀電池は寒さに強いといわれるナショナル・ 7 ロ1)ーを用意した。撮影にあた っては，

白黒，カラーとあらかじめカメラをきめておき，色分けのテープを張って混同をさけ，何事もおっくうが

らずにこまめに写すことにした。

1. カメラ，レンズおよびフィルム等のリスト(カメラマン 2名分とアタック用)

(1) カメラ

グラフ νヲクス ( 6X7cm) 

キャノン 7S ( 35_判)

キャノンFT ff 

ホ.ラロイド ランドカメラ

(均レンズ

グラフレ yクス用

ローデンストック グランダゴン F5.6※ 

プラナー F2.8 

ソナー F4.8 

キャノン 7S用

キャノン F3.5 

キャノンFT用

キャノン F3.5 

キャノン F3.5 

キャノン(接写用マクロレンズ) F3.5 

キャノン F3.5 

キャノン F4.5 

キャノン (FL-F) F5.6 

キャノン (FL-F) F5.6 

テレモア(2倍用)

注)

(3) 露出計

セコニ yク・マイクロリーダー
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1台

5台 (アタック用)

5台

1台 ( Jレートなどを書き込んで新聞社K送るた

め)

58瑚

1001ll/ll 

1807lli'll 

2571li'1l 5本

2871U1l 2本

35鵬 4本

50;WZ 2本

100- 2本

200Wll 1本

300- 1本

500Wll 1本

2民本

1台



セコニック・スタデオデラ yクス 1台

スポッ トロ ン ・ズームメーター 1台

(4) フイノレム

ブロニ フィルム

エクタクローム(カラー) 4 0本

プラス ・X(白黒 ) 20本

35_フイノレム 36枚撮り

コダクローム(カラー)

トライ ・X

プラス ・X

フジ ss 

ランドフイ Jレム

(5) 三脚

(6) ス トロポ・ フラツ‘ンュ

20 0本

100本

200本

100本

1 5箱(1箱 8枚撮 T)

1台

2台

以上がカメラ，ブイノレム及び機材であるがこの他に現地現像をするため暗室用品等を持参した。

2. 隊員が用意したカメラのリスト

(1) 35 1IU1I.判以外のカメラ

マ ミヤシ yクス 1台

ローライフレックス 1台

ローライコード 1台

(均 35 _判カメラ

アサヒペンタックス 7台

オリンパス 35

レンズ 35鵬 X3本， 50 1IU1I.X 5本， 105_X2本， 300_Xl本。

キャノン FT

台

台
。，Mq
a

レンズ 3511U11.x 2本 ，50 IIllllX 1本， 100aX 2本

キャノネット QL 2 6台

コニカ 1台

ニコンS2 1台

ニコン S3 1台

ニコン SP 1台

ニコン F

レンズ 25_X1本， 35_X 2本， 50-X2本、

ニコマート

6台

3台
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レンズ 35ax3本， 50ax 6本， 135aX3本，魚眼レンズX1本。

ニコノス 1台

ペトリ 35 1台

マミヤセコーJレ 1台

レンズ 35ax1本， 55.. X 1本， 200"Xl本。

ミノルタ 3台

レンズ 35綱 X1本， 50ax3本

ヤシカエレクトロ 35 1台

リコーハイカラ ー 35 1台

ライカ 2F 1台

(功ハアサイズ

オリンパスペン FT 1台

レンズ 38醐 X1本， 1007ll/llXl本勺

オリンパスペン EE 1台

(4) 8厩カメラ

ニコンスーパーズーム 8 1台

フジカシングル 8 1台

制 レンズ群は少しでも重さを軽くするためF値の暗いものを選んだ。

〔後注〕 機材選択および取扱い並びK現像処理および整理などの方法については，筆者の過去におけるヒ マラヤでの体験

に準拠して行なった。その詳細については慶応義塾体育会山括部編「登高行第 16号J(1964)所収の拙稿「ヒ

マラヤ登山と写真Jを参照いただければ幸いであるω
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記録 映画

N.H.K. 取材班報告

内藤敏男

1. 取材用器材の準備と計画

(1) 亜熱帯のキャラパンから極寒の高地での取材を想定して一一

カメラは寒冷地で性能の落ちないよう K準備した。すべてのカメ ラはオイ ノレを抜いて，寒地で泊の

凝固による摩擦抵抗の増大等で回転速度の異常の生じないよう留意， スチール用カメラも含めて氷点

下 20度までの実験を重ねてその性能を確認 しTょ。

電池は低温に弱く，寿命も短かくなる。そこで水銀電池等低温に強いパッテリーを多量に用意した。

(2) 氷壁，岩盤等急斜面や高高度での取材を予想して一一一

特にゴー ドン・へノレメット・カメラを米国から輸入した。ヘノレメ y ト・カメラの特徴は，へノレメッ

卜へ固着させて手元でリモートスウィッチを操作できるので，両手を身体の確保や行動のためK使用

していても，撮影が可能である。

(3) すべての隊の行動を NHKスタッフだけで取材することは不可能であるので一一一

ムーピ について知識のないものでも操作可能なカメラ，軽重のカメラを準備した。ゴ一トン・ヘ

ルメット・カメラは， 50フィート・フィルムの内蔵されたマガジンを交換するだけで，フィノレムチ

ェンジが可能であり，ファインダーがなくワイドのレンズがついているので悪条件の場合怯シェルパ

Kも撮影を依頼できると考えられた。

(4) 同時録音方式のカメラの必要性から一一一

キャノンと共同研究して，新らしくキャノン・スク ーピック 100カメラを開発して携行した。過

去の登山記録のフィノレムの幾つかを出発前に検討したが，その結果ドキュメンタリーとしての要素を

簿くしている原因の一つに，同時録音フィノレムが殆んどないことが判っ Tこ。現地での生々しい録音も

少なくタ・ピング時K作成した音が多い。これから生ずる記録フィルムの弱々しさを救うのは同時録音

方式のカメラである。キャノン・スク ーピック 100は軽量で一人で録音操作も可能であり，又EE

方式であるので，光量K:留意する必要のないカメラなので，取材器材の新兵器として英勝寺された。

(5) ペンの役割としての録音器一一

あらゆる場面で取材班は記録しなければならなL、。カセット・テープレコータ・一中型 2台と超小型

1台を多数のカセットテープと共K用意した。

連日のテントサイトを追 うキャラパン，低酸素・寒冷地での取材は，メモ取材だけでは肉体的，精

神的に限度がある。そこでより容易な， 苦痛の伴なわない取材方法として，テープによる取材は有効

である。又ドキュメンタリ ーフィノレムの作成上，純bい部分での音の記録が必要となる。そこで，超

小型の軽量なカセット・テープレコ ダ を低温処理してポクットメモ用として準備した。

(6) 取材記事の電文作成やレポー トのために 一一一

カトマンズから日本への電文原稿は正確であり明瞭に綴り 字が読めなければその報道価値は半減す
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る。異常な環境での電文作成は苦痛を伴 う。それを避けるために英和文コンビのタイプライターを携

行した。

2. 耐 オ用器材リ ス ト

(1) ム ピー ・カメラ及び付属レンズ

アリフレ 7クス 16棚 1台

12-12018l!l.ズームレンズ(アンジェニュー) 1本

12-240蹴ズームレンズ 1本

500胴 望遠レンズ(コムラー)

キャノン ・スクーピァク 100

12ー75蹴ズームレンズ(キャノン)

べJレハウエノレ 70DR 

ポリュ- R16 

ゴ一トン ・ヘルメッ ト・カメラ

リベーノレ 16マガジンカメラ

(功フィルム

1本

1台

1本

1台

2台

1台

1台

イース トマンカラー 7254 (100フィート巻) 280本

コダクローム Eマガジン ( 50フィート巻) 20本

(3) レフレクター

ロール式レフレクター 2台

(4) バッテリー ・ライト 2台

(5) スチール ・カメラ

アサヒペンタックス 6X7 1台

35_スチーノレカメラ 4台

(6) 録音機

ソニー ・カセット ・テープレコータ. 3台

(カ英和文タイプライター 1台

(めポラロイド ・カメラ 1台

(9) 三脚 3台

M 他 スチーノレ用カラーフ ィノレム，電池，工具等 1式

3. 取材器材の働きの結果と考察

(1) ムービー ・カメラについて

亜熱帯地帯と高冷地域とを撮影するのに ，寒冷地タイプを準備したため，カメラ K一部障害が生じ

た。

ベノレハウエノレ ・カメラはオイノレ抜きが裏自に出て，キャラパンの途中で回転軸受が破損して使用不
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能とな った。ポリュ ー・カメラの 1台はゼンマイで駆動する機構の一部K故障を生じた。これらの点

から今後のヒマラヤでの取材では，熱帯地帯取材用カメ ラと寒冷地取材用カメラの 2種類のカメラを

準備すべ きであるう。

同時録音方式のキャノンEEカメラは，ドキュメンタリ 一番組作成上，重要な面を支えてくれた。

これからの登山の記録は，軽量なEE方式同時録音カメラが主な撮影取材器材となるべきだと思われ

る。

登山活動の記録は日中だけて・はない。日没後やテント内での取材も必要である。現在のバッテリー

は極めて重量が重く不便である。電気要量の大きい軽量な照明器材の開発が待たれる。

(2) 録音機について

超小型カセァトテープレコーダーは有効であった。 30巻の 90分カセ y トテープにはネパールの民

族の民謡，パザ-Jレでの会話，ヤクの群，シェルパタ・ンス等の記録，隊の行動計画の発表や重要な行

動日の報告，上部キャンプとの交信内容，事故時の交信，葬儀の状況，東南稜隊や南壁隊の隊員イン

タピュー，スキー隊幹部とのインタビュー，その他登頂隊メンパーの出発前の会話，下山直後の模様

等細かL、隊員の動きを数多く記録するのに役立つた。

難点としては，電源として使用する UM3型の小型乾電池の寿命が余りにも短かいことである。そ

の点検と取り換えを少しでも怠ることは許されなかった。カセ y ト・テープは寒冷地では劣化すると

思われたが，その心配は不必要であっ t.::.. 。

(功タイプライタ Kついて

小型の割Kは重量があり，しかもかさばるのでタイ プライターの携行には苦労した。だが報道用電

文の作成や取材日誌の作成，撮影記録の整理カード作りに威力を発揮した。 3~4 枚のコピーも可能

であるので，取材行豪的克明な記録が手元に残り，取材期聞の後半役立つた。登頂期には上部からの

無線通話をテープレコータ・ーで記録しておいて，それを再生しながら記事作りをタイピングしてしま

うことが出来て重宝した。

(。 スチーノレ用カメラについて

35 aカメラは常時使用して取材記録に大きな働きを果した。

ポラロイド・カラ カメラは，撮影後その場で山の名等を記入することにおいて正確な地形の記録が

可能であった。特にアイス・フォーノレやローツェ・フェイスでどのノレー トを選んだのか正確K言E録す

ることが出来た。

(5) 大型の 6X 7カメラは，カラ ーの発色もよく，引き伸し効果があるので，帰国後の番組作成に当っ

てその写真はよく使用された。

4. 記録フィルム

内藤敏男プロ デューサー:rエベレストへの道JTVカラ ー 30分フィルム番組3本

第1回 r 300キロのキャラパン」

第 2回 「氷雪とたたかう J
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第 3回 「頂上K立つJ

内藤敏男プロデューサー:rドキュメンタリ ー ・エ ベレストJT Vカラ ー80分フィノレム番組

内藤敏男プロデューサ : rドキュメンタリー・エベレストJT Vカラー 60分フィノレム番組

5. あとがき

このレポートはエベレス卜登山隊員として取材活動K参加したNHKの4人(教育局科学産業部 内

藤敏男，報道局社会部中川寛，放送業務局撮影部野口篤太郎，報道局カメラ取材部堅野正三 )の

うち， プロデュ ーサーの内藤がまと めたものである。このレポートでは(1)エベレスト登山の取材計画，

(2遊山活動中の取材の実態，(功その反省と問題点 ，(4y今後の高山での取材活動のあり方等Kついては触

れ得なかっTこ。これら については，日 本放送出版協会発行「エベレストへの道JltC大半述べられている

が，改めて考察を進めるべき課題でもある。

以上
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募 金

中島寛

1. 資金計画の考え方

(1)海外登山計画にとって資金の問題は不可欠だが ，計画が大きくなれ』まなるほど登山計画における資

今調達の重要性は高くなる。じかし，資金調達のもっとも肝心なノウ ・ハウはどの隊にと っても明ら

かにすることのできない対外秘の部分が多く，情報の蓄積がしにくい制約がある。しかも， 募金とい

う仕事は煩雑かっぽう大なエネルギーを要するばかりでなく ，表面的には登山計画の実行とはまるで

無関係な，無味乾燥な常に自己嫌悪の伴なう作業なので，ど うしてもまとま った報告がしにくい。

(2) 最近では，外貨の持ち出し制限も緩和され，一般的な所得水準も著しく高まったので，自己負担だ

け，あるいは大部分を自己負担で海外遠征を行なうクースも多くなってきた。これがも っとも望まし

いことはL、うまでもなL、。しかし， 7，000メートル以上の未登峰を目指そうとする場合には，まずそ

れでは無理だろう。少なくとも 8，000メートノレ峰の登山を行なうには，かなり大がかりな募金活動を

避けることはできない。今回の場合酸素ボンベの費用だけでも 2，000万円をこすこ とをみてもわかる

ように，行動中に酸素を使用する計画になれば，もうどんなに逆立ちしても自己負担を主として遠征

を実施することは不可能である。そこで，登山計画自体の社会的な性格が問われる ことになる。即ち，

そんなに金を集めて行くだけのグ価値 pがあるのかどうか ，という ことになる。

(3) 今回のエベレスト登山の所要資金は1億肝吐9万円であった。予算は 1億円であったが，隊員がふえ

たことなどの理由で約 10%多くなった。その金額がこれまで行なわれた日本からの海外遠征隊のう

ちでは最高であったこともあって一部には H大名登山 Hというレッテノレもはられた。しかし実質的な

支出面では， 2固にわたる偵察隊を出したこともあってきわめてぎbぎタの予算であった。むしる，

当初計画していた種々の器材の開発という部分は，かなり きbつめざるをえなかった。したがって，

かな bきタつめても 1億 1刊 9万円かかったということである。 しかし， 資金の効率性という観点か

ら考えると，今後さらに検討の余地があろう。

(4) 1億円の金を集めるための資金計画としては，次の三つの点にポイントがおかれた。

①マスコ ミ関係の後援

②国庫補助

③一般募金に対する免税許可の取得(所得税法第 78条第 2項第 2号および法人税法第 37条第 3

項第 2号の指定)

この三つ，とくに②，③の二つは決定たみるまでにかなりの時間と面倒な折衝が必要であ9，その点

を考慮した。

(5) 資金計画をたてる上で，もうひとつ重要な問題は資金繰bであるが，この点については，毎日新聞

社， NHKの格見Ijt.cご配慮をいただいた。
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2. 計画と実際

募金関係の予算と実積は下表のとおりである。

第 1表 エベレス卜萱山募金の予算と実績

科 目 予 算 実 績 士曽 滅 備 考

国 庫補助金 8，500，000円 8，800，000円 300，000円 文部省国際スポ

自治体補助金 7，000，000 7，000，000 ーツ標輿助成金

毎日新聞社後援金 30，000，000 19，000，000 乙斗11，000，000

NHK後援金 20，000，000 20，000，000 。
日本山岳会負担金 11，500，000 11，334，311 乙~165，689 

会員募金 ，隊員

一 般 募 金 30，000，000 43，3 6 8，6 0 0 13，368，600 負指担定特金等定寄附金

雑 収 入 996，327 996，327 

i日』 計 100，000，000 1 1 0，4 9 9，2 38 10，499，238 

帥1 予算額は昭和45年4月時点のものである。

2. 実績は昭和45年 11月30臼時点の最終結果である。

3 毎日新聞社後援金 30，000，000円のうち 11，000，000円は，毎日新聞社が独自に行なった募金であるため，一般募

金K組替えた。したがって，一般募金43，368，600円のうち，募金委員会が行なった分は32，368，600円となる。

4. 日本山岳会負担金Kついては，収支決算報告の項を参照のこと。

何といっても，毎日新聞社30，000，000円， N HK  20，000，000円，合計 50，000，000円の後援金

が大きく，これによって全体のほぼ2分の 11'C達する。

国庫補助金の交付については ，ネパール政府の登山禁ll:.1'Cより 計画の延期が行なわれる前から折衝が

進んでいたので，国際スポーツ振興助成金として 8，800，000円の交付を受けることができた。さらに，

当初の計画にはなかった地方自治体の補助金を三都府県三市から合計7，000，000円交付された。

一般募金に関しては ，大蔵省から免税措置の指定を受けることができたので ，きわめて短期間の募金

ではあったが，募金委員各位の精力的など尽力もあってきわめてスムーズに目的を達成することができ

--，~。
日本山岳会負担金の うち ，会員募金については，会の内部の事情としてはノレーム移転資金の募金を行

なったばかり Kもかかわらず，会員各位の多大のど協力をいただき， 予算を上廻る実績をあげる ことが

できた。ご協力いただいた会員各位ならびに取りまとめの労をおとりいただL、た各支部に感謝の意を申

し述べたL、。

募金活動主「エベレス ト登山募金委員会J(委員氏名は下記のとおり)が中心にな って進めたが，マ

ナスノレのときのようI'C，毎日新聞社のヒマ ラヤ登山中央委員会と財界有力者を中心とする後援会が中心

にな って募金活動を行な ったのと異なり ，募金委員はすべて日本山岳会会員の中からお願いし， 事務局

がすべてを統轄した。

しかし ，募金委員会がつくられたのは昭和 44年 12月，第 1回募金委員会が聞かれ，募金の進め方
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が討議されたのが 12月 18日，本隊出発の 2ク月前というおし迫った段階であった。したがって，募

金委員会の活動ほ多忙をきわめ，松方・中島は本隊出発後約 1カ月 ，3月9日に羽田を立つまで募金活

動K忙殺されたが，その後も村山局長を中心~ 45年 8月まで募金活動が続けられた。なお，募金委員

会発足までの主として毎日新聞社 ，NHKとの交渉，国庫補助交付についての文音階 ，大蔵省との折衝，

免税措置に関する折衝は ，松方隊長とエベレスト委員会 ，エベレスト登山本部があたった。その具体的

な点については募金活動日誌を参照されたい。

エベレスト登山募金委員会委員名簿

委員長増田甲子七

委員飯野亨，今西錦司，入沢文明 ，今西寿雄 ，大島堅造，折井健一，織内信彦，加藤泰安，河合良

成，交野武一 ，川森左智子 ，木原 均 ，熊谷太三郎，桑原武夫，国分貫一 ，佐藤久一朗，佐藤テ

ノレ，篠田軍治 ，島田 巽 ，丹部節雄 ，中田勇吉 ，中屋健二t，西堀栄三郎 ，沼倉寛二郎，日高信六

郎，深田久瀬，藤山愛一郎，模有恒，松方三郎 ，水野祥太郎 ，武藤晃，村山雅美 ，望月達夫，

吉沢一郎

事務局長村山雅美

事務局員布施敏郎 ，中島寛 ，池田錦重

募 金 活 動日 誌

報道関係後援 国庫補助 地方自治体補助 一般募金 JAC負担金

昭44年 4/16毎日新聞社

4月 の後援内定

5月

6月

7月 7/15国庫補

助金交付申請

(文商陥)

8月

9月 9/12NHKの後援 9/19募金許

決定。契約完了 可申請(東京

都)

10月 10/9東尽都 会員募金依頼(会

の募金許可お 報「山J) 
りる。

10/13特定 ，

指定寄付金に

関する指定正

式申請(大蔵

省)
.... 

‘.A
 

E
1u
 

qa
 



昭 44年 報道関係後援 国庫補助 地方自治体補助 一般募金 JAC負担金

1 1月

12月 募金委員会発

足。 12/13

打合わせ会

12/18第 1

回募金委員会

12/25第 2

回委員会

昭45年 1/6第 3回募

1月 金委員会

1/29第 4回

募金委員会

2月 2/2 「昭和 2/4指定 ，特定

44年度国際ス 寄付決危官報

ポーツ交鉄事業 公示(大蔵省告示

費袴動金jとし 第 11号)

て880万 円の

交付決定

3月 3/31NHKK対 3/31同上国 3/31数操，大 3/9募金斐員会 会報「山J297号

し経理陪提出 庫補裁金事業実 阪府の補助金交付決 新体制 にて第1回募金報

績報舎書・収支 定 企Et3 

決算書の提出

4月

5月 会報 「山J299号

Kて第2回募金報告

6月 6/1神戸市の補助

金交付決定

6/8東京都の補助

金対サ決定

7月

8月 8/10大阪市の補 8/31 :鳩踏に

助金交付決定 対は旨定寄付金募

金笑績報告葺訪是出

9月 9/11横浜市の補

助金対守決定

10月

11月 11/30毎日新聞

砧 N日《闘すし，

経湾紙括幸能靖提

出

q
L
 

5
 

9
d
 



報道関係後援 国庫補助 地方自治体補助 一般募金 JAC負担金

12月 12/23国庫補 12/20東璃E附し 12/21臨寄

助金に関する総事 者際タ!ItC基く募金報告 付金「エペレス

難世告書及び総収 書の提出 ト査は隊司曜の

支決算書提出 12/25，26各地方自 費用Jvc関する

治倫E対する補助金K 募金紺民支報告

関する事業実織臣告書 書む摺お

及び収支決算書提出 12/21募金委

員会第轍

昭46年

1月

2月 会報「山J308号

にて最終報告

募 金協力者名 簿 (敬称略)

。一般募金一法人関係{指定寄付対象)

社団法人東京銀行協会

株式会社日本勧業銀行 株式会社日本興業銀行 株式 会社日本長期信用銀行

株式会社 三菱銀行 株 式 会 社 富 士 銀 行 株式会社第一 銀行

株式会社三井銀行 株式会社東京銀行 株式会社協和銀行

株式会社三和銀行 株式会社住友銀行 株式会社大和銀行

株式会社東海銀行 株式会社神戸銀行 株式会社北海道拓殖銀行

株式会社日本不動産銀行 株式会社太陽銀行 株式会社埼玉銀行

電気事業連合会

東京電力株式会社 中部電力株式会社 関西電力株式会社

中国電力株式会社 北陸電力株式会社 東北電力株式会社

四国電力株式会社 九州電力株式会社 北海道 電 力株式会社

社団法人東証正会員協会

藍沢証券株式会社 赤 木 屋 証券 株式会社 安藤証 券株式 会社

一 成証券株式会社 江口証券株式会社 大阪屋証券株式会社

大沢証券株式会社 岡 三証 券株式会社 僧成証券株式 会社

金十証券株式会社 金万証券株式会社 金 山証券株式会社

関 東 証 券 株式会社 木徳証券株式会社 協 立証 券株式 会社

共和証券株式会社 極東証券株式 会社 光亜証券株式 会 社

更栄証券株式会社 小布施証券株式会社 小柳証券株式会社

三 栄 証 券 株式会社 十 字屋証 券株 式 会 社 新興証券株式会社

q
d
 

お



新 日本証券株式会社

大東証券株式会社

大和証券株式会社

立花証券株式会社

東一証券株式会社

東京連合証券株式会社

内外徳田証券株式会社

日栄証券株式会社

日東 証券株式会社

野村証券株式会社

福山証券株式会社

丸金証券株式会社

丸三証券株式会社

丸 万証券株式会社

三木証 券 株 式 会社

水戸証券株式会社

昭和証券株式会社

山加証券株式会社

山二証券株式会社

山和証券株式会社

越後証券株式会社

本荘証券株式会社

社団法人日本建設業団体連合会

株式 会社青木建設

株式会社大林組

株式会社熊谷組

佐藤工業株式会社

株式会社銭高組

株 式 会社竹中工務庖

東海興業株式会社

戸田建設株式会社

日産建設株式会社

株式会社問組

前回建設工業株式会社

第一証券株式会社

大七証券株式会社

高木証券株式会社

団林証券株式会社

東京証券株式会社

東光証券株式会 社

中原証券株式会社

日興証券株式会社

日本勧業角丸証券株式会社

広島高井証券株式会社

松井証券株式会 社

丸国証券株式会社

丸荘証券株式会社

丸和証券株式会 社

三 沢 屋 証 券 株 式 会社

室滑証券株式会社

八千代証券株式会社

山吉証券株式会社

山文証券株式会社

菱光証券株式会社

新潟大塚証券株式会社

丸福証券株式会社

株式会社浅沼組

株式会社奥村 組

株式会社鴻池組

清水建設株式会社

大成建設株式会社

鉄建建設株式会 社

東急建設株式会社

飛島建設株式会社

日本国土開発株式 会社

藤田工業株式会社

松井建設株式会社
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大成証券株式会社

大福証券株式会社

田口証券株式会社

千代田証券株式会社

東京神栄証券株式会社

遠山証券株式会社

成瀬証券株式会社

日産証券株式会社

日本協栄証券株式会社

広田証券株式会社

丸一証券株式会社

丸宏証券株式会社

丸益証券株式会社

三 重証 券株 式会 社

三 田 証 券 株 式 会 社

明 光 丸 十 証 券 株 式 会 社

山一証券株式会社

山 種 証 券 株 式 会 社

山丸証券株式会社

和光証券株式会社

日新証券株式会社

安藤建設株式会社

鹿 島建 設株 式会 社

五 洋建 設株 式会 社

住友建設株式会社

大成道路株式会社

東 亜 港 湾 工 業 株 式 会 社

東洋建設株式会社

西松建設株式会社

日本舗道株式会社

不動建設株式会社

株式会社松村組



三 井 建 設株式会社

大阪医薬品協会

武田薬品工業株式会社

藤沢薬品工業株式会社

日 本 新 薬株式会社

森下製薬株式会社

扶桑薬品工業株式会社

丸石製薬株式会社

社団法人東京医薬品工業協会

-共株式会社

中 外 製 薬株式会社

エ ー ザイ株式会社

ニチパン株式会社

グレラン製薬株式会社

台糖ファイザー株式会社

協和醸醇工業株式会社

岩城製薬株式会社

浪花電鉄協会

松 下電器産業株式会社

日本石油株式会社

川崎重工業株式会社

ナショナノレ魔法瓶工業株式会社

第一生命保険相互会社

日本建鉄株 式会社

株式会社小松製作所

株式会社田村電 機 製 作 所

伊藤忠商事株式会社

日 本 生 命 保 険 株式会社

三 菱地所株式会社

検浜ゴム株式会社

株式会社向井組

不二 音 響 株式会社

若築建設株式会社

塩野義製 薬株式会社

吉宮製薬株式会社

住友化学工業株式会社

株式会社 ミ ドリ十字

大塚製薬工場大阪本部

第一製薬 株式会社

万有製薬株式会社

鳥居薬品株式会社

科研薬化工株式会社

大正製薬株式会社

明治製菓株式会社

大木製薬株式会社

ブリヂストンタイ ヤ株式会社

八幡製鉄株式会社

三菱重工業株式会社

日本鋼管株式会社

富士 写真 フ ィルム株式会社

三井物産株式会社

川崎製鉄株式 会社

阪東調帯ゴム株式会社

三井不動産 株式会社

プリチうえトン液化ガス株式会社

株式会社荏 原製作所

住友化学工業株式会社

東亜燃料工業株式会社

清水水産株式会社
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田辺製薬株式会社

大日本製薬株式会 社

小野薬品工業株式会社

興和薬品株式会社

大五栄養化学株式会社

山之内製薬株式会社

東京国辺製薬株式会社

帝国臓器製薬株式会社

中滝製薬工業株式会社

杏林製薬株式会社

日本化薬株式会社

エスエス製薬株式会社

出光興産株式会社

富 士 製 鉄 株 式 会 社

株 式会社日立製作所

日本火災海上保険株式会社

株式会社電通

三菱商事株式会社

住友金属工業株式会社

株 式会社神戸製鋼所

本州製紙株式会社

東京芝浦電気株式会社

ごイオニア株式会社

丸紅飯田株式会社

株式会社クレッセント

東洋ゴム工業株式会社



大日 日 本電線株式会社 日魯漁業株式会社 エyソスタンダード株式会社

三井建設株式会 社 東洋曹達工業株式会社 株式会社津上製作所

味の素 株式 会社 東洋ベアリング製造株式会社 十条製紙株式会社

住友電気工業株式会社 住友商事株式会社 日本板硝子株式会社

住友信託銀行株式会社 日本電気株式会社 日本製粉株式会社

日本団体生命保険株式会社 日本道路株式会社 三英興業株式会社

ダイヤノレ株式会社 古河電気工業株式会 社 東京急行電鉄株式会社

富士通 株式 会社 目立電線株式会社 藤倉電線株式会社

住 友 生命保険相互会社 住友海上火災保険株式会社 住友セメント株式会社

住友金属鉱山株式会社 住友重機械工業株式会社 株式会社住友倉庫

昭和電線電績株式会社 株 式会社若渓堂 株式会社東急百貨庖

東急建設株式会社 住友不動産株式会社 株式会社松坂屋

(順不同)

。一般募金一一個人関係(特定寄付金対象)

赤井三郎 横山 因 子 林田森一 H.D.Baner je e 

鈴 木二六 石川善次郎 小野寺幸之進 相川行雄

谷 口富士子 成 田 正二 小串庸夫 佐藤隆嫡

堀井昌子 内 田 きみ子 坪内 茂 岩崎教子

池 口計政 松 下高峰 失後か よ

他に秩父宮妃殿下より金一封を頂きました。

。日本山岳会，会員募金関係

会員からの募金は 657名の会員より 延 4，643 口

越後支部 40.9口

石川l支部 30 口

合計 4，713.9口

4，643，000円

40，917円

30，000円

4，71 3，9 1 7円

と，会員各位のど協力により，目標の 400万円を大巾に上廻る成績を収めました。

募金者芳名ならびに募金金額につきましては，下記の会報「山Jvc掲載してありますので，省略させて

いただきます。

会報「山J297号 (1970.3) 7~9 頁 2，561，217円

11 299号 (1970.5 ) 9~10 頁 708，900円

11 312号(1971.2 ) 9頁…- 1，443，800円

ぷE3h 言十 4，71 3，917円

以 上
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会 計

飯野 亨

エベレスト登山会計は，過去本会名で実施した数次の遠征K比較し，総額規模で億を越える規模となっ

たこと及び実質的Kも形式的Kも本会会計として処理したことの二点が特徴と云える。勿論実質的な処理

は本会の通常会計とは厳密K区分し特別会計として処理はされたが，それぞれの年度毎に予算決算とも年

次総会の承認を得るといョた手続をふんだことは，当然、とは云え，資金面でも本会の事業であョたことを

明確にした点で特筆すべきことと考えている。文実質的Kも，約 2ク年VCEI!?，偵察，本隊と登山隊会計

が3回K分れていること，各種の準備が短期間Kされていること等，収支を明確Kする立場からして各隊

の会計責任者或は将E会計事務担任者Kとって，相当煩雑で苦労の多いことではあョた。何れKしても各

担当者の大変な努力Kよって，明確K処理し得たことは，色h な観点からして幸だったと思う。

当初から会計面での問題をふ bかえってみて，収入面は国庫，自治体等の補助金を含め，期間中のやb

くbはあョたとはいえ，募金Kついても努力想応の結果は得られたし，支出面でも，無駄左く，これだけ

の規模からすれば順調だョたといョて過言ではあるまいと思う。

最後K会計処理Kついて簡単にふれるとエペレスト登山関係収支という名目で特月IJ会計をたて，本会会

計K対して一項目としてー活処理方式を採用した。内容的Kは帳簿，伝票，関係証惣等は別建で作成保管

することとしたが，補助金等の関係から，最終的にはエペレスト特別会計を 「登山会計 Jと「関連会計 J

とK分け，所謂万博関係(ネパール館への支援)，残務処理費等は関連会計として処理する こととした。

何れKしても，登山K直接関係するものを以って登山会計とし，間接的K登山を円滑化するもの，派生

的K生じてきたものを明連会計で処理した方が，ベターであるという考え方K基づ くものである。

以上K従1."昭和 45年 11月末を最終の収支決算を行ョた結果は別表①-@の通bであるが，これは

官庁関係，後援団体等K対し，事業総収支報告書提出期間の関係からこの時期を選んだものであって，関

連会計を含めたエペレスト特別会計としての最終処理は公式報告書完了后となるが，現状若干の余剰IJ:餅

生ずる見通しであ!?，エペレスト委員会としてはエペレスト基金としたい意向のある ことを付記しておき

たい。なお最後VC，この面倒な会計事務を担当された各位，中でも布施敏郎，池田錦重の両氏ならびに日本

山岳会事務局よ b専任の形で応援された佐々木光子嬢K対し深く謝意を表したい。

以上
(編者注) 現地費Kついては，現地会計の項を参照されたい。
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別表①

貸

(エベレス卜登山会計)

国 庫 補 助 金

自治体補 助 金

毎日 新聞社後援金

N H K 後 援 金

雑 収 入

一 般募金収入

日本山岳会負担金(イ)

計

(エベレスト関連会計 )

エベレスト登山特別会計報告書

昭和45年 11月 30日現在

方 借

8，800，000 登 山 隊

7，000，000 事 務

19，000，000 募 金

20，000，000 科 寸，."，ー 研

996，327 事 故 弔

43，368，600 

11，334，311 

11 0，4 99，2 38 計

万 博

費

費

費

究 費

慰、 金

費

日本山岳会負担金(ロ) 4，164，447 
今後発生する残務処理費

(見 込)

余剰l金 ( 見 込 )

計 4，164，44 7 計

~ 計 1 14，663，685 メ口~ 計

〔備考〕 ・日本山岳会負担金 (イ)+ (ロ)= 1 5，4 9 8，7 5 8 

f会員募金 4，713，917 

内訳 {隊員負担金 9，000，000 

lエペレスト関連雑収 1，784，841 

(単位:円)

方

94，580，449 

8，537，104 

1，222，276 

3，1 59，40 9 

3，000，000 

1 10，499，23 8 

1，333，750 

1，300，000 

1，530，697 

4，164，447 

1 1 4，66 3，68 5 

-余剰j金は年度末をもョて一般会計繰b入れ，またはエペレスト基金として別観淀として計上

する。

制 山 305号 K掲載の 9月 30日現在の残高試算表の数字は，その後若干の勘定科目の振替を

行なョた。この中の大きなものは，毎日新聞社後援金3，000万円中よ b1，100万円を募金収

入K録替え，支出の項では雑費よ b募金費への振替である。
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別表②

. v、 ，、

手ヰ 自

国庫補助金

自治体助成金

東 京 都

大 阪 府

愛 知 県

神 戸 市

大 阪 市

横 浜 市

負日本担山昏会金

N H K 

毎 日 新聞

一般募 金

雑 収 入

計

エベレスト登山隊収支報告書

昭和 45年 11月30日現在

予算 額 決 算 額 増 滅

8.500，000 8.800，000 300，000 

。 2.000，000 2.000，000 。 1，000，000 1，000.000 。 1，000，000 1，000，000 。 1，000，000 1，000，000 。 1，000，000 1，000，000 。 1，000，000 1.000，000 

11，500，000 11，334.311 ム 165.689

20.000.000 20，000.000 。
30，000，000 19，000，000 ム 11，000.000

30.000，000 43.368.600 13.368.600 。 996.327 996.327 

1000，000，000 1 1 0，4 9 9.2 3 8 10.499，238 

一.• -
説 明

文部省国際スポーツ振
輿助成金

エペレスト登山補助金

舗

学術振興補助金

エペレスト登山補助金

11 

輯

報道関係後僚会

11 

大蔵街旨定特定寄付金

(注 1) 本表K記入されている予算額は昭和44年 4月作成の当初予算であるがその後数回K
:e.b実施予算として組替えられた。

(注 2) 毎日新聞社後援金 30，000，000の中 11，000.000は毎日新聞社で行なョた募金である
ため，一般募金K振替を行なョた。

2.支出 (単:位円)

項 目 予算額 決 算 額 増 額 増減内容説明

交 通 費 8.303，400 10，128，144 1，824.744 隊員増加Kよる

現 地 費 24.120，000 27.568.692 3.448.692 韓

装 備 費 18.000.000 24，138.564 6.1 38.564 H 

食 機 費 8.520.000 4.5 22.Q 4，( ム3.997，956 寄贈品多いため

酸素装備費 14.500，000 15.416.1 30 916.13 0 

貨物輸送費 700，000 4.883.909 4.183.909 物資を空輸したたの増加

医 療 費 1.500，000 697.163 ム802，837 現物寄贈Kよる

観測通信費 4，600，000 2.438.235 ム 2，161，765 時

梱 包 費 1，000.000 2，062.573 1，062，573 

写真 撮 影費 600，000 146.892 ム 453.108 現物寄贈Kよる

土産品 代 500，000 408，819 ム 91，181 

保 険 料 800，000 1，093，2 15 293，215 隊員増加Kよる

雑 費 2.656.600 1，076.069 ゐ 1，580，531

科学研究費 5.700.000 3，159.409 ム2，540，591

事 務 費 8.500，000 8，537，104 37，1 04 

募 金 費 。 1，222.276 1，222，276 

事故弔慰金 。 3，000，000 3.000，000 

計 1 00 0，0 00，0 0 0 110.499.23 8 10，499.238 

(注) 隊別の支出内訳Kついては別表 3参照
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別表③

kぐ
交 通 費

現 地 費

装 備 費

食 糧 費

酸 素 装備 費

貨 物輸 送費

医 療 費

観測 通信 費

梱 包 費

写真 撮 影費

土産品 代

保 険 料

雑 費

科 学研 究 費

事 務 費

募 金 費

事 故 弔慰金

計

隊別 支 出決算内 訳表

昭和 45年 11月 30日現在

第一 次 隊 第二 次 隊 本 隊

803，100 2，491，724 6，833，320 

1，391，733 6.869，285 19，307，674 

2，403，028 3，575，395 18.1 60，1 41 

204，395 926.065 3，391，584 

。 2，596.640 12，81 9，490 

645.871 1，381，540 2，856，4 98 

21，908 。 675.255 

130，960 695.740 1，611，535 

39，275 87.840 1，935.458 

。 。 146.892 

24，000 80，820 303，999 

28，812 291，842 772，561 

19.041 。 1，057，028 

。 。 3，159，409 

。 。 。
。 。 。
。 。 3，000，000 

5，7 12，1 2 3 18，996，891 76.030，844 
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(単位:円)

事 務費
計

募金 費

。10，1 28，144 

。27，568，692 

。24，138，564 

。4，522，044 

。15.416.130 

。4，883，9 09 

。 697，163 

。2，438.2 35 

。2，062，573 

。 1 46.8 9 2 

。 408，819 

。 1，093，215 

。1，076，069 

。 3，1 59，409 

8，537，104 8，537，104 

1，222，276 1，222，276 

。3，000，000 

9，7519，，380 110，499，238 
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1"1 動 誌日

【越冬隊 1

く 19 6 9年 12月>

1 日 植村，井上の二名，カトマンズよりノレクラへ飛び，冬季のクンプ地方の越冬に入る。

4 日 ペリジェ入，井上は越冬観測に入る。

6 日 植村，ペリジェ→クムジュン，ペンパ・テンジン宅にて越冬生活に入る。

15白 井上， Taboche氷河へ旅行。

16日 植村，クム ジュン →パンポテェ，丸太 55本を購ん

17日 植村，パンポチェ→ベリグェ， 丸太をペリジェ陀荷上げする。

20日 植村，ペリジェ→クムヅュン

23白 井上， Tu 0 氷河へ旅行。

28日 井上， Tsolo氷河へ旅行。植村 ルクラ→カ トマ ンズへ帰る。

4 日

8 日

13日

19日

20日

24日

28日

29日

30日

く 1970年 1 月>

植村，ギリ ・クン ジの借家に入り， J MEEのカトマ Y ズ本部を 開 乱

井上.観測のため Pokalde往復。

井上，観測のため Pokalde往復。

植村.ピラタス・ポータ一機で，酸素ボンベ 60本 ルクラ へ空輸。

" 11 

井上，観測のため Pokalde往復。

植村， ピラタス ・ポータ一機で酸素ボンベ 30本，石油，ガソリン 250 ~を jレクラへ空輸。

植村，ナムチェパザールに入g， ローカル・ポーターの確認を行う。

植村，ナムチェークムジュ Y

31日 植村，クムジュン ー ペリグエ。 本日 を以て井上隊員のペ リジェでの気象観測を終了するこ

とにする。

く 2 月 >

2 日

1 日 稲村・井上，ベリジェ→クムジュン

/1 クムジュ Y →ナムチェ

3 日 植村 ・井上ナム テ ェ → ルクラ

4 日 植村・井上ルクラより→カトマンズへ帰着，先発隊と合流。
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【先発隊 1

く 19 i 0年 1 月>

22日 う暁隊 田村，錦織，成田， 神山，鹿野の 5名，イソド航空機で 11.3 0羽 田 発 ー 20.30 

カノレカァタに到着。

23日 登山隊荷物をつんだ OSK三井の日光山丸は，カノレ カγ タK入港。

24日 成田， Import License受領のため，R.N.A機でカルカッタよりカトマ ンズへ。

26日 成田， I. L をもってカトマンズよりカルカヅタへ。

27日 神山，カノレカッタよりカトマンズへ。荷物通関を完了。

28日 田村，成田，カルカァタよ bカトマンズへ。

30日 トラック輸送担当の錦織，鹿野， トラックに便乗してカルカッタ発。

く 2 月 >

1 日 錦織，鹿野 ラク ソーノレ着。

2 日--3日 成問，神山 国連ピラタス・ポータ一機チャターの交渉を行い OKを得る。

4 日 B-Form lnvoice 3日に到着するまで待たされ， 4目先行トラックと共K鹿野カトマンズ

へ向う。越冬隊と先発 3名合流。

5 日 鹿野，トラック 2台と共にカトマンズ着。

6 日 カトマンズ空港Kて通関を開始する。

7 日 ルクラへの空輸を開始。

9 日 錦紘最終トラック便と共にカトマ Yズに到着。

【中発隊】

く 2 月 >

8 日 住吉，平林，松浦，長田の 4名，P. 1. A機で羽田発ダ ァカへ。

9 日 夕 ~カよりカト マンズへo 先発隊と合流。外務省にて Treking Permit取得の交渉。

10日 長田，カト マンズよ Dニュ ーデリーへ。シ ェノレパの確認。

11日 長田，ニュ ーデリー気象台との打合せを終えて， ニュ ーデリーよ タカト マンズへ。

第 1キャ ラパン隊 カトマンズ発，松浦以下2名，支援のためラムサングへC

12日 松浦以下 2名，ラムサングよ D戻る。

1 3日 植村，ルクラの荷物確認のためノレクラへ飛ぶ。
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【第 1キャラパン】

く 2 月 >

12日 第 1キャラパン隊ラムサング発。

18日

27日

" 
" 

セテ着，雪で前進をはばまれる。

の第 1パーティ，ナムテェ着。

く 3 月>

5 日 第 1キャラパン隊の全荷物，ナムチェ陀集結。

【本隊キャラパン 1

く 2 月>

15日 大塚以下 26名， P.I.A機にて羽田発ダァカへ。

16日 ダッカよりカトマンズへ。後発 2名を除き全員カトマ yズに集結しタ亥1]よ b打合せ会議を開↑催。

17日 カトマンズにおける出発準備。

18日 (Nepal独立記念日)祭日のためカトマンズの機能停止，アンナプルナ・ホテルにマカ ルー隊

を招き交歓会をもっ。

19日 (雨〕 カトマンズに於ける出発準備完了し，午後，パスにてラムサングへ。小西，田村は空

輸確認のため残留。

20日 (晴一時曇) ラムサング (761m) ーパーカル(1，672 m ) 

21日 (晴後曇，一時雨) パーカル (1，672m )ーツュルケ (1，774m ) 

22日 (晴後曇，時h雨) γ ュルク (1，774m)ーキラ ンテ ィチャッ プ(1，260 m ) 

23日 (晴) キランティチヤタプ(1，26 0 m )ーヤルサ (2ρ00m) 

24日 (曇時k雨後曇) ヤルサ (2，000m)ートーセ (1，740m )。 ジリー よタ の 62人のポー

ター並びにリエゾンオフィサーの Gobinda Krishna Shresta氏合流する。

25日 (曇一時晴) トーセ (1，740m)ーチャンマ (2，120m ) 

26日 (曇後晴 ) チャンマ (2，200m )ーセテ (2，575m)

27日 (晴一時曇) セテ (2，575 m )ージュンベツ (2640m)

28日 (雨後曇一時雨) ジュンペシ (2，640m )ー タキシ y ド(2，950 m ) 

く 3 月>

1 日 (晴) タキツンド (2，950m)ーカリコーラ (2β 15m)

2 日 (晴後時身曇) カリコーラ (2，015 m) ーパ イヤン (2，761m) 
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3 日 (晴後曇一時雨) パイヤン (2.761m )ーペーグディン (2.644m ) 

4 日 (晴後曇時身雪) パーグディン (2.664m )ーナムチェ・パザ-}レ (3，44 0 m ) 

5 日 (曇時k晴) ナムチェパザ-}レ (3.440m )に停滞，ポーター交替 田村，小西本隊に合九

6 日 ( /1 ) ナムチェパザーJレ(3，44Om )ータンポチェ (3.867m) 

7 日 ( 曇 )) 

(晴時 A 曇 ) ト タンポチェにおける荷物の整理・休養

(晴一時曇) ) 

8 日

9 日

10日 ( 曇 ) 全員 Tawocheの前山 (4.8OOm)へ高度順化のトレーニング山行を行う。

1 1日 (雪後曇 ) タンポチェにて休養。明 12臼より隊員は 3班に分れて高度j願化のための小旅行

を行い，この聞にシェルパによ TB.Oへの荷上げを行うことにする。(別稿「輸送jの稿著書照)

【高度JI園化小旅行】

A班(B.C偵察班)

隊 員 :藤田，松浦， 大森， 植村，神崎，安藤，伊藤

シェルパ:ダワ ・ノルプ，タ・ワ・ス Y ダ， ソナ・ギ""~.ニマ・プタール

ローカル :アン・ ミンマ，アン・ チョタレー，ニマ・テン ジン

ポーター:1 8名

12日 (晴 ) タY ポチェーベリジ ェ(4.243m ) 

13日 (晴) ベリグェ (4.243m)ーロプジェ (4.930m)。ラ y セルに悩まされる。

以上 32名

14日 (靖 ) ロプジェ(4.930m )ーゴラクシエヅ プ (5.150m ) 

15日 (靖) ゴラ y クシ エヅプよ b順調にB.OI'L入T.5，350 mの地点をB.Oの場所として選定。

35分滞在の後下山，ロプジェ迄下る。こ与で，テョタレーに揮いられた輸送隊とあう。報道班

と合流。

16日 (晴) ロプヅェーペリ ジu 途中ペンパ・テ ングンに揮いられた輸送隊にあう。

1 7日 (晴 ) ベリジェ ータンポチェに帰着。

B班(イムジャ・氷河瑳〉

隊員:大塚，平林，渡部， 平野，錦織，成田，鹿野，吉J11.中島ドクター，長田，井上，中川

シェルパ ;イ ラ・ツェリン，ザンプー， ツェリン・ナムギャル，ラクパ・ノルプ

ローカノレ;ギル ミ， リンジン，ラクパ ・ドルジェ， ラクパ ・ツェリ ン (タメ )

ポーター:3名 以上23名

13日 (晴ー侍曇 ) タンポテェ発ーディンポチェ。鹿野他2名ベリジェを往復。

14日 (晴) テュクンのカルカを経てタマリジュン (4.950m )に泊る。

15日 (晴後曇〉 中島ドクターは，松方隊長出迎えのためタ Yポチェへ向け下山。他はアンプ・ラ

勾
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プチャ氷河を登_!l， カーノレポーデ y 状の 5300地点で昼食， 月780mの峠を目指して登る

も 5400 m地点で断念。チュク ン迄下る。

16日 (晴 ) テュクンータンポテェへ帰着。

C班(ミンボー氷河班)

隊 員;住吉，松田，田村，土肥，小西，河野，加納，神山，嵯峨野，相沢，原因

シェノレパ :カミ・パサン， プルキパ，ニマ ・ナムギャノレ，アン・ニマ

ローカノレ:ラクパ・ノルプ，パサン・ソナ，ベンパ・ツェリン，パサン・ノルプ

ポーター: 3名 以上 22名

13日 (晴一時曇 ) タンポチェを出発，パンポチェよ D ミンボー氷河右岸のサイドモレーンを登~，

ミンボーカルカ (4，530m )に泊る。

14日 (清) アマダプラムを右に見ながらミンボー氷河右岸を登り 5000mの地点κキャンプナ

る。

15日 (晴後曇) 高度H買化のため自由行動する。田村 ・フ・ルキパはミンボー・ラへ向い 5500m 

地点よ b引返す。他はアマダブラムの東南稜を登_!l，加納は 5750m，他の者は 5650 m 

付近まで登る。キャンプをミンボー・カルカへ移動。

16日 (晴) ミンボーカルカー タンポチ ェへ帰着。

D班(報道取材班)

隊 員木村，佐藤，平，内藤，野口，堅野

ツェ Jレパ:ナ7ン ・サムデン 他

14日 (晴) タンボチェーベリジェ，輸送隊と同行撮影。

1 5日 (晴) ペリジェーロプジエoA班と合流

16日 (晴) ロプジェーベリジェ

1 7日 (靖) ベリジェータンポチェへ帰着。

向，この高度l願化期間中，タンポチェには広谷が，キーパーとして残った。 3月 16日には，中島ドク

ターは松方隊長出迎のkめリエゾンオフィサー， シェノレパのアン・ギャノレツェンと共にルクラへ下山。

【B.Cへの入山】

18日 (晴ー侍曇) 全員タンポチェにて休実

19臼 (曇一時晴) 本隊の隊員 36名はシェノレパ及びポーター 212名と共Kタンポチェを出発。

ペリジ ェに進む。

20日 (晴後曇ー侍雪) ベリジェーロプジェ。

21日 (晴一時曇) ロプヅェで休養。
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22日 (晴後曇一時雪) ロプジェーゴラクシェップ。ロプヅェにはテント・キーパーとしてロー

カルポーター 1名を残す。

23日 (晴後曇一時雪) ゴラプシェ y プ-B.O.。先行パーティーは 10時 30分 B.OVCっき ~O

建設を行う。夕刻迄K全ポーター到着していて B.O集結を完了する。

【後発隊】

く 3 月>

9 日 松方，中島， JAL461使 Kて羽田発，ニュー・デリーへ。

10日 ニュー・デリーにて挨拶まわb。

11日 ニュー ・デリーよりカトマンズr、
12日...， 19日 カトマンズκて挨拶，準備。

20日 カトマンズ.よbセスナ機でルクラへ。出迎えの中島ドクター，リエゾン・オフィサー，シェル

パのアン・ギャルツェンと合流。ルクラー}ξーグディン。

21日 パーグディンーナムテェ・パザール

22日 休養。

23日 ナムチェ・パザールータンポチェ

24日 休養。

25日 松方，中島ドクター，リエゾン・オフィサーは休養。中島のみ 2名のポーターを連れてタンポ

チェよ bベリグェ(以後スキー隊と同行)

26日 松方ら休養。中島はベリグェーロプグェ。

27日 松方らタンポチェーベリジェ。中島はロプヅェーゴラクシエタプ。

28日 松方らベリヅェーロプジェ。中島はゴラクシエタプー B.O到着，本隊に合流。

29日""4月 8日 松方らロプジ %VCて休養(但し， リエゾン・オフィサーは 4月6日，ロプジェ -B.O

に入った)

く 4 月>

9 日 松方，中島ドク ター，ロプ ジェーゴラク ・シェップ。

10日 休養。

11日 ゴラクシェフプ-B.O。本隊に合流。ここに全隊員B.O入タを終了した。
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【第 1 期】

く 3 月>

24日 (晴後曇時右雪。以下5月 24日迄天候はすべて B.OVC於ける天候を示す。 ) 藤田，松浦，

植村，小西の 4名アイスフォーノレ偵察に向う。

25日 (晴一時曇) 平林，小西，松浦，植村ら7名は中央ルート VC，藤田，大森，錦織の 3名は左

ルートを 5700m迄偵察。

26日 (晴) 松田以下6名，左ルートを更に 5，850 m迄登!J，左ルートを正式ルートに決定。

27日 (晴) 松田以下4名， 01直下 6，000m 迄到達。スキー隊の先発班 B.OVC到着。

28日 (晴後曇 ) 植村，井上，アイスフォ ールを突破し 01予定地 6，150m VC到達する。住吉ら

によ!J5，8 0 0 m の地点に 01のデポ・キャンプを建設。大塚以下隊員 6名， シェノレパ 6名は

中央ルートの撤収作業を行った。中島(寛)スキー隊の本隊と共に B.O入山。

29日 (晴時々曇) 薪荷上げのためペリヂェに下っていたアイスフォール・ポーターも B.OVC戻っ

たので，本日よタデポ・キャンフ・へ向け本格的な荷上げを開始する。

30日 (曇時h 雪) 藤田ら隊員 8名，ツェルパ 6名は，アイスフォール上部のルート工作を行う。

他はデポへの荷上げ。

31日 (晴一時曇) 藤田らは前日に引つづきルート工作を行い， 01へのルートが完成。松田ら 4

名下部アイスフォーノレの Jレート整備。他は荷上げ。

く 4 月>

1 日 (晴) 本日よ!J01への本格的荷上げ開始。藤田班に代って田村ら 4名が，アイスフォール

上部のルート確保のためデポ・キャンプへ入る。

2 日 (晴) 01への荷上げ。映画撮影のチームも上部アイスフォーノレの行動を取材。成田は大森，

中島ドクターと休養のためロプジェへ下る。

3 日 (晴) 本格的街上げと高度順化の行動を行う。

4 日 (晴後雪 ) 01を建設して田村，井上が入る。他は荷上げ。

5 日 (靖後曇時A 雪) アイスフォーノレで大きな陥没があ!J，スキー隊のシェノレパ 6名が 5，650 m 

の地点で遭難ffl..，たため，救援作業に当る。 01VC小西，神崎も入る。

6 日 (晴時々曇) スキー隊遺体収容のため01を除き全員停滞とする。 01の4名は02の偵察

に向う。

7 日 (晴後曇一時雪 ) 行動再開， 01への荷上が続く。 01の小西，神崎は 6，700m の南壁基

部まで到達する。

8 日 (晴一時雪 ) 01 の田村，井上は，神山，吉 111と交幸~他は高度j願化のため荷上げを行う 。

9 日 (晴後曇時h 雪 ) 01への荷上げの最終日であったが， 5，525 m 地点でキャクツェリ ンの
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遭難事故発生。直ちに球援活動を行¥"遺体を B.Oへ収容する。デポ ・キャン プの松浦他 10 

名も B.Oへ下る。 01の小西，神崎は02を建設して入る。松方隊長，中島，大森両 ドクター

はロプジェーゴラク・ツ.%.":/プへ。成田らは B.Oへ戻る。

10日 (晴後曇) 02の 2名， 01の6名も B.Oへ下b第 1期の登山活動を終了する。

大塚ら隊員 5名，シェルパ 13名，キャクツェリ ンの茶昆のためトヲクラへ下る。

1 1日 (晴後曇 ) キャクツェリンの茶毘を終え，大椀圧はロプジェへ，松方隊長班はB.O入D。他

は B.OVLて休養。

12日 (晴後曇一時雪) 大勝亙 B.O へ帰着。他はB.OVLて休養。こ ~VC全隊員 3 9名BOへ集結。

【第 2 期)• 

13日 (曇一時雪) 第 2期活動の先陣として藤田ら 6名，シェノレパ 4名と共Kデポ・キャンプへ入

タ，上部アイスフォールの整備。

1 4日 (晴一時曇 ) 平林以下隊員 15名， ツェルパ 10名01入。

15日 (晴後曇 ) 大槻亙 隊員 11名，シェノレパ 8名01VL入る。 01の中島ら 4名は， 6，600 

mの地点K南壁用のA.B.O を建設して入る。松方隊長クムジュンへ向け下山。

1 6日 (曇時右晴後曇時々雪 ) 藤田ら隊員 15名，シェルパ 8名は 6，450m の地点に本格的 02

を建設して入る。 F.AB0の植村，井上はローヅピフェース基部まで偵察。中島，錦織は南壁

6，80 0 m 迄偵察。

1 7日 (晴一時雪) 03を建設して，植村，井上が入る。小西，中島，吉川は軍艦岩に到達す。大

塚ら隊員 13名，シェルパ 7名も 02VL入る。南壁，東南稜両パ ーティーの編成が発表される。

1 8日 (晴) 植村，井上ローツピフェース偵察。本日よ b南壁，東南稜の本格的活動が開始される。

19日 (曇後晴) 南艶庄の藤田，中島，吉川，軍艦岩往復。東南綾班の平林以下 4名， ローツェ・プェ

ースのルート工作を開始。

20日 (晴後曇一時雪) 南壁班は軍艦岩のトラパース・ルートの工作。ローツェ ・フェース班は.04

へのノレート工作を行うも， 帰路平林がス リy プ事故を起す。 直ちに救援活動に移.!J， 7，300 

mの地点にピパーク・キャンプを張って収毛?する。南壁班より大森はピパーク・キャ Y プへ。

21日 (晴後曇一時雪，強風) 平林を 02へ収容。夕刻01VLて成田隊員が急死する。

22日 (晴後曇一時雪 ) 全員01VL集結して，告別を行う。その後B.Oへ下る隊員を除き 10名は

02へ戻る。

23日 (晴後曇ー暗雲 ) 成田隊員の遺体収容のため上部アイスフォーノレのノレート工作を行う。

24日 (晴後曇 ) 成田隊員の遺体を B.OVL収容。大塚ら隊員 13名， γ ェノレパ 7名は B.Oへ下る。

この日，東南稜班の河野，井上が03VL。南壌の中島，力日納，嵯峨野は F.AB 0 VL入る。

25日 (晴後曇 ) 河野，井上， 04の地点まで偵察。南壁班の中島，吉川は軍艦岩VLF. 03を建設

して入る。
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2両日 (晴後曇一時雪) 東南稜班の松浦，植村は 04を建設して入る。南壁の中島，吉JIIは7，250

mVC達す。

27日 (曇時k 晴) 東南稜班の松浦，植村シェノレパ 2名は， ローツェ・フェース上部のルート工作，

南壁班の中島，吉川は 7，350m VC達す。 B.Oより藤田ら隊員 7名，シェルパ 7名01へ上る。

28日 (晴後曇一時雪) 東南稜班の松浦，植村シェルパ 2名はサウス ・コノレK到達。南壁班の加納，

嵯峨野も F.O3 よ.!?7，600 mVC達する。藤田ら 02κ入る。

29日 (靖一時曇) 南艶圧の平林，安藤は04に入る。 B.Oの大塚らは成田の遺体と共に トヲ クラへ

下ゐ。

30日 (晴一時曇 ) 東南稜の平林，安藤は04より 7，650mVC達した後01へ下る。松浦以下 10

名， B.Oへ下る。この日成田の遺体は茶毘κ付さ才遺骨は堅野，井上でクムヅュンの松方隊長の も

とに向L、，大塚らはロプグェへ戻る。

く 5 月 >

1 日 (晴) 大塚らB.OVC戻.!?，今後の対策を練る。 02の6名は03を往復。

2 日 (晴) B.OVCて第 3期の計画立家主

3 日 (晴後曇一時雪 )検討の後，第 3期の計画，登頂隊員を発表。 02よ.!?03へ神崎，神山の 2

名が入る。小西，伊藤も F.ABOVC入る。

【第 5 期】

4 日 (晴) 大塚，松田はB.Oより 01へ。 03の2名はヅェルパ 8名と共κ04を往復.南壁班

の小西，吉川，ツェルパ 4名はF.03VC入る。

5 日 (晴後雪) 大塚，松田 02入。 B.Oより松浦ら隊員 12名o1へ。 02の平野，土肥はツ ェ

ノレパ 4名と共VC03よ.!J 7，600m を往復。 F.03の隊員 2名， シェノレパ 2名は F.03よ.!JF

04を往復。

6 日 (晴一時曇 ) 松浦ら 02VC入る。東南稜班のサウスコル荷上隊の土肥，神山，シェルパ 16 

名は02より 03へ。南壁の小西はF.04 VC入る。この日三浦雄一郎氏，サウスコルよりスキ

ー滑降を行う。

7 日 (晴時k 曇 ) 第 l登頂隊 松浦，植村.サポート隊と共に 02を出発 03へ。サウス ・コルへ

の荷上隊は 04へ入る。南援班の古川， F.02よ.!JF.04 VC入り小西と合流。

8 日 (晴後曇) 第 2登頂隊平林，チ ョタレー，サポート 隊と共 VC02を出発03へ。第 1登頂

隊は03→ 04。サウスコル荷上隊はサウスコノレを往復。南壁班の小西，吉川は F.04より

7，800m VC歪l躍してヲ|返す。

9 日 (晴一時曇 ) 第 1登頂隊 サウスコルVC， 05を建設。第 2登頂隊 03 → 04c南壁班の

加納，嵯峨野， γ ェノレパ 2名F.O3→ F.O 4 VC入る。
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10日 (晴 ) 第 1登頂隊 06を建設し入るc 第 2登頂隊 04 → 05。南壁班の F.O4の 4名

は 8，050m VC到達するも帰路， 軍艦岩の下bで加納が落石で負傷もこの日F.U3 → E04 

K入った中島も落石で軽傷を負う。

11日 (晴後曇 ) 第 1登頂隊の松浦，植村，am 9.15.登頂に成功.02まで下る。第 2登頂隊は 05

→ 06。南壁班は撤収が指示され. F.O 4より中島， 田村， ツェルパ 2名，F.O 2 VC下る。

12日 (晴後曇 ) 第 2登頂隊の平林，チョタレー，第 2登頂に成功→ 04まで下る。

南壁班は F.O3. EO 2を撤収して南壁での活動を終了。第 4期計画，登頂隊員発表。

【第 4 期】

1 3日 (晴) 第 2登頂隊 04 → 02 VC下山。第 4期の先陣として吉Ji1.嵯峨野，シェルパ 2名

は 03VC入る。河野，土肥，神崎はアイ スフォー Jレの整備のため 01へ下る。

14日 (晴一時曇) サウスコル荷上隊の鹿野， シェノレパ 20名は 02→ 03。サウスコル直登の吉

川隊はノレート工作。01の 4名はアイ スフォーノレの工作に当たる。

1 5日 (晴後曇時々雪 ) 鹿野隊 03 → 04。松田ら 7名は 02→ 03。吉111.嵯峨野，伊藤は

7650m迄のノレート工作。松浦ら 6名 02 → 01"河野ら 4名 01→ BO。

16日 (晴後曇一時雪 ) 鹿野隊 04よタサワスコルへの荷上げののち 02へ下る。藤田班 6名03

→ 04。 吉川班03で休養。小西， ヒ・ンジュー 02→ 03。松浦ら 6名BOへ下山。

17日 (晴後雪) 藤田ら 04よ.!?05 VC達し隊員 3名，シェルパ 6名サウスコルに泊る。吉111隊，

直登ルートよ Dサウスコノレへ。

18日 (曇一時雪 ) 藤田班の中第 3登頂隊の田村，嵯峨野はシェルパ 5名にサポートされて 06VC

入る。小西， ヒ.;/ジューの第 4 登頂隊は撮鵬圧の野口と共VC04 → 05. こ ~VC第 4期の登

頂体制が整う。

19日 (曇) 天候悪化のため大塚登挙隊長は計画中止を指示し，直ちに撤収を開始.06，05， 04， 

03の全キャY プを撤収して全員02へ下る。

20日 (晴後曇一時雪 ) 02を撤収して 01へ，更にγ ェノレパ 20名は B.O迄下る。

21日 (曇 ) 0 1を撤収して全隊員， シェノレパ B.Oへ下る。

22日 (曇時々雪) B.Oよ.!?01の荷上げにγ ェルパ 43名が向L、，一部の荷を残し全部の荷物を

B.Oへ下ろし.ここに B.O以上の活動を終了する。

23日 (曇一時雪) B.Oにおける撤収準備。

【B.C撤収とルクラへの下山 1

く 5 月 >

24日 (曇時々 雪 ) 宮路知ラする予定の報道班，木村，佐藤ら 5名は B.O発，ノレクラへ向け下山す

今
、
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る。

25日 (曇夜間一時雨) B.O撤収。大塚以下の本隊ポーター 97名と共Kボーロンカルポに下山。

26日 (晴後曇 ) 本隊ボーロ ンカルポータンポテェ，後発の藤田以下ポータ ー 175名ととも

に残bの荷を徴収してーベリジェへ。

27日 (晴後曇時k 雨) 藤田隊 ベリジェータンポチェ。本隊と合流。

28日 (曇一時雨) 下山のための荷物整理を行い， シェルパを解雇する。

29日 (晴後鐘) アjレン河科書用査班，中島，河野タンポテェを出発。

30日 (曇 ) タンポチェーシャ ンポチ ェ。 Hote! Everest View の庭K成田隊員，キャク

ツェリンのチヨノレテンを建立法要を行う。 先行下山班の木村隊はノレクラ 着。カトマンズへの

荷物輸送班は， タYポチェよ bナムチェへ下る。

31日 (曇一時雨) シャンポチェーノレクラ。

【帰路キャラパン】

く 6 月>

ノレクラの飛行場にて，荷ヲ機のフライト状況を留農してカトマンズへの下山班を次の 5隊に編成し，夫

k行動すること κした。

A班 (キャラパン班)…-・飛行機κ関係なくカトマンズK キャラパ yで下山する珪

藤田，田村，小西，土肥，神崎，渡部，植村，嵯峨野，安藤，伊藤，中島ドクタ ーの 11名と

シェ ノレパ， ピンクz ー，ダワ・ウォンチュー，アン ・ミンマ，パサン ・ノルプ，アン・ツェリ y

の 5名とポータ ー 10名。

B班 (本 隊 )……カトマンズで用のあるものを中心K編成，フライト順位1.位とするも 6月

2日まで待って飛行機こなければ，キャラパンで下山する。

大場松田，平林，松浦，神山，錦織九大森，平野，吉111，長田，相沢，平，の 12名と γ ェ

ノレパはチョタレー， ラクパ・ノ Jレプ，ダワ・ス Yダ ，パサン・テンパの 4名とポーター 33

名。

C班 (空路班① )・…・・広谷，加納，木村，佐藤，野口，中)11の6名. 6月4日迄飛行機を待つも買込

ないため 6月 5日，キャラパン開貴台。

D班 (空路班②)……住吉，原田.内藤，堅野， リェゾン・オフィサーの5名同様の事情で6月 7日

キャラパン開始。

B班 (荷物キャラ パン隊 )・・…鹿野， シェルパのイ ラ ・ツェリン， ウノレ クン，テングン，ザンプー，

ペンパ ・ノノレプ， アン・ ラクパの6名とポーター 133名，装備ととも VC5月31日本隊とわ

かれキャラパン開始。
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各隊の日程は下記の通り。

(A(藤田)班〕 (B (大塚)班〕 (0 (広谷 )班〕 (D(.t主吉)班〕 (E(鹿野)班〕

1日(曇 一時雨)
ノレクラ発 パイヤ Y 泊
パイヤy泊

2 日(曇時 A 雨) タキツY ドの下
ルクラ発

ブ v 
パイヤン泊

3日(曇時 k 雨) トラドブリ ズド・コ、y グュ Y ベシ

4 日 ( 曇一時雨) チ ャンマ グュンペン コーラ

5 日(曇一時雨) '" ク ケ ソ ザ ノレクラ発 '" フ フ
パイヤン泊

6 日 ( 晴一時雨) ポテコシ キラyテ4コーラ ヌ ンタラ ヤ ノレ サ

7 日(晴後曇一時雨) パー カ ノ レ ジリ ー※ タ ク ト ル ク ラ 君 トロパーカル
パィヤン

8 日(曇後時企雨) ラムサング ジリ ー チャ ンマ ヌ ンタ.ラ ム v 

9 日(曇時 k 雨) カトマ Y ズ ジ リー 三〉 タ ク ト カトマンズ

10日 カトマンズ カトマン ズ チャ :/ てさ

1 1日 ジ ー

12日

13日 カトマ y ズ

位) 6月 7日ジリーより空路大塚以下 6名カトマンズへ。

【アルシ河方面科学調査班】

く 5 月>

2 9日 (晴後曇 ) ズド ・コヅからわかれてアルン河ぞいにダーラ Yパザールまでの地質調査を行う

ため，河野，中島(寛)の 2名は， γ ェルパのア y・チョタ νー，ハクパ・チョタ，ポーター

3名と共Kタンポチェを出発0・ンョンポチ zへ

30日 (曇 ) ションポチェ(3，870 m )ーザッサν

3 1日 (曇一時雨) ザ yサ νーパイヤン (2，761 m ) 

く 6 月 >

1 日 (曇後雨)パイヤンーとンコーマ

2 日 (曇時 A雨，後雨 ) パ y コーマーシュ Jレク (2，740m ) 

3日 (雨後曇，時々晴) ツュルケーグデ ν(2，0 60 m ) 

4 日 (雨一時晴) グデレーダンティディン マ

5 日 (晴一時雨) ダンティディンマ ー ノレ Y クア
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6 日 (曇一時晴) ルY クア ー モY ジュワ

7 日 (晴一時雨) モンジュワーガネパニ

8 日 (晴時々曇) ガネパニーモンマヤ

9 日 (雨後晴) モンマヤータ・ンクータ(1，420 m) 

1 0日 (雨後曇) ダ yクーターダランパザールー〈ジープ)ーピラトナガール

1 1日 (晴) ピラトナガールー(空路)ーカトマンズ

【 カトマンズより帰国まて】

く 6 月 > 

1 3日 全隊員，カトマンズK集結。

残務整理，各方面へのあいさつ等。

15日....， 1 6日 4班にわかれてカトマY ズを出発。

1 9日 ホンコ/'~金隊員集結。

20日 帰国。

【モンスーン期間中の気象観測】

く 6 月 > 

1 白 井上，モンス-/'期間の気象観測を継続して行うために ・ンョンポチェ(正確κはNgomhasa) 

で下山する本隊κ分れて，モンス-/'期の観測を開始ナる。本隊と別れてから 5日間でScho-

ngbocheのHotel Everest View 建設現場に気象観測ステーションを設置する。

8 日 6月中匂の Snow Line確認のため，ゴキョK向け出発ードーν泊

9 日 ドーレーゴーキヨ，雪線が約 5，000 mであることを確乳

1 0日 ゴジュンパ氷河の調査。

1 1日 ゴジュンパ氷河の調査。

1 2日 ゴーキョに戻る。

1 3日 ゴーキョージョンポテェ

1 4日....， 30日 ショ Y ポチェにて観測。

く 7 月〉

1 日 1 0日聞の予定でPokaldeVCサーベイ K向うことにする。

2 日 ションポチェーパニノポチェ

3 日 パンポチェーデイ yポチェ
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4 日 デインポチェーーコ ンマラ

5日-7日 5，500 m 付近に末端をもっ小さな氷河の上部で，熱収支と成層の調査を行う。 7月中

句の Snow L ine は 5，500 mまで上る。

8 日 コンマラーデインポチ ェ

9 日 デインポテ ェー ションポチ ェ

1 0日-22日 ツョンポチェ Kて気象観測。

2 3日 ショ Y ポチェ ーポイヤン

24日 ポイヤンーータキシンド

2 5日 夕キシンドーージュンペヅ

26日 グュンペツーチャンマ

27日 チャンマ ーージリー

2 8日 ジ リー ーヅ ェラ

29日 ヅ エラーーラムサンゴ

30日 ラムサンゴーカ トマンズに帰着。

く 8 月 >

9 日 カトマンズ発。

1 5日 羽田帰着。

以 上
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個人別行動表について

付録の隊全体の行動表は，行動を主として隊の動きを平板的にまとめたものであるが，何分， 120名

K及ぶ隊員，シェルパ全員の行動を網羅したため，隊員個人の動きをみるには不便である。そこで， 高

度を縦軸Kとり，各隊員の個人別の動きをグラフにまとめたのが，本行動表である。

本行動表をみれば，各隊員の高度順化のための動きが一 目瞭然である。今回は，第 1期，第2期Kつ

いては，ルート工作隊以外は，自主的K高度順化のために行動したが，本行動表をみる限りローテーシ

ヨンを重視して行動していたことがよ くわかる。

尚本行動表は，医療 ・高所医学部門のデーターと併読されると，種々参考になる。今後のヒマ ラヤ

登山での高度順化のための行動資料として，検討戴ければ幸いである。

f一一ー は東南稜における行動を示し
図中 4

l--ー は南墜 における行動を示している。

(1 )松方

雨量A.乱 。
、

O~ 

0.1 

B.O 
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-， 
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~ 符 号

キャラノξン A-F 

IA-IE 

SA，SB 

ISA-ISC 

IJD，IJE 
言十

ペース
A-D 

キャンプ

1 A ， 1 B 

SA-SF 
SIA，SIB 

SIC，SID 

EA-ED 

EIA-EIC 

言十

中所食 A-H 

SA-SD 
言十

高所食 A-G 

S 

計

最高所食 A，B 

S 

-----
言十

合計

アルコーノレ ヒ.ーーノレ

ウイス キー

プランデー

酒

ブドウ酒

言十

タ ，ミ コ ノ、イ ライト

ホープ

ピース

しんせい

コ'-)げゴンバ ァ ト

缶入ピース

言十
用刀卜マンス

空 輸 分

総合計 lω+⑤ +(e)+~+ω 

食糧リス卜
一食糧内容総括表 ー

使 途 種 類
カートン

1ル/1日
数

隊員用準レーション 7 54 12 

シェノレパ用 // 5 18 34 

隊員用スペシャノレ 2 1 1 

シェノレバ用 // 3 7 

// 主食 2 2 

1 9 92 

隊員用準レーション 4 84 12 

シェノレパ用 2 69 24 

隊員用スペシャ ノレ 6 30 

シェノレパ用 2 8 15 

リェゾン用 // 2 4 

隊員用調味料 4 26 

シェルバ用 dグ 3 19 

23 247 

レーシ ョン 8 176 12 

スペシャノレ 4 32 

12 208 

レーション 7 84 12 

スペシャノレ 4 12 

8 96 

レーション 2 5 16 

スペシヤノレ 1 2 

3 7 

8 650 

192;本

24 

24 

240 

24 

504 

40，000本

10，000 

10，000 

30，000 

30，000 

12，000 

132，000 
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合人臼 計分 重
(1<量a、

648 

6 12 

1，260 1，4 38 

1，008 

1，656 

2，664 3，860 

2，112 

2，1 12 1，240 

1，008 1，352 

80 

80 1 12 

7，124 8，003…① 

84 

34 

34 

68 

34 

254…② 

32 

8 

8 

24 

24 

16 

112・・@
979.5…@ 

579.5，..(55 

9，927・・@ 
上



系議
ア ノレ フ ア 米 1ω 

麦 粉 600 

ソ メ コ/ 250 

ど ん 250 

ピスケ ア ト 2∞ 
カ ン ノ、 ン 200 

牛肉大和煮 170 

fこ く あ ん 200 

奈 良 漬 100 

江 戸 む ら さき 140 

昆布 つ く だ 煮 118 

女 子 100 

福 宇中 漬 1∞ 
葉 ト ーガ ラ シ 50 

う vc 100 

塩 100 

// 500 

味 の 素 45 

砂 糖 1，∞o 

紅 茶 80 

2 25 

緑 茶 100 

見 布 茶 85 

スキム ミ ノレク 200 

コ ヒ 100 

オ レン ジジ ュース 270 

ママレード // 210 

バ「モンド // 220 

ソーィFメロソ dグ 270 

ピーチ // 210 

サ ケ 缶 225 

サ J、- 缶 225 

サ ンマ カ バ 焼 110 

赤 貝 225 

し よ う 油 200 

イ テゴ ジ ャ ム 140 

ア ン ズ // 140 

オレ ンシ // 140 

-'、' タ 225 

食糧内容表
キャラパン食 (1)

A B 。σ D B F IA IB IC ID IJD 

9 9 6 3 9 9 9 4 5 3 3 1 

15 15 15 15 15 15 15 20 16 16 18 14 

24 24 12 12 24 24 24 

21 2 21 2 

6 

6 17 34 

61 6 6 

10 19 

31 3 21 2 31 2 516 5 

11 1 

21 2 1 

1 1 21 2 10 

1 212 

2 21 2 2 1 

1 21 2 15 

3 10 51 5 

1 11 1 11 1 11 1 1 1 1 11 1 

1 11 1 11 1 11 1 212 21 2 

21 2 21 2 21 2 216 616 6 

1 11 1 11 1 11 1 

212 21 2 

11 1 1 11 1 1 

1 11 1 

313 31 3 

1 

1 

1 1 1 

11 1 1 

I 1 

1 1 2 

4 21 2 21 5 5 

21 2 2 

11 1 11 1 313 

3 5 

10 3 

5 3 5 

2 ワ 4 4 

-399-

IE DE SA SB ISA ISB ISC 

3 1 8 3 4 2 

18 10 17 14 17 14 15 

1 

17 

10 23 

5 3 

5 3 

3 

1 

1 

2 1 

6 1 1 5 

2 3 

1 」
3 1 3 63 

1 

1 

10 

5 」

4 

4 

2 2 10 

4 

t:. 



キャラパ ン食 (2)

コヲ主ょA BIC σD  EIF IA IB IC 回 IJD IE IJ E SA 担 ISA ISB 1 SC 

ふ、 り 台、 け 25 10 

テ ズ 225 21 2 21 2 5 2 2 

コ :/ ピ フ 190 31 3 3 

干 ア ン ズ 80 818 8 20 

干 ブ ウ 160 5 10 

干 プ フ ム 270 5 

ミ ックスナァツ 65 20 

キ ャ ンディー 1剖 1120 10 

ガ ム 20 12 12 12 12 12 12 12 

キ ヤ フ メ Jレ 40 15 60 

ヨ カ ン 400 5 

せ ん "" L、 200 1111 2 

チョコレート 50 6 17 

ア フ レ 170 1 

味 噌 ，∞o 21 2 

コンソメ スープ 5 14 14 35 35 35 21 35 

ク ノーノレスー フ 80 31 3 3 3 5 5 20 

だ し の 素 91 1 111 1 1 2 

都 コ 〉〆 ブ 20 1 

お茶漬の素 10 20 

レモンパウダー 10 9 34 

チャーハンの素 15 61 6 16 16 

ソ セー ジ 130 3 3 3 3 

"" コ ン 5∞ 1 1 1 1 1 21 1 

ワ カ メ 10 1 

カ レ 粉 84 1 2 

五、 50 1 

干 椎 茸 10 2 2 

サラタ.オイル 280 1 212 1 1 1 3 613 2 3 1 2 

み も、 ん 缶 312 3 3 

糞 桃 // 425 2 2 

ノ、 イ ン // 565 2 2 

乾燥野菜ネギ 10 11 1 5 

// ホ レ ン 草 12 212 515 

// ジャガイモ 20 2 2 

t 玉 ネ ギ 20 212 515 212 5110 5 5 

2 人 参 20 4 

乾 燥 肉 豚 30 515 312 

// ，烏 20 2 2 51 5 

F 牛 肉 30 15 212 2 2 5 5 
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キャラパン食 (3)

τミド詰;よ A BIO σ D E F IA. IB 10 B 1JD E IJE SA SB ISA ISB ISO 

乾 燥 たま ど 20 2 2 

4ま ち み てコ 170 212 2 5 1 

サ フ 、、‘ 100 212 3 

ガー 7 ク 70 1 11 1 1 11 1 I 2 2 

七味唐ガラシ 20 3 5 

局野 ト ウ フ 80 1 

、ョー， し よ う 20 11 1 11 1 11 1 11 1 11 1 1 I 1 1 

ク フ 90 1 11 1 11 1 1 1 1 

梅 干 1∞ 1 

ーマ 7 チ 10 21 2 21 2 21 2 21 2 21 2 2 2 

缶 切 20 1 11 1 11 1 11 1 1 11 1 1 1 

チ 紙 20 21 2 21 2 21 2 21 2 21 2 2 2 

鯛 み そ 2a 1 

スウイートピクノレス 450 I 

グリ ーンピース 280 2 

じ ん た ん 20 3 

フ 一 メ ニ〆 90 20 

インスタントみそ汁 50 12 

粉末 し る 、、，ー 1∞ 10 

自ま う じ 茶 100 4 

番 茶 I∞ 1 

ゼ 135 10 

紅 し よ カ2 100 L 5 

イ ワ シ 缶 225 2 

ピ タ 、、、 ン 11 1 11 1 11 1 11 1 

干 タ. フ 日 5 ! 5 

ト ロ ロ コ フ. 50 2 

玄 米 茶 100 1 
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ベースキャンブ。食 (1 ) 

再議
A B 。D IA IB SA i甲 SIA SIB SID SIC 思 回 団 SF FA E E 国弘園田IEIC 回

21 21 21 21 35 34 10 13 7 8 2 2 4 1 1 1 11 5 4 10 5 4 6 

15 15 15 14 12 13 19 15 16 15 17 14 16 15 15 35 20 a 20 20 19 19 30 

アノレファ米 160 18 30 18 18 

// 赤 飯 100 100 

の し も ち 000 4 1 

フ ーメ ユノ 100 15 15 20 

スパグテイ 200 5 5 5 

オート ミノレ 5∞ 1 2 

ホyトケーキの素 3∞ I 1 1 

麦 粉 600 3 512 3 2 

乾 ノ、 ソ 2∞ 21 2 21 2 414 

ピスクッ ト 200 41 4 41 4 818 

せ んぺい 100 3 3 

コンソメスープ 51 14 14 12 12 21 21 10 10 10 

ポターアュスープ 80 21 2 21 2 31 3 

お 茶漬の素 25 21 2 

乾燥ホーレン草 12 11 1 11 1 11 1 

// // 400 1 

。 ニンシン 20 11 1 11 1 

// キャベツ 20 11 1 11 1 11 1 

// ピーマン 71 2 21 2 21 2 2 

// 牛 肉 30 21 2 21 2 11 1 

// トリ 肉 20 21 2 21 2 11 1 20 

"'" ーー コ コノ 500 11 1 11 1 1 1 1 2 

ウインづ~ソーセイジ 115 1 1 1 

サラミソーセージ 100 21 2 21 2 2 2 2 2 

コンピーフ 100 11 1 11 1 1 

牛肉大 和煮 180 21 2 21 2 21 2 

鮭 ~5 2 2 2 1 

カ 一225 2 1 2 

オイノレサージン 110 11 1 1 I 

オイλサイスター 110 1 1 

さんまかば燐 110 5 2 2 2 

み り ん 干 100 11 1 11 1 

干 信 1∞ 21 2 2 1 I 

干 え> び 10 31 3 

マッシュポテ卜 90 11 1 1 1 1 1 1 1 

豆腐のもと 50 31 3 3 9 

な め 、>-戸 100 1 2 

グリーンピース 280 11 1 11 1 I 1 2 1 2 9 

ひ じ き 80 21 2 11 1 3 1 1 

わ 台、 め 10 21 1 11 1 11 1 

トロロ昆布 50 11 1 1 1 
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ベースキャンブ。食 (2)

三下請ぞA B C D lA IB SA 部 SlA SIB SID SIC SJ SD 団 置 B主EB 岡田IF.TI1 匝。ID 

味付の り 514 4 

アスパフガス 220 1 1 1 3 

竹 の 子 220 1 l 

き な 粉 200 1 

fこ く あん 100 11 1 2 1 1 

奈 良 漬 100 1 

九ちゃん漬 1∞ 1 1 

キ ム チ 210 1 8 

紅しょうが 100 1 1 1 1 1 1 1 

業 トウガラシ 50 2 1 1 1 1 2 

の り 佃 煮 1∞ 1 1 1 2 

梅 干 100 1 1 1 1 1 1 1 1 1 25 

らっきょう 1ω 2 

で ん ふ: 100 1 1 1 1 1 1 2 1 1 

ふ り かけ 25 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

う I'C 100 1 4 

、トー・ ま 塩 35 2 

チ ズ 28 2 112 12 2124 凶

// 225 1 2 2 l 

イチゴ ジ ャム 140 1 1 1 1 1 1 212 1 1 

ママレード 140 1 1 1 1 1 2 21 1 1 1 1 1 

は; ち 蜜 95 1 1 1 1 1 1 313 2 2 2 

ノ、. タ 225 11 1 1 312 1 1 1 

キャラメノレ 40 616 2 5 5 5 

キャ ン デー 1∞ 1 1 1 1 1 1 1 11 3 3 3 

チョコ レー ト 50 616 616 12 2 4 4 4 

レイ ズン 100 21 1 1 1 1 3 1 1 1 

干ア ンズ 80 1 1 2 1 I 1 2 

みかん缶 312 1 1 1 I 

も も // 425 1 1 1 1 1 

イ ソ // 567 1 I 1 1 1 

洋な し // 425 1 1 1 1 1 1 

みつ豆 // 220 2 2 2 

ゆで小豆グ 220 1 1 

緑 茶 1∞ 1 I 1 1 I 1 1 10 

紅 茶 80 212 212 

// 225 2 12 1 1 1 

コ ヒ 1∞ 1 1 1 2 2 2 

コ ::r ア 500 1 11 1 1 も

スキム ミノレク 200 2 2 2 

// 400 211 1 I 1 1 I 1 

コンテシスミノレク 397 1 I 1 

粉 ジュース 230 1 1 1 1 1 1 1 11 1 2 1 
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ベースキャンプ食 (3)

~通で AIB CID IA IB SA 回 SIA SlB SID SIC 釦 1D 四 SF EA 回 E F.TA 防相国IC匝D

レモンパウダー 10 10 10 

ジュース缶 220 8 5 4 

コーとーパッグ 5 2 2 2 

水 あ め 150 2 2 2 

氷 砂 糖 2∞ 1 1 1 

界カンロ煮 205 1 1 1 

ミァクスナッツ 65 213 2 3 2 315 

ヨ ーカ ン 400 1 1 1 

即席しるこ 120 2 2 2 

インスタントプリン 60 6 5 5 

かつをぶ し 2∞ 212 

ピク Jレ A 450 1 1 1 

マ ヨネ ーズ 300 1 1 1 

イ カ 缶 230 21 2 

タ イ 、、 ソ 230 2 2 

トマト ジュース缶 250 2 

チュウインガム 20 5 5 5 

い わ し缶 110 2 1 2 

干 プ フ ム 270 1 1 1 25 

オパノレチン 225 1 1 

ピタ 、、、 ユノ 10 11 1 1 

缶 切 り 20 11 1 11 1 11 1 

留守 ツ テ 10 21 2 記 2 21 2 

テ 紙 20 21 2 21 2 21 2 

クチャッフ 310 6 5 

カ レー粉 400 1 

// 84 2 

砂 糖 1，000 11 71 5 13 4 51:Il 

// 日0 11 1 1 1 I 1 1 

塩 ぬO 2 2 

み そ 1，∞o 4 7 

し よ う 泊 5ρ00 1 1 

、〉ー匹 し よ う 50 7 6 

サラ ダ 泊 3ρ∞ 1 1 

// 280 2 4 

ソ A 380 10 9 

味 の 素 500 1 

// 45 3 

か つを節の素 9 40 10 

ワ サ ピ粉 a 8 

七味唐ガ ラシ 13 2 3 

洋 ガ フ 、ン 20 8 14 

ガーリック 70 7 
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べp スキャンプ食 (4)

下下電ま A BIC D IA B SA. SB SIA SIB SID SIO 回 SD 団 置、 FA m E 1m A b下回。匝D

ベイキンタ"ウタ・ー 100 3 1 

酢 7∞ 2 2 

乾燥野菜 12 10 10 10 10 10 10 

// ピーマン 2ω 

// タマネギ 1，0∞ 1 

// ネ ギ ま)() 1 

粉 しょう池 4，∞o 1 

高保母菜トロロイモ 4，0∞ 1 

酒 カ ス 4，500 1 

かずの こ 2，3∞ 1 

ミートソースの素 ー350 1 I 1 

.烏 水 煮 425 1 1 1 

かつを缶 300 2 

サッポロ巻 50 1 1 1 

粉しょう泊 4，000 1 
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中 所 食 (1 ) 

下ミ謹
A B C D、 E F G H SA SB SC SD 

22 22 22 22 22 22 22 22 8 8 8 8 

14 14 14 14 14 14 14 14 1 7 17 1 7 17 

アルファ米 1 60 24 24 24 24 24 24 24 12 

即席 フーメン 100 8 14 5 5 

// 焼そば 100 8 14 5 

味そ汁の素 1 10 2 2 5 2 

お吸いも の 5 2 5 

コン ソ メ スープ 5 12 12 

ポタージュスー プ 80 2 

ク ノールス ープ 80 2 2 

コーンスープ 80 

乾燥野菜ネギ 12 1 1 1 1 1 2 2 

グ ホーレン草 12 3 2 I I 1 

// タマネギ 12 2 2 1 7 

// キャ ベツ 12 1 1 1 1 

// ピーマン 7 1 1 1 1 

// 牛 肉 30 2 2 4 2 2 

// 豚 30 1 

// ト 20 1 1 1 2 2 

"" ::r ン 300 1 2 

ソー セー ジ 130 6 6 6 3 6 6 6 3 

サ ラミソ ーセ ージ 100 3 3 3 

コ ン ピ フ 190 2 1 1 1 1 2 3 

乾燥野菜イングン 9 1 1 1 1 1 

牛肉大和煮 225 1 1 1 

乾燥たまご 40 1 1 I 1 

わ 力、 め 10 1 

ト ロロコフ. 100 2 1 

乾燥トウフ 12 1 1 

&‘ 20 1 1 

鯛 で ん 五二 20 I 

味付 の り 20 1 1 1 1 1 

た く <b ん 200 1 1 1 I 

九 ち キん 漬 100 

奈 良 漬 100 1 

福 神 漬 100 1 

わ き ぴ 漬 100 1 

也、 ら し 演 100 1 1 

昆布つくだに 100 1 1 

塩 コ ユノ フ 80 1 1 1 

魚 イ回 煮 100 1 2 

業 ト ガフシ 100 1 1 I 1 

江戸ムラサキ 100 1 I 1 
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中 所 食 (2) 

瓦ミミ3査を空 A B 。D E F G H SA SB SE SD 

梅 干 し 100 1 1 1 

女 子 100 1 

らっき ょ う 100 1 1 1 

紅しょ うヵ: 100 1 

塩 100 2 2 1 1 1 1 1 1 

ふ、 り tJ、 け 20 1 1 1 1 1 

し よ う 油 200 2 2 

しょう泊(紛) 50 1 1 1 1 1 1 1 1 

砂、 糖 200 2 2 2 2 2 

// 1.000 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 

フ ド ウ 糖 500 1 1 1 

す し の 子 80 1 1 1 l 1 1 1 1 

‘〉一 し よ う 20 1 1 1 1 

味 の 素 40 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3 3 

ガー リ ック 20 1 1 1 1 1 1 1 1 

カ ツ オ 節 20 1 1 1 1 1 1 1 

緑 茶 15 5 5 5 5 5 5 5 5 

紅 茶 30 4 4 4 4 4 4 4 4 

昆 布 茶 35 1 1 1 

コ ヒ 一 20 I 1 1 1 1 1 1 1 I 

コ コ ア 20 I 1 1 1 

ク フ. 100 1 1 1 1 1 1 1 

モ チ 700 1 3 

乾 ノ、 ソ 200 2 1 

クラッカー 145 1 2 2 

ピスク ッ ト 280 1 1 

ガノレグアJレジー 250 1 1 

ク ヲ キ 100 2 2 2 

ウエハース 200 1 2 2 

ク ラ ッカー 90 2 2 

せ ん J、主 L、 125 2 2 2 

柿 の 種 80 2 6 3 3 

ホァトク ーキの素 150 2 2 

お茶漬の素 25 1 

乾燥野菜ジャガイモ 12 1 1 1 1 1 

。ニソツソ 20 I 1 1 1 2 

す る め 60 1 I 

イカクンセイ 50 1 I 

干 ふ. く. 20 1 1 I 

干 占r う 50 1 1 

干 貝 柱 20 3 3 3 3 3 3 

ふぐ (みりん) 100 1 1 

干 ;t び 20 4 4 4 
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中 所 食 (3) 

品¥干ミ通ぞ A B 。D B F 。H SA SB SC SD 

テ ズ 225 1 1 1 

は: ち 密 100 3 3 3 5 5 5 5 

干 あ ん ず 80 1 1 1 5 5 

平 り ん 、Hー 10 1 1 2 2 

干パ イ ユ〆 80 1 1 5 5 

干プ フ ム 270 I 1 1 

カレーの 素 50 1 1 1 1 I 1 

はやしの 素 80 1 1 1 

干 主主 ど う 100 1 I 1 5 5 

キャ フ メル ¥ 40 4 4 4 4 4 4 

ド ロ ツ フ 200 1 1 1 1 

氷 砂 糖 100 2 2 2 

梅 干 ア メ 100 2 

チ ョ コレート 50 6 6 6 6 6 6 

カリン トウ 280 1 1 1 

ミックスナッツ 80 3 

ヨ カ ニノ 160 3 

ゼ 130 3 3 3 3 3 3 

マーガリ ン 125 2 2 2 2 2 

五目ず しの素 35 2 2 

崎野トウフ 80 1 

は; る さ め 40 1 

し L、 すこ け 60 2 

サラダオイノレ 280 1 1 1 1 1 1 3 3 3 3 

片 く り 粉 200 1 1 

ピ タ 、、. ニノ 10 1 1 1 1 1 1 1 

チ 紙 20 1 1 1 1 1 1 1 

缶 切 20 1 1 I 1 1 1 1 

"7 ツ チ 5 1 1 1 1 1 1 1 

粉末ジュース 100 1 1 1 1 

スキムミルク 200 1 1 1 1 I 

レモンパウダー 5 12 12 12 12 

缶 切 り 20 1 1 I I 1 1 1 1 

た ま どパン 300 1 

レーズ ンパイ 260 1 

クラ 7 カー 120 2 

ウエハース 100 2 2 

チーズクファカー 90 2 

ウエハース 60 2 

ノ、. タ 225 1 1 1 I 

鯛 み そ 230 1 1 1 1 1 1 

即席しるこ 100 3 2 2 2 
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中 所 食 (4) 

品!3こご二事手君 A B C D E F G H SA SB SC SD 
，、. イ ソ 缶 567 I 4 

七味トーガ ラシ 13 2 2 

トマト ジュース 200 5 5 

酢 コ ニノ フ 20 5 5 

ゼ 80 1 1 

み 也、 ん 缶 312 4 2 

白 桃 // 425 4 

ア ニノ ズ // 425 4 

洋 ナ シ // 425 4 

み つ ま め 315 4 

ゆ で 小 _¥z_ 315 4 

グ リンピー ス 550 1 1 1 

" 
::J ン' 500 2 2 

スライスハム 180 2 2 

水 タ キ 缶 425 1 1 

粉 末ジ ュ ース 220 1 1 

グ ヒ. チ 220 1 1 

乾燥野菜ハクサイ 12 2 

ク ラァ カー 80 5 5 

仁 丹 20 1 1 1 

即席しるこ 1'00 4 3 3 3 

サ γ マカパヤキ 110 2 

クテャ ッフ 340 2 

カキ 油 づ け 110 1 

マヨネー ズ 300 2 

う I'C 1 10 1 1 

オパ ノレチン 225 1 

フルー ツポンチ 425 1 

ジ ヤ ム 140 2 
一一一
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高所食・最高所食 (1 ) 

;可ミ
A B C D E F 。 S A B S 

トン個数 30 30 30 30 12 12 24 12 5 5 2 

重¥妻 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 15 8 8 16 

ア ノレファ米 160 5 8 3 8 8 5 3 3 

フ メ ソ 90 6 6 6 4 

も ち 700 1 8 

ク ラ ッカー 90 1 1 

u 140 I 1 

ピス ケッ 卜 120 1 

クラァカー 90 1 

セ' 135 1 1 1 1 1 1 

せ ん '" L、 150 1 1 1 

u 200 1 

品 )11 巻 70 1 1 2 3 

レーズンパイ 260 I 

スコアチパイ 240 1 

マシュマロ 100 1 1 2 2 

ウエハース 90 I 1 1 4 2 

インスタントみそ汁 50 2 2 2 2 2 2 

グ お吸いもの 30 2 2 

クノーノレスープ 70 1 2 2 

::J ソ ソ メ 5 2 2 7 2 7 2 7 7 

チ ズ 28 6 6 6 6 6 6 4 4 24 

サラミソーセージ 100 1 1 1 I 1 1 1 

4、.、 ::J ソ 500 2 2 

コンビーフ 190 1 1 1 

牛肉大和煮 170 1 

ウイYナソーセージ 110 1 1 1 

，、 ム 180 2 1 1 

う な ぎ 缶 110 1 2 

オイノレサージン 110 1 

dア オイスター 110 1 

オイノレチキン 425 2 2 

み り ん 干 100 1 I 3 1 1 

いかくんせい 60 1 

乾燥牛 肉 30 4 2 6 . 
キ ム チ 185 1 1 

ライスフ レ ー ク 120 3 2 

乾 燥 豚 肉 30 4 2 2 

u トリ肉 20 4 4 

u トウフ 20 1 1 

u たまねぎ 20 1 1 1 1 

u Lえ庁ん 9 2 1 1 

2 ホーレン草 12 2 1 1 1 
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高所食・最高所食 (2) 

品¥子ミき子三 A B 。D E F G S A B S 

乾 燥ピーマン 7 1 1 1 

8 ネ ギ 9 I 1 

グニン シン 20 1 

グキャベツ 12 1 

// :f1. <' ゴ 20 1 2 1 

干 ふ: ど う 160 1 1 1 1 1 1 

干 ア ユノ ズ 80 I 2 2 1 1 2 2 5 

子 ノ、. イ ン 80 1 1 

干 プ フ ム 270 1 1 1 

乾燥 りん ご 10 6 6 6 6 6 6 2 

味付 の り 20 1 1 1 4 

温 コ ソ ブ 90 1 1 1 1 

梅 干 100 1 1 1 1 

お茶漬 のり 50 1 2 

奈 良 漬 100 I 2 2 

福 神 演 100 2 

子 貝 柱 20 1 

け づ り 節 5 2 2 I 1 1 1 2 

塩 50 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

砂 糖 1ρ00 2 

// 200 3 3 3 3 3 3 3 

ブ ト. ウ 糖 500 1 1 1 1 1 1 1 

// 200 8 8 

レモ ンシ ュガ ー 100 1 1 1 1 

グ パウダー 10 8 2 8 2 8 8 2 8 8 

、ャーー し よ う 50 1 

カ レ 20 1 

ガーリック 15 I 

だ し の 素 9 5 

粉 しょう泊 20 4 

片 栗 粉 200 2 2 

味 の 素 45 1 

おで ん の 素 40 1 2 

』ま ち 蜜 95・ I 1 1 1 1 2 3 3 

ミ y クスナッツ 65 1 1 1 1 1 1 2 1 1 

ガ ム 20 2 2 2 2 2 2 2 

チョコレート 50 2 2 2 2 2 4 2 

よ う も、 ん 160 1 1 2 2 

緑 茶 Tea .&g 15 1 I 

紅 茶 30 2 2 2 2 2 2 2 1 2 

コ ヒ 20 1 1 1 1 5 1 1 

オパ ノレテン 70 1 1 I 1 1 1 I 
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高所食・最高所食 (3) 

品目~ミミヨE竺芝 A B C D E F G S A B S 

オパル チ ン 225 1 I 

ク フ 90 1 1 I 1 1 1 1 

コンデンスミルク 100 2 2 2 2 2 2 

即席しるこ 400 4 2 

// 100 2 

み か ん 缶 312 1 1 2 3 

責 桃 // 425 I 1 

あ ん ず // 425 1 

ピ ワ // 425 1 

，、. イ ン // 567 1 2 

ゆ で .R 220 3 

J、- タ 225 1 1 1 2 

サラタ.オイノレ 280 2 

鮭 缶 225 1 1 

洋 ナ シ 缶 425 1 

キャンディー 190 1 I 

、.;; ニ1 コ;(. 50 2 2 2 2 

す る め 60 2 

の り イ回 煮 100 1 

ジ ヤ ム 140 1 1 1 

ニヨ コ ア 60 1 

フルーツ ポ ン テ 425 1 

トマト シ チュー 80 1 

トロロコ フ. 60 1 1 

インスタントプリ ン 60 4 

ゼ 60 3 

テ 紙 20 1 1 1 1 1 

缶 切 り 20 1 1 1 1 1 1 

ーョr 7 チ 10 1 1 1 1 1 3 2 2 

ビ タ ミ ン剤 I 6 6 6 6 6 

フルーツソーダ 270 2 

、ト- ん ぶ 茶 85 2 I 

かまめしの素 100 1 

抹 茶 20 1 

はぜ甘露煮 100 2 
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カトマンズ用食糧

品 目 単重(，9) 数量 重量(，9) 品 目 単童話j司数量 重量~

クノーノレスープ 80 434 34，720 ねりどま 50 20 1，000 

みそ汁(5袋入り) 50 64 3，200 すしのこ 35 44 1，540 

ボイノレ ドチキン 425 32 13，600 みそ 1ρ00 33 33，000 

ベーコン 500 2 1，000 ラーメン 100 30 3，000 

さば水煮 225 32 7，200 番茶 100 10 1，000 

しょうゆ(500mt) 560 53 19，680 みかん 312 142 44，304 

さんまかば焼 225 2 450 パイナップル 567 48 27，216 

サラ ミソ ーセージ 100 9 900 びわ 425 3 1，275 

ノ、 i‘ 170 I 170 じいたけ 10 72 720 

スキム ミルク 400 59 23，600 キムテ 185 2 370 

// 200 28 5，600 のり佃煮 100 20 2，000 

コンデンスミ ノレク 397 66 26，202 小女子佃煮 100 32 3，200 

干あんず 80 15 1.20'0 たいみそ 315 4 1，260 

干プラム 270 4 1，080 たいみそでんぷ 365 2 730 

ょうかん 160 13 2，080 乾燥とうふ 12 40 480 

キャ ラメノレ 40 200 8，000 グリーンピース 567 10 5，670 

ゼリー 135 35 4，725 昆布佃煮 100 6 600 

キャンディー 100 59 5，900 の り 20 2 40 

ジャム(マーマレード) 140 236 33，040 みりん干 100 22 2，200 

ハチ ミツ 170 48 8，160 乾燥鶏肉 20 11 0 2.2 0 0 

オパノレチン 225 56 12，600 たくわん(福神漬) 100 106 10，600 

乾燥マメ 30 315 9，450 葉唐辛子 50 190 9，500 

フノレーツソータ. 200 6 1，200 するめ 60 7 420 

緑茶 100 92 9，200 う K 80 9 720 

ほうじ茶 100 36 3，600 サラタ.オイル 280 15 4，200 

せん茶TB5袋入り 15 32 480 ふ. 20 16 320 

かたくり粉 200 19 3，800 さらしあん 200 80 16，000 

粉末しる こ 100 188 18，800 ライスプレーク 120 1 10 1 3.2 0 0 

どましお 35 120 4，200 ビーフシチュー 85 20 1，700 

かまめしの素 80 78 6，040 昆布茶 80 20 1，600 
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品 目 単車ffi数量 重量勿 品 目 単重(~ 数量 重量(81

うどん 400 9 3，600 スパグティー 300 120 36，000 I 

カレーノレー 100 24 2，4 0 0 小麦粉 600 50 30，000 

ホァトケーキ 450 6 2，700 らっきょう 160 48 50，880 

コンソメ (7コ入) 35 72 2，520 葉唐辛子 120 96 1 1，520 

ウイナーソーセ---;; 1 10 3 330 ホワイトノレー 1ρ00 20 20，000 

コンビフ 190 26 4，940 オーツ 500 24 12，000 

クチャップ 300 38 11，400 はちみつ 95 96 9，120 

ジュースの素 50 18 900 乾燥牛肉 30 350 10，500 

コンソメ 200 31 6，200 トマト ジュース 450 20 9，000 

レモンパウダー 10 80 800 カレー粉 20 152 3，040 

乾燥豚肉 30 46 1，380 パン粉 280 4 1，120 

玄米茶 100 1 1 1，100 ほうじ茶(TB) 60 26 1，500 

プロトン豆腐 150 15 2，250 ラー泊 25 20 500 

マヨネーズ 300 12 3，600 七味唐辛子 1 3 72 936 

コーヒーパック 125 1 3 1，625 塩 500 5 2，500 

ミックスナッツ 65 7 455 紅しょうが 100 30 3，000 

梅干し 100 55 5，500 砂糖 500 17 8，500 

かつをぶし 10 20 200 干えび 20 20 400 

みずあめ 150 2 300 マッシュポテト 1 35 16 2，160 

' ドライカレー 145 96 13，920 チューインガム 20 60 1，200 

ソース 3)Omi 60 18，000 さんしょう粉 10 24 240 

つゆ 200盟t 60 12，000 カレー粉 400 8 3，2 00 

マカロニ 300 80 24，000 計 792，398 
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本隊用として空輸せる食糧

品 目 単重(8) 数量 =量f<g) 品 目 単重(81 数量 重量糊

小 麦 粉 1，000 60 60，000 オノζノノチン 280 11 5 32，200 

パン粉 270 7 1，890 紅茶 170 27 4，590 

旦 12，500 1 12，500 緑茶 100 12 1，200 

粉 末みそ 50 400 20ρ00 レモンパウダー 150 3 450 

そ うめん 10，000 2 10，000 カニ缶詰 300 24 7，200 

// 270 90 24，300 鮭缶詰 300 24 7，200 

// 6，000 I 6，000 マッチ 2 120 240 

サラタ.泊 3ρ00 6 18ρ00 レモン 80 800 64ρ00 

マグロ缶詰 220 144 31，680 塩鮭 2，000 30 60，000 

ミカン缶詰 350 192 67，200 

ジューオ苛詰(ミカン) 250 180 45，000 計 475，810 
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装備 ・燃料 リス ト

第 I類登山用個人装備

使 用 内 釈
品 名 規 格 数量 単重 (J)

リ・コ・ポ 備 考
隊.40 γ ・30 ボ・20 7・30 スベ 7

羽 毛 月R 上 ・ 下 ". ーヲ ノレ 1 5 3.400 12 3 高所用

" シングル 67 1.800 31 4 27 5 

キルティングコー卜 上 20 1.070 20 

防 風 衣 上 ・ 下 ナイロ ン 94 440 40 4 30 20 

" " ビ ニロン 30 900 30 

セーター 純 毛 75 800 40 4 30 l 

" 化 織 20 600 20 

カ ，~ー γ .，. ';J 純 毛 40 460 40 

" 1t 唱凪 34 380 4 30 

" 綿 58 380 38 20 

ズ ，ポ ;/ 純 毛 74 550 40 4 30 

" 化 織 22 520 20 2 

下 着 上・下 純毛特製 30 560 30 高所用

" " " 84 600 50 4 30 

" " 化 司凪 100 430 40 4 30 20 6 

" 上 純 毛 40 300 40 

" " 綿 120 240 80 4 30 6 

" 
ノ、;/ 'y メ デ -" 80 20 80 

帽 子 ゴルフ帽 74 50 40 4 30 

" 
γ 『 一 γ 200 100 80 8 60 30 22 

" 毛 糸 32 100 20 12 

高 所 帽 羽 毛 入 40 300 30 1 0 高所用

手 袋 5 本指 ナイ ロ ン 40 20 40 

" " 毛 糸 300 100 1 4 0 8 60 20 72 

" " 皮 100 300 40 30 30 

" ミ ト ン ナイロン 30 100 30 

オ パ手袋 タヌキ毛 6 400 6 プタ ，タ用

" 羽 毛 40 250 20 20 

" ナイロン 137 100 80 4 30 20 3 

靴 下 毛糸厚手 220 70 120 B 60 20 12 

" " 薄手 260 60 160 8 60 20 12 

" パ イル厚手 200 80 80 8 30 20 30 32 キ守ラバン兼用

" " 薄手 153 40 80 8 30 20 15 " 
" ナイロノVソッFス 22 1 00 22 

登 山 靴 94 1.70，0 40 4 20 30 キャラパン兼用

" タ フ ノレ 38 3.000 30 8 

高 所 靴 オッ ト セイ 52 2.400 40 8 4 

オーバーシ且 ーズ 羽 毛・セパV- ::J 46 400 30 10 6 高所用

" ナ イロ y 120 300 40 4 30 20 26 

ス ハァツ " 57 100 40 17 

テントシ且ーズ " 20 300 20 

寝 袋 羽毛ダブル 64 3.600 46 4 13 1 

" 羽毛+化.，07"， 17 3.600 17 

" 化繊 シンFル 55 1.600 20 30 5 
一 一 一一一一一
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使 用 内 訳

品 名 規 格 数量 単重但)
隊 .40

リ・コ・ポ
ポ・20

備 考

4 
シ・30 7・30 スベ 7

会乍ラフカバー ナイ.ロン 124 350 40 4 30 20 30 

守 7 トレス スチロール 露営用具重量照

" エ 7 マット 42 2，300 40 2 

エ7マァ ト用ポンプ(含修理具) 10 300 アント K配置

1} .ァ クサック ナイ ロ y 74 960 40 4 30 

ザ プザ ック " 74 450 40 4 30 

私 物 袋 大 ナイロ y 46 160 40 4 2 

" 中 " 74 110 40 4 30 

" " 75 40 40 4 30 1 

-"カ ーフ ナイロン 120 20 40 4 30 20 26 

ジ 干ク ヲ ト 40 450 30 10 

7 イゼン サレ1ワ2本爪 'Tースバンド付 45 860 40 南壁F
〆" 10本爪 37 700 3 30 4 

" 8本爪 77 900 20 30 27 

" 
バン ド 200 100 200 

ピ y ケル 104 1，000 40 4 30 20 10 隊員は個人持

" バン ド ナイ ロ y 95 20 40 4 30 20 I 

スキースト 7 ク セ ， ト 30 1.000 30 

サン F ラス カバ ー 付 40 60 40 

クライマ ゴグル 90 60 4 30 20 30 6 

スキーゴ-?ル 25 90 25 

サング ラ ス 500 20 ボ5タ00 

安全ベルト 80 390 40 4 30 6 

へ 7 ドランプ アランス 製 10 300 10 高 所用 |

" 国 産 54 400 40 4 10 

懐 中電灯 棒 状 50 80 30 20 

電 池 フラ ン ス 製 20 100 20 高所用

" 
国 産 単 3 580 100 240 24 180 120 16 

電 球 120 60 

懐 炉 48 80 40 1 i 

" ....~ :/ ド 36 40 36 

M 灰 1 2 本入 84 100 80 2 2 

懐 炉 10 900 10 

" 灰 1 5 本入 12 420 10 2 

背 負 子 マグネーンウム 30 800 20 10 高所用

" γ ュラルミン 70 1.800 20 20 30 

" バンド 100 140 30 20 30 20 

眼鏡〈も P止め 40 10 40 

靴 袖 120 80 40 4 30 20 26 

t注) 1 使用内釈のうち， 隊 とは隊員( 3 9名)及サーダー ( 1 名)を含む。残~ 2名のサーダ-f'(:ついては， γ ェルパ用装備会よび隊員のスベ7のうち在る

ベ〈 良質むもむを選んで与えた。 リ・コ・ポと怯， リェゾン 1， コック 2，ポーター頭 1， γ はシ ェルハ，ポはロ ーカルポータ ，アとはアイスフ a

ールポーターのととである。またスベ7fD内， 7イゼン，アイゼンバンドを除いて，他のほとんどは主としてシェルベポータ-f'(:追加支給し消費した。

2 使用数量は計画時のものであるが， 4月 13日Kプイスプ z ルむ荷上げが完了した段階でそれまでのアイスアォ ルポーターのうち優秀在者 13名

をロ ーカル・ポータ-f'(:格上げして更K上部の荷上げK使うとととし，さらK第 3ステージ白サウス・コルまでの荷上げにも用いた。I:fDいずれD場

合Kもスベ7fD装備を彼らK与えたため，蔵用した γ zルハ等C人数より多い ようKみえるが，実際Kは，すべての数量を使用した。
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第 E類 露営用 具

品 名 型 式 数量 単重4<9 寸 法 (棚) 備 考

高所用 マナスル型テント 2人用外ボール 8 4.5 (高) (巾) (め(前室) JMEEJ伍1-5，7-A-()
1.200X1.300X1.820 500 

氷盛用 半カマポコ重量テント " " 2 3.5 1.20 OX1.0 0 OX1.80 0 JMEEJ係6-7

高所用 マナスN!盟テント 4人用 " 19 7.0 1.390X1.820XI.820 600 JMEEJ伍8-23.41-43

氷壁用半カマポコ型テY ト " 2 0.4 1.600X1.800X1.800 /1 24-25 

高所用 マナスル型テ ント 6人用 " 13 9.3 1.450X1.950X2.550 750 /1 26-38 

" カマポコ製テント 8人用内ポール 3 14.5 1.500X2.100X3.450 /1 39， 44-45 
側〈屋紛 (ウ戸レ)

A.B.O用八角製ドム ・テント 20人用 " 2 16.0 2.320X340X120 1.840 " 40 

(巾) (-lil:) t!:'..-ザレ)

夏用量F型テン ト 2人用合掌式ポール 8 5.0 1.510X1，510X1.800 300 " BO 12-19内張付，グラントヤー卜縫付

" 6人用 N 3 11.5 1.800X1.800X2.730 450 B020.ナン，ιーナシ 2強

" 8人用 " 8 14.0 1.8 0 OX2.2 7 OX 3.6 0 0 450 " B04-11 !I"ラントシ」ト鎌付

" 1 0人用 " 2 16.0 1.800X2.270X4.000 450 ナyパなし

B.O用 メステント也橿型) 4 0人用内ポ ール 1 65.0 2.50 OX4.0 0 OX6.0 0 0 1~00 " BO 1. B03 

" 検事テノト( " ) " 2 55.0 2~00X4.00 X ~500 1100 " B02 

ポリ V ー ト 50 2.3 3.600 X 3.6 0 0 ポーター 500人分(10人でl枚)

日除けフライ 4人用テ ント用 4 3.8 1.670X2.700 (ヒ4サ5ノ0) ォ1/y:J色の布地tt:7ルミを蒸着したもの

a惨 6人用テント用 6 4.2 1.770X3.600 450 " 
ツエルトザァク 4人用 4 1.9 (画。(巾5)0(局.25 

1.450X1.500X2. 。 #7 タフタ布地

" 2人用 6 1.6 1.3 50X 1.200X 1.8 20 " 
マ 7 トレス 発泡スチロール製 5ツ折 125 0.8 450X1.700 各キャンプK配置

スコフ7' 剣l型， スチール製穴7キ 20 1.8 中間キセ ンプ用

H 平型. " 2 1.8 BO及び ABO用

" 無l型，ジュラ製穴あき 3 0.8 m:高所用

雪切用ノ コギリ 10 1.0 

雪落し用プラ ν 130 0.2 各テン ト2クの割合

lテン ト台 5 『新しく開発した登山用具』の項重量照

第 E類 登掌用具

名 規 格 数量 単量的
使 用 内 釈

品
南 盛 東南稜 アイス 7k -"" 予 備

ザ イ
'‘' 

8聞 2omA 20 1.1 50 1 0 1 0 

/1 8.. 30mA 1 0 1.6 4 0 5 5 

/1 8田 40mA 5 2.200 3 2 

/1 9圃 30mA 1 0 1.7 2 0 5 5 

/1 9圃 40mA 1 5 2.220 11 2 2 

/1 7.. 50mF 30 2.1 00 9 11 1 0 

/1 7田 100 mF 5 4.500 5 

/1 B掴 30mF 1 0 1.6 4 0 1 0 

/1 8田 50mF 30 1.980 30 

/1 8圃 60mF 20 2.280 18 2 

/1 8..100mF 1 0 3.920 1 0 

/1 B司 100予備 5 3.9 20 5 

M 6圃 500m(ステナワ) 1 20.000 34 Om( 240'本) 80m(50本) 80m(50本〉

7 イス ハン 守一 20 800 1 0 1 0 

7 イスメス 1 3 4 5 0 1 0 3 

カ ラ ピ ナ 67 3 1 50 3 1 4 1 5 0 1 5 0 5 9 

7 -1スハーケ ン U 字型 25摺 90 1 00 36 25 25 4 

/1 /1 /1 20掴 1 0 0 1 00 2 2 30 30 1 2 

/1 /1 /1 1 5 c胃 60 1 00 4 2 5 E 8 

/1 /1 スク 1)~ _型20 摺 1 00 1 00 54 2 0 2 0 6 

/1 /1 

』・ー
/1 1 5摺 1 00 1 0 0 4 0 60 

-418一



品 名 規 格 数量 単量的

滑 車 1 6 300 

" " 大 2 5 0 0 

ユ マ ル 西 独 製 3 6 0 0 

ジ守 y ピ;/!l'セ， ト 3 5 250 

埋 込ボルト 1 40 1 00 

" 11 (.特殊.身) 5 0 1 20 

.;; ~ラはしど 中 5 9，940 

" 11 端 11 6，960 

在わばしど 5m 5 2，200 

" 11 10m 7 4，400 

7 プ 、、、 3 段 10 500 

11 Z 段 10 300 

カ ス :11 イ 大 30 2 50 

11 11 30 50 

スノーパー 1 00摺 50 700 

11 11 80CJI 80 60 0 

11 11 7 0摺 1 6 50 0 

11 11 50pr 6 6 3 5 0 

へル メ . ト 35 3 70 

ロ，タハーグン (タテ) オリジナル 1 38 1 00 

" グ (ヨコ) ' 232 1 0 0 

超薄ハータ ン(タテ〕 50 7 0 

11 11 (ヨコ) 50 7 0 

特 殊 ハークン 1 1 2 1 00 

ワイヤーハ シ ゴ 5m 24 1，30 0 

" 11 10m 1 3 2，500 

登$用プランヨ 2 500 

ハン モ . !l 4 500 

ス ト ヲ タ 60 540 

勺 イ ン テ 1 2 4，0 0 0 

荷上用カプセル 3 8~ 0 0 0 

弘吉L プ 、1) ':7 ~ 両 鍋 部 4 6，750 

11 中 間 部 4 7， 4 50 

(注)(1)特殊用具Kついは別稿『新しく開発した登山用具』書風

(2) 南盛用登慾具Kついτは別稿『甫壁登撃と今後の線題』の項を多用L

(3) ザイル必要量の決定基調陣は次の通P。

ω FIXED臥)PE(表中の略号F) 7，000 .. 

(骨甫壁ルーが

標高6，8 0 0 m-8， 5 0 0 mの実距離は

右方ノレート 3，5 7 0 m 

左方ルー ト 3，2 30m 

約40*増。5，00 0 m単備する。

(司サウス・コルルート

ローツェフ zース と東南稜下部で 1，000m準備

-419ー

甫

使 用 内 訳

壁 東南壁 7イスフォール 干 備

7 5 4 

2 

2 1 

2 7 3 5 

1 1 2 1 0 18 

50 

5 

11 

5 

7 

3 7 

5 5 

30 

30 

20 30 

40 40 

16 

40 1 0 10 6 

25 1 0 

70 30 3 8 

1 7 2 3 0 30 

25 1 0 1 5 

4 0 1 0 

6 5 20 27 

24 

1 3 

z 

4 

30 30 

1 

3 

4 

4 

付 アイスプ sール・ルー ト

第 1次の例(5 00 m)を2ルートと計算し 1，000"必

要分K第 2次隊残分を当てる.

E並行動用ザイル(表中の略号A) 1，880 m 

(1) 甫壁7タフタ隊用(40m 9私X2本 )は下で使用せず。

伊)行動要員68名を 2人パーテ 4として 34本

付予備として12の各キeンプt!:l本とABCtc2本。

科第1次・ 2次隊残分は計算K入れ在い。
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unt Everest， 1963. -A.J.，沼V，38.1964.
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MASON(K. ~ -Abode of Snow.A history 

of Himalayan Exploration and Moun -

taineering.-London，Rupert Hart-

Davls，1955; >>-372P. 

(邦訳『ヒスラヤーその探検と登山の歴史一』
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相沢俗文著. rエベレスト一日本隊初登頂の

言E撮 』あかね書房， 1971. 147P. 
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登山隊報告』日本山岳会. 1 9 6 9. 4 3 1 P • 

毎日;新聞社編， w毎日グラフ増干jJ，エベレスト
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日本山岳会， Ii"第 8回この一本展，エベレスト

関係図書展，出品目録，解題 JI1970年 12月
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三田幸夫， rエベレストに挑む』週刊時事，

1969年 6月 14日号. PP. 22-37 

安田 武他， rrエベレスト登山隊の繊維装備に

関する研究第一報』武庫川女子大学紀要(自

然、科学編)第 17集， 1 970， P P. 131-
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山崎勝弘， rrエベレスト登山隊の色彩計画』
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~28( 1963. 8) 三田幸夫「エベレスト峰登山

計画についてJ

228(1963.8) ヒマラヤ委員会「ヒマラヤ委

員会経過報告J(文責:松田)

228(1963.8) ヒマラヤ委員会「エペレスト

峰登山許可折衝報告」三田委員長カト

マンズ通信①ー③」

241(1965.7) 松方三郎「エベレスト計画の

延期」

241 (1965. 7) エベレスト委員会「エペレスト

委員会経過報告J(文責:松田)

284 ( 1969. 2) 大塚博美「松方氏カトマンズ

へ」

285(1969.3) 大塚博美「見通し明るいエベ

レストの許可」

288(1969.6) 三田幸夫「エベレスト・1970J

289( 1969. 7) 藤田佳宏「エベレスト通信」

290 ( 1 969. 8) エペレスト委員会「エペレス

ト第2次偵察隊派遣=南壁の試

登を目指すJ(文責:大塚)

290( 1969. 8) 藤田佳宏「エベレストの偵察」
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本隊の準備状況」
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・エベレスト通信③」 第 8信~
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295(1970.1) 三田幸夫「エペレスト登山隊

員決定J
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296(1970.2) 大塚博美 「エベレスト東南稜

と南壁登撃の可能性」

296(1970.2) 植村直己・井上治郎「エベレ



スト越冬隊報告J

296(1970.2) Iエベレスド登山隊行動予定」

296( 1970. 2) Iエベレスト隊報道隊員紹介」

297 ( 197 O. 3) 松方三郎「ジェネラノレ ・ブルー

スの心境 ー エベレスト登山出発

に当って」

297(1970.3) Iエベレスト隊歓送会」

297(1970.3) Iエベレスト隊富士山行」
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298(1970.4) 大塚博美 「エベレストの南墜を
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登山」
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キャンフ. "、よいよアイス・フォ

ーJレへ ー キャラパン日誌(ll)J

299( 1970. 5) I第 1~3 キャンプ建設J

299 ( 197 O. 5) Iキャクツェ リン死亡J

299(1970.5) I成田潔恩隊員 C1で急死」

299(1970.5) rエベレスト登山隊募金報告②」

300 (1970. 6) I東南稜からのエ峰登頂に成功」

300(1970.6) 大塚博美「アイス・フォールの

状況J

300( 1970.6) 大塚博美「第 1キャンプ建設ま

でJ

300(1970.6) 大塚博美 「キャ クツェリンの事

故」

300(1970.6) 大塚博美 「成田潔思隊員の急死J

300( 1970.6) I南壁登撃を断念J

300(1970.6) I住吉 ドクターの手記から」

300(1970.6) I松方三郎隊長帰国」

300( 1970.6) I成田隊員遺骨帰る」

301(1970.7) 大塚博美「世界の屋根Kベス

トをつくすーエベレスト登山隊

帰国の途Kつ く」

301(1970.7) Iエベレス ト隊本隊帰国」

302(1970.8) 大塚博美「エベレスト隊帰国

ど挨拶」

302(1970.8) Iエベレスト隊帰国歓迎会」

303(1970.9) 大森薫雄「大エベレス ト展開催1

303(1970.9) rカラー・スライド「エベレ

スト登頂J発売j

308(1971. 2) エベレスト委員会「エペレス

ト登山残務処理報告」

308( 1971. 2) エベレスト委員会「エペレス

ト登山会計報告」

308 ( 1971. 2) Iエベレスト登山募金報告@J

(心 スキー隊に関する単行本

三浦雄一郎著. rエベレスト大滑降』文芸春秋

社. 197 O. 

文芸春秋編. Ii"文芸春秋緊急増刊:三浦雄一郎

エペレスト大滑降』文芸春秋社. 1 9 7 O. 

日本エベレスト・スキー探検隊. Iiエベレスト

一 日本エベレスト・スキー探検隊の記録 J(小

谷明，安久一成撮影).文芸春秋社. 1970. 

佐伯富男著. Ii"エベレスト村長日記』あかね書

房. 1 9 7 1. 3 26p. 
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〔編者注〕

本稿に収録した文献の中，日本隊に関するものは，編集委員会の松田の資料によった。

なお，エベレスト登山の概説書に属するものとしては，これ以外にも Link，Snaith， Goswami， 

Styles， Mackintyre， Serraill工er，Taylor等の著者によるものがあり，他V亡も数多くのもの

があると思われるが，素人向の解説で文献的価値のないもの，児童向けのもの，エベレストに関する分量

の少ないものなどは省略することにした。

この他学会誌の論文， Geographical Magazine， Life誌等の雑誌類Kも数多く関連する資料が

みられるが，これらについても重要と思われるものを除き省略し Tこ。

また日本敢に関するものについても，本資料K収録したもの以外にも，会社の社内報，同窓会誌，所属

する山岳会の会報等に各隊員の個人的な寄稿がみられるが，これらについても文献的価値のないものは

省略したのでご了承願いたL、。
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御協力者名薄
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御 協 力 者

。 後援を受けた官庁・団体

文部省，外務省，毎日新聞社，日本放送協会，社団法人日本山岳協会，社団法人日本気象学会，社団

法人電子通信学会，日本雪氷学会，日本地球電気磁気学会， 日本生気象学会高所医学専門部会(順不同)

。 便宜供与を受けた官庁・団体

財団法人日本体育協会，駐日ネパール王国大使館，日本ネパール文化協会，横浜税関，社団法人新聞

協会，気象庁気象研究所，自衛隊航空医学実験隊，東京航空気象台，ベンガル湾・日本 ・ベンガル湾運

賃同盟，建設省国土地理院 (順不同)

。一般協力者(法人)

ア=アングル株式会社，芦森工業株式会社， 旭化成工業株式会社，旭ダウ株式会社，味の素株式会社，

石川トランク製作所， 一沢帆布工業株式会社，市田株式会社，株式会社イワタ，株式会社上島商庖，エス

ビー食品株式会社，株式会社エニー，株式会社エパニュー，オエ '.:1カ株式会社， 太田言十苦株式会社，小

笠原計器株式会社，大阪商船三井船舶株式会社，大関醸造株式会社， 尾西食品株式会社， 大塚製薬株式

会社，小野薬品工業株式会社， 力=川崎重工業株式会社，株式会社釜屋，鐘淵紡績株式会社，京

都大学防災研究所，京都市立病院，倉敷レーヨ ン株式会社，株式会社クンコー，小谷海深庖，株式会社

ゴールドウイン，株式会社好日山荘，輿固化学株式会社，国際信号旗製造株式会社，高分子化学工業株

式会社，株式会社黒龍堂，小玉株式会社，小西六写真株式会社， サ=サッ ポロビール株式会社，

サントリー株式会社，三輿編物株式会社，株式会社山崎社，株式会社三明商事，株式会社三共，株式会

社サクライ，仁丹食品株式会社，静岡マ フテ株式会社，清水水産株式会社，女子栄養大学，ジェ レンク

株式会社，シウラスポーツ株式会社，シ Tープ株式会社，神鋼機器工業株式会社，清水晶商底株式会社，

株式会社島津製作所，塩野義製薬株式会社，昭和電工株式会社，住友金属工業株式封土，住友化学工業

株式会社，杉山五郎商応，ゼット スポーツ株式会社，全日本製糖工業会， タ=太陽食品工業株式

会社，大日本インキ化学工業株式会社， 大有スポーツ産業株式会社，大有産業株式会社，株式会社大丸，

武田薬品工業株式会社，大鵬薬品工業株式会社，台糖ファイザ一株式会社，大莫工業株式会社，田辺製

薬株式会社，千葉製粉株式会社，チパ薬品株式会社，株式会社チョウギン，電気通信大学芳野研究室，

テーシ商事株式会社，帝人株式会社，有限会社ト モミツ縫工， 東洋羽毛工業株式会社，東レ株式会社，

東京ト ップ株式会社，東芝商事株式会社，東横病院，東京航空計器株式会社，東洋録音株式会社，東京

出版販売株式会社，株式会社東食， ナ=ナショナル魔法瓶工業株式会社，中浅測機株式会社，七

洋電機株式会社，株式会社中島薫商底，株式会社永谷薗本舗，ニップン食糧株式会社，日本ぶどう糖工

業会，日商岩井株式会社，日通商事株式会社，日通株式会社，日清食品株式会社，日魯漁業株式会社，
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株式会社二幸，日本ジフィー食品株式会社，株式会社Kんべん， 日本エスエス管工業株式会社，日本ア

フプジョン株式会社，日本O.Hベー リンガーゾーン株式会社，日本化学繊維検査協会，日本新薬株式会

社，日本へキスト株式会社，日本光学株式会社， 日本デスコ株式会社， ハ=株式会社パンジマク

ツト，株式会社はちの巣印蜂蜜本舗，株式会社服部時計庖，株式会社広瀬味噌醸造所，フナイ薬品工業

株式会社，ブリジストン液化ガス株式会社，フェサン産業株式会社，福井商事株式会社，藤沢薬品工業

株式会社，不二紙工株式会社，株式会社逸男山陽堂，ホープ株式会社， マ=マル コメ味噌株式会

社， マルホ株式会社，株式会社前田源商庖， 三井農林株式会社，株式会社三越，三田村理研工業株式会

社， 株式会社ミド リ十字，株式会社三室製作所，武庫川女子大学繊維化学研究室，明治製菓株式会社，

株式会社桃屋，森永製菓株式会社，森永乳業株式会社，森下仁丹テルモ株式会社， ヤ=ヤンズプ

ロタ・クツ株式会社，株式会社山本海苔J苫， 雪印乳業株式会社，株式会社吉安，吉田喜義商庖，吉田工業

株式会社，横浜帽子株式会社， ラ=リ7カー ミシン株式会社， ワ=渡辺製薬全販株式会社，

和光純薬工業株式会社， (五十音I1民)

一般協力者(個人)

青山曹太郎，石島厳，伊丹康人，乾安行，臼倉進，生沼清司，加藤良二，神原 周，イ県裕美，佐野

四郎， 坂田元記，~英国寿一，西郷隆明，桜庭康碩，野口喬，樋口一成，藤田逮男，松田美智子，前回

徳向，松村誠，宮崎茂治，村上陽太郎，森重晴，山崎勝弘，山階克子，吉田譲次，万木津平，横堀栄，

吉田光春，渡辺渉 (敬称省略，五十音順)

。 種々助言を受けた外国の山岳団体並びに個人

The Alpine Club， The Arnerican Alpine Club， Swiss Alpine Club， lndian Mo-

untaineering Foundation， lndian Mountaineering Institute(Darjeeling)， Dr. 

Hornbein， Sir.Edmund Hillary， Commandor M.S. Kohli， Lt. 001. Narinder 

Kumar， Shri Tenzing Norgay， Mr.Norman Dhyrenfurth (順不同)

。 現地で便宜・供与を受けた官庁・団体・個人

Ministry of Foreign Affairs， His MajestyらGovernment of Nepal， Himalayan 

Society， Embassy of lndia， Nepal， 駐印日本大使館，駐カルカッタ総領事館， 駐ネ

パール日本大使館，同特命全権大使吉良秀道， 三井物産株式会社カルカ 7 タ支庖，大阪商船三井船舶株

式会社カルカ y タ文庖， Trans Himalayan Tour(Private)Ltd(Hotel Everest View) ， 

Kunde Hospital， SATA， Thyangboche Monastry， Zonal Assi stant commissioner 

(Namche無電局)， Dr.Harka Gurung， Mr.Govinda Krishna Shresta， Mr.Lohani， 

Mr. Arun Bikran Rana， Mr. Hari Das Rai， Lt. CoI. James O. M. Roberts， 

Mr. Binaya Guru Acharya， Mr.G.D.Sauer， Mr.Hardy Fuerer， Mr. N.T. 
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Jangpo， AII lndia Radio， lndian Meteorological Department， Department of 

Hydrologyand Meteorology( Kathmandu)， Uni ted Nati on Development Programme 

CSpecial Fund) Sunkosi Project， 

日本工営株式会社カトマンズ事務所長 林勝三郎，同スンコツリバー調査事務所長 津田誠，同 吉原

喜一郎，柴田春家，石川博，日本エベレストスキ一塁手山隊 (敬祈省略順不同 )

制 。本協力者名簿には日本山岳会員以外の協力者を掲載しました。他に多くの日本山岳会会員

ならびに参加隊員勤務先等のど協力を得ましたが，ここでは省略させて戴きました。

。募金関係協力者の名簿は， 353~356頁 K掲載致しました。本来ならば協力者名簿の

この頁に掲載すべきところですが，説明の都合上， w募金』の報告の中K収録させて要員

きましたことをど了承下さL、。

~......./'-ー

-442一



あ と が き

本報告書は， 197 0年K社団法人日本山岳会が派遣したエベレスト登山隊の公式報告書である。

既K毎日新聞社より ， iエベレスト写真集jが刊行されており，紀行文については「エベレストへの道J

他数点が刊行されているが，本報告書は登山隊の行動を，資料を中心とした記録の面に重点をおいて記述

したものである。

原稿ボリュームの関係で，第 I部 「登山報告J，第 H部「学術報告JI'L分冊する形をとったが，本書は

その第 l部「登山報告」である。従って高所医学等の分野については，第 E部の「学術報告Jを参照され

たL、。

エベレストに出発したのは，昭和 45年 2月 15日であったから，はや 2年を経過してしまったととに

なる。公式報告書の刊行が，このように遅れてしまったことは，編集委員会の責任であり，この点を官頭

に先ずお詫びしなければならない。

本隊の「計画と準備JI'L関する資料は，既K出発前I'Li第 1次~第 2次エペレスト偵察隊報告書」とし

てまとめてあったので，それに対して実際がどうであったかについては，帰国後直ちにまとまるものと考

えていた。そこで当初は先ず 「第 1次~第 2次エ ベレスト偵察隊報告書」と同じ体裁のものを対内的にま

とめておき， これをもとに隊員の討議をつみ重ね，公式報告書(公刊するもの)を編集し， とれを毎日新

聞社出版局より刊行する予定にしていた。

しかしながら， 編集Kか Lってみると予期以上K時聞がか L り，そのため当初考えていた 2本立の刊行

は事実上無理であることがわかったので，途中で方針を変更し，本報告書を以て公式報告書とすること K

した。

報告書の編集にあたっては，松方隊長を委員長とし，大塚，松田，中島岡，土肥鹿野，広谷，中島偽

河野の 9名を以て構成する編集委員会を組織して編集Kあたった。この中前の 5名が主として第 I部「登

山報告Jを，後の 3名が第 E部「学術報告jを担当し，松田が全般的なまとめを行なった。

編集委員会では，編集K先立ち，報告書の性格について論議し，次の 3点を基本K編集することにした。

即ち，

(1)事実関係を隊のポリシーとの関速において明確にすること。

(2) 準備と実行の相互関係を明確Kしておくとと。

(3) 個々の行動や事実或いは判断K対 して， 評価ずけがなされている こと。

これらの観点K立って，エベレス ト南壁K必要なチ ームとタク ティックス，高度順化，特殊装備の開発

等の点Kついては特K重点をおき，

( 1) 我々の経験がこの分野で新たに加えたものは何か。

(2) やろうとしてできなかったことは，事実を卒直K反省し，今後我々の後Kつ工く隊が登山計画を
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